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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

大分工業高等専門学校 

（２）所在地 

大分県大分市 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気電子工学科， 

    制御情報工学科，都市システム工学科 

専攻科：機械・環境システム工学専攻， 

    電気電子情報工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成19年５月１日現在） 

学生数：学 科８１１人 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 計 

機械工学科 42 45 38 45 34 204

電気電子工学科 43 38 43 43 39 206

制御情報工学科 42 40 42 38 36 198

都市システム工学科 44 36 41 42  163

土木工学科    1 39 40 

計 171 159 164 169 148 811

    専攻科４２人 

 １年 ２年 計 

機械・環境システム工学専攻 10 14 24 

電気電子情報工学専攻 9 9 18 

計 19 23 42 

専任教員数：６２人 

助手数：２人 

 校長 教授 准教授 講師 助教 助手 計

校長 1      1 

一般科目  8 10    18

機械工学科  4 6 2   12

電気電子工学科  3 4 2 1 1 11

制御情報工学科  3 5 1 1 1 11

都市システム工学科  4 5  2  11

計 1 22 30 5 4 2 64

 

２ 特徴 

（１）沿革 

 本校は，地域産業の振興に寄与する実践的技術者の育

成を目的として昭和３８年に大分県における最初の理工

系高等教育機関として県庁所在地に設置され，機械工学

科，電気工学科の２学科３学級で開校した。その後，昭

和４２年度に土木工学科を増設し，平成元年度には機械

工学科の１学級を制御情報工学科へと改組し，４専門学

科体制となった。さらに，平成１３年に電気工学科を電

気電子工学科に改組し，平成１６年に土木工学科を都市

システム工学科に改組した。その間，準学士課程卒業後

も進学意欲を持つ学生の増加に対応し，平成１５年には

機械・環境システム工学専攻，電気電子情報工学専攻の

２専攻からなる専攻科が設置された。 

（２）象徴 

 校章は，大の字を円形に図案化したものであり，正門

近くモニュメントには哲学者カール・ヒルティーの言葉

AMOR OMNIA VINCIT（愛はすべてに打ち勝つ）が刻まれて

いる。モニュメント自体がシンボルとなり，刻まれた言

葉は教育理念や学習・教育目標へと発展した。 

（３）教育課程 

 準学士課程の低学年（１～３年生）教育は「基礎力養

成プログラム」と称し，高等学校に相当する教育に加え

技術者教育への導入に必要な基礎学力養成に力点を置い

ている。準学士課程の高学年（４～５年生）と専攻科課

程の教育はJABEE認定を受けており「システムデザイン工

学プログラム」と称している。このプログラム前半では，

教養基礎教育，科学や工学の基礎教育及び技術者として

のセンスを磨く教育に重点を置き，後半の専攻科教育で

は，専門工学の知識獲得・継続的研究活動と同時に複合

的な工学及び科学分野の知識とその運用力をも修得する

ことを主眼とし，技術者倫理やコミュニケーション能力

など，技術者に必要な素養も修得する。 

（４）地域連携 

 本校は会員企業・団体等とともに大分高専テクノフォ

ーラムを設立し，技術交流を深め地域の産業と文化の発

展に寄与しているほか，地域交流と共に，子供たちに科

学技術を紹介し理科離れの防止に寄与するため「科学と

遊ぼう」と開放講座等を実施している。これらは地域連

携交流センターを中心に，産学官連携，自治体等連携，

地域教育連携の３つを柱とした地域連携活動の一環事業

となっており，それらの需要の高さから地域に開かれた

高専としての役割がますます重要になっている。
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Ⅱ 目的 

１．大分工業高等専門学校の使命 創設時に目的を定め，学則の第１章第１条に以下のように掲げている： 

「本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成し，心身ともに健康な技術者を養成することを目的とする。」 

その後，教育理念，学習・教育目標等が明文化されたことにより上記目的は本校の使命と言えるものである。 

２．教育理念 心身ともに健康な技術者の具体的条件を含め，以下を教育理念としている： 

「人間性に溢れ国際感覚を備え，探究心，創造性，表現能力を有する技術者の育成」 

３．育成すべき人材像 教育理念の下，準学士課程及び専攻科課程で育成すべき人材像は以下の通りである： 

準学士課程 ○５年間の一貫教育により，深く専門の学芸を教授し，豊かな教養と高度な専門技術を身につけ

た技術者の育成 ○対象の本質を理解し分析する能力と，モデル化し総合する能力を備え，グループにあっ

ては強調し互いに高め合うことのできる，専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた実践的技術者の育成 

専攻科課程 ○高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力を身につけた独創的かつ創造的研

究開発能力を有する人材の育成 ○自ら方向性を定め学習し問題を発見して解析する力と問題を解決し自ら

設計して新しいものを生み出す力を備え高度な技術力と豊かな教養力に裏打ちされた創造的技術者の育成 

４．学習・教育目標 

準学士課程卒業及び専攻科課程修了時に教育理念に沿った人材の輩出のため，学生が身につける素養や成果を

学習・教育目標として定めている。標語・目標･サブ目標・達成すべき具体的な目標の４階層からなり，達成すべ

き具体的な目標は授業科目系統図を通じ個々の教科と対応している。学生はシラバスやポートフォリオで成績を

自己管理し，単位修得し学年進行を行うことで目標の達成度が確認できるようになっている。 

準学士課程 

【標語Ａ 愛の精神】 

目標：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養，自ら考える力，いつくしみの心を身につける 

［サブ目標Ａ－１：自ら考える力を身につける 具体的目標(1) 物事を多面的に考察するために必要な基礎知識

を有すること 具体的目標(2) 論理的に自らの考え方を構築することができること］［サブ目標Ａ－２ 技術者

としての倫理を身につける 具体的目標(1) 人や自然・社会が相互につながり合っていることを理解しているこ

と 具体的目標(2) いつくしみの心を持ち，相手の立場に立って考えることができること］ 

【標語Ｂ 科学や工学の基礎】 

目標：科学の粋を極める技術者に必要な数学，自然科学，情報技術，専門工学の基礎を身につける 

［サブ目標Ｂ－１：数学，自然科学の力を身につける 具体的目標(1) 数学の基本的な問題が解けること 具体

的目標(2) 自然科学の基本的な問題が解けること］［サブ目標Ｂ－２：情報技術，専門工学の基礎を身につける 

具体的目標(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎知識があること］ 

【標語Ｃ コミュニケーション能力】 

目標：地域や国際舞台での活躍をめざして，多様な文化の理解とコミュニケーションできる力を身につける 

［サブ目標Ｃ－１：表現する力，ディスカッションする力を身につける 具体的目標(1) 自ら表現したいことに

ついて第三者が理解できるように表現ができること］［サブ目標Ｃ－２：英語を用いてコミュニケーションでき

る力を身につける 具体的目標(1) 英語で表現された文章を理解でき，英語による簡単な作文ができること］ 

【標語Ｄ 技術者としてのセンス】 

目標：創造的技術者としてのセンスを磨き，探究心，分析力，イメージ力を身につける 

［サブ目標Ｄ－１：探求心，分析力，イメージ力，デザイン能力を身につける 具体的目標(1) 技術的対象に対

して，計測測定を行い，問題を分析することができること 具体的目標(2) 問題を深く掘り下げる努力ができる

こと］［サブ目標Ｄ－２：協力して問題を解決する力を身につける 具体的目標(1) チームで問題に取り組む体
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験を得ること］ 

【標語Ｅ 専門工学の活用】 

目標：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し，これを活用する力を身につける 

［サブ目標Ｅ－１：専門工学の知識を獲得する］［サブ目標Ｅ－２：工学の相互関連性を理解する］［サブ目標

Ｅ－３：専門分野における研究開発の体験を通じて問題を発見し，解決する力を身につける］ 

専攻科課程  

【標語Ａ 愛の精神】 

目標：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養，自ら考える力，いつくしみの心を身につける 

［サブ目標Ａ－１：自ら考える力を身につける 具体的目標(1) 自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考

察するために必要な基礎知識を有すること 具体的目標(2) 情報を収集し，論理的に自らの考えを構築すること

ができる 具体的目標(3) 事実と自らの考え，他社の考えと自らの考えとを区別できること］［サブ目標Ａ－２ 

技術者としての倫理を身につける 具体的目標(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 

具体的目標(2) 技術者が社会に対して負っている責任について理解していること］ 

【標語Ｂ 科学や工学の基礎】 

目標：科学の粋を極める技術者に必要な数学，自然科学，情報技術，専門工学の基礎を身につける 

［サブ目標Ｂ－１：数学，自然科学の力を身につける 具体的目標(1) 数学の基本的な問題が解けること 具体

的目標(2) 自然現象の本質を問う問題が解けること］［サブ目標Ｂ－２：情報技術，専門工学の基礎を身につけ

る 具体的目標(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎知識があること］ 

【標語Ｃ コミュニケーション能力】 

目標：地域や国際舞台での活躍をめざして，多様な文化の理解とコミュニケーションできる力を身につける 

［サブ目標Ｃ－１：表現する力，ディスカッションする力を身につける 具体的目標(1) 自ら表現したいことに

ついて第三者が理解できるように明確に表現でき，そのテーマについて議論できること］［サブ目標Ｃ－２：英

語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 具体的目標(1) 英語で表現された文章を理解でき，英語

による簡単なコミュニケーションができること］ 

【標語Ｄ 技術者としてのセンス】 

目標：創造的技術者としてのセンスを磨き，探究心，分析力，イメージ力を身につける 

［サブ目標Ｄ－１：探求心，分析力，イメージ力，デザイン能力を身につける 具体的目標(1) 技術的対象に対

して，計測測定を行い，問題を分析することができること 具体的目標(2) ものやシステムを創造するために結

果をイメージして，その結果を得るための方法やシステムなどをデザインすることができること 具体的目標(3) 

問題を深く掘り下げる努力ができること］［サブ目標Ｄ－２：協力して問題を解決する体験を得ること 具体的

目標(1) 問題をチームで解決する体験を得ること 具体的目標(2) 問題解決を分担し，自らの分担を見定めて行

動できること］ 

【標語Ｅ 専門工学の活用】 

目標：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し，これを活用する力を身につける 

［サブ目標Ｅ－１：専門工学の知識を獲得する 具体的目標(1) 自らの専門性に即して，一つの分野を深く掘り

下げることのできる専門工学の知識があること］［サブ目標Ｅ－２：工学の相互関連性を理解する 具体的目標

(1) 技術が，ものやシステムの複雑なつながりによって成り立っていることを理解していること 具体的目標(2) 

自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有していること］［サブ目標Ｅ－３：専門分野におけ

る研究開発の体験を通じて問題を発見し，解決する力を身につける 具体的目標(1) 自らの専門分野において，

問題の所在と性質を見極め，その対処法あるいは解決法をデザインし，これを実行することができること］ 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

 観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果

等が，明確に定められているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校は創設時に教育基本法・学校基本法に則した目的を定め，使命として学則に掲げている（資料

１－１－①－１）。 

 

資料１－１－①－１ 

 
大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 20 日 

 
第１章 本校の目的 
（目的） 
第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授
し，職業に必要な能力を育成し，心身ともに健康な技術者を養成することを目的とする。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 この目的（使命）のもと，開学当時から技術者を生かす愛の精神の必要性が説かれ（資料１－１－

①－２），校舎竣工記念の若人集成の美と技術を象徴するモニュメントには哲学者カール・ヒルティ

ーの言葉 AMOR OMNIA VINCIT（愛はすべてに打ち勝つ）が刻まれ，本校の象徴になっている（資料１

－１－①－３）。 

 

資料１－１－①－２ 

 

 120 名(機械科 80 名､電気科 40 名[内女子 4 名]） 

の緊張した童顔を前に、諄々と諭すように、校長
が静かに語り掛ける。「日本興隆の柱となる技術
者はどうゆうものであるかについて考えてみたい
と思います。それは、技術そのものが優秀である
ことは勿論でありますが、それだけでは足りない
と思います。技術を愛の精神が生かさなければな
りません。この愛の精神とは自分を愛するように
隣人を愛する精神であります。この精神があれば
おのずから協調性のある誠実な技術者が生まれ、
その技術が本当に社会の役に立つようになると信
じるのであります。そしてその人自身の技術もこ
の精神によって更に進歩するに違いないと思いま
す。」いわゆる「黄金律」を引用して「技術と教
養と愛の精神を」宣言して堅実な美しい校風の樹
立を目指したのであった。 
 

（出典：大分高専三十周年記念誌５頁） 

資料１－１－①－３

 
（出典： 

システムデザン工学プログラム履修の手引き）
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 平成 12～15 年度の校舎改修に際し，将来計画の基礎となる教育環境改善計画・施設長期計画（資

料編）の中で，教育研究活動と環境整備の基本方針である教育理念を実現するための教育方針・教育

目標が明確に打ち出され，これに沿って本校の教育改善が進められてきた（資料１－１－①－４，

５）。 

 

資料１－１－①－４ 

  

 

 

（出典：教育環境改善計画・施設長期計画（資料編）） 
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資料１－１－①－５ 

 

（出典：教育環境改善計画・施設長期計画（資料編）） 

 

 それらは，その後専攻科設置と JABEE の受審に向け整理され，使命（資料１－１－①－１）のもと，

教育研究活動の基本方針である教育理念（教育目標）と準学士・専攻科課程で育成すべき人材像を明

文化した（資料１－１－①－６）。 

 

資料１－１－①－６ 
           

教育の目的と教育理念 

 

 本校の目的は「教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業

に必要な能力を育成し、心身ともに健康な技術者を育成すること」であり，教育理念は「人間性に溢れ国際

感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する」技術者を育成することである。 

 本科においては、対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、グループにあっ

ては協調し、お互いに高めあうことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた、実践的技術者

を育成する。 

 専攻科においては、高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力・研究開発能力を有

し、高度な専門力と豊かな教養力を備える創造的技術者を育成する。また、自ら方向性を定め学習し、問題

を発見して解析する力と、問題を解決し自ら設計して新しいものを産み出す力を備え、高度な技術力と豊か

な教養力に裏打ちされた、創造的技術者を育成する。 

 

（出典：学校要覧） 



大分工業高等専門学校 基準１ 

 - 8 -

 準学士課程編入学と専攻科課程受験生に対しては，各々の学生募集要項（資料１－１－①－７，

８）中に目的や育成すべき人材像を示している。 

 

資料１－１－①－７ 

１．目 的 
 高等専門学校は、大学と同様の高等教育機関で、５年間の一貫教育により、深く専門の学芸を教授し、 
豊かな教養と高度な専門技術を身に付けた技術者を育成することを目的としています。 
 本校の編入学制度は、こうした高等専門学校設立の趣旨にそって、高等学校の卒業者にも等しく門戸を 
開こうとするものです。 
 

（出典：平成 20 年度編入学生募集要項） 

 

資料１－１－①－８ 

２．専攻科の目的 
 本専攻科は，高度情報化社会における先端技術に対応し得る，課題探求能力を身に付けた独創的
かつ創造的研究開発能力を有する人材の育成を目的としています。 
 

（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項） 

 

 先の将来計画では教育理念の実現を学生の成長と学習経験に則し達成させるため，準学士課程と計

画段階の専攻科課程を含め，学年を志学・修学・専学の３段階（資料１－１－①－９）に分けた教育

指導を行い，使命達成もこれと整合し段階的に進めるものとした。 

 専攻科を設置し，４年生以上に日本技術者教育認定機構(JABEE)認定の教育プログラム（システム

デザイン工学プログラム）を適用しているが，準学士課程卒業は卒業要件，専攻科課程修了は JABEE

基準の修了要件で判定している。授業時間と授業形態統一により，準学士課程３年生までは JABEE 基

準とほぼ同等の教育プログラム（基礎力養成プログラム）を適用するため，前述の段階区分は一部変

更され，改めて学年進行と教育プログラム構成との対応を定めた（資料１－１－①－10）。 

 

資料１－１－①－９ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出典：教育環境改善計画・施設長期計画（資料編）） 
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資料１－１－①－10 

 

１～３年（志学） ４，５年（修学） 専攻科（専学） 

基礎力養成プログラム システムデザイン工学プログラム 

準学士課程 専攻科課程 

 

（出典：教育システム委員会資料） 

 

 教育理念に基づく人材育成の基本的成果は，連続する２つの教育プログラムに則り設定された学習

・教育目標が準学士課程卒業及び専攻科課程を修了時点で全て達成されることである。学習・教育目

標は標語・目標・サブ目標・具体的達成目標と階層構造をなし，具体的達成目標から準学士課程と専

攻科課程で分離されているが，サブ目標までは教育理念と志・修・専学段階を考慮して設定され，学

内外配布資料等はサブ目標まで記載されることが多い。包括的・抽象的な教育理念を学生に分かり易

く，具体的教科名と対応させ単位習得で目標の段階的達成が評価できるよう工夫している。学習・教

育目標は創立時の精神を尊重し，校歌（資料１－１－①－11）を考慮して作られた。 

 

資料１－１－①－11 

 

  

校 
 

歌 

 

一 

明
野
台
地
の
あ
さ
ぼ
ら
け 

 
 

紺
青
映
ゆ
る
豊
の
海 

 
 

姿
さ
や
け
き
由
布
鶴
見 

 
 

高
き
技
術
を
身
に
つ
け
て 

 
 

郷
土
の
さ
か
え
き
ず
か
ん
と 

 
 

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
立
つ 

 

二 

秀
麗
九
重
国
東
と 

 
 

海
辺
山
辺
の
お
ち
こ
ち
ゆ 

 
 

青
春
の
夢
い
だ
き
つ
つ 

 
 

心
の
玉
を
み
が
き
あ
い 

 
 

国
土
の
さ
ち
に
つ
く
さ
ん
と 

 
 

つ
ど
い
て
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
り 

 

三 

工
業
日
本
興
隆
の 

 
 

柱
と
な
ら
ん
の
ぞ
み
も
て 

 
 

科
学
の
粋
を
き
わ
め
つ
つ 

 
 

愛
の
心
を
つ
ち
か
い
て 

 
 

世
界
の
平
和
に
さ
さ
げ
ん
と 

 
 

若
人
わ
れ
ら
こ
こ
に
立
つ 

（出典：学生便覧） 

 

 準学士課程の学習・教育目標は標語 A～E に対応し（資料１－１－①－12），具体的目標 12 項目，

評価方法が明記されている（資料１－１－①－13）。この課程は標語Ｅの達成目標は設定しておらず，

A～D を達成することで卒業時に準学士の称号が授与される。 
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資料１－１－①－12 

 
（出典：シラバス） 

 

資料１－１－①－13 

 

 標語 目標 サブ目標 〔準学士課程において達成すべき(具体的な)目標〕 評価方法 

A-1 自ら考える力を身につける 

(1) 物事を多面的に考察するために必要な基礎知
識を有すること  

(2) 論理的に自らの考えを構築することができる
こと 

社会系必修科目を修得

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献できる技術
者に必要な豊かな教養，自
ら考える力，いつくしみの
心を身につける 

A-2 技術者としての倫理を身につける

(1) 人や自然・社会が相互につながり合っている
ことを理解していること 

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立場に立って
考えることができること 

特別活動を履修 

B-1 数学，自然科学の力を身につける
(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然科学の基本的な問題が解けること 

数学，自然科学，体育
系の必修科目を修得

Ｂ 
科学や工学の
基礎 

科学の粋を極める技術者に
必要な数学，自然科学，情
報技術，専門工学の基礎を
身につける B-2 

情報技術，専門工学の基礎を身に
つける 

(1)専門性に即して問題を掘り下げる上で土台とな
る情報技術と専門基礎知識があること 

情報技術系，専門の必
修科目を修得 

C-1 
表現する力，ディスカッションす
る力を身につける 

(1)自ら表現したいことについて第三者が理解でき
るように表現できること 

国語系の必修科目を修
得 

Ｃ 
コミュニケー
ション能力 

地域や国際舞台での活躍を
めざして，多様な文化の理
解とコミュニケーションで
きる力を身につける C-2 

英語を用いてコミュニケーション
できる力を身につける 

(1)英語で表現された文章を理解でき、英語による
簡単な作文ができること 

英語系の必修科目を修
得 

D-1 
探究心，分析力，イメージ力，デ
ザイン能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問題
を分析することができること 

(2) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

必修の実験・実習，卒
業研究を修得 

Ｄ 
技術者として
のセンス 

創造的技術者としてのセン
スを磨き，探究心，分析
力，イメージ力を身につけ
る 

D-2 
協力して問題を解決する力を身に
つける 

(1)チームで問題に取り組む体験を得ること 
ＰＢＬに対応する実験
・実習，または校外実
習単位を修得 

E-1 専門工学の知識を獲得する   

E-2 工学の相互関連性を理解する   Ｅ 
専門工学の活
用 

専門工学の知識を修得して
その相互関連性を理解し，
これを活用する力を身につ
ける 

E-3 
専門分野における研究開発の体験
を通して問題を発見し，解決する
力を身につける 

  

 

（出典：教育システム委員会資料 準学士課程学習・教育目標(志学・修学段階)）
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 専攻科課程の学習・教育目標も標語Ａ～Ｅに対応し（資料１－１－①－14），具体的目標は 19 項

目，評価方法が明記され（資料１－１－①－15），A～E を達成することで修了時に技術士の１次試

験の免除，修習技術者（登録すれば技術士補）と同時に学士の称号が授与されるが，その評価方法は

JABEE 評価基準に準拠する。 

 

 

 

教 育 理 念 
 

人間性に溢れ国際感覚を備え， 

探求心，創造性，表現能力を有する技術者を育成 

 

 

学習･教育目標 
 

（Ａ） 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの

心を身につける 

 （Ａ１) 自ら考える力を身につける 

   （１）自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために必要な基礎知識を有

すること 

   （２）情報を収集し、論理的に自らの考えを構築することができること 

   （３）事実と自らの考え、他者の考えと自らの考えとを区別できること 

  （Ａ２) 技術者としての倫理を身につける 

   （１）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 

   （２）技術者が社会に対して負っている責任について理解していること 

 

（Ｂ） 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学

の基礎を身につける 

  (Ｂ１) 数学、自然科学の力を身につける 

   （１）数学の基本的な問題が解けること 

   （２）自然現象の本質を問う問題が解けること 

  (Ｂ２） 情報技術、専門工学の基礎を身につける 

   （１）専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎知識がある

こと 

 

（Ｃ） コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュ

ニケーションできる力を身につける 

  (Ｃ１) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 

   （１）自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確に表現でき、そのテ

ーマについて議論できること 

  (Ｃ２) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

   （１）英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュニケーションができ

ること 

資料１－１－①－14 

 

(Ｄ) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力

を身につける 

 （Ｄ１） 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 

   （１）技術的対象に対して，計測測定を行い、問題を分析することができること 

   （２）ものやシステムを創造するために結果をイメージして、その結果を得るための方

法やシステムなどをデザインすることができること 

   （３）問題を深く掘り下げる努力ができること 

  (Ｄ２) 協力して問題を解決する力を身につける 

   （１）問題をチームで解決する体験を得ること 

   （２）問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できること 

 

(Ｅ) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関係性を理解し、これを活用する力を

身につける 

  (Ｅ１) 専門工学の知識を獲得する 

   （１）自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることのできる専門工学の知

識があること 

  (Ｅ２) 工学の相互関連性を理解する 

   （１）技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り立っていることを理解し

ていること 

   （２）自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有していること 

  (Ｅ３) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し､解決する力を身につける 

   （１）自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その対処法あるいは解決

法をデザインし、これを実行することができること 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料１－１－①－15 

 

 標語 目標 サブ目標 
システムデザイン工学プログラムにおいて全員が満たすべき 
具体的な目標（全員が達成すべき目標） 

評価方法 

A-1 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために
必要な基礎知識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考えを構築することができる
こと 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自らの考えとを区別できる
こと 

◎科目の修得 
○２科目以上修得 
ディベート試験合格 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献で
きる技術者に必要
な豊かな教養，自
ら考える力，いつ
くしみの心を身に
つける 

A-2 
技術者としての倫理
を身につける 
 

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 
(2) 技術者が社会に対して負っている責任について理解している

こと 
技術者倫理の修得 

B-1 
数学、自然科学の力
を身につける 
 

(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解けること 

◎科目の修得 
○２科目以上修得 
総合的試験の合格または技術
士１次試験 

Ｂ 
科学や工学の
基礎 

科学の粋を極める
技術者に必要な数
学，自然科学，情
報技術，専門工学
の基礎を身につけ
る B-2 

情報技術、専門工学
の基礎を身につける
 

(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と
専門基礎知識があること 

◎科目の修得 
◎と○科目から１０科目以
上，１５単位以上修得 
総合的試験に合格または技術
士１次試験 

C-1 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

(1) 自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確
に表現でき、そのテーマについて議論できること 

◎と○科目の修得 
学外発表 
 

Ｃ 
コミュニケー
ション能力 

地域や国際舞台で
の活躍をめざし
て，多様な文化の
理解とコミュニケ
ーションできる力
を身につける 

C-2 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

(1) 英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュ
ニケーションができること 

◎科目の修得 
○１科目以上修得 
英語資格試験 

D-1 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問題を分析するこ
とができること 

(2) ものやシステムを創造するために結果をイメージして、そ
の結果を得るための方法やシステムなどをデザインすること
ができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

◎科目の修得 
 

Ｄ 
技術者として
のセンス 

創造的技術者とし
てのセンスを磨
き，探究心，分析
力，イメージ力を
身につける 

D-2 
協力して問題を解決
する力を身につける

(1) 問題をチームで解決する体験を得ること 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できるこ

と 

◎科目の修得 
インターンシップ 
ＰＢＬ関連科目の総合審査会

E-1 
専門工学の知識を獲
得する 

(1) 自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることの
できる専門工学の知識があること 

○１０科目以上修得 
小論文試験に合格または学位
授与機構小論文審査に合格 

E-2 
工学の相互関連性を
理解する 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り立
っていることを理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を
有していること 

◎科目を修得 
○科目から２科目以上（専門
科目を１科目以上）修得 Ｅ 

専門工学の活
用 

専門工学の知識を
修得してその相互
関連性を理解し，
これを活用する力
を身につける 

E-3 

専門分野における研
究開発の体験を通し
て問題を発見し，解
決する力を身につけ
る 

(1) 自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その
対処法あるいは解決法をデザインし、これを実行することが
できること 

特別研究の修得 

 

(出典：教育システム委員会資料 専攻科課程学習・教育目標(専学段階))

 

 準学士課程修学段階は JABEE 対応のシステムデザイン工学プログラムが適用され，卒業時は準学士

課程の学習・教育目標達成の評価が行われる。基礎力養成プログラムとシステムデザイン工学プログ

ラムは授業科目系統図（資料１－１－①－16）で低学年から高学年，基礎科目から応用科目の連続性

を考慮して設計され，個々の具体的目標が１つ以上の教科と対応しているため，学生は，単位修得に

よる学年進行で学習・教育目標を達成し，卒業要件を満たすことができる。一般科目は専門４科に共

通，専門科目は学科で若干差はあるが，達成すべき学習・教育目標が専門４科で共通となるように作

られている。 

 学生は計画的に単位を修得して，試験解説時等にシラバスの理解度の自己点検欄，ポートフォリオ

の成績表綴り，学習・教育目標達成度チェック表，各種プログラム修了要件チェック表で目的達成度

確認と学習成績を自己管理し，クラス担任や専攻主任はそれらを見て適切なアドバイスを行っている

（資料１－１－①－17，18，19，20）。 
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資料１－１－①－16 
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（出典：シラバス 各学科授業科目系統図） 
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資料１－１－①－17 
 

教科目名 ○○○○ (○○○○○) 

学 科 名 ・ 学 年 ： ○○○○工学科 ○年 （教育プログラム 第○学年 ○○科目） 

単 位 数 な ど ： 必修 ○単位 （前期○コマ，後期○コマ，学習保証時間○○時間） 

担 当 教 員 ： ○○○○ 
授業の概要 

 

達成目標と評価方法       大分高専目標( )，JABEE 目標( )( )

(1)  
(2)  
(3)  
(4)  

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

  【理解の度合い】 

8 前期中間試験  【試験の点数】   点

9 
 

10 
11 
 

12 
13 
14 

前期中間試験の解答と解説 
 

 【理解の度合い】 

15 前期期末試験  【試験の点数】   点

 前期期末試験の解答と解説   
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
 

  【理解の度合い】 

23 後期中間試験  【試験の点数】   点

24 
 
 

25 
26 
27 
28 
29 

後期中間試験の解答と解説 
 

 【理解の度合い】 

30 後期期末試験  【試験の点数】   点

 後期期末試験の解答と解説   

履 修 上 の 注 意  

教 科 書  

参 考 図 書  

関 連 科 目  

総 合 評 価  

【総合達成度】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【総合評価】    点

 

（出典：シラバス） 
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資料１－１－①－18 

 

（出典：ポートフォリオ）
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資料１－１－①－19 

 

（出典：ポートフォリオ） 
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資料１－１－①－20 

 

 

（出典：ポートフォリオ） 
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 使命・教育理念実現に向け，準学士・専攻科両課程で学習・教育目標を区別した上で各学科，各専

攻では，それぞれの教育理念や目標及び人材育成思想を掲げ（資料１－１－①－21）教育を行ってい

る。 

 

資料１－１－①－21 

 

一般科目 

 一般科目は、専門科目と連携して優れた技術者を育成するため､幅広い視野に立った社会人として必要な
豊かな一般教養を育むとともに､専門教育を習得するための基礎的な能力を養うものである。 
 一般科目のうち、文科系科目では、内外の伝統的文化に触れ、歴史や社会を学び、言語活動による情報伝
達能力の育成および国際感覚の涵養をはかる。また理科系科目では、自然の解明にあたっての科学的思考力
を養い、専門工学を習得するための基礎となる能力を培う。さらに人体の構造を知り、その能力を高めて健
康的な人生の基礎作りをめざす。 
ちなみに一般科目は各学科に共通であり、高専教育の統合性に資するものである。 

 

機械工学科 

 機械工学は科学技術立国日本のものづくりを支える基盤の学問です。生活の回りにあるものは全て機械工
学の技術を通して生産されたものといえます。機械工学で学ぶ技術としての学問は大きく分けて 5 つありま
す。それは､(1)機械の動きを解析・制御する技術､(2)材料をうまく利用する技術､(3)加工や製作の技術､(4)
熱やエネルギーを利用する技術､(5)水や空気の流れを利用する技術、です。これらを統合して社会に役立つ
ものを設計・製作するのが機械工学です。本校の機械工学科では、これらの学問が実習や実験などの体験と
ともに身に付くように工夫され、頭と体の動くエンジニア育成に努めています。また、技術の発達に対応す
るため、情報処理技術等の基礎工学に力を注ぐ一方、卒業研究での研究活動で問題解決能力や創造性を養う
努力を行っています。 
 近年の科学技術の発展は目覚しく、学校教育の追随を許さない状況にあります。本校機械工学科では、幅
広い学問と豊富な実験実習で、最先端技術を含むどのような分野にも対応できる人材を育成しています。実
践的かつ創造力に富み、個性と人間性豊かなオールマイティーな技術者を育てるように心がけています。 

 

電気電子工学科 

 昨今、エレクトロニクスや情報通信技術の進歩は著しく、工場では高度に自動化・省力化された自動機械
やファクトリー・オートメーション（ＦＡ）が一般化しています。一方、我々の家庭においてもパソコン、
ゲーム機から携帯電話に至るまで様々な電子機器に取り囲まれており、それら無くしてはもはや生活ができ
ない状態になっています。このような高度情報化社会や自動化・省力化工業・生産技術を支える基盤技術は
エレクトロニクス技術です。 
 電気電子工学科ではこの「エレクトロニクス」を中心に「エネルギー」、｢情報・通信｣という分野にわた
って、広く基礎知識や技術力を修得すると共に、演習・実験を通して応用力も身に付けることを狙いとして
います。 
 電気電子工学科では「電気電子分野における創造的な技術者を」といった産業界からのニーズに応えるた
めに､5 年間の一貫教育を通して､理論及び実践の両面に優れた卒業生を輩出するよう努力を重ねています。 
 学生は一般科目と並行して先ず電気の基本的な理論を学び、その後より高度な｢エレクトロニクス｣や「エ
ネルギー」、｢情報・通信｣、その他の関連した分野の学習へと進んでいきます。上級生になると、卒業研究
や企業、大学、研究機関との共同研究開発や工場見学・実習などを通して、産業界や大学の第一線で十分に
活躍できるよう実践的な知識を身に付けていきます。 

 

制御情報工学科 

 近年、内外において情報技術の発達にはめまぐるしいものがあり、その対応のための技術者の不足が言わ
れています。制御情報工学科はこのような社会の要求と時代の流れに即応すべく、幅の広い情報技術を習得
し、卒業後にさまざまな分野で活躍できる技術者を養成することを目的としています。情報工学を中心に、
その基礎となる工学基礎を学び、資格試験にも力を入れ、技術立国の根本となる「ものづくり教育」に目を
向け、卒業後には社会の即戦力となる技術を身につけさせます。このように急速な技術革新の推進力となり
うる柔軟な発想に富んだ技術者の育成をめざしています。 
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都市システム工学科 

 都市システム（土木）工学は、現代文明社会を支えるための生活環境・社会資本の整備及び国土保全を目
的とする学問です。土木事業として、交通施設（道路、鉄道、港湾、空港など）、都市施設・環境保全（上
下水道、河川、地下鉄、公園など）、防災・資源開発（治水、砂防、水資源など）等、市民の日常生活に関
係の深い各種の公共事業が行われています。 
 「東京湾アクアライン」や「明石海峡大橋」などの例が示すように、日本の土木技術は世界に誇る水準に
あります。また県内においても、別府明礬橋で知られる「九州横断自動車道」や「東九州自動車道」、水資
源開発のための「大山ダム」のような大規模土木事業や町内の「下水道工事」のような身近な土木事業が実
施されて、地域の振興に貢献しています。 
 本校都市システム工学科においては、行政の立場から事業を企画する技術者、設計を担当する技術者、又
は建設工事に従事する技術者など、どのような立場の技術者にもなれるように、コンピュータ教育を含む基
礎及び専門の教育を行っています。また卒業後に地域で強度の開発に従事する技術者及び広く国内・海外で
も活躍出来る有能な技術者を養成することを目標としています。 

 

機械・環境システム工学専攻 

 21 世紀の“環境の時代”を迎えて､環境問題に対応した機械システムや製造技術及び水圏環境､地盤環境､
都市環境､防災システム､環境計画論等に関する幅広い知識が不可欠となっています。 
 機械・環境システム工学専攻は､本科課程で習得した基礎学力を基盤に､地球環境に関わる各種環境問題に
も対応可能な学際的・融合的教育を行うとともに､機械システムと環境システムとの相互依存関係や高度な
機械生産システムに深く関わる教育を展開することにより､より専門性に富み､相互に関連した高度技術社会
における自己表現能力を育み､グローバルな視野に立った､想像力､実現化能力を有した研究・開発型創造的
技術者を育成することを目標としています。 
 また､本科卒業生等を対象とした社会人のためのリカレント教育を推進するとともに､本専攻科の教育研究
の成果として創出された様々な技術､新しい知見などを通して､地域社会との連携をより積極的に進めます。
同時に､企業及び公的研究機関との研究者・学生の相互交流を図る中で､地域に滞在するシーズやニーズの開
拓・掘り起こし等に大胆に取り組むことにより､地域社会に真に貢献する研究開発に努めます。 

 

電気電子情報工学専攻 

 高度に情報化された技術社会が到来し､技術者には複雑なシステムに対応し得る高度な技術力が要求され
ています。特に､情報技術のわかる電気電子技術者､電気電子技術の分かる情報技術者に対する地域のニーズ
はますます高くなって来ています。さらにまた､急速な技術の親展と高度化に対応して広範な応用力を発揮
することのできる技術者へのニーズも高まっています。 
 一方､社会の隅々に電気電子情報技術が浸透しているため､この分野の技術者には自然環境に対する深い理
解と学際的視野が要求される時代となって来ています。 
 このような時代背景と社会からの要請を受けて､電気電子情報工学専攻は､本科課程で修得した基礎学力を
基盤に､深い教養と広い視野を有し､高度情報化社会に対応し得る研究開発力と解析能力を持った創造的な電
気電子技術者､情報技術者の育成を行います。 
 こうして､確かな基礎力に裏打ちされた質の高い人材を電気電子情報系のさまざまの分野に輩出し､新しい
知見や技術の社会への還元を積極的に進めることを通して､安定した高度技術社会の実現に貢献することを
目標としています。 

 

（出典：学校要覧 各学科の紹介） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校としての目的を学則で規定し，教育理念実現に向け準学士・専攻科両課程の学習・教

育目標を定め，両課程を繋ぎ連続する２つの教育プログラム並びに整合した独自の学習段階（志・修

・専学）を設定し実践している。教育理念に基づき両課程で育成すべき人材像を区別し，授業科目系

統図を通して具体的目標と具体的教科の対応を明確にして両課程を区別し，段階的な学習・教育目標

達成を可能にしている。このシステムは学生の成績自己管理とも連動し，理解度を確認し計画的に目

標達成ができる。この基盤の上に一般・専門４学科と２専攻は各々の人材育成思想に沿った教育を行

っており，目的を明確に定め，準学士・専攻科両課程で個別に達成努力を行っている。 
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 観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 （観点に係る状況） 

学則に規定した目的（資料１－１－①－１）は「愛の精神」の涵養で達成され，その思想で教育理念

や準学士・専攻科両課程の人材育成像と学習・教育目標（資料１－１－①－６，12，13，14，15）が

作られており、それらを学校教育法第 70 条の２に照らすと「深く専門の学芸を教授」と「職業に必

要な能力を育成」に大別できる（資料１－１－②－１）。 

 これらは授業科目系統図（資料１－１－①－16）で各教科と対応し，学年進行による単位修得と成

績の自己管理を通し，趣旨を学生に周知・理解させている。 

 

資料１－１－②－１ 

学校教育法第 70 条の 2 

 「深く専門の学芸を教授」すること 「職業に必要な能力を育成」すること 

準学士課程 
「対象の本質を理解し分析する能力と，モデ
ル化し総合する能力を備え」ること 

「グループにあっては強調し，お互いに高めあうことので
きる，専門技術力と教養基礎力に裏打ちされた，実践的
技術者を育成」すること 

専攻科課程 

「高度情報化社会における先端技術に対応
しうる課題探求力・研究開発能力を有し高度
な専門力と豊かな教養力を備える」こと 

「自ら方向性を定め学習し，問題を発見して解析する力 
と，問題を解決し自ら設計して新しいものを生み出す力を
備え，高度な技術力と豊かな教養力に裏打ちされた創造
的技術者を育成」すること 

学習・教育目標 

A-1  自ら考える力を身につける 
B-1  数学，自然科学の力を身につける 
B-2  情報技術，専門工学の基礎を身につ

ける 
C-1  表現する力，ディスカッションする力 

を身につける 
C-2  英語を用いてコミュニケーションでき

る力を身につける 
D-1  探求心，分析力，イメージ力，デザイ

ン能力を身につける 
E-1  専門工学の知識を獲得する 
E-2  工学の相互関連性を理解する 

A-2  技術者としての倫理を身につける 
C-1  表現する力，ディスカッションする力を身につける
C-2  英語を用いてコミュニケーションできる力を身に 

つける 
D-2  協力して問題を解決する力を身につける 
E-3  専門分野における研究開発の体験を通して問題

を発見し，解決する力を身につける 

 

 

（出典：資料１－１－①－6，12，13，14，15 より作成） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校目的は教育基本法の精神に則り，学校教育法の目的に基づいて定められ，高等専門学校一般に

求められる目的に沿っている。準学士・専攻科両課程で分けて定めた学習・教育目標は，教育理念に

基づき，各々「深く専門の学芸を教授」と「職業に必要な能力を育成」の項目に類別され，育成人材

像及び卒業・修了時の学力と資質は，学校教育法第 70 条２項の目的に合致する。 
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 観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学則に掲げた目的（資料１－１－①－１）は，校内グループウェアに掲載した規則集から全教職員

が閲覧できるほか（資料１－２－①－１），ウェブぺージ（資料１－２－①－２），教職員及び新入

生に配布する学生便覧（資料１－２－①－３）にも掲載している。 

 教育理念と学習・教育目標はウェブページ，学生便覧，専攻科学生便覧，システム工学デザインプ

ログラム履修の手引き，シラバス・専攻科シラバス，ポートフォリオ（資料１－２－①－４，５，６，

７，１－１－①－12，14）に掲載し，毎年，学年毎の教務説明会や専攻科説明会等で学生に周知する

ほか，学生・教職員の目に付くホームルームや事務室等殆どの部屋に掲げている（資料１－２－①－

８）。新入生には入学式当日，学生便覧配布の際に紹介し，直後のホームルームでも学級担任が説明

する。 

育成人材像については学習・教育目標とともに学校要覧（資料１－１－①－６），中期目標（資料

１－２－①－９），ウェブページにも掲載している。 

 

 

 

資料１－２－①－１ 

 

（出典：グループウェア）

 



大分工業高等専門学校 基準１ 

 - 25 -

資料１－２－①－２ 

大分工業高等専門学校の目的及び目標 
 

 
 
第１章 本校の目的 
（目的） 
第１条 本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業 
に必要な能力を育成し、心身ともに健康な技術者を養成することを目的とする。 

出典：大分工業高専門学校学則 

 
 
 本校の教育目標は「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する」技術者を育成 
することである。 
 本科においては、対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、グループにあっ 
ては協調し、お互いに高めあうことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた、実践的技術者 
を育成する。 専攻科においては、高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力・研究開 
発能力を有し、高度な専門力と豊かな教養力を備える創造的技術者を育成する。また、自ら方向性を定め 
学習し、問題を発見して解析する力と、問題を解決し自ら設計して新しいものを産み出す力を備え、高度な 
技術力と豊かな教養力に裏打ちされた、創造的技術者を育成する。 
 

 
 
学習・教育目標のページをご覧ください。 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

 

資料１－２－①－３ 
 

教   育   方   針 
 本校は､中学校の卒業生を受入れ、5 か年にわたって一貫した教育課程による教養と専門の教育を行い、

豊かな教養と高度の専門技術を持った心身ともに健康な技術者を養成することを目的に、「人間性に溢れ国

際感覚を備え、探究心、創造性、表現能力を有する技術者の育成」を教育理念とし､これを実現するために

以下の学習､教育目標を掲げている。 

 
学 習 ・ 教 育 目 標 

 (A) 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心を身に

つける 

   (A1) 自ら考える力を身につける 

   (A2) 技術者としての倫理を身につける 

 (B) 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の基礎を

身につける 

   (B1) 数学、自然科学の力を身につける 

   (B2) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 

 (C) コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニケーシ

ョンできる力を身につける 

   (C1) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 

   (C2) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

 (D) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を身につ

ける 

   (D1) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 

   (D2) 協力して問題を解決する力を身につける 

 (E) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを活用する力を身につ 

ける 

   (E1) 専門工学の知識を獲得する 

   (E2) 工学の相互関連性を理解する 

   (E3) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力を身につける 
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 専門教育においては、特にその基礎となる学科の教科を十分理解修得させるとともに実験・実習を通じて

技術を体得させることを主眼とし、将来さらに新しい技術を開発する能力の所有者たり得ることを目指して

いる。 

 高等教育においては、５年間を通じて少人数で徹底した教育が行われるとともに､クラブなどの学生会活

動に積極的に参加することによって､人間同士の信頼・友愛・共同の精神を養うことができ､また寮生活によ

り事由と規律の精神を学びとることができる。 

 このようなすぐれた教育環境のなかで学生が自主的に自己形成に努めることによって､将来の日本を背 

負って発つ技術者に育つことを期待している。 

（出典：学生便覧） 

 

資料１－２－①－４
 

学習･教育目標 
 

 標語 目標 サブ目標 準学士課程において 
達成すべき具体的な目標 

専攻科課程において 
達成すべき具体的な目標 

A-1 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 物事を多面的に考察するために必
要な基礎知識を有すること  

(2) 論理的に自らの考えを構築するこ
とができること 

(1) 自然や人間の活動を地球的視点か
ら多面的に考察するために必要な基
礎知識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考
えを構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと
自らの考えとを区別できること 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養，自ら考える
力，いつくしみ
の心を身につけ
る 

A-2 
技術者としての倫理
を身につける 

(1) 人や自然・社会が相互につながり
合っていることを理解していること

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立
場に立って考えることができること

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や
効果を理解していること 

(2) 技術者が社会に対して負っている
責任について理解していること 

B-1 
数学，自然科学の力
を身につける 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然科学の基本的な問題が解ける

こと 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然現象の本質を問う問題が解け

ること 
Ｂ 

科学や工学
の基礎 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学，自然科
学，情報技術，
専門工学の基礎
を身につける 

B-2 
情報技術，専門工学
の基礎を身につける

専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

C-1 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように表現できること 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

Ｃ 
コミュニケ
ーション能
力 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して，多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

C-2 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単な作文ができること 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

D-1 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) ものやシステムを創造するために
結果をイメージして、その結果を得
るための方法やシステムなどをデザ
インすることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

Ｄ 
技術者とし
てのセンス 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き，探究心，
分析力，イメー
ジ力を身につけ
る 

D-2 
協力して問題を解決
する力を身につける

チームで問題に取り組む体験を得る
こと 

(1) 問題をチームで解決する体験を得
ること 

(2) 問題解決を分担化し、自らの分担
を見定めて行動できること 

E-1 
専門工学の知識を獲
得する 

 
自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

E-2 
工学の相互関連性を
理解する 

 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑な
つながりによって成り立っているこ
とを理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野
について基礎的な知識を有している
こと 

Ｅ 
専門工学の
活用 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し，これを活
用する力を身に
つける 

E-3 

専門分野における研
究開発の体験を通し
て問題を発見し，解
決する力を身につけ
る 

 

自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

 

（出典：Ｗｅｂページ）
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１． はじめに 
 

 この便覧を手にしている皆さんは，既に成人に達しており，社会人として一人前の存在で

す。本科を卒業して実社会のそれぞれの場で責任を果たしている多くの同級生のことを思え

ば，引き続き々高専に在籍するとは言え，これまでと同じ気持ちであってはいけません。 

すべてのことに自主的に取り組み，主体性を持って行動することが強く求められます。また，

このことが，専攻科における皆さん一人一人の学園生活を実り多きものへと繋げてくれるこ 

とを確信しています。学生の皆さんは，本便覧をよく読み，本校の学習・教育目標に習熟す 

るとともに，専攻科の修了要件，学位授与要件，そして教育プログラムの終了要件すべてを 

考慮に入れて，遺漏のないように履修計画を立ててください。 

 

２．学習教育目標と教育方針 
 

（1）学習・教育目標 

  本校は，「人間性に溢れ国際感覚を備え，探求心，創造性，表現能力を有する技術者の育成」

を教育理念として掲げております。この教育理念を実現するために，学習・教育目標として

以下に示す５つの主目標とそれぞれを具体化した 11 のサブ目標，19 の達成基準を定めた，

「システムデザイン工学プログラム」を設定しています。本プログラムを修了するには， 

これら全ての学習・教育目標を達成する必要があります。 
 
  (A)「愛の精神」：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養，自ら考える力，いつ

くしみの心を身につける 

   （A1） 自ら考える力を身につける 

（１）自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために必要な基礎知識を有すること 

（２）情報を収集し，論理的に自らの考えを構築することができること 

（３）事実と自らの考え，他者の考えと自らの考えとを区別できること 

   （A2) 技術者としての倫理を身につける 

    （１）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 

    （２）技術者が社会に対して負っている責任について理解していること 
 
  （B）「科学や工学の基礎」：科学の粋を極める技術者に必要な数学，自然科学，情報技

術，専門工学の基礎を身につける 

   (B1) 数学，自然科学の力を身につける 

    （１）数学の基本的な問題が解けること 

    （２）自然現象の本質を問う問題が解けること 

  (B2） 情報技術，専門工学の基礎を身につける 

    （１）専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎知識があること 
 

  （C）「コミュニケーション能力」：地域や国際舞台での活躍をめざして，多様な文化の理

解とコミュニケーションできる力を身につける 

   (C1) 表現する力，ディスカッションする力を身につける 

    （１）自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確に表現でき，そのテーマについ 

て議論できること 

   (C2) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

    （１）英語で表現された文章を理解でき，英語による簡単なコミュニケーションができること 
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  （D)「技術者としてのセンス」：創造的技術者としてのセンスを磨き，探究心，分析力,イ

メージ力を身につける 

   （D1） 探究心，分析力，イメージ力，デザイン能力を身につける 

    （１）技術的対象に対して，計測測定を行い，問題を分析することができること 

    （２）ものやシステムを創造するために結果をイメージして，その結果を得るための方法やシス 

テムなどをデザインすることができること 

    （３）問題を深く掘り下げる努力ができること 

  （D2) 協力して問題を解決する力を身につける 

    （１）問題をチームで解決する体験を得ること 

    （２）問題解決を分担化し，自らの分担を見定めて行動できること 
 

  (E)「専門工学の活用」：専門工学の知識を修得してその相互関係性を理解し，これを活用

する力を身につける 

  (E1) 専門工学の知識を獲得する 

    （１）自らの専門性に即して，一つの分野を深く掘り下げることのできる専門工学の知識があること 

  (E2) 工学の相互関連性を理解する 

    （１）技術が，ものやシステムの複雑なつながりによって成り立っていることを理解していること 

    （２）自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有していること 
 
  (E3) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し，解決する力を身につける 

    （１）自らの専門分野において，問題の所在と性質を見極め，その対処法あるいは解決法をデザイ 

ンし，これを実行することができること 
 

  これらの各学習・教育目標の達成度の評価方法ならびに各学習・教育目標を達成するため

に必要な科目の流れは，[システムデザイン工学プログラム 履修の手引き(2007 年度

版)」を参照してください。 

   なお，これらの学習・教育目標は日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定基準１.(１) 

の（a）～（h）および分野別要件（工学（融合複合・新領域）を含んでいます。 

 

（2）教育方針 
 

 【機械・環境システム工学専攻】 

    本科の課程で修得した基礎学力を基盤に，地球環境に関わる各種環境問題にも対応可 

   能な学際的・融合的教育を行います。機械システムと環境システムとの相互依存関係や 

   高度な機械生産システムに深く関わる教育を展開することにより，より専門性に富み， 

   相互に関連した高度技術社会における自己表現能力を育み，グローバルな視野に立った 

   発想力，構想，実現化能力を有した研究・開発型創造的技術者を育成します。 
 

 【電気電子情報工学専攻】 

    電気，電子，情報工学に関連する分野において本科で修得した幅広い専門知識 

   と技術を基礎として，より高度な技術教育を行います。すなわち，電気電子工学・ 

   情報工学に関連する新技術の独創的かつ実践的な研究開発能力及び解析能力を持 

   ち，高度情報化された先端技術及び学術技術の研究開発や問題解決に対応でき， 

   視野が広く国際性豊かな学問のできる実践的技術者を育成します。 

 

（出典：専攻科学生便覧） 

 

 

 ３．学習･教育目標 

 本校は、「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の

育成」を教育理念として掲げております。この教育理念を実現するため本教育プログ

ラム｢システムデザイン工学プログラム｣では、学習・教育目標として以下に示す５

つの主目標とそれぞれを具体化した１１のサブ目標とその細目(19項目）を定めてい

ます。この教育プログラムを修了するには､これら全ての学習・教育目標を達成する

必要があります。 
 
（Ａ） 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、

いつくしみの心を身につける 

 （Ａ１) 自ら考える力を身につける 

   （１） 自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために必要な

基礎知識を有すること 

   （２）情報を収集し、論理的に自らの考えを構築することができること 

   （３）事実と自らの考え、他者の考えと自らの考えとを区別できること 

  （Ａ２) 技術者としての倫理を身につける 

   （１） 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 

   （２） 技術者が社会に対して負っている責任について理解していること 

（Ｂ） 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報

技術、専門工学の基礎を身につける 

  (Ｂ１) 数学、自然科学の力を身につける 

   （１） 数学の基本的な問題が解けること 

   （２） 自然現象の本質を問う問題が解けること 

  (Ｂ２） 情報技術、専門工学の基礎を身につける 

   （１） 専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基

礎知識があること 

（Ｃ） コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化 

の理解とコミュニケーションできる力を身につける 

  (Ｃ１) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 

   （１）自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確に表現 

でき、そのテーマについて議論できること 

  (Ｃ２) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

   （１）英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュニケー 

ションができること 

資料１－２－①－６ 
 
(Ｄ) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析

力、イメージ力を身につける 

 （Ｄ１） 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 

   （１）技術的対象に対して、計測測定を行い、問題を分析することができ 

ること 

   （２）ものやシステムを創造するために結果をイメージして、その結果を 

得るための方法やシステムなどをデザインすることができること 

   （３）問題を深く掘り下げる努力ができること 

  (Ｄ２) 協力して問題を解決する力を身につける 

   （１）問題をチームで解決する体験を得ること 

   （２）問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できること 

(Ｅ) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関係性を理解し、これ

を活用する力を身につける 

  (Ｅ１) 専門工学の知識を獲得する 

   （１）自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることのできる専

門工学の知識があること 

  (Ｅ２) 工学の相互関連性を理解する 

   （１）技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り立っている 

ことを理解していること 

   （２）自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有してい 

ること 

  (Ｅ３) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する 

力を身につける 

   （１）自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その対処法 

あるいは解決法をデザインし、これを実行することができること 

（出典：システムデザイン工学プログラム履修の手引き） 
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資料１－２－①－７

 
学習・教育目標 
 
 本校は､「人間性に溢れ国際感覚を備えた、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の

育成」を教育理念として掲げております。この教育理念を実現するために本教育プログ

ラム「システムデザイン工学プログラム」では､学習・教育目標として以下に示す５つ

の主目標とそれぞれを具体化した１１のサブ目標を定めています。この教育プログラ

ムを修了するには､これら全ての学習・教育目標を達成する必要があります。 

 

（Ａ）愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、

いつくしみの心を身につける 

   （Ａ１） 自ら考える力を身につける 

   （Ａ２）技術者としての倫理を身につける 

 

（Ｂ）科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技

術、専門工学の基礎を身につける 

   （Ｂ１）数学、自然科学の力を身につける 

   （Ｂ２）情報技術、専門工学の基礎を身につける 

 

（Ｃ）コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の

理解とコミュニケーションできる力を身につける 

   （Ｃ１）表現する力、ディスカッションする力を身につける 

   （Ｃ２）英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

 

（Ｄ）技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析

力、イメージ力を身につける 

   （Ｄ１）探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 

   （Ｄ２）協力して問題を解決する力を身につける 

 

（Ｅ）専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを

活用する力を身につける 

   （Ｅ１）専門工学の知識を獲得する 

   （Ｅ２）工学の相互関連性を理解する・・・「つながり工学」 

   （Ｅ３）専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力

を身につける 

 

（出典：ポートフォリオ）

資料１－２－①－８

 

(各教室前方に掲げられた学習・教育目標)

 

資料１－２－①－９ 
 
        独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画の基礎となる 
        大分工業高等専門学校における中期計画（抜粋） 
 
 ○養成すべき人材像 
  本校教育目標である「人間性に溢れ国際感覚を備えた、探求心、創造性、表現能力を有する」技術者を育

成する。また、日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定を受け、国際的に通用する技術者を育成す
る。 

  本科においては、探究心や創造性の基盤を有し、専門基礎技術力と教養基礎力を備える実践的技術者を育
成する。さらに、対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、グループにあって
は協調し、お互いに高めあうことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた、実践的技術者を
育成する。 

  専攻科においては、高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力・研究開発能力を有し、
高度な専門力と豊かな教養力を備える創造的技術者を育成する。また、自ら方向性を定め学習し、問題を発
見して解析する力と、問題を解決し自ら設計して新しいものを産み出す力を備え、高度な技術力と豊かな教
養力に裏打ちされた、創造的技術者を育成する。 

  これらを実現するために必要な学生の達成すべき学習目標として以下の５つを掲げる。 
  Ａ 世界平和に貢献できる技術者に必要な、豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心を身につける。 
  Ｂ 科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の基礎を身につける。 
  Ｃ 地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニケーションできる力を身につけ

る。 
  Ｄ 創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を身につける。 
  Ｅ 専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを活用する力を身につける。 

 

（出典：大分工業高等専門学校中期計画） 



大分工業高等専門学校 基準１ 

 - 29 -

資料１－２－①－11 

 
保護者会アンケート 

 
 本日は保護者会にご出席いただきありがとうございます。保護者の皆様からのご意見を今後の学校 
運営の参考にさせていただきたいと存じます。ご記入の上、回収箱に投函くださるようお願いいたし 
ます。 
 
問 1 ご子息の学年・学科  学年（1 2 3 4 5 専攻科 1 専攻科２） 

学科または専攻（Ｍ，Ｅ，Ｓ，Ｃ，MC，ES） 
 
問 2 １～3 年生全体懇談会または 4 年生保護者進路説明会，専攻科懇談会についての感想はいかが 
でしたか。 
  今回参加したのは（１～3 年生全体懇談会，４年生保護者進路説明会，専攻科懇談会） 

 1．有意義だった     2．特にない    3．問題あり 
 
問 3 学習指導についてどう思われますか。 
  1．満足  2．ほぼ満足  3．どちらともいえない  4．やや不満  5．不満 
 
問 4 生活指導についてどう思われますか。 
  1．満足  2．ほぼ満足  3．どちらともいえない  4．やや不満  5．不満 
 
問 5  本校の学習教育目標（Ａ１～Ｅ３）は、全体的に学生にとって良いと思いますか。 
  1．大変良い  2．良い  3．どちらともいえない  4．やや不満  5．不適切 
 
問 6 学生便覧・履修の手引き・シラバス・ポートフォリオ・ホームページ・オフィスアワー・授業 

アンケートなど､本校の教育支援システムについて，満足していますか。 
  1．満足  2．ほぼ満足  3．どちらともいえない  4．やや不満  5．不満 
 
問７ 本校の教育関連施設・設備には，全体的に満足していますか。 
  1．満足  2．ほぼ満足  3．どちらともいえない  4．やや不満  5．不満 
 

問8 上記の問 1～7、またはその他の点で本校に対する感想やご意見等がありましたら 
お書きください。 

 
 

ご協力ありがとうございました。 
  大分工業高等専門学校 
  教務主事 吉 澤 宣 之 

 

（出典：平成 18 年度保護者会全体懇談会資料） 

資料１－２－①－10 

 

  

（出典：Ｈ18 年度保護者会全体懇談会資料） 

 

 前後期に開催する後援会総会及

び保護者会では，使命，教育理念，

学習・教育目標，科目系統図に沿

った学習・教育目標達成方法及び

シラバスについて説明し（資料１

－２－①－10），学校への意見や

要望に関するアンケートも実施し

て，教育指導に役立てている（資

料１－２－①－11）。 

 学生アンケート結果では，約９

割が自分達に適した学習・教育目

標と感じており（資料１－２－①

－12），同様に平成６年，11 年

及び 16 年に実施した卒業生への

アンケート結果（資料１－２－①

－13）でも約９割が学習・教育目

標の妥当性を支持している。 
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 目標等は必要に応じ教職員に確認周知し（資料１－２－①－14），毎年，非常勤講師と新任教職員

へは教務説明会で，新任職員へは事務部長から通知（資料１－２－①－15）を行っている。 

 

資料１－２－①－12 

 
平成１７年度学生アンケート結果の概要 

 

  アンケート実施 平成 17 年 9 月 

  アンケート対象 1 年生～専攻科 2 年生（24 クラス） 

 

(1－1) 本校の学習・教育目標には，

全般的に満足していますか。 

 
（1－2）得に変更すべき学習・教育目標

｛（ ）内は意見数｝ 

表現が抽象的でわかりにくい（３） 

愛の精神（２） 

理想が高い（２） 

 

（1－3）カリキュラムに対する要望

｛（ ）内は意見数｝ 

英語の（会話，演習）授業を増や 

して欲しい．（５） 

体育の授業を増やして欲しい（３） 

実験実習を増やす（３） 

選択科目を増やす（２） 

 

 

（出典：平成 17 年度学生アンケート結果） 

資料１－２－①－13 

 

Ｑ９：本校の教育目標について 

評価項目 H.07 卒 H.12 卒 H.17 卒 計 評価比率

１．非常によい 11 1 5 17 37.0 

２．よい 7 7 3 17 37.0 

３．普通 3 4 1 8 17.4 

４．やや適切でない 1 2 1 4 8.7 

５．適切でない 0 0 0 0 0.0 

計 22 14 10 46 100.0 

 

本校の教育目標（累計）

１．非常によい

２．よい

３．普通

４．やや適切でない

５．適切でない

 

(出典：平成 18 卒業生アンケート結果)

 

 

資料１－２－①－14 

 

ホームページのリニューアルに伴う本校目的等の記載場所について 
 
 １年以上にわたるホームページＷＧの努力により、本校ホームページが刷新され、非常に見やすいものとな

りました。 

 この機会ですので、教職員の皆様に本校の目的（使命）・教育理念・育成すべき人材像・学習・教育育目標

等の掲載場所を以下に示しますので、今一度ご覧になり、再確認し業務にあたって頂くようお願いいたしま

す。 

 

以下をご覧ください。 

ホームページＴＯＰから 

学校案内 → 大分高専の目的及び目標（１～５） 

３．学習・教育目標は該当ページへジャンプします 

 

平成１９年６月１日 

 

                                    教務主事  吉澤 宣之 

                                    事務部長  前田 正満 

 

（出典：総務課資料 平成 19 年度ウェブページ刷新通知） 

 

学習・教育目標

とても適し
ている

10%

大体適して
いる
80%

適して
いない

10%
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資料１－２－①－15 

 

                                平成１９年４月２日 

 

       新規採用事務系職員 各位 

 

                         大分工業高等専門学校 

                         事務部長  前 田 正 満 

 

 

              教育理念及び学習・教育目標について 

 

        本校では，別紙のとおり教育理念及び学習・教育目標を定めています。 

       教職員各位は，この教育理念及び教育目標を理解の上，業務を推進すること 

       とされておりますので，よろしくお願いします。 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 目的は，入学式に学生便覧により，また定期試験後解説期間中のシラバスやポートフォリオへの達

成度記入等を通し学生に周知し，ウェブページからも閲覧できる。教職員へはウェブページで周知を

図るほか，新任教員と非常勤教員に対しては４月当初の教務及び教育プログラム説明会で周知し，新

任職員には採用の際に事務部長から説明している。 

 使命に基づく教育理念とその実現のための学習・教育目標についても上記の様々なメディアに公開

すると同時に，準学士課程は年度当初の学年毎の教務説明会，専攻科課程は入学者オリエンテーショ

ンで，他に次年度「システムデザイン工学プログラム」履修生となる準学士課程３年生及び 11 月に

行っている４年生の進路説明会，専攻科入学希望学生にも教務主事室及び専攻科小委員会により適宜

周知している。また，教育理念と学習・教育目標を教室等に掲げ，学生と教職員が身近に目的を意識

するよう配慮している。学生はシラバスを通じ，特に準学士課程はポートフォリオで成績の自己管理

の際にも学習・教育目標の達成度を確認している。 

 相対的に教職員への周知の機会が少ないが，学生には多くの説明の機会を設けており，大部分の学

生・卒業生は目的等を自分達や本校に相応しいとして受け入れており，目的が学校の構成員に周知さ

れている。 
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 観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育理念に基づく準学士・専攻科両課程で育成すべき人材像，成果となる学習・教育目標，教育理

念及び学習・教育目標の５つの標語・目標・サブ目標・具体的目標はウェブページ（資料１－２－①

－２，４）に掲載し，学外から閲覧できる。同じ内容を学生募集要項・編入学生募集要項・専攻科学

生募集要項（資料１－２－②－１，２，３）に掲載し，目的等を受験生に公表している。編入学生募

集要項には専門４学科の紹介に各科で育成する技術者像を，専攻科学生募集要項には各専攻で育成す

る技術者像を掲載している（資料１－２－②－４，５）。 

 

資料１－２－②－１ 

 

教  育  理  念 

人間性に溢れ国際感覚を備え、探究心、創造性、表現能力を有する技術者の育成 

学 習 ・ 教 育 目 標 
  (A) 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心を身 

につける 
    (A1) 自ら考える力を身につける 
    (A2) 技術者としての倫理を身につける 
  (B) 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の基礎 

を身につける 
    (B1) 数学、自然科学の力を身につける 
    (B2) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 
  (C) コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニケー 

ションできる力を身につける 
    (C1) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 
    (C2) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 
  (D) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を身  

につける 
    (D1) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 
    (D2) 協力して問題を解決する力を身につける 
  (E) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを活用する力を身につ 

ける 
    (E1) 専門工学の知識を獲得する 
    (E2) 工学の相互関連性を理解する 
    (E3) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力を身につける 

 

（出典：平成 19 年度学生募集要項） 

 

資料１－２－②－２ 

 
3．学習･教育目標 
  本校は、「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の育成」を教育理念 

として掲げています。この教育理念を実現するために全学科を１つにした教育プログラム（教育プログラム 
名：システムデザイン工学プログラム）を設定しており、学習・教育目標として以下に示す５つの主目標と 
それぞれを具体化した１１のサブ目標を定めています。第４学年に編入した場合、本教育プログラムの履修 
対象者となります。 

 (Ａ) 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心を身に 
   つける 
  (Ａ１) 自ら考える力を身につける 
    （１）自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために必要な基礎知識を有すること 
    （２）情報を収集し、論理的に自らの考えを構築することができること 
    （３）事実と自らの考え、他者の考えと自らの考えとを区別できること 
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  (Ａ２) 技術者としての倫理を身につける 
    （１）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 
    （２）技術者が社会に対して負っている責任について理解していること 
 (Ｂ) 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の基礎を 
   身につける 
  (Ｂ１) 数学、自然科学の力を身につける 
    （１）数学の基本的な問題が解けること 
    （２）自然現象の本質を問う問題が解けること 
  (Ｂ２) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 
    （１）専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎知識があること 
 (Ｃ) コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニケーシ

ョンできる力を身につける 
  (Ｃ１) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 
    （１）自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確に表現でき、そのテーマについて

議論できること 
  (Ｃ２) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 
    （１）英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュニケーションができること 
 (Ｄ) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を身につ

ける 
  (Ｄ１) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 
    （１）技術的対象に対して、計測測定を行い、問題を分析することができること 
    （２）ものやシステムを創造するために結果をイメージして、その結果を得るための方法やシステム

などをデザインすることができること 
    （３）問題を深く掘り下げる努力ができること 
  (Ｄ２) 協力して問題を解決する力を身につける 
    （１）問題をチームで解決する体験を得ること 
    （２）問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できること 
 (Ｅ) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関係性を理解し、これを活用する力を身につけ 
   る 
  (Ｅ１) 専門工学の知識を獲得する 
    （１）自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることのできる専門工学の知識があること 
  (Ｅ２) 工学の相互関連性を理解する 
    （１）技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り立っていることを理解していること 
    （２）自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有していること 
  (Ｅ３) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力を身につける 
    （１）自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その対処法あるいは解決法をデザイン

し、これを実行することができること 

 

（出典：平成 20 年度編入学生募集要項） 

 

資料１－２－②－３ 

 
  5．学習･教育目標 
    本校は、「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の育成」を教 

育理念として掲げています。この教育理念を実現するために全学科を１つにした教育プログラム 
(教育プログラム名：システムデザイン工学プログラム）を設定しており、学習・教育目標として以 
下に示す５つの主目標とそれぞれを具体化した１１のサブ目標を定めています。また､専攻科入学生 
は全員が本教育プログラムの履修生となりますので､これら全ての学習・教育目標を達成する必要が 
あります。 

  (Ａ) 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心を 
身につける 

   (Ａ１) 自ら考える力を身につける 
   (Ａ２) 技術者としての倫理を身につける 
  (Ｂ) 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の基 

礎を身につける 
   (Ｂ１) 数学、自然科学の力を身につける 
   (Ｂ２) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 
  (Ｃ) コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニケ 

ーションできる力を身につける 
   (Ｃ１) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 
   (Ｃ２) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 
  (Ｄ) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を身 

につける 
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   (Ｄ１) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 
   (Ｄ２) 協力して問題を解決する力を身につける 
  (Ｅ) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関係性を理解し、これを活用する力を身に 

つける 
   (Ｅ１) 専門工学の知識を獲得する 
   (Ｅ２) 工学の相互関連性を理解する 
   (Ｅ３) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力を身につける 

 

（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項） 

 

資料１－２－②－４ 

 

4．学科の概要及び育成すべき人材像 

●機械工学科……機械工学は技術立国日本のものづくりを支える基盤の学問です。生活の回りにあるもの 
は全て機械工学の技術を通して生産されたものといえます。機械工学で学ぶ技術としての学問は大きく分け
て５つあります。それは、(1) 機械の動きを解析・制御する技術 (2) 材料をうまく利用する技術 (3) 加工
や製作の技術 (4) 熱やエネルギーを利用する技術 (5) 水や空気の流れを利用する技術です。 

  これらを統合して社会に役立つものを設計・製作するのが機械工学です。本校の機械工学科では、これら 
の学問が実習や実験などの体験とともに身に付くように工夫され、頭と体の動くエンジニア育成に努めてい 
ます。 

  また、技術の発達に対応するため、情報処理技術等の基礎工学に力を注ぐ一方、卒業研究での研究活動で 
 問題解決能力や創造性を養う努力を行っています。近年の科学技術の発展は目覚しく、学校教育の追随を許 
 さない状況にあります。本校機械工学科では、幅広い学問と豊富な実験実習で、最先端技術を含むどのよう 
 な分野にも対応できる人材を育成しています。実践的かつ創造力に富み、個性と人間性豊かなオールマイテ 
 ィーな技術者を育てるように心がけています。 
 
●電気電子工学科……本校の教育理念および学習･教育目標に沿って、理解力、整理力、協調力、創造力、実 

践力などを高め、卒業後には、電力系統、電子、制御、通信、コンピュータなど、それぞれの専門分野で 
活躍できる専門技術者を育成します。 

  ４年生では、専門の基礎である電磁気学、電気回路、応用数学、などを深く学ぶとともに、電気機器工 
学やディジタル回路、コンピュータ、通信工学などの専門教科も学びます。工学実験では、モータなどの 
性能を調べるグループ実験がある他、製作する喜びや協力する喜びを知ることを目的に、ロボットの個人 
製作とグループ製作の両方を経験し、製作品の発表会を通して喜びを伝える喜びをも体験します。また、 
夏期休業中に企業等で現場体験をする実習も準備しています。 

  ５年生では、パワーエレクトロニクス、制御工学、通信工学、情報理論、ネットワークアーキテクチャ、 
量子力学などの多くの教科の中から好きな科目を選択受講して、自身の専門性を深めることができます。 

  また教員の指導の下に、１つの専門テーマについて１年間をかけてじっくり取組む卒業研究があります。 
 
●制御情報工学科……制御情報工学科は近年の情報技術の発達に伴い、社会の要望にこたえるべくハード、 

ソフト両面の情報関連の分野で活躍できる人を育てます。 
  ３年までに学んだ情報や電気の基礎を基にして４、５年での専門科目は情報理論、アルゴリズムとデー 

タ構造、プログラミング、通信プロトコル、ソフトウエア設計、電磁気学、電気回路、電子回路、ディジ 
タル回路などを学びます。また、多彩な卒研指導教員のもとで、セキュリティデバイス、画像処理、信号 
処理、遺伝的アルゴリズム、磁気センサによる疲労評価、形状記憶合金の応用等の研究テーマを選び、卒 
業後には急速な技術革新の推進力となりうるような技術者の育成を目指します。教科の中には演習として 
ロボット製作など、ものづくりの要素も取り入れ、コンピュータのみに偏ることなく、技術立国日本の発 
展に寄与できるような柔軟な発想に富んだ技術者を養成します。 

 
●都市システム工学科……土木工学は、最も基礎的な工学分野のひとつですが、人々が豊かに暮らすための 
 基盤づくり、いわゆる社会資本の充実に取り組む学問です。 
  都市システム工学科においては、材料・構造・施工などを取り扱う「構造工学分野」、河川・水資源・ 
 港湾・海洋などを取り扱う「水工学分野」、土質・地盤などを取り扱う「地盤工学分野」、そして計画・ 
 環境・衛生・交通などを取り扱う「計画・環境工学分野」があり、幅広い分野の学問を対象としています｡ 
  土木工学の幅の広さは、対象とする事業の多様さばかりではなく、原論・計画・設計・施工・管理な 
 ど、ソフトからハードまで、あるいは文科系から理科系まで、いろんな分野があります。このように、 
 学生の個性に対応し、非常に幅の広い進路の選択が可能なのが都市システム工学科の特徴です。 
  また、卒業後に地域で郷土の開発に従事する技術者及び広く国内・海外でも活躍できる有能な技術者を 
 養成することを目標としています。 

 

（出典：平成 20 年度編入学生募集要項） 
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資料１－２－②－５ 

6.各専攻の教育方針 

（1）機械・環境システム工学専攻 

 本科の課程で修得した基礎学力を基盤に，地球環境に関わる各種環境問題にも対応可能な学際的・ 
融合的教育を行います。機械システムと環境システムとの相互依存関係や高度な機械生産システムに 
深く関わる教育を展開することにより，より専門性に富み，相互に関連した高度技術社会における自 
己表現能力を育み，グローバルな視野に立った発想力，構想，実現化能力を有した研究・開発型創 
造的技術者を育成します。 

 

（2）電気電子情報工学専攻 

 電気，電子，情報工学に関連する分野において本科で修得した幅広い専門知識と技術を基礎として， 
より高度な技術教育を行います。すなわち，電気電子工学・情報工学に関連する新技術の独創的かつ 
実践的な研究開発能力及び解析能力を持ち，高度情報化された先端技術及び学術技術の研究開発や問 
題解決に対応でき，視野が広く国際性豊かな学問のできる実践的技術者を育成します。 

 

（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項） 

 

 教育理念及び学習・教育目標と 11 のサブ

目標は中学生向け冊子「未来へのはばたき」

（資料１－２－②－６）にも掲載している。

この冊子は県内及び近県中学校に配布のほか，

オープンキャパス，中学校 PTA の本校見学会，

中学生と保護者の個人的な本校訪問の際にも

他の資料とともに配布し，教務主事室が対応

と説明にあたる。中学３年生及び保護者と中

学校教員に向け本校紹介のため，県下と近県

中学校へ毎年夏期休業前から後期にかけ行う

中学校訪問や，10 月に県内主要都市で実施

する入試説明会では，学校要覧，未来へのは

ばたき，学生便覧及び教育内容・就職・進学

等の本校の特徴を紹介している中学生向けの

受験案内書もしくはそのコピー（資料１－２

－②－７），高専機構出版物を資料として持

参し，入学試験の説明を行うと同時に入学者

受入方針と共に使命，教育理念及び学習・教

育目標について説明を行っている。 

 「未来へのはばたき」は入学志願者の増加

と目的公表のため，中学生の目に触れる県内

及び近県の教育施設（国立阿蘇青少年交流の家・大分県立湯布院青少年の家・大分県立香々地少年自

然の家・大分県立九重少年自然の家・大分市立野津原少年自然の家・別府市立少年自然の家・湯布院

町立青少年スポーツセンター・（財）大分県マリンカルチャーセンター）に置いている。また企業向

け冊子「未来を創る」にも専門４学科の人材育成構想と２専攻の紹介と共に教育目標を記載している

（資料１－２－②－８）。 

資料１－２－②－６

教育理念 
人間性に溢れ国際感覚を備え、 

探究心、創造性、表現能力を有する技術者の育成 

学 習 ・ 教 育 目 標 

(A) 愛の精神 
世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら 
考える力、いつくしみの心を身につける 

    (A1) 自ら考える力を身につける 
    (A2) 技術者としての倫理を身につける 

(B) 科学や工学の基礎 
科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報 
技術、専門工学の基礎を身につける 

    (B1) 数学、自然科学の力を身につける 
    (B2) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 

(C) コミュニケーション能力 
地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解 
とコミュニケーションできる力を身につける 

   (C1) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 
    (C2) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

(D) 技術者としてのセンス 
創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、 
イメージ力を身につける 
(D1) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 

    (D2) 協力して問題を解決する力を身につける 

(E) 専門工学の活用 
専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、 
これを活用する力を身につける 

    (E1) 専門工学の知識を獲得する 
    (E2) 工学の相互関連性を理解する 
    (E3) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、 

解決する力を身につける 

 

（出典：未来へのはばたき）
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資料１－２－②－７ 

 

（出典：大分の学校と塾がわかる本 2006 夏） 

 

資料１－２－②－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：未来を創る） 
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 卒業生が就職した企業へのアンケートでは，準学士課程卒業者の勤務成績に対して７割以上の企業

が満足しており，大卒より優れた点は「誠実さ」が準学士課程卒業生で１位，専攻科修了生は２位に

評価されている。学習・教育目標は５項目の重要度がほぼ均等であるが，「愛の精神」が他に勝り，

本校の個性が理解されている（資料１－２－②－９）。大学・大学院等に進学する場合，学習・教育

目標達成見込みを記した文書（資料１－２－②－10）を同封している。 

 使命，教育理念，学習・教育目標等については各所に掲載しているが，最近，刷新したウェブペー

ジに一括掲載し，分かりやすく社会に公表する努力も行っている（資料１－２－②－11）。 

 

 

資料１－２－②－９ 

 
 

企業アンケート項目と結果（抜粋） 
 

アンケート期間：平成 16 年 8 月 10 日～8 月末 
対 象：平成 5 年度,および 10 年度卒業生就職先企業      回答：４４件 
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１．大分高専の本科卒業生に対し、平均的な仕事

に対する評価（勤務成績）について、の質問

には良い評価をいただきました（図 1）． 

２．大学生と比較して高専生の優れていると思われ

る点を挙げていただきました（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：自己点検・評価書） 

 

 

 

本校学習・教育目標で特に重要と思われるもの

A
27%

B
13%C

20%

D
22%

E
18%

A 自ら考える力・技術者としての倫理を身につける   

B 科学や工学の基礎を身につける           

C コミュニケーション能力を身につける        

D 技術者としてのセンスを身につける         

E 専門工学を活用する力を身につける

３．大分高専が設定した学習・教育目標について重要度を問う質問に対して，どれ

も均等に重要であるという良い評価をいただきました．（図３） 
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大学関係者各位 

 

 この度，貴大学編入学に推薦させていただく学生は，以下に示す準学士課程の教育プログラムを修了見込みであることを付記させて 

いただき，入学後のご指導にお役に立てていただければ幸いです． 

 大分工業高等専門学校では，「人間性に溢れ国際感覚を備え，探求心，創造性，表現能力を有する技術者の育成」を教育理念として掲 

げています。この教育理念を実現するために，準学士課程および専攻科課程の二つの教育プログラムでは，継続性を持つ以下の学習・ 

教育目標を定めています。なお，これらの教育プログラムを跨ぐ，全学科，前専攻の本科４年次から専攻科２年次までを対象とした技 

術者教育プログラム「システムデザイン工学プログラム」は，ＪＡＢＥＥ認定を受け 2005 年度より修了生を輩出しております． 

                                                大分工業高等専門学校 

                                                電気電子工学科学科主任 

                                                        佐藤 秀則 

[学習･教育目標] 

標語 目標 サブ目標 
準学士課程において 

達成すべき具体的な目標
専攻科課程において 

達成すべき具体的な目標 

(A-1) 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 物事を多面的に考察するた
めに必要な基礎知識を有する
こと  

(2) 論理的に自らの考えを構築
することができること 

(1) 自然や人間の活動を地球的視点から多面的
に考察するために必要な基礎知識を有する 
こと  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考えを構築
することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自らの考
えとを区別できること (A) 

愛の精神 

世界平和に貢
献できる技術
者に必要な豊
かな教養，自
ら考える力，
いつくしみの
心を身につけ
る (A-2) 

技術者としての倫理
を身につける 

(1) 人や自然・社会が相互につ
ながり合っていることを理解
していること 

(2) いつくしみの心を持ち，相
手の立場に立って考えること
ができること 

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理
解していること 

(2) 技術者が社会に対して負っている責任につ
いて理解していること 

(B-1) 
数学，自然科学の力
を身につける 

(1) 数学の基本的な問題が解け
ること 

(2) 自然科学の基本的な問題が
解けること 

(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解けること (B) 

科 学 や 工
学の基礎 

科学の粋を極
める技術者に
必要な数学，
自然科学，情
報技術，専門
工学の基礎を
身につける 

(B-2) 
情報技術，専門工学
の基礎を身につける 

専門性に即して問題を掘り下
げる上で土台となる情報技術と
専門基礎知識があること 

専門性に即して問題を掘り下げる上で土台と
なる情報技術と専門基礎知識があること 

(C-1) 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

自ら表現したいことについて
第三者が理解できるように表現
できること 

自ら表現したいことについて第三者が理解で
きるように明確に表現でき、そのテーマにつ 

いて議論できること (C) 
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン能力 

地域や国際舞
台での活躍を
めざして，多
様な文化の理
解とコミュニ
ケーションで
きる力を身に
つける 

(C-2) 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

英語で表現された文章を理解
でき、英語による簡単な作文が
できること 

英語で表現された文章を理解でき、英語によ
る簡単なコミュニケーションができること 

(D-1) 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測
測定を行い、問題を分析する
ことができること 

(2) 問題を深く掘り下げる努力
ができること 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問
題を分析することができること 

(2) ものやシステムを創造するために結果をイ
メージして、その結果を得るための方法やシ
ステムなどをデザインすることができること

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

技 術 者 と
し て の セ
ンス 

創造的技術者
としてのセン
スを磨き，探
究 心 ， 分 析
力，イメージ
力を身につけ
る (D-2) 

協力して問題を解決
する力を身につける 

チームで問題に取り組む体験
を得ること 

(1) 問題をチームで解決する体験を得ること 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を見定め

て行動できること 

(E-1) 
専門工学の知識を獲
得する 

 
自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘

り下げることのできる専門工学の知識があるこ
と 

(E-2) 
工学の相互関連性を
理解する 

 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつながり
によって成り立っていることを理解している
こと 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野について
基礎的な知識を有していること 

(E) 
専 門 工 学
の活用 

専門工学の知
識を修得して
その相互関連
性を理解し，
これを活用す
る力を身につ
ける (E-3) 

専門分野における研究
開発の体験を通して問
題を発見し，解決する
力を身につける 

 
自らの専門分野において、問題の所在と性質

を見極め、その対処法あるいは解決法をデザイ
ンし、これを実行することができること 

 
[Ｗｅｂページ] 本校教育プログラムの詳細につきましてはwww.oita-ct.ac.jpをご覧下さい． 
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大学院関係者各位 

 

 この度，貴大学院入学に推薦する学生は，以下の専攻科課程教育プログラムおよびＪＡＢＥＥ認定を受けた「システムデザイン工学プロ 

グラム」を修了見込みであることを付記させていただき，入学後のご指導にお役に立てていただければ幸いです． 

 大分工業高等専門学校では，「人間性に溢れ国際感覚を備え，探求心，創造性，表現能力を有する技術者の育成」を教育理念として掲 

げています。この教育理念を実現するために，準学士課程および専攻科課程の二つの教育プログラムで，継続性を持った学習・教育目標 

を定めています．さらに，これらの教育プログラムを跨ぐ，全学科，全専攻の準学士課程４年次から専攻科２年次までを対象とした技術 

者教育プログラム｢システムデザイン工学プログラム｣でも，専攻科課程と々以下の学習・教育目標を定めており，ＪＡＢＥＥ認定を受け 

2005 年度より修了生を輩出しております． 

                                                  大分工業高等専門学校 

                                                  専攻科長  清水啓一郎 

[学習･教育目標] 

標語 目標 サブ目標 
専攻科課程において 

達成すべき具体的な目標 

(A-1) 
自ら考える力を身につける

(1) 自然や人間の活動を地球的視点から多面的に考察するために必要
な基礎知識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考えを構築することができること
(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自らの考えとを区別できること

(A) 
愛の精
神 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養，自ら考える
力，いつくしみ
の心を身につけ
る 

(A-2) 
技術者としての倫理を身に
つける 

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解していること 
(2) 技術者が社会に対して負っている責任について理解していること

(B-1) 
数学，自然科学の力を身に
つける 

(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解けること (B) 

科学や
工学の
基礎 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学，自然科
学，情報技術，
専門工学の基礎
を身につける 

(B-2) 
情報技術，専門工学の基礎
を身につける 

専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と専門基礎
知識があること 

(C-1) 
表現する力，ディスカッシ
ョンする力を身につける 

自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確に表現で
き、そのテーマについて議論できること (C) 

コミュ
ニケー
ション
能力 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して，多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

(C-2) 
英語を用いてコミュニケー
ションできる力を身につけ
る 

英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュニケーシ
ョンができること 

(D-1) 
探究心，分析力，イメージ
力，デザイン能力を身につ
ける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問題を分析することがで
きること 

(2) ものやシステムを創造するために結果をイメージして、その結果
を得るための方法やシステムなどをデザインすることができること

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

(D) 
技術者
として
のセン
ス 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き，探究心，
分析力，イメー
ジ力を身につけ
る 

(D-2) 
協力して問題を解決する力
を身につける 

(1) 問題をチームで解決する体験を得ること 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できること 

(E-1) 
専門工学の知識を獲得する

自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることのできる専
門工学の知識があること 

(E-2) 
工学の相互関連性を理解す
る 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り立ってい
ることを理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識を有して
いること 

(E) 
専門工
学の活
用 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し，これを活
用する力を身に
つける 

(E-3) 
専門分野における研究開発
の体験を通して問題を発見
し，解決する力を身につけ
る 

自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その対処法あ
るいは解決法をデザインし、これを実行することができること 

 
[システムデザイン工学プログラムの修了] システムデザイン工学プログラムを修了するためには，次の各号の要件を満たすこと 
になっています． 
 一 本教育プログラムの各学習・教育目標の評価方法に示す基準を全て満たし，学習・教育目標を達成していること． 
 二 本教育プログラムの認める単位を 124 単位以上修得していること． 
 三 本教育プログラムにおいて，総学習保証時間が 1800 時間以上であること。ただしこの中には，250 時間以上の人文・社会科学系 

の科目（語学教育を含む）の学習保証時間，250 時間以上の数学・自然科学・情報技術系の科目の学習保証時間，900 時間以上の 
専門技術分野の科目の学習保証時間を含まなければならない． 

 四 情報技術・基礎工学科目群の①～⑤の各科目群からそれぞれ１科目以上，合計６科目以上修得していること． 
 五 学士取得のための審査に合格していること． 
 
[専攻科課程の修了] 専攻科の修了要件は上記システムデザイン工学プログラムの修了要件を全て満たすことという１項が含まれてい 
ます． 
 
[Ｗｅｂページ] 本校教育プログラムの詳細につきましてはwww.oita-ct.ac.jpをご覧下さい． 

 

（出典：学生課資料） 
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HOME＞学校案内＞目的及び目標 

大分工業高等専門学校の目的及び目標 

第１章 本校の目的 
（目的） 
第１条 本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業
に必要な能力を育成し、心身ともに健康な技術者を養成することを目的とする。 

出典：大分工業高専門学校学則

 本校の教育目標は「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する」技術者を育成す
ることである。 
 本科においては、対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、グループにあって
は協調し、お互いに高めあうことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた、実践的技術者を
育成する。 専攻科においては、高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力・研究開発能
力を有し、高度な専門力と豊かな教養力を備える創造的技術者を育成する。また、自ら方向性を定め学習
し、問題を発見して解析する力と、問題を解決し自ら設計して新しいものを産み出す力を備え、高度な技術力
と豊かな教養力に裏打ちされた、創造的技術者を育成する。 

出典：学校要覧

学習・教育目標のページをご覧ください。 

4.1 一般科目 
 一般科目は、専門科目と連携して優れた技術者を育成するため、幅広い視野に立った社会人として必要な
豊かな一般教養を育むとともに、専門教育を習得するための基礎的な能力を養うものである。 一般科目の
うち、文科系科目では、内外の伝統的文化に触れ、歴史や社会を学び、言語活動による情報伝達能力の育
成および国際感覚の涵養をはかる。また理科系科目では、自然の解明にあたっての科学的思考力を養い、
専門工学を習得するための基礎となる能力を培う。さらに人体の構造を知り、その能力を高めて健康的な人
生の基礎作りをめざす。 
 ちなみに一般科目は各学科に共通であり、高専教育の統合性に資するものである。 

出典：学校要覧
4.2 機械工学科 
 最近の科学技術の進歩はあらゆる産業界にわたって飛躍的な発展を遂げつつある。特に機械工業はこれ
ら産業界の中核をなすものである。また最近の産業界の発展は先端技術の導入、新素材の開発等と相まっ
てますます多様化し、高度の専門知識と技術を持った有能な機械技術者が必要となっている。このような産
業界の情勢にかんがみ、本校機械工学科ではこれらに十分対処して行けるような技術者の育成の努力をし
ている。 
 以上の観点から本学科では５か年間の一貫教育の特質を生かし、一般科目と専門科目を学生の心身の発
達に即応して効果的に実施している。特に本学科の専門教育課程では基礎学力の充実と併せて、実験、実
習、設計製図、卒業研究に重点をおき、またふさわしい教育環境のもとで、自主積極的、実践的かつ創造力
に富み、個性と人間性豊かな技術者を育てるように心掛けている。  

出典：学校要覧
4.3 電気電子工学科 
 昨今、エレクトロニクスや情報通信技術の進歩は著しく、工場では高度に自動化・省力化された自動機械や
ファクトリー・オートメーション（FA）が一般化しています。一方、我々の家庭においてもパソコン、ゲーム機から
携帯電話に至るまで様々な電子機器に取り囲まれており、それら無くしてはもはや生活ができない状態にな
っています。このような高度情報化社会や自動化・省力化工業・生産技術を支える基盤技術はエレクトロニク
ス技術です。 
 電気電子工学科ではこの「エレクトロニクス」を中心に「エネルギー」、「情報・通信」という分野にわたって、
広く基礎知識や技術力を修得すると共に、演習・実験を通して応用力も身に付けることを狙いとしています。 
 電気電子工学科では「電気電子分野における創造的な技術者を」といった産業界からのニーズに応えるた
めに、５年間の一貫教育を通して、理論及び実践の両面に優れた卒業生を輩出するよう努力を重ねていま
す。 
度な「エレクトロニクス」や「エネルギー」、「情報・通信」、その他の関連した分野の学習へと進んでいきます。
上級生になると、卒業研究や企業、大学、研究機関との共同研究開発や工場見学・実習などを通して、産業
界や大学の第一線で十分に活躍できるよう実践的な知識を身に付けていきます。 

出典：学校要覧
4.4 制御情報工学科 
 近年、内外において情報技術の発達にはめまぐるしいものがあり、その対応のための技術者の不足が言わ
れています。制御情報工学科はこのような社会の要求と時代の流れに即応すべく、幅の広い情報技術を習
得し、卒業後にさまざまな分野で活躍できる技術者を養成することを目的としています。情報工学を中心に、
その基礎となる工学基礎を学び、資格試験にも力を入れ、技術立国の根本となる「ものづくり教育」に目を向
け、卒業後には社会の即戦力となる技術を身につけさせます。このように急速な技術革新の推進力となりう
る柔軟な発想に富んだ技術者の育成をめざしています。 

出典：学校要覧
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4.5 都市システム工学科 
 都市システム（土木）工学は、現代文明社会を支えるための生活環境・社会資本の整備及び国土保全を目
的とする学問です。土木事業として、交通施設（道路、鉄道、港湾、空港など）、都市施設・環境保全（上下水
道、河川、地下鉄、公園など）、防災・資源開発（治水、砂防、水資源など）等、市民の日常生活に関係の深
い各種の公共事業が行われています。 
 「東京湾アクアライン」や「明石海峡大橋」などの例が示すように、日本の土木技術は世界に誇る水準にあり
ます。また県内においても、別府明礬橋で知られる「九州横断自動車道」や「東九州自動車道」、水資源開発
のための「大山ダム」のような大規模土木事業や町内の「下水道工事」のような身近な土木事業が実施され
て、地域の振興に貢献しています。 
 本校都市システム工学科においては、行政の立場から事業を企画する技術者、設計を担当する技術者、
又は建設工事に従事する技術者など、どのような立場の技術者にもなれるように、コンピュータ教育を含む基
礎及び専門の教育を行っています。また卒業後に地域で郷土の開発に従事する技術者及び広く国内・海外
でも活躍出来る有能な技術者を養成することを目標としています。 

出典：学校要覧
4.6 編入学 
 目 的 
 高等専門学校は、大学と同様の高等教育機関で、５年間の一貫教育により、深く専門の学芸を教授し、豊
かな教養と高度な専門技術を身に付けた技術者を育成することを目的としています。 
 本校の編入学制度は、こうした高等専門学校設立の趣旨にそって、高等学校の卒業者にも等しく門戸を開
こうとするものです。 

出典：編入学生募要項

5.1 目 的 
 本専攻科は、高度情報化社会における先端技術に対応し得る、課題探求能力を身に付けた独創的かつ創
造的研究開発能力を有する人材の育成を目的としています。 

出典：専攻科学生募集要項
  
5.2 機械・環境システム専攻 
 ２１世紀の“環境の時代”を迎えて、環境問題に対応した機械システムや製造技術及び水圏環境、地盤環
境、都市環境、防災システム、環境計画論等に関する幅広い知識が不可欠となっています。 
 機械・環境システム工学専攻は、本科課程で修得した基礎学力を基盤に、地球環境に関わる各種環境問
題にも対応可能な学際的・融合的教育を行うとともに、機械システムと環境システムとの相互依存関係や高
度な機械生産システムに深く関わる教育を展開することにより、より専門性に富み、相互に関連した高度技
術社会における自己表現能力を育み、グローバルな視野に立った、構想力、実現化能力を有した研究・開発
型創造的技術者を育成することを目標としています。 
 また、本科卒業生等を対象とした社会人のためのリカレント教育を推進するとともに、本専攻科の教育研究
の成果として創出された様々な技術、新しい知見などを通して、地域社会との連携をより積極学生は一般科
目と並行して先ず電気の基本的な理論を学び、その後より高的に進めます。同時に、企業及び公的研究機
関との研究者・学生の相互交流を図る中で、地域に潜在するシーズやニーズの開拓・掘り起こし等に大胆に
取り組むことにより、地域社会に真に貢献する研究開発に努めます。 

出典：学校要覧
5.3 電気電子情報工学専攻 
 高度に情報化された技術社会が到来し、技術者には複雑なシステムに対応し得る高度な技術力が要求さ
れています。特に、情報技術のわかる電気電子技術者、電気電子技術の分かる情報技術者に対する地域の
ニーズはますます高くなって来ています。さらにまた、急速な技術の進展と高度化に対応して広範な応用力を
発揮することのできる技術者へのニーズも高まっています。 
 一方、社会の隅々に電気電子情報技術が浸透しているため、この分野の技術者には自然環境に対する深
い理解と学際的視野が要求される時代となって来ています。 
 このような時代背景と社会からの要請を受けて、電気電子情報工学専攻は、本科課程で修得した基礎学
力を基盤に、深い教養と広い視野を有し、高度情報化社会に対応し得る研究開発力と解析能力を持った創
造的な電気電子技術者、情報技術者の育成を行います。 
 こうして、確かな基礎力に裏打ちされた質の高い人材を電気電子情報系のさまざまの分野に輩出し、新し
い知見や技術の社会への還元を積極的に進めることを通して、安定した高度技術社会の実現に貢献するこ
とを目標としています。 

出典：学校要覧

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 使命、教育理念，育成人材像及び学習・教育目標と各科・編入学・専攻科の目的をウェブページに

集約掲載し，準学士課程・編入学・専攻科課程学の生募集要項と入学案内に掲載している。「未来へ

のはばたき」は中学校に配布するほか，中学校訪問の際にも持参し，オープンキャンパスにおいて来

校者全員に配布して，同時開催の学校説明会で紹介している。中学校 PTA や個人的に来校する生徒や

保護者にも配布し，教務主事室が対応・説明に当たり，県内青少年宿泊施設に置いて受験生確保と目

的の公表を図っている。学生の就職先と卒業生が経営する企業へは企業向け冊子を配布，進学先へは

学習・教育目標達成見込書を送付している。以上から，使命，理念，学習・教育目標と育成人材像や

成果が社会に広く公表されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 即戦力の実践的技術者育成に加え，愛の精神を持つ心身ともに健康な技術者の養成を使命とし，技

術者倫理が問われる現代を見据え，時代を先取りした教育を実践してきた。この精神を教育理念と学

習・教育目標として明文化し，学生の成長と学習経験に基づく独自の志学・修学・専学段階設定のカ

リキュラム設計を行い，愛の精神を筆頭に５つの標語と目標，サブ目標を掲げ，達成すべき具体的目

標とその評価方法について準学士・専攻科両課程を区別した学習・教育目標を掲げ使命達成に努力し

ている。 

 

 （改善を要する点） 

 志望学科決定と基礎力養成を主にした準学士課程学生募集要項は，学習・教育目標と学科紹介のみ

で育成すべき技術者像が示されておらず，現在掲載準備をしている。学校の目的等の教職員への周知

もさらに努力が必要である。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 教育基本法と学校教育法に則り，「愛の精神」を培い心身ともに健康な技術者育成を使命としてき

た。平成 12 年に明文化した教育理念を５つの標語と目標・サブ目標・具体的目標とその評価方法を

定めた学習・教育目標として，各々の目標を教科に対応させ，それを修得することで目標達成を実現

している。カリキュラムは準学士課程（志学・修学段階）と専攻科課程（専学段階）で連続した形で

設計しており，準学士課程で達成すべき学習・教育目標はサブ目標の階層で全体の７割である。専攻

科課程では準学士課程の学習・教育目標を全て達成した上で，残りの３割に当たる学習・教育サブ目

標（A2 と E）全てを達成する必要がある。このように学校の使命・教育研究活動実施上の基本方針

（教育理念）や育成人材像と卒業及び修了時の成果（学習・教育目標）も両課程で明文化され，学校

教育法の規定にはずれるものではない。 

 使命，教育理念，育成人材像とその成果はウェブページ・学校要覧・両課程の学生便覧とシラバス

・各教室の額内・両課程と編入学の学生募集要項・各種入学案内・中学生向けと企業向け冊子・進学

先への文書等に公表し，学内と社会に向け広く周知・公開を図ると同時にオープンキャンパス・中学

校訪問等を通じ学外へ積極的な説明も実施している。今後，さらに少子化が進む中，入試倍率の増加

と優秀な人材確保，学生・教職員の意識向上のため目的の周知・公開に一層努力する。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

 観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 学校の構成は，本校目的（資料１－１－①－１）の下，創立当初は機械工学科（２学級 80 名）と

電気工学科（１学級 40 名）の２学科から出発し，昭和 42 年に土木工学科を新設，平成元年に「もの

づくり教育」に目を向け，卒業後社会の即戦力となる情報技術の習得を目指し制御情報工学科を機械

工学科より分離増設し４学科となった。その後の産業構造変化に対応し，平成 13 年に電気工学科を

電気電子工学科，平成 16 年に土木工学科を都市システム工学科に名称変更した結果，現在の学科・

学級数・入学定員は以下のように定められている（資料２－１－①－１）。 

 教育理念は「人間性に溢れ国際感覚を備え，探究心，創造性，表現能力を有する技術者を育成す

る」（資料２－１－①－２）ことで，これを達成するため各学科は独自の観点と目的で，教育を実践

している（資料２－１－①－３）。 

 これらはまた，高等専門学校設置基準第４条の規定「高等専門学校の学科は，専攻分野を教育する

ために組織されるものであって，その規模内容が学科として適当と認められるものとする。」を十分

考慮したものとなっている。 

 

資料２－１－①－１ 

 

大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 20 日 

 
（学科，学級数及び入学定員） 
第７条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 
 

学    科 学 級 数 入 学 定 員 

機械工学科 
電気電子工学科 
制御情報工学科 
都市システム工学科 

１ 
１ 
１ 
１ 

４０人 
４０人 
４０人 
４０人 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－１－①－２ 
           

教育の目的と教育理念 

 

 本校の目的は「教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成し，心身ともに健康な技術者を育成すること」であり，教育理念は「人間性に溢れ国際

感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する」技術者を育成することである。 

 本科においては、対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、グループにあっ

ては協調し、お互いに高めあうことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた、実践的技術者

を育成する。 

 専攻科においては、高度情報化社会における先端技術に対応しうる課題探求能力・研究開発能力を有

し、高度な専門力と豊かな教養力を備える創造的技術者を育成する。また、自ら方向性を定め学習し、問題

を発見して解析する力と、問題を解決し自ら設計して新しいものを産み出す力を備え、高度な技術力と豊か

な教養力に裏打ちされた、創造的技術者を育成する。 

 

（出典：学校要覧） 

 

資料２－１－①－３ 

 

機械工学科 

 機械工学は科学技術立国日本のも のづく り を 支え る 基盤の学問です。生活の回り にある も のは全て機械工 
学の技術を 通し て生産さ れたも のと いえ ま す。機械工学で学ぶ技術と し ての学問は大き く 分けて 5 つあり ま
す。それは、(1)機械の動き を 解析・制御する 技術，(2)材料を う ま く 利用する 技術，(3)加工や製作の技術，(4)
熱やエネルギーを 利用する 技術，(5)水や空気の流れを 利用する 技術、です。こ れら を 統合し て 社会に 役立つ
も のを 設計・製作する のが機械工学です。本校の機械工学科では、こ れら の学問が実習や実験など の体験と
と も に 身に 付く よ う に 工夫さ れ、頭と 体の動く エン ジニア 育成に 努めて いま す。ま た、技術の発達に 対応す
る ため、情報処理技術等の基礎工学に 力を 注ぐ 一方、卒業研究での研究活動で問題解決能力や創造性を 養う
努力を 行っ ていま す。 
 近年の科学技術の発展は目覚し く 、学校教育の追随を 許さ ない状況に あり ま す。本校機械工学科では、幅
広い学問と 豊富な実験実習で、最先端技術を 含むど のよ う な分野に も 対応でき る 人材を 育成し て いま す。 
実践的かつ創造力に 富み、個性と 人間性豊かなオールマイ ティ ーな技術者を 育てる よ う に心がけていま す。 

 

電気電子工学科 

 昨今、エレ ク ト ロニク ス や情報通信技術の進歩は著し く 、工場では高度に 自動化・省力化さ れた自動機械
やフ ァ ク ト リ ー・オート メ ーシ ョ ン （Ｆ Ａ ）が一般化し て いま す。一方、我々の家庭に おいて も パソ コ ン 、
ゲーム機から 携帯電話に 至る ま で様々な電子機器に 取り 囲ま れて おり 、それら 無く し てはも はや生活ができ
ない状態に なっ て いま す。こ のよ う な高度情報化社会や自動化・省力化工業・生産技術を 支え る 基盤技術は
エレ ク ト ロニク ス 技術です。 
 電気電子工学科ではこ の「エレ ク ト ロ ニク ス 」を 中心に 「エネ ルギー」、｢情報・通信」と いう 分野に わ
たっ て、広く 基礎知識や技術力を 修得する と 共に 、演習・実験を 通し て 応用力も 身に 付ける こ と を 狙いと し
ていま す。 
 電気電子工学科では「電気電子分野に おける 創造的な技術者を 」と いっ た産業界から のニーズに 応え る た
めに 、5 年間の一貫教育を 通し て 、理論及び実践の両面に 優れた卒業生を 輩出する よ う 努力を 重ねて いま
す。 
 学生は一般科目と 並行し て 先ず電気の基本的な理論を 学び、その後よ り 高度な｢エレ ク ト ロ ニク ス 」や
「エネルギー」、[情報・通信」、その他の関連し た分野の学習へと 進んでいきま す。上級生に なる と 、卒業
研究や企業、大学、研究機関と の共同研究開発や工場見学・実習など を 通し て 、産業界や大学の第一線で十
分に活躍でき る よ う 実践的な知識を 身に 付けていき ま す。 
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制御情報工学科 

 近年、内外に おいて 情報技術の発達に はめま ぐ る し いも のがあり 、その対応のための技術者の不足が言わ
れて いま す。制御情報工学科はこ のよ う な社会の要求と 時代の流れに 即応すべく 、幅の広い情報技術を 習得
し 、卒業後に さ ま ざま な分野で活躍でき る 技術者を 養成する こ と を 目的と し て いま す。情報工学を 中心に、
その基礎と なる 工学基礎を 学び、資格試験に も 力を 入れ、技術立国の根本と なる 「も のづく り 教育」に 目を
向け、卒業後に は社会の即戦力と なる 技術を 身に つけさ せま す。こ のよ う に 急速な技術革新の推進力と なり
う る 柔軟な発想に富んだ技術者の育成を めざし ていま す。 

 

都市システム工学科 

 都市シ ス テム（土木）工学は、現代文明社会を 支え る ための生活環境・社会資本の整備及び国土保全を 目
的と する 学問です。土木事業と し て 、交通施設（道路、鉄道、港湾、空港など ）、都市施設・環境保全（上
下水道、河川、地下鉄、公園など ）、防災・資源開発（治水、砂防、水資源など ）等、市民の日常生活に関
係の深い各種の公共事業が行われていま す。 
 「東京湾ア ク ア ラ イ ン 」や「明石海峡大橋」など の例が示すよ う に 、日本の土木技術は世界に 誇る 水準に
あり ま す。ま た県内に おいても 、別府明礬橋で知ら れる 「九州横断自動車道」や「東九州自動車道」、水資
源開発のための「大山ダム」のよ う な大規模土木事業や町内の「下水道工事」のよ う な身近な土木事業が実
施さ れて、地域の振興に 貢献し ていま す。 
 本校都市シ ス テム工学科に おいて は、行政の立場から 事業を 企画する 技術者、設計を 担当する 技術者、又
は建設工事に 従事する 技術者など 、ど のよ う な立場の技術者に も なれる よ う に 、コ ン ピュ ータ 教育を 含む基
礎及び専門の教育を 行っ て いま す。ま た卒業後に 地域で郷土の開発に 従事する 技術者及び広く 国内・海外で
も 活躍出来る 有能な技術者を 養成する こ と を 目標と し ていま す。 

 

（出典：学校要覧 各学科の紹介） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校は，機械・電気電子・制御情報・都市システムの４学科で構成され，一般科目と連携し，教育

理念の下に本校の教育目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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 観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 専攻科は，準学士課程の５年一貫教育を基礎に，より高度な実践的・創造的教育により，広く産業

の発展に寄与できる研究技術者育成を目的に平成 15 年に設置され（資料２－１－②－１），機械工

学科と都市システム工学科をベースとした機械・環境システム工学専攻と，電気電子工学科と制御情

報工学科をベースとした電気電子情報工学専攻からなり，その構成及び各専攻の教育方針をホームペ

ージ上に公開している（資料２－１－②－２）。 

 専攻科としての教育理念実現のため，準学士課程４年次から専攻科２年次の一貫した JABEE 認定を

受けた技術者教育プログラム「システムデザイン工学プログラム」を設定し，（資料２－１－②－

３），その学習・教育目標を定めている（資料２－１－②－４）。 

 

資料２－１－②－１ 

 

大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

 
   第８章 専攻科 
 （設置） 
第 45 条 本校に，専攻科を置く。 
 （目的） 
第 46 条 専攻科は，高等専門学校教育の基盤の上に，更に高度な専門知識と技術を教授し，創造

性豊かな人材を育成することを目的とする。 
 （専攻及び入学定員） 
第 47 条 専攻及び入学定員は次のとおりとする。 
 

専     攻 入学定員 

機械・環境システム工学専攻 ８人 

電気電子情報工学専攻 ８人 

 
 （入学資格） 
第 48 条 専攻科に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
 一 高等専門学校を卒業した者 
 二 短期大学を卒業した者 
 三 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第８２条の１０の規定により大学に編入

学することができる者 
 四 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者 
 五 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における１４年の課程を修了した者 
 六 その他，本校の専攻科が高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 
 （入学者の選抜及び入学の許可） 
第 49 条 校長は，専攻科の入学志願者について，別に定めるところにより選抜の上，入学を許可

する。 
 （修業年限及び在学期間） 
第 50 条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学することはできない。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－１－②－２ 

 

 

 専攻料とは、高専５年間の一貫教育を基礎に、さらに２年間の教育・研究を行うことによって、
より高度な実践的・研究開発型技術者を育成することを目的として設置されたものです。 
 専攻科で所要の単位を修得して、大学評価・学位授与機構の行う学修成果の審査及び試験に合格
すると、「学士（工学）」の学位 を授与されます。これにより、４年制大学の学部卒業と同じ資格
で就職したり、大学院へ進学できるようになります。 
 本校の専攻科には、本科の機械工学科と都市システム工学科をベースとした「機械・環境システ
ム工学専攻」と、電気電子工学科と制御情報工学科をベースとした「電気電子情報工学専攻」があ
り、定員はいずれも８名となっています。 
 専攻科では、本校の教育目標である「工学教育を通し、人間性にあふれ、国際感覚を身につけ
た、探究心・創造性・表現力を有する技術者の育成」を基盤に、さらに高度な専門性を有し、指導
力を持った技術書の育成を目指しています。 
 また、社会人に対しても広く門戸を開放しており、急速に進展する先端技術の教育と基礎的な知
識のリカレント教育を実施し、企業戦略の中核となる研究開発型の技術者を育成します。  

 

 ２１世紀の“環境の時代”を迎えて、環境問題に対応した機械システムや製造技術及び水圏環
境、地盤環境、都市環境、防災システム、環境計画論等に関する幅広い知識が不可欠となっていま
す。  
 機械・環境システム工学専攻は、本科課程で修得した基礎学力を基盤に、地球環境に関わる各種
環境問題にも対応可能な学際的・融合的教育を行うとともに、機械システムと環境システムとの相
互依存関係や高度な機械生産システムに深く関わる教育を展開することにより、より専門性に富
み、相互に関連した高度技術社会における自己表現能力を育み、グローバルな視野に立った、構想
カ、実現化能力を有した研究・開発型創造的技術者を育成することを目標としています。  
 また、本科卒業生等を対象とした社会人のためのリカレント教育を推進するとともに、本専攻科
の教育研究の成果 として創出された様々な技術、新しい知見などを通して、地域社会との連携をよ
り積極的に進めます。同時に、企業及び公的研究機関との研究者・学生の相互交流を図る中で、地
域に潜在するシーズやニーズの開拓・掘り起こし等に大胆に取り組むことにより、地域社会に真に
貢献する研究開発に努めます。  

 高度に情報化された技術社会が到来し、技術者には複雑なシステムに対応し得る高度な技術力が
要求されています。特に、情報技術のわかる電気電子技術者、電気電子技術の分かる情報技術者に
対する地域のニーズはますます高くなって来ています。さらにまた、急速な技術の進展と高度化に
対応して広範な応用力を発揮することのできる技術者へのニーズも高まっています。 

 一方、社会の隅々に電気電子情報技術が浸透しているため、この分野の技術者には自然環境に対
する深い理解と学際的視野が要求される時代となって来ています。 

 このような時代背景と社会からの要請を受けて、電気電子情報工学専攻は、本科課程で修得した
基礎学力を基盤に、深い教養と広い視野を有し、高度情報化社会に対応し得る研究開発力と解析能
力を持った創造的な電気電子技術者、情報技術者の育成を行います。  
 こうして、確かな基礎力に裏打ちされた質の高い人材を電気電子情報系のさまざまの分野に輩出
し、新しい知見や技術の社会への還元を積極的に進めることを通 して、安定した高度技術社会の実
現に貢献することを目標としています。  

（出典：Ｗｅｂページ） 
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資料２－１－②－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：ＪＡＢＥＥ認定証） 

 

 

資料２－１－②－４

 

学習･教育目標 

 

 標語 目標 サブ目標 
準学士課程において 

達成すべき具体的な目標 
専攻科課程において 

達成すべき具体的な目標 

A-1 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 物事を多面的に考察するために必
要な基礎知識を有すること  

(2) 論理的に自らの考えを構築するこ
とができること 

(1) 自然や人間の活動を地球的視点か
ら多面的に考察するために必要な基
礎知識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考
えを構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと
自らの考えとを区別できること 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養，自ら考える
力，いつくしみ
の心を身につけ
る 

A-2 
技術者としての倫理
を身につける 

(1) 人や自然・社会が相互につながり
合っていることを理解していること

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立
場に立って考えることができること

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や
効果を理解していること 

(2) 技術者が社会に対して負っている
責任について理解していること 

Ｂ 
科学や工学
の基礎 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学，自然科

B-1 
数学，自然科学の力
を身につける 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然科学の基本的な問題が解ける

こと 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然現象の本質を問う問題が解け

ること 
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C-1 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように表現できること 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

Ｃ 
コミュニケ
ーション能
力 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して，多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

C-2 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単な作文ができること 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

D-1 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) ものやシステムを創造するために
結果をイメージして、その結果を得
るための方法やシステムなどをデザ
インすることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

Ｄ 
技術者とし
てのセンス 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き，探究心，
分析力，イメー
ジ力を身につけ
る 

D-2 
協力して問題を解決
する力を身につける

チームで問題に取り組む体験を得る
こと 

(1) 問題をチームで解決する体験を得
ること 

(2) 問題解決を分担化し、自らの分担
を見定めて行動できること 

E-1 
専門工学の知識を獲
得する 

 
自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

E-2 
工学の相互関連性を
理解する 

 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑な
つながりによって成り立っているこ
とを理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野
について基礎的な知識を有している
こと 

Ｅ 
専門工学の
活用 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し，これを活
用する力を身に
つける 

E-3 

専門分野における研
究開発の体験を通し
て問題を発見し，解
決する力を身につけ
る 

 

自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

 

（出典：Ｗｅｂページ）

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専攻科は教育理念とその設置目的にふさわしい学習・教育目標の達成を実践し，構成及び目的は学

校が掲げた教育の目的に適応しており，同時にそれを十分達成できる適切な構成となっている。 
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 観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 目的達成を支援するため，全学的な技術センター・総合情報センター・地域連携交流センターを設

置している。 

 技術センターは，実験実習・卒業研究・課外活動（ロボットコンテスト等）や国家試験受験に対す

る技術指導を行っており，準学士課程での専門的基礎技術力を備えた実践的技術者育成と専攻科での

創造的技術者育成という教育目標達成に対応している（資料２－１－③－１，２）。 

 総合情報センターは，昭和５０年に「電子計算機室」として設立され，平成９年に「総合情報セン

ター」に改称し，情報処理基礎教育，実験・実習に加え学生と教職員の研究・課外活動，公開講座等

に広く利用されている（資料２－１－③－３，４）。平成 14 年に利用者増大と高度情報化社会に対

処すべく，２つの演習室のパソコンを最新型に更新した（資料２－１－③－５）。 

 地域連携交流センターは，昭和 57 年に「材料・構造・自動化教育センター」として設立し，翌年

「共同教育研究センター」に改称し，平成 13 年度に機械実習施設と統合し「総合教育研究センタ

ー」に改組した。平成 15 年の地域企業との産学官連携を推進し教育・研究を支援する組織「大分高

専テクノフォーラム」と，県内の大学や本校の研究者も出資し研究成果の特許登録の申請や産業界へ

の斡旋を行う「有限会社大分ＴＬＯ」の設立を契機に，平成 18 年に「地域連携交流センター」とな

り（資料２－１－③－６），地域社会と交流・連携を深めるとともに，学生教育にも貢献する幅広い

活動を行っている。（資料２－１－③－７，８，９） 

 

 

 

資料２－１－③－１ 

 

大分工業高等専門学校技術センター規程（抜粋） 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、教育研究に関する技術的業務を行う
ため技術センター（以下「センター」という。）を置く。 
 （業務） 
第２条 センターにおいては、次の各号に掲げる業務を遂行する。 
 一 学生の実験、実習及び卒業研究の技術的指導に関すること。 
 二 教員の教育研究活動の支援に関すること。 
 三 外部からの技術相談に関すること。 
 四 学生の課外活動の技術的指導に関すること。 
 五 センターに関係する機器の保守・管理に関すること。 
 六 新技術の開発に関すること。 
 七 その他センターに関すること。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－１－③－２ 
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（出典：平成17年度技術センター業務報告書） 
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資料２－１－③－３ 

 

大分工業高等専門学校総合情報センター規則（抜粋） 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 16 日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，情報処理教育，コンピュータ支援教

育及び情報処理関連の研究に供するとともに，情報ネットワークの構築・運用及び事務処理等の
充実を図ることを目的に，本校総合情報センター（以下「センター」という。）を置く。 

 （業務） 
第２条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 
 一 情報処理教育及びコンピュータ支援教育に関すること。 
 二 情報処理に関する研究，開発及び調査に関すること。 
 三 情報ネットワークに関すること。 
 四 コンピュータシステム等の運用，保全及びその整備充実に関すること。 
 五 その他センターに関すること。 
 （組織等） 
第３条 センターの業務を処理するため，センター長，センター長補佐及び必要なセンター員を置

く。 
２ センター長及びセンター長補佐は，校長が任命する。 
３ センター長は，センターを管理し，その業務を掌理する。 
４ センター長補佐は，センター長の職務を補佐する。 
５ センター長は，センターの業務に従事する。 
 （運営委員会） 
第４条 センターの管理及び運営に関する必要事項は，総合情報システム委員会において審議する

ものとする。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料２－１－③－４

 

平成 18 年度 4 月～12 月までの時間外（17：00～20：00）利用者数 
 

 利用者数（人） 
月間

合計 

開館

日数

４月 3 4 8      15 3

５月 21 6 1 4 7 6 7 1 3 9 1 3 10 18 30 30 33  190 17

６月 20 10 6 4 4 17 10 2 3 3 3 9 7 10 7   115 15

７月 20 30 20 25 8 20 20 14 5 10 10 6 18 4   210 14

９月 6 25 40 25 26 20 3 4 3 2 2   156 11

１０月 7 7 4 10 4 20 3 2 4 2 16 6 2 2 14   103 15

１１月 8 6 15 20 3 3 2 11 10 10 5 6 15 6 20 20 9 6 175 18

１２月 1 5 3 1 3 3 5 10 20 10   61 10

 ４月～１２月の合計 1025 103

人数は業務日誌より。ただし１６時から１７時の利用者数は把握していない。
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平成 18 年度 情報センター演習室の週間利用時間 

単位：時間) 

 機 械 電気電子 制御情報 都市システム 学年合計 

 3 4.5 3 10.5 上段：前期時間数 
１学年 

  4.5 1.5 6.0 下段：後期時間数 

4.5 1.5 3 4.5 13.5 
２学年 

4.5 1.5  4.5 10.5 

1.5 1.5 1.5  4.5 
３学年 

  4.5  4.5 

4.5  1.5 3 9.0 
４学年 

3   1.5  4.5 

3     3.0 
５学年 

 1.5  3 4.5 

学科合計 21.0 9.0 21.0 19.5 70.5 

 

 

平成 18 年度 情報センター演習室の時間割 

■前期 

 機  械 室名 電気電子 室名 制御情報 室名 都市システム 室名

  情報処理(3) 第２ 工学実験基礎(1.5) 第１ 情報処理(3) 第２
１学年 

    情報リテラシー(3) 第２   

情報処理Ⅰ(1.5) 第２ プログラミング(1.5) 第２ 情報処理Ⅱ(3) 第２ 情報処理(1.5) 第２
２学年 

機械実習(3) 第１     情報処理演習（3) 第１

情報処理Ⅱ(1.5) 第２ アルゴリズム(1.5) 第１ 情報処理Ⅳ(1.5) 第２   
３学年 

        

設計製図Ⅰ(3) 第１   アルゴリズム(1.5) 第２ 情報処理(3) 第１
４学年 

情報工学(1.5) 第２       

設計製図Ⅲ(3)        
５学年 

        

 

■後期 

 機  械 室名 電気電子 室名 制御情報 室名 都市システム 室名

    工学実験基礎(1.5) 第１ 情報処理(3) 第２
１学年 

    
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎Ⅰ
(3) 

第２   

情報処理Ⅰ(1.5) 第２ プログラミング(1.5) 第２   情報処理(1.5) 第２
２学年 

機械実習(3) 第１     情報処理演習（3) 第１

    情報処理Ⅳ(1.5) 第２   
３学年 

    回路演習Ⅱ(3) 第２   

設計製図Ⅱ(3) 第２   アルゴリズム(1.5) 第２   
４学年 

        

  システム工学(1.5) 第１   設計製図(3) 第２
５学年 

        

 

（出典：総合情報センター資料）
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資料２－１－③－５ 

 

 

（出典：総合情報センター資料 総合情報センターハードウエアの組織図） 

 

資料２－１－③－６ 

 

大分工業高等専門学校地域連携交流センター規則（抜粋） 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 18 年 9 月 1１日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，工業に関する実践的な技術の教育及び研究を行

うと共に，本校の実験・実習施設の効率的な運用を図るため，学内共同利用施設として地域連携交流センタ
ー（以下「センター」という。）を置く。 

 （業務） 
第２条 センターにおいては，次の各号に掲げる業務を行う。 
 一 工業に関する教育及び研究 
 二 ものづくりを通じた創造性の育成 
 三 技術研修に関する公開講座等の実施 
 四 地域企業等への助言及び指導 
 五 地域企業等との共同研究等 
 六 センター内の施設及び設備の管理運営 
 七 その他センターに関する業務 
 （施設） 
第３条 センターは，次の各号の施設をもって構成する。 
 一 共同教育研究センター 
 二 実習工場（機械工場，木工場，鋳造工場，鍛造工場及び付帯施設） 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－１－③－７ 

 

 

 

（出典：平成17年度技術センター業務報告書） 
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資料２－１－③－８ 

 

平成１８年度第１回地域連携交流センター運営委員会議事概要 

 
日  時   平成１８年４月１１日（火） １６：２０～ １８：１０ 
場  所   会 議 室 
出 席 者   別紙のとおり 
会議資料   小中学校等への「科学技術教育支援」に関する合意書 

大分高専テクノフォーラム総会＆技術講演会について（案） 
高専等を活用した中小企業人材育成支援事業 
コンクリート強度受託試験構想 
私から見た「高専教育の分析と発展性」について 

 
議題 
１．当面のおもな課題について 
（１）高専等を活用した中小企業人材育成事業への応募 

委員長から，高専等を活用した中小企業人材育成事業への応募状況について，資料に基づき
申請内容等の説明があった。また，本日付で大分県産業創造機構から経済産業省に対し応募書
類を送付することと予定である旨の報告があった。 

（２）コンクリート受託試験について 
委員長から，大分県下のコンクリート受託試験については大分県建設技術センターが実施し

てきたが，同センターとしては早い時期に廃止したい意向があるため，本校が主に請け負う方
向で検討したい旨の説明があった。 

引き続き委員長から，資料に基づき構想案の説明があったが，以下のような意見があり，今
後継続して審議することとした。 

【意見】 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・ 

（３）大分高専テクノフォーラム総会＆技術講演会について 
委員長から，大分高専テクノフォーラム総会＆技術講演会について検討願いたい旨の提案の

後，亀野副センター長から，大分高専テクノフォーラム総会＆技術講演会の内容等について，
資料に基づき原案の説明があった。引き続き審議の結果，以下の事項を確認の後，大筋で了承
した。 

【確認事項】 
○亀野副センター長が演題を確認する。 
○ポスター及びパンフレットを作成することとし，原案を鷹尾委員が作成することとなった。 
○当日は校長が出張のため，副校長に代理出席いただくこととする。 

（４）小中学校等への「科学技術教育支援」について 
工藤副センター長から，昨年九州沖縄地区高専校長会で同意された小中学校等への「科学技

術教育支援」について，資料に基づき説明の後，本校でも同事業を推進するため，ＨＰに資料
のような事項を掲載したい旨の提案があり，審議の結果了承し，事務方から，掲載に必要な事
項を収集するためのメールを流すこととした。 

（５）第１回大分ビジネス・リンクについて 
靍委員から，先に開催された第１回大分ビジネス・リンクの説明会について，以下のとおり

報告があった。引き続き審議の結果，以下の事項を確認した。 
【報告】 

○機材等の搬入は前日の５月１０日である。 
○プレゼン（１５分）用のパワーポイントの作成が必要である。 

【確認事項】 
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○プレゼンはロボコンの内容とし鷹尾委員に作成していただく。 
○出展ブースに置くパネルは各学科２枚とする。 
○出展ブースで技術相談に対応する委員（＝教員）については，講義時間などを考慮しながら
センター長が調整する。 
○弁当２個は先方からもらえるがそれ以外については，テクノフォーラムから支出することと
する。 

（６）「技術教育に関する卒業生アンケート」調査報告に対する意見の集約について 
委員長から，メールで周知したように技術教育推進会議において，委員から「技術教育に関

する卒業生アンケート」調査報告に対する本校教職員の意見を集約するように依頼があったの
で，各学科において全職員が提出するよう周知依頼があった。 

また，亀野副センター長から，・・・卒の・・さんから資料のとおり【私から見た「高専教
育の分析と発展性」について】が届いているので，これについても返事を出すとともに各委員
の意見を集約したい旨の説明があり，審議の結果，委員長と副センター長に一任することとし
た。 

（７）公開講座について 
 事務方から，公開講座の募集に対し，機械工学科から１テーマ，制御情報工学科から２テー
マ，都市システム工学科から１テーマの募集があったが，メールでも周知したとおり一般科目
を含めて各学科（７）から最低一つは応募していただくため，締め切りを今月末日まで延長す
るので，各学科において募集に関し周知していただくよう依頼があった。なお，次回委員会で
は本件について審議していただくことを予定している旨の説明があった。 

２．その他 

（出典：地域連携交流センター運営委員会資料） 

 

資料２－１－③－９ 

 

平成１９年度第１回地域連携交流センター運営委員会議事概要 

 
 

日  時   平成１９年４月１２日（木）１５：００～ １６：４０ 
場  所   会議室 
出 席 者   別紙のとおり 
会議資料   平成１８年度「科学と遊ぼう！」実施状況，大分高専 WARAJI 会合同新聞切

り抜き，大分県商工労働部工業振興課からの依頼事項について 
大分高専テクノフォーラム総会&技術講演会実行計画（案）について 
ご近所の底力「研究者紹介」，平成１８年度技術相談一覧 

 
議題 
１．委員紹介について 
  今年度新たに委員となった清水専攻科長，穴井一般科目文系代表，山崎・吉岩技術センター代

表及び新たに陪席することとなった副島総務課課長補佐（総務担当・企画室長），馬原総務課課
長補佐（財務担当），石橋企画係長，高橋企画係員の紹介があった。 

 
２．平成１９年度Ｊｒサイエンススクール（科学と遊ぼう!in 明治明野公民館）の参加について 
  企画係長から，先日,明治明野公民館から昨年度も実施した科学と遊ぼうを今年度は,７月２４

日（火）に実施をお願いしたいとの依頼があり，同日の実施が可能か審議願いたい旨の説明があ
り，工藤副センター長から昨年度の状況等の報告があった。同日は特に支障がないので, センタ
ー員がスタッフとなり実施を引き受ける旨を先方に伝えることが了承された。 

  なお，テーマ，実施時間帯及び参加協力者等のスタッフについては,今後更に先方と詰めるこ
とが確認された。 
 
３．「わらじ」の公開講座について 
  委員長から,本校の教職員等５人で作っている「大分高専 WARAJI 会」の活動を資料に基づき説

明後,地域への貢献という意味でこの「わらじ」作成を本校の公開講座に組み入れてはどうかと
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の意見が寄せられたので,審議願いたい旨提案があった。公開講座は高専の教育研究成果の還元
のみでなく幅広い分野で実施するものであるので,公開講座に組み入れても良いのではないかと
の意見に基づき,了承された。 

  なお，実施する場合は,本校を定年退職した教員が講師を務め，福永センター長が総括責任者
となることが確認された。 

 
４．大分県からの依頼に基づく制御情報工学科情報システム実験室等の使用について 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・ 
  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
５．コンクリートの試験実施について 
  委員長から，現在までの経緯及び他高専の状況等の説明後，現行の試験料を半額にしなければ

試験の申込が見込めない状況と実際に申込があった後の運用について検討して欲しい旨依頼があ
り,次のことについて早急に対応することが確認された。 

  ・ 申込者の事情を考慮して現金収納も可能であるが,あまりにも件数が多すぎると事務の対
応が可能かどうかが問題となるので,収納の見込みを把握する必要がある。 

  ・ 試験に必要となる諸経費と収納額等との原価計算を行ない,収支の折り合いが妥当か検討
を要する。 

  ・ 他高専が試験料を値下げしているので，その方法を教示してもらい,試験料について機構
に協議する必要がある。 

なお，上記３点の対応を済ませた後，更にＨＰ掲載等，実施に向けて動くことが確認された。 
６．大分高専テクノフォーラムについて 
  委員長から，６月に開催されるテクノフォーラムの技術講演会における宇宙開発事業団の辻畑

氏の講演について，校長が講演の内容からして本校の学生にも聴講させたい意向があるのでその
方法について審議してもらいたい旨説明があった。種々審議の結果，会場は体育館で実施するこ
ととし，人数の制約上，対象は５年生と専攻科生のみとし，他の学年はビデオ録画より上映すれ
ば良いのではないか，全学年が同時に聴講できる大きな会場借用を行えば良いのではないか，ま
た，中間試験前の補講日であるので，教務主事との調整が必要などの意見が出た。最終的には，
委員長が校長と相談して決めることとなった。 

  更に，広報活動として大分合同新聞，テレビ局各社への後援依頼を行うことが確認された。 
  また，亀野副センター長から，資料に基づき同日の実施計画について説明があった。 

なお，資料中のポスター･パンフレット等の作成について，講師から写真の提供を受けた後，
総務課企画係で作成することが確認された。 

  更に，会員への会費納入依頼については，次回の議題に移すこととなった。 
７．研究者紹介（ご近所の底力）について 
  委員長から，同誌に掲載されている教員の退職，採用等による変更及び未登録の先生方に掲載

をお願いする必要があるため，各委員から該当教員に原稿を依頼後，亀野副センター長に送付し
ていただきたい旨依頼があった。また，地域連携交流センターについて，最後のページに紹介文
を入れることが確認された。 

８．その他 
 ・ 亀野副センター長から，技術相談について事務が把握している記録は資料のとおりであり，

それ以外に各科や教員が受けている技術相談も把握する必要があるので，各委員が各科の状況
を把握していただきたい旨依頼があった。 

 ・ 工藤副センター長及び企画係長から，科学と遊ぼうへの参加及び補助依頼並びに公開講座の
実施計画提出の依頼があった。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
以上 

 

（出典：地域連携交流センター運営委員会資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 総合情報センターは高度情報化教育に対応し，技術センターは実践的技術教育の場として，地域連

携交流センターは幅広い公開講座や共同研究活動等を通し地域社会への貢献と同時に高度な専門力を

備えた創造的技術者の育成にも寄与しており，これらの全学的センターは教育の目的を達成する上で

適切なものとなっている。 

 

 

 観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議する

などの必要な活動を行っているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育課程全体を企画調整し有効に展開するため，各種の委員会が設けられている。教育課程全体を

企画調整する教務主事室では教務主事・主事補を中心に毎週教務主事室会議を開催し，教務全般に関

する具体的問題の立案や検討を行っている（資料２－２－①－１）。 

 

資料２－２－①－１ 

 

平成１９年度第６回教務主事室会議議事概要 

 
  日  時 ： 平成１９年５月９日(水) 9：30～12：10 
  場  所 ： 教務主事室 
  出 席 者 ： 吉澤教務主事，山田主事補，東木主事補，松本主事補 
         河野学生課長，梅本課長補佐，梅本教務係長，松本係員 
  配布資料 ：平成１９年度未来へのはばたき㌻割り等、 

平成１９年度中学校訪問要領、平成１９年度編入学試験日程 
議   題 
１．精勤賞・皆勤賞について 
  教務主事から，標記表彰の時期が始業式となっており，現状の表彰時期(夏休み前)と沿わない

ため，データ整理の面からも表彰の時期につき申合せの改正することの要望があり，他の表彰も
含めて，次回主事室で申合せの改正案を提案することとなった。 

２．６月６日（水）の２限の件 
  5/8(火)の学校運営委員会で基本的には 6/6(水)補講日２限目(10：40～12：00)に特別講演５年

生(全学科)対象となったが，補講の空き時間次第で後の聴講に関しては，各科の判断を仰ぐこと
となったため，５年生を合併講義室(予約済み)で特別講演に参加させ，希望するｸﾗｽへはｱｶﾃﾞﾐｯｸ
ﾎｰﾙで映像を送信し画面での聴講方式で対応することとなった。 

３．未来へのはばたきについて 
  別紙資料に基づき，今年度の原稿割りつけ等を行った。 
４．その他 
  (1) 別紙資料(平成 19 年度中学校訪問要領)の一部修正を行った。 
  (2) 別紙資料(本年度編入学日程)に基づき，確認・訂正期間等を考慮して編入学試験問題の作

成〆切を 7 月 31 日(火)とした。 
  (3) 入試委員会報告について，編入学試験の情報開示について，本科入試同様に，入試情報の

自主的開示項目について今後検討することとしたので，編入学試験問題についても，ＨＰ上
で開示できるように依頼をすることとした。 

    併せて，専攻科入試の問題もＨＰ上にも公開するよう検討を依頼することにした。 

 

（出典：学生課資料） 
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 企画・立案あるいは調整された事案を有効に展開するための教務主事を委員長とする教務部委員会

が設けられており（資料２－２－①－２），準学士課程におけるカリキュラムの編成や教育計画の実

施等教育課程運営に関する事項や課題を継続的に検討・審議している（資料２－２－①－３）。 

 

資料２－２－①－２ 

 

大分工業高等専門学校各種委員会規程（抜粋） 

 別表 

 

大分工業高等専門学校各種委員会 

 

番号 委員会名 審 議 事 項 組   織 委員長 庶務担当

３ 教務部委員会 １ 教育課程の編成及び改
正に関すること。 

２ 教育計画の企画及び実
施に関すること。 

３ 本校の授業の内容及び
方法の改善を図るための
研修及び研究の実施に関
すること。 

４ 試験及び学業成績に関
すること。 

５ 学生の学籍に関するこ
と。 

６ 視聴覚教室及びＬＬ教
室の運営に関すること。

７ 視聴覚教室及びＬＬ教
室の予算に関すること。

８ その他教務，視聴覚教
室及びＬＬ教室の重要事
項に関すること。 

１ 教務主事 
２ 教務主事補 
３ 学生主事補１名 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科，都市シス
テム工学科の教員各１名 

５ 一般科目の文科系の教員１名 
６ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
７ 学生課長 
 

教務主事 教育支援
係 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料２－２－①－３ 

 

年月日 議 題 名 等 年月日 議 題 名 等 

１８． ２．１５ 

 教務部委員会  

《議 題》 
１．成績優秀奨励賞の表彰（案）につい
２．平成１８年度以降の追認および再試験
について(申し合わせ) 
３．大分高専システムデザイン工学プログ
ラム履修規則の一部改正について 
４．その他 

１８．１０．１２

 教務部委員会  

《議 題》 
1．追認試験のカンニングとその処置（システ
ム作り）について 
2．後期『選択科目』の履修について 
3．ｅラーニング高等教育連携 から単位互換
協定の参加要請について 
4．定期試験中の退室について 
5．その他 

１８．１２． ４

《議 題》 
1．平成 19 年度行事予定表について  
2．教務日程について（時間割・シラバス・選
択科目等） 
3．その他 

１８． ４．１９ 

《議 題》 
１．水曜４限の扱いについて 
２．授業アンケート「学生によるコメン
ト」の公開について 
３．追認試験の成績締切りについて 
４．「履修辞退願い（変更）」等について
５．その他 
《報 告》 
１．校内授業公開週間について 
２．後援会総会（個人面談）について 
３．シンガポール英語研修について 

１８．１２．１９

《議 題》 
1．平成 19 年度行事予定表について 
2．大分工業高等専門学校学則の一部を改正に
ついて（Ｍ科教育課程表） 
3．公欠に関する申しあわせの一部を改正にい
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４．留学生開設科目（日本語Ⅱ）等の扱い
について 
５．書道の教室について 
６．その他 

 

ついて 
4．非常勤講師(応用数学)関係について 
5．学習到達度試験について 
6．その他 

１９． １． ９

《議 題》 
1．Ｓ科の授業科目の履修について 
2．その他 

１８． ６．２１ 

《議 題》 
１．学習到達度試験について 
２．平成１９年度からの 1 年生のＣＨ廃止
について 
３．履修辞退願の取扱いについて 
４．本科の学習・教育目標について 
《報 告》 
１．非常勤講師への年度当初の教務関係説
明会の実施について 
２．弓道部西日本高専大会出場時の公欠に
ついて 
３．ネチケット問題について 
４．危機管理マニュアルについて 
５．後期時間割作成スケジュールについて
６．JABEE の認定審査結果を踏まえての教
務部委員会関連事項 

１８． ７．１９ 

《議 題》 
１．来年度からの１年生のＣＨについて 
２．補講日の設定と後期行事予定変更につ
いて 
３．時間割作成上の提案 
４．欠席日数のカウントに関する教員への
依頼事項 
５．その他 
《報 告》 
１．英語弁論大会、インターンシップ等で
の「公欠」願いの提出 
２．シンガポール英語研修参加学生４名お
よび保護者に対する説明会 
３．JABEE プログラム修了認定証授与式お
よび祝賀会への参加依頼 
４．その他 

１８． ８．２３ 

《議 題》 
１．来年度からの１年生のＣＨ廃止につい
て 
２．補講日の設定と後期行事予定変更につ
いて 
３．時間割作成上の提案（非常勤講師の任
用、科内会議の設定）について 
４．その他 

（出典：校報 77・78 号） 

 

 専攻科には，専攻科長を委員長とする専攻科運営委員会（資料２－２－①－４）が設置され，委員

会規定により専攻科の教育課程の編成や教育計画の立案等，特に専攻科における教育課程を有効に展

開するための検討と運営にあたっている（資料２－２－①－５）。 
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資料２－２－①－４ 

 

大分工業高等専門学校専攻科運営委員会規程 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 （趣旨） 
第１条 この規程は，大分工業高等専門学校専攻科規則第４条の規定に基づき，大分工業高等専門

学校専攻科運営委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定める。 
 （組織） 
第２条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 一 専攻科長 
 二 教務主事 
 三 専攻主任 
 四 各学科教員各１名 
 五 一般科目の文科系，理科系及び基礎専門の教員から２名 
 六 各主事室教員各１名 
 七 学生課長 
 八 その他校長が必要と認めた者 
 （委員の任期） 
第３条 前条第１項第４号から第６号までの委員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠
員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，専攻科長をもつて充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名した者が議長の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
 一 専攻科の入学者選抜に関すること。 
 二 専攻科の教育課程の編成及び教育計画の立案に関すること。 
 三 専攻科の施設及び設備に関すること。 
 四 学生の学籍に関すること。 
 五 学生の進路に関すること。 
 六 学生の厚生補導に関すること。 
 七 その他専攻科の運営に関すること。 
 （委員以外の者の出席） 
第６条 委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者を出席させ意見を求めることができ

る。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料２－２－①－５ 

 

専攻科運営委員会（第１回）議事概要 

 
日  時 ： 平成１８年５月１７日（水）15：00～16：10 
場  所 ： 会議室 
出 席 者 ： 佐藤専攻科長，福永専攻主任，清水攻主任，一宮，靍，吉澤（教務主事），田中，牧野，小

西，木本（学），高橋（教，J），学生課長，専門員，教務係長 
欠 席 者 ： 庶務係長 

議題１．専攻科の目標について 
    専攻科長より，平成 18 年度の専攻科目標を以下の 6 項目とすることの提案があり了承された。 
    ①英語力向上 

 ②入学志望者の増員 
    ③大学単位化に向けた整備 
    ④人材の確保と研鑽 
    ⑤認証評価に向けた取組み 

   ⑥PDCA サイクルの定着 
議題２．推薦選抜について 
   専攻科長より， 
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   ①当日の授業は平常通り，教室は図書館２階の選択教室に変更する。 
   ②入試を受験する５年生は公欠とする。 
   ③・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
議題３．補充科目について 
   専攻科長より，昨年と同じ扱いで補充科目を設定する旨説明があり，了承された。 
議題４．その他 
  １）就職活動で欠席している学生の取り扱いについて 
     専攻科長より，今後の就職活動を心配している学生がいることから，補講の手当てができないか

打診を受けたことが報告され，その対処法として昨年度の決定を今年も踏襲することが確認され
た。 

    ①学生の就職に関わる教員は必要な場合に必ず学生に「欠席願い」を提出させる（よう指導す
る）。 

    ②学生もしくは就職に関わる教員は、「欠席願い」の提出が決まった段階で当該科目担当教員に連
絡する。 

    ③・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・ 

    ④・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

（出典：専攻科運営委員会資料） 

 

 これら教育課程を有効に展開する検討・運営体制に加え，教育活動等の点検改善は，平成 16 年度

より教育システム改善検討委員会と JABEE 対策委員会が中心となり活動してきたが，平成 18 年度よ

り新設の教育システム委員会（資料２－２－①－６）及び教育プログラム委員会（資料２－２－①－

７）に引き継がれ，教育システムの点検改善，教育プログラムの企画立案等の運営体制を強化してい

る（資料２－２－①－８，９）。 

 

資料２－２－①－６ 

 

教育システム委員会所轄事項 
 
所轄事項：本委員会は，教育プログラム，教育システムの点検結果に基づいて，その改善策を検討し，教育プ

ログラム，教育システムの継続的改善及び企画立案を行うことを目的とする。また，点検結果に基
づき，学習・教育目標の継続的改善を行う。 

委 員 長：教務主事 
副委員長： 
委  員：学生主事，寮務主事，専攻科長，教育プログラム委員会委員長，施設整備計画委員会委員長，予算

委員会委員長，各科代表，庶務課長，会計課長，学生課長，その他校長又は委員長が必要と認めた
者 

所轄事務・陪席事務：庶務課と学生課教務の２者（主：庶務課，副：教務係），総務係 
 
審議事項 
１．本校の教育全般の点検に関すること。 
２．点検システム自体の機能点検に関すること。 
３．教育全般の改善及び企画立案に関すること。 
４．その他教育システムの改善検討に関すること。 
 
実施事項 
１．本委員会は，学習・教育目標の達成度の評価結果及び教育プログラム，教育システムの点検結果報告に基

づき，本科から専攻科にわたる全ての教育システムの点検を行い，教育プログラム及び教育システムの改善
案の検討，企画立案及びその実行を勧告する。 

２．本委員会は，毎年度の教育点検システムの点検・改善の実施にあたり，各種委員会（部会を含む。），各
主事室，各学科等から，教育システムの点検結果の報告を求める。 
３．本委員会は，教育プログラムの点検を教育プログラム委員会に付託する。 
４．本委員会は，取りまとめた点検結果及び改善案を校長に報告し，承認を得なければならない。 
５．その他校長が必要と認めた事項 
 

（出典：教育システム委員会資料） 
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資料２－２－①－７ 

教育プログラム委員会所轄事項 
 
所轄事項：教育プログラムの円滑な実施の促進及び点検・改善を行う。 
委 員 長：（教育プログラム担当）教務主事補 
副委員長： 
委  員：専攻主任，教務主事補，各科代表（教務部委員の兼務可能），学生課長，庶務課長，各部会の長 
所轄事務・陪席事務：庶務課と学生課教務係の２者共同（主：教務係，副：庶務課） 
 
審議事項 
１．教育プログラムの実施に関すること。 
２．教育プログラムの点検・改善に関すること。 
３．その他教育プログラムの実施に必要な事項に関すること。 
 
実施事項 
１．本委員会は，教育プログラムの円滑な実施を促進するための検討と活動を行う。このために本委員会に部
会を置く。部会の作業としては，シラバス，エビデンス，履修の手引き，科目対応表，履修科目系統図，アン
ケート，情報システム，教科書，非常勤などであるが，各部会の詳細は別に定める。 
２．本委員会は，本校の学習・教育目標の達成度の評価結果，及び各委員会等からの点検結果報告などに基づ
き，日本技術者教育認定機構の定める認定基準に即して教育プログラムを点検し，改善策を策定する。点検項
目については別に定める。 
３．教育プログラムの点検結果は教育システム委員会に報告する。 
４．その他校長が必要と認めた事項 
 
 ※ 当面のあいだ教育プログラム担当教務主事補を設ける：教務部委員会と専攻科運営委員会（必要な場合
は小委員会にも出席）に出席する。 
 ※ 本科１年生から３年生の教育を基礎力養成プログラムと位置づけ，教育の円滑な実施を促進するための
検討と活動を行う。 
 

（出典：教育システム委員会資料） 

 

資料２－２－①－８ 
 

平成１８年度第２回教育システム委員会議事概要 
 

日  時  平成１８年１０月６日（金）１６：３０～１７：３０ 
場  所  会議室 
出 席 者  別紙のとおり 
会議資料  本校の教育プログラム構成（案）（資料１） 

       学習・教育目標（システムデザイン工学プログラム）（資料２） 
       学習・教育目標（準学士課程）（資料３） 
       教育点検結果・改善項目一覧表（資料４） 

議  事 
議題１ 学習・教育目標について 

   委員長から，システムデザイン工学プログラムの学習・教育目標は作成しているが，大学評価・学位授
与機構の認証評価では，専攻科と本科の学習・教育目標を区別しなければならない旨の説明があった。 

   続いて，教育プログラム委員会の検討した本校の教育プログラム構成（案）（資料１）及び準学士課程
の学習・教育目標（準学士課程）（資料３）を資料２も交えて高橋委員から，説明があった。 

   審議の結果，評価方法欄は，認証評価では「卒業要件を満たすこと」でもよいと考えられるが，学生が
具体的に理解しやすいことから原案のままとした。ただし，Ａ－２の「特別活動を履修」に関連して，科
目系統図に特別活動を加えることとし，資料１及び資料３は原案どおり１０月開催の学校運営委員会に付
議して決定し，教員会議でも周知することになった。 

   正式決定後は，ホームページ等や来年度からのシラバスで周知を図ること，志学，就学及び専学は，本
校独自のものであり，今後は積極的にアピールすることが確認された。 

議題２ 教育点検結果・改善項目一覧表について 
   高橋委員から，教育点検結果・改善項目一覧表（資料４）は昨年度末の資料に今年度当初に提出された

改善項目や目標を加えて作成していること，この資料はＪＡＢＥＥの基準に則して作成しているが，同時
に今後は認証評価の基準にも則して作成することについて説明があった。既に改善がなされたり，進行中
の項目については継続して頂くが，資料４のうちから学校全体に係わる事項を選考し，本年度の実施を検
討する必要があることから，高橋委員が次の項目を重要事項として提案した。 

 （１）ホームページの充実 
 （２）ＰＤＣＡサイクルの強化 
 （３）寮のエアコン 
 （４）大学単位化 
 （５）学校美化とあいさつ 
 （６）ＦＤの授業アンケートの改善 
 （７）部屋割の方法 

（出典：教育システム委員会資料） 
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資料２－２－①－９ 

 

平成１８年度 第３回教育プログラム委員会議事概要 

 

 日  時 ： 平成１８年 6 月 6 日（火） 16：20～17：55 
 場  所 ： 多目的室 
 出 席 者 ： 高橋委員長，福永，清水，松本，嶋田，高見，木本，牧野, 

庶務課長，学生課長，梅本 
 欠  席 ： 薬師寺，山田，東木，藤原 
 会議資料 ： ①本校の教育プログラム構成（案） 
        ②学習・教育目標（システムデザイン工学プログラム） 
        ③学習・教育目標（本科(準学士課程)（案） 

 

 議事に先立ち，前回の議事概要の確認を行い，学生ｱﾝｹｰﾄの未提出ｸﾗｽの状況報告を次回行うこと
とした。 
 また，修了証授与式が７月 22 日(土)に決定した旨報告があった。 
 
 議  題 
 １．本校（１年生～専攻科生）の教育プログラムについて 
  委員長から，認証評価の受審に向け，本科に対応する学習・教育目標を作成する必要が生じ，

それを教務部委員会，専攻科運営委員会へ答申する必要から，資料①～③に基づき説明後，審議
の結果，以下のとおりとし，次回 6 月 16 日(金)に確定することとした。 

  (1) 本校の教育プログラム構成(案) 
   【現行】 

1～2 年（志学） 3～4 年（修学） ５～専攻科（専学） 

 

 
   【案】 

１～３年（志学） ４，５年（修学） 専攻科（専学） 

基礎力養成プログラム システムデザイン工学プログラム 

本科準学士課程 専攻科課程 

 

  (2) 学習・教育目標（本科準学士課程）（案） 
   システムデザイン工学プログラムの学習・教育目標のｻﾌﾞ目標まで変更しない，ｻﾌﾞｻﾌﾞ目標

のみ，より明快に分かり易いよう本科のみ変更し，専攻科は変更しない考え方（構造）を先ず
了解し，資料③を別紙のとおり変更した。 

 

 ２．JABEE 対策委員会からの申し送り事項について 
  JABEE 対策委員会が行っていた業務（ｶﾘｷｭﾗﾑの流れ図やｴﾋﾞﾃﾞﾝｽの保管など）などの具体作業
（低学年教育を含め）を今後本委員会が受継ぐこととした。 

 

（出典：教育プログラム委員会資料） 

 

 

 これら各種委員会で検討・審議された教育活動等に係る重要事項は学校運営委員会で審議，検討さ

れるほか（資料２－２－①－10，11），必要に応じて教員会議で報告・承認される（資料２－２－①

－12，13）。 
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資料２－２－①－10 

 

大分工業高等専門学校学校運営委員会規程 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，学校運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。 
 （組織） 
第２条 運営委員会は，次の各号に掲げる者をもつて組織する。 
 一 校長 
 二 教務主事，学生主事及び寮務主事 
 三 専攻科長 
 四 図書館長，総合情報センター長及び地域連携交流センター長 
 五 機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科及び都市システム工学科の各主任 
 六 一般科目の文科系及び理科系の各主任 
 七 基礎専門の教員１名 
 八 事務部長 
２ 前項第２号から第４号までの委員が基礎専門所属の場合は，同項第７号の委員を兼ねるものと

する。 
 （委員の任期） 
第３条 前条第１項第７号の委員の任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。 
 （委員長） 
第４条 運営委員会に委員長を置き，校長をもつて充てる。 
２ 委員長は運営委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，教務主事が議長の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 運営委員会は，校長が本校運営上必要と認め諮問した次の各号に掲げる事項について審議

する。 
 一 学則等重要な規則の制定及び改廃に関すること。 
 二 学生の入学，退学及び卒業等の学籍に関すること。 
 三 概算要求及び学内の予算配分に関すること。 
 四 教育研究，組織及び施設設備の将来計画に関すること。 
 五 学校行事に関すること。 
 六 その他本校の管理運営に関すること。 
 （委員以外の出席） 
第６条 校長が必要と認めた場合は，委員以外の者を出席させ意見を聞くことができる。 
 （会議の開催） 
第７条 運営委員会は，原則として教員会議の１週間前に開催するものとする。ただし，緊急の必

要があるときは，臨時に開催することがある。 
 （専門委員会） 
第８条 運営委員会に，特定の事項を調査・検討するため，専門委員会を置くことができる。 
２ 専門委員会は，担当する事項について調査研究を行い，その具体案について検討し運営委員会

に報告するものとする。 
３ 専門委員会委員は校長が指名する。 
４ その他，専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
 （事務） 
第９条 運営委員会に関する事務は，総務課総務係において処理する。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 18 年 9 月 11 日から施行し，平成 18 年 4 月 1 日から適用する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－２－①－11 

 

平成 18 年度第 6 回 学校運営委員会議事録（議事概要）（抜粋） 

 
日   時   平成 18 年 8 月 29 日（火） １０：００～１１：２０ 
場   所   会 議 室 
出 席 者   別紙のとおり 

 
《議  題》 
 
１．平成 19 年度編入学試験の合格判定について 

教務主事より 8 月 25 日（金）に実施した編入学試験の実施結果について、集合時間の厳守等いくつか反
省点があったものの無事終了したことの報告があり、各科主任より科ごとの選考結果の詳細について説明が
あり、資料１のとおり受験生 20 名中 14 名を合格と判定した。 

 
２．平成 19 年度学生募集要項について 

資料２に基づき教務主事より平成 19 年度学生募集要項について以下のとおり説明があり、案のとおり作
成することとした。 
〇 昨年からの修正箇所 
・ 外国人の志願者について、外国人登録済証明書の添付を要しないこととしたため、p.2 及び p.5 の（3）
受験票の該当部分の削除 
・ 年，日，曜日の修正 
・ 「入学志願者調書」の学校証明欄に電話番号・FAX の記入欄を追加 
〇 p.3 及び p.6 の面接及び入学手続の日程については、県立高校の入試日程と合わせるため、校正の段階
で決定次第修正することとする。 
〇 要項案の訂正 
・ p.4 の 3 願書受付の受付期間「平成 18 年 1 月 11 日まで」→「平成 19 年 1 月 11 日まで」 
・ p.4 の 4 出願書類等欄の受験写真票「平成 17 年 11 月以降」→「平成 18 年 11 月以降」 

 
３．平成 18 年度後期行事予定（案）について 

教務主事より資料３に基づき平成 18 年度後期行事予定（案）について、次のとおり説明があり、原案ど
おり承認された。 
・ 補講日については、教務部委員会において前・後期に 2 日以上設定するように変更が承認されたことか

ら、原案のままだった部分の訂正並びにゆとりを持たせるための日程変更を行った。 
・ 11/1（水）防災訓練（雨天の場合 11/8）及び 1/11（木）3 年生学習到達度試験（2/2 又は 2/6 に補講を

行う）を追加した。 
12 月の備考欄テクノフォーラムについては 12/5 に決定したと地域連携交流センター長より説明があっ

た。 

（出典：学校運営委員会資料） 

 

資料２－２－①－12 

 

大分工業高等専門学校教員会議規程 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，教員会議をおく。 
第２条 教員会議は，本校教員（非常勤講師を除く。）及び事務部長をもつて組織する｡ 
２ 校長が必要と認めた場合は，その他の職員を出席させることができる。 
第３条 校長は，教員会議を召集しその議長となる。 
２ 校長に事故あるときは，教務主事がその職務を代行する。 
第４条 教員会議は校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項を審議する。 
 一 各種委員会において審議した事項のうち，校長が特に必要と認めた事項 
 二 その他校長が必要と認めた重要な事項 
第５条 教員会議は原則として月１回第３木曜日に開催するものとする。ただし，緊急の必要があ
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るときは，臨時に開催することがある。 
第６条 議案の整理及び会議の記録は，総務係長がこれに当る。ただし，必要に応じて校長は，総

務係長以外の者を指名することがある。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料２－２－①－13 

 

平成 18 年度第 5 回 教員会議議事録（議事概要）（抜粋） 

 
日   時   平成 18 年 8 月 29 日（火） １３：００～１４：０５ 
場   所   会 議 室 

《議  題》 
１．平成 19 年度編入学試験の合格判定について 

教務主事より 8 月 25 日（金）に実施した編入学試験の実施結果について、集合時間の厳守
等いくつか反省点があったものの無事終了したことの報告があり、各科主任より科ごとの選考
結果の詳細について説明があり、資料１のとおり受験生 20 名中 14 名を合格と判定した。 

２．平成 19 年度学生募集要項について 
教務主事より平成 19 年度学生募集要項について、資料２に基づき以下のとおり説明があ

り、案のとおり作成することが了承された。 
〇 昨年からの修正箇所 

・ 外国人の志願者について、外国人登録済証明書の添付を要しないこととしたため、p.2
及び p.5 の（3）受験票の該当部分の削除 

・ 年，日，曜日の修正 
・ 「入学志願者調書」の学校証明欄に電話番号・FAX の記入欄を追加 

〇 p.3 及び p.6 の面接及び入学手続の日程については、県立高校の入試日程と合わせるた
め、校正の段階で決定次第修正することとする。 

３．平成 18 年度後期行事予定（案）について 
教務主事より平成 18 年度後期行事予定（案）について、資料３に基づき次のとおり説明が

あり、原案どおり承認された。 
・ 補講日については、教務部委員会において前・後期に 2 日以上設定するように変更が承

認されたことから、原案のままだった部分の訂正並びにゆとりを持たせるための日程変更
を行った。 

・ 11/1（水）防災訓練（雨天の場合 11/8）及び 1/11（木）3 年生学習到達度試験（2/2 又
は 2/6 に補講を行う）を追加した。 

・ 12 月の備考欄テクノフォーラムについては 12/5 に決定したと地域連携交流センター長よ
り説明があった。 

（出典：教員会議資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教務主事室は，教育課程の企画・立案に当たり，それを展開する具体的検討・運営体制として準学

士課程は教務部委員会，専攻科課程は専攻科運営委員会が設置され，最終的決定機関として学校運営

委員会と教員会議が設置されている。教育活動点検・改善のための種々の委員会も機能しており，教

育活動に係る重要事項の審議等に一連の PDCA サイクルが機能している。 
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 観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 教員会議を始め重要な委員会は，一般及び専門科目担当教員から構成され（資料２－２－①－２），

学内的・組織的に教員間の連携を取るよう努めている。平成 16 年度に一般・専門の科目間の連携を

進め，カリキュラムやシラバスの改善等に資するための教員連絡協議会が発足し，英語，数学と専門

科目との連携が検討・協議され（資料２－２－②－１，２，３），これを契機にプレゼンテーション

能力や文章力の向上を目的とした卒業研究論文指導が外国人を含む英語教員により行われている（資

料２－２－②－４）。この卒研指導英語講座は，平成 19 年度よりプロジェクト演習Ⅱとして正式な

専攻科の科目となった（資料２－２－②－５）。 

 

資料２－２－②－１ 

 

大分工業高等専門学校教員連絡協議会要項 

 
制  定 平成 17 年 2 月 24 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （設置および目的） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，一般科目担当教員と専門科目担当教

員が相互関係を密にすることにより，本校本科，専攻科のカリキュラムにおける科目間の調整を
図るとともに，より一層本校の教育を充実させることを目的として大分工業高等専門学校教員連
絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

 （組織） 
第２条 協議会は本校の教員をもって組織する。ただし，毎回の協議会出席者は，第４条第２項に

規定する教科目の担当教員及び専門学科の関係教員を原則とする。 
 （委員長） 
第３条 協議会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 
２ 委員長は，協議会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名する者がその職務を代行する。 
 （協議会の開催） 
第４条 協議会は，毎年１回以上開催する。 
２ 委員長は，協議会の開催にあたり，毎回のテーマとなる教科目を教員に事前に通知するものと

する。 
３ 前項に規定する教科目は，原則として一般科目のいずれかとする。 
４ 協議結果については，本校の教育を充実させることを目的として教務主事室において検討する

ものとする。 
（事務） 

第５条 協議会の事務は，学生課教育支援係において処理する。 
 （雑則） 
第６条 この要項に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，委員長が別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 17 年 2 月 24 日から施行する。 
   附 則 
 この要項は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料２－２－②－２ 

 

第１回教員連絡協議会議事概要 

 
日   時   平成１７年３月２５日（金） １０：００～１１：３０ 
場   所   会議室 
出 席 者   大石，工藤康，高橋，瀧川，加藤，佐藤秀，園田， 

篠田，平野，藤原，穴井，大木 
 列 席 者   小森，重光 
 
  議事に先立ち大石委員長から本協議会の趣旨の説明があり、第１回は英語についての協議会と

なった。 
 
 議   題    

 
１．英語教育について 

   委員長から，教育システム改善検討委員会の指摘検討事項として、企業向けのアンケート結
果から本科卒業生については TOEIC のスコア４００点、専攻科修了生については４００～６０
０点のスコア（資料あり）を必要としている事が判明したが、本校の実態は少し離れたところ
にあるのではないか、という旨の問題提起があった。 

また，篠田文系主任から別添の資料に基づき各科連絡会の英語教育についての審議結果の説
明があった。 

佐藤専攻主任から専攻科で実施した多読についての報告があり、別添の資料のとおり成果は
あったのではないか。 

つづいて穴井英語科主任から平成１６年度から実施している ACE の統一試験について報告が
あり、現本科１年生に対して７月と２月の２回実施し９００点満点で１回目が３９０点、２回
目が４２８点で３８点上がっている。また、５年生においては、本年度試験的に行われた
Abstract writing の講義についても英語の壁を低くするうえで大きな効果があった事が報告
された。 

その他、以下のとおり意見等があった。 
・企業から英語の力は上がっているという意見もある。 
・英語力の向上は持続と英語学習量が決め手ではないか。 
・英語力があれば TOEIC のスコアも高い。（高くなる） 
・自分に英語が必要と考えているかどうか。（教員も含む） 
・英語科としては、ベストに近い状態で取り組んでいるので専攻科の例のように専門学科の

教員にも理解と協力をお願いしたい。 
・日本語の基礎が出来ていないため、英語にするとうまく出来ない。国語や文章力のカリキ

ュラムとの連携が考えられる。 
・本年度から９０分授業で週４回から２回になり、英語にふれる機会が少なくなった。カリ

キュラム上は、これ以上の増加は無理なので他の科目の中での英語の使用等による連携を
考える必要がある。 

・英会話は、本科１年で少人数教育を行っている。５年間やれば力がつくのではないか。 
   これらのことから、専門学科との連携、英語を使用する機会の増加方法、カリキュラム上で

英語以外の科目に英語を取り込む問題、専攻科における英語科目の設定及び本科の途中での
ハードル設定等の継続検討事項が確認され、次回から具体的な内容について協議していくこ
ととした。 

（出典：教員連絡協議会資料） 
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資料２－２－②－３ 

 

第２回教員連絡協議会議事概要 

 
 日   時 ： 平成１７年９月７日（水） 16：20～17：40 
 場   所 ： アカデミックホール 
 出 席 者 ： 大石，薬師寺，高橋，一宮，鹿毛，福永，菊川，吉澤，牧野，佐藤(秀) 
         木本，後藤，岡，鶴沢，嶋田，工藤(宗)，篠田，峯本，瀧川，武口， 
         佐藤(達)，東木，工藤(康) 
 列 席 者 ： 梅本 
 
  議事に先立ち冒頭に大石委員長から今協議会の趣旨説明があり，数学教育について，意見交換

を行った。 
議   題  

 １．数学教育について 
   委員長から，平成 18 年度から JABEE 対策委員会の要請を受けて，来年度から専攻科及び本

科４・5 年生に各 1 コマ程度の講義（数学）を予定している。その内容について，来年度の教
員採用計画に関係するので、意見交換を求めた。 

   続いて，高橋 JABEE 対策委員長から，以下のとおり報告があった。 
   数学について，①枠組みについて②内容についての，２つの問題提起を行った。 
   ・ 教育プログラム上の学習量の保証（応数・応物は数学・科学に含む） 
   ・ 本科の卒業要件 167 単位（一般 75：専門 82 以上）の枠組み 
   ・ 4･5 年生での大学単位化を視野に入れる。 
   以上のことを考慮し，専攻科を含めた数学教育を考慮して欲しい。 

・ JABEE 対策委員会からの希望－数学・自然科学・情報技術で 16 単位（本科の換算法
で）を必修化したい。枠は最大 4 年で１ｺﾏ，5 年で 1 ｺﾏ，専攻科で 1 ｺﾏの計 3 ｺﾏ（新規 2 ｺﾏ
設定）で設定できないか？なお、明日の教務部委員会で枠組みを決定予定である旨報告さ
れた。 

続いて，専門・数学の立場から双方の意見交換を行った。以下主な意見 
   ・専－数学の理解が伴っていないのでは？ 
   ・専－演習を 1･2 年生に増やした結果，ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟした。 
   ・専－線形系で物事をとらえる力が弱い 
   ・数－応数Ⅱの時間数が少ない。進学のことを考えると複素関数論をもう少し行うと良い。 
   ・応数－複素関数を 4 年生できっちりやる。（通年で 1 ｺﾏ位） 
   ・数－1／4 を流体力学，３／４で複素関数論教える（解析系） 
   ・数－実関数の関数解析や線形作用素が必要なのではないか。 
   ・専－現象を数学ﾓﾃﾞﾙに置き換える事が苦手(数学ﾓﾃﾞﾙ化する力不足)，線形代数等を増や

す。 
   ・専－基礎から専門の移行する部分が弱い，専門の基礎がない。(量子力学など) 

続いて委員長から，数学教員の採用にあたって，どのような数学を要求するか？ 
   各専門につながる数学か，基礎数学か？意見を求めた。 
   ・ベクトル解析は専門で教えているが，応用数学の中にはない。 
   ・専－数学としてベクトル解析を行って欲しい。 
   ・専－S 科・C 科は確率・統計が欲しい。S 科は来年度から確率･統計を専門科目として入れ

る予定 
   ・応数－確率・統計の内容は科によって違う。 

委員長から意見交換を参考に数学の教員人事を進めて欲しい旨報告があり，高専向きの人
を採用するよう依頼した。また，数学については今後も別の観点から意見交換行う予定。 

 

（出典：教員連絡協議会資料） 
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資料２－２－②－４ 

 

Practical English Skills for Abstract Writing and Presentation 
                                   HARA Patricia 
                                   ANAI Takayoshi 
 
Target Students: 5th grade students from the four departments 
 
Units:   No unit - No graded evaluation will be done, however students will write and present their 

abstract in English at the end of the course. 
 
Outline:  This course will give students an understanding of the structure and content of the English 

abstract.  The students will learn how to write an effective abstract and how to present 
their work in English. An overview and practice of basic presentation skills will be included in 
the course.   

Teaching Responsibilities: 
Hara:   - Course content and development 
        - Lesson construction and material development 
        - Classroom instruction  
Anai:   - Course facilitator 

- Student support through the following activities: 
1. explanation of concepts taught in the class in Japanese 
2. explanations for clarity and understanding of assignments  
3. grammar support in Japanese as needed 
4. translation of print materials as needed for class work 

Aims:  
1. to understand the format and structure of a “good” abstract 
2. to understand the “do’s and don’t s” of abstract writing  
3. to be able to write simple, clear and grammatically correct English sentences to use in 
their abstracts 

4. to understand the concept of logical development of ideas and to master writing a well 
organized English paragraph 

5 to write their own graduate research project abstract in English 
6. to be able to present their research topic and abstract in English by mastering basic 
presentation skills  

7. to present, as their final class project, their graduation research project’s abstract in 
English  

Da 
#1  10/14  Guidance Print of class outline   
#2  10/21 
or 28 

What is an abstract 
Why is it important 
Qualities of a good abst.  

Prints  Eng/ Jap Readings 
Fill ins/ check lists 
HW-Abst.Reading& worksheet 

#3    11/4 Steps for Writing an effective 
abstract  
Analyzing sample absts.  
 

Print   Eng/ Jap Readings  
Fill in and check lists 
Discussion  
HW. Read and analyze a two sample 
abstracts -compare 

#4  11/11 -CheckHW-check understanding 
of good and bad abstracts 
 Introduce-Abstract Rough 
Template –based on the 
 Do’ and Don’ts of writing an 
abstract ( 11 points) 

Prints Eng/Jap  Do’s and Don’ts – worksheet and fill in 
 
HW. Review Do’ s and Don’ts 

#5  11/18 “Your Abstract” 
Students begin to compose 
sentences about their  theme, 
purpose, research methods & 
main points 

Ss provide their 
material to date 
from their projects- 

Intro. Sentences 
Sequence words 
Vocabulary for methods 
Students write THEME sentences in 
class- HW/revise class work 

#6  11/25   Review Theme sent. and main 
vocabulary 
Review Lessons #2, 3 & 4 
Evaluate Ss theme sentences 
according to material learned 
Introduce concept 
Intro/Body/ Conclusion 
Grammar Checks  

Review prints 
Ss sentences  
Voc. Sheets as 
needed 

Checking, discussion, 
Group work, using Ss theme 
sentences.  
Grammar sheets as needed for 
review of weak points. 
 
HW- Write a rough draft  
of their  abstract 

#7  12/2  Starting a Rough Draft  
Check Homework 
Work in class/ check/ help/ 
support/ talk  

Student’s Work  
 
 

Revising Drafts as needed 
Grammar Work as needed 

 



大分工業高等専門学校 基準２ 

 - 74 -

 
#8  12/ 16 Review Rewrites   

Grammar check 
Form check 
Do’s and Don’ts Check  
Methods’ vocabulary 
Research vocabulary 
Conclusion 

Students Material  Group work/ Teachers/ Students  
One to one checks 
Class works together to  
Analyze 2 or 3 abstracts.  
Revise as needed for HW. 
HW.  As needed for rewrites and 
grammar  

#9  1/13 Collect final Abstracts  Begin 
Language study  
For simple Presentations  
Openings/ Intros/ theme 
introduction/ style/manners/ 

Prints J/ E on  
Presentations 
 

 Practice the new language together 
– 
Class practice, role play, 
Group work 
 
HW – as needed for Abst. revisions 

#10  1/20 Lang. for Pres. Con’t. 
Closing/ thank you/ questions/ 
final  
Review Abstracts  

Prints J/E on  
Presentations 
& Abstracts 

Practice in class/ use last weeks work/ 
add today’s  
Work .   Oral practice/ confidence 
building sessions.  

#11  1/27  Pres. Language Con’t 
Sequence words-  
Then, so, therefore, this shows, 
next,  etc  

Prints J/E  
 
Ss Abstracts -  

Practice new language- 
Practice adding all parts. 
Beg/ Middle/ End of pres.  
Practice adding parts to the students 
Absracts.  
HW- practice speaking about your 
abstract.  

#12   2/3  Putting it all Together 
Pres. Open/ Middle/ Closing 
Samples and examples  
and practice 

Student material  
And prints as 
guides. 
 

Students practice speaking about 
their abst in English with Pres. 
Language added. 
HW- Practice 

#13   2/10 Student present abstracts  Student material  Class used for Ss. Presentations and 
feedback  
 

#14   2/24 Students present abstracts Student Material  Class used for Ss Presentations and 
feedback  
 

 

（出典：英語科資料） 
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資料２－２－②－５ 

 

（出典：シラバス） 
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 数学科でも，教員連絡協議会の意見を参考に教育連携の観点に立った教員採用を行った（資料２－

２－②－６）。その結果平成 19 年度より専門との連携を意識した数学特論（資料２－２－②－７）

と微分幾何学（資料２－２－②－８）が新たに開講されることになった。 

 また，昭和 52 年に一般・専門の教員の合同読書会から発展した昭和 63 年に始まる一般・専門科教

員による共同講義技術論（資料２－２－②－９，10）は，現在も工学倫理（資料２－２－②－11）と

して続いている。 

 

資料２－２－②－６ 

 

（出典：数学科資料） 
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資料２－２－②－７ 

 

（出典：シラバス） 
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資料２－２－②－８ 

 
（出典：シラバス） 
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資料２－２－②－９ 

 

（出典：平成15年度工学・工業教育研究講演会講演論文集） 
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資料２－２－②－10 

 

（出典：平成14年度シラバス） 
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資料２－２－②－11 

 

（出典：シラバス） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員会議を始め各種委員会等は，一般・専門科教員で組織され学科間連携が行われるほか，教員連

絡協議会等で具体的な科目間連携も議論・実行されており，一般・専門科教員間の連携が機能的に行

われている。 

 

 

 観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程では，全学級に学級担任が配置され学生の教育・生活指導に対応し，さらに１～３年生

には副担任も置き，毎朝ショート・ホームルームを実施して出欠や健康状態を把握するなど，正副担

任が連携・協力し指導・教育する体制をとっている（資料２－２－③－１）。また，円滑なクラス運

営や担任業務のためにクラス担任の手引きが利用されている（資料２－２－③－２）。各学年主任は

担任間の連携をとり，学生の教育・生活指導の情報及び意見交換を行っている（資料２－２－③－

３）。特に低学年教育の重要性の観点から，各科連絡会（資料２－２－③－４）や低学年クラス運営

委員長を中心に低学年クラス運営懇談会を実施し，情報・意見交換を行い，教務・学生主事の助言等

を通して担任活動を支援している（資料２－２－③－５）。 

 学生のメンタルヘルス問題への対応は，学生相談室主催の非常勤カウンセラーと担任等との研修・

懇談会（資料２－２－③－６）や全教員対象の FD 講演会などで教育指導活動を支援，推進している。 

 課外活動に関しても，学生主事室指導の下に学生会や各クラブに顧問教員が最低１名は配置され協

力して教育指導を行う体制をとっている（資料２－２－③－７）。クラブ顧問への支援体制は，学生

部委員会やクラブ顧問会議だけでなく，ロボコン支援委員会等学内挙げての体制も整備されてきてい

る（資料２－２－③－８）。 

 また，物的・財政的バックアップとして学生課を中心に細かい配慮がなされ，休日のクラブ引率や

練習指導に振替休日の申請，共用自動車の使用制度に加え特殊業務手当の支給を行っている（資料２

－２－③－９，10）。課外活動や厚生補導に必要な施設・設備あるいは物品等についても調査を行い，

学生や顧問を側面から支援している（資料２－２－③－11，12，13）。 

 

資料２－２－③－１ 

＊学級担任（副担任） 

 機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 都市システム工学科

１  年 
（副担任） 

笹 原  徹 
（ 福 永 圭 悟 ） 

● 佐 藤 達 郎 
（ 湯 地 敏 史 ） 

瀧 川 信 正 
（ 手 島 規 博 ） 

藤 原 宏 司 
（ 園 田 敏 矢 ）

２  年 
（副担任） 

● 武 口 博 文 
（ 樋 口 理 宏 ） 

工 藤 康 紀 
（ 佐 々 木 透 ）

穴 井 孝 義 
(プロハースカ ズデネク) 

大 木 正 明 
（ 名木野 晴 暢 ）

３  年 
(副担任) 

徳 安 達 士 
（ 牧 野 伸 義 ） 

山 口 貴 之 
（ 後 藤 智 行 ）

● 丸 木 勇 治 
（ 松 本 慎 平 ） 

田 中 孝 典 
（ 佐 野 博 昭 ）

４  年 菊 川 裕 規 木 本 智 幸 ● 青 木 照 子 東 野  誠 

５  年 伊 東  徳 清 武 博 文 ● 金 田 嗣 教 一 宮 一 夫 

 

（出典：学校運営委員会資料 平成19年度校務分掌）
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資料２－２－③－２

 
 

章 大 項 目 小 項 目 

１．はじめに   

クラス運営の方針 前担任との引継、専門学科との
連絡、大分高専の中期計画を踏
まえた学年会の連結と目標設
定、学級の運営方針 

２．クラス運営の
方針・計画 
Ｐ５～６ 

クラス運営の計画 指導計画、SHR の運営、特活の運
営 

 

  

 

クラス組織 クラス委員と学生会役員等の選
出、クラス委員等の役割、週番
とその役割、掃除当番 

３．クラス組織と
教室環境 
Ｐ７～９ 

教室環境 学生の座席配置、教室の設備備
品、黒板、掲示、壁面、ブライ
ンド、ゴミ箱 

学生の成績履歴 前担任との引継、学生の成績推
移把握 

日常の学習指導 HR での指導、授業受講態度に関
する指導、個別指導、教科担当
教員との連携 

定期試験時の指導 試験勉強の指導、不正行為防止
の指導、定期試験後の指導 

４．学習指導 
ポートフォリオの
利用(Ⅰ) 
Ｐ１０～１２ 

進路指導 進路決定の指導、就職指導、進
学指導、退学、転学 

出欠席の把握 欠席、病気欠席、遅刻、早退、
忌引、公欠、休学 

身だしなみ 服装・髪型 

校外生活 アルバイト、パチンコ 

盗難防止 自転車、金銭管理、ロッカー、
電子辞書、電卓 

寮生の指導 所属寮生の寮生活把握、寮生訪
問、寮務委員会・学生生活係と
の連携、寮外生の寮訪問 

下宿生の指導 下宿生の住所・生活状況把握、
下宿訪問 

自宅通学生の指導 生活状況の把握、家庭訪問 

交通マナーの指導 車輌通学者へのルール遵守指導

５．生活指導 
ポートフォリオの
利用(Ⅱ) 
 
Ｐ１３～１７ 

クラブ活動学生の
指導 

所属クラブと活躍状況把握、顧
問教員との連携 

５．生活指導(続
き）Ｐ１７ 

学生相談室・保健
室との連携 

学生相談室との連携、保健室と
の連携 

  

ククララスス((学学級級))担担任任のの手手引引きき  

 

 

 

大分工業高等専門学校 
 

６．学校行事の指
導 
Ｐ１８ 

学校行事の指導 新入生オリエンテーション、入
学式、始業式、安全運転講習
会、学生総会、体育祭、高専
祭、保護者会、球技大会、卒業
式、見学旅行、壮行会、その他
集会 

日常的な連絡 保護者との連絡、問題行動の連
絡 

定期試験毎の連絡 成績通知表 

７．保護者との連
絡 
  Ｐ１９ 

保護者会 懇談時間割の作成、懇談内容の
検討、出欠席の確認 

学生調書の作成・
更新 

 

授業料免除申請 授業料免除申請の時期、免除申
請書類の作成、授業料免除学生
の決定 

８．事務的業務 
Ｐ２０～２１ 

奨学金申請 奨学金申請の時期、奨学金申請
書類の作成、奨学金支給学生の
決定、奨学生の異動 

学校管理下で事故
・怪我等が起こっ
た場合 

応急処置・病院への搬送、保護
者への連絡、クラブ活動中の場
合、欠席中の学習指導 

９．突発的事態へ
の対処 
Ｐ２２～２３ 

クラス学生が違反
行為をした場合

発生時の措置、当該学生の指
導、保護者との連携、関係委員
会との連絡、処分、事後指導 

１０．参考資料 
    Ｐ２４～３０

ＨＲ年間指導計画
(例) 

 

公欠について 

学生生活関係で諸
規則等について

 

 

 

校務分掌 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料２－２－③－３ 
 

第２１回１年部会・議事概要 
 

２００６／１／１８ 15:50-16:40 於．機械科事務室 
参加者：菊川、つる、篠田、穴井 

 
１．クラス近況報告 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・ 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
２．インフルエンザにかかったときは保健室にて所定の用紙をもらって医者に書いてもらうか、医者の名刺の

裏に必要事項＋印を記してもらって教務係に提出するように指導をお願いします。 
 
３．特活の結果時数の扱いについて 
    特活は５０分の扱いですので、１回の欠課時数は１Ｈで良いそうです（教務係に確認）。 
 
４．穴井の今後の授業変更について（ご迷惑おかけして申し訳ありません。１／２７までは学校に来ます） 
  補講は済ませていますが、低学年に空き時間ができるのは好ましくないとのことから、下記の先生方から

ご協力をいただいています。 
    関係する先生方、本当にありがとうございます。 
  １／３０（月）：２限目 １Ｍ（自習監督：藤原先生） 
          ４限目 １Ｓ（工場見学・朝倉先生） 
  ２／ ３（金）：２限目 １Ｃ（篠田先生） 
          ４限目 ３Ｓ（篠田先生２グループ合同授業） 
  ２／ ６（月）：２限目 １Ｍ（自習監督：平野先生） 
          ４限目 １Ｓ（工場見学・朝倉先生） 
  ２／ ８（水）：２限目 ３Ｍ（篠田先生２グループ合同授業） 
          ４限目 １Ｅ（特活：本田先生代行） 
  ２／ ９（木）：１限目 １Ｅ（篠田先生１Ｃと合同授業） 
  ２／１０（金）：２限目 １Ｃ（篠田先生） 
          ４限目 ３Ｓ（篠田先生２グループ合同授業）  
  ２／１３（月）：２限目 １Ｍ（自習監督：山田先生） 
          ４限目 １Ｓ（放課）         
 
５．入寮希望者について 
  ４月からの入寮を希望する学生は、寮事務室にて「入寮願？」用紙をもらって、提出するよう指導してく

ださい。 
 
６．学年目標のフィードバックについて（２月実施） 
  アンケート用紙の作成（２種類）：篠田先生 
  回収・集積：クラス担任 
 
７．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
８．１Ｅの「指導要録」は私が帰国後に書くことになりました ＞ 本田先生 
 
９．次回の１年部会について 

（出典：１年部会資料） 
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資料２－２－③－４ 
 

平成１６年度第４回各科連絡会議議事概要 
 
  日  時： 平成１６年７月２６日（月） 15：00～17：05 
  場  所： 会 議 室 
  出 席 者： 沖 校長           大石教務主事 
        加藤機械工学科主任      兼田電気電子工学科主任 
        金田制御情報工学科主任    園田都市システム工学科主任 
        瀧川一般（理系）主任(座長） 篠田一般（文系）主任代行 
 
冒頭に本日の座長 瀧川先生から，7/６(火)開催の第 1 回クラス運営委員会報告を別添議事概要に基づき，報告及び補足説
明を行った。 
 
《議 題》 
 １．専門学科による低学年クラス担任への支援体制について 
  瀧川座長から，別紙資料『専門学科による低学年クラス担任への支援体制について』に基づき，一般文系から順に説明

後，意見交換を行った。 
 主な意見等 

◎ 一般文系 
  ・ 専門学科からは良く支援をやっていただいている。 

◎ 機械工学科 
  ・ １の＊『１～３年に副担任をつける。』は，後期から２年福永先生，３年薬師寺先生を副担任とし，実行する。 
  ・ 授業を持たないでも，担任はやれる。⇔人によって違いがある。 
  ・ 基本的には授業を持っている方がやり易い。 
  ・ 副担任を置く場合の良し悪し。－一概に付けた方が良いとは言えない。－ 
  ・ 副担任はあくまで，担任不在時のサポート体制で行うべき。 

◎ 電気電子工学科 
  ・ 支援はやっている。 
  ・ 「低学年担任との懇談会を過去実施」について，昨年は未実施，今年は是非実施したい。 
  ・ 特活のクラス担任扱いは，今年はテーマが決まっており，専門科目が口を出せない。 

◎ 制御情報工学科 
  ・ 『専門科から出向いていく』ことについては，後期から実行。 
  ・ 『システムの面から介入すべき』⇒ 学校一斉に！ 

◎ 都市システム工学科 
  ・ １･２年生は一般科が積極的に教育指導を行って，３年生でバトンタッチする形が望ましいのでは？ 

場合によっては，一般科の先生が高学年の担任に向いている場合もあるが，その時は担任を依頼することもあ
る。その場合は専門科の支援が大切である。 

 

（出典：各科連絡会議資料） 

 

資料２－２－③－５ 
 

低学年クラス運営懇談会議事概要 
 
   日  時   平成１８年１２月８日（金） １４：１０～１６：３０ 
   場  所   視聴覚教室（図書館二階） 
 
   出 席 者   1 年～３年クラス担任１１名、副担任１名 

教務主事、学生主事、クラス運営委員長 
 
   議  題  「クラス運営の現状と問題点について」 
 

（次   第） 

現状報告 

１年生：成績不振者、挨拶、個人面談、コミュニケーション不足等について 
 
２年生：成績不振者、留年生指導、清掃指導、アルバイト、女子学生の問題、 
    カウンセリング指導等について 
 
３年生：成績不振者、留年生指導、授業態度、課題レポート、 
進路変更等の問題について 
 
フリー討議・意見交換 
 
主事の意見・助言等 
 

（出典：低学年クラス運営懇談会資料） 
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資料２－２－③－６ 

 

 

（出典：学生相談室資料） 
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資料２－２－③－７

 

学  生  会  顧  問 

体 育 局 長 （ 武 口 ） 文 化 局 長（ 篠 田 ） 

野 球 一宮，菊川，嶋田，東野 空 手 加治，佐野 英 語 大木 

バ レ ー 佐藤(達)，園田，名木野 バドミントン 吉澤，利光，徳安 軽 音 楽 福永，笹原 

バスケット 手島，田中(孝)，湯地 弓 道 武口，伊東 写 真 篠田 

サ ッ カ ー 佐々木，清武，前   気 象 天 文 高橋，工藤（康） 

卓 球 薬師寺，堀，亀野   囲碁・将棋 木本 

ソフトテニス 山田，藤原，樋口 《 同 好 会 》 吹 奏 楽 青木，鶴沢，田中(美) 

山 岳 
佐藤(秀)，工藤(康)， 
プロハースカ 神 楽 峯本 ボランティア 穴 井 

陸 上 大庭，牧野 ハンドボール 篠田 ロボット研究 鷹尾，岡，金田，軽部，本田

柔 道 川内谷，清水 自転車競技 徳安 電子計算機 丸木 

剣 道 島田 ，相本   茶 道 青木，田中（美） 

水 泳 小西，山口   文 芸 島田，山口 

テ ニ ス 東木，松本(佳)，瀧川，靏   化 学 加治 

ラ グ ビ ー 工藤(宗)，高見，松本(慎)   書 道 相本 

少林寺拳法 峯本，徳尾   美 術 後藤（智） 

 

（出典：学校運営委員会資料 各種委員会委員一覧）

 

 

資料２－２－③－８ 

大分工業高等専門学校各種委員会規程（抜粋） 
 別表 
 
大分工業高等専門学校各種委員会 
 

番号 委員会名 審 議 事 項 組   織 委員長 庶務担当

14 ロボットコン
テスト支援委
員会 

１ ロボットコンテスト出
場ロボットの製作・選考
等に関すること。 

２ その他ロボットコンテ
ストに関すること。 

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 機械工学科，電気電子工学
科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

３ 一般科目の文科系，理科系及
び基礎専門の教員から２名 

４ 学生主事補 1 名 
５ ロボット研究部顧問教員 
６ ロボット製作指導教員 
７ 総務課長及び学生課長 
８ 技術長及びロボット製作指導

技術職員 
９ その他校長が必要と認めた者 

学生主事 学生支援
係 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 



大分工業高等専門学校 基準２ 

 - 88 -

 

 

資料２－２－③―９ 

 

 

クラブ引率指導及び練習試合等実施伺 

 

平成   年   月   日 

大分工業高等専門学校長  殿 

                     クラブ名           部 

                            工学科    年 

                   責任学生氏名            

                   顧問教員氏名          印 

 

下記のとおり練習試合等を実施してよろしいかお伺いします。 

 

記 

実 施 年 月 日 

平成   年   月   日 (  )     時     分 

～ 

平成   年   月   日 (  )     時     分 

行 先 ・ 場 所 等  

相手校・試合名  

参 加 区 分 公式(競技)試合         練習(競技)試合         その他 

参 加 学 生 総 数               名 

休日の振替 休日の振替  

月  日

月  日

 

月  日

月  日

休日の振替 休日の振替 
引 率 教 員 氏 名 

 

月  日

月  日

 

  月  日

 月  日

スクールバス（ 要・否 ）     共用車 アルファード（ 要・否 ） 
経路・所要経費等 

自動車走行距離 往復    ｋｍ  

＊休日の振替日欄は、申請者が教員の場合で実施日が休日となる場合に振替日を記入願います。 
＊この伺いは、人事係で休日の振替日確認後、学生係へ提出してください。  
＊休日の振替日欄は、申請者が教員の場合で実施日が休日となる場合に振替日を記入願います。 

 

（出典：サイボウズ） 
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資料２－２－③－10 

 

 

課 外 活 動 指 導 届 

 

平成   年   月   日 

 

 

 

大分工業高等専門学校長  殿 

 

 

                           指導教員氏名           印 

 

 

 

下記のとおり課外活動の指導をしましたので届け出ます。 

 

記 

 

ク ラ ブ 名  

内 容 
 

 

日 時 平成    年    月    日（    ） 

試合及び練習場所 
 

 

集 合 ・ 解 散 
集合場所                時    分    

解散場所                時    分 

参 加 学 生 総 数                   名 

備 考 
 

 

（出典：学生課資料） 
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資料２－２－③－11 

 

平成１８年８月２９日 

 

学  生  主  事 

寮  務  主  事  殿 

代表顧問教員 

 

 学生課長  河 野 美 奈 

 

学生の課外活動その他厚生補導に必要な営繕工事及び物品等の調べについて（依頼） 

 

 このことについて、営繕関係等工事要求及び厚生補導関係設備整備予算要求の資料としたいため、下記によ

り提出願います。 

記 

 

提出書類  （施設・設備要求関係）   営繕関係等工事要求書（学寮関係は除く。） 

（物品要求関係      ）   学生の課外活動その他厚生補導に必要な物品調 
 

提出期限  平成１８年１０月１３日（金） 
 

提 出 先  学生課  学生係 
 

そ の 他  要求が無い場合には「なし」と記入の上提出してください。 
その他不明な点については学生係にお問い合わせください。 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料２－２－③－12 

（施設・設備要求関係） 

要求部局名 空手部 

教 員 名 加治、佐野 

平成１８年度  営繕関係等工事要求書 

（工作物の設置、既存の設備の改修、既存の部屋の模様替など。） 

 

事 項 名 概 要 及 び 理 由 

第二武道場の設置ま
たは現在の武道場の
二階化 

（概要） 
  空手部及び少林寺拳法部専用の練習場の設置。 
 または、現在の武道場の改修による練習施設の確保。 
 
（理由） 
  空手部、少林寺拳法部とも依然として空きを求めて毎日練習場所が変わる
という変則的 
 練習を余儀なくされており、思うように活動できない状態が続いている。一
方、体育の授 
 業に柔道が積極的に取り入れられ、武道場が手狭になってきているという現
状がある。 

（注）要求内容のわかりやすい図面や位置図等を添付してください。 

 

（出典：学生課資料） 



大分工業高等専門学校 基準２ 

 - 91 -

 

資料２－２－③－13 

 

平成１９年度 営繕関係等工事要求書 

 
前年度要求書で実施されていない事項に引き続き，下記新規事項を要求します。 

番     事    項    名       概      要      及      び      理      由 

１ 第２体育館の床張り替
え 

第２体育館は，校舎改修の際，物置として使用され，相当傷んでおり,怪
我の原因になりかねない。 

２ 第１体育館既設バスケ
ットゴールのバックボ
ード取り替え工事一式 

第１体育館の既設のバスケットゴールのバックボードは,協会規程のサイ
ズでは無いため公認のバックボードに取り替えてもらいたい。（２面と
も） 

３ テニスコートの周辺整
備 

（概  要） 
・アンツーカーコートからオムニコートへの改修, 
・コートフェンス伸長 
・コンセントの増設 
・壁打ちボードの改修 
（理  由） 
・コートの土の状況がよくない。雨水の排水が悪く,コートの水がなかな
かひかない。 
フェンスが低いため,野球部のボールが入ってきやすく非常に危険であ
る。 
現在、コート横の変電室にあるコンセントを使ってライトをつ 
けているが、そのコンセントの増設。 
 ガットはり機のための電源がほしい。現在は重い機材を運んで校舎 
内でガットをはっているが、コンセントを１個増設するだけで、それ 
がコート内で行うことが可能になる。 
現有の壁打ちボードはソフトテニス全盛時代の名残りであり、 
場所も不適切。また高さが低すぎるため、ボールが野球グランド側 
に飛び出し、練習ボードとして使えない状態である。 
 壁打ちボードは本来、テニスの技術向上に不可欠なものであるから 
，ボードの高さを高くする(ネットでもよい) 
か、できれば場所をコート内の図書館に近いところへ移動(新設)すること
を要望する。 

４ 野球投球練習場の移設 
 及びブルペンの改修 

（概  要） 
 現在レフト奥にある雨天投球練習場をサード横のブルペ ンヘ移設それに
伴う一塁側または三塁側ブルペンの改修。 
（理  由） 
 現在の場所は夏場になると蚊が多く使用しにくい状況にある。 

５ 水泳プール周辺整備 （概 要） 
 １ プールサイドの塗装 
  プールサイドの塗装が経年劣化によりはがれ一部コンクリートが露出し
ている。学生のつまずきや転倒による事故の防止とプールへのはがれた塗
装の混入による汚染防止に必要である。 
 ２ プールバルブの修理 
  バルブを閉めても締まりが悪く多少の水が流れる。 

 

（出典：学生課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 正副担任の配置やクラス運営委員会による担任を中心とした教育指導活動を支援する体制の整備，

クラブ顧問への細かい配慮など学級担任や課外活動の指導教員が行う教育活動を円滑に実施するため

の人的ならびに物的支援体制が機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 技術センター，総合情報センター，地域連携交流センターはそれぞれの特徴を生かし教育目標を達

成するため機能的かつ広範な教育活動の支援を行っている。また，教育課程全体を企画調整するため

の検討・運営体制と教育課程を有効に展開するための委員会等の体制が整備され，その役割分担や連

携が十分機能している。低学年教育と指導重視の観点から，副担任制やショートホームルームの実践，

低学年クラス運営委員会の開催等地道な教育活動を行っている。 

 

 （改善を要する点） 

 一般・専門の教員間の連携の顕著な実績は最近のことであり，今後も全学的・機能的な連携のあり

方を模索する必要がある。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 本校は「人間性に溢れ，国際感覚を身につけた，探究心，創造性，表現能力を有する技術者の育

成」を教育理念とし，専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた実践技術者養成を目指しており，

学科構成は教育の目標を達成する上で適切なものといえる。 

 専攻科においては「自ら方向性を定め学習し，問題を発見して解析する力と，問題を解決し自ら設

計して新しいものを生み出す力を備え，高度な技術力と豊かな教養力に裏打ちされた，創造的技術者

の育成」を目指しており，教育の目標を達成するため充分な機能を持った構成となっている。また，

教育理念の実現と教育目標の達成のため，教育課程全体を企画調整し，有効に展開するための委員会

等の検討・運営体制が整備されており，それぞれの責任分担に従い連携しあいながら，教育活動等に

係る重要事項の審議等を行っている。 

 また，相互に関連する一般科目及び専門科目間の授業内容等について，教育課程全体の視点から必

要に応じた教員間の連携も行われているが，今後さらに機能的・組織的に連携を強化する必要がある。 

 教育課程の展開及び人間の素養の涵養に関する教育においては，「学級担任やクラブの指導教員が

行う教育活動」が円滑に実施されるよう物的並びに人的支援体制も整備されてきているが，「クラブ

顧問」に対する支援体制については，その熱意に応える他方面にわたる全学的・機能的な支援体制の

強化が望まれる。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

 観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 （観点に係る状況） 

 観点１－１－①の教育の目的を具体化した学習・教育目標のうち，一般科教育は，学習・教育目標

(A)「世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養，自ら考える力，いつくしみの心を身につけ

る」，(B)「科学の粋を極める技術者に必要な数学，自然科学，情報技術，専門工学の基礎を身につ

ける」の中の（B1）「数学，自然科学の力を身につける」，(C)「地域や国際舞台での活躍を目指し

て，多様な文化の理解とコミュニケーションできる力を身につける」から編成される（資料３―１－

①－１）。(A)と(C)達成のため国語・社会・英語等の担当教員が配置されており，(B1)達成のため数

学・物理・化学・保健体育等の担当教員が配置されている。その数は専任教員 18 名，非常勤講師 22

名の計 40 名で，担当科目ごと専任教員をバランスよく配置している（資料３－１－①－２）。これ

らの教員は専門分野に応じた授業科目を担当している（資料３－１－①－３）。中学校課程での数学

学習量の不足を補い，専攻科での数学系科目を充実させるため，平成 18 年度から常勤外国語担当教

員を１名減じ数学教員を増員した。外国語教育は（C）達成に重要な科目であり，英語科非常勤講師

のネイティブスピーカーを２名から３名に増員し，低学年は少人数クラス編成で英会話を行っている。 

 

資料３－１－①－１

 

（出典：シラバス）
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資料３－１－①－２ 

 

一般教育科目担当教員の数 

 

 数 学 外国語 国 語 
物 理 

化 学 
社 会 体 育 芸 術 合 計 

教 授 ３ ２ ２ １   ８

准 教 授 ２ ３ ２ １ ２  １０

講 師     ０

助 教     ０

助 手     ０

計 ５ ５ ２ ２ ２ ２  １８

非 常 勤講 師 ２ ４ １ ４ ５ ３ ３ ２２

合  計 ７ ９ ３ ６ ７ ５ ３ ４０

 

（出典：総務課資料） 

 

 

資料３－１－①－３ 

 

一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

 

（年齢及び担当科目は H19.5.1 現在） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 

1 教 授 文 学 修 士  19 世紀独文学 独語，英語 

2 教 授 学 士  英語教育学 英語 

3 教 授 博士(文学)  哲学 哲学概説，倫理，現社，政経 

4 教 授 理 学 修 士  数学 基礎数学Ⅰ，微分積分Ⅰ，Ⅱ 

5 教 授 理 学 博 士  環境化学 化学Ⅰ，化学Ⅱ，環境化学 

6 教 授 学 士  数学教育 
基礎数学Ⅰ，微分積分Ⅰ，線形代数，微分方程式，数
学演習Ｂ 

7 教 授 理 学 博 士  理科教育 物理Ⅰ，物理Ⅱ，応用物理Ⅰ 

8 教 授 学 士  数学教育 基礎数学Ⅱ，微分積分Ⅰ，微分方程式，数学演習 

9 准教授 修士(文学)  日本近代文学 国語総合，地域日本文学 

10 准教授 M.A. in TESOL  英語教育学 英語 

11 准教授 学 士  英語教育学 英語 

12 准教授 文 学 修 士  江戸文学 国語総合，現代文 

13 准教授 修士(文学)  アメリカ文学 英語，英語Ａ 

14 准教授 博士(史学)  西洋中世史 日本史，世界史，歴史学概説 

15 准教授 理 学 修 士  数学 
基礎数学Ⅰ，線形代数，微分積分Ⅰ，微分方程式，数
学特論 

16 准教授 学 士  体育学 保健体育 

17 准教授 修士(体育学)  体育学 保健体育 

18 准教授 博士(理学)  微分幾何学 基礎数学Ⅰ，微分積分Ⅱ 

19 
教 授 

（基礎専門） 理 学 博 士  大気力学 物理Ⅱ,応用物理Ⅰ，微分方程式 

20 
准教授 

（基礎専門） 博士(理学)  宇宙物理学 応用物理Ⅰ,応用物理Ⅱ，物理学， 
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（非常勤講師） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 

1 非常勤講師 学  士  数学 線形代数 

2 非常勤講師 学  士  数学 基礎数学Ⅱ 

3 
非常勤講師 
(外国人) 学 士  英語教育学 英会話 

4 
非常勤講師 
(外国人) 学 士  英語教育学 英会話，英語Ｂ 

5 
非常勤講師 
(外国人) 学 士  英語教育学 プロジェクト演習Ⅱ(専攻科) 

6 非常勤講師   中国語 中国語 

7 非常勤講師 修士(文学)  日本語学 日本語 

8 非常勤講師 学  士  物理学 物理Ⅰ 

9 非常勤講師 博士(理学)  植物学 ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論 

10 非常勤講師 修士(工学)  応用物理学 応用物理Ⅰ，物理Ⅱ 

11 非常勤講師 修士(理学)  化学 化学Ⅰ 

12 非常勤講師 文 学 修 士  哲学 地理 

13 非常勤講師 修士(教育学)  教育心理学 心理学 

14 非常勤講師 修士(経済学)  経済学 経済学解説 

15 非常勤講師 修 士 ( 法 学 )  法学 法学概説 

16 非常勤講師 修 士 ( 文 学 )  史学 日本史，現社，政経 

17 非常勤講師 学  士  保健体育  保健・体育 

18 非常勤講師 学  士  保健体育  保健・体育 

19 非常勤講師 学  士  健康教育学 保健・体育 

20 非常勤講師 学 士  書道 書道 

21 非常勤講師 学 士  音楽 音楽 

22 非常勤講師 学 士  美術 美術 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 一般科目担当の常勤教員は 18 名で，高等専門学校設置基準第６条第２項の要件を満たす。科目ご

との人数配分も時代の要請に伴う改善が加えられている。教員は，非常勤講師 22 名も含め，各科目

で十分な教育経験と高い専門性を有しており，目的達成のために必要な一般科目担当教員が適切に配

置されている。 
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 観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ 

れているか。 

 （観点に係る状況） 

 専門科は，観点１－１－①で述べた教育の目的を達成するため，専門科目担当教員を配置している

（資料３―１－②－１）。機械工学科に所属する教員のうち２名は基礎専門教員であり，応用数学や

応用物理など，全学科高学年に対し専門に直結した数学，自然科学の講義を行っている。専門科目担

当教員数は，専任教員 43 名（他に助手２名），非常勤講師 15 名の合計 58 名であり，専任教員及び

非常勤講師をバランス良く配置している。専任教員数は高等専門学校設置基準第６条第３項（29

名）及び第８条（31 名）を満たしている。専門科では，教育の目的を具体化した学習・教育目標の

うち，（B）「科学の粋を極める技術者に必要な数学，自然科学，情報技術，専門工学の基礎を身に

つける」の中の(B2)「情報技術，専門工学の力を身につける」，(D)「創造的技術者としてのセンス

を磨き，探究心，分析力，イメージ力を身につける」（資料３―１－②－２）を中心に編成している。

目標（B2）に対応する科目は各専門学科のほぼ全ての座学科目が該当し，担当する教員は教科に対し

専門的な知識と実績を持つ（資料３－１－②－３）。目標(D)に対応する科目は，各専門学科とも実

験や実習並びに５年生の卒業研究等が該当し，低学年から高学年まで計画的に配置されている。低学

年から実際の「もの」に触れ，工学基礎理論を実証する実験により学生に興味を抱かせるに十分な能

力と経験を持った教員が配置されている。また，答えのわからない課題へのアプローチや，データ解

析など卒業研究指導に，十分な研究能力を持つ教員が各専門学科とも確保されている。これは，専門

科目担当教員が博士または修士の学位を持つ教員を中心に配置されていること，及び企業経験者が適

切に配置されていることで証明できる（資料３－１－②－４）。 

 

 

資料３－１－②－１

専門科目担当教員の数 

 

 機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科
都市システム 
工 学 科 合  計 

教 授 ４ ３ ３ ４ １４

准 教 授 ６ ４ ５ ５ ２０

講 師 ２ ２ １ ０ ５

助 教 ０ １ １ ２ ４

助 手 ０ １ １ ０ ２

計 １２ １１ １１ １１ ４５

非常勤講師 ５ ５ ２ ３ １５

合 計 １７ １６ １３ １４ ６０

（出典：学校要覧）
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資料３－１－②－２

（出典：シラバス）

 

(一部抜粋) 
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資料３－１－②－３ 
 

専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目 
 

（機械工学科）                 （年齢及び担当科目は H19.5.1 現在） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
で の 実 務 

1 教 授 博士(工学)  設計工学 
機械設計法Ⅰ，Ⅱ、機械製図Ⅲ，
設計製図Ⅰ，機械実習Ⅱ，卒業研
究 

企業経験 
３０年 

技術士 
(機械部門) 

1 年 

2 教 授 博士(工学)  材料力学 
工業力学，材料力学Ⅱ，工学実験
Ⅰ，機械実習Ⅰ，卒業研究 

企業経験 
４年 

7 月(在外研) 

3 教 授 博士(工学)  熱・流体工学 
応用数学Ⅱ，流体機械，熱・流体
力学演習，品質管理，工学実験
Ⅱ，設計製図Ⅲ，卒業研究 

企業経験 
１年 

16 年(大学) 
10 月(在外研) 

4 准教授 工学修士  潤滑工学 
材料と加工，材料学Ⅰ，Ⅱ，工業
英語，トライボロジー，工学実験
Ⅰ,Ⅱ，卒業研究 

 3 月(在外研) 

5 准教授 博士(工学)  熱工学 
機械基礎，熱力学,熱・水力学演
習,機械実習Ⅱ,工学実験１,卒業
研究 

企業経験 
４年  

6 准教授 博士(工学)  材料工学 
材料と加工，機械工作法Ⅰ，Ⅱ，
機械実習Ⅱ,工学実験Ⅰ,卒業研究  

7 月(在外研)海
外先進教育プロ
グラム)， 
1 年(内地研) 

7 准教授 博士(工学)  流体工学 
水力学，メカトロニクス，工学実
験Ⅱ,Ⅲ，卒業研究 

 7 月(在外研) 

8 准教授 博士(工学)  機械力学 
機械力学，機構学，メカトロニク
スⅠ,Ⅱ，工学実験Ⅰ,Ⅲ，卒業研
究 

 
2 年(日本学術

振興会特別研究
員) 

9 講 師 
博  士

(情報工学) 
 情報・制御工学

情報処理Ⅰ,Ⅱ，情報工学，自動
制御，計測工学，機械実習Ⅰ，工
学実験Ⅲ，卒業研究 

 
2 年(大学サテ

ライト研究員) 

10 講 師 博士(工学)  材料力学 
材料力学Ⅰ，機械製図Ⅱ，設計製
図Ⅱ，工学実験Ⅲ，卒業研究 

  

11 
教 授 

(基礎専門) 理学博士  大気力学 
物理Ⅱ,応用物理Ⅰ，微分方程式，
数値計算，宇宙地球科学  

16 月（第 44 次日
本南極地域観測
隊員） 

12 
准教授 

(基礎専門) 博士(理学)  宇宙物理学 
応用物理Ⅰ,応用物理Ⅱ，物理学，
物理学特論，宇宙地球科学  2 年(大学) 

 

（電気電子工学科） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
で の 実 務 

1 教 授 博士(工学)  光情報工学 
工学実験Ⅰ，電磁気学Ⅱ，卒業研
究 

 10 月(在外研) 

2 教 授 博士(工学)  非線形回路網 
電子回路，電磁気学Ⅲ 
電気回路Ⅳ，工学実験Ⅲ，卒業研
究 

 1 年(内地研) 

3 教 授 工学博士  

電子物性,半導
体プロセス技
術，半導体デバ
イス工学 

電気演習Ⅱ，工学実験Ⅰ，電子工
学，電子回路設計，電気材料，量
子力学，卒業研究 

企業経験 
26 年 

 

4 准教授 博士(工学)  

イオンビーム工
学，放射線計
測，プラズマ推
進工学 

工学実験Ⅱ，電気回路Ⅲ，卒業研
究 

企業経験 
5 年 13 年(大学) 

5 准教授 博士(工学)  ロボット工学 
情報処理，アルゴリズム，制御工
学Ⅰ，制御工学Ⅱ，工学実験Ⅳ  2 月(在外研中)

6 准教授 工学修士  
パワーエレクト
ロニクス 

電気演習Ⅰ，電気回路Ⅱ，ディジ
タル回路Ⅰ，Ⅱ，工学実験Ⅱ，卒
業研究 

企業経験 
6 年 6 月(内地研) 

7 准教授 博士(工学)  
ニューラルネッ
トワーク，脳数
理工学 

電気回路Ⅰ，Ⅱ，工学実験Ⅱ，
Ⅳ，通信工学Ⅰ，Ⅱ，卒業研究  11 月(内地研) 
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8 講 師   
電気計測，シー
ケンス制御 

電気計測，工学実験Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，
電気機器工学Ⅱ，電気応用，送配
電工学，卒業研究 

企業経験 
4 年  

9 講 師 博士(工学)  
ニューラルネッ
トワーク 

情報処理，プログラミング，コン
ピュータ，工学実験Ⅲ，卒業研究  11 月(内地研) 

10 助 教 博士(工学)  プラズマ工学 
情報処理，電気演習Ⅱ，電気機器
工学Ⅰ，工学実験Ⅱ，Ⅲ，卒業研
究 

防衛庁 
1 年 

9 年(教育機関)

11 助 手   
電気工学実験 
電気製図 
電子回路 

工学実験Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ 
企業経験 

30 年 
 

 

（制御情報工学科） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等での
実務 

1 教 授 博士(工学)  材料工学 
電磁気学Ⅰ、電気回路Ⅱ、工学演
習Ⅱ、工学実験Ⅳ、工学実験Ⅴ、
卒業研究 

 5 年(大学) 

2 教 授 博士(工学)  電子工学 電子回路，電子回路Ⅱ，卒業研究  
14 年(大学，高
校教諭等) 
10 月（在外研）

3 教 授 博士(工学)  情報工学 
情報処理Ⅳ、ソフトウェア設計
Ⅰ、ソフトウェア設計Ⅱ、工学実
験Ⅴ、卒業研究 

企業経験 
15 年 

11 年(大学，専
門学校講師) 

4 准教授 博士(工学)  
画像認識 
情報工学 

情報リテラシー、工学演習 Ｉ、
電気回路、通信プロトコル、工学
実験 ＶＩ、コンピュータ概論、
卒業研究 

企業経験 
5 年 2 年(NHK 技研) 

5 准教授 学 士  ロボット工学 

ロボティクスⅠ，ロボティクス
Ⅱ，数値解析Ⅰ，数値解析Ⅱ，情
報数学Ⅱ、工学演習Ⅲ，工学実験
基礎，工学実験Ⅲ，工学実験Ⅵ，
卒業研究  

 6 年(大学） 

6 准教授 博士(工学)  物質科学 

工学演習Ⅰ、工学演習Ⅱ、回路演
習Ⅰ、回路演習Ⅱ、ディジタル回
路Ⅰ、情報特論、プログラミング
基礎Ⅱ、機能材料工学、卒業研究

企業経験 
3 年 

2 年 
(大学(技術員))

7 准教授 博士(工学)  
情報工学 
音響工学 

情報理論、コンピュータアーキテ
クチャⅠ、コンピュータアーキテ
クチャⅡ、論理数学、デジタル回
路Ⅱ、工学実験Ⅳ 

企業経験 
14 年  

8 准教授 博士(理学)  
情報工学 
応用物理学 

アルゴリズムとデータ構造、プロ
グラミング基礎Ⅰ、電気基礎、工
学実験Ⅳ、卒業研究 

企業経験 
16 年 

 

9 准教授 
博士(人間・
環境学) 

 情報科学 
情報特論 I, 英語特論 I, 工学実
験 VI, 情報数学 I, 卒業研究 

 4 年(大学) 

10 助 教 
博  士

(情報科学) 
 情報科学 

工学実験Ⅰ、工学実験Ⅱ、データ
ベース、知識工学、英語特論Ⅱ、
英語特論Ⅲ、卒業研究 

 4 年(大学） 

11 助 手   材料工学 

工学実験基礎、工学実験Ⅰ、工学
実験Ⅱ、工学実験Ⅲ、工学実験
Ⅴ、工学実験Ⅵ、回路演習Ⅰ、回
路演習Ⅱ 

企業経験 
1 年 

 

 

（都市システム工学科） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
で の 実 務 

1 教 授 工学修士  
衛生工学 
河川工学 

水理学Ⅰ，計画数理学，測量学，
応用測量学，設計製図，実験実
習，PBL，卒業研究 

企業経験 
2 年 1 年(大学） 

2 教 授 学 士  耐震工学 
構造力学Ⅰ，鋼構造学，振動学，
設計製図，実験実習，PBL，卒業
研究 

 13 年(大学) 

3 教 授 
博士(工学)
修士(経済
学) 

 
都市・地域計
画，景観デザイ
ン 

都市計画，防災工学，環境計画，
社会システム，実験実習，PBL，
卒業研究 

公共団体経
験 2 年 7 月(内地研) 

4 教 授 博士(工学)  地盤工学 
都市システム工学概論，土質力学
Ⅰ，土質力学Ⅱ，実験実習，
PBL，卒業研究 

 16 年(他高専) 
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5 准教授 博士(工学)  
コンクリート工
学 

工学基礎Ⅰ，コンクリート構造
学，建設材料学，実験実習，
PBL，卒業研究 

 10 月(内地研) 

6 准教授 博士(工学)  道路工学 
都市システム工学概論，道路交通
工学，地盤工学，実験実習，
PBL，卒業研究 

官公庁 
5 年 

9 年(教育機関)

7 准教授 学 士  土質力学   11 月(内地研) 

8 准教授 博士(工学)  環境水理学 
水理学Ⅰ，水理学Ⅱ，応用水理
学，河川工学，実験実習，PBL，
卒業研究 

企業経験 
2 年 

1 年(在外研）

9 准教授 博士(工学)  環境衛生工学 
衛生工学，防災工学，環境システ
ム，実験実習，PBL，卒業研究 

  

10 助 教 博士(工学)  建築情報工学 
情報処理，数値演算法，構造力学
Ⅰ，実験実習，PBL，卒業研究  2.5 年(大学) 

11 助 教 博士(工学)  
構造動力学，計
算力学 

応用数学Ⅱ，構造力学Ⅱ，実験実
習，PBL，卒業研究  

１年(日本学術
振興会特別研究
員 DC) 

 
（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－②－４ 

 

各学科の学位取得者及び企業経験者の配置状況 

 

学 位 取 得 者 数 
学 科 名 

修 士 博 士 
企業経験者数 全教員数 

機 械 工 学 科 １ １１ ４ １２

電 気 電 子 工 学 科 １ ８ ５ １１

制 御 情 報 工 学 科 ０ ９ ６ １１

都市システム工学科 １ ８ ２ １１

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専門科目担当教員配置は高等専門学校の設置基準を満たし，教員の専門分野を考慮し，バランスよ

く配置されている。専門科目担当の常勤教員 43 名の 86％が博士の学位を有しており，各専門学科と

も優れた能力を持つ教員で構成されている。常勤職員が余裕を持ち教育研究に従事できるよう，また，

常勤教員の専門性を補うため 15 名の非常勤講師を配置しており，教育目標を達成するために十分な

ものとなっている。 
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 観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 （観点に係る状況） 

 専攻科は，準学士課程の機械工学科と都市システム工学科をベースとした機械・環境システム工学

専攻と，電気電子工学科と制御情報工学科をベースとした電気電子情報工学専攻からなる。両専攻に

は共通の教育プログラム「システムデザイン工学プログラム」が設定され，学習・教育目標(A)～(E)

を達成させる一般科目，共通専門科目及び専門科目が設けられている（資料３―１－③－１）。一般

科目はより深い一般基礎知識を教授し，(A)，(C)達成のため修士または博士の学位を有し，研究業績

のある教員を中心に配置している（資料３－１－③－２）。共通専門科目では(A)～(D)達成のため，

関連する研究業績を有する一般科目及び専門学科の教員を配置している（資料３－１－③－３）。ま

た，(E)「専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し，これを活用する力を身につける」は

主に専攻科課程で達成するよう設計され，専門学科の教員が担当している（資料３－１－③－４）。

専攻科担当教員は，平成 14 年の専攻科認定申請時に大学評価・学位授与機構の資格審査で専門分野

と授業科目の適合性を評価され合格している。それ以降専攻科の講義及び特別研究の担当となった教

員は 16 名（専攻科担当教員の 36％）いるが，いずれも博士の学位を有し，専門に沿った講義及び特

別研究を担当している。教員が深い専門性を持つことは，論文発表（資料３－１－③－５），科学研

究費補助金取得（資料３－１－③－６）あるいは外部資金受入（資料３－１－③－７）等の状況で証

明でき，専攻科の教育の目的を達成するため計画された授業科目に対応し，適切な教員を配置してい

る。 
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資料３－１－③－１

 

（出典：シラバス）
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資料３－１－③－２

 

専攻科の一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目 
 

  職 名 学 位 年齢 専門分野 担当授業科目 

１ 教 授 博士(文学)  哲学 哲学特論Ⅰ，Ⅱ 

２ 准教授 修士(文学)  アメリカ文学 現代英語Ⅰ，Ⅱ 

３ 准教授 博士(史学)  西洋中世史 歴史学特論Ⅰ，Ⅱ 

４ 准教授 博士(理学)  数学 微分幾何学Ⅰ，Ⅱ 

欄は，専攻科認定申請以降，新たに講義及び特別研究を担当することになった教員を示す。 

 

（出典：総務課資料）

 

資料３－１－③－３ 
 

専攻科の共通専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目 
 

（年齢及び担当科目は H19.5.1 現在） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
での実務(注) 

1 教 授 理学博士  環境化学 環境化学   

2 教 授 博士(工学)  設計工学 技術者倫理  1 年 

3 教 授   耐震工学 プロジェクト演習Ⅲ  13 年（大学） 

4 教 授 理学博士  大気力学 
数値計算 
宇宙地球科学  

16 月（第 44 次日本
南極地域観測隊員）

5 教 授   数学教育 離散数学   

6 教 授 博士(工学)  情報工学 情報ネットワーク 
企業経験 

15 年 
11 年(大学，専門学
校講師) 

7 教 授 博士(工学)  光情報工学 プロジェクト演習Ⅳ  10 月(在外研) 

8 教 授 博士(工学)  地盤工学 プロジェクト演習Ⅲ  16 年(他高専) 

9 准教授 文学修士  江戸文学 プロジェクト演習Ⅳ   

10 准教授 
M.A. in 
TESOL  英語教育学 プロジェクト演習Ⅱ   

11 准教授 博士(工学)  熱工学 プロジェクト演習Ⅲ 
企業経験 

4 年  

12 准教授 博士(工学)  コンクリート工学 プロジェクト演習Ⅳ  10 月(内地研) 

13 准教授 修士(文学)  アメリカ文学 プロジェクト演習Ⅱ   

14 准教授 博士(工学)  流体工学 プロジェクト演習Ⅲ  7 月(在外研) 

15 准教授 博士(理学)  宇宙物理学 宇宙地球科学  2 年(大学) 

16 准教授 博士(工学)  環境水理学 プロジェクト演習Ⅲ 
企業経験 

2 年 1 年(在外研) 

17 准教授 博士(工学)  機械力学 プロジェクト演習Ⅲ  
2 年日本学術振興会
特別研究員 

18 准教授 博士(工学)  環境衛生工学 環境保全工学   

19 講 師 博士(工学)  材料力学 プロジェクト演習Ⅲ   

 
(注）文部科学省在外研究員，日本学術振興会特別研究員，大学サテライト・ベンチャービジネスラボラトリ研究員 

欄は，専攻科認定申請以降，新たに講義及び特別研究を担当することになった教員を示す。 
 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－③－４ 

 

専攻科の専門科目当教員の専門分野と担当授業科目 
 

（機械・環境システム工学専攻）         （年齢及び担当科目は H19.5.1 現在） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
での実務 

1 教 授 博士(工学)  設計工学 
生産システム特論 
特別研究 

企業経験 
３０年 

技術士 
(機械部門) 

1 年 

2 教 授 博士(工学)  材料力学 
材料強度学，プロジェクト
実験Ⅰ，特別研究 

企業経験 
４年  

3 教 授 博士(工学)  熱・流体工学 熱流体計測，特別研究 
企業経験 

１年  

4 教 授   耐震工学 
振動制御工学 
耐震工学特論  13 年(大学） 

5 教 授 
博士(工学)
修士(経済

学) 
 

都市･地域計画 
景観デザイン 

景観デザイン，地域計画
学，特別研究 

公共団体経験
2 年 7 月(内地研) 

6 教 授 博士(工学)  地盤工学 
プロジェクト実験Ⅱ 
廃棄物処理工学 
環境地盤工学，特別研究 

 16 年(他高専) 

7 准教授 工学修士  潤滑工学 プロジェクト実験Ⅱ   

8 准教授 博士(工学)  熱工学 
熱物質移動論，プロジェク
ト実験Ⅱ，特別研究 

企業経験 
4 年 

 

9 准教授 博士(工学)  材料工学 
塑性加工学，量子材料学，
プロジェクト実験Ⅱ，特別
研究 

  

10 准教授 博士(工学)  流体工学 
流体力学,プロジェクト実
験Ⅰ，特別研究   

11 准教授 博士(工学)  機械力学 
非線形解析学 
特別研究   

12 准教授 博士(工学)  コンクリート工学 
プロジェクト実験Ⅱ 
環境材料学，コンクリート
構造学特論，特別研究 

 10 月(内地研) 

13 准教授 博士(工学)  環境水理学 水環境工学，特別研究 
企業経験 

2 年 1 年(在外研）

14 准教授 博士(工学)  環境衛生工学 
プロジェクト実験Ⅰ 
環境制御工学，特別研究   

15 講 師 
博 士 

（情報学）  情報・制御工学 特別研究   

16 講 師 博士(工学)  材料力学 
弾性力学，プロジェクト実
験Ⅱ，特別研究   

 

（電気電子情報工学専攻） 

 職名 学位 年齢 専門分野 担当授業科目 
実務経験 
の状況 

研究機関等 
での実務 

1 教 授 博士(工学)  材料工学 
電子材料工学，プロジェク
ト演習Ⅲ，特別研究  5 年（大学） 

2 教 授 博士(工学)  電子工学 
センサ工学， 
特別研究  

14 年（大学，
高校教諭等） 

3 教 授 博士(工学)  情報工学 
情報ネットワーク， 
オペレーティングシステ
ム，特別研究 

企業経験 
15 年 

11 年(大学， 
専門学校講師)

4 教 授 博士(工学)  非線形回路網 
システム数理工学， 
特別研究  １年(内地研)

5 教 授 博士(工学)  光情報工学 
プロジェクト演習Ⅳ 
光画像工学，特別研究  10 月(在外研) 
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6 准教授 博士(工学)  物質科学 
インテリジェントマテリア
ル，特別研究 

企業経験 
3 年 2 年（大学） 

7 准教授 博士(工学)  
イオンビーム工学，
放射線計測プラズマ
推進工学 

プロジェクト実験Ⅰ 
電磁気学特論Ⅰ，プラズマ
工学，特別研究 

企業経験 
5 年 13 年（大学） 

8 准教授 博士(理学）  
情報工学，応用物理
学 

情報セキュリティー 
特別研究 

企業経験 
16 年  

9 准教授 工学修士  
パワーエレクトロニ
クス 

パワーエレクトロニクス
Ⅱ，プロジェクト実験Ⅲ，
特別研究 

企業経験 
6 年 6 月(内地研) 

10 准教授 博士(工学)  
情報工学， 
音響工学 

プロジェクト実験Ⅰ 
信号処理論，特別研究 

企業経験 
14 年 

 

11 准教授 博士(工学)  
ニューラルネットワ
ーク，脳数理工学 

生体情報工学Ⅰ 
特別研究 

 11 月(内地研) 

12 准教授 博士(工学)  ロボット工学 
システム制御理論， 
特別研究 

 2 月(在外研中)

13 准教授 
博士(人間・

環境学) 
 情報科学 

プロジェクト実験Ⅱ， 
特別研究 

 4 年(大学) 

14 講 師 博士(工学）  
ニューラルネットワ
ーク 

生体情報工学Ⅱ， 
特別研究 

 11 月(内地研) 

15 助 教 
博  士 

(情報科学)
 情報科学 

アルゴリズム特論， 
プロジェクト実験Ⅱ， 
特別研究 

 4 年(大学) 

 
欄は，専攻科認定申請以降，新たに講義及び特別研究を担当することになった教員を示す。 

 

（出典：総務課資料） 

 

 

資料３－１－③－５

研究発表件数(最近の 5 年間 前年の 10 月～9 月の合計） 

 

 著書・学術論文 国 際 会 議 
レ タ ー 

国 内 発 表 解 説 
技術報告等 

本 校 紀 要 

平成 14 年 ２８ １５ ３０ １１ １５

平成 15 年 ３１ １５ ４７ ６ １７

平成 16 年 １８ ９ ３３ ２ １３

平成 17 年 ２１ ８ ２３ ８ １１

平成 18 年 ２５ ５ ３６ ２ ８

（出典：自己点検・評価基礎資料）
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資料３－１－③－６ 
 

科学研究費採択状況（５年間） 
 

基 盤 研 究 若手研究 研究種目 
応募 
・採択状況 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ）  

応募件数 

年 
 

度 

採択金額
(千円） 採択件数 

一
般 

一
般 

一
般 

企画
調査

萌
芽
研
究 

（Ａ） （Ｂ） (Ｓ) 
スタート

アップ

32(5)  1 19(2) 2 4 6(3)   
Ｈ15 13,100 

8(5)  0 4(2) 0 4(3)   

38(4)  3 22(2) 1 4 1 7(2)   
Ｈ16 8,000 

6(4)  0 3(2) 0 0 3(2)   

38(3)  1 24(1) 1 3 9(2)   
Ｈ17 12,600 

10(3)  0 7(1) 0 0 3(2)   

25(7)  16(6) 2 6(1)  1 
Ｈ18 10,300 

9(7)  6(6) 0 3(1)  0 

33(4)  18(1) 3 9(3) 1 2 
Ｈ19 10,670 

7(4)  3(1) 0 4(3) － － 

 
※ 継続分は，（ ）内に内数として示す。 
※ 本校で応募後，交付決定前に他の研究機関等に転出した研究者の応募件数・採択金額・採択件数は除く。 
※ 分担金は除く。 
※ 平成 19 年度若手研究（Ｓ）・（スタートアップ）は交付内定前。 

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－③－７ 

 

外部資金獲得状況（５年間） 

単位：円 

寄附金 共同研究 受託研究 受託事業 合   計 
 

件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 

平成 14 年度 25  21,560,000  7  3,900,000 2 2,544,000 0 0  34  28,004,000 

平成 15 年度 26  21,044,000  5  3,452,250 1 600,000 0 0  32  25,096,250 

平成 16 年度 18  18,616,925  2  2,500,000 3 2,460,000 0 0  23  23,576,925 

平成 17 年度 12  6,481,000  3  2,500,003 1 1,029,600 1 1,495,420  17  11,506,023 

平成 18 年度 18  12,919,265  1  1,000,000 0 0 0 0  19  13,919,265 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専攻科科目を担当する教員は，平成 14 年の専攻科認定申請時に大学評価・学位授与機構の資格審

査で専門分野と授業科目の適合審査に合格している。それ以降専攻科の講義及び特別研究の担当とな

った全教員が博士の学位を持ち，専攻科の教育目的を達成するにふさわしい資質を持っており，専攻

科の授業科目担当教員は適切に配置されている。 
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 観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

 （観点に係る状況） 

 工業高等専門学校の特徴である実践的技術者を育成するため，企業経験者や，大学など教育機関で

の勤務経験を持つ教員を積極的に採用してきた。特に学習・教育目標（A2）を達成するための柱とな

る技術者倫理を担当する教員として長い企業経験と，技術士の資格を有する人材を確保するため，日

本技術士会と連携し優秀な人材を全国に公募し，機械工学科教授として採用した（資料３－１－②－

３）。また，採用については年齢構成が適切になるようほとんどの教員公募要項で年齢制限を設けて

いる（資料３－１－④－１）。この結果，本校教員の年齢構成及び他機関における経験，学位取得状

況は，比較的均衡のとれた構成となっている（資料３－１－④－２）。20 歳代の教員が少ないのは，

博士の学位を持ち，企業や大学などの教育機関経験者を採用しているためである。教育活動活性化の

ため，在外研究員，内地研究員等への派遣を積極的に進め，各種研修会への参加を推進し（資料３－

１－④－３），教育・研究の質を高めるため，希望する教員は大学院博士課程等の入学を認め，学位

取得の支援を行っている（資料３－１－④－４）。また，学内で高専の現状と展望を討議し，教育に

関する問題点を認識し，教育力を高める重要な場として FD 講演会を実施している（資料３－１－④

－５）。 

 

資料３－１－④－１

 

（出典：日本機械学会誌 2006 年 12 月号 教員公募要項の一例）
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資料３－１－④－２

教員の構成（校長含む） 

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

４ 名 １５ 名 １９ 名 ２１ 名 ５ 名 

 

他機関における経験 

企 業 公 立 団 体 大学等教育機関 

１８ 名 ５ 名 ３１ 名 

 

学位取得状況（校長含む） 

学   士 修   士 博   士 

９ 名 １０ 名 ４２ 名 

 

（出典：総務課資料）

 

 

資料３－１－④－３ 

学外研修会等参加状況（平成８年度以降） 

 
● 文部科学省内地研究員（平成 8 年～15 年度） 

５名 （九州工業大学，名古屋大学，九州大学，富山大学） 
 
● 大分工業高等専門学校内地研究員（平成 16 年度～） 

１名 （鹿児島大学） 
 
● 文部省情報処理関係内地研究員 

２名 （九州工業大学，九州大学） 
 
● 文部科学省在外研究員（平成 7 年～15 年度） 

７名 （ロンドン大学，ウェールズ大学，ランカスター大学，オークランド大学，
ミネソタ大学，ミシガン州立大学，コロラド州立大学） 

 
● 独立行政法人国立高等専門学校機構在外研究員（平成 17 年度～） 

１名 （キャンベラ大学） 
 
● 海外先進教育研究実践支援プログラム（文部科学省事業，平成 16 年度～） 

1 名 （ノースウェスタン大学） 
 
● 高等技術教育フォーラム（国立高等専門学校協会主催） 

４名 （日本学術会議，東京都立航空高専） 
 
● 高等専門学校情報処理教育研究発表会 

（高等専門学校協会連合会・高等専門学校情報処理教育研究委員会主催） 
（平成 12 年度までは高等専門学校情報処理教育研究委員会研究発表会） 

１１名 （全国工業高等専門学校） 
 
● 高等専門学校教員研究集会 

３１名 （全国工業高等専門学校） 
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● 高等専門学校教育教員研究集会（独立行政法人国立高等専門学校主催） 
（平成 13 年度～平成 15 年度国立高等専門学校協会主催） 

６名 （全国工業高等専門学校） 
 
● 高等専門学校・技術科学大学教員交流研究集会 

5 名 （長岡技術科学大学，豊橋技術科学大学） 
 
● 高等専門学校新任教員研修会（独立行政法人国立高等専門学校主催） 

（平成 8 年度～平成 15 年度 文部科学省主催高等専門学校教官研究協議会） 
２２名 （国立オリンピック記念青少年総合センター） 

 
● 九州沖縄地区国立工業高等専門学校教育研究集会（開催校主催） 

（平成 15 年度まで国立高等専門学校協会主催） 
２８名 （全国工業高等専門学校） 

 
● 高専ドイツ語教師セミナー及び高専ドイツ語教育研究会 

（日本独文学会ドイツ語教育部会・東京ドイツ文化センター共催） 
２名 （東京ドイツ文化センター） 

 
● 第２回高専・技大技術者教育等連携協議会（国立高等専門学校協会主催） 

１名 （東京医科歯科大学） 
 
● 独立行政法人国立高等専門学校機構高等専門学校教員研修(クラス経営・生活指導研修会) 

４名 （（独）教員研修センター） 
 
● 高等専門学校情報処理教育実践研修会（豊橋技術科学大学主催） 

１名 （豊橋技術科学大学） 

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－④－４ 

 

本校在職中における博士課程等社会人入学状況（教員） 

平成 18 年 9 月 13 日現在 

在学期間 大 学 名 等 資  格 備考 

H13.10～16. 9 
九州大学大学院工学府博士後期課程機械
科学専攻 

  

H 7. 4～10. 9 
大分大学大学院工学研究科博士課程環境
工学専攻 

10.9 博士(工学)  

H 8. 4～11. 3 
大分大学大学院工学研究科博士後期課程
物質生産工学専攻 

11.3 博士(工学)  

H14. 4～17. 3 
埼玉工業大学大学院工学研究科物質科学
工学専攻博士後期課程 

17.3 博士(工学)  

H 7. 4～10. 3 
大分大学大学院工学研究科博士課程環境
工学専攻 

10.3 博士(工学)  

H12. 4～14. 3 
大分大学大学院経済学研究科修士課程地
域経営政策専攻 

14.3 修士(経済学)  

H10. 4～12. 3 
別府大学大学院文学研究科修士課程日本
語・日本文学専攻 

12.3 修士(文学)  

H13. 4～16. 3 
別府大学大学院文学研究科博士後期課程
日本語・日本文学専攻単位取得満期退学

  

 

（出典：総務課資料） 



大分工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 110 -

 

資料３－１－④－５

 

ＦＤ講演会開催一覧 

 

実施年月日 実施時間 実施
形態 

テ ー マ 等 講 師 等 出席者数
（人）

H15. 5.12 16:30 
 ～17:30 報告 「JABEE 準備状況報告」 大分高専 

  高 橋  徹 ５６ 

H15. 5.22 16:30 
 ～17:30

報告 
教育研究集会報告 
「英語が使える日本人」育成の
ためのフォーラム報告 

大分高専 
  穴 井 孝 義 

５３ 

H15. 6.19 17:30 
 ～19:00 講演 「学内における JABEE の状況と

検討課題」 
大分高専 
  高 橋  徹 ４３ 

H15. 7. 9 16:30 
 ～18:00

報告 
国語科の新課程への移行につい
て（１学年の科目「国語表現」
を中心に） 

大分高専 
  相 本 正 吾 

５６ 

H15. 9.18 17:30 
 ～18:30 報告 

海外留学報告 
｢ミシガン州立大電気コンピュ
ータ工学科の教育と研究につい
て｣ 

大分高専 
  岡 茂 八 郎 ５０ 

教育研究集会報告
｢高専における国語コミュニケー
ションスキル教育の評価と改善｣

大分高専 
  相 本 正 吾 

H15.11.27 17:30 
 ～19:00 報告 

教育研究集会報告 
「高専教育の向上に向けて」 

大分高専 
  武 口 博 文 

５３ 

H16. 1.19 16:30 
 ～18:00

報告 「JABEE 関係について」 
大分高専 
  加 治 俊 夫 
  高 橋  徹 

５４ 

H16. 3.17 13:30 
 ～15:00

報告 「新学期に向けての教務関係説
明及び JABEE 関係について」 

大分高専 
  大 石 隼 人 
  高 橋  徹 

５１ 

H16. 7. 7 16:20 
 ～18:30 報告 「認証評価について」 大分高専 

  沖  憲 典 ５５ 

H16.11. 8 16:15 
 ～17:30

報告 
教育研究集会報告 
「高専における進路指導のあり
方について」 

大分高専 
  佐 野 博 昭 

３９ 

H16.11.30 16:15 
 ～18:00 講演 「技術者教育認定制度につい

て-一人ひとりがなすべき事-」
日本工学教育協会 
  椿 原  治 ５６ 

H16.12. 3 16:15 
 ～17:30 

報告 在外研究報告 大分高専 
  菊 川 裕 規 

２８ 

H16.12.10 16:15 
 ～18:00 

報告 平成１６年度各科各学年の目標
の達成状況及び今後の課題 

各科主任 
各学年主任 

５３ 

H17. 7.20 16：15 
～17：30 講演 「指導が難しい学生の理解と支

援」 
大分高専カウンセラー 

  古 賀 精 治 ４４ 

H17.12.14 14：30 
～16：00

報告 帰朝報告（アメリカ・ドイツ） 大分高専 
  松 本 佳 久 

４６ 

ＰＢＬ教育について 
教員研究集会参加教
員（薬師寺・本田・
嶋田・高見） H17.12.16 14：30 

～16：35
報告 

帰朝報告（シンガポール） 大分高専 
  佐 藤 秀 則 

５０ 
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高専教員研修（クラス経営・生
活指導研修会） 

高専教員研修参加者 
（靏・高見） 

H18. 1.30 16：15 
～18：15 報告 

碩信高校の入試説明会に出席し
て 

大分高専 
  一 宮 一 夫 

４３ 

H18. 3. 3 16：20 
～17：50 講演 高専と第３者評価 茨城高専教務主事 

  柴 田 尚 志 ３９ 

H18. 9.15 14：00 
～16：10

講演 高等専門学校機関別認証評価に
ついて 

大学評価・学位授与
機構評価研究部 
  野澤 庸則 教授 

６９ 

H18. 9.20 15：00 
～17：15

報告 PBL 研修会の報告 
(於熊本電波高専，TEMASEK) 

PBL 研修会参加者 
  （菊川，佐藤， 
  嶋田，高見） 

５０ 

８４ 

H19. 1.11 16：10 
～18：00 講演 技術士制度と修習 

日本技術士会修習技
術者支援実行委員会 
  坂本恵一 委員長 
(日本大学生産工学
部助教授) 

(専攻科学
生及び専
攻科希望
学生 39 人
を含む。)

H19. 2. 6 13：00 
 ～15：00

講演 教育現場における著作権等の配
慮について 

金沢大学教育学部 
  加藤隆弘 助教授 

３８ 

 

（出典：総務課資料）

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 研究歴や実務経験を考慮し，教員人事委員会で適切性を議論した人事採用が行われた結果，各学科

ともバランスのとれた年齢構成になっている。教育・研究活動に活発に取り組んできた実績が，海外

渡航状況及び各種研究員派遣状況，研修会参加状況に反映されている。学内でも継続的な FD 活動を

行うことにより，教員組織の活動をより活性化している。 
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 観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 専任教員の任用等（採用，昇任）は，規定（資料３－２－①－１）に基づき行っており，公募の原

則に従い，広く優秀な人材を募り，教員選考委員会で公正に選考している（資料３－２－①－２）。

採用・昇格の推薦基準は，各学科独自で定めていたが，19 年４月に推薦基準を統一した（資料３－

２－①－３）。教育上の能力判定基準の一つとして，学生や教員とコミュニケーションできるという

観点を設けており，採用時の面接やプレゼンテーションでこのことを判定する（資料３－１－④－１，

資料３－２－①－４）。非常勤講師の任用は，非常勤講師雇用基準（資料３－２－①－５）に沿って

行っており，非常勤講師の教授上の能力が常勤の講師相当以上であることを要求している。 

 

資料３－２－①－１ 

 

大分工業高等専門学校教員選考規程 

 
制  定 平成 17 年 2 月 10 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
   第１章 総則 
 （趣旨） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教員の選考は，独立行政法人国立高等専門学校機

構教職員就業規則（以下「就業規則」という。）及び高等専門学校設置基準（昭和 36 年 8 月 30 日文部省令
第 23 号）によるもののほか，この規程に定めるところによる。 

 （定義） 
第２条 この規程において「教員」とは，就業規則第３条第２号に掲げる者をいう。 
２ この規程において「選考」とは，教員を採用，昇任又は配置換するために行われる選考をいう。 
３ この規程において「学科等」とは，各学科，一般科目文科系及び理科系並びに基礎専門をいう。 
 （公募の原則） 
第３条 前条第２項による選考は，原則として公募とする。ただし，昇任及び配置換の場合は，公募によらな

いことができる。 
 
   第２章 教員選考の手続き 
 （選考の申し出） 
第４条 各学科主任，一般科目文科系及び理科系の各主任並びに基礎専門代表（以下「学科主任等」とい

う。）は，教員に選考の必要が生じたときは，速やかに校長に申し出るものとする。 
 なお，定年による退職の場合は，当該退職年度の６月末日までに申し出るものとする。 

 （選考） 
第５条 教員の選考は，校長が行う。 
 （選考の方法） 
第６条 校長は，第４条の申し出があった場合は，教員の選考方法について，大分工業高等専門学校教員人事

委員会（以下「教員人事委員会」という。）に審議を付託し，選考方法を決定するものとする。 
２ 教員人事委員会は，公募にかかる次の各号の業務を行う。 
 一 公募要領を作成すること。 
 二 校内及び関係機関に公募を通知すること。 
 三 応募者の選考書類を校長へ提出すること。 
 （選考委員会の設置） 
第７条 校長は，選考を行う場合は，大分工業高等専門学校教員選考委員会（以下「選考委員会」という。）

を設置し，審議を付託するものとする。 
２ 校長は，第４条の申し出，第６条第１項の教員の選考方法及び前項の選考委員会の設置を学校運営委員会

に報告するものとする。 
 （選考委員会の構成） 
第８条 選考委員会の構成は，次のとおりとする。 
 一 校長 
 二 教務主事 
 三 選考を申し出た学科主任等 
 四 選考を申し出た学科等の教授１名又は選考を行おうとする専門分野の教授１名 
 五 選考を申し出た学科等以外の学科等の教授１名 
２ 准教授，講師，助教を選考する場合は，前項第４号及び第５号に定める教授を教授又は准教授と読み替え
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るものとする。 
３ 選考委員会は，選考を申し出た当該学科等毎に設置するものとする。 
 （選考委員会の委員長） 
第９条 選考委員会に委員長を置き，第８条第３号の委員をもって充てる。 
 （選考委員会の任務） 
第１０条 選考委員会は，次の事項を処理する。 
 一 応募者の書類選考を行い，候補適任者を決定すること。 
 二 候補適任者の資格が，第１２条から第１５条に掲げる資格のいずれかを満たしているかを審査するこ

と。 
 三 候補適任者の面接を行うこと。 
 四 選考及び資格審査に係る経緯を校長に報告すること。 
 （候補者の決定） 
第１１条 校長は，前条第４号により候補者１名を決定し，学校運営委員会に報告するものとする。 
 
   第３章 教員の資格 
 （教授の資格） 
第１２条 本校の教授となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学校における

教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 
 一 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者 
 二 学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位（外国において授与されたこ

れに相当する学位を含む。）を有し，当該専門職学位の専攻分野に関する業務についての実績を有する者 
 三 大学（短期大学を含む。以下同じ。）又は高等専門学校において教授，准教授又は専任の講師の経歴

（外国におけるこれらに相当する教員としての経歴を含む。）のある者 
 四 学校，研究所，試験所，調査所等に在職し，教育もしくは研究に関する実績を有する者又は工場その他

の事業所に在職し，技術に関する業務についての実績を有する者 
 五 特定の分野について，特に優れた知識及び経験を有すると認められる者 
 六 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 
 （准教授の資格） 
第１３条 本校の准教授となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学校におけ

る教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 
 一 前条各号のいずれかに該当する者 
 二 大学又は高等専門学校において助教又はこれに準ずる職員としての経歴（外国におけるこれらに相当す

る職員としての経歴を含む。）のある者 
 三 修士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者 
 四 特定の分野について，特に優れた知識及び経験を有すると認められる者 
 五 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 
 （講師の資格） 
第１４条 本校の講師となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 
 一 第１２条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者 
 二 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において教諭の経歴のある者で，かつ，高等専門学校に

おける教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者 
 三 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 
 （助教の資格） 
第１４条の２ 助教となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学校における教

育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 
 一 第１２条各号又は第１３条各号のいずれかに該当する者 
 二 修士の学位（医学を履修する課程，歯学を履修する課程，薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践的

な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程を修了した者については，学士の学
位）又は学位規則第５条の２に規定する専門職学位（外国において授与されたこれらに相当する学位を含
む。）を有する者 

 三 特定の分野について，知識及び経験を有すると認められる者 
 （助手の資格） 
第１５条 本校の助手となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 
 一 学士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）又は準学士の称号（外国における

これに相当する称号を含む。）を有する者 
 二 前号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 
 
   第４章 雑則 
 （その他） 
第１６条 この規程に定めるもののほか，教員の選考に関し必要な事項は，校長が別に定める。 
 
   附 則 
 この規程は，平成 17 年 2 月 10 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 



大分工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 114 -

資料３－２－①－２
 

教員選考委員会開催状況（平成１６年度～平成１８年度） 
 

開催期日 選考事項 発令年月日 選 考 内 容 公募の有無等 

H17. 2. 2 昇任(教授) 
 (助教授) H17. 4. 1   

H17. 2.14 昇任(教授) H17. 4. 1   

H17. 8. 5 採 用 H17.10. 1   

H17. 9.10 採 用 H18. 4. 1   

H17. 9. 7 採 用 H18. 4. 1   

H17.11.29 採 用 H18. 4. 1   

H17.12.27 採 用 H18. 4. 1   

H18. 6.30 採 用 H18. 8. 1   

H18. 9.13 採 用 H19. 4. 1   

H18. 9.27 採 用 H19. 4. 1   

H18. 9.27 採 用 H19. 4. 1   

H18.10. 4 採 用 H19. 4. 1   

H18.10.13 採 用 H19. 4. 1   

H18.11.13 採 用 H19. 4. 1   

H18.12.6 採 用 H19. 4. 1   

H18.12.15 昇 任 H19. 4. 1   

H18.12.27 昇 任 H19. 4. 1   

H18.12.27 昇 任 H19. 4. 1   

H19. 1.10 採 用 H19. 4. 1   

 

（出典：総務課資料）
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資料３－２－①－３ 

 

大分工業高等専門学校教員推薦基準 

 

制 定 平成 19 年 4 月 16 日 

 （教授の推薦基準） 
第１条 本校の教授となることのできる者は，大分工業高等専門学校教員選考規程（以下，「選考

規程」という。）第１２条の教授の資格を有する者のうち，次の各号のすべてに該当する者（採
用にあっては，第三号を除く。）とする。 

 一 専門学科においては，博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）
を有する者 

 二 学術誌等への掲載論文数が各学科（一般科目にあっては文系及び理系）において定める数以
上である者 

 三 主事補及び担任を経験し，これらの能力が充分であると認められる者 
 四 担任，課外活動及び専門学科にあっては卒業研究などにおける学生指導を通して，学生との

コミュニケーション能力が高いと認められる者 
 五 校務等の業績，教職員間のコミュニケーション能力及び人格等が教授に相応しいと認められ

る者 
 （准教授の推薦基準） 
第２条 本校の准教授となることのできる者は，教員選考規程第１３条の准教授の資格を有する者

のうち，次の各号のすべてに該当する者（採用にあっては，第三号を除く。）とする。 
 一 専門学科においては，博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）

を有する者 
 二 学術誌等への掲載論文数が各学科（一般科目にあっては文系及び理系）において定める数以

上である者 
 三 主事補又は担任を経験し，これらの能力が充分であると認められる者 
 四 担任，課外活動及び専門学科においては卒業研究などにおける学生指導を通して，学生との

コミュニケーション能力が高いと認められる者 
 （講師の推薦基準） 
第３条 本校の講師となることのできる者は，教員選考規程第１４条の講師の資格を有する者のう

ち，次の各号のすべてに該当する者とする。 
 一 学術誌等への掲載論文数が各学科（一般科目にあっては文系及び理系）において定める数以

上である者 
 二 学生とのコミュニケーション能力が高いと認められる者 
 （助教の推薦基準） 
第４条 本校の助教となることのできる者は，教員選考規程第１４条の２の助教の資格を有する者

のうち，次の各号のすべてに該当する者とする。 
 一 学術誌等への掲載論文数が各学科（一般科目にあっては文系及び理系）において定める数以

上である者 
 二 学生とのコミュニケーション能力があると認められる者 
 （助手の推薦基準） 
第５条 本校の助手となることのできる者は，教員選考規程第１５条の助手の資格を有する者のう

ち，次の各号のすべてに該当する者とする。 
 一 学術誌等への掲載論文数が各学科において定める数以上である者 
 二 学生とのコミュニケーション能力があると認められる者 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－①－４

 

平成  年 月  日 

 

個 別 面 接 評 定 票 

 

面接官氏名  

 

氏  名  

 

評 定 項 目 着    眼    点 評     定 

教 育  ５・４・３・２・１ 

研 究  ５・４・３・２・１ 

学生とのコミュニ 
ケーション能力  ５・４・３・２・１ 

協 調 性  ５・４・３・２・１ 

そ の 他  ５・４・３・２・１ 

合 計 点  

意 見 ・ 記 録  

総 合 判 定 （ 昇 任 の 可 否 ） 可 ・ 否 

 
判定基準 ５ ＝ 優れている  ４ ＝ やや優れている  ３ ＝ 普通 ２ ＝ やや劣っている  １ ＝ 劣っている 

※ 評定の項目毎に、１、２、３、４、５の該当する箇所の数字を○で囲んでください 
 

（出典：総務課資料）

秘 
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資料３－２－①－５ 

 

大分工業高等専門学校非常勤講師雇用基準（抜粋） 

 

制  定 平成 17 年 2 月 10 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （趣旨） 
第１条 この基準は，大分工業高等専門学校における非常勤講師の資格及び雇用手続き等に関し必

要な事項を定めるものとする。 
 （資格） 
第２条 非常勤講師となる資格を有する者は，次の各号に該当する者で，教授上の能力のある者と

する。 
 一 大分工業高等専門学校教員選考規程第１４条に定める講師の資格を有する者 
 二 雇用しようとする年度の末日の年齢が，満６５歳以下の者 
 （特例措置） 
第３条 校長は，特に必要があると認める場合には，前条第２号の規定にかかわらず，満６６歳以

上の者であっても満６８歳に達する年度までは雇用することができるものとする。 
 （委嘱計画等） 
第４条 非常勤講師を雇用しようとするときは，各学科，基礎専門科目及び一般科目の各主任（以

下「各学科主任等」という。）は，「非常勤講師委嘱計画表」（別紙様式１）を作成し，学生課
教育支援係へ提出するものとする。 

 （教務部委員会） 
第５条 教務主事は，大分工業高等専門学校教務部委員会を招集し，非常勤講師の雇用にかかる

「非常勤講師委嘱計画表」（別紙様式１）について審議する。 
 （雇用予定者） 
第６条 各学科主任等は，大分工業高等専門学校教務部委員会において承認された非常勤講師委嘱

計画に基づき，雇用予定者を定め「非常勤講師予定表」（別紙様式２）を作成し，学生課教育支
援係へ提出するものとする。 

 （事務） 
第７条 非常勤講師の雇用手続き等に関する事務は，総務課人事係及び学生課教育支援係において

処理する。 
   附 則 
 この基準は，平成 17 年 2 月 10 日から施行する。 
   附 則 
 この基準は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員の新規採用と昇任等における規程・推薦基準等が適切に定められ，複数の選考委員による選考

委員会で公正かつ適切に審査が行われている。選考では特に教育上の能力について判断する工夫が行

われている。 
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 観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な

取組がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育活動に関する評価の取り組みは FD 委員会が所轄している（資料３－２－②－１）。教育活動

に関する評価は，学生による評価，教員の自己点検評価及び教員相互の評価がある。学生による評価

は，平成 13 年度から授業アンケート（資料３－２－②－２）の形で年度末に行われ，その結果は学

生及び教職員に公表されている（資料３－２－②－３）。教員は，担当科目ごとに授業点検シート A

を作成し授業の自己点検を行っている（資料３－２－②－４）。また，学生アンケート結果を踏まえ，

年度初めに前年度の自己評価点検・校務業績ポイント表（資料３－２－②－５）を作成し，FD 委員

会に提出する（資料３－２－②－６）。FD 委員会はそのチェックを行い，試験問題等のエビデンス

や授業点検シートを基に，授業点検シート B（資料３－２－②－７）を作成し，改善事項がある場合

には教員に改善要求を行う。また，授業アンケート結果に問題がある場合には，担当教員に改善を要

求している（資料３－２－②－８）。平成 19 年度からは自己評価点検・校務業績ポイント表の一部

が教員の教育研究費配分資料としても活用されている。教員相互の評価として，年に２回一週間の授

業公開週間を設け（資料３－２－②－９，10），授業公開参観報告書を通じてお互いの授業評価をし

ている（資料３－２－②－11）。FD 委員は必要に応じ公開授業期間以外でも授業参観を行い，授業

改善のアドバイス等を行っている（資料３－２－②－12）。また，年２回保護者に授業を公開してい

る。教員の教育等に関する貢献の評価は，教育功労者選考委員会が規定に従って定期的に行っている

（資料３－２－②－13，14）。 

 

資料３－２－②－１ 

 

 

 ＦＤ委員会は、教育の質の向上を図るために、中心となって活動する委員会です。ＦＤ委員
会の所轄事項を以下に示します。 

 

ＦＤ委員会の所轄事項 

平成１７年３月 ＦＤ委員会にて改訂 

本委員会は教員の教育の質の向上を図るために以下のことを行う。 

 
１．ＦＤ研究会の開催（年に数回）。  
２．学生の授業アンケート、教員による授業点検シート、試験答案などのエビデンス、教育シス

テム改善検討委員会のエビデンス部会による授業点検シートなどに基づき、適切な評価指導
を行う。指導の成果も確認する。  

３．教育功労者選考委員会に教員を推薦する。  
４．教員の校務・業績ポイント表および教員自己評価点検表の作成依頼とその評価。  
５．ＦＤ関連講演会の実施。  
６．他機関の実施するＦＤ関連研究会等への教員の派遣。  
７．教育論文の奨励。  
８．授業公開による授業研究の主催。  
９．その他委員長が必要と認める事項。  

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

ＦＤ委員会 
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資料３－２－②－２ 

 

２００７年３月１日 
 

平成 18 年度 授業アンケートのお願い 

 
 このアンケートは，授業の内容や方法を改善するための資料として役立てることを目的としています｡次の
アンケート項目について，別紙１の該当するものに○を付けてください。 
また，別紙２については，感想等を授業評価（コメント）欄に記入してください。 

 

▼ アンケート項目 
 
「自己評価」 
 
① 授業中はまじめに取り組みましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 定期試験ごとに理解の度合いをシラバスに記入し，理解度の自己点検を行いましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの定める到達目標を達成することができましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 自宅学習やオフィスアワーの活用により，理解度の向上に努めましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑤ 課題やレポートはすべて提出しましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑥ あなたの授業に対する取り組みを総合的に評価してください。 
  １．良 い   ２．普 通   ３．悪 い 

 

「授業評価」 
 
① 授業の冒頭でシラバスの説明を受けましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 学習教育目標におけるこの科目の位置づけは明確でしたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの内容に沿った授業が行われましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 授業はわかりやすかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑤ 黒板や視聴覚教材等の使い方はよかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑥ 質問に対する担当教員の対応には満足ですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑦ 試験の内容は授業内容と一致していましたか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 

 

「総合評価」 
 
この授業を総合的に評価してください。 
  ５．非常に良い  ４．よ い  ３．普 通  ２．不 満 １．非常に不満 

 

（出典：学生課資料） 
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資料３－２－②－３

「授業アンケート結果の一例」 

 

（出典：学生課資料）
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資料３－２－②－４

 

 

授業点検シートＡ（授業担当教員用） 

 

授業科目名  講義・演習・実験 

対象学科・専攻
名  対 象 学 年

 通年・前期・後期 

担 当 者 名  

記 入 日  

 

 

以下の質問にお答えください。 
 

１．本授業科目の到達目標を十分説明しましたか？ は い ・ いいえ 

２．授業の冒頭でシラバスの内容を説明しましたか？ は い ・ いいえ 

３．授業はシラバスの内容どおりにできましたか？ は い ・ いいえ 

４．学生の理解を確認しながら授業をすすめましたか？ は い ・ いいえ 

５．成績評価はシラバスどおりに行いましたか？ は い ・ いいえ 

６．成績評価の根拠となる資料は残していますか？ は い ・ いいえ 

７．答案を返却し達成度を周知させていますか？ は い ・ いいえ 

８．学生の興味や理解度を高めるために特別な工夫があれば記入してください。 

 
 
 
 

９．学生からのアンケート結果等をどのように授業に反映させましたか？ 

 
 
 
 

10．来年度に向けた授業改善計画を記入してください。 

 
 
 
 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料３－２－②－５

 

自己評価点検・校務業績ポイント表（平成 18 年度）（抜粋） 

 
所属・職名 ［                ］ 
氏   名 ［                ］ 

☆ 基 本 方 針 ☆ 
 大分高専では従来より，研究以上に学生に対する教育に重点が置かれてきましたが，近年の高専に
対する要請は，研究面での一層の充実や地域社会への更なる貢献を求めるなど，より多様化・高度化
しております。一方，高専でも設置基準が改正され，教育・研究に対する自己評価が義務化され，外
部評価も義務化の方向にあります。高等教育機関としての存在がガラス張りで問われることになった
わけです。本校が真の高等教育機関として機能するためには，学生の教育ならびにそれを支える研究
活動が社会的に認められるものでなくてはなりません。そのため，本校に所属する教員は厳しい外部
評価にも耐え得るように「良い学生を育て」，「地域に貢献し」，「そのために日々の研鑚を積
む」，これら三つの観点に留意して職務に励むことが必要であります。われわれはこれらの目的に対
応する次の３項目の自己評価を行っておくことが必要であると考えております。すなわち，「学内で
の活動に対する評価」，「地域等への貢献に対する評価」，「論文等に対する評価」がそれであり，
１年間努力した内容を項目ごとに自己評価し，年ごとに向上するよう努力することが重要だと考えて
おります。具体的にポイント表では，学内の活動を，授業，学生指導，学校運営に分けてポイント計
算し，これを元に作成した５項目のレーダーチャート上で２ポイントを示す太枠より内側に来る項目
には特に次年度の努力を期待するものです。 
 

Ⅰ 学内での活動に対する自己評価 

Ⅰ－A1 授業 

 今年度に行ったすべての授業（実験実習，卒業研究も含む）について，「学生にどの程度実力をつ
けることができたか」を判断基準として学生からの授業アンケートも考慮に入れて下さい。概要欄に
は授業で工夫した点や努力した点等を具体的に示し，また問題点があればそれも記入して下さい。な
お欠課時数は 90 分を２，遅刻・早退は３回で２時間と換算して下さい。 

 

前 期 ，後 期 ，通 年 

科 目 名 学科学年クラス 必修・選択 単 位 数 受 講 者 数 

     

講義回数 学年末平均点 A 取得者数 D 取得者数 学生の総欠課時数 授業アンケートの平均点

      

概 要 
 

 

 
科 目 名 学   科 単 位 数 指 導 学 生 数 

卒 業 研 究   名

概 要 
 

 

 
科 目 名 専   攻 単 位 数 指 導 学 生 数 

専攻科特別研究   1 年     名 
2 年     名 

概 要 
 

 

 
平成 19 年度 卒業研究，特別研究の指導学生数 
（平成 19 年度の教育・研究・旅費の算定に利用されます。） 
 

19 年度卒業研究指導学生数 19 年度専攻科特別研究指導学生数 

名 １   年 ２   年 
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Ⅰ－A2 教育の質の改善への研究活動の寄与 

 研究活動（専門分野の研究や教育方法の研究）により得られた知見や成果などを教育内容・方法の
改善に活かした具体的事例があれば記入して下さい。 
 

 

 

Ⅰ－A3 その他の教育活動 

 今年度に行った正規の授業以外の教育活動（コミュニケーションアワー，各種資格試験のための補
習，公務員試験のための補習，就職試験指導他）について，概要欄に何の補習を行ったか，それに費
した時間数，得られた成果ならびに問題点等を記入して下さい。 
 

概 要 

 

 

 

 
Ａ．授業ポイント 
 

Ｐ＝｛Σ（科目の総合評価点）×（科目の単位数）｝/ 12 Ｐ ＝  

        ただし，実験の単位数は、助手・助教以外の教員については 1/3 とする。 
        専攻科の授業も対象とする。 
        卒業研究、専攻科特別研究は各４単位とする。 

・ＦＤ講演者 0.2 点 / 回  

 

・その他の教育活動 最大 0.3 点  

 

 Ａ 小 計  

 

Ⅰ－B1 学生指導 

 
 専攻主任および担任，副担任の業務について「学生にどの程度充足感を与えることができたか」を
判断基準として，特筆すべき内容を中心に指導全般の概要を述べて下さい。得られた成果ならびに問
題点等できるだけ具体的にご記入下さい。 
 

受持クラス  専 攻 主 任，
担任，副担任 

 

概  要 
 
 
 

 

Ⅰ－B2 クラブ活動指導 

 
 関係したすべてのクラブ活動について各クラブごとに「学生にどの程度充足感を与えることができ
たか」を判断基準として，特筆すべき内容を中心に指導全般の概要を述べて下さい。その際，土・日
・祝日に指導・引率したおよその日数，平日に指導した日数，得られた成果ならびに問題点等できる
だけ具体的にご記入下さい。 
 

クラブ名  土･日･祝日
の指導日数

 平 日 の 
総指導日数 

 

概  要 
 
 
 

学生による
授業評価点 
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Ⅰ－B3 学生相談・厚生補導 

 
 今年度に行った学生相談・厚生補導について，概要欄に何をどの位行ったか，その効果はどうであ
ったか，また問題点があればそれも記入して下さい。 
 

概  要 

 
 
 
 

 

Ⅰ－B4 表彰・受賞・入賞等 
 
 「教員自らが受けた表彰や受賞」ならびに「指導した学生の表彰や受賞・入賞等」について，自ら
の貢献度も考慮の上，その内容をすべて記して下さい。学生を指導した場合はその指導内容も書いて
下さい。学協会等の表彰もこれに含めます。例として次のようなものがあります。 
 （あ）学協会や国・県・地域等からの表彰 
 （い）高専各大会レベルで１位，２位，ベスト４ 
 （う）新聞等への記事の掲載，ＴＶでの放映 
 （え）その他 
 

受 賞 名  

受賞者名  

受賞内容 
ならびに 
指導内容 

 

 
 
B．学生指導ポイント 
 

・専攻主任，副主任 （          工学専攻） 1（＋1）点  

 

・クラス担任，副担任（       工学科   年） 1（＋1）点  

        （加点分は，クラス担任としての職務を遂行しているか：SHR，就職の世話等） 
        （副担任，副主任は加点なし） 
 

・学生相談室長 1.0 点  

 

・学生相談室員 0.5 点  

 

・留学生担当教員 0.5 点  

 
・クラブ等 
  ・顧問で活動日の 1/3 以上を出席した者  

          （             部） ２ 点  

 

  ・上記以外の顧問（             部） 0.5 点  

 

・休日指導（含引率手伝い） 0.2 点× 回  

 

・表彰・受賞・入賞等 0.5 点  

 

 Ｂ 小 計  

 

（出典：ＦＤ委員会資料）
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資料３－２－②－６ 

 

業績等評価，校務業績ポイント表及び自己点検評価表提出状況 

 

年度 教員の教育業績等評価 自己評価点検表 校務・業績ポイント表 

15 ９８ ％ ８８ ％ ８６ ％ 

16 ９７ ％ ９４ ％ ９４ ％ 

17 ９２ ％ ７２ ％ ７８ ％ 

18 ９２ ％ ９８．４ ％ 

 

（出典：ＦＤ委員会資料） 

 

資料３－２－②－７ 

「授業点検シートＢ」 

 

（出典：学生課資料） 
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資料３－２－②－８ 

 

平成１８年度第４回ＦＤ委員会議事概要 

 

日 時  平成１９年２月２３日（金）１５：００～１６：３０ 

場 所  小会議室 

出席者  別紙のとおり 

 
議 事 
議題１ 自己評価点検表及び校務・業績ポイント表等のチェックについて 
 各委員から，自分の所属する学科・系・専攻科の平成１７年度自己評価点検表及び校務・業績ポ
イント表等をチェックした結果について次のとおり報告があった。 
（１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（２）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（３）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（４）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（５）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（６）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（７）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 今回の口頭報告だけでなく，授業アンケート，自己評価点検表及び校務・業績ポイント表の３つ
について文書で記録し，平成１７年度分の総括として今後の学校運営や本委員会の検討資料として
保存することになり，３月９日（金）までに各科等がまとめの報告書を庶務課専門職員（企画・情
報担当）に提出することになった。なお，平成１８年度分を記載する際には，一般理系として平成
１８年度国立高等専門学校学習到達度試験の結果についても評価の一部として記載することになっ
た。 
 今後のＦＤ関係のスケジュールについて次の事項を確認した。 
（１）３月に平成１８年度授業評価 
（２）教育功労者表彰，予算配分の資料となっているため，４月に自己評価点検表及び校務・業績

ポイント表作成を各教員に依頼する必要がある。 
 本校には，多数の評価があり，煩雑，かつ，非効率であることから審議した結果，評価時期が一
致せず評価対象期間も５年間となっている国立高等専門学校機構教員顕彰における教育業績等評価
を利用することは無理なため，本校の評価項目を削る方向で薬師寺委員が次回の本委員会までに原
案を作成することになった。 
 
 次回は，３月２２日（木）１０時３０分からとした。 

 

（出典：ＦＤ委員会資料） 
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資料３－２－②－９ 

 

「授業公開の通達文書」 

 

  教  員 各位 
教務主事 吉澤 宣之 

 
平成 19 年度前期授業公開週間について 

 
 標記のことについて，例年通り下記の要領で実施いたしますので，当日の授業公開がスムーズに
できますよう担任の先生方を始め教職員のご協力をお願いいたします。 
 

記 
 

実施日時： ５月７（月）～１１（金） １～４限目 
 
注意事項 

１．２年及び３年生の教室など授業参観できるスペースがあまりないようですが，クラス担任の
先生方は机の配置を工夫されるなどして，授業公開に備えると同時に授業中，参観教員の出入
りがし易いように，期間中は教室の後ろの戸を開放しておくよう学生に伝えてください。 

２．参観される先生は，出来るだけ授業実施に支障をきたさないようにご協力願います。 
３．前回同様，授業参観された先生は，当該授業担当教員および教務係へ別紙の授業公開参観報

告書をメールで報告ください（所見欄のみの記入でも結構です）。 
４．ＦＤ委員については，授業参観は随時ですが，この機会に行われても結構です。 

 
※ 報告書の書式を別紙として添付しますが、サイボーズのファイル管理→JABEE 関係書類→授業

公開参観報告書に原本があります。 
 
以上，全学的なＦＤ活動の一環としてよろしくお願いいたします。 
 

（出典：学生課資料） 

 

資料３－２－②－10
 

公 開 授 業 実 施 状 況 
 

年度 実 施 期 間 参 加 人 数 

16. 5.10（月）～14（金） ６ 
１６ 

16.11.15（月）～19（金） １３ 

17. 5. 9（月）～13（金） ３ 
１７ 

17.11.16（水）～22（火） １２ 

18. 5. 8（月）～12（金） ２４ 
１８ 

18.11.13（月）～17（金） １５ 

 

（出典：学生課資料）
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資料３－２－②－11

授業公開参観報告書 

 

 

報告者氏名：              

 

実施日時 ：   年  月  日  曜日   限～  限 

教科名  ： 

担当者氏名： 

 

アンケート項目 

① 授業の目的は明確で、全体の構成がよく考えられていましたか。［全体］ 

 

② 授業の準備がよくされていましたか。［準備］ 

 

③ 聞きやすい話し方でしたか。［話し方］ 

 

④ 板書は読みやすく、スピードは適当でしたか。［板書］ 

 

⑤ 授業の開始時間、終了時間は守られていましたか。［時間］ 

 

⑥ 学生の理解を確認しながら進められていましたか。［理解度の確認］ 

 

⑦ 課題の指示がありましたか。［自宅学習］ 

 

所 見 

 

 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料３－２－②－12 

 

平成１８年度第３回ＦＤ委員会議事概要 

 

日 時  平成１９年１月２９日（月）１６：２０～１７：３０ 

場 所  小会議室 

出席者  別紙のとおり 

 
議 事 
議題１ 評価方法について 
 授業アンケート，自己評価点検表，校務・業績ポイント表及び授業点検シートのチェック作業進
捗状況について確認したところ，全体的に作業が遅れていることから，作業を急ぐとともに次のと
おり定めた。 
 （１）平成１８年度分授業アンケートは，３月末までにチェック作業を終了すること。 
 （２）点検表等を提出していない者の一覧の資料については，誤記入の疑いがあることから庶務

課で再確認して訂正されたものを委員に送付すること。 
 （３）平成１７年度自己評価点検表及び同校務・業績ポイント表は，各科の分をＦＤ委員である

科主任が次回の会議までにチェックを終了し，指摘事項の洗い出しを行うこと。保管場所
は，委員が閲覧できるように庶務課とすること。 

 
 公開授業の評価方法について意見交換により次のように分析した。 
 （１）公開授業の評価システムの構築については，必要性はあるがシステムとしての確立が困難

である。 
 （２）被評価者だけでなく，評価者のスキルアップも期待でき，かつ，評価者の存在が学生への

好影響に繋がっている。 
 （３）ＦＤ委員会委員として授業を抜き打ちで参観してみると被評価者に問題はないが，学生の

授業態度が悪い場合が見受けられることから被評価者と学生に注意が必要である。 
 
・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・ 
 次回の開催は，２月２１日（水）午後３時からとした。 

 

（出典：ＦＤ委員会資料） 
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資料３－２－②－13 

 

大分工業高等専門学校教育功労者表彰規程 

 
制  定 平成 17 年 3 月 14 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則（平成１６年４月１日独

立行政法人国立高等専門学校機構規則第６号）第４３条第３号の規定に基づき大分工業高等専門
学校（以下「本校」という。）の教育，学校運営及び社会頁献に関して，特に顕著な功績を挙げ
た者（以下「教育功労者」という。）の表彰に関し，必要な事項を定めるものである。 

 （表彰候補者） 
第２条 教育功労者の表彰候補者は，次に掲げる各号の一に該当する者（本校教職員以外の者も含

む。）から選考するものとする。 
 一 講義，演習，実験・実習及びクラス運営等において新たな方法を創案し，その実践を行い，

特に教育効果を高めた者 
 二 クラス担任等の業務及び学生の課外活動への監督・指導を通して学生への教育に特に功績の

あった者 
 三 教育に関する研究を通して特に功績があった者 
 四 社会貢献に関し，特に本校の名誉を高めた者 
 五 各種委員会等を通して本校の学校運営に特に功績があった者 
 （教育功労者選考委員会の設置） 
第３条 校長は，前条に掲げる表彰候補者を選考するに当たり，大分工業高等専門学校教育功労者

選考委員会（以下「委員会」という。）を設置するものとする。 
２ 委員会は，原則として毎年度６月末日までに開催し，前年度の教育功労者に係る被表彰者を決

定するものとする。 
 （委員会の構成） 
第４条 委員会の構成は次のとおりとし，校長を委員長とする。 
 一 校  長 
 二 教務主事 
 三 学生主事 
 四 寮務主事 
 五 専攻科長 
 六 事務部長 
 七 その他校長が必要と認めた者 
２ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名する者がその職務を代行する。 
 （候補適任者の推薦） 
第５条 前条第１号から第６号に掲げる者，各科主任（各学科主任，一般科目文科系主任及び理科
系（基礎専門を含む。）代表をいう。）及びＦＤ委員会委員長は，第２条に該当する者がいる場
合，別紙様式により候補適任者を委員長あて推薦するものとする。 
 （表彰候補者の決定） 
第６条 校長は，前条により推薦のあった候補適任者から表彰候補者を選考するため，委員会に選
考を付託するものとする。 
２ 委員会は，前項により選考した表彰候補者を校長に報告するものとする。 
３ 校長は，前項の報告を受けて被表彰者を決定し，学校運営委員会に報告するものとする。 
 （表彰の方法） 
第７条 表彰は，校長が表彰状を授与して行う。なお，記念品を授与することができる。 
 （事務） 
第８条 この規程に関する事務は，総務課人事係において処理する。 
 （雑則） 
第９条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，校長が別に定める。 
   附 則 
 この規程は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料３－２－②－14 

 

大分工業高等専門学校教育功労者表彰規程に基づく教育功労者選定状況 
 

年度 教育功労者氏名 適  応  項  目 

１６ 
佐 藤 達 郎 
穴 井 孝 義 

第２条２号 
第２条３号 

１７ 

佐 藤 秀 則 
高 橋  徹 
鷹 尾 良 行 
宮 成 隆 明 

第２条１号 
第２条５号 
第２条２号 
第２条５号 

 

 

国立高等専門学校教員顕彰授賞状況 
 

年度 教員顕彰授賞者氏名  

１８ 高 橋  徹 独立行政法人国立高等専門学校機構理事長奨励賞 

 

（出典：総務課資料） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 FD 委員会所轄事項として教員の教育活動に関する定期的な評価が定められており，授業アンケー

ト，授業点検シート，自己評価点検・校務業績ポイント表，教員相互や保護者による授業参観等が行

われている。これらの定期的な評価は多面的な評価となっており，評価に対する対処の要請や教員表

彰など適切な取り組みがなされている。 
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 観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

 （観点に係る状況） 

 事務部は，総務課及び学生課で構成されている。学生課は，教育課程の展開に直接関係しており，

課長と課長補佐のほか，教育支援係に５名，学生支援係に４名，学生生活係に４名の事務職員を配置

し（非常勤職員６名を含む），規定（資料３－３－①－１，２）に則り職務を行っている。教育支援

係の非常勤係員１名は，試験の答案やレポート，会議の議事録等，教育に関わる様々な資料を整理保

管する業務を行うために配置されている。さらに，技術センターには設計・生産グループ（４名），

解析・構造グループ（３名），計測・情報グループ（５名）からなる１５名の技術専門職員おび技術

職員を配置し，技術長及び技術次長（２名）が統括している。工学実験，卒業研究，特別研究等にお

ける教員の補助や，ロボットコンテストなどの学生の自主的なものづくりの技術指導を行うとともに，

実験及び実習設備の維持管理等を行っている（資料３－３－①－３）。また，化学や物理学実験の補

助も技術職員が行う体制をとっている。一方総務課には専門４学科を担当する学科事務職員として２

名を配置し，教育研究に必要な物品の購入や予算管理，教材の印刷や課題の受取業務などきめ細かな

業務を行っている。学生の勉学に重要な役割を果たすため，図書係を配置し，６名の事務職員（非常

勤職員４名を含む）が図書館において学生の支援を行っており，この中には司書の資格を有する職員

が２名いる。 
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資料３－３－①－１

 

事 務 機 構 図 

平成１９年４月１日現在 

 

       

      
総 務 係 長 

 

係 員  １名
非常勤  １名

       

     
人 事 係 長 

 
係 員  １名非

課長補佐 
（総務担当）

      

     

図 書 係 長 

 

係 員  １名
非常勤  １名

非常勤(夜間)３名

企画室長 
(総務課課長補佐併任)

企 画 係 長 
常勤  １名 

非常勤  １名
(学科事務) 総務課長 

財 務 係 長 

主 任  １名
係 員  ３名
非常勤  １名

(学科事務) 

     
事務部長 

    

課長補佐 
（財務担当）

用 度 係 長 
 

主 任  ２名
係 員  １名

       

      
施 設 係 長 

 
主 任  １名

       

      
教育支援係長 

 

主 任  １名
係 員  １名
非常勤  ２名

     

   
学生課長 

 
課長補佐 学生支援係長 

 

主 任  １名
看護師  １名
非常勤  １名

       

      
学生生活係長 

 

非常勤  １名
非常勤(寮母)２名

       

      

設計・生産グループ長 
(技術専門職員) 

 
技術職員 ３名

    技術センター長 
(教  員) 

  

技 術 長 
（技術専門員） 

 

技術次長 ２名
(技術専門職員)

解析・構造グループ長 
(技術専門職員) 

 

技術職員 １名
再雇用  １名

       

         

計測・情報グループ長 
(技術専門職員) 

 

技術専門職員 ２名
技術職員 ２名

（出典：総務課資料）
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資料３－３－①－２ 

 

「大分工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程」（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
   第１章 総則 
第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則（平

成 16 年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 4 号）第 9 条及び大分工業高等専門学校学則
第 11 条の規定に基づき，大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務組織及び事務
分掌を定めることを目的とする。 

 
   第２章 事務組織 
第２条 本校に事務部を置く。 
第３条 事務部に総務課及び学生課を置く。 
 
  （省略） 
 
第９条 事務部に技術専門員を置くことができる。 
２ 技術専門員は，技術職員をもって充て，極めて高度の専門的な技術を有し，その技術に基づ

き，教育研究の支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術
の継承及び保存並びに技術研修に関する企画及び連絡調整を行う。 

３ 技術専門員に関する選考基準は，別に定める。 
第１０条 事務部に技術専門職員及び技術職員を置く。 

２ 技術専門職員は，技術職員をもって充て，高度の専門的な技術を有し，その技術に基づき技術
に関する業務を処理する。 

３ 技術専門職員に関する選考基準は別に定める。 
 
   第３章 所掌事務 
 
  （省略） 
 
 
第１２条 学生課においては，次の事務をつかさどる。 
 一 教務に関すること。 
 二 学生の厚生補導に関すること。 
 三 寄宿舎に関すること。 
 
  （省略） 
 
   第４章  事務分掌 
第１３条 
 
  （省略） 
 
６ 図書係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 図書・雑誌等の購入企画に関すること。 
 二 図書の発注及び検収に関すること。 
 三 図書の受入れ・整理及び保管に関すること。 
 四 図書の閲覧，貸出に関すること。 
 五 購入・寄贈その他による図書の受入れに関すること。 
 六 図書目録の作成に関すること。 
 七 図書予算の経理に関すること。 
 八 図書の契約に関すること。 
 九 文献，資料の収集に関すること。 
 十 文献の複写と相互利用に関すること。 
 十一 図書の広報及び紀要に関すること。 
 十二 その他図書に関すること。 
 
  （省略） 
 
第１４条 学生課に，その事務を処理させるため，課長補佐及び次の３係を置く。 
 一 教育支援係 
 二 学生支援係 
 三 学生生活係 
２ 課長補佐は，次の事務をつかさどる。 
 一 学生課の所掌事務の総括及び連絡調整に関すること。 
 二 教育課程の編成及び実施に係る専門的事項に関すること。 
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 三 入学者選抜方法に係る専門的事項に関すること。 
 四 学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。 
 五 学生の学籍に係る専門的事項に関すること。 
 六 外国人留学生の受入れに係る企画及び立案に関すること。 
 七 その他学務関係事務のうち重要な企画，調査並びに連絡調整に関すること。 
３ 教育支援係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学生課の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 
 二 学生課の公印の管守に関すること。 
 三 学生の募集及び入学者の選抜に関すること。 
 四 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 五 試験及び成績に関すること。 
 六 学生の入学，転科，進級及び卒業に関すること。 
 七 学生の休学，復学，留学，転学及び退学に関すること。 
 八 学業成績及び学生指導要録の管理に関すること。 
 九 学生の欠席及び欠課等に関すること。 
 十 大学への編入学に関すること。 
 十一 外国人留学生の受入れに関すること。 
 十二 聴講生，研究生及び科目等履修生に関すること。 
 十三 視聴覚教室及びＬＬ教室等教室の管理に関すること。 
 十四 本校への編入学に関すること。 
 十五 一般教科の事務に関すること。 
 十六 教科書及び教材，教具に関すること。 
 十七 学生の工場見学及び校外実習に関すること。 
 十八 学業成績及び卒業等の証明に関すること。 
 十九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 二十 その他，他の係の所掌に属さないこと。 
４ 学生支援係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学生の福利厚生に関すること。 
 二 学生の保健管理に関すること。 
 三 学生の課外活動に関すること。 
 四 学生のオリエンテーションに関すること。 
 五 校内の体育大会等の諸行事に関すること。 
 六 学生の連合行事に関すること。 
 七 学生の団体，集会，掲示及び出版物に関すること。 
 八 学生の賞罰に関すること。 
 九 福利施設及び合宿研修所に関すること。 
 十 日本学生支援機構及びその他育英奨学に関すること。 
 十一 入学料及び授業料等の免除及び徴収猶予に関すること。 
 十二 学生の旅客運賃割引証に関すること。 
 十三 学生の就職及びアルバイトに関すること。 
 十四 日本スポーツ振興センターに関すること。 
 十五 学生の諸証明（教育支援係及び生活支援係に関するものを除く。）に関すること。 
 十六 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十七 その他学生の厚生補導に関すること。 
５ 学生生活係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学寮の管理・運営に関すること。 
 二 学生の入寮及び退寮に関すること。 
 三 教員の学寮宿日直に関すること。 
 四 寮生の生活指導に関すること。 
 五 寮生の保健管理に関すること。 
 六 寮生の福利厚生に関すること。 
 七 学寮の諸経費の経理に関すること。 
 八 寮生の給食に関すること。 
 九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十 その他寮務に関すること。 
第１５条 第９条に定める技術専門員及び第１０条に定める技術専門職員及び技術職員において

は，技術センターの業務をつかさどる。 
２ 技術センターの業務については別に定める。 
 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料３－３－①－３ 

 

大分工業高等専門学校技術センター規程 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、教育研究に関する技術的業務を行う

ため技術センター（以下「センター」という。）を置く。 
 （業務） 
第２条 センターにおいては、次の各号に掲げる業務を遂行する。 
 一 学生の実験、実習及び卒業研究の技術的指導に関すること。 
 二 教員の教育研究活動の支援に関すること。 
 三 外部からの技術相談に関すること。 
 四 学生の課外活動の技術的指導に関すること。 
 五 センターに関係する機器の保守・管理に関すること。 
 六 新技術の開発に関すること。 
 七 その他センターに関すること。 
 （組織等） 
第３条  省略 
第４条  省略 
第５条  省略 
   附 則 
 この規程は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教育課程を展開するに必要な学生課の事務職員を適切に配置している。さらに総務課員の２名を学

科事務職員として配置し，教員の教育活動支援を優先的に行っている。また，技術職員は専門科目だ

けでなく一般科目の実験補助をも行う体制がとられており，効果的に機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 教員の活性化のため，在外研究員・内地研究員等への派遣を積極的に行っている。また，博士課程

社会人入学制度を利用し教員の学位取得を積極的に促進している。教員の採用並びに昇格は透明性の

高い状態で行われている。 

 （改善を要する点） 

 なし。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 教育の目的を達成するため，一般科目及び専門科目の教員は高等専門学校設置基準に基づいて適切

に配置されている。専攻科は学位規則に基づき大学評価・学位授与機構の認定を受けており，授業科

目担当教員は適切に配置され，より高度で実践的な技術者教育を行っている。教員の採用は原則公募

制であり，大分工業高等専門学校教員選考規程に従い，年齢，専門分野，実務経験，教育能力等を考

慮した選考が行われている。教員の教育活動に関する定期的な評価は FD 委員会が所轄し，授業アン

ケート，授業点検シート，自己評価点検・校務業績ポイント表の提出，教員相互や保護者による授業

参観等が行われている。また，その結果を受け，評価に対する適切な取り組みがなされている。編成

された教育課程を展開するために必要な事務職員も適切に配置されており，加えて４学科に対し２名

の学科事務職員を配置し，教員の教育活動支援を行っている。技術センターに所属する技術専門職員

及び技術職員は 15 名体制で実験，実習，研究活動等の支援を行っている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

 観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学

者選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の

基本方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明

確に定められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社

会に公表されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校は教育目的に沿い，準学士課程，４年次編入及び専攻科志願者に対し，入学者受入方針を設定

している。準学士課程入学者受入方針は，中学生に分かりやすい表現で募集要項に記載し（資料４－

１－①－１），県内の中学校，大分県教育委員会，大分市教育委員会，高専機構本部及び文部科学省

専門教育課に配付している。高専の趣旨と特徴を PR するために，毎年県下約 60 校の中学校訪問，県

下５箇所の入試説明会，７月に行うオープンキャンパス等で広報活動を展開し，上記資料を配布して

いる。準学士課程編入学の入学者受入方針は，準学士課程のそれに専門基礎力の項目を加え，これを

募集要項に記載し（資料４－１－①－２），工業高校，大分県教育委員会，大分市教育委員会，高専

機構本部に配付している。専攻科課程入学者受入方針は，募集要項に記載し（資料４－１－①－３），

全国の高等専門学校に配布している。また，本校ホームページの入試情報でも各々の募集要項が示さ

れ，本校教職員へは Web サイトでその周知を行っている（資料４－１－①－４）。Web サイトは外部

からもアクセス可能で，募集要項等の配布と合わせ，中学生も含め社会に公表している。 
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資料４－１－①－１ 

 

アドミッション・ポリシー 
 

（入学者受入方針） 
本校が求める生徒像は、次のとおりです。 

①本校の学習・教育目標を達成する意欲のある生徒 
②総合的に学力の高い生徒 
③実験や「ものづくり」に興味のある生徒 
④数学基礎力のある生徒 
 

教育理念 

人間性に溢れ国際感覚を備え、探究心、創造性、表現能力を有する技術者の育成 
 

学習・教育目標 

(A) 愛の精神：世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくしみの心
を身につける 

(A1) 自ら考える力を身につける 
(A2) 技術者としての倫理を身につける 

(B) 科学や工学の基礎：科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門工学の
基礎を身につける 

(B1) 数学、自然科学の力を身につける 
(B2) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 
 

(C) コミュニケーション能力：地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコミュニ
ケーションできる力を身につける 

(C1) 表現する力、ディスカッションする力を身につける 
(C2) 英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける 

(D) 技術者としてのセンス：創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメージ力を
身につける 

(D1) 探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける 
(D2) 協力して問題を解決する力を身につける 

(E) 専門工学の活用：専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを活用する力を身
につける 

(E1) 専門工学の知識を獲得する 
(E2) 工学の相互関連性を理解する 
(E3) 専門分野における研究開発の体験を通して問題を発見し、解決する力を身につける 

 

（出典：平成 19 年度入学生募集要項抜粋） 
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資料４－１－①－２

 
平 成 20 年 度 

 

編 入 学 生 募 集 要 項 

 

編入学案内 
出願書類添付 

 
願 書 受 付 期 間 平成 19 年 7 月 30 日（月）～8 月 3 日（金） 

検 査 日 平成 19 年 8 月 24 日（金） 

合 格 発 表 日 平成 19 年 8 月 29 日（水） 

 

国 立 
大分工業高等専門学校 

Ｏｉｔａ Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

 

〒870-0152 大分市大字牧 1666 番地 

電 話 (097) 552－6359（学生課教育支援係） 

ＦＡＸ (097) 552－6440（学生課） 

ホームページ http://www.oita-ct.ac.jp 

E-mail kshien@oita-ct.ac.jp 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 20 年度編入学生募集要項抜粋）

 

資料４－１－①－３ 

アドミッションポリシー 

（入学者受入方針） 

本専攻科が求める学生像は，次のとおりです。 

 

①本校の学習・教育目標を達成する意欲のある学生 

②本校の学習・教育目標を達成するために必要な学習履歴があり，一般及び専門の基礎学力を有する学生 

（略） 

 

（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項抜粋） 

編入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

本校が求める生徒像は，次のとおりです。 

①本校の学習・教育目標を達成する意欲のある生徒 
②総合的に学力の高い生徒 

③実験や「ものづくり」に興味のある生徒 
④数学基礎力のある生徒 
⑤専門基礎力のある生徒 
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資料４－１－①－４ 

 

  アドミッションポリシーに関するアンケート 

 

 

  本校では教育目的に沿って，準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生に対し
て，それぞれアドミッションポリシーを設定しています．皆さんへの周知度を調査するための質
問です．次の問いに答えてください． 

 
１．所属と本校在籍年数をご記入ください 
           所属（           ） 大分高専在籍年数（  ） 
 
２．アドミッションポリシーは何処に明示されているでしょうか．次の中から複数選んでくださ

い． 

   モニュメント  学生募集要項  本校ホームページ   学校要覧 

 
３．準学士課程入学生に対するアドミッションポリシーにあるのはどの項目でしょうか， 

次の 10 個の中から 4 つ選んでください． 
・ 本校の学習教育目標を達成する意欲のある生徒 
・ 遊ぶことが好きな生徒 
・ 総合的に学力の高い生徒 
・ なんでも一人でやろうとする生徒 
・ 将来大分県で活躍したいと考えている生徒 
・ 実験や「ものづくり」に興味のある生徒 
・ 大学進学を目指している生徒 
・ 数学基礎力のある生徒 
・ 忍耐力のある生徒 
・ スポーツが好きな生徒 

 
４．準学士課程編入学生に対するアドミッションポリシーは準学士課程入学生に対するアドミッシ

ョンポリシーに一項目加えた形となっています．それは次のうちどれか選んでください． 
 

・ 専門基礎力がある生徒         ・高専生となるにふさわしい生徒 

・ 工業高校で優秀な成績を修めた生徒   ・専攻科進学を希望する生徒 

 
５．専攻科入学生に対するアドミッションポリシーは入学者受け入れ方針として専攻科入学案内の
中に掲げられています．知っていましたか？ 
 

 知っていた．   知らなかった．  興味が無い． 
 

以上 ご協力有難うございました． 
 

（出典：入試委員会資料 アドミッションポリシーに関するアンケートと集計結果） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校では入学者受入方針を明確に定め，教職員及び社会に公表，周知している。 

アンケート数 35 
教  員  10 名 
非常勤教員  1 名 
事務職員  21 名 
技術職員   4 名 

正当率 100％

正当率 94％ 

正当率 86％ 

正当率 100％

正当率 86％ 

正当率 77％ 

正当率 66％ 

正当率 97％ 
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 観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程１年次の入学検査は，推薦及び学力選抜がある。推薦選抜では中学校長の推薦者に対し

て面接，推薦書，調査書を併せて評価し合格者を決定する。推薦基準は募集要項に明記している（資

料４－２－①－１）が，学校説明会等で入学者受入方針に合致した生徒の推薦を依頼している。推薦

選抜では調査書で総合学力を評価するとともに，面接では，学習意欲やものづくりへの興味，数学基

礎力を問う口頭試問を行う等，入学者受入方針に沿う選抜を行っている（資料４－２－①－２）。学

力選抜は，学力試験と調査書の合計点を基本データとし合格者を決定している。選抜法は，入学者選

抜方式（資料４－２－①－３）に規定しており，入学者受入方針②の総合的基礎学力の高い学生の選

抜に重点が置かれるが，特に数学の成績が低い場合は不合格とする等，入学者受入方針④を考慮して

いる。合格判定後行う内定者面接では，学習意欲やものづくりに対する興味を問い（アドミッション

ポリシー①，③），合格適任者の確認を行っている。合格者決定は学校運営委員会と教員会議で公正

に行っている。 

 準学士課程４年次への編入学検査は，出願資格（資料４－２－①－４）を満たし，高等学校長から

推薦を受けた者に対し，数，英，専門の学力試験及び面接を行い，学校運営委員会と教員会議で合格

者を決定している（資料４－２－①－５）。編入学生は，システムデザイン工学プログラム履修対象

者の選抜であり，そのために必要な基礎能力（専門知識を含む）の有無（アドミッションポリシー②，

④，⑤）を判定している。このため，普通科高校からの編入学は認めておらず，本校各学科と同系統

の工業及び農業高校の所属学科出身者で，入学時に必要とされる知識・能力を有する学生のみを受け

入れている。面接試験では入学者受入方針①と③を評価している（資料４－２－①－６）。 

 専攻科の入学検査は，推薦選抜，学力選抜，社会人特別選抜がある。これらの合否判定は，専攻科

運営委員会で行う。入学者受入方針②は入学試験前の提出書類で事前に判断し，入学者受入方針①は，

調査書及び学力試験で判断している。推薦選抜は，面接（専門科目等に関する口頭試問を含む），調

査書，推薦書を総合的に評価し判定している。学力選抜は，検査の成績，面接（専門科目に関する口

頭試問を含む），調査書を総合的に評価し判定している。社会人特別選抜は，面接（専門科目等に関

する口頭試問を含む），調査書，業績調書を総合的に評価し判定することになっている（資料４－２

－①－７）。各選抜試験においての選抜基準を明確に決めて（資料４－２－①－８），公正な選抜試

験を行っている。ただし，社会人特別選抜についてはこれまでに志願者が出ていない。 

 

資料４－２－①－１
Ⅳ推薦による選抜 
１推薦人員 
  各学科に推薦できる人数は、若干名とします。 
  その他、さらに本校から推薦を依頼することがあります。 
２出願資格 
  推薦による入学を志願できる者は、平成 19 年３月に中学校を卒業見込みもしくは中等教育学校の前期課程を

修了見込みの者で、次の要件を満たし、在籍する学校長（以下、「出身学校長」という。）が責任をもって推
薦できる者とします。 

（1）人物が優れていて健康であり，本校に入学する意志が強固で、合格が内定した場合は必ず入学する者 
（2）中学校もしくは中等教育学校の前期課程における 3 年間の 9 教科学習成績 5 段階表芸の総計が 114 以上の者 
   なお、３年の成績は２学期までのものとします。 
 

（出典：平成 19 年度学生募集要項抜粋）
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資料４－２－①－２ 

 

面接実施方法（本科推薦入学） 
 
１．面接について 
 
面接の平準化を図るため，受験生に対して，次の評価項目から総合的に判断する。 
 

評価項目 着眼点 

① 志望理由 
 
 

② ものづくりに対する興

味，関心，知識，経験 

 
 
 

③ 課外活動等 
(授業以外で取り組んだ事
柄，クラス内の各種係，委員
会，クラブ活動，生徒会，ボ
ランティア，地域活動など) 

 

④ 全般的なこと 

 
 
 
 

⑤ 数学基礎力  

 
大分高専のアドミッションポリシー 
  ① 本校の学習・教育目標を達成する意欲のある生徒 
  ② 総合的に学力の高い生徒 
  ③ 実験や「ものづくり」に興味のある生徒 
  ④ 数学基礎力のある生徒 

 

（出典：学生課資料 推薦入学（本科）選考要領申し合わせ抜粋） 
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資料４－２－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料 入学者選抜方式） 
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資料４－２－①－４

 

平成 20 年度大分工業高等専門学校編入学生募集要項 

 
 1 編入学を実施する学科･募集人員及び編入学年 

学 科 募集人員 編入学年 

機 械 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

制 御 情 報 工 学 科

都市システム工学科

若 干 名 第 ４ 学 年 

 
 2 出 願 資 格 
 次の各号に掲げる者で、出身学校長が本校の教育に適するものと認めて推薦する者 
  (1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者で下記 3 志望学科の条件を満たす者 
  (2) 平成20年3月31日までに前号に該当する見込みの者 
 
 3 志 望 学 科 
 志望学科は出身校における所属学科と同系であること。 
 同系とは、機 械 工 学 科………機械科及び機械系の科 

      電 気 電 子 工 学 科………電気科、情報電子科、電子科、その他の工業系で電気･電子･情報系の科

      制 御 情 報 工 学 科………情報電子科、電子科、電気科、その他の工業系で情報･電気系の科 

      都市システム工学科………土木科、農業土木科、造園土木科、建築科、建設科等 

 

（出典：平成 20 年度編入学学生募集要項抜粋）

 

資料４－２－①－５ 

 

平成１７年度第４回入学試験委員会議事概要（抜粋） 

 
 
 日   時 ： 平成１７年７月１日（金） 16：10～17：10 
 場   所 ： 会議室 
 出 席 者 ： 大石教務主事(委員長)，武口寮務主事，佐野学生主事補(代) 
         加藤 M 科主任，佐藤 E 科主任，金田 S 科主任，島田 C 科主任， 
         峯本文系主任，瀧川理系主任，小森専門員，梅本教務係長 
 欠 席 者 ： 園田事務部長，河野学生課長 
 
 
 議   題 
 ３．その他 
 ① 編入学試験関係について，別添機構通知分に基づき説明があり，教務主事から試験問題の内

容・範囲が現行の高等学校学習指導要領に準拠するよう注意があった。 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

（出典：入試実施委員会資料） 
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資料４－２－①－６

 

面接実施方法（編入学試験） 

 
１．面接について 
 

面接の平準化を図るため，受験生に対して，次の評価項目から総合的に判断する。 
 

評価項目 着   眼   点 

志望に関しての評価 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

人物総合評価 

  

 
大分高専編入学生受入のアドミッションポリシー 
  ① 本校の学習・教育目標を達成する意欲のある生徒 
  ② 総合的に学力の高い生徒 
  ③ 実験や「ものづくり」に興味のある生徒 
  ④ 数学基礎力のある生徒 
  ⑤ 専門基礎力のある生徒 

 

（出典：学生課資料 編入学試験（本科）選考要領申し合わせ抜粋）
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資料４－２－①－７ 
 

３．選抜方法及び出願書類 

 
Ａ．学校長推薦による選抜 
（１）出願資格 

出願できる者は，平成 20 年 3 月に高等専門学校を卒業見込みの者とする。 
（２）選抜方法 

面接（専門科目等に関する口頭試問を含む）及び出願書類により総合判定する。 
（３）出願に最低限必要な書類 

後述の「4.5 出願に必要な書類等」を参照のこと。（番号は同欄に対応している。） 
①入学願書 ②調査書 ③写真票 ④受験票 ⑤卒業見込証明書 ⑥成績証明書 
⑧推薦書 ⑪入学検定料 ⑫受験票返信用封筒 ⑬あて名票 

（４）学校長推薦による選抜の結果，合格とならなかった場合の取り扱い 
学校長推薦による選抜の結果，合格とならなかった場合で，学力検査による選抜の受験を
希望するときは，再度，出願の手続きを行うこと。なお，再出願する場合は，②調査書の
提出は必要ない。 

 
Ｂ．学力検査による選抜 
（１）出願資格 

出願できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
（B-1）高等専門学校を卒業した者，もしくは平成 20 年 3 月に高等専門学校を卒業見込みの者 
（B-2）短期大学を卒業した者，もしくは平成 20 年 3 月に短期大学を卒業見込みの者 
（B-3）専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 82 条の 10 の規定により大学に

編入学することができる者，もしくは平成 20 年 3 月に専修学校を修了見込みの者 
（B-4）外国において，学校教育における 14 年の課程を修了した者，もしくは平成 20 年 3 月

に同課程を修了見込みの者 
（B-5）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，

当該外国の学校教育における 14 年の課程を修了した者，もしくは平成 20 年 3 月に同課程
を修了見込みの者 

（２）選抜方法 
学力試験，面接（専門科目等に関する口頭試問を含む）及び出願書類により総合判定す
る。 

（３）出願に最低限必要な書類（後述の「4.5 出願に必要な書類等」を参照のこと。番号は同欄
に対応している。） 
①入学願書 ②調査書 ③写真票 ④受験票 ⑤卒業証明書又は卒業見込証明書 
⑥成績証明書 ⑪入学検定料 ⑫受験票返信用封筒 ⑬あて名票 

 
Ｃ．社会人特別選抜 

（１）出願資格 
出願できる者は，次の各号の一に該当し，出願時において企業等に 1 年以上在籍した経験
のある者とする。 

（C-1）高等専門学校を卒業した者 
（C-2）短期大学を卒業した者 
（C-3）専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 82 条の 10 の規定により大学に

編入学することができる者 
（C-4）外国において，学校教育における 14 年の課程を修了した者 
（C-5）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，

当該外国の学校教育における 14 年の課程を修了した者 
（２）選抜方法 

面接（専門科目等に関する口頭試問を含む）及び出願書類により総合判定する。 
（３）出願に最低限必要な書類（後述の「4.5 出願に必要な書類等」を参照のこと。番号は同欄

に対応している。） 
①入学願書 ②調査書 ③写真票 ④受験票 ⑤卒業証明書 ⑥成績証明書 ⑨業績調書 
⑩受験承諾書(入学後も企業等に在籍する者のみ)  ⑪入学検定料 
⑫受験票返信用封筒  ⑬あて名票 

 

（出典：平成 20 年度専攻科学生募集要項抜粋） 
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資料４－２－①－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料 専攻科入学試験選抜基準） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程１年次への入学者選抜は，推薦選抜と学力選抜により行い，推薦選抜では口頭試問で入

学者受入方針に沿う質問を行い，本校の求める学生の受入を目的に総合的に判定をしている。学力選

抜も，入学者受入方針に沿う数学力と総合的学力の高い学生を合格させる努力を行っている。学力試

験合格内定者に対し面接を行い，求める人材であるかを確認する体制を取っている。また，準学士課

程４年次編入学検査及び専攻科入学検査も入学者受入方針に沿い適切な学生の受入方法を採用してお

り，入学者選抜が適切に実施されている。 
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 観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てて

いるか。 

 （観点に係る状況） 

 入学者受入方針に沿わない学生が入学した場合，留年や進路変更で卒業に至らない場合が多いこと

から，準学士課程を５年間で卒業，専攻科課程を２年間で修了する学生数が，入学者受入方針に沿う

学生受入の検証となる。準学士課程１年次の入学選抜，準学士課程４年次への編入学選抜は入試実施

委員会で，専攻科入学選抜については専攻科運営委員会で改善方法を検討し，入学試験に対する改革

を行っている（資料４－２－②－１）。また，推薦選抜で準学士課程に入学した学生と学力選抜され

た学生の成績の比較や，推薦選抜で不合格となった学生の学力選抜での成績等の解析で，推薦選抜方

法の適切性を検討している（資料４－２－②－２）。推薦選抜導入当初は，推薦選抜で受け入れた学

生の中から成績不良者が出る等の問題が発生したが，面接及び調査書を総合し審査員の主観で順位付

けする選考方法を，調査書，面接及び数学の口頭試問に加え作文を全て点数化し総合判定の材料とす

る等，面接審査要領等の改革を行い，近年では推薦選抜で選抜された学生が成績上位を占める割合が

増加している（資料４－２－②－３）。学力選抜では，１・２年次における数学達成度試験と入学試

験の点数の比較や入学試験の成績と４年次の成績比較等を行っているが，入学試験の成績との相関は

明確でなく，これに基づく入試改革は行っていない（資料４－２－②－４）。以前は，複雑な計算に

基づく選抜方法で，学力試験の成績が低い学生ほど調査書点の割合が高くなっていたが，中学校の調

査書が相対評価から絶対評価へと変わったことを受け，平成 17 年度入学試験より総合評価に占める

調査書点の割合を引き下げ，一定の割合とした。入試改革とともに年間を通じた留年退学者の数は減

少傾向にある（資料４－２－②－５）。準学士課程４年次への編入学生は人数が少なく，学習・教育

目標の達成度については各専門学科で注目している。編入学試験の成績等については科内会議でも検

討し，入学試験の出題範囲や問題の難易度等の改善を行っている（資料４－２－②－６）。 

 専攻科受験生は殆どが本校出身者で，５年担任や卒業研究指導教員が入学者受入方針に合致してい

る学生であることを把握し，進路指導を行っている。入学後は専攻主任や特別研究指導教員が各々の

学生の学習・教育目標の達成度を把握し（資料４－２－②－７），入学者選抜方法の改善に役立てて

いる。例えば，学習・教育目標達成基準の一つである TOEIC テストの達成では，専攻科１期生の達成

状況が思わしくなかったことを受け，学力選抜試験時に目標を達成している学生に対し英語の試験を

免除する等の改善を行った（資料４－２－①－８）。 
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資料４－２－②－１ 

 

入学者選抜試験に関する規則変更履歴 

 

 入学 
年度 

変   更   内   容 

１７  

１６  

１８  

１８  

１８  

準学士課程 
推薦選抜試験 

１９  

１７  

１７  
準学士課程 
学力選抜試験 

１７  

１８  

１８  

１８  

準学士課程 
編 入 学 生 
選 抜 試 験 

１８  

１７  

１７  

１８  

１８  

専攻科入学生 
選 抜 試 験 

１９  

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 
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（出典：入試委員会資料 推薦入試志願者の合否と学力試験での成績）

 

資料４－２－②－３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 推薦選抜入学者の成績分布 1 年次成績と 4 年次成績 
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図２ 入学年度別 推薦選抜入学者の 1 年次成績分布 
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（出典：入試委員会資料 推薦入学生の成績） 
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資料４－２－②－４ 

 

入試委員会資料   
平成 15 年度学力選抜成績と 4 年次の成績の関係 

入学試験成績，内申成績および各教科の成績ともに 4 年次の成績との相関は薄い． 
また，3 年までに留年または退学する学生の成績との相関も見出すことは出来ない． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１　入試成績と4年次の成績比較
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図2　内申点と4年次の成績比較
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図3　理科偏差値と4年次の成績比較
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図4　英語偏差値と4年次の成績比較
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図5　数学偏差値と4年次の成績比較
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図6　国語偏差値と4年次の成績比較
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図7　社会偏差値と4年次の成績比較
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（出典：入試委員会資料 ４年次の成績と学力入試順位） 
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資料４－２－②－５

 

留年・退学者数の推移
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（出典：学生課資料 留年及び退学者数の推移）

 

資料４－２－②－６ 
 

平成 19 年度 第 2 回機械工学科科内会議概要 
 

日時・場所 平成 19 年 4 月 20 日 9：55～10：20   小会議室 
欠席者 那賀，中道， 途中退出者 なし 

 
１．平成 18 年度入学編入学生の評価と平成 20 年度編入学生募集要項の検討（資料あり） 
 
○学力検査項目－専門科目Ⅰ，Ⅱの区分と内容の確認 → 工業高校の学習指導要綱が改訂されていない
こと（エビデンスはないが科主任の調査範囲）から変更する必要性はないと判断した． 
 
◎アドミッションポリシーに合致した編入学生が入学しているかの検証が必要 

編入学生の追跡調査（資料あり）から検討した．資料に示す追跡学生において編入学生の留年生が皆無
であること，在籍中の編入学生 1 名と昨年度の卒業生 1 名に問題がないこと（会議に出席した機械工学科
教職員の判断）の２点より現在の学力試験の内容を変更する必要性はないと決定した． 
 
２．施設整備計画委員会報告（資料あり） 
現状の報告が行われた． 
 
３．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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平成 19 年度 第 4 回科内会議議事概要 
 

日 時：平成 19 年 4 月 20 日（金）12：10～12：40 
場 所：S 科会議室 
出席者：鶴沢（科主任），岡，青木，丸木，靍，嶋田，プロハースカ，徳尾，松本，手島 
欠席者：金田 

記録者：松本（承認：科主任） 
 
議題 
１．協議事項 
（１）編入学募集要項の改訂について（鶴沢） 
編入学募集要項の改訂に関して協議した結果、以下のとおり決定した。 
専門の試験科目は、従来どおりとする。なお、「専門科目Ⅰ」の「プログラミング」に関して、受験者
の選択を見て BASIC 言語を盛り込むかを今後検討する。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・ 
 
（２）編入学生の受け入れについて（鶴沢） 
これまでの編入学生の成績について協議した結果、特に問題なく卒業しているため、これからも従来ど
おりに編入学試験を実施し、積極的に編入学生を受け入れることが確認された。 
 

 

（出典：科内会議資料） 
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資料４－２－②－７ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 実際に入学者受入方針に沿う学生受入の検証は主に学生の成績を基づいて行っている。すなわち，

成績順位，入学者が５年間で準学士課程を卒業または２年間で専攻科課程を修了できるか検証し，そ

の結果を入学者選抜の改善に役立てている。 
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 観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，または大幅に下回る状況になってい

ないか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入

学定員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程の選抜試験で学力試験合格者の面接を県立高校の入学試験日に行い，県立高校を第一希

望とする中学生は受験できないシステムになっている。そのため，入学辞退者はほとんどない状況に

あり，推薦選抜と学力選抜の合計合格者数は定員とほぼ同数となっている。学力選抜判定で合否の境

界に同点の学生がいる場合は対象者全員を合格としているので合格者数が定員を１～２名超す年もあ

る。入学辞退者が出て定員を下回るような場合は学力試験の上位者を追加合格者として入学させてお

り，入学者が定員を大幅に越えるまたは下回る状況にならない。編入学者数についても，毎年各科４

名以内であり，３年生までに進路変更等で退学していく学生数を上回ることは無く，総入学定員を大

幅に超えない（資料４－３－①－１）。専攻科入学者数は，過去４年間で 18 名～23 名となっており，

最大でも定員の 1.5 倍を上回ることはない（資料４－３－①－２）。また，平成 16 年度は電気電子

情報工学専攻で定員を超える合格者を出したが，入学者数は定員より２名不足する状況になった。そ

の後，他大学との併願状況等を考慮した進路指導を行うことで定員を下回ることがなくなった。この

例を除けば，専攻科では定員を上回る学生が入学しているが，十分な教員組織，教育体制により対応

が出来ている。学位授与機構が行う専攻科生の学位取得試験での専攻科生の合格率は 98％であり，

十分な教育指導が出来ていることの現れである。 



大分工業高等専門学校 基準４ 

 - 160 -

 

資料４－３－①－１ 

 

準学士課程入学試験と入学者の推移 

入学年度 学   科 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

機 械 工 学 科 78 78 43 (3) 42 (3)

電 気 電 子 工 学 科 69 69 40 (2) 40 (2)

制 御 情 報 工 学 科 91 91 41 (11) 40 (11)

都市システム工学科 85 84 40 (14) 40 (14)

17 

計 323 322 164 (30) 162 (30)

機 械 工 学 科 63 63 40 (1) 40 (1)

電 気 電 子 工 学 科 73 73 40 (0) 40 (0)

制 御 情 報 工 学 科 85 84 41 (6) 40 (6)

都市システム工学科 52 52 41 (12) 40 (11)

18 

計 273 272 162 (19) 160 (18)

機 械 工 学 科 97 97 42 (1) 42 (1)

電 気 電 子 工 学 科 84 84 42 (2) 41 (2)

制 御 情 報 工 学 科 79 79 41 (16) 41 (16)

都市システム工学科 77 77 41 (12) 41 (12)

19 

計 337 337 166 (31) 165 (31)
 

※（ ）は女子で内数 

準学士課程編入学試験と入学者の推移 
 

入学年度 学   科 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

機 械 工 学 科 1 1 1 1 

電 気 電 子 工 学 科 5 5 1 0 

制 御 情 報 工 学 科 3 3 3 1 

都市システム工学科 6 6 2 0 

17 

計 15 15 7 2 

機 械 工 学 科 2 2 1 1 

電 気 電 子 工 学 科 6 6 3 2 

制 御 情 報 工 学 科 5 5 2 1 

都市システム工学科 2 2 2 1 

18 

計 15 15 8 5 

機 械 工 学 科 4 4 3 1 

電 気 電 子 工 学 科 2 2 1 1 

制 御 情 報 工 学 科 5 5 4 1 

都市システム工学科 9 9 6 4 

19 

計 20 20 14 7 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－３－①－２ 

 

専攻科入学者選抜試験の状況 
 
年度  推薦合格 学力志願者 学力合格者 社会人 計 定員 入学者数

M   4 (1) 4 (1)  4

Ｃ   6 (3) 6 (3)  6
機械・環境システム 

工学専攻 

Ｓ   1  1   1

計    11 (4) 11 (4)  

11 (4) 8 

11

Ｅ   8  8   8
電気電子情報工学専攻 

Ｓ   4 (1) 4 (1)  3

計    12 (1) 12 (1)  

12 (1) 8 

11

15 
 

第 
１ 
回 

合     計    23 (5) 23 (5)  23 (5) 16 22

M 4  3  2   5

Ｃ 4  5 （1） 2 (1)  6
機械・環境システム 

工学専攻 

Ｓ 1 (1) 0  0   1

計  9 (1) 8 （1） 4 (1)  

13 (2) 8 

12

Ｅ 2  8  7   5
電気電子情報工学専攻 

Ｓ 1  2  0   1

計  3  10  7   

10  8 

6

16 

合     計  12 (1) 18 (1) 11 (1)  23 (2) 16 18

M 3 *4 4  3   4

Ｃ 6 (1) 2  1   7
機械・環境システム 

工学専攻 

Ｓ      0

計  9 (1) 6  4   

13 (1) 8 

11

Ｅ 2  7  5   3
電気電子情報工学専攻 

Ｓ 5  1 (1)   5

計  7  8 (1) 5   

12  8 

8

17 

合     計  16 (1) 14 (1) 9   25 (1) 16 19

M 5  3  3   7

Ｃ 6  2 (1)   6
機械・環境システム 

工学専攻 

Ｓ      0

計  11  5 (1) 3   

14 (1) 8 

13

Ｅ 3  5  3   3
電気電子情報工学専攻 

Ｓ 6 (1) 5  2   6

計  9 (1) 10  5   

14  8 

9

18 

合     計  20 (1) 15 (1) 8   28 (1) 16 22

M 4  5  1   5 

Ｃ 4 (3) 1  2   5(3)
機械・環境システム 

工学専攻 

Ｓ       

計  8 (3) 6  3   

11 (3) 8 

10(3)

Ｅ 5  2  2   7 
電気電子情報工学専攻 

Ｓ 1  4 (1) 4 (1)  2 

計  6  6 (1) 6 (1)  

12 (1) 8 

9(0)

19 

合     計  14 (3) 12 (1) 9 (1)  23 (4) 16 19(3)

 

（出典：学生課資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程では，適正な入学定員の確保が出来ている。専攻科では入学者が定員よりも若干多くな

っているが，十分な教育指導体制をとることが出来ている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 全ての受入試験において，募集要項及び本校ホームページ上で入学者受入方針を公開しており，各

方面に周知している。入学者選抜では入学者受入方針に沿った方法となるように改善を重ねている。 

 （改善を要する点） 

 課程途中で進路変更のため本校を退学していく学生数を，さらに減らす努力が必要である。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校は教育目的に沿い，準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生に対し，それぞれ

入学者受入方針を設定している。準学士課程入学生の入学者受入方針は，中学生にも分かる表現を用

い，入学生募集要項に記載するとともに，直接中学校を訪問し説明を行っている。準学士課程編入学

の入学者受入方針は，準学士課程のそれに一項目加える形で編入学生募集要項に記載し，工業高校，

大分県教育委員会，大分市教育委員会，国立高等専門学校機構本部に配付している。専攻科入学生の

入学者受入方針は，募集要項に記載し，全国の高等専門学校に配布している。入学試験は準学士課程，

準学士課程編入学，専攻科ともに,入学者受入方針に沿った学生を受け入れるための配慮をし実施し

ている。入学試験の検証は入試委員会で行い，これを基に入学者選抜の改善を行っている。準学士課

程の選抜試験で学力試験合格者の面接を県立高校入学試験日に設定し，県立高校を第一希望とする中

学生は受験できないシステムにしている。そのため，入学辞退者はほとんどいない状況にあり，推薦

選抜と学力選抜の合計合格者数は定員とほぼ同数である。入学辞退者が出て定員を下回る場合は学力

試験の上位者を追加合格者として入学させており，入学者が定員を大幅に超える，または下回る状況

にならない。専攻科は，定員を上回る学生が入学しているが，十分な教員組織，教育体制により対応

ができていることは，学位授与機構が行う学位取得試験における本校専攻科生の合格率が 98％であ

ることで証明されている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

 観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）さ

れ，教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として

教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものにな

っているか。 

 （観点に係る状況） 

 学則に掲げた教育の目的（資料５－１－①－１）に従い，準学士課程の学習・教育目標を設定して

いる（資料５－１－①－２）。一方学科ごとに育成目標（資料５－１－①－３）を掲げ，技術者育成

に必要な科目を編成し，学習・教育目標達成に必要な科目を配置（資料５－１－①－４）し，必修及

び選択科目を設けている（資料５－１－①－５）。一般科目を主に低学年に配当して教養と基礎知識

を修得し，高学年で専門科目を多く学習させている。低学年に配置される専門科目は導入教育と位置

づけ，興味を持たせることを重視している。学年進行で基礎科目学習が進み，専門科目を増やすこと

で専門知識を系統だて無理なく学習できる。一般科目と専門基礎科目は大部分が必修科目である。４，

５年の専門科目は専門知識を広げるため選択科目が設けられ,この２年間で修得すべき単位数が規定

されている（資料５－１－①－６）。 

 シラバスでは授業科目系統図（資料５－１－①－４）で，学習・教育目標との関連を明記し（資料

５－１－①－７），具体的達成目標を設定して授業内容を説明しており，これを見れば学習・教育目

標と関連達成目標が理解できる。その他自己点検欄が設けられ，定期試験後の解説で理解度と目標の

達成度が判断できる。 

 

資料５－１－①－１ 

 
大分工業高等専門学校学則 

 

   第１章 本校の目的 

（目的） 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授

し，職業に必要な能力を育成し，心身ともに健康な技術者を養成することを目的とする。 

（以下省略） 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－１－①－２

 

学習･教育目標 

 

 標語 目標 サブ目標 
準学士課程において 

達成すべき具体的な目標 
専攻科課程において 

達成すべき具体的な目標 

A-1 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 物事を多面的に考察するために必
要な基礎知識を有すること  

(2) 論理的に自らの考えを構築するこ
とができること 

(1) 自然や人間の活動を地球的視点か
ら多面的に考察するために必要な基
礎知識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考
えを構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと
自らの考えとを区別できること 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養，自ら考える
力，いつくしみ
の心を身につけ
る 

A-2 
技術者としての倫理
を身につける 

(1) 人や自然・社会が相互につながり
合っていることを理解していること

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立
場に立って考えることができること

(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や
効果を理解していること 

(2) 技術者が社会に対して負っている
責任について理解していること 

B-1 
数学，自然科学の力
を身につける 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然科学の基本的な問題が解ける

こと 

(1) 数学の基本的な問題が解けること
(2) 自然現象の本質を問う問題が解け

ること 
Ｂ 

科学や工学
の基礎 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学，自然科
学，情報技術，
専門工学の基礎
を身につける B-2 

情報技術，専門工学
の基礎を身につける

専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

C-1 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように表現できること 

自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

Ｃ 
コミュニケ
ーション能
力 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して，多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

C-2 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単な作文ができること 

英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

D-1 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を
行い、問題を分析することができる
こと 

(2) ものやシステムを創造するために
結果をイメージして、その結果を得
るための方法やシステムなどをデザ
インすることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができ
ること 

Ｄ 
技術者とし
てのセンス 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き，探究心，
分析力，イメー
ジ力を身につけ
る 

D-2 
協力して問題を解決
する力を身につける

チームで問題に取り組む体験を得る
こと 

(1) 問題をチームで解決する体験を得
ること 

(2) 問題解決を分担化し、自らの分担
を見定めて行動できること 

E-1 
専門工学の知識を獲
得する 

 
自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

E-2 
工学の相互関連性を
理解する 

 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑な
つながりによって成り立っているこ
とを理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野
について基礎的な知識を有している
こと 

Ｅ 
専門工学の
活用 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し，これを活
用する力を身に
つける 

E-3 

専門分野における研
究開発の体験を通し
て問題を発見し，解
決する力を身につけ
る 

 

自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

 

（出典：Ｗｅｂページ）
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資料５－１－①－３ 

 

機械工学科 

 機械工学は科学技術立国日本のも のづく り を 支え る 基盤の学問です。生活の回り にある も のは全て機械工 
学の技術を 通し て生産さ れたも のと いえ ま す。機械工学で学ぶ技術と し ての学問は大き く 分けて 5 つあり ま
す。それは、(1)機械の動き を 解析・制御する 技術，(2)材料を う ま く 利用する 技術，(3)加工や製作の技術，(4)
熱やエネ ルギーを 利用する 技術，(5)水や空気の流れを 利用する 技術、です。こ れら を 統合し て 社会に 役立つ
も のを 設計・製作する のが機械工学です。本校の機械工学科では、こ れら の学問が実習や実験など の体験と
と も に 身に 付く よ う に 工夫さ れ、頭と 体の動く エン ジ ニア 育成に 努めて いま す。ま た、技術の発達に 対応す
る ため、情報処理技術等の基礎工学に 力を 注ぐ 一方、卒業研究での研究活動で問題解決能力や創造性を 養う
努力を 行っ ていま す。 
 近年の科学技術の発展は目覚し く 、学校教育の追随を 許さ ない状況に あり ま す。本校機械工学科では、幅
広い学問と 豊富な実験実習で、最先端技術を 含むど のよ う な分野に も 対応でき る 人材を 育成し ていま す。 実
践的かつ創造力に富み、個性と 人間性豊かなオールマイ ティ ーな技術者を 育てる よ う に 心がけていま す。 

 

電気電子工学科 
 昨今、エレ ク ト ロニク ス や情報通信技術の進歩は著し く 、工場では高度に 自動化・省力化さ れた自動機械
やフ ァ ク ト リ ー・オート メ ーシ ョ ン （Ｆ Ａ ）が一般化し て いま す。一方、我々の家庭に おいて も パソ コ ン 、
ゲーム機から 携帯電話に 至る ま で様々な電子機器に 取り 囲ま れて おり 、それら 無く し て はも はや生活ができ
ない状態に なっ て いま す。こ のよ う な高度情報化社会や自動化・省力化工業・生産技術を 支え る 基盤技術は
エレ ク ト ロニク ス 技術です。 
 電気電子工学科ではこ の「エレ ク ト ロニク ス 」を 中心に 「エネルギー」、｢情報・通信」と いう 分野に わた
っ て 、広く 基礎知識や技術力を 修得する と 共に 、演習・実験を 通し て 応用力も 身に 付ける こ と を 狙いと し て
いま す。 
 電気電子工学科では「電気電子分野に おける 創造的な技術者を 」と いっ た産業界から のニーズに 応え る た
めに、5 年間の一貫教育を 通し て、理論及び実践の両面に優れた卒業生を 輩出する よ う 努力を 重ねていま す。 
 学生は一般科目と 並行し て先ず電気の基本的な理論を 学び、その後よ り 高度な｢エレ ク ト ロニク ス 」や「エ
ネルギー」、[情報・通信」、その他の関連し た分野の学習へと 進んでいき ま す。上級生に なる と 、卒業研究
や企業、大学、研究機関と の共同研究開発や工場見学・実習など を 通し て 、産業界や大学の第一線で十分に
活躍できる よ う 実践的な知識を 身に付けていき ま す。 

 

制御情報工学科 
 近年、内外に おいて 情報技術の発達に はめま ぐ る し いも のがあり 、その対応のための技術者の不足が言わ
れて いま す。制御情報工学科はこ のよ う な社会の要求と 時代の流れに 即応すべく 、幅の広い情報技術を 習得
し 、卒業後に さ ま ざま な分野で活躍でき る 技術者を 養成する こ と を 目的と し て いま す。情報工学を 中心に 、
その基礎と なる 工学基礎を 学び、資格試験に も 力を 入れ、技術立国の根本と なる 「も のづく り 教育」に 目を
向け、卒業後に は社会の即戦力と なる 技術を 身に つけさ せま す。こ のよ う に 急速な技術革新の推進力と なり
う る 柔軟な発想に富んだ技術者の育成を めざし ていま す。 

 

都市システム工学科 
 都市シ ス テム （土木）工学は、現代文明社会を 支え る ための生活環境・社会資本の整備及び国土保全を 目
的と する 学問です。土木事業と し て 、交通施設（道路、鉄道、港湾、空港など ）、都市施設・環境保全（上
下水道、河川、地下鉄、公園など ）、防災・資源開発（治水、砂防、水資源など ）等、市民の日常生活に 関
係の深い各種の公共事業が行われていま す。 
 「東京湾ア ク ア ラ イ ン 」や「明石海峡大橋」など の例が示すよ う に 、日本の土木技術は世界に 誇る 水準に
あり ま す。ま た県内に おいて も 、別府明礬橋で知ら れる 「九州横断自動車道」や「東九州自動車道」、水資
源開発のための「大山ダム 」のよ う な大規模土木事業や町内の「下水道工事」のよ う な身近な土木事業が実
施さ れて、地域の振興に 貢献し ていま す。 
 本校都市シ ス テム工学科に おいて は、行政の立場から 事業を 企画する 技術者、設計を 担当する 技術者、又
は建設工事に 従事する 技術者など 、ど のよ う な立場の技術者に も なれる よ う に 、コ ン ピュ ータ 教育を 含む基
礎及び専門の教育を 行っ て いま す。ま た卒業後に 地域で郷土の開発に 従事する 技術者及び広く 国内・海外で
も 活躍出来る 有能な技術者を 養成する こ と を 目標と し ていま す。 

 

（出典：学校要覧 各学科の紹介） 
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資料５－１－①－４
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（出典：シラバス 各学科授業科目系統図）
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資料５－１－①－５

学年別単位配当（平成 19 年度入学生） 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計(%) 

必修科目単位 28 26 16 10 3 83(95%)

選択科目単位 0 0 0 0 4 4( 5%)一 般 科 目 

計 28 26 16 10 7 87 

必修科目単位 7 8 17 26 21 79(91%)

選択科目単位 0 0 0 0 8 8( 9%)機 械 工 学 科 

計 7 8 17 26 29 87 

必修科目単位 7 9 18 26 13 73(82%)

選択科目単位 0 0 0 0 16 16(18%)電気電子工学科 

計 7 9 18 26 29 89 

必修科目単位 8 9 18 26 16 77(86%)

選択科目単位 0 0 0 0 13 13(14%)制御情報工学科 

計 8 9 18 26 29 90 

必修科目単位 6 9 20 25 21 81(90%)

選択科目単位 0 0 0 1 8 9(10%)

専 
 

 

門 
 

 

科 
 

 

目 都市システム工学

科 
計 6 9 20 26 29 90 

 

（出典：平成１９年度教育課程表より作表）

 

資料５－１－①－６ 

 

大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規（抜粋） 

 

（中略） 
 
   第 6 章 学年の課程修了及び卒業の認定 
 （学年の課程修了の認定） 
第 13 条 学年の課程修了は、教員会議の議を経て校長が認定する。 
２ 前項の認定に当たっては、原則として次の各号に該当していなければならない。 
 一 第１学年から第３学年までにおいては、当該学年の出席日数が出席すべき日数の 2/3 以上で

あること。 
 

（中略） 
 
 七 第５学年においては、通算修得単位数が 167 単位以上（そのうち、一般科目については、75

単位以上、専門科目については、82 単位以上とする。）であること。 
 八 第４学年と第５学年の授業として開講されている科目の修得単位数の合計が６２単位以上で

あること。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－１－①－７ 

 

（出典：シラバス） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士の教育課程は学習・教育目標 A～D に対応し，これらが達成されるよう必修・選択科目が設

定されている。低学年に主として一般科目と導入専門科目を，高学年に多くの専門科目を配置し，学

校の目的に沿った各学科の目標が達成されるようになっている。４，５年では選択科目で幅広い専門

知識を身に付けることができ，この２年間で修得すべき単位が規定され専門科目修得が義務付けられ

ている。シラバスに学習内容や科目の達成目標，評価方法が説明され，教育内容も示されている。以

上から，授業科目が適切に配置され教育課程の体系性が確保されており，教育の目的を達成するのに

適切である。 
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 観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課

程の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，

インターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が

考えられる。）に配慮しているか。 

 （観点に係る状況） 

 期末試験終了後に学生アンケートにより学校への要望を調査し（資料５－１－②－１），結果を改

善事項の参考にしている。社会要請の把握には，卒業生アンケートを実施し（資料５－１－②－２），

結果を教育課程編成の参考にしている。九州地区高等専門学校と単位互換協定を結び（資料５－１－

②－３），大分市近郊の各大学とも単位互換が可能である（資料５－１－②－４）。制御情報工学科

では情報処理技術者の資格取得を目指す情報特論を開講している他，資格取得を促すため，各学科で

課題学修または特別学修として技能検定を種類と等級別に単位認定しており（資料５－１－②－５），

合格証の写しと申請書の提出で規定単位を認定している。 

 

資料５－１－②－１ 

平成１8 年度学生アンケート 
 
＊ クラス担任の先生は、9 月 29 日（金）の午後の空き時間または，試験解説・指導期間の最後等の時間を

利用してこのアンケートを行い、教務係に提出してください。提出はこの一枚だけで結構です。 
 
                      クラス（    ）担任（             ） 
 
＊ アンケート項目 
【１－１】本校の学習・教育目標（Ａ１～Ｅ３）は、全般的に本校生にとって適していますか。 
 １．とても適している（   人） ２．大体適している（   人） ３．適していない（   人） 
 
【１－２】特に変更すべき学習・教育目標があれば、指摘してください。 
［                                              ］ 
 
【１－３】学習・教育目標を達成するためのカリキュラムについて、要望があれば指摘してください。 
     （例）数学力を高めるための演習を増やしてほしい。 

 ［                                              ］ 
 
【２－１】本校の教育支援システムには、全般的に満足していますか。（学生便覧・履修の手引き・シラバス

・ポートフォリオ・ホームページ・オフィスアワー・授業アンケートなど） 
 １．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 
 
【２－２】特に改善すべき教育支援システムがあれば、指摘してください。 
 ［                                              ］ 
 
【３－１】本校の教育関連施設・設備には、全般的に満足していますか。 
 １．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 
 
【３－２】特に改善すべき教育関連施設・設備があれば、指摘してください。 
 ［                                              ］ 
 
【４】教育プログラムを充実させるために、良いアイデアがあれば挙げてください。 
 ［                                              ］ 
 
                        ご協力ありがとうございました。 
                        大分高専教育プログラム委員会 
 

（出典：学生課資料） 



大分工業高等専門学校 基準５ 

 - 173 -

資料５－１－②－２ 

 

大分工業高等専門学校の教育に関するアンケート用紙（卒業生用） 
 
Ｑ１． 大分高専を何年度に卒業しましたか？また，卒業なされたのは何学科ですか。 
   卒業年度 １．平成６年度    ２．平成１１年度                      回答 [  ] 
   卒業学科 １．機械工学科    ２．電気工学科 
        ３．制御情報工学科  ４．土木工学科                       回答 [  ] 
 
Ｑ２． あなたの職種は何ですか。 
   １．設計，計画       ２．製造，生産，施工    ３．生産技術，製造技術 
   ４．研究，開発       ５．販売，営業 
   ６．保守，点検，メンテナンス，サービスエンジニア    ７．施工管理，業務管理 
   ８．プログラマー      ９・事務・労務      １０．公職 
   １１．その他 （         ）                            回答 [  ] 
 
Ｑ３． 差し支えなければ現在の業務内容を少し詳しくお知らせください。 
 回答 
[                                                      ] 
 
Ｑ４． 大分高専で受けた専門教育の内容（レベル）について伺います。現在の業務を遂行するための基礎として十分なレ

ベルでしたか。 
   １．十分なレベル    ２．ほぼ十分なレベル  ３．やや低いレベル   ４．低いレベル   回答 [  ] 
 
Ｑ５． あなたの現在の業務内容に照らして大分高専で受けた専門の基礎教育のレベルはどの程度にあると考えますか。 
   １．十分に業務をこなせる       ２．ほぼ業務をこなせる 
   ３．少し努力すれば業務をこなせる   ４．やや不安がある 
   ５．先行きに不安がある                                   回答 [  ] 
 
Ｑ６． Ｑ５で ４． ５． の不安があると答えた方はその理由をお答えください。 
 回答 
[                                                      ] 
 
Ｑ７． 高専時代に受講して良かった（ためになった）講義科目を３科目程度記入してください。 
 
   科目名１              科目名２              科目名３             
 
Ｑ８． ご自分が卒業なさった学科において，今後強化してほしい教育内容がありましたら，科目名や分野を記入して下さ

い。 
 回答 
 [                                                     ] 
 
Ｑ９． 現在，本校では別紙のように「人間性に溢れ国際感覚を備え，探求心，創造性，表現能力を有する技術者の育成」

を目標にしています。この目標についてどう思いますか。 
   １．非常によい  ２．よい     ３．ふつう    ４．やや適切でない ５．適切でない  回答 [  ] 
 
Ｑ１０． これからの技術者の資質にとっていずれの内容が重要と考えますか。重要と思われる上位２つの内容について，

（ ）内に重要な順に１，２を記入して下さい。 
 回答   行動力（  ）   責任感（  ）   創造力（  ）   人間性（  ）   国際性（  ） 
 
Ｑ１１． 別紙に掲げてあります，大分高専ＪＡＢＥＥ対応教育プログラムの学習・教育目標について，ご意見がありまし

たらご記入ください。 
 回答 
 
 
 
 
 
 Ｑ１２．  最後に，その他，大分高専の教育などについてご要望があればその概要をご記入下さい。 
 回答 
 
 
 
 
 
 
  アンケートへのご回答をありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。機会をみて母校へ来校頂き，学生達への

ご教示・ご指導を頂きますようお待ちしております。 

 

（出典：教育プログラム委員会資料） 
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資料５－１－②－３ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－１－②－４ 

（出典：学生課資料） 

 

資料５－１－②－５ 

 

大分工業高等専門学校における校外実習，課題学修及び特別学修に関する細則（抜粋） 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
  （省 略） 
 
   第３章 課題学修 
 （課題学修） 
第１１条 本校が適当と認め，文部科学大臣の認定を受けている技能審査以外の技能審査（以下

「技能検定等」という。）について，各担当学科の指導の下に合格した者に対して，「課題学
修」の単位認定を行う。 

 （技能検定等の名称等） 
第１２条 技能検定等の名称・等級，科目名，認定する単位数及び担当学科は，次のとおりとす
る。 
 

名 称 ・ 等 級 科  目  名 単位数 担当学科 

ソ フ ト ウ エ ア 開 発 技 術 者 ４ 

基 本 情 報 技 術 者 
課題学修（情報処理） 

２ 
各専門学科 

エ ネ ル ギ ー 管 理 士 課題学修（エネルギー管理） ２ 

ボ イ ラ ー 技 士 ２ 級 課題学修（ボ イ ラ ー） １ 

危 険 物 取 扱 者 乙 種 課題学修（危険物取扱） １ 

技 術 士 補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

機械工学科 
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電 気 主 任 技 術 者 １ 種 ６ 
   〃    ２ 種 ４ 
   〃    ３ 種 

課題学修（電     気） 
２ 

陸 上 無 線 技 術 士 １ 級 ４ 
   〃    ２ 級 

課題学修（陸 上 無 線） 
２ 

第 １ 種 伝 送 交 換 主 任 技 術 者 ４ 
第 ２ 種     〃 

課題学修（電 気 通 信） 
２ 

第 １ 種  電 気 工 事 士 ２ 
第 ２ 種      〃     

課題学修（電 気 工 事） 
１ 

技 術 士 補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

電気電子 
工 学 科 

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ ６ 
アプリケーションエンジニア 

課題学修 
（ソフトウエア開発工学） ６ 

ネ ッ ト ワ ー ク ４ 
デ ー タ ベ ー ス ４ 
エ ン ベ デ ッ ド シ ス テ ム ４ 

情報セキュリティアドミニストレータ 

課題学修 
（テクニカルエンジニアリング）

４ 
シ ス テ ム 監 査 ６ 
シ ス テ ム ア ナ リ ス ト ６ 
シ ス テ ム 管 理 ４ 
上級システムアドミニストレータ ２ 
初級システムアドミニストレータ 

課題学修（システム管理工学）

１ 
技 術 士 補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

制御情報 
工 学 科 

測 量 士 ３ 
測 量 士 補 

課題学修（測     量） 
１ 

技 術 士 補 課題学修（技 術 士 補） ４ 
土 木 施 工 技 術 者 課題学修（土 木 施 工） ２ 
造 園 施 工 技 術 者 課題学修（造 園 施 工） ２ 

都市システム
工  学 科

 
  （中 略） 
 
   第４章 特別学修 
 （特別学修） 
第１８条 本校が適当と認め，文部科学大臣の認定を受けた技能審査について，合格した者に対し

て，「特別学修」の単位認定を行う。 
 （技能審査の名称等） 
第１９条 技能審査の名称・等級，科目名，認定する単位数，一般・専門の別は，次のとおりとす

る。 
 

技能審査の名称・等級 科  目  名 単位数 一般・専門の別
実用英語技能検定   １ 級 ６ 
    〃      準１級 ４ 
    〃      ２ 級 ２ 
    〃      準２級 

特別学修（実用英語） 

１ 

一般科目 

工業英語能力検定   １ 級 ４ 
    〃      ２ 級 ２ 
    〃      ３ 級 

特別学修（工業英語） 
１ 

専門科目 

 
２ 修得を認定された単位は，一般科目又は学生が所属する学科の専門科目の単位とする。 
 
   （省 略） 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生アンケートで学生の要望を収集し，教育改善の参考にしている。卒業生アンケートで社会の要

望を聞き，教育課程改善の努力が行われている。単位互換は，九州地区高等専門学校の９校，大分県

の３大学と協定を結び実現している。また，資格取得にも積極的に取り組み，技能検定に応じた単位

認定を行っている。 

 以上から，学生のニーズや社会の要請等に対応した教育課程の編成に配慮している。 
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 観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされてい

るか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型

授業，情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 （観点に係る状況） 

 英語によるコミュニケーション能力育成のため，英語教育に演習を取入れコミュニケーション能力

が身に付く工夫をしている（資料５－２－①－１）。実践的技術者育成のために講義以外に卒業研究

を含め実験・実習科目を各学年で効果的に配置し（資料５－２－①－２），準学士課程で 30％以上

の単位を割り当てている。低学年の実験・実習は専門の導入教育であり，理論的な学習を行う前に物

に触れて専門科目への興味を持たせている。実験・実習科目は複数の教員と技術職員を配置し，少人

数のグループごとにきめ細い指導を行っている。全学科で必要な情報関係の科目で効果的な指導を行

うため，学生が使用するコンピュータを教員が制御できる学習支援システムを導入している（資料５

－２－①－３）。５年の卒業研究では，担当教員が少人数の学生を継続して指導し，学生は修得した

専門知識を活かした問題解決能力を身に付ける。１，２年にはコミュニケーションアワー（CH）を設

け，補充が必要な英語や数学，専門演習などを各学科で指導している（資料５－２－①－４）。さら

に，教員が教員室で待機し学生の質問に答えるオフィスアワーを設定し，学生の理解不足を補う仕組

みを用意している。 

 

資料５－２－①－１

英語科目の単位（平成 19 年度入学） 
 

科 目 形態 必修・選択 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計(%) 

英  語 必修 4 4 4 0 0 

英 語 Ｂ 
講義

選択 0 0 0 0 2 
14(78%) 

英 会 話 必修 1 0 0 0 0 

英語ＬＬ 必修 1 0 0 0 0 

英 語 Ａ 

演習

必修 0 0 0 2 0 

4(22%) 

 

（出典：平成 19 年度教育課程表より作表）

 

資料５－２－①－２

専門科目の単位（平成 19 年度入学） 
 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計(%) 

講 義 2 3 12 20 17 54(62%) 
機 械 工 学 科 

実験・実習 5 5  5  6 12 33(38%) 

講 義 1 3 14 22 17 57(64%) 
電気電子工学科 

実験・実習 6 6  4  4 12 32(36%) 

講 義 0 2  9 20 21 52(58%) 
制御情報工学科 

実験・実習 8 7  9  6  8 38(42%) 

講 義 2 5 16 22 14 59(66%) 
都市システム工学科 

実験・実習 4 4  4  4 15 31(34%) 
 

（出典：平成１９年度教育課程表より作表）
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資料５－２－①－３
 

総合情報センター第２演習室         制御情報工学科情報システム実験室 

 

（総合情報センター資料）
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資料５－２－①－４
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（出典：平成18年度授業時間割）
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 （分析結果とその根拠理由） 

 専門科目では実験・実習関係の単位が 30％以上を占め，実践的な技術者の育成に相応しい指導を

行っている。また，情報関係の科目では学習支援システムを導入して，効果的な教育が行われている。

各学科で学生の理解不足を補うためのコミュニケーションアワーや，学生が個人的に質問できるオフ

ィスアワー等の時間を設けて，学力不足の学生に対する配慮も行っている。 

 以上から，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切な学習指導法が工夫されている。 

 

 

 観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

 （観点に係る状況） 

 教育課程表（資料５－２－②－１）に基づき，シラバス（資料５－１－①－７）を作成し，教員と

学生に配布している。シラバスには開講時期，必修・選択科目の区別，単位数，担当教員名及び授業

の概要，達成目標と評価方法を記している。授業項目と内容の記載から，毎回の授業内容を確認する

ことで，理解度も把握できる。履修上の注意には学習上の注意事項が書かれ，参考図書から関連専門

知識を自習できる。科目系統図の関連科目も分かり，総合評価に具体的評価方法が記載されている。

科目担当教員には初回授業でのシラバスの内容説明が義務付けられ，説明の有無を授業アンケートで

確認される（資料５－２－②－２）。また，理解度の自己点検欄が設けられ，学生が理解度を記入し

確認するようになっている。全科目のシラバスは本校ホームページに公開され，学内外から閲覧でき

るようになっている（資料５－２－②－３）。 
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資料５－２－②－１

教育課程表 
一般科目 
2006・2007 年度（平成 18・19 年度）入学生用 
（各学科共通） 

 

学 年 別 単 位 ・ 時 間 配 当 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 
授 業 科 目 

単位数 

前  後 前 後 前 後 前 後 前  後 

備  考 

国 語 総 合 4 2 2 2 2 2 2     

現 代 文 2  2 2 2     

地域日本文学 2  2 2 2     

現 代 社 会 1 2 1 0     

政 治 ・ 経 済 1 0 1 2     

日 本 史 2 2 2 2     

世 界 史 2  2 2 2     

倫 理 2  2 2 2     

地 理 2  2 2 2     

基 礎 数 学 Ⅰ 4 4 4 4     

基 礎 数 学 Ⅱ 4 4 4 4     

微 分 積 分 Ⅰ 4  4 4 4     

微 分 積 分 Ⅱ 4  4 4 4     

線 形 代 数 4  4 4 4     

微 分 方 程 式 2  2 2 2     

物 理 Ⅰ 3 2 3 4     

物 理 Ⅱ 3  4 3 2     

化 学 Ⅰ 5 2 2 2 2 3 4     

保 健 ・ 体 育 9 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0  

英 語 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4     

英 語 Ａ 2  2 2 2     

MS 科 2 0     
英会話 

EC 科 
1 

0 
1

2     

MS 科 0 2     
英語ＬＬ 

EC 科 
1 

2 
1

0     

音 楽 2 1 0    

美 術 2 1 0    

書 道 

1 

2 1 0    

(同時開講)

経済学概説  2 2 2    

法 学 概 説 
2 

 2 2 2    
(同時開講)

化 学 Ⅱ  2 2 2    

数 学 演 習  2 2 2    

物 理 学  2 2 2    

生物学概説 

2 

 2 2 2    

(同時開講)

哲 学 概 説  

必 
 

 
 

 
 

 

修 
 

 
 

 
 

 

科 
 

 
 

 
 

 

目 

選 

択 

必 

修 

歴史学概説 
2 

 
2 2 2 (同時開講)

修得可能単位小計 83 28 28 28 26 26 26 16 16 16 10 10 10 4 3 2  

英 語 Ｂ  2 2 2 

独 語  2 2 2 

中 国 語 

2 

 2 2 2 

外国語選択

(同時開講)

数 学 特 論  2 2 2 

選
択
科
目 

心 理 学 

2 

(1)  0 1 2 

一般選択 

(同時開講)

修得可能単位小計 4  0 0 0 0 4 4 4  
 

一般修得可能単位合計 87 28 28 28 26 26 26 16 16 16 10 10 10 8 7 6   
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教育課程表 
機械工学科 専門科目 
2007 年度（平成 19 年度）入学生用 

 

学 年 別 単 位 ・ 時 間 配 当 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 授 業 科 目 単位数 

前  後 前 後 前 後 前 後 前  後 

備  考 

応 用 数 学 Ⅰ 2  2 2 2     
応 用 数 学 Ⅱ 2  2 2 2     
応 用 物 理 Ⅰ 2  2 2 2     
応 用 物 理 Ⅱ 2  2 2 2     
機 械 基 礎 論 1 0 1 2     
材 料 と 加 工 1 2 1 0     
情 報 処 理 Ⅰ 1  0 1 2     
情 報 処 理 Ⅱ 1  2 1 0     
機 械 工 作 法 Ⅰ 2  2 2 2     
機 械 工 作 法 Ⅱ 1  2 1 0     
工 業 力 学 2  2 2 2     
材 料 力 学 Ⅰ 2  2 2 2     
材 料 力 学 Ⅱ 2  2 2 2     
材 料 学 Ⅰ 1  0 1 2     
材 料 学 Ⅱ 2  2 2 2     
機 械 設 計 法 Ⅰ 1  0 1 2     
機 械 設 計 法 Ⅱ 2  2 2 2     
機 構 学 2  2 2 2     
機 械 力 学 2  2 2 2  
熱 力 学 2  2 2 2     
水 力 学 2  2 2 2     
情 報 工 学 1  2 1 0     
熱 機 関 工 学 Ⅰ 1  2 1 0  
自 動 制 御 1  2 1 0  
計 測 工 学 1  0 1 2  
伝 熱 工 学 1  0 1 2  
工 学 倫 理 1  0 1 2  
メカトロニクスⅠ 1  0 1 2     
メカトロニクスⅡ 1  2 1 0  
工 業 英 語 Ⅰ 1  2 1 0  
機 械 製 図 Ⅰ 2 2 2 2     
機 械 製 図 Ⅱ 2  2 2 2     
機 械 製 図 Ⅲ 2  2 2 2     
設 計 製 図 Ⅰ 2  4 2 0     
設 計 製 図 Ⅱ 2  0 2 4     
設 計 製 図 Ⅲ 2  4 2 0  
機 械 実 習 Ⅰ 3 3 3 3     
機 械 実 習 Ⅱ 3  3 3 3     
工 学 実 験 Ⅰ 3  3 3 3     
工 学 実 験 Ⅱ 4  4 4 4     
工 学 実 験 Ⅲ 2  4 2 0  

必 
 

 

修 
 

 

科 
 

 

目 

卒 業 研 究 8  6 8 10  
修 得 可 能 単 位 小 計 79 7 7 7 7 8 9 17 17 17 26 26 26 24 21 18  

材 料 力 学 演 習 1  2 1 0  
材 料 力 学 Ⅲ 1  0 1 2  

熱 機 関 工 学 Ⅱ 1  0 1 2  

品 質 管 理 1  0 1 2  

工 業 英 語 Ⅱ 1  0 1 2  

熱力学・水力学演習 1  2 1 0  

流 体 機 械  0 1 2 
ト ラ イ ボ ロ ジ ー 

1 
 0 1 2 

専門選択 
（同時開講)

コンピュータ概論  0 1 2 

電 気 電 子 回 路  0 1 2 

バイオテクノロジー概論  0 1 2 

社 会 シ ス テ ム 

1 

 0 1 2 

つながり 
工学選択 

(同時開講)

校 外 実 習 (1)  (1)     

選 

択 

科 

目 

課 題 学 修 0     単位数は 
別に定める 

修 得 可 能 単 位 小 計 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 12  

 

専門科目解説単位数 91 7 7 7 7 8 9 17 17 17 26 26 26 28 33 38  
専門科目修得可能単位 87 7 7 7 7 8 9 17 17 17 26 26 26 28 29 30   
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教育課程表 
電気電子工学科 専門科目 
2006・2007 年度（平成 18・19 年度）入学生用 

 
学 年 別 単 位 ・ 時 間 配 当 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 授 業 科 目 
単位数 

前  後 前 後 前 後 前 後 前  後 

備  考 

応 用 数 学 Ⅰ 2   2 2 2    
応 用 数 学 Ⅱ 2   2 2 2    

応 用 物 理 Ⅰ 2   2 2 2    

応 用 物 理 Ⅱ 2   2 2 2    

電 磁 気 学 Ⅰ 4   4 4 4    

電 磁 気 学 Ⅱ 2   2 2 2    

電 気 回 路 Ⅰ 1 0 1 2    
電 気 回 路 Ⅱ 3   2 3 4    

電 気 回 路 Ⅲ 2   2 2 2    

電 気 回 路 Ⅳ 1   2 1 0    

電 気 回 路 Ⅴ 2   2 2 2    

情 報 処 理 4 4 4 4    

プログラミング 2   2 2 2    
ア ル ゴ リ ズ ム 1   2 1 0    

電 子 回 路 2   2 2 2    

電 子 回 路 設 計 1   0 1 2    

ディジタル回路Ⅰ 1   0 1 2    

ディジタル回路Ⅱ 1   2 1 0    

電 子 工 学 2   2 2 2    
電 気 計 測 2   2 2 2    

電気機器工学Ⅰ 2   2 2 2    

電気機器工学Ⅱ 2   2 2 2    

制 御 工 学 Ⅰ 1   2 1 0 

コ ン ピ ュ ー タ 2   2 2 2    

通 信 工 学 Ⅰ 1   0 1 2    
電 気 演 習 Ⅰ 2 2 2 2    

電 気 演 習 Ⅱ 1   2 1 0    

工 学 実 験 Ⅰ 3   2 3 4    

工 学 実 験 Ⅱ 4   4 4 4    

工 学 実 験 Ⅲ 4   4 4 4    

工 学 実 験 Ⅳ 2   0 2 4 
デ ザ イ ン 実 習 2   4 2 0 

必 
 

 

修 
 

 

科 
 

 

目 
卒 業 研 究 8   4 8 12 

修得可能単位小計 73 6 7 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 10 13 16 

発 変 電 工 学 1   2 1 0 
送 配 電 工 学  1   0 1 2 

パワーエレクトロニクス 1   2 1 0 
電 気 材 料 2   2 2 2 

高 電 圧 工 学 1   2 1 0 

電 気 設 計 1   0 1 2 

シ ス テ ム 工 学 1   0 1 2 

制 御 工 学 Ⅱ 1   0 1 2 

通 信 工 学 Ⅱ 1   2 1 0 
情 報 理 論 1   2 1 0 

ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ 1   2 1 0 

電 気 法 規 1   2 1 0 

量 子 力 学 2   2 2 2 

専門選択 

(9 単位以上

取得) 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論   0 1 2 

メカトロニクス   0 1 2 
社 会 シ ス テ ム 

1 

  0 1 2 

つながり 

工学選択 

(同時開講)
校 外 実 習 (1)   (1)    

選 

択 

科 

目 

課 題 学 修 0      単位数は 
別に定める 

修得可能単位小計 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 16 14 

 

専門科目解説単位数 91 6 7 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 28 31 34  

専門科目修得可能単位数 87 6 7 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 28 29 30   
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教育課程表 
制御情報工学科 専門科目 
2006・2007 年度（平成 18・19 年度）入学生用 

 
学年別単位・時間配当 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 授 業 科 目 単位数 

前  後 前 後 前 後 前 後 前  後 
備  考 

応 用 数 学 Ⅰ 2   2 2 2     
応 用 数 学 Ⅱ 2   2 2 2     
応 用 物 理 Ⅰ 2   2 2 2     
応 用 物 理 Ⅱ 2   2 2 2     
情 報 数 学 Ⅰ 1   2 1 0  
数 値 解 析 1   2 1 0  
英 語 特 論 Ⅰ 2   2 2 2     
電 気 基 礎 2   2 2 2     
電 気 回 路 Ⅰ 2   2 2 2     
電 気 回 路 Ⅱ 2   2 2 2     
電 磁 気 学 Ⅰ 2   2 2 2     
電 磁 気 学 Ⅱ 1   2 1 0  
電 子 回 路 Ⅰ 2   2 2 2     
電 子 回 路 Ⅱ 2   2 2 2     
ディジタル回路Ⅰ 1   2 1 0     
ディジタル回路Ⅱ 1   0 1 2     
情 報 リ テ ラ シ ー 2 4 2 0     

プログラミング基礎Ⅰ 2 0 2 4     
プログラミング基礎Ⅱ 1   0 1 2     
プログラミング応用Ⅰ 2   4 2 0     
プログラミング応用Ⅱ 2   0 2 4     
コンピュータ基礎 2   2 2 2     
論 理 数 学 1   0 1 2     
情 報 理 論 2   2 2 2     

アルゴリズムとデータ構造 2   2 2 2     
デ ー タ ベ ー ス 1   2 1 0  

コンピュータアーキテクチャⅠ 1   2 1 0  
ソフトウｴア設計Ⅰ 1   2 1 0  
通 信 プ ロ ト コ ル 1   2 1 0     
通 信 工 学 Ⅰ 1   2 1 0  
ロ ボ テ ィ ク ス Ⅰ 1   0 1 2     
ロ ボ テ ィ ク ス Ⅱ 1   2 1 0  
工 学 演 習 Ⅰ 2 2 2 2     
工 学 演 習 Ⅱ 2   2 2 2     
工 学 演 習 Ⅲ 1   2 1 0     
工 学 実 験 基 礎 2 2 2 2     
工 学 実 験 Ⅰ 2   4 2 0     
工 学 実 験 Ⅱ 2   0 2 4     
工 学 実 験 Ⅲ 2   4 2 0     
工 学 実 験 Ⅳ 2   0 2 4     
工 学 実 験 Ⅴ 2   4 2 0     
工 学 実 験 Ⅵ 2   0 2 4     

必 
 

 

修 
 

 

科 
 

 

目 

卒 業 研 究 8   8 8 8  
修得可能単位小計 77 8 8 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 24 16 8  
バイオテクノロジー概論   0 1 2 

メカトロニクス   0 1 2 
社 会 シ ス テ ム 

1 
  0 1 2 

つながり 
工学選択 

(同時開講)

英 語 特 論 Ⅱ 1   2 1 0 
英 語 特 論 Ⅲ 1   0 1 2 

専門選択Ⅰ
1 単位以上取得

コンピュータアーキテクチャⅡ 1   0 1 2 

ソフトウｴア設計Ⅱ 1 
1 

  0 1 2 
専門選択Ⅱ

1 単位以上取得

情 報 数 学 Ⅱ 1   0 1 2 
数 値 解 析 Ⅱ 1   0 1 2 

専門選択Ⅲ
1 単位以上取得

知 識 工 学 1   0 1 2 
画 像 工 学 1   0 1 2 

専門選択Ⅳ
1 単位以上取得

電 磁 気 学 Ⅲ 1   0 1 2  
情 報 特 論 1   2 1 0  
機 能 材 料 工 学 1   0 1 2  
通 信 工 学 Ⅱ 1   0 1 2  
校 外 実 習 (1)   (1)     

選 

択 

科 

目 

課 題 学 修 1       
修得可能単位小計 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 13 22  

 

専門科目解説単位数 92 8 8 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 28 31 34  
専門科目修得可能単位 90 8 8 8 8 9 10 18 18 18 26 26 26 28 29 30   
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教育課程表 
都市システム工学科 専門科目 
2006・2007 年度（平成 18・19 年度）入学生用 

 
学 年 別 単 位 ・ 時 間 配 当 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 授 業 科 目 単位数 

前  後 前 後 前 後 前 後 前  後 

備  考 

都市システム工学概論 2 2 2 2     

情 報 処 理 2   2 2 2     

工 学 基 礎 Ⅰ 1   0 1 2     

工 学 基 礎 Ⅱ 2   2 2 2     

応 用 物 理 Ⅰ 2   2 2 2     

応 用 物 理 Ⅱ 2   2 2 2     

応 用 数 学 Ⅰ 2   2 2 2     

応 用 数 学 Ⅱ 2   2 2 2     

コンクリート構造学 2   4 2 0     

建 設 材 料 学 1   2 1 0  

構 造 力 学 Ⅰ 4   4 4 4     

構 造 力 学 Ⅱ 2   0 2 4     

鋼 構 造 学 1   0 1 2     

土 質 力 学 Ⅰ 4   4 4 4     

土 質 力 学 Ⅱ 2   0 2 4     

地 盤 工 学 1   2 1 0  

水 理 学 Ⅰ 4   4 4 4     

水 理 学 Ⅱ 2   0 2 4     

応 用 水 理 学 1   2 1 0  

河 川 工 学 1   0 1 2  

測 量 学 2   2 2 2     

都 市 計 画 2   4 2 0     

道 路 交 通 工 学 2   2 2 2     

衛 生 工 学 2   0 2 4     

防 災 工 学 2   2 2 2  

実 験 実 習 20 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4  

（情報処理演習） (4) (2) (2) (2) (2) (2) (2)  

（構造・材料実験) (3) (0) (1) (2) (2) (1) (0) (0) (1) (2)  

（ 設 計 製 図 ） (6) (2) (1) (0) (2) (1) (0) (4) (4) (4)  

（ 土 質 実 験 ） (2) (2) (2) (2)  

（ 水 理 実 験 ） (1) (0) (1) (2)  

（ 測 量 実 習 ） (3) (2) (2) (2) (0) (1) (2)  

（ 衛 生 実 験 ） (1) (2) (1) (0)  

Ｐ Ｂ Ｌ 1   2 1 0  

必 
 

 

修 
 

 

科 
 

 

目 

卒 業 研 究 10   8 10 12  

修得可能単位小計 81 6 6 6 8 9 10 20 20 20 24 25 26 22 21 20  

数 値 演 算 法 1   2 1 0  

振 動 学 1   0 1 2  

建 設 施 工 学 1   2 1 0  

公 園 緑 地 計 画 1   2 1 0  

環 境 計 画 1   0 1 2  

応 用 測 量 学 1   0 1 2  

環 境 シ ス テ ム 1   0 1 2  

建 築 学 概 論 1   2 1 0     

コンピュータ概論   0 1 2 

メカトロニクス   0 1 2 

電 気 電 子 回 路   0 1 2 

バイオテクノロジー概論 

1 

  0 1 2 

つながり 
工学選択 
(同時開講

校 外 実 習 (1)   (1)     

選 

択 

科 

目 

課 題 学 修        

修得可能単位小計 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 6 8 10  

 

専門科目解説単位数 93 8 8 8 8 9 10 20 20 20 26 26 26 28 32 36  
専門科目修得可能単位 90 8 8 8 8 9 10 20 20 20 26 26 26 28 29 30  

 
（出典：シラバス）
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資料５－２－②－２ 

 

２００７年３月１日 
 

平成 18 年度 授業アンケートのお願い 

 
 このアンケートは，授業の内容や方法を改善するための資料として役立てることを目的としています｡次の
アンケート項目について，別紙１の該当するものに○を付けてください。 
また，別紙２については，感想等を授業評価（コメント）欄に記入してください。 

 

▼ アンケート項目 
 
「自己評価」 
 
① 授業中はまじめに取り組みましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 定期試験ごとに理解の度合いをシラバスに記入し，理解度の自己点検を行いましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの定める到達目標を達成することができましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 自宅学習やオフィスアワーの活用により，理解度の向上に努めましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑤ 課題やレポートはすべて提出しましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑥ あなたの授業に対する取り組みを総合的に評価してください。 
  １．良 い   ２．普 通   ３．悪 い 

 

「授業評価」 
 
① 授業の冒頭でシラバスの説明を受けましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 学習教育目標におけるこの科目の位置づけは明確でしたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの内容に沿った授業が行われましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 授業はわかりやすかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑤ 黒板や視聴覚教材等の使い方はよかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑥ 質問に対する担当教員の対応には満足ですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑦ 試験の内容は授業内容と一致していましたか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 

 

「総合評価」 
 
この授業を総合的に評価してください。 
  ５．非常に良い  ４．よ い  ３．普 通  ２．不 満 １．非常に不満 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 シラバスは授業内容の具体的説明と学習・教育目標との対応，系統関連科目や評価方法が記載され，

必要な情報がすべて網羅されている。学生が自分の理解度を記入する欄があり，授業内容を知るだけ

でなく学習に役立てることができるように構成されている。初回の授業でその内容が説明され，学生

は授業概要を理解した上で学習できる。シラバスの説明の有無やシラバス通りの授業が行われたかは

授業アンケートで確認される。以上から教育課程の編成趣旨に沿い適切なシラバスが作成され，活用

されている。 
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 観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 （観点に係る状況） 

 各学科は実験や実習に十分な時間を割き，内容や方法を工夫した創造性を育む教育に取り組んでい

る（資料５－２－①－２）。３学科の低学年で LEGO ブロック実験を行い，自ら考えたロボット製作

で創造性を育む教育が行われている（資料５－２－③－１）。都市システム工学科では５学年に PBL

という科目を設け（資料５－２－③－２），プロジェクト形式で学生主体の学習で創造教育を実践し

ている。全学科卒業研究では，創造的なテーマに取り組み，学生自身のアイデアで問題の把握や解決

を試みる。これらの実験を通じ，学生は自ら考え，創造性を培うことができる。 

 インターンシップは４学年の夏季休暇中に希望により参加するが，多くの学生が参加できるよう企

業へ要請して受入れ先を確保し（資料５－２－③－３），クラス担任が積極的に参加を働きかけ（資

料５－２－③－４），規定の条件を満たした学生には単位を認定するとともに（資料５－２－③－

５），各科で発表会を開催している（資料５－２－③－６）。 
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資料５－２－③－１ 
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（出典：シラバス） 
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資料５－２－③－２ 

 

（出典：シラバス） 
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資料５－２－③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料 インターンシップ受入依頼先） 
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資料５－２－③－４ 

 

インターンシップの参加実績 

 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

機 械 工 学 科 32 22 32 30 

電 気 電 子 工 学 科 26 21 22 32 

制 御 情 報 工 学 科 11 21 14 23 

都市システム工学科 33 23 21 30 

 

（出典：校外実習証明書より作成） 

 

資料５－２－③－５ 

 

大分工業高等専門学校における校外実習、課題学修及び特別学修に関する細則 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
(中略） 

 
   第２章 校外実習 
 （校外実習機関） 
第２条 校外実習（以下「実習」という。）を行う国若しくは地方公共団体の機関又は企業等（以
下「実習機関」という。）は，校長が選定する。 
 （実習の学年，時期及び期間） 
第３条 実習は，原則として第４学年の夏季休業中に行う。 
２ 期間は，１日を６時間と換算し５日（30 時間）以上とする。 
 （実習の手続等） 
第４条 実習をしようとする学生は，所定様式の「校外実習願」を学科主任に提出しなければなら

ない。 
２ 校長は，各学科主任の選考に基づき，実習機関へ推薦を行うものとする。 
３ 校長は，実習終了後，「校外実習証明書（所定様式又は実習機関所定のもの）」の提出を実習

機関へ依頼するものとする。 
４ 実習を終了した学生は，所定様式の「校外実習報告書」を所定の期日までに学科主任に提出し

なければならない。 
 

（中略） 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－２－③－６ 

４Ｓ実習報告会 

H18.9.13 合併講義室 

学 生 氏 名 企    業 発表 
1   08：50－08：58 
2   08：58－09：06 
〃   〃 
3   09：06－09：14 
4   09：22－09：30 
5   09：38－09：46 
6   09：46－09：54 
7   09：46－09：54 
8   09：54－10：02 
9   10：02－10：10 

10   10：10－10：18 
休     憩 

11   10：30－10：38 
12   10：46－10：54 
〃   〃 
13   10：54－11：02 
14   11：02－11：10 
15   11：10－11：18 
16   11：18－11：26 
17   11：26－11：34 
18   11：34－11：42 
19   11：42－11：50 
20   11：50－11：58 
21   11：58―12：06 

発表はスライド使用。1社＝8分の時間を厳守すること。 

（出典：制御情報工学科資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 実験や卒業研究等で学生が自ら考え問題解決する指導を行い，創造性を育む取り組みを実施してい

る。インターンシップに参加できるように学校が受入れ先を確保し，積極的に参加させている。 

 以上より，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用が実施されている。 
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 観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生

に周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進

級認定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 成績評価と単位認定は学生便覧に明記され（資料５－３－①－１），新入生オリエンテーション，

各学年の教務説明会及び教育プログラム説明会で周知している（資料５－３－①－２）。定期試験の

答案は学生へ返却し，試験解説・指導期間を設け採点基準と目的達成度を確認でするようになってい

る（資料５－３－①－３）。規定により単位不認定となる評価Ｄの科目は再試験及び追認試験により，

再度，単位取得の機会が設けられている。一方，卒業研究，校外実習及び課題学修は，合否による判

定が行われる。科目の評価方法はシラバスに明記され，授業開設時担当教員が説明している。各教員

作成の総合成績評価表（資料５－３－①－４），試験問題，模範解答，学生の答案は一定期間資料室

に保管されている。 

 進級判定，卒業判定は欠課時数（資料５－３－①－５）と成績資料（資料５－３－①－６）を基に，

教員会議で進級及び卒業用件の充足を確認した（資料５－３－①－７）学生に対し校長より行われて

いる（資料５－３－①－８）。 

 

資料５－３－①－１ 

 

大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規（抜粋） 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 5 月 8 日 

（中略） 
 
   第４章 本校授業科目の学業成績の評価 
 （定期試験） 
第５条 各授業科目については，学期の中間に行う中間試験及び学期末に行う期末試験（以下「定期試験」と

いう。）を，それぞれ一定期間を定め実施するものとする。 
２ 平素の成績で評価できる科目及び実技，実習，実験，製図等については，定期試験の一部又は全部を行わ

ないことがある。 
３ 正当な理由なくして定期試験を受けなかった者に対しては，当該科目の試験の成績を０点とする。 
４ 懲戒処分のため定期試験を受けられなかった者の当該科目の試験の成績は，０点とする。 
５ 定期試験中に不正行為を行った者の当該期間中に行われた全科目の試験の成績は，０点とする。 
 （追試験） 
第６条 病気その他やむを得ない理由により定期試験を受けなかった者には，追試験を行うことができる。 
２ 追試験に関する事項は，別に定める。 
 （学業成績の評価） 
第７条 学業成績は，定期試験成績，平素の試験成績，出席状況等を考慮し，100 点法による評点により評価

する。 
 なお，卒業研究，校外実習及び課題学修は，「合格」，「不合格」の評語により評価する。 
２ 評点は必要に応じて，［Ａ］，［Ｂ］，［Ｃ］，［Ｄ］の評語によって読み替えることができ，その対応

は，次の基準による。 
 

評   点 評   語 
80 点以上 Ａ 
79 点以下 70 点以上 Ｂ 
69 点以下 60 点以上 Ｃ 
59 点以下 Ｄ 

 
   第５章 単位修得の認定 
 （本校授業科目の単位修得の認定） 
第８条 履修したものと認められた授業科目の学年の成績評価が「Ｃ」以上又は「合格」のときは，単位を修

得したものとして認定する。 
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２ 校外実習及び課題学修の評価が「合格」のときは，単位を修得したものとして認定する。 
 （単位修得の追認） 
第９条 評価「Ｄ」で前学年までに履修したことが認められる科目を持つ者は，その科目について追認試験を

受けることができる。 
２ 追認試験に合格した場合の評価は，「Ｄ」を「Ｃ」に改める。 
３ 追認試験に関する事項は，別に定める。 
（再試験） 
第１０条 成績評価が 60 点未満の者には，再試験を行うことができる。 
２ 再試験に合格した場合の評価は，60 点とする。 
３ 再試験に関する事項は，別に定める。 
 （他の高等専門学校における授業科目） 
第１１条 学則第 15 条の規定に基づく，他の高等専門学校における授業科目の履修及び単位認定について

は，別に定める。 
 （特別学修） 
第１２条 学則第 16 条の規定に基づく，高等専門学校以外の教育施設等における学修等は，「特別学修」と

し，その申請及び単位認定については，別に定める。 
 
   第６章 学年の課程修了及び卒業の認定 
 （学年の課程修了の認定） 
第１３条 学年の課程修了は，教員会議の議を経て校長が認定する。 
２ 前項の認定に当たっては，原則として次の各号に該当していなければならない。 
 一 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の出席日数が出席すべき日数の 2/3 以上であること。 
 二 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の特別活動を履修したと認められること。 
 三 第１学年から第４学年までにおいては，当該学年の必履修科目および必修科目は，すべて履修したと認

められること。 
 四 第４学年においては，第１学年から第３学年までの必修科目は，すべて修得したと認められること。 
 五 第５学年においては，第４学年および第５学年の必修科目は，すべて修得したと認められること。ま

た，選択科目は教育課程表において定められた単位数以上あるいは科目数以上を修得していること。 
 六 第１学年から第４学年までにおいては，通算修得単位数が，次の表の単位数以上であること。 
 

学    年 単  位  数 
１ ２５ 
２ ５９ 
３ ９３ 
４ １２９ 

 
 七 第５学年においては，通算修得単位数が 167 単位以上（そのうち，一般科目については，75 単位以

上，専門科目については，82 単位以上とする。）であること。 
 八 第４学年と第５学年の授業として開講されている科目の修得単位数の合計が６２単位以上であること。 
３ 第４学年に編入学した者及び第３学年に編入学した外国人留学生については，当該学科の前学年までの単

位は修得したものとみなす。 
４ 第２項第六号の通算修得単位数には，第８条第２項，第 11 条及び第 12 条の規定に基づいて認定された単

位は算入しない。 
 （原学年に留められた者の措置） 
第１４条 学年の課程修了の認定をされない者は，原学年に留められるものとする。 
２ 第１学年から第３学年までにおいて，原学年に留められた場合における前年度の修得単位は無効とする。

ただし，原学年に留められた者が，当該学年の途中で他の教育機関等へ進路変更するため退学を希望する場
合，前年度の修得単位は有効とする。 

３ 第４学年又は第５学年において，原学年に留められた場合における前年度の修得単位は有効とする。な
お，単位を修得した科目についても再履修できるものとし，再履修した科目の評価は，前年度と比較して，
上位の評価を最終評価とする。 

４ 第４学年又は第５学年において，原学年に留められた場合における前年度の未修得単位は，その履修を含
め無効とする。 

５ 引き続き同一学年に在籍できる年数は，２年とする。ただし，休学の場合は，この限りでない。 
 （卒業の認定） 
第１５条 第５学年の課程を修了した者の卒業は，教員会議の議を経て，校長が認定する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－３－①－２

 

（出典：平成19年度行事予定表）
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資料５－３－①－３ 

 

 
（出典：平成19年度行事予定表） 
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資料５－３－①－４
担当教員氏名［            ］（楷書、自筆） 
５年 制御情報工学科（  ）総合成績評価表 №１ 
総授業回数（   ）回 

 
定期試験 

出席 
番号 

氏  名 
欠課
時数 前期中間 前期期末 後期中間 後期期末 

定期試験
平均 

小 テ ス ト

１ 
小 テ ス ト

２ 
小 テ ス ト

３ 
小 テ ス ト

４ 
小 テ ス ト

５ 
小 テ ス ト

６ 
レポート１ レポート２ レポート３ 夏季課題 

小テスト
・レポー
ト平均 

再試験
総合
評価

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

                    

度数分布表 

評価 人数 

Ａ  名 

Ｂ  名 

Ｃ  名 

Ｄ  名 

計  名 

（出典：学生課資料 平成 19 年度総合成績評価表）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラバスの成績評価
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資料５－３－①－５

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教員会議資料 平成18年度科目別欠課一覧）
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資料５－３－①－６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教員会議資料 平成18年度成績一覧表）
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資料５－３－①－７ 

 
平成１８年度第１５回教員会議議事録（議事概要） 

 
     日   時   平成１９年３月１６日（金） 9：30～11：50 
     場   所   会 議 室 
     出 席 者   別紙のとおり 
 
《議 題》 
 
１．平成１８年度１年生～４年生の進級判定について 
 
 教務主事から、成績一覧表に基づき、１年生～４年生までの履修・未履修が正しいか確認を行っ
た結果、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＃記号が付いた科目を未履修と判定し
た。 
 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・ 
 
 次に、参考資料の「大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規」第１３
条第２項の各号に基づき、出席日数、科目、単位数等の確認を行い、該当クラス担任より補足説明
が行われたが、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・修了
学年の判定を「大分工業高等専門学校教務に関する申し合わせ」第５に基づき、資料１に記載のと
おり判定した。 
 
 なお、次のとおり資料１の訂正を行った。 
 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 また、リストアップされた者以外は、進級と判定した。 
 おって、対象学生については、本日午後より意思表示の確認を行うと報告があった。 

 

（出典：教員会議資料） 

 

資料５－３－①－８ 

 
平成１８年度第１４回教員会議議事録（議事概要） 

 
     日   時   平成１９年３月１４日（水） 15：00～16：45 
     場   所   会 議 室 
     出 席 者   別紙のとおり 
 
《議  題》 
 
１．平成１８年度卒業判定について 
 
 教務主事から、資料１の成績一覧表に基づき説明があり、$の付いた科目について、未履修を確
定し、それ以外の科目については履修と認めた。 
 続いて、参考資料の「学業成績の評価及び課程修了等に関する内規」第１３条第２項第５号、第
７号及び第８号に基づき、順次判定を行い、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・ 161 名全員の卒業が承認された。 

（出典：教員会議資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 成績評価・単位認定規定を明記した学生便覧を学生に配布し，新入生にはオリエンテーションで，

各学年には教務説明会及び教育プログラム説明会で周知している。定期試験後は，答案返却と解説を

行って評価を確認している。進級・卒業判定は提出された資料に基づき，規定を満たすか教員会議で

確認している。科目の評価方法はシラバスに明記し，担当教員から学生へ周知している。 

 以上より，成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周知され

ている。また，成績評価，単位認定，進級判定，卒業判定が適切に実施されている。 

 

 

 観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

 （観点に係る状況） 

 １～３学年の志学段階では，年間を通じて毎週特別活動を設け，履修を義務付けている（資料５－

４－①－１）。特別活動の内容は，人間の素養の涵養を目的として主体的集団活動を教務主事室と各

学年のクラス担任が協力して計画立案している（資料５－４－①－２）。特別活動は単位認定されな

いが，クラス担任が出欠報告を行い進級判定基準の一つとしている。 

 

資料５－４－①－１ 

 

大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 5 月 8 日 

（中略） 
 
   第６章 学年の課程修了及び卒業の認定 
 （学年の課程修了の認定） 
第１３条 学年の課程修了は，教員会議の議を経て校長が認定する。 
２ 前項の認定に当たっては，原則として次の各号に該当していなければならない。 
 一 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の出席日数が出席すべき日数の 2/3 以上で

あること。 
 二 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の特別活動を履修したと認められること。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－４－①－２

2007 年度(平成 19 年度） 前期特活予定表 

水曜日：１４：３０～１５：２０ 

１年（水）４限 ２年（水）４限 ３年（水）４限 学年 
月日 Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ 

11 特活計画 
クラス役員 
選出 

自己紹介 自己紹介 
ｸﾗｽ委員選出
特活計画 

前期特活
計画立案

クラス役員
選出 

各種委員の
選出＆都市ｼ
ｽﾃﾑ科賞表彰

特活計画
特活計画 
委員決め 

特活計画 
ポートフォ
リオの確認
と整理 

18 教務主事室扱い（合併） 
プロジェクト
Ｘ(友の死を
越えて) 

プロジェク
トＸ 

前期特活
行事決め

戦争に
ついて

校外清掃
活動 

寮生活を 
紹介します 

プロジェク
トＸ 

前期特活 
計画 

4 

26 図書館オリエンテーション 担任扱い 教務主事室扱い（合併） クラスマッチ クラスマッチ 
校外清掃 
活動 

プロジェク
トＸ 

2 ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映＆ロボコン 2007
ルール説明(合併講義室、９０分) 

ＧＷの課題

「砂漠で遭
難したら」
危機にどう
対処する
か？ 

「砂漠で遭
難したら・
・・」 

生と死を
考える

情熱大陸
校外清掃 
活動 

クラスマッチ クラスマッチ

9 クラスマッチ 
私の尊敬 
する人物 

（６班）1-ｳ 
クラスマッチ 夢を語ろう 

ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

自己評価
セクハラと
は？ 

レクリエー
ション 

校外清掃
活動 

23 数学第１回到達度試験 数学第１回到達度試験 
ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

5 

30 学生相談室扱い（合併） 
校外清掃

活動 
クラスマッチ

タグラグビ
ーゲーム 

クラスマッチ
自分たちの
可能性 

図書館へ 
行こう 

Ｓ科教員 
講話 

前期中間試
験の対策

20 公共の場で
のエチケット 

キャッチ商
法に気をつ
けよう(5
班)2-ｳ 

クラブ活動
探検報告 

Ｃ科先生へ
のインタビ
ュー 

クラスマッチ
環境汚染を
なくそう！

クラスマッチ
家族に

ついて(1)
教務主事室扱い（合併） 

6 

27 校則をもっ
と知ろう 

クラスマッチ 
クラス役員
の役割を知
ろう 

クラスマッチ 
Ｍ科教員

講話 

夏休みの計
画を立てよ
う！ 

定期試験結
果の分析と
反省 

家族に
ついて(2)

３Ｍ 
球技大会

プロジェク
トＸ 

夏休みの 
計画 

クラスマッチ
の話し合い

4 数学第２回到達度試験 数学第２回到達度試験 
先輩の進路
Ⅰ 

クラスマッチ 
高専祭 
クラス企画 

クラスマッチ

7 
11 

携帯電話所
持の是非を
語る 

クラス担任
扱い 

砂漠で遭難
したら 

ポートフォリ
オのチェッ

ク 

たばこの害について
（保健室から：合併）

夏休みの
目標発表

人間の絆に
ついて 

クラスマッチ 高専祭準備 クラスマッチ 

今週、印象
に残った新
聞記事の紹
介 

5 クラスマッチ 

ｱﾙﾊﾞｲﾄの意
義と問題点
を語る(7
班)1-ｲ 

公共の場で
のエチケット 

クラスマッチ 
１分間

スピーチ
校外清掃
活動 

たばこの害について
（保健室から：合併）

１分半スピ
ーチ夏休み
報告会 

高専祭打ち
合わせ 

スーパーコン
ピュータと

は？ 
ディベート

9 

12 定期試験 
対策 

能率的な学
習法(4
班)3-ｱ 

交通安全に
ついて考え
よう 

高専祭計画 
前期を振り
返って 

私の体験を
語る（古里
の自慢しち
ゃいます）

前期末試験
の傾向と対
策 

国際感覚と
より広い視
野の育成 

先輩の進路
Ⅱ 

生と死につ
いて 

校外研修オ
リエンテー
ション 

前期定期試
験の対策 

 

（出典：学生課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 志学段階に特別活動の時間を設け，計画的に実施している。出欠が報告され，進級判定基準の一つ

となっている。活動内容は技術者としての倫理が身につくようなテーマを考慮して計画，実践してい

る。 

 以上より，教育課程の編成で，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう配慮されてい

る。 
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 観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵

養が図られるよう配慮されているか。 

 （観点に係る状況） 

 倫理観のある実践的技術者育成のため，１～３学年までの志学段階では，毎朝ショートホームルー

ムを実施し，遅刻や服装等の生活態度を確認している。また，各学年で教員の指導により清掃を行っ

ている。11 月に開催される保護者会では，学習状況とともに，生活面の指導が行われている（資料

５－４－②－１）。学生主体の学生会組織の運営や活動に参加することで人間の素養が育成される。

学生会準則には学生の人間形成が目的であることが明記され，自主的に活動するようになっている

（資料５－４－②－２）。学生会組織は学生会規約に基づき構成され，学生会の任務も規約に従って

自主的に遂行されている（資料５－４－②－３）。課外活動は学生会細則で基本的な事項だけを取り

決めており，具体的な活動に関しては学生が選任した部長の指導の下に自主的に行っている（資料５

－４－②－４）。こうした課外活動で自主的集団生活を送ることで，人間の素養が育成される。その

他新入生オリエンテーションでの合宿研修では，入学直後から学生同士が協調して活動するようにな

る（資料５－４－②－５）。２～４学年では学年または学科ごとに秋季研修を実施し，特に４年生は

研修先を企画し，工場見学等で見聞を広めるとともに，集団行動を通して人間の素養を育成している

（資料５－４－②－６）。 
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資料５－４－②－１

 

（出典:教員会議資料）
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資料５－４－②－２ 

大分工業高等専門学校学生会準則 

 
第１条 学生会は、学校の指導のもとに学生の自発的な活動を通じてその人間形成を助長し、高等専門教育の

目的達成に資することを目的とする。 
第２条 学生会は、前条の目的を実現するために次の各号に掲げる目標の達成に努めなければならない。 
 一 学生生活を楽しく、豊かで規律正しいものにし、よい校風をつくる態度を養う。 
 二 健全な趣味や豊かな教養を養い、個性の伸長を図る。 
 三 心身の健康を助長し、余暇を活用する態度を養う。 
 四 学校生活における集団の活動に積極的に参加し、自主性を育てるとともに、集団生活において、協力

し、民主的に行動する態度を養う。 
 五 学校生活において、自治的能力を養うとともに公民として資質を向上させる。 

 

（出典:学生便覧） 

 

 

資料５－４－②－３ 

大分工業高等専門学校学生会規約 
 

（中略） 
   第２章 組織 
第１１条 本会の目的達成のために、次の組織を置く。（別表） 
 一 学生総会 
 二 評 議 会 
 三 役  員 
 四 局及び部 
 五 会計監査 
第１２条 本会に次の役員を置く。 
 一 会  長      １人 
 二 副 会 長      １人 
 三 総  務      ４人 
 四 書  記      ４人 
 五 会  計      ４人 
 六 風  紀      若干名 
 七 広  報      若干名 
 八 美  化      若干名 
 九 体育局長      １人 
 十 文化局長      １人 
 十一 高専祭実行委員長 １人 
 十二 音楽祭実行委員長 １人 
 十三 交通安全委員長  １人 
第１２条の２ 会長及び副会長は全会員の投票によって選出し、他の役員は会長がこれを委嘱する。 
第１３条 役員は学生総会（以下「総会。」という。）、評議会の議決事項を執行し、その各任務を次のよう
に定める。 
 一 会長は本会を代表し、会務を統轄する。 
 二 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行する。 
 三 総務は一般庶務を取扱う。 
 四 書記は各種の会議等の記録を保管する。 
 五 会計は本会の出納事務、予算、決算その他会計に関する一般事務を取扱う。 
 六 風紀は学園の風紀活動にあたり、会員の品位向上に努める。 
 七 広報は学園に関する内外の動向及び本会の活動について会員に周知する。 
 八 美化は学園の緑化活動にあたり、会員の緑化意識の向上に努める。 
 九 高専祭実行委員長は高専祭実行委員を代表し、高専祭に関する業務を統轄する。 
 十 音楽祭実行委員長は音楽祭実行委員を代表し、音楽祭に関する業務を統轄する。 
 十一 交通安全委員長は交通安全委員を代表し、会員の交通安全意識の向上に努める 

 

（出典：学生便覧） 
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資料５－４－②－４ 

 

大分工業高等専門学校学生会細則 

 
（中略） 
   第４章 局   部 
第２２条 部長は、学年初め会長の示す日までに、部員名簿を総務に提出しなければならない。 
第２３条 部長は、会長の示す日までに、その部の年間の予算書を会計に提出しなければならない。 
２ 正当な理由なく、期日までに提出しないときは、予算を割当てられないことがある。 
第２４条 部の財産は部長が管理する。 
第２５条 あらたに部を設立しようとするときは、10 人以上の発起人を必要とし、その設立要望書に連名押

印して、これを総務のもとに提出しなければならない。 
第２６条 評議会において、次の事項に該当すると認められた場合、部は活動停止を命ぜられ、一切の行為を

禁止される。 
 一 部の目的に反し、義務を怠ったとき 
 二 部員が著しく減少したとき 
 三 その他正当と認められる理由があったとき 
第２７条 活動を停止した部に対して、評議会は正当な理由があればその停止を解くことができる。 
第２８条 活動停止期間が１年を越すときは、評議会はその部の廃止を総会に提案するものとする。 
第２９条 部相互の希望により評議会がこれを認めたとき、又は評議会が適当と認めたときは当該部長にはか

ったうえ評議会は部の合併を総会に提案する。 
第３０条 部への加入、又は部からの脱退は拘束されないが、会員はいずれかの部に所属することが望まし
い。 
 

（出典：学生便覧） 
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資料５－４－②－５

 

○平成１９年度新入生オリエンテーション日程表（晴天時） 

第１日目 ４月１２日（木） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

8：40 
8：45 
9：00 

 
11：30 

 
11：40 

 
 
 

12：00 
 
 
 
 

13：00 
 

14：00 
 
 
 
 

17：00 
 
 

17：30 
 
 
 

18：15 
 
 
 

19：20 
 
 
 
 

20：30 
 
 

21：10 
 
 
 
 

22：00 

ホームルーム 
集合（高専玄関前） 
高専出発 
 
マリンカルチャーセン
ター着 
入所式 
 
鍵渡し 
 
昼食（弁当持参） 
 
 
入室 
 
校長講話 
 
高平山ハイキング 
*学生会，Ｍ，Ｅ，
Ｓ，Ｃ，学生会の順番
とする. 
 
打ち合わせ 
 
 
Ｍ，Ｃ：夕食（班別） 
Ｅ，Ｓ：入浴（班別） 
入 浴：17:15～18:15 
 
Ｅ，Ｓ：夕食（班別） 
Ｍ，Ｃ：入浴（班別） 
入 浴：18:15～19:15 
 
学生会扱い 
 
 
 
 
ホームルーム（健康調
査を含む）（～21：
30） 
 
指導学生反省会 
 
 
 
就寝準備 
消灯・就寝 

クラス担任 
 
 
 
 
 
館長，学生主
事，学生会長 
総務副部長，
班長 
美化係（ゴミ
片付け） 
 
生活係 
 
校長 
 
クラス担任，
指導学生 
 
 
 
学生主事室，
学生会，リー
ダー 
 
食事係 
保健係 
 
 
食事係 
保健係 
 
学生会，指導
学生 
 
 
 
クラス担任 
 
 
学生主事室，
クラス担任，
学生会，指導
学生 
 

出席点呼 
 
*栞はバス車内に持って乗
る 
バス内で校歌の練習等 
 
 
マリンホール 
歓迎の挨拶，諸注意等 
 
 
各研修室にて昼食 
研修室 1，2，3，4，5 
    M，E，S，C，学生
会 
*体操服に着替え，運動靴
を履いてマリンホールへ集
合 
マリンホール 
 
１階レストハウス前広場集
合 
ゲーム 
 
 
 
研修室 6 
（リーダー，学生会は待
機） 
 
２階レストラン「ふうも
ん」 
４階団体浴室 
 
 
同 上 
同 上 
 
マリンホール 
学校紹介，高専生のあり
方，校則，学習，校歌コン
クール等 
 
研修室 1，2，3，4 
       M，E，S，C 
 
研修室 6 
 
 
*21：30 までは体操服で行
動 

 

第３日目 ４月１４日（土） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

6：30 
7：00 

 
 
 

7：40 
 

8：30 
 
 
 

8：50 
 
 
 

9：10 
 
 
 

10：30 
 
 

11：30 
 
 
 

12：00 
 
 

13：00 
 

15：30 

起床 
朝のつどい 
 
科毎の反省 
 
朝食，自由行動 
 
退所準備および清掃 
 
 
 
退所点検 
 
 
 
ボランティア活動 
 
 
 
反省会（感想文） 
（～11：00） 
 
退所式 
 
 
 
昼食（一斉），自由行
動 
 
 
退所 
 
帰校，解散 

 
学生会，指導
学生，班長 
指導学生 
 
食事係 
 
指導学生，生
活係，美化係 
 
 
センター職
員，指導学生 
 
 
教職員，学生
会，班長，美
化係 
 
クラス担任 
 
 
館長，学生主
事 ， 学 生 会
長，リーダー 
 
食事係 

洗面，寝具整頓 
１階レストハウス前広場
ラジオ体操，健康チェック
 
 
２階レストラン 
 
部屋の整理・整頓 
部屋の鍵：班長→指導学生
リーダー→総務副部長 
 
*各部屋の班長 1 名が残り,
他の学生は荷物を持って各
研修室へ移動 
 
海浜清掃奉仕 
（軍手・帽子着用） 
 
研修室 1，2，3，4，5 
      M，E，S，C，指導学
生 
 
 
マリンホール 
*荷物は１階のロビーに置
いてマリンホールへ移動
 
２階レストラン 
*荷物は１階のロビーに置
いておく 

 

第２日目 ４月１３日（金） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

6：30
7：00

 
 

7：30
 

8：30
 

9：00
 
 

10：30
 
 
 
 
 
 

12：30
 

13：30
 

14：30
 
 
 
 
 
 

16：30
 
 

17：30
 
 

18：15
 
 
 

19：30
 
 

21：10
 
 
 

22：00

起床 
朝のつどい，散策 
 
 
朝食，自由行動 
 
学生主事講話 
 
４学科紹介，クラブ紹
介 
 
 
Ｍ,Ｃ：カッター・カヌ
ー（～12：30） 
Ｅ,Ｓ：プラネタリウム
（～11:30） 
クラスマッチ（～12：
30） 
 
昼食（一斉），自由行
動 
 
カウンセラー講話 
 
Ｅ,Ｓ：カッター・カヌ
ー（～16：30） 
Ｍ,Ｃ：プラネタリウム
（～15:30） 
クラスマッチ（～16：
30） 
 
学生会扱い 
 
 
Ｅ，Ｓ：夕食（班別）
Ｍ，Ｃ：入浴（班別）
入 浴：17:15～18:15
Ｍ，Ｃ：夕食（班別）
Ｅ，Ｓ：入浴（班別）
入 浴：18:15～19:15
 
ホームルーム（健康調
査を含む）（～20:30）
 
指導学生反省会 
 
 
就寝準備 
消灯・就寝 
 
 

 
学生会，指導学
生，班長 
 
食事係 
 
学生主事 
 
学生会，指導学
生 
 
センター職員 
 
センター職員 
学生会，指導学
生，レク係 
 
 
食事係 
 
カウンセラー 
 
センター職員 
 
センター職員 
学生会，指導学
生，レク係 
 
 
学生会，指導学
生 
 
食事係 
保健係 
 
食事係 
保健係 
 
 
クラス担任 
 
 
学生主事室，ク
ラス担任，学生
会，指導学生 
 

洗面，寝具整頓 
１階レストハウス前広場 
ラジオ体操，健康チェック
 
２階レストラン 
 
マリンホール 
 
マリンホール 
 
 
１階レストハウス前広場 
（水着・短パン用意） 
プラネタリウム館 
（出席番号順） 
体育館 
 
 
２階レストラン 
 
マリンホール 
 
１階レストハウス前広場 
（水着・短パン用意） 
プラネタリウム館 
（出席番号順） 
体育館 
 
 
体育館（ゲーム） 
 
 
２階レストラン 
４階団体浴室 
 

同 上 
同 上 

 
 
研修室 6，7，8，9 
       M，E，S，C 
 
研修室 6 
 
*20：30 までは体操服で行動

 

（出典：Ｈ19 年度新入生オリエンテーションの栞）
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資料５－４－②－６ 

 

平成 18 年度旅行計画 

 

学年 学科 日程 研修先 人員 引率教員 交通機関

２年 全 10 月 4 日（水） 
スペースワールド 
いのちのたび博物館 
（北九州市） 

１７０名
（教員 4＋
学生 166）

菊 川 裕 規 
藤 原 宏 司 
靏 浩 二 
篠 田 和 男 

貸切バス

Ｍ 
10 月 2 日(月)～
10 月 3 日(火） 

瀬戸農業公園 
伊万ビジターズハウス 
内子町散策 
（国立大洲青少年交流の家泊） 

４３名 
（教員 2＋
学生 41）

松 本 佳 久 
薬師寺輝敏 

貸切バス
フェリー

Ｅ 
10 月 4 日(水)～
10 月 5 日(木） 

行橋市研修センター「ゆくトピア」 
電源開発若松総合事業所 
安川電機 
（ゆくトピア泊） 

４４名 
（教員 2＋
学生 42）

清 武 博 文 
山 口 貴 之 

貸切バス

Ｓ 
10 月 2 日(月)～
10 月 3 日(火） 

呼子七ツ釜 
九州電力玄海エネルギーパーク 
九州国立博物館 
太宰府天満宮 
キューピー鳥栖工場 
（波戸岬少年自然の家泊） 

３９名 
（教員 2＋
学生 37）

佐 藤 達 郎 
手 島 規 博 

貸切バス

３年 

Ｃ 
10 月 3 日(火)～
10 月 4 日(水） 

北九州エコタウン 
海の中道奈多海水淡水化センター 
海の中道海浜公園：マリンワ－ルド 
（福岡県立社会教育総合センター泊）

４４名 
（教員 2＋
学生 42）

高 見  徹 
前  稔 文 

貸切バス

Ｍ 
10 月 2 日(月)～
10 月 4 日(水） 

鉄道総合技術研究所 
機械産業記念事業団 
横浜ベイブリッジ 
海洋研究開発機構横浜研究所 
日本科学未来館 
（関東方面） 

３８名 
（教員 2＋
学生 36）

伊 東  徳 
軽 部  周 

航空機 
貸切バス

Ｅ 
10 月 2 日(月)～
10 月 4 日(水） 

筑波宇宙センター 
機械産業記念事業団（TEPIA） 
東芝府中事業所 
富士通川崎工場           
（関東方面） 

４０名 
（教員 2＋
学生 38）

本 田 久 平 
佐 々 木 透 

航空機 
貸切バス

Ｓ 
10 月 2 日(月)～
10 月 4 日(水） 

富士通川崎工場 
三菱プレシジョン鎌倉事業所 
八景島シーパラダイス 
東芝科学館 
（関東方面） 

３９名 
（教員 2＋
学生 36）

金 田 嗣 教 
嶋 田 浩 和 

航空機 
貸切バス

４年 

Ｃ 
10 月 2 日(月)～
10 月 4 日(水） 

明石海峡大橋 
野島断層保存館 
黒部ダム 
山梨リニア実験センター 
（関西，甲信方面） 

４１名 
（教員 2＋
学生 39）

一 宮 一 夫 
川内谷一志 

新幹線 
ＪＲ 
貸切バス

 

（出典：教員会議資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 倫理観のある実践的な技術者育成のため，毎朝ショートホームルームでの出席の確認と，遅刻や欠

席等の生活指導が行われている。その他にも学生会活動や研修旅行等の社会見学や集団行動を通して

人間の素養を育成する努力が行われている。 

 以上より，教育の目的に照らし，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られる

よう配慮されている。 
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＜専攻科課程＞ 

 観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 （観点に係る状況） 

 基準１で述べたように，学習･教育目標は，準学士課程と専攻科課程でその水準は違うものの一貫

した思想の基に設定され，これに基づく教育課程も一貫した連携を持っている。 

 専攻科は準学士課程の機械工学科と都市システム工学科（土木工学科）を母体とする機械･環境シ

ステム工学専攻と，電気電子工学科と制御情報工学科を母体とする電気電子情報工学専攻からなる

（資料５－５－①－１）。専攻ごとに教育方針を定め，母体学科で修得した学力を基礎とした高度な

技術教育の実施を謳い，専攻科学生便覧と募集要項に記載している（資料５－５－①－２）。学習･

教育目標と専攻科の教育方針を基に教育課程を編成し，準学士課程と専攻科課程に配置した科目間連

携は授業科目系統図（資料５－１－①－４）や｢学習･教育目標を達成するために必要な主要科目の流

れ｣(資料５－５－①－３)に示している。シラバスには科目ごとに｢関連科目｣の欄があり，授業科目

系統図に示した連携科目の他にも，重要な関連科目を記している(資料５－５－①－４)。 

 

資料５－５－①－１ 

 ■本科と両専攻との関係 

機械・環境システム工学専攻 電気電子情報工学専攻 

機械工学科 
都市システム

工学科 
電気電子 
工学科 

制御情報 
工学科 

本科

専攻科 

 

(出典：専攻科パンフレット) 

 

資料５－５－①－２ 
（2）教育方針 
【機械・環境システム工学専攻】 
   本科の課程で修得した基礎学力を基盤に，地球環境に関わる各種環境問題にも対応可能

な学術的・融合的教育を行います。機械システムと環境システムとの相互依存関係や高度
な機械生産システムに深く関わる教育を展開することにより，より専門性に富み，相互に
関連した高度技術社会における自己実現能力を育み，グローバルな視野に立った発想力，
構想力，実現化能力を有した研究・開発型創造的技術者を育成します。 

 
【電気電子情報工学専攻】 
   電気，電子，情報工学に関連する分野において本科で修得した幅広い専門知識 
  と技術を基礎として，より高度な技術教育を行います。すなわち，電気電子工学・ 
  情報工学に関連する新技術の独創的かつ実践的な研究開発能力や解析能力を持 
  ち，高度情報化された先端技術及び学術技術の研究開発や問題解決に対応でき， 
  視野が広く国際性豊かな学問の出来る実践的技術者を育成します。 

 

(出典：専攻科学生便覧) 
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資料５－５－①－３ 

 
別表１－２ 学習・教育目標を達成するために必要な主要科目の流れ（機械工学科、機械・環境システム工学専攻） 

2002(平成 14)年度の入学生用 平成１９年度 専攻科１年生 
授     業     科     目 

4   年 5   年 専攻科 1 年 専攻科 2 年 学習・教育目標 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

日本語表現法（○） 日本語表現法（○） 哲学概説（○） 思想史（○） 歴史学特論Ⅰ（◎） 歴史学特論Ⅱ（◎） 哲学特論Ⅰ (◎) 哲学特論Ⅱ (○) 

    歴史学概説（○） 歴史学概説（○） 特別研究（○） 特別研究（○） プロジェクト演習Ⅳ(○) 特別研究（○） 

            宇宙地球科学（◎）   
(A1) 

            特別研究（○）   

          環境保全工学（○） 技術者倫理 (◎)   
(A2) 

                

応用数学Ⅰ （◎） 応用数学Ⅰ（◎）     物理学特論 (◎) 離散数学 (○) 数値計算 (○)   

応用数学Ⅱ （◎） 応用数学Ⅱ（◎）     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ (○) 環境化学（◎）   

応用物理Ⅱ （◎） 応用物理Ⅱ（◎）     微分幾何学Ⅰ (○) 微分幾何学Ⅱ（○） 宇宙地球科学（○）   
(B1) 

                
機械設計法Ⅱ(◎）① 機械設計法Ⅱ(◎）① メカトロニクス（◎）① 機械力学（◎）④     プロジェクト演習Ⅲ(○)   
コンピュータ概論(○)② 情報工学（◎）② 材料力学Ⅲ（◎）④ 計測工学（◎）①         
材料学Ⅱ（◎）③ 材料学Ⅱ（◎）③ 機械力学（◎）④ 伝熱工学（◎）         
材料力学Ⅱ（◎）④ 材料力学Ⅱ（◎）④ 熱機関工学（◎） 熱機関工学（◎）         
熱力学（◎）④ 熱力学（◎）④ 設計製図Ⅲ（◎） 流体機械（○）④         
水力学（◎）④ 水力学（◎）④ トライボロジー(○) 自動制御（◎）①         
設計製図Ⅰ（◎）① 設計製図Ⅱ（◎）①             

(B2) 

                

日本語表現法（◎） 日本語表現法（◎） 卒業研究（◎） 卒業研究（◎） 特別研究（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 

独語Ⅰ（○） 独語Ⅰ（○）         プロジェクト演習Ⅳ(◎)   (C1) 

                

応用英語（○） 応用英語（○） 工業英語（○） 工業英語（○） プロジェクト演習Ⅱ(○) プロジェクト演習Ⅱ(○) 現代英語Ⅰ（◎） 現代英語Ⅱ（◎）

    資格英語Ⅱ（○） 資格英語Ⅱ（○）         

    英読文化Ⅱ（○） 英読文化Ⅱ（○）         
(C2) 

                

工学実験Ⅱ（◎） 工学実験Ⅱ（◎） 工学実験Ⅲ（◎） 卒業研究（◎） プロジェクト実験Ⅰ(◎) プロジェクト実験Ⅱ(◎)     

    卒業研究（◎）           (D1) 

                

工学実験Ⅱ（○） 工学実験Ⅱ（○） 工学実験Ⅲ（○）   プロジェクト実験Ⅰ（◎） プロジェクト実験Ⅱ（○）     

校外実習（○）       実務実習（○）       (D2) 

                
        材料力学特論（○） 材料強度学（○） 弾性力学（○） 量子材料学（○）
        熱物質移動論（○） 流体力学（○） 環境制御工学（○） 熱流体計測（○）
        塑性加工学（○） 交通システム工学（○） 地域計画学（○） 振動制御工学（○）
        環境材料学（○） 水環境工学（○） 不連続体力学（○） ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学特論(○) 

        耐震工学特論（○）   非線形解析学（○）   
        景観ﾃﾞｻﾞｲﾝ（○）       
        環境地盤工学（○）       

(E1) 

                

コンピュータ概論(○)② 電気電子回路（○）   ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(○)③ プロジェクト実験Ⅰ(◎) 情報ネットワーク（◎）②   生産システム特論（○）

      社会システム（○）⑤   環境保全工学（◎）⑤   廃棄物処理工学（○）

          センサ工学（○）     
(E2) 

                

        特別研究（◎） 特別研究（◎） 特別研究（◎） 特別研究（◎） 
(E3) 

                

 
別表１－２ 学習・教育目標を達成するために必要な主要科目の流れ（土木工学科、機械・環境システム工学専攻） 

2002(平成 14)年度の入学生用 平成１９年度 専攻科１年生 
授     業     科     目 

4   年 5   年 専攻科 1 年 専攻科 2 年 学習・教育目標 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 
日本語表現法（○） 日本語表現法（○） 哲学概説（○） 思想史（○） 歴史学特論Ⅰ（◎） 歴史学特論Ⅱ（◎） 哲学特論Ⅰ (◎) 哲学特論Ⅱ (○) 
    歴史学概説（○） 歴史学概説（○） 特別研究（○） 特別研究（○） プロジェクト演習Ⅳ（○） 特別研究（○） 
            宇宙地球科学 (◎)   

(A1) 

            特別研究（○）   
          環境保全工学（○） 技術者倫理 (◎)   

(A2) 
                
応用数学Ⅰ (◎) 応用数学Ⅰ (◎)     物理学特論 (◎) 離散数学 (○) 数値計算 (○)   
応用数学Ⅱ (◎) 応用数学Ⅱ (◎)     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ (○) 環境化学（◎）   
応用物理Ⅱ (◎) 応用物理Ⅱ (◎)     微分幾何学Ⅰ（○） 微分幾何学Ⅱ（○） 宇宙地球科学 (○)   

(B1) 

                
ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 (◎) ① 道路工学（○） ① 設計製図（◎） ① 設計製図（◎） ①     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅲ (○)   
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論（○） ② ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 (◎) ① 鋼構造学（○） ① 振動学 (○) ①         
衛生工学（◎） ③ 数値演算法 (○) ② 応用水理学（○）④ 防災工学（◎） ⑤         
構造力学Ⅱ (◎) ④ 衛生工学（◎） ③ 防災工学（◎） ⑤ 環境計画 (○) ⑤         
水理学Ⅱ (◎) ④ 構造力学Ⅱ (◎) ④ 河川工学（◎）⑤ 河川工学（◎）⑤         
土質力学Ⅱ (◎) ④ 水理学Ⅱ (◎) ④   交通工学 (○) ⑤         
都市計画（◎） ⑤ 土質力学Ⅱ (◎) ④             
  都市計画（◎） ⑤             

(B2) 

                
日本語表現法（◎） 日本語表現法（◎） 卒業研究 (◎) 卒業研究 (◎) 特別研究（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 
独語Ⅰ（○） 独語Ⅰ（○）         ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅳ（◎）   (C1) 

                
応用英語 (○) 応用英語 (○) 資格英語Ⅱ（○） 資格英語Ⅱ（○） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) 現代英語Ⅰ（◎） 現代英語Ⅱ（◎）
    英読文化Ⅱ（○） 英読文化Ⅱ（○）         (C2) 

                
実験実習 (◎) 実験実習 (◎) 卒業研究（◎） 卒業研究（◎） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ (◎)     

(D1) 
                
実験実習 (○) 実験実習 (○) PBL (◎)   ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ(○)     
校外実習（○）       実務実習（○）       (D2) 

                
        材料力学特論（○） 材料強度学（○） 弾性力学（○） 量子材料学（○）
        熱物質移動論（○） 流体力学（○） 環境制御工学（○） 熱流体計測（○）
        塑性加工学（○） 交通ｼｽﾃﾑ工学（○） 地域計画学（○） 振動制御工学（○）
        環境材料学（○） 水環境工学（○） 不連続体力学（○） ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学特論（○）

        耐震工学特論（○）   非線形解析学（○）   
        景観ﾃﾞｻﾞｲﾝ（○）       
        環境地盤工学（○）       

(E1) 

                
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論（○）② 電気電子回路（○）   ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論（○）③ プロジェクト実験Ⅰ（◎） 情報ネットワーク（◎）②   生産ｼｽﾃﾑ特論 (○)
      ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ（○）   環境保全工学（◎）⑤   廃棄物処理工学 (○)
          センサ工学（○）     

(E2) 

                
        特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 

(E3) 
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大分工業高等専門学校 基準５ 

 - 215 -

2002(平成 14)年度の入学生用 平成１９年度 専攻科１年生 
授     業     科     目 

4   年 5   年 専攻科 1 年 専攻科 2 年 学習・教育目標 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

日本語表現法 (○) 日本語表現法 (○) 哲学概説（○） 思想史（○） 歴史学特論Ⅰ（◎） 歴史学特論Ⅱ（◎） 哲学特論Ⅰ(◎) 哲学特論Ⅱ(○) 

    歴史学概説（○） 歴史学概説（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 宇宙地球科学 (◎) 特別研究（○） 

            ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅳ (○)   
(A1) 

            特別研究（○）   

          環境保全工学（○） 技術者倫理 (◎)   
(A2) 

                

応用数学Ⅰ (◎) 応用数学Ⅰ (◎)     微分幾何学Ⅰ（○） 微分幾何学Ⅱ（○） 数値計算 (○)   

応用数学Ⅱ (◎) 応用数学Ⅱ (◎)     物理学特論（◎） 離散数学（○） 環境化学 (◎)   

応用物理Ⅱ (◎) 応用物理Ⅱ (◎)     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ(○） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ(○) 宇宙地球科学 (○)   
(B1) 

                

電気回路Ⅲ（◎）① 電気回路Ⅳ（◎）① 自動制御（◎）① 自動制御（◎）① 電子材料工学（○）③ ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾏﾃﾘｱﾙ（○)③ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅲ (○)   

電気回路Ⅳ（◎）① コンピュータⅡ（○）② 高電圧工学（○） システム工学（○）①         

ディジタル回路Ⅱ（◎）② 電子工学（◎）③ 送配電工学（○） ディジタル信号処理（○）         

コンピュータⅠ（◎）② 電磁気学Ⅲ（◎）④ ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ（○）           

電子工学（◎）③ 電気機器工学Ⅱ（◎）④ 電気応用（○）           

電磁気学Ⅲ（◎）④ 通信工学Ⅰ（◎） 通信工学Ⅱ（○）           

電気機器工学Ⅱ（◎）④               

通信工学Ⅰ（◎）               

(B2) 

                

日本語表現法 (◎) 日本語表現法 (◎) 卒業研究 (◎) 卒業研究 (◎) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 

独語Ⅰ（○） 独語Ⅰ（○）         ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅳ (◎)   (C1) 

                

応用英語（○） 応用英語（○） 資格英語Ⅱ（○） 資格英語Ⅱ（○） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) 現代英語Ⅰ（◎） 現代英語Ⅱ（◎）

    英読文化Ⅱ（○） 英読文化Ⅱ（○）         (C2) 

                

工学実験Ⅲ（◎） 工学実験Ⅲ(◎) 電子回路設計（○）① 電気設計（○）① ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ (◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅲ (◎)   

    卒業研究 (◎) 工学実験Ⅳ(◎)         

      卒業研究 (◎)         
(D1) 

                

工学実験Ⅲ（○） 工学実験Ⅲ(○)   工学実験Ⅳ(○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅲ (○)   

校外実習（○）       実務実習（○）       (D2) 

                
        電磁気学特論Ⅰ（○） ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅡ（○） 光画像工学（○） 電磁気学特論Ⅱ（○）

        ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅠ（○） 生体情報工学Ⅰ（○） 生体情報工学Ⅱ（○） ディジタル回路（○）

        システム数理工学（○）   ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ（○） 信号回復（○） 
        システム制御理論（○）   アルゴリズム特論（○） プラズマ工学（○）
        信号処理論（○）       
        情報セキュリティー(○)       
                

(E1) 

                

      ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論（○）③ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) 情報ネットワーク（◎）②   生産システム特論（○）

      社会システム（○）⑤   環境保全工学（◎）⑤   廃棄物処理工学（○） (E2) 

      メカトロニクス（○）   センサ工学（○）     

        特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 
(E3) 

                

 
別表１－２ 学習・教育目標を達成するために必要な主要科目の流れ（制御情報工学科、電気電子情報工学専攻） 

2002(平成 14)年度の入学生用 平成１９年度 専攻科１年生 
授     業     科     目 

4   年 5   年 専攻科 1 年 専攻科 2 年 学習・教育目標 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

日本語表現法 (○) 日本語表現法 (○) 哲学概説（○） 思想史（○） 歴史学特論Ⅰ（◎） 歴史学特論Ⅱ（◎） 哲学特論Ⅰ(◎) 哲学特論Ⅱ(○) 

    歴史学概説（○） 歴史学概説（○） 特別研究（○） 特別研究（○） 宇宙地球科学 (◎) 特別研究（○） 

            ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅳ (○)   
(A1) 

            特別研究（○）   

          環境保全工学（○） 技術者倫理 (◎)   
(A2) 

                

応用数学Ⅰ(◎) 応用数学Ⅰ(◎) 確率統計(○) 確率統計(○) 微分幾何学Ⅰ（○） 微分幾何学Ⅱ（○） 数値計算 (○)   

応用数学Ⅱ(◎) 応用数学Ⅱ(◎) 数値解析(○) 数値解析(○) 物理学特論（◎） 離散数学（○） 環境化学 (◎)   

応用物理Ⅱ(◎) 応用物理Ⅱ(◎)     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ（○） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅰ(○) 宇宙地球科学 (○)   
(B1) 

                

電子回路特論(◎)① 電子回路特論(◎)① ロボティクスⅠ(◎)① ロボティクスⅡ(○)① 電子材料工学（○）③ ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾏﾃﾘｱﾙ（○）③ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅲ (○)   

ディジタル回路Ⅰ(◎)① ディジタル回路Ⅱ(○)① 計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ(◎)① 計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ(◎)①         

情報工学 (◎)② 情報工学(◎)② ソフトウエア設計(◎)① ソフトウエア設計(◎)①         

アﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造(◎)② ネットワーク (○)② 画像工学(○)② 電磁気学特論(○)④         

電磁気学(◎)④ 電磁気学(◎)④ データ通信工学(○)②           

    電磁気学特論(○)④           

(B2) 

                

日本語表現法(◎) 日本語表現法(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 

独語Ⅰ（○） 独語Ⅰ（○）         ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅳ (◎)   (C1) 

                

応用英語（○） 応用英語（○） 英読文化Ⅱ（○） 英読文化Ⅱ（○） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習Ⅱ (○) 現代英語Ⅰ（◎） 現代英語Ⅱ（◎）

英語特論Ⅰ(○) 英語特論Ⅰ(○) 資格英語Ⅱ（○） 資格英語Ⅱ（○）         (C2) 

    英語特論Ⅱ(○) 英語特論Ⅱ(○)         

工学実験 V（◎） 工学実験Ⅵ(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ(◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ(◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅲ(◎)   
(D1) 

                

工学実験 V （○） 工学実験Ⅵ(○)     ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ(◎) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅱ(○) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅲ(○)   

校外実習（○）       実務実習（○）       (D2) 

                
        電磁気学特論Ⅰ（○） ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅡ（○） 光画像工学（○） 電磁気学特論Ⅱ（○）

        ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅠ（○） 生体情報工学Ⅰ（○） 生体情報工学Ⅱ（○） ディジタル回路（○）

        システム数理工学（○）   ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ（○） 信号回復（○） 
        システム制御理論（○）   アルゴリズム特論（○） プラズマ工学（○）
        信号処理論（○）       
        情報セキュリティー(○)       
                

(E1) 

                

      ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論（○）③ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験Ⅰ (◎) 情報ネットワーク（◎）②   生産システム特論（○）

      社会システム（○）⑤   環境保全工学（◎）⑤   廃棄物処理工学（○）(E2) 

      メカトロニクス（○）   センサ工学（○）     

        特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 
(E3) 

                

 

(出典：システムデザイン工学プログラム履修の手引き) 
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資料５－５－①－４ 

 

(出典：専攻科シラバス) 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専攻科課程の二専攻は，各々準学士課程の二つの学科を母体に構成され，更なる技術教育の実施が

教育方針に謳われている。また，授業科目系統図や｢学習･教育目標を達成するために必要な主要科目

の流れ｣，シラバスの関連科目欄から，準学士課程と専攻科課程の教育課程の連携が十分考慮されて

いる。 
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 観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。ま

た，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を

達成するために適切なものになっているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育理念や学習･教育目標では技術に通じることはもとより，豊かな人間性を育むことや科学，両

専攻に共通の専門技術に通じることを謳っており，これに呼応し専攻科では大きく専門科目，一般科

目，共通専門科目に分類し，全体にバランスのとれた編成を行っている(資料５－５－②－１)。一方

JABEE 認定を受けた本校のシステムデザイン工学プログラムでは全科目を人文科学･社会科学･外国語

系科目群，数学･自然科学系科目群，情報技術･基礎工学科目群，専門工学科目群に大分類して編成し

ている（資料５－５－②－２）。これらをバランスよく修得するために必修科目を設けるとともに，

学生の資質を伸張させる多くの選択科目を設けている。 

 それぞれの学習･教育目標に対応した科目は学習･教育目標達成のため必要な主要科目の流れ（資料

５－５－①－３），授業科目系統図（資料５－１－①－４）やカリキュラム図(資料５－５－②－３)

を利用しながら，科目の新設や廃止，必修・選択の別，実施時期，科目間の連携について検討してい

る。授業科目系統図により各科目が科目間の連携を意識した授業内容を組立て，全体として体系性を

考慮した教育課程を編成している。 

 授業内容は担当教員が教育課程編成趣旨に沿い，教育目的を達成すべく考案しており，シラバスに

授業の概要，学習･教育目標との対応，達成目標と評価方法，授業内容，関連科目，事前準備学習，

総合評価等を詳細に記載し（資料５－５－①－４）開示している。シラバスの記載内容については教

務部委員と教育プログラム委員会のエビデンス部会のメンバーが必要な項目が書かれているか等を点

検している。 

 各科目の担当教員及び授業内容は大学評価･学位授与機構により審査され，適切なものとして認定

されている。 
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資料５－５－②－１ 

機械･環境システム工学専攻教育課程表 

平成１９年度入学生から適用 

学年別配当 
（単位数） 

１年 ２年 
区分 授 業 科 目 単位数

前期 後期 前期 後期 

必修 
選択 
の別 

備 考

哲 学 特 論 Ⅰ 2   2   必修  
哲 学 特 論 Ⅱ 2    2 必修  
歴 史 学 特 論 Ⅰ 2 2     必修  
歴 史 学 特 論 Ⅱ 2  2    必修  
現 代 英 語 Ⅰ 2   2   必修  
現 代 英 語 Ⅱ 2    2 必修  
微 分 幾 何 学 Ⅰ 2 2     選択  

一 

般 

科 

目 

微 分 幾 何 学 Ⅱ 2  2    選択  
4 4 4 4 

一 般 科 目 開 設 単 位 小 計 16 
8 8 

  

技 術 者 倫 理 2   2   必修  
物 理 学 特 論 2 2     必修  
宇 宙 地 球 科 学 2   2   必修  
環 境 化 学 2   2   必修  
環 境 保 全 工 学 2  2    必修  
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 2  2    必修  
離 散 数 学 2  2    選択  
数 値 計 算 2   2   選択  
プロジェクト演習Ⅰ 2 1 1    選択  
プロジェクト演習Ⅱ 2 1 1    選択  
プロジェクト演習Ⅲ 1   1   選択  

共 

通 

専 

門 

科 

目 

プロジェクト演習Ⅳ 1   1   必修  
4 8 10 0 

共通専門科目開設単位小計 22 
12 10 

  

特 別 研 究 14 3 3 4 4 必修  
プロジェクト実験Ⅰ 1 1      必修  
プロジェクト実験Ⅱ 1  1     必修  

実 務 実 習 2 2     選択  
生産システム特論 2    2 選択  
非 線 形 解 析 学 2   2   選択  
廃棄物処理工学 2    2 選択  
水 環 境 工 学 2  2    選択  
環 境 制 御 工 学 2   2   選択  

Ａ 

環 境 材 料 学 2 2      選択  
材 料 力 学 特 論 2 2     選択  
弾 性 力 学 2    2   選択  
材 料 強 度 学 2  2    選択  
塑 性 加 工 学 2 2     選択  
量 子 材 料 学 2    2 選択  
流 体 力 学 2  2    選択  
熱 流 体 計 測 2    2 選択  
熱 物 質 移 動 論 2 2     選択  
セ ン サ 工 学 2  2    選択  
振 動 制 御 工 学 2     2 選択  
耐 震 工 学 特 論 2 2     選択  
景 観 デ ザ イ ン 2 2      選択  
地 域 計 画 学 2    2   選択  
環 境 地 盤 工 学 2 2      選択  
不 連 続 体 力 学 2    2   選択  

交通システム工学 2  2     選択  

専 
 

 
 

 

門 
 

 
 

 

科 
 

 
 

 

目 

Ｂ 

コンクリート構造学特論 2     2 選択  
20 14 14 16 

専 門 科 目 開 設 単 位 小 計 64 
34 30 

  

全 科 目 開 設 単 位 合 計 102 28 26 28 20 102   
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電気電子情報工学専攻教育課程表 

平成１９年度入学生から適用 

学年別配当 
（単位数） 

１年 １年 
区分 授 業 科 目 単位数

前期 前期 前期 前期 

必修 
選択 
の別 

備 考

哲 学 特 論 Ⅰ 2   2   必修  
哲 学 特 論 Ⅱ 2    2 必修  
歴 史 学 特 論 Ⅰ 2 2     必修  
歴 史 学 特 論 Ⅱ 2  2    必修  
現 代 英 語 Ⅰ 2   2   必修  
現 代 英 語 Ⅱ 2    2 必修  
微 分 幾 何 学 Ⅰ 2 2     選択  

一 

般 

科 

目 

微 分 幾 何 学 Ⅱ 2  2    選択  
4 4 4 4 

一 般 科 目 開 設 単 位 小 計 16 
8 8 

  

技 術 者 倫 理 2   2   必修  
物 理 学 特 論 2 2     必修  
宇 宙 地 球 科 学 2   2   必修  
環 境 化 学 2   2   必修  
環 境 保 全 工 学 2  2    必修  
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 2  2    必修  
離 散 数 学 2  2    選択  
数 値 計 算 2   2   選択  
プロジェクト演習Ⅰ 2 1 1    選択  
プロジェクト演習Ⅱ 2 1 1    選択  
プロジェクト演習Ⅲ 1   1   選択  

共 

通 

専 

門 

科 

目 

プロジェクト演習Ⅳ 1   1   必修  
4 8 10 0 

共通専門科目開設単位小計 22 
12 10 

  

特 別 研 究 14 3 3 4 4 必修  
プロジェクト実験Ⅰ 1 1     必修  
プロジェクト実験Ⅱ 1  1    必修  
プロジェクト実験Ⅲ 1   1   必修  
実 務 実 習 2 2      選択  
電 磁 気 学 特 論 Ⅰ 2 2     選択  
電 磁 気 学 特 論 Ⅱ 2    2 選択  
プ ラ ズ マ 工 学 2    2 選択  

パワーエレクトロニクスⅠ 2 2     選択  
パワーエレクトロニクスⅡ 2  2    選択  

セ ン サ 工 学 2  2    選択  
電 子 材 料 工 学 2 2     選択  

インテリジェントマテリアル 2  2    選択  
シ ス テ ム 数 理 工 学 2 2      選択  
シ ス テ ム 制 御 理 論 2 2     選択  
光 画 像 工 学 2   2   選択  
信 号 回 復 2    2 選択  
生 体 情 報 工 学 Ⅰ 2  2    選択  
生 体 情 報 工 学 Ⅱ 2   2   選択  
信 号 処 理 論 2 2     選択  
デ ィ ジ タ ル 回 路 2    2 選択  

オペレーティングシステム 2   2   選択  
情報セキュリティー 2 2     選択  
ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2   2   選択  
生 産 シ ス テ ム 特 論 2    2 選択  

専 
 

 
 

 

門 
 

 
 

 

科 
 

 
 

 

目 

廃 棄 物 処 理 工 学 2    2 選択  
20 12 13 16 

専 門 科 目 開 設 単 位 小 計 61 
32 29 

  

全 科 目 開 設 単 位 合 計 99 28 24 27 20   

 

(出典:大分工業高等専門学校規則集 学則別表第３) 
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資料５－５－②－２ 

 

システムデザイン工学プログラム科目構成表 

【平成１３年度入学生用】 
ＭＣ ＥＳ 

区分 
Ｍ Ｃ Ｅ Ｓ 

４年 
日本語表現法(2)，応用英語(2)，独語Ⅰ(2)，経済学概説(2)，法学概説(2)，資格英語Ⅰ(2)，英会話Ⅰ(1)，英読
文化Ⅰ(1)，英語演習Ⅰ(2) 

５年 
哲学概説(1)，思想史(1)，資格英語Ⅱ(2)，英読文化Ⅱ(2)，独語Ⅱ(2)，中国語(1)，英語演習Ⅱ(1)，英会話Ⅱ
(1)，心理学(1)，英語文作(1)，オーラルコミュニケーション(1)，英語講読(1) 

専１ 歴史学特論Ⅰ(2)，歴史学特論Ⅱ(2)，プロジェクト演習Ⅱ(2) 

共通

専２ 哲学特論Ⅰ(2)，哲学特論Ⅱ(2)，技術者倫理(2)，プロジェクト演習Ⅳ(1)，現代英語Ⅰ(2)，現代英語Ⅱ(2) 

４年 技術論(1)   工業英語(2) 

人文科学・社会科学・外
国語系科目群 

専門
５年 工業英語(2)，工学倫理(1)   工業英語(2) 

４年 応用数学Ⅰ(2)，応用数学Ⅱ(2)，化学Ⅱ(2)，数学演習(2)，保健・体育(2) 

５年 保健・体育(1) 

専１ 物理学特論(2)，離散数学(2)，プロジェクト演習Ⅰ(2) 
共通

専２ 数値計算(2)，宇宙地球科学(2)，環境化学(2) 

４年 微分積分Ⅱ(2) 応用物理Ⅱ(2) 応用物理Ⅱ(2) 応用物理Ⅱ(2) 
数学・自然科学系科目群 

専門
５年 

   応用数学Ⅲ(1)，応用
物理Ⅲ (1), 数値解 析
(1) 

４年 
機械設計法Ⅱ(2) 
 

コ ン ク リ ー ト 構 造 学
(2)，道路工学(1) 

電気回路Ⅲ(1)，電気回
路Ⅳ(2) 

電子工学(2)，制御工
学(1)，自動設計製図
(2) 

① 
設計・システム系
科目群 

専門

５年 
メカトロニクス(1)，自動制
御(1)，品質管理(1) 

設計製図(4)，振動学(1) 自動制御(2)，システム
工学(1),電子回路設計
(1)，電気設計(1) 

ロボティクス(2)，電
気回路特論(2) 

共通 専１ 情報ネットワーク(2)＊★ 

４年 

コンピュータ概論(1)＊，情
報工学(1) 

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 (1)
＊，数値演算法(1) 

ディジタル回路Ⅱ(1)，
コンピュータⅠ(1)，電
子回路(1)，コンピュー
タⅡ(1) 

情報処理(1)，ハード
ウェア工学(1),コンピ
ュータ構造学(2) 

②  
情報・論理系科目
群 

専門

５年 
   データ通信工学(1)，

画像工学(1) 

共通 ５年 バイオテクノロジー概論(1)＊ 

４年 材料学Ⅱ(2) 衛生工学(2) 電子工学(1)  
③  
材料・バイオ系科
目群 

専門
専１  電子材料工学(2) 

４年 
材料力学Ⅱ(2)，熱力学(2)，
水力学(2) 

構造力学Ⅱ(2)，水理学
Ⅱ(2)，土質力学(2) 

電磁気学Ⅲ(2)，電気機
器工学Ⅱ(2) 

電磁気学特論(2)，応
用力学 (1), 固体力 学
(1) ④  

力学系科目群 
 

専門

５年 

材料力学Ⅲ(1)，機械力学
(2)，材料力学演習(1)，水力
学特論(1)，熱力学特論(1)，
流体機械(1) 

応用水理学(1) 
 

 電磁気学特論(2) 
 

５年 社会システム(1)＊ 
共通

専１ 環境保全工学(2)＊ 

４年  都市計画(2)   
⑤  
社会技術系科目群 
 専門

５年 
 環境計画(1)，防災工学

(2)，交通工学(1)，河川
工学(2) 

  

４年 校外実習(1) 
共通

専２ プロジェクト演習Ⅲ(1) 

４年 

設計製図Ⅰ(2)，設計製図Ⅱ
(2),工学実験Ⅱ(4) 

実験実習(4) 通信工学Ⅰ(2)，工学実
験 Ⅲ (4), 発 変 電 工 学
(1)，電気演習Ⅲ(1),電
気演習Ⅳ(1) 

工学特論(1)，工学実
験Ⅰ(2) 
工学実験Ⅱ(2)，ロボ
ット製作(2) 

情
報
技
術
・
基
礎
工
学
科
目
群 

⑥  
実験研究その他の
科目群 
 

専門

５年 

熱機関工学(2)，設計製図Ⅲ
(2),トライボロジー(1)，計
測工学(1)，伝熱工学(1)，工
学実験Ⅲ(2)，卒業研究(8) 

地 盤 工 学 (1) ， Ｐ Ｂ Ｌ
(1)，卒業研究(12) 

高電圧工学(1)，送配電
工学(1),パワーエレクト
ロニクス(1)，電気応用
(1),通信工学Ⅱ(1)，デ
ィジタル信号処理(1)，
生産管理(1)，卒業研究
(8)，情報理論(1)，ネッ
トワークアーキテクチャ
(1)，電気材料(2)，電気
法規(1)，工学実験Ⅳ(2 

卒業研究(10)，工学実
験Ⅱ(2) 
 
 
 
 

専１ 
材料力学特論(2)，熱物質移動論(2)，塑性加工学(2)，環境材料学(2)，耐震工学特論(2),景観デザイン(2)，環境
地盤工学(2)，材料強度学(2)，流体力学(2)，交通システム工学(2)，水環境工学(2)，特別研究(6)，プロジェクト
実験Ⅱ(1)，実務実習(2) 

①  
機械・環境システ
ム工学専攻系科目
群 

専門

専２ 
弾性力学(2)，環境制御工学(2)，地域計画学(2)，不連続体力学(2)，非線形解析学(2),量子材料学(2)，熱流体計
測(2)，振動制御工学(2)，コンクリート構造学特論(2)，特別研究(8) 

専１ 
電磁気学特論Ⅰ(2)，パワーエレクトロニクスⅠ(2)，システム数理工学(2)，システム制御理論(2)，信号処理論
(2)，情報セキュリティー(2)，光画像工学(2)，パワーエレクトロニクスⅡ(2)，生体情報工学Ⅰ(2)，インテリジ
ェントマテリアル(2)，特別研究(6)，プロジェクト実験Ⅱ(1)，実務実習(2) 

②  
電気電子情報工学
専攻系科目群 専門

専２ 
電磁気学特論Ⅱ(2)，生体情報工学Ⅱ(2)，オペレーティングシステム(2)，アルゴリズム特論(2)，プラズマ工学
(2)，信号回復(2)，ディジタル回路(2)，特別研究(8)，プロジェクト実験Ⅲ(1) 

５年 メカトロニクス(1)$1，バイオテクノロジー概論(1)＊，社会システム(1)＊$2 

専１ 情報ネットワーク(2)＊★，センサ工学(2)，環境保全工学(2)＊，プロジェクト実験Ⅰ(1) 共通

専２ 生産システム特論(2)，廃棄物処理工学(2) 

専
門
工
学
科
目
群 ③  

「つながり工学」
科目群 

専門 ４年 
コンピュータ概論(1)＊，電
気電子回路(1) 

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 (1)
＊，電気電子回路(1) 

  

＊１ 表中の（ ）付の数字は単位数です。 
＊２ ＊を付した科目は２箇所に記載がありますので、修得単位の計算の際には二重に数えないように注意してください。 
＊３ $1: 機械工学科は「つながり工学」に対応していません。 
＊４ $2: 土木工学科は「つながり工学」に対応していません。 
＊５ ★を付した科目は、数学・自然科学・情報技術系科目の学習量として計算します。 

 

(出典：システムデザイン工学プログラム履修の手引き) 
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資料５－５－②－３ 

 

(出典：専攻科小委員会資料) 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 この観点については以下の理由により十分基準を満たしていると結論する。 

 教育課程は教育理念，学習･教育目標を基にいくつかの分類法で分類された科目をバランスよく配

置し，｢学習･教育目標を達成するために必要な主要科目の流れ｣や授業科目系統図，カリキュラム図

をもとに適切な配置や体系的編成がなされている。科目内容は担当教員が教育課程編成趣旨に沿い，

教育の目的を達成すべく考案し，その詳細はシラバスに開示されている。科目担当教員と授業内容は

大学評価･学位授与機構により審査･認定を受けており，授業の適切性が確保されている。 

 

 観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イ

ンターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮し

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 専攻科生の意見や要望は授業アンケート，学生アンケートの他，専攻科学年別の懇談会（資料５－

５－③－１）で収集している。本校でも他高専同様，大学に比べ学生と教員のコンタクトの時間が多

いため，学生の考えが教員からあがることも多い。具体的には◎科目(教育プログラム上の必修科目)

が専攻科２年生後期に多く修了に不安があるとの意見があり，この時期の◎科目を減らしたことや，

｢つながり工学｣に分類された◎科目に興味がもてないとの意見により，教育プログラム上の○科目に

変更する等，教育課程に配慮した。 

 社会からの意見を採用した例として，企業アンケートの英語レベルでの質問により，賛同を得た

TOEIC400 点を専攻科修了の条件としたこと，JABEE 認定により専攻科修了生が技術士一次試験免除の

レベルだと保障されたことから，各科目の授業内容をこのレベルを超えるよう配慮したことが挙げら

れる。 

 この他，まだ実施例はないが，規則で教育上支障のない場合は８単位を超えない範囲で他専攻の専

門選択科目を履修し，単位を修得することができる（資料５－５－③－２）ほか，他の高等教育機関

で取得した単位も学則等により 16 単位を超えない範囲で修得を認めている（資料５－５－③－３）。

この規定に基づく単位互換制度としては準学士課程と同様，九州地区高等専門学校（資料５－１－②

－３）並びに大分県の各大学（資料５－１－②－４）と単位互換が可能である。また，学生の多様な

ニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等を事前に察知し，インターンシップの単位認定（資料５

－５－③－４）や補充教育にも取り組んでいる。JABEE 認定の｢システムデザイン工学プログラム｣に

おいて，初期の過渡的段階の専攻科生やこのプログラムの編入生に対し教育課程上の単位不足を考慮

し，専攻科教育課程とは別に教育プログラム上の補充科目を設定できるように定めている（資料５－

５－③－５）。平成 16 年度に単位修得基準を 50 点より 60 点に上げたことから，策定以前の準学士

課程の学習履歴が不足する不利を解消するための処置としてこの補充科目を設定し（資料５－５－③

－６）実施した。 
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専 攻 科 1 年 生 懇 談 会 

 
日 時：2007 年 3 月 9 日(金) 15：30-17:00（第 2 回中間発表会のあと開催） 
場 所：専攻科棟 4 階 アカデミックホール 
参加者：佐藤 専攻科長，福永 機械・環境システム専攻主任，清水 電気電子情報
専攻主任，靏 電気電子情報専攻副主任（文責），小森 専門員 
参加学生：機械・環境システム専攻  13 名 

電気電子情報専攻      8 名 
 
懇談内容（学生の意見） 
１．研究について 
・管理が厳しくなり，遅くまで実験できなくなった 
・研究に時間がかかる 
・研究について後輩に教えるようになり，理解が深まった 
・テーマを変えたので大変だった 
・望んでいた実験結果が出て満足している 
・教員が居ないときに高電圧を使う実験ができないため，進行が遅くなった 
・教員が忙しく充分に指導を受けることができなかった 
・企業と一緒に研究を行って学ぶことが多かった 
・発表会の時間が短い．発表 8 分，質問 4 分にして欲しい 
・フィールドワークの実験は楽しかった 
・授業で学んだことが実験に使えてよかった 
・少し慣れが出てきたので，もっとがんばりたい 
 
２．学校や専攻科に対する要望事項 
・外の実験室に行くとき，外灯が少ない 
・研究できる時間を増やして欲しい 
・プロジェクト実験Ⅰのテーマ設定の情報が少なすぎる 
・学生への連絡がない（終業式や始業式への参加など） 
・喫煙スペースが欲しい 

→ 家を出て，家に帰るまで飲酒喫煙をしないルールがある（佐藤） 
→ 専攻科生が守るべきルールを周知して欲しい（学生） 

・休日に学生証でキーロックを借りるのはめんどくさい 
・道路の水はけが悪い（ので危険） 
・カリキュラムが大学などに比べて詰まっていて，会社見学などができないので

公欠にして欲しい 
・専攻科棟にトイレが欲しい 
・専攻科生に対する自動車通学の規則が厳しい（もっとゆるく） 
・ロッカーがないのが不便 
・ウォータークーラーを専攻科棟に設置して欲しい 
・専攻科の教室は，机と椅子が使いやすい 
・休日に学校に来ると，学生に割り当てられた駐車スペースに他の人（無許可の

学生？）が車をとめている 
・冬に専攻科教室の暖房の電源が入らなかった 

以上

資料５－５－③－１ 

専 攻 科 2 年 生 懇 談 会 

 
日時：2006 年 7 月 18 日（火 補講日 4 時間目（3 時限は学位申請説明会） 
場所：専攻科棟 4F アカデミックホール 
内容：【○よかった点，×要望，改善点】 
 
専攻科について 

○7 年間環境が変わらず安心して勉強に取り組めた 
○学士の資格が取得できる 
×本科で専攻科の単位が取れれば，専攻科で時間的な余裕ができる 
×マンネリする面があった 

 
就職について 

○就職について充分に考えることができて，充実した就職活動ができた． 
○長く研究できたので，研究内容について企業へ良いアピールができた 
×就職試験に最終的に合格した人の情報しかなかった 
×大学の就職課のような充分なケアが無かった 

 
進学について 

○専攻科から大学院には入りやすい 
×大学院の受験記録や過去問がそろっていない 

 
授業について 

○本科よりも深く教員と交流ができた．尊敬する教員と出会えた 
×興味のない科目がある（ES では通信工学をやってほしい） 
×レポートが多く休める期間が少ない→授業時間の 2 倍は家庭学習が必要 

 
特別研究について 

○卒業研究と特別研究を併せて 3 年間研究できてよかった 
○専攻科 1 年生から学会発表ができて有意義だった 
×特別研究の時間が研究以外の行事に使われることが多い（もっと研究した

い） 
×21 時 30 分以降，研究室で研究できない 
×図書館の閉架図書の利用手続きが煩雑 

 
学修成果レポートについて 

×前期期末試験と学修成果レポートの時期が重なるので，前期期末試験が終わ
ってから夏休みに入るようにして欲しい 

×学位申請説明会を 2 年生の 4 月に行って欲しい 
 
その他 

×オープンキャンパスの専攻科展示は内容が来場者にとってわかりにくい 
×高専には学位授与権がない 
×寮のインターネットが 24 時に止まるので，研究に関する調査ができない 
 

（出典：専攻科資料） 

 

資料５－５－③－２ 

 

大分工業高等専門学校専攻科における授業科目の履修等に関する規則 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 1 月 12 日 

 
 （趣旨） 
第１条 この規則は，大分工業高等専門学校（以下「本校」という）学則第５２条第２項，第５３

条第３項及び第５５条の規定に基づき，本校専攻科（以下「専攻科」という。）の授業科目の履
修方法及び成績の評価並びに修了の認定に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （授業） 
第２条 専攻科の授業の１単位時間は，標準５０分とする。 

 ただし，連続して授業を行う場合は，９０分の授業をもって２単位時間とする。 
２ 授業は講義，演習，実験及び実習のいずれか又はこれらの併用により行うものとする。 
 （単位の計算方法） 
第３条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学習
等を考慮して次の各号の基準により単位数を計算するものとする。 

 一 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。 
 二 演習については，３０時間の授業をもって１単位とする。 
 三 実験及び実習については，４５時間の授業をもって１単位とする。 
 （入学前の学習履歴） 
第４条 本校専攻科に入学する前に高等専門学校の第４学年及び第５学年次に相当する２年間の学

習が必要であり，その間に次の各号の要件を満たしていなければならない。 
 一 総取得単位数６２単位以上 
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 二 総学習時間 1200 時間以上。ただし， 180 時間以上の人文科学・社会科学等（語学を含
む）， 180 時間以上の自然科学・数学・情報技術系科目及び 600 時間以上の専門分野の学習
時間を含まなければならない。 

２ 前項の要件を満たすことなく入学を許可された者は，入学後の科目履修等で補わなければなら
ない。 

 （履修方法） 
第５条 専攻科に関する授業科目の履修にあたっては，年度当初に別に定める「受講科目履修届」

を所定の期日までに提出しなければならない。 
 （試験） 
第６条 専攻科の試験は，定期試験，追試験及びその他の試験とする。 
２ 定期試験は，各学期末に実施する。 
３ 病気その他やむを得ない理由によって定期試験を受けなかった者には追試験を行うことができ

る。 
 （成績評価） 
第７条 成績は，授業科目ごとに試験の成績及び平素の学習状況等を総合して評価する。 
２ 成績の評価は，１００点法による評点によって評価し，次の標語により区分する。ただし，１

００点法による評価が困難な科目については，合格又は不合格とする。 
 

評 価 100～80 点 79～70 点 69～60 点 60 点未満 
標 語 優 良 可 不可 

 
 （単位の認定） 
第８条 前条第２項の規定に基づき，優，良，可，または合格に評価された授業科目については，

当該授業科目を修得したものとして単位を認定する。 
 （再履修） 
第９条 単位を認定されなかった授業科目は，原則として次年度において再履修することができ

る。 
２ 前項により再履修する場合は，第５条の規定を準用する。 
 （他の専攻の授業科目の修得） 
第１０条 教育上支障がない場合は，他の専攻の専門選択科目を履修し，単位を修得することがで

きる。 
２ 前項の規定に基づき修得した単位は，８単位を超えない範囲で専攻科における授業科目の履修

とみなし，単位の修得を認定することができる。 
 （他の大学等で履修した単位の認定） 
第１１条 大学及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」という）で開設されている授業

科目の履修を希望する者は，あらかじめ大学等の許可及び本校校長の許可を得た上で，受講科目
を提出しなければならない。これにより修得した単位は，１６単位を超えない範囲で専攻科にお
ける授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができる。 

 （専攻科の修了要件） 
第１２条 専攻科の修了には，次の要件を全て満たさなければならない。 
 一 学則第５３条に規定する要件のほか，全ての必修科目を修得したと認められること。 
 二 機械・環境システム工学専攻においては，専門科目の選択Ａ群より６単位以上修得したと認

められること。 
三 学習時間が 600 時間以上であること。ただし，７０時間以上の人文科学・社会科学等（語学を

含む），７０時間以上の自然科学・数学・情報技術系科目及び 300 時間以上の専門分野の学習
時間を含まなければならない。 

 四 大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則第１３条第１項の修了要件
を全て満たしていること。 

 （専攻科の修了認定） 
第１３条 専攻科の修了認定は，本校学則及び本規則に基づき教員会議において審議の上，校長が

行う。 
 （雑則） 
第１４条 この規則の定めるもののほか，専攻科の授業科目の履修に関し必要な事項は，別に定め

る。 
   附 則 
 この規則は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 17 年 11 月 11 日から施行し，平成１５年度に入学した者から適用する。 
   附 則 
１ この規則は，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
２ 平成 18 年 3 月 31 日に在学する者は，改正後の第１２条の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。 
   附 則 
 この規則は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料５－５－③－３ 

 

大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 20 日 

 
（高等専門学校以外の教育施設等における学修等） 

第 16 条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修その他文部科学大臣
が別に定める学修を，本校における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができ
る。 

２ 前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみなす単
位数と合わせて 30 単位を超えないものとする。 

３ 第１項に関し，必要な事項は別に定める。 
 

（留学） 
第 28 条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の高等学校又は大学に留学することを

許可することができる。 
２ 校長は，前項の規定により留学することを許可された学生について，外国の高等学校又は大学

における履修を本校における履修とみなし，30 単位を超えない範囲で単位の修得を認定するこ
とができる。 

３ 校長は，前項の規定により単位の修得を認定された学生について，学年の途中においても，各
学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

４ 第３項に関し，必要な事項は別に定める。 
 

（準用規定） 
第54条 専攻科の学生については，第３条から第６条，第１２条，第１６条，第２２条，第２４

条，第２６条から第２９条，第３３条から第４０条，第４１条から第４４条の規定を準用する。
この場合において，第１６条第２項及び第２８条第２項中「３０単位」とあるのは「１６単位」
と，第２８条第１項及び第２項中「外国の高等学校又は大学」とあるのは「外国の大学」と，第
４４条第２号中「第２５条」とあるのは「第５１条」とそれぞれ読み替えるものとする。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料５－５－③－４ 

（6）実務実習の履修要項 

   1 年生の夏季休学中に，企業等で２週間以上の実務実習を行います．なお，指導は各専

攻の特別研究担当教員が行い，単位認定は実務実習の報告書及び企業等の担当者の報告書

に基づき専攻主任が行います。 

（出典：専攻科学生便覧） 

 

資料５－５－③－５ 

 

大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則（抜粋） 

 

制  定 平成 17 年 1 月 26 日 
最終改正 平成 19 年 1 月 12 日 

 
（学習履歴の確認認定方法） 
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第９条 専攻科入学前の学習履歴（前条に定める単位数，必要科目及び学習保証時間）は，専攻科
入学手続き時に提出される成績証明書及びシラバスに基づき，専攻科運営委員会において確認認
定する。 

２ 本校本科卒業者及び他校の JABEE 認定プログラムを履修した者については，評価が C・可以上
（評価 60 点以上）の科目を認定し，D・不可（評価 60 点未満）の科目は認定しない。 

３ 本校本科以外の卒業生で JABEE 非認定のプログラムを履修した者については，A・優（評価 80
点以上）または B・良（評価 70 点～79 点）の科目を認定し，C・可（評価 60～69 点）の科目
は，審査の上で認定の可否を決定する。D・不可（評価 60 点未満）の科目は認定しない。なお，
評価が６０点未満で単位を取得した科目も認定しない。 

（学習履歴が不足する場合の取り扱い） 
第１０条 専攻科入学前の学習履歴が前２条の基準に満たない場合は，専攻科運営委員会が次の各

号の指導を行う。 
 一 専攻科教育課程の科目を修得することにより本教育プログラムの修了要件を満たすことがで

きる場合には，該当科目を履修させる。 
 二 専攻科教育課程の科目だけでは本教育プログラムの修了要件を満たすことができない場合に

は，専攻科は「補充科目」を設定する。 
２ 前項に基づき履修させる科目及び補充科目は，専攻科における必修科目として取り扱う。ただ

し，補充科目の修得は本教育プログラムの修了要件には考慮されるが，専攻科の修了要件として
は取り扱わない。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料５－５－③－６ 

 

専攻科運営委員会（第３回）（抜粋） 

 
日  時 ： 平成１７年５月１８日（水）16：00～17：35 
場  所 ： 会議室 
出 席 者 ： 吉澤専攻科長，薬師寺専攻主任（教），岡専攻主任（寮），小西，本田，靍，一宮，堀，東

木，木本（学），大石教務主事，高橋（J），教務係長，専門員 
 
議 題：１．推薦選抜について 
    別紙資料に基づき説明があり，面接時間１人２０分を１５分に，都市システム工学科の面接担当者の

高見教員を東野教員に変更し，了承された。 
 
議 題：２．「前期補充科目」について 
    別紙資料に基づき説明があり，今回の「補充科目」は，前期末までに終了し，JABEE の修了に必要な

学習保障時間数を確認することとなった。 
今回設定した◎科目に対する補充でも単位数が不足する学生については後期に○科目に対する補充

も行う。 
    専攻主任は補充科目履修願いと判定結果資料を JABEE 資料室に残すと共に，科目チェック表の当該科

目に＊をつけ，欄外に「＊は補充科目」と記入。 
その他 
 
（以下略） 

 

(出典：専攻科運営委員会資料) 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等を教育課程の編成に配慮しており，他専

攻の授業科目の履修，他高等教育機関で取得した単位の認定，インターンシップの単位認定，補充教

育を整備している。 
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 観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされてい

るか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型

授業，情報機器の活用等が考えられる。） 

 （観点に係る状況） 

 授業科目は学習･教育目標に照らし系統的に配置しており，専攻科シラバスには科目毎に学習･教育

目標との対応関係を記している。授業形態は学習効果を考え概ね午前中が講義で午後は実験，特別研

究を配置しており，講義科目，演習・実験・実習科目，特別研究をそれぞれ資料５－６－①－１のよ

うに配分している。 

 専攻科での授業は１～２クラスで受講するが，クラス人数（資料５－６－①－２）から全ての授業

が少人数授業であるといえる。 

 両専攻共通のプロジェクト演習Ⅳでは，文章の縮約練習等により論文作成に役立つ論理的思考法や

文章構成法を養成し，実践的なディベートを通し自らの力で考え表現できる能力を養成している（資

料５－６－①－３）。 

 文章作法は特別研究での２回の概要作成と特別研究論文作成で，担当教員から指導を受ける。プレ

ゼンテーションはプロジェクト実験Ⅰ（資料５－６－①－４），実務実習（資料５－６－①－５），

特別研究（資料５－６－①－６）で計５回発表の機会がある他，JABEE 認定を受けたシステムデザイ

ン工学プログラムの中で全員に義務付けた外部発表（資料５－６－①－７）があり，これらの発表を

通してプレゼンテーション能力を養成している。 

 特別研究は，２年間連続で実施し，多岐に渡る能力がスパイラルに養成される。２回の中間発表や

外部発表を行い，研究内容を学位授与機構に学修成果として提出して小論文試験を受ける等，研究成

果を表現する機会が与えられている。２年間で計画や実験，プレゼンテーションにじっくり取組み，

その繰り返しの中で成長を確かめながらより深化させることができるように工夫している。 

 

 

資料５－６－①－１ 

 

平成 18 年度の授業形態別授業時間数とその配分 

 

 
機械･環境システム

工学専攻 
電気電子情報 

工学専攻 

 時 間 ％ 時 間 ％ 

講義科目 ９９０ ４９ ９３０ ４６

演習･実験 
･実習科目 ３００ １５ ３６０ １８

特別研究 ７２０ ３６ ７２０ ３６

合 計 ２０１０ １００ ２０１０ １００

 

(出典：専攻科資料) 

資料５－６－①－２ 

 

クラス人数 

 

 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度

A1MC １１ １２ １１ １３

A2MC ― １１ １２ １１

A1ES １２ ６ ８ ９

A2ES ― １２ ６ ８

 

(出典：専攻科資料) 
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資料５－６－①－３ 

 

（出典：シラバス） 
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資料５－６－①－４ 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料５－６－①－５ 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料５－６－①－６ 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料５－６－①－７ 

 

大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則 
別表 

各学習・教育目標の評価方法 

学習・教育目標 

関連す
る基準
1(1) 
(a)～

(h)の項
目

評 価 方 法 備 考

(A1) 自ら考える力を身につける 
(1) 自然や人間の活動を地球的視点から

多面的に考察するために必要な基礎知
識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考え
を構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自
らの考えとを区別できること 

(ａ) (ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、日本語表現法（国語特講Ⅰ～

Ⅴ），プロジェクト演習Ⅳのほかに１科目以上修得して
いること 

（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、プロジェクト演習Ⅳのほかに

２科目以上修得していること 
(ⅲ) プロジェクト演習Ⅳにおけるディベート試験に合格す

ること 

(Ａ) 
愛の精神 
 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養、自ら考える
力、いつくしみ
の心を身につけ
る 

 (A2) 技術者としての倫理を身につける
(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果を理解していること 
(2) 技術者が社会に対して負っている責

任について理解していること 

(ｂ) 「技術者倫理」を修得していること 

 

(B1) 数学、自然科学の力を身につける
(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解ける

こと 

(ｃ)
(ｇ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) 
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに１科目以上修得し

ていること 
（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに２科目以上修得し

ていること 
(ⅲ) (B1)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 (Ｂ) 
科学や工学の基礎 
 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学、自然科
学、情報技術、
専門工学の基礎
を身につける 

(B2) 情報技術、専門工学の基礎を身に
つける 

(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

(ｄ1)
(ｇ)
(ｃ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) ◎と○科目の中から１０科目以上かつ１５単位以上修

得していること。 
(ⅲ) (B2)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 

(C1) 表現する力、ディスカッションす
る力を身につける 

(1) 自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目及び○科目を修得していること 
(ⅱ) 学外団体主催による研究会等において発表を行うこと 

(Ｃ) 
コミュニケーショ
ン能力 
 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して、多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

 

(C2) 英語を用いてコミュニケーション
できる力を身につける 

(1) 英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目を修得していること 
(ⅱ) ○科目のうち、1 科目以上修得していること 
(ⅲ)  
(平成１２年度以前入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすことまたはこれらと
同等以上の力を有することをポートフォリオによって証
明できること 

(平成１３年度以降入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすこと 

 

(D1) 探求心、分析力、イメージ力、デ
ザイン能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行
い、問題を分析することができること

(2) ものやシステムを創造するために結
果をイメージして、その結果を得るた
めの方法やシステムなどをデザインす
ることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができる
こと 

(d2b)
(ｅ)
(ｄ1)
(d2c)
(ｇ)
(ｈ)

◎科目を全て修得していること 
 

(Ｄ) 
技術者としてのセ
ンス 
 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き、探求心、
分析力、イメー
ジ力を身につけ
る 

 
(D2) 協力して問題を解決する力を身に

つける 
(1) 問題をチームで解決する体験を得る

こと 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を

見定めて行動できること 

(d2d)
(d2c)
(ｈ)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) インターンシップ関連科目を修得していること 
(ⅲ) ＰＢＬ関連科目の総合審査会で合格すること 

 

(E1) 専門工学の知識を獲得する 
(1) 自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

(d2a) (ⅰ) ○科目のうち、１０科目以上修得していること 
(ⅱ) 専門性に即した小論文試験で、60 点以上とること、ま

たは学位取得のための小論文試験に合格すること 

(E2) 工学の相互関連性を理解する 
(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつ

ながりによって成り立っていることを
理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野に
ついて基礎的な知識を有していること

(d2a)
(d1)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１２年度入学生） 
  自らの専門以外の○科目の中から、１科目以上を修得し

ていること 
（平成１３年度以降入学生） 
  ○科目の中から、２科目以上修得していること。ただ

し、その内１科目以上は、自らの専門以外の科目である
こと 

 (Ｅ) 
専門工学の活用 
 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し、これを活
用する力を身に
つける 

 

(E3) 専門分野における研究開発の体験
を通して問題を発見し、解決する力を
身につける 

(1) 自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

(d2c)
(d2b)
(ｅ)
(ｈ)
(ｇ)

「特別研究」を修得していること 
 

 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 学習･教育目標に照らし体系的に科目を配置し，講義科目，演習･実験･実習科目，特別研究のバラ

ンスが適切であり，少人数授業となっている。学習･教育目標(C)コミュニケーション能力の関連科目

では，文章作法やディベート力を養成する文章の縮約練習やディベートの実践訓練をする他，多くの

発表の機会を与え実践的なプレゼンテーション能力をつけるよう工夫している。特別研究は２年間の

長期取組みが学生自身の成長を確認でき，滞りのないよう配慮している。 

 

 

 観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 （観点に係る状況） 

 PBL 科目として両専攻の学生に共通のプロジェクト実験Ⅰ（資料５－６－①－４）があり，出身学

科の異なる学生でチームを作り，与えられた創作課題に取組ませている。アイデアの創出，設計，製

作，競技会，プレゼンテーションまでの一連の作業の中で，創造的にコミュニケーション能力，創造

力，企画能力，設計能力，製作能力，プレゼンテーション能力などを養成している。 

 インターンシップとして，夏期休暇を利用した企業，官公庁，大学での２週間以上の就業体験をす

る実務実習（資料５－６－①－５）があり，修了要件となっているため，準学士課程でインターンシ

ップ（校外実習）を受けていない学生は必ず受けるよう義務付けている（資料５－６－①－７）。研

修先で指導を仰ぎながら関係者と協力して与えられた業務をこなすことで，社会から期待される人物

像の把握や社会人となるための心構えを学ばせている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 PBL 科目の「プロジェクト実験Ⅰ｣で創造的に諸能力を養っている。また，インターンシップとし

て選択２単位の｢実務実習｣を設定している。 

 

 

 観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用

されているか。 

 （観点に係る状況） 

 シラバスは本科同様，教育プログラム委員会が教育課程編成趣旨に沿い策定したシラバス記入上の

注意（資料５－６－③－１）に準拠して作成している。 

 専攻科シラバスは巻頭言で教育課程が学習･教育目標に沿い編成されていることを明示し，目次

（資料５－６－③－２）に示すように科目内容の解説前に，教育理念，学習･教育目標を掲げ，シラ

バス利用法（資料５－６－③－３），教育課程表，授業科目系統図を挿入し教育課程全体が分かるよ

う配慮している。科目毎に，単位数や担当教員名，必修選択の別等の他，授業概要，達成目標と評価

方法，学習･教育目標との対応，授業項目と授業内容，履修上の注意，教科書，参考図書，関連科目，

事前準備学習，総合評価方法を記している（資料５－５－①－４，５－６－①－４）。 

 年度当初に学生と教員に配布し，ホームページにも公開している。学生には学校行事予定表等と一

緒に配布し，ポートフォリオとして綴じこませ，活用法を指導している。 
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 授業の初回はシラバスを利用し授業のガイダンスを行い，学生が記入する理解度の自己点検欄に理

解の度合いや試験の点数を記入させ，学生の自己点検や専攻主任による点検･指導に利用している。 

 シラバスは，学生の選択科目決定，予習・復習，評価方法確認などにも利用している。教員にとり

シラバス作成は科目間の連携を深めた授業計画につながり，教育課程全体の俯瞰，教育課程編成の改

善にも役立っている。 

 授業アンケートにはシラバスどおりの授業であったかの点検項目があり，その評価は概ね良好であ

る。 

 

資料５－６－③－１ 

 

シラバス記入上の注意(2007 年度版) 
教育プログラム委員会 

 
■  シラバスに関して JABEE では次の点を中心に審査します． 
   ｢教育目標・方法，達成目標，および成績の評価方法・評価基準が明示されているか｣ 
   ｢学習の内容および成績の評価方法・基準は，社会の要請する水準を考慮して設定されているか｣ 
   ｢カリキュラムの中での位置づけが分かるか｣ 
   ｢シラバスに書かれた通りに実施されているか｣ 
   ｢シラバスに定められた成績評価方法と評価基準に従って，達成度が評価されているか｣ 
 
■ ｢専攻科における授業科目の履修等に関する規則｣第 3 条には｢各授業科目の単位数は，1 単位の授業科目を

45 時間の学習を必要とする内容を持って構成することを標準とし．．．｣とありますので，この点に留意
して授業内容を構成してください． 

 
■ JABEE 基準には｢学生自身にもプログラムの学習･教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検さ

せ，その学習に反映させていること｣とあります．また，科目ごとにもその理解の度合いを自己点検させて
おいたほうがよいと言われています．このようなポートフォリオに対し書類を別途用意することも考えら
れますが，シラバスを利用するのが便利であると思われます． 

 
■ シラバス様式は本校のサイボウズの，｢ファイル管理｣→｢学生課関係ダウンロード書類｣→「○○年度版シ

ラバス」フォルダに幾つかのサンプルと一緒に本科用および専攻科用を置いています．余白や書体等，審
査員の見やすさを考慮して統一したフォームと致しますので，ダウンロードしたファイルをそのままご利
用下さい． 

 
■ 電子ファイルは｢MS-Word｣で作成して下さい． 
 
■ 電子ファイルのファイル名は｢M3 材料力学Ⅰ｣などのように学科名(専攻科名)，学年，正式科目名として科

目ごと別々のファイルとします． 
 
■ サンプルに書体などの書式が書いてありますので，それに従ってください．項目等共通的なものはゴシッ

ク，皆さんにお書き願うところは明朝としています．なお，句読点等には“，”，“．”を使用してくだ
さい． 

 
■ 教科目名は正式な名称を書いてください．特にⅠ，Ⅱなどを落とさないように注意してください．英文名

については学校要覧(大分高専ホームページにもある)を参考にしてください． 
 
■ 専攻科の場合，｢学科名・学年｣の欄には専攻名，学年を書いてください． 
 
■ JABEE 対応科目については教育プログラム（システムデザイン工学プログラム）上の学年と分類も併記し

て下さい． 
   例）学科名・学年 ： 機械工学科 4 年 （教育プログラム 第 1 学年 ◎科目） 

 

（以下略） 

（出典：教育プログラム委員会資料） 
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資料５－６－③－２ 

 

目   次 

    まえがき 

    教育理念 学習・教育目標 

    シラバスの利用方法について 

    教育課程表・授業科目系統図････････････････････････････････････････････････1～14 

    科目内容 

       一般科目･･････････････････････････････････････････････････････････････15～22 

       共通専門科目･･････････････････････････････････････････････････････････23～34 

       専門科目 

          機械・環境システム工学専攻････････････････････････････････････････35～59 

          電気電子情報工学専攻･････････････････････････････････････････････61～82 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料５－６－③－３ 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 シラバス記入上の注意の内容，シラバスの構成，科目内容の記述から，教育課程編成の趣旨に沿っ

たシラバスが作成されている。活用法をオリエンテーションで指導しており，専攻主任と学生との個

別面談でも十分活用されている。 

 

 

 観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられ

る。）が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 特別研究（資料５－６－①－６）は，深い専門知識と研究経験のある専攻科担当教員が指導教員と

してあたり，２年間 14 単位の必修科目で，毎週６コマ（１週間３回，午後２コマ）と十分な時間を

取っている。研究テーマは殆どの学生が準学士課程の卒業研究のテーマを継続し，より深い研究を志

向しており，指導教員と専攻主任が調整して，１年次の４月当初のガイダンス後に決定する。 

 ２回の中間発表会では研究概要（資料５－７－①－１）の提出とプレゼンテーションが求められる。

また，学習･教育目標 C1（表現する力，ディスカッションする力を身につける）の評価とし学外発表

を義務付けており，多くの学会等（資料５－７－①－２）で発表されている。その準備に学生は努力

を払い，担当教員からの緻密な指導が行われている。発表に対する質問や助言を取入れ，より洗練さ

れた発表と深い研究が行われている。 

 最終的に，研究の集大成である特別研究論文とその概要の提出，特別研究審査会でのプレゼンテー

ションが求められ，特別研究審査会（資料５－７－①－３）で専攻科担当教員により評価され（資料

５－７－①－４，５），特別研究論文の内容は２名の専攻科担当教員で審査している（資料５－７－

①－６）。 

 

資料５－７－①－１ 

 

平成 17 年度入学生 特別研究テーマ一覧 

専攻 特別研究テーマ 専攻 特別研究テーマ 

コンジョイント分析を用いた歩道景観の評価に関する研究 大気ゆらぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回復

道床沈下量予測に関する研究の現状と問題点 分散処理システムの研究 

製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果に関する研究 画像処理を用いたバイオメトリック個人認証 

企業の環境保全活動とボランティア・サポート・プログラム 
オブジェクト共有空間を用いた並列免疫アルゴリズムによる胸部
Ｘ線画像における肺癌陰影の検出 

アダプト・プログラム参加者の評価構造の分析 生体の免疫機能を有する免疫的ネットワークとその工学的応用 

振動切削系の動的挙動に関する研究 心理聴覚特性を利用した Spectrum Subtraction 法に関する研究

廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究 位相変調による光波形成 

非 Pd 系水素透過膜の水素透過能及び延性-脆性遷移挙動 携帯電話を用いた Web システム 

河口干潟の物理化学的特性が二枚貝の成育に及ぼす影響に関する研究  

ＭＣ 

温泉地すべりの安定性に関する研究 

ＥＳ

 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 
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資料５－７－①－２ 

 

■平成 16 年度入学(２期生) 学会発表の履歴■       ■平成 17 年度入学(３期生) 学会発表の履歴■ 
学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 

1 MC 

テーマ 走査型電気化学顕微鏡による Cr 基合金の耐食性評価 
1 MC

テーマ
コンジョイント分析を用いた歩道景観の評価に関する研究（街
路樹と歩道デザインを対象として） 

学 会 第 11 回高専シンポジウム（長岡） 学 会 第 11 回高専シンポジウム（長岡） 
2 MC 

テーマ 製鉄所副産物を混入した土の強度，変形特性に関する一考察 
2 MC

テーマ 歩行者空間のデザインが景観評価に及ぼす影響 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
3 MC 

テーマ 非 Pd 系水素透過膜の機械的特性評価 
3 MC

テーマ 底泥内部への乱れの浸透が物質移動に及ぼす影響 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 第 12 回高専シンポジウム（三島） 
4 MC 

テーマ 鉄鋼スラグによる温泉噴気中の硫化水素吸着実験 
4 MC

テーマ 製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果について

学 会 土木学会第 59 回年次学術講演会 学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 
5 MC 

テーマ 橋脚損傷に与える上下動地震波の影響に関する解析的研究 
5 MC

テーマ
共分散構造分析を用いたＶＳＰの評価に関する研究（企業を対
象として） 

学 会 平成 15 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 
6 MC 

テーマ 幾何学的非線形性を考慮したＲＣ橋脚の地震応答解析 
6 MC

テーマ
住民グループを対象としたアダプト・プログラムの評価に関す
る基礎的研究 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 日本機械学会 2006 年度年次大会 
7 MC 

テーマ 終局曲率曲面を用いたＲＣ橋脚の動的耐震照査法に関する研究 
7 MC

テーマ 振動切削における切削速度向上に関する研究 

学 会 コンクリート工学年次論文集 Vol.27，2005.6 学 会 精密工学会九州支部第７回学生研究発表会 
8 MC 

テーマ Flexibility 法を用いた長大スパンＲＣアーチ橋の地震応答の評価
8 MC

テーマ 振動切削系に生じる動的挙動に関する研究 

学 会 土木学会第 60 回年次学術講演会 学 会 第６回九州地区流体工学研究会トークイン（九重） 
9 MC 

テーマ 
コンクリート製アーチ橋に及ぼす地震波入力方向の影響に関する研
究 

9 MC

テーマ 廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究 

学 会 平成 15 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
10 MC 

テーマ アユの生態と河川水質との関係について 
10 MC

テーマ
大分県番匠川河口域におけるアサリ漁獲量低下に関する実験的
考察 

学 会 日本機械学会九州支部大分地方講演会 学 会 第 12 回高専シンポジウム 
11 MC 

テーマ 
各種材料の回転曲げ疲労寿命に及ぼす繰返し速度の影響（超高速回
転曲げ疲労試験） 

11 MC

テーマ
温泉地すべり地における地下水の水温，ｐＨ，電気伝導率に関
する一考察 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
12 MC 

テーマ 超高速回転曲げ疲労試験機の製作 
12 MC

テーマ 別府市明礬地すべり地の地下水性状について 

学 会 第 43 回燃焼シンポジウム 学 会 日本機械学会九州学生会第 37 回卒業研究講演会 
13 MC 

テーマ 高圧下におけるＰＭＭＡの対向流中の燃え広がり 
13 MC

テーマ 不感性推進薬の熱伝導率および熱拡散率の同時測定 

学 会 第 10 回高専シンポジウム 学 会 第１１回高専シンポジウム 
14 MC 

テーマ 非日常空間における歩道デザインに関する研究 
14 ES

テーマ
大気揺らぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回
復 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 第５回電子情報系高専フォーラム 
15 MC 

テーマ ポリマーセメントモルタルの最適吹付け方法に関する一考察 
15 ES

テーマ 分散オブジェクトによる分散処理システムの実装 

学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 FIT2006 第 5 回情報科学技術フォーラム 
16 MC 

テーマ 吹付けモルタル工法の締固め度評価に関する研究 
16 ES

テーマ 心理的抵抗感の軽減と利便性の向上を目的としたﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸ認証

学 会 Ｍ&Ｍ2005 材料力学カンファレンス 学 会 平成１７年度電気関係学会九州支部連合大会 
17 MC 

テーマ ＳＵＳ３０４鋼の疲労寿命予測（温度変化を伴う場合） 
17 ES

テーマ JavaSpaces を用いた並列遺伝的アルゴリズム 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究講演会 学 会 第７回ＩＥＥＥ広島支部学生シンポジウム 
18 MC 

テーマ ＳＵＳ３０４鋼における疲労試験中の温度変化と疲労寿命との関係
18 ES

テーマ ＴＣＲの認識多様性を考慮した免疫的ネットワーク 

学 会 日本機械学会学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度 第 5 回 電子情報系高専フォーラム 
19 MC 

テーマ 種々の材料に対する振動切削加工面の比較 
19 ES

テーマ 心理聴覚モデルを用いたノイズキャンセラに関する一考察 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム 学 会 第１１回高専シンポジウム 
20 ES 

テーマ 傷信号の抽出方法に関する一提案 
20 ES

テーマ 位相変調を用いた光波形成法 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム 学 会 第５回電子情報系高専フォーラム 
21 ES 

テーマ 誘導電動機ベクトル制御方式の実験装置の開発 
21 ES

テーマ 携帯電話を用いた Web システムの研究 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム   
22 ES 

テーマ 局所的分散表現を持つ自己組織化マップ   

学 会 平成１６年度第３回「電子情報系高専フォーラム   

23 ES 

テーマ 
コスト関数と像の拘束条件とを用いたブラインドデコンボリューシ
ョン法 

 
 

学 会 平成１７年度電気関係学会九州支部連合大会   
24 ES 

テーマ 抵抗負荷ソフトスイッチング単相ＡＣレギュレータ   

学 会 平成１６年度第３回「電子情報系高専フォーラム   
25 ES 

テーマ 相関を持った記憶パターンを学習させた連想記憶モデルの偽記憶   

 

（出典：専攻科資料） 
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資料５－７－①－３ 

 

平成 18 年度 専攻科２年 
特別研究審査・発表会プログラム 

 
［日   時］2007 年 02 月 02 日（金）、9:00～17:00 

［会   場］アカデミックホール 

［プログラム］ 

09:00～09:10 挨 拶：専攻科長 佐藤 秀則 

 

09:10～11:50 セッションⅠ 座 長：清水啓一郎 

・・・・ 「大気ゆらぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回復」   ／ ・・・・・ 

・・・・ 「分散処理システムの研究」                     ／ ・・・・・ 

・・・・ 「画像処理を用いたバイオメトリック個人認証」            ／ ・・・・・ 

・・・・ 「オブジェクト共有空間を用いた並列免疫アルゴリズムによる 

胸部Ｘ線画像における肺癌陰影の検出」  ／ ・・・・・ 

・・・・ 「生体の免疫機能を有する免疫的ネットワークとその工学的応用」    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「心理聴覚特性を利用した Spectrum Subtraction 法に関する研究」    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「位相変調による光波形成」                                        ／ ・・・・・ 

・・・・ 「携帯電話を用いた Web システム」                                  ／ ・・・・・ 

 

 

12:00～12:50 昼  食 

 

 

12:50～14:50 セッションⅡ 座 長：一宮 一夫 

・・・・ 「コンジョイント分析を用いた街路樹景観の評価・分析」              ／ ・・・・・ 

・・・・ 「水環境予測における流れ場の高精度再現手法の検証」                ／ ・・・・・ 

・・・・ 「製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果について」      ／ ・・・・・ 

・・・・ 「共分散構造分析による企業を対象としたＶＳＰの評価に関する研究」  ／ ・・・・・ 

・・・・ 「アダプト・プログラムにおける効果と満足度の要因分析」            ／ ・・・・・ 

・・・・ 「振動切削系に生じる動的挙動の研究（加工能率向上に関する考察）」  ／ ・・・・・ 

 

14:50～15:00 休  憩 

 

15:00～16:40 セッションⅢ 座 長：一宮 一夫 

・・・・ 「廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究」                    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「純ニオブ水素透過膜における水素脆性の定量評価」                  ／ ・・・・・ 

・・・・ 「河口干潟の物理化学的特性が二枚貝の育成に及ぼす影響に関する研究」／ ・・・・・ 

・・・・ 「別府市明礬地区における温泉地すべりの安定性に関する研究」        ／ ・・・・・ 

・・・・ 「不感型推進薬の熱伝導率および熱拡散率の同時測定」                ／ ・・・・・ 

 

 

16:40～16:50 講 評：校長先生 大城 桂作 

16:50～17:00 挨 拶：専攻科長 佐藤 秀則 

 

［発表要領］ 

・発表時間は 10 分、質疑応答時間は 8 分、1 人当たり合計 18 分とします。また、交代／準備のための時

間として 2 分確保していますので、その時間内に速やかに次の発表者との交代、発表準備をして下さ

い。 

・発表終了 2 分前に 1 鈴、発表終了時に第 2 鈴，質疑応答終了時に第 3 鈴を鳴らします． 

時間を厳守して発表をして下さい． 

 

（出典：専攻科資料） 
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資料５－７－①－４ 

 
（出典：専攻科資料） 

 

資料５－７－①－５ 

2007.02.16 

平成１８年度 専攻科 特別研究審査会 審査結果 
［日 時］ ２００７．０２．０２、０９：００～１１：５０ 

［場 所］ 専攻科棟 ４Ｆ アカデミックホール 

ＥＳ専攻 清水 

 評   価   者 評価結果

番号 氏名              平均点

1    

2    

3    

4        

5        

6      

7      

8      

※”－”は途中退席或いは途中参加を表す。 

（出典：専攻科資料） 
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資料５－７－①－６ 

 
平成１９年 ２月 ２日実施 

 

特別研究審査票 特別研究論文審査 主査氏名  

 

審査対象者 氏名(所属)  

論文題目  

主査氏名  

副査氏名  

 

審査項目 
主査評価 
(100 点法) 

副査評価 
(100 点法) 

決められたフォームで書かれているか，ページ数が適
切か． 

  

誤字脱字，図，表，キャプションの間違いがないか．   

論文の構成が良いか，学術的な文書表現が出来ている
か． 

  

自分の研究の位置づけを地球的視点から多面的に考察
・理解することができているか. 

  

基礎工学や専門工学等で身につけた技術や知識を統合
し研究計画を立て，遂行することが出来たか． 

  

データを正確に解析し，工学的に考察し，結果を論理
的にかつ効果的に記述することができているか. 

  

上記６項目の平均評価点   

 

論文審査結果（主査、副査の平均評価点）  

 

 

（出典：専攻科資料） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専攻科特別研究は深い専門知識と研究経験を持つ専攻科担当教員から２年にわたるきめ細かい指導

を受け，中間発表会で複数の専攻科担当教員からの多くの質問や助言による指導を受けており，専攻

科で修学するにふさわしい十分な研究指導が行われている。 
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 観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知

されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定

が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 成績評価，単位認定，専攻科修了要件及び専攻科修了要件の一つである教育プログラム修了要件は，

それぞれ規則で定められており（資料５－５－③－２，５－８－①－１），専攻科生に配布する専攻

科学生便覧とシステムデザイン工学プログラム履修の手引きにも記載している。さらに専攻科新入生

オリエンテーション等で説明を行っており，学生には十分周知されている。 

 成績は各担当教員がシラバスの総合評価に記載した方法で算出するが，その検証はエビデンス部会

が行っている。 

 学習・教育目標達成度の評価を含む教育プログラムの修了に関しては，専攻科運営委員会の教育プ

ログラム判定会議で適切に審議し（資料５－８－①－２）校長がこれを認定している。専攻科修了判

定は専攻科運営委員会で適切に審議され（資料５－８－①－３）校長がこれを認定して，その結果を

教員会議で報告している。平成 18 年度のこれらの審議では，３名について慎重に審議，うち２名は

教育プログラム修了に関し不合格としたが，残る１名については必要な処置の上，修了を認めた。 

 

 

資料５－８－①－１ 

 

大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則（抜粋） 

 

制  定 平成 17 年 1 月 26 日 
最終改正 平成 19 年 1 月 12 日 

 
（修了要件と修了証書の授与） 
第１３条 本教育プログラムを修了するためには，次の各号の要件を全て満たさなければならな

い。 
 一 本教育プログラムの各学習・教育目標の評価方法（別表２）に示す基準を全て満たし，学習

・教育目標を達成していること。 
 二 本教育プログラムの認める単位を 124 単位以上修得していること。 
 三 本教育プログラムにおいて，総学習保証時間が 1800 時間以上であること。ただしこの中に

は，250 時間以上の人文・社会科学系の科目（語学教育を含む）の学習保証時間，250 時間以
上の数学・自然科学・情報技術系の科目の学習保証時間，900 時間以上の専門技術分野の科目
の学習保証時間を含まなければならない。 

 四 情報技術・基礎工学科目群の①～⑤の各科目群（別表１－１）からそれぞれ１科目以上，合
計６科目以上修得していること。 

 五 学士取得のための審査に合格していること。 
２ 本教育プログラムの修了の認定は，教育プログラム修了判定会議の議を経て校長が行う。 
３ 校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集) 
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資料５－８－①－２ 

 
教育プログラム判定会議 議事概要（抜粋） 

 
日  時 ： 平成１９年３月１３日（火）9：00～11：00 
場  所 ： 会議室 

 
議題 教育プログラム修了判定 

以下の手順で教育プログラム(システムデザイン工学プログラム)修了について審議した． 
①システムデザイン工学プログラム履修規則等の確認 
②修了判定資料を含むエビデンスの確認 
③判定資料についての説明(両主任) 
④議論 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・ 

 
 (以下略) 

(出典：専攻科運営委員会資料) 

 

資料５－８－①－３ 

 
専攻科運営委員会（第１０回）議事概要 

 
日  時 ： 平成１９年３月１３日（火）11：10～11：40 
場  所 ： 会議室 
出 席 者 ： 佐藤専攻科長，清水専攻主任，靍(S 科)，一宮(C 科)，吉澤(教務主事)，高橋(教務主事室)，

田中(文系)，牧野(理系，寮務主事室)，小西(M 科)，木本(学生主事室)，学生課長，専門員，
教務係長． 

欠 席 者 ： 福永専攻主任 
 
議題 専攻科修了判定について 

以下の手順で専攻科修了について審議した． 
①｢専攻科における授業科目の履修等に関する規則｣の確認 
 修了要件には３つ，単位要件，学習時間要件，教育プログラム要件があり，この中の教育プログラム

要件である｢本校の定める学習･教育目標を達成していること｣については教育プログラムの修了を意味
することを確認した． 

②専攻科修了要件の確認 
 単位要件，学習時間要件については全員が満足していることを確認した． 
③判定 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・ 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・ 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(出典：専攻科運営委員会資料) 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 成績評価，単位認定，専攻科修了判定については規則に定められ，シラバスに記載された評価方法

に基づいて成績がつけられている。また，単位認定，専攻科修了判定は専攻科運営委員会にて適切に

審議され校長によって認定されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 〈準学士課程〉 

 数学基礎力重視の方針に基づき，低学年において数学・専門教員による数学演習や年間４回の４学

科共通数学到達度試験を実施しており，その結果は全国高専の数学到達度試験での優秀な成績に結び

ついている。TOEIC受験に対する支援を行っている他，英語プレゼンテーションや多読英語の取組み

等で英語力増強に努めている。 

 〈専攻科課程〉 

 専攻科課程ではプロジェクト実験Ⅰで，専攻の違う学生のチームが専門性を生かし協力して達成す

る課題に挑ませ，アイデア創出，グループでの協議や構想，仕事の分担，設計と製作，工程管理，プ

レゼンテーション等の総合力を養っている。 

 プロジェクト演習Ⅳでは，特別研究で必要とされる論文能力作成能力，プレゼンテーション能力，

ディスカッション能力をつけるため，縮約，パラグラフ化，ディベート等を実施し効果を挙げている。 

 プレゼンテーション能力獲得の工夫がプロジェクト実験Ⅰ，プロジェクト演習Ⅳ，特別研究の中で

取組まれ，さらに校内小論文試験，研究の外部発表等でその実力を確認する仕組みがあり，一連の取

組みは学生の評価も高い。今年度からプロジェクト演習Ⅱでの英語プレゼンテーションへの取組みに

も期待がかかる。 

 

（改善を要する点） 

 準学士課程において，学生全員をインターンシップに参加させることが望ましい。 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 〈準学士課程〉 

 学科ごとに専攻科まで含めた科目系統図を作成し，一貫したカリキュラムの編成を行っている。シ

ラバスには学生にとって必要な情報がすべて網羅され，初回の授業でシラバスの内容説明が行われて

いる。科目の単位配当は講義に集中することなく，実験や実習等をバランスよく設けることで,もの

づくりへの取り組みを進めている。低学年にも実験や実習等を配置して専門への導入教育を実践する

ことで，専門技術への興味を持たせ，高学年で専門技術の学習意欲を向上させるよう配慮されている。

単位認定や進級・卒業判定に関する規定が開示されており，進級や卒業の判定が適切に履行されてい

る。１～３学年は毎朝のショートホームルームと毎週の特別活動を実施し，加えて課外活動の推奨に

より人間の素養を育成する努力が行われている。更に，インターンシップや研修旅行で実社会を見学

・体験し，技術の定着を図るだけでなく，人間の素養育成に配慮している。専門知識を持ち，実践的

な技術者を育成する工夫や努力が行われている。 

 〈専攻科課程〉 

 教育課程は教育理念や学習･教育目標を基に分類された科目をバランスよく配置し，科目系統図や

学習･教育目標を達成するために必要な主要科目の流れで体系的に編成されている。科目内容は担当

教員が教育課程編成の趣旨に沿い，教育の目的を達成すべく考案し，詳細はシラバスに開示されてい

る。 

 シラバス記入上の注意の内容，シラバスの全体構成，各科目内容の記述事項から，教育課程編成の
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趣旨に沿ってシラバスが作成され，活用法をオリエンテーションで指導し，専攻主任と学生との個別

面談でその活用が把握されている。 

 学習･教育目標に照らした体系的な科目配置により，講義，演習・実験・実習，個人指導を基本と

する特別研究のバランスが適切である。専攻科は元来少人数授業となっている。学習･教育目標（C）

コミュニケーション能力関連科目では，文章作法やディベート力養成のための縮約練習やディベート

の実践訓練をする他，多くの発表の機会を与え実践的プレゼンテーション能力がつくように工夫をし

ている。PBL 科目の｢プロジェクト実験Ⅰ｣の中で創造的に諸能力を養っている。インターンシップと

して選択２単位の「実務実習」を設定している。特別研究は深い専門知識と研究経験のある担当教員

から２年にわたりきめ細かい指導を受け，中間発表会で専攻科担当教員から質問や助言を受ける等，

専攻科にふさわしい十分な研究指導が行われている。学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会か

らの要請等に配慮して，｢他専攻の授業科目の履修｣，｢他高等教育機関で取得した単位の認定｣，｢イ

ンターンシップの単位認定｣，｢補充教育｣を整備している。 

 成績評価，単位認定，専攻科修了判定は規則に定められ，シラバスに記載された評価方法で成績が

つけられる。単位認定，専攻科修了判定は専攻科運営委員会にて適切に審議され校長により認定され

ている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

 観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成

状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 （１）準学士課程 

 準学士課程の全科目は，学習・教育目標として定めた５つの主目標と達成すべき具体的な 11 のサ

ブ目標のいずれかに対応しており（資料６－１－①－１），目標達成状況は，卒業判定で確認するシ

ステムになっている（資料６－１－①－２）。科目は，必修及び選択必修，必履修，選択に分けられ

る（資料６－１－①－３）。科目担当教員は目標の達成状況の把握・評価のため，定期試験結果や提

出課題内容等を考慮し，シラバスの「総合評価」の内容に従い達成度評価を行う（資料６－１－①－

４）。これらの授業科目に加え，３年次までの特別活動は，人間性の育成，社会性の涵養並びに進路

実現の準備など，学習・教育目標に関わる重要科目と位置づけ（資料６－１－①－５），卒業要件と

なっている（資料６－１－①－６）。また，卒業時の学力や資質・能力の把握は，専任教員による卒

業判定会議において，資料に基づき修得単位数や特別活動修得状況を総合的に審議し、最終的に校長

が卒業認定するシステムとなっている（資料６－１－①－７）。 

 （２）専攻科課程 

 準学士課程に加え、より専門的な学習・教育目標（資料６－１－①－８）に対応した教育課程を編

成しており，授業科目は必修及び選択科目からなっている（資料６－１－①－９）。各学習・教育目

標の達成を専攻科修了要件の１つとし，その評価方法を学生に示している（資料６－１－①－10）。

科目担当教員は各目標の達成状況を把握・評価するため，シラバスの「総合評価」の内容に従い達成

度を評価している（資料６－１－①－11）。さらに修了時の学力や資質・能力の達成状況把握は，修

了判定会議（資料６－１－①－12）で総合的に審議判定し，最終的に校長が修了認定するシステムと

なっている（資料６－１－①－13）。 
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資料６－１－①－１ 
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（出典：シラバス 各学科授業科目系統図） 
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資料６－１－①－２ 
 

 標語 目標 サブ目標 〔準学士課程において達成すべき(具体的な)目標〕 評価方法 

A-1 自ら考える力を身につける 

(1) 物事を多面的に考察するために必要な基礎知

識を有すること  

(2) 論理的に自らの考えを構築することができる

こと 

社会系必修科目を修

得 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献できる技術

者に必要な豊かな教養，自

ら考える力，いつくしみの

心を身につける 

A-2 
技術者としての倫理を身につけ

る 

(1) 人や自然・社会が相互につながり合っている

ことを理解していること 

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立場に立って

考えることができること 

特別活動を履修 

B-1 
数学，自然科学の力を身につけ

る 

(1) 数学の基本的な問題が解けること 

(2) 自然科学の基本的な問題が解けること 

数学，自然科学，体

育系の必修科目を修

得 Ｂ 
科学や工学

の基礎 

科学の粋を極める技術者に

必要な数学，自然科学，情

報技術，専門工学の基礎を

身につける 
B-2 

情報技術，専門工学の基礎を身

につける 

(1)専門性に即して問題を掘り下げる上で土台とな

る情報技術と専門基礎知識があること 

情報技術系，専門の

必修科目を修得 

C-1 
表現する力，ディスカッション

する力を身につける 

(1)自ら表現したいことについて第三者が理解でき

るように表現できること 

国語系の必修科目を

修得 
Ｃ 

コミュニケ

ーション能

力 

地域や国際舞台での活躍を

めざして，多様な文化の理

解とコミュニケーションで

きる力を身につける C-2 
英語を用いてコミュニケーショ

ンできる力を身につける 

(1)英語で表現された文章を理解でき、英語による

簡単な作文ができること 

英語系の必修科目を

修得 

D-1 
探究心，分析力，イメージ力，

デザイン能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問題

を分析することができること 

(2) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

必修の実験・実習，

卒業研究を修得 

Ｄ 
技術者とし

てのセンス 

創造的技術者としてのセン

スを磨き，探究心，分析

力，イメージ力を身につけ

る 
D-2 

協力して問題を解決する力を身

につける 
(1)チームで問題に取り組む体験を得ること 

ＰＢＬに対応する実

験・実習，または校

外実習単位を修得 

E-1 専門工学の知識を獲得する   

E-2 工学の相互関連性を理解する   
Ｅ 

専門工学の

活用 

専門工学の知識を修得して

その相互関連性を理解し，

これを活用する力を身につ

ける 
E-3 

専門分野における研究開発の体

験を通して問題を発見し，解決

する力を身につける 

  

 

（出典：教育システム委員会資料 準学士課程学習・教育目標） 

 

資料６－１－①－３ 

 

◆ 教 育 課 程（授業科目と特別活動） 

 

  どんな授業が、何学年でどれだけ用意されているのかは、大分工業高等専門学校学則の教育課

程表に示されています。 

  教育課程とは、望ましい学習が行われるように授業などを編成したもので、本校の教育課程

は、教育課程表に示されている授業科目とクラスで討論し合ったり、学級担任と意見を交換した

りする特別活動とからなっています。 

  授業科目には、全学科共通の一般科目と各学科に分かれた専門科目があります。 

  もう一つの分類に、全員に学んでもらうために用意された必修科目と各自の希望により自由に

選ぶことのできる選択科目があります。選択科目として他学科の専門科目を科目担当教員の許可

を得て履修することもでき、単位を修得することも可能ですが、個の単位は学年の課程修了に必

要な単位の外となります。 

  それぞれの科目の内容は、本校の「シラバス（授業実施計画）」に詳しく説明されていますの

で、よく見ておいてください。 

  定期試験の成績や単位の修得状況は、ポートフォリオに記入して各自で管理して下さい。 

 

（出典：学生便覧） 
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（出典：シラバス） 
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資料６－１－①－５ 

 
2004/04/02 

特活検討委員会報告 
 
【基本方針】 
 本校の特別活動においては、本校の教育理念である「人間性に溢れ、国際感覚を備えた、探求心、創造性、
表現能力を有する技術者を育成する」ために、教科教育の中では不足しがちな「愛の精神」「豊かな教養力」
にあふれた人間の育成をめざすことを目標とする。そのためには各学年団や（特に進路に関しては）各学科が
連絡を密にして特別活動に取り組むことが望ましい。 
 
【具体的なこと】 
（1）第 1、２、3 学年とも、毎週 50 分間で実施。（水曜日の 4 限、14:30～15:20 に実施）  
（2）三つの基本方針「人間性の育成」、「社会性の涵養」、「進路実現への準備」を掲げ、テーマの決定に
あたっては、この三本柱を中心にテーマを決める。 
（3）三本柱は次のように各々三つのサブテーマに分かれている。 
   ①人間性の育成…自己理解、自己鍛錬、自立心の涵養 
   ②社会性の涵養…指導力の向上、集団への適応、公共心の育成 
   ③進路実現への準備…学習習慣の確立、将来設計、職業感の涵養 
（4）年間実施回数 28 回のうち、三本柱に沿ったテーマを 20 回以上実施する。 
（5）三本柱はさらに 3 分類されているので、学年の移行を考慮に入れながらそれら９個の小分類からバラン
スを考えてテーマを決める。 
（6）テーマの実施にあたっては、各学年団で事前に十分な話し合いの場をもつ。場合によっては各学年の統
一テーマを決め、実施することもできる。 
（7）年間指導計画書（特活実施予定表）については、今年度は試行期間ということでもあり、従来の（教務
係から配布される）半期毎の特活予定表を作成することとし、実際に１年間かけて実践した記録をもとに来年
度からは年間指導計画書を作成することとする。 
（8）「特活実践記録」を作成し、今後の特活に役立てるためにそれらの資料を保存する。保存場所や方法に
ついては今後検討する。 
 
＊添付資料 
・特活テーマ・目的一覧 
・特活実践記録 
 

（出典：特活委員会資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大分工業高等専門学校 基準６ 

 - 255 -

資料６－１－①－６ 

 

大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規（抜粋） 

 
   第６章 学年の課程修了及び卒業の認定 
 （学年の課程修了の認定） 
第１３条 学年の課程修了は，教員会議の議を経て校長が認定する。 
２ 前項の認定に当たっては，原則として次の各号に該当していなければならない。 
 一 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の出席日数が出席すべき日数の 2/3 以上で

あること。 
 二 第１学年から第３学年までにおいては，当該学年の特別活動を履修したと認められること。 
 三 第１学年から第４学年までにおいては，当該学年の必履修科目および必修科目は，すべて履

修したと認められること。 
 四 第４学年においては，第１学年から第３学年までの必修科目は，すべて修得したと認められ

ること。 
 五 第５学年においては，第４学年および第５学年の必修科目は，すべて修得したと認められる

こと。また，選択科目は教育課程表において定められた単位数以上あるいは科目数以上を修得
していること。 

 六 第１学年から第４学年までにおいては，通算修得単位数が，次の表の単位数以上であるこ
と。 

 
学    年 単  位  数 

１ ２５ 
２ ５９ 
３ ９３ 
４ １２９ 

 
 七 第５学年においては，通算修得単位数が 167 単位以上（そのうち，一般科目については，75

単位以上，専門科目については，82 単位以上とする。）であること。 
 八 第４学年と第５学年の授業として開講されている科目の修得単位数の合計が６２単位以上で

あること。 
３ 第４学年に編入学した者及び第３学年に編入学した外国人留学生については，当該学科の前学

年までの単位は修得したものとみなす。 
４ 第２項第六号の通算修得単位数には，第８条第２項，第 11 条及び第 12 条の規定に基づいて認

定された単位は算入しない。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料６－１－①－７ 

 

平成１８年度第１４回教員会議議事録（議事概要）（抜粋） 

 
     日   時   平成１９年３月１４日（水） 15：00～16：45 
     場   所   会 議 室 
     出 席 者   別紙のとおり 
 
《議  題》 
 
 １．平成１８年度卒業判定について 

教務主事から、資料１の成績一覧表に基づき説明があり、$の付いた科目について、未履修を確定し、
それ以外の科目については履修と認めた。 

続いて、参考資料の「学業成績の評価及び課程修了等に関する内規」第１３条第２項第５号、第７号及
び第８号に基づき、順次判定を行い、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・161
名全員の卒業が承認された。 

 

（出典：教員会議資料） 
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資料６－１－①－８ 

 

 標語 目標 サブ目標 
システムデザイン工学プログラムにおいて全員が満たすべき
具体的な目標（全員が達成すべき目標） 

評価方法 

A-1 
自ら考える力を身に
つける 

(1) 物事を多面的に考察するために必要な基礎知識を有する
こと  

(2) 論理的に自らの考えを構築することができること 

◎科目の修得 
○２科目以上修得 
ディベート試験合格 

Ａ 愛の精神 

世界平和に貢献で
きる技術者に必要
な豊かな教養，自
ら考える力，いつ
くしみの心を身に
つける 

A-2 
技術者としての倫理
を身につける 
 

(1) 人や自然・社会が相互につながり合っていることを理解
していること 

(2) いつくしみの心を持ち，相手の立場に立って考えること
ができること 

技術者倫理の修得 

B-1 
数学、自然科学の力
を身につける 
 

(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解けること 

◎科目の修得 
○２科目以上修得 
総合的試験の合格または技術士
１次試験 

Ｂ 
科学や工学の
基礎 

科学の粋を極める
技術者に必要な数
学，自然科学，情
報技術，専門工学
の基礎を身につけ
る B-2 

情報技術、専門工学
の基礎を身につける
 

専門性に即して問題を掘り下げる上で土台となる情報技術と
専門基礎知識があること 

◎科目の修得 
◎と○科目から１０科目以上，
１５単位以上修得 
総合的試験に合格または技術士
１次試験 

C-1 
表現する力，ディス
カッションする力を
身につける 

自ら表現したいことについて第三者が理解できるように明確
に表現でき、そのテーマについて議論できること 

◎と○科目の修得 
学外発表 
 

Ｃ 
コミュニケー
ション能力 

地域や国際舞台で
の活躍をめざし
て，多様な文化の
理解とコミュニケ
ーションできる力
を身につける 

C-2 
英語を用いてコミュ
ニケーションできる
力を身につける 

英語で表現された文章を理解でき、英語による簡単なコミュ
ニケーションができること 

◎科目の修得 
○１科目以上修得 
英語資格試験 

D-1 
探究心，分析力，イ
メージ力，デザイン
能力を身につける

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行い、問題を分析する
ことができること 
(2) ものやシステムを創造するために結果をイメージして、
その結果を得るための方法やシステムなどをデザインするこ
とができること 
(3) 問題を深く掘り下げる努力ができること 

◎科目の修得 
 

Ｄ 
技術者として
のセンス 

創造的技術者とし
てのセンスを磨
き，探究心，分析
力，イメージ力を
身につける 

D-2 
協力して問題を解決
する力を身につける

(1) 問題をチームで解決する体験を得ること 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を見定めて行動できる
こと 

◎科目の修得 
インターンシップ 
ＰＢＬ関連科目の総合審査会

E-1 
専門工学の知識を獲
得する 

自らの専門性に即して、一つの分野を深く掘り下げることの
できる専門工学の知識があること 

○１０科目以上修得 
小論文試験に合格または学位授
与機構小論文審査に合格 

E-2 
工学の相互関連性を
理解する 

(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつながりによって成り
立っていることを理解していること 
(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野について基礎的な知識
を有していること 

◎科目を修得 
○科目から２科目以上（専門科
目を１科目以上）修得 Ｅ 

専門工学の活
用 

専門工学の知識を
修得してその相互
関連性を理解し，
これを活用する力
を身につける 

E-3 

専門分野における研
究開発の体験を通し
て問題を発見し，解
決する力を身につけ
る 

自らの専門分野において、問題の所在と性質を見極め、その
対処法あるいは解決法をデザインし、これを実行することが
できること 

特別研究の修得 

 

（出典：教育システム委員会資料 専攻科課程学習・教育目標） 

 

資料６－１－①－９ 

６．履修方法ならびに手続き 

(1) 必修科目と選択科目 

開設された授業科目のうち必修科目については全科目を，選択科目については所定科目 

をそれぞれ受講して，成績の評価を受けなければなりません。 

（出典：専攻科学生便覧） 
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資料６－１－①－10 

 

大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則 
別表 

各学習・教育目標の評価方法 

学習・教育目標 

関連す
る基準
1(1) 
(a)～

(h)の項
目

評 価 方 法 備 考

(A1) 自ら考える力を身につける 
(1) 自然や人間の活動を地球的視点から

多面的に考察するために必要な基礎知
識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考え
を構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自
らの考えとを区別できること 

(ａ) (ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、日本語表現法（国語特講Ⅰ～

Ⅴ），プロジェクト演習Ⅳのほかに１科目以上修得して
いること 

（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、プロジェクト演習Ⅳのほかに

２科目以上修得していること 
(ⅲ) プロジェクト演習Ⅳにおけるディベート試験に合格す

ること 

(Ａ) 
愛の精神 
 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養、自ら考える
力、いつくしみ
の心を身につけ
る 

 (A2) 技術者としての倫理を身につける
(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果を理解していること 
(2) 技術者が社会に対して負っている責

任について理解していること 

(ｂ) 「技術者倫理」を修得していること 

 

(B1) 数学、自然科学の力を身につける
(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解ける

こと 

(ｃ)
(ｇ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) 
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに１科目以上修得し

ていること 
（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに２科目以上修得し

ていること 
(ⅲ) (B1)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 (Ｂ) 
科学や工学の基礎 
 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学、自然科
学、情報技術、
専門工学の基礎
を身につける 

(B2) 情報技術、専門工学の基礎を身に
つける 

(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

(ｄ1)
(ｇ)
(ｃ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) ◎と○科目の中から１０科目以上かつ１５単位以上修

得していること。 
(ⅲ) (B2)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 

(C1) 表現する力、ディスカッションす
る力を身につける 

(1) 自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目及び○科目を修得していること 
(ⅱ) 学外団体主催による研究会等において発表を行うこと 

(Ｃ) 
コミュニケーショ
ン能力 
 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して、多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

 

(C2) 英語を用いてコミュニケーション
できる力を身につける 

(1) 英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目を修得していること 
(ⅱ) ○科目のうち、1 科目以上修得していること 
(ⅲ)  
(平成１２年度以前入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすことまたはこれらと
同等以上の力を有することをポートフォリオによって証
明できること 

(平成１３年度以降入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすこと 

 

(D1) 探求心、分析力、イメージ力、デ
ザイン能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行
い、問題を分析することができること

(2) ものやシステムを創造するために結
果をイメージして、その結果を得るた
めの方法やシステムなどをデザインす
ることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができる
こと 

(d2b)
(ｅ)
(ｄ1)
(d2c)
(ｇ)
(ｈ)

◎科目を全て修得していること 
 

(Ｄ) 
技術者としてのセ
ンス 
 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き、探求心、
分析力、イメー
ジ力を身につけ
る 

 
(D2) 協力して問題を解決する力を身に

つける 
(1) 問題をチームで解決する体験を得る

こと 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を

見定めて行動できること 

(d2d)
(d2c)
(ｈ)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) インターンシップ関連科目を修得していること 
(ⅲ) ＰＢＬ関連科目の総合審査会で合格すること 

 

(E1) 専門工学の知識を獲得する 
(1) 自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

(d2a) (ⅰ) ○科目のうち、１０科目以上修得していること 
(ⅱ) 専門性に即した小論文試験で、60 点以上とること、ま

たは学位取得のための小論文試験に合格すること 

(E2) 工学の相互関連性を理解する 
(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつ

ながりによって成り立っていることを
理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野に
ついて基礎的な知識を有していること

(d2a)
(d1)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１２年度入学生） 
  自らの専門以外の○科目の中から、１科目以上を修得し

ていること 
（平成１３年度以降入学生） 
  ○科目の中から、２科目以上修得していること。ただ

し、その内１科目以上は、自らの専門以外の科目である
こと 

 (Ｅ) 
専門工学の活用 
 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し、これを活
用する力を身に
つける 

 

(E3) 専門分野における研究開発の体験
を通して問題を発見し、解決する力を
身につける 

(1) 自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

(d2c)
(d2b)
(ｅ)
(ｈ)
(ｇ)

「特別研究」を修得していること 
 

 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料６－１－①－11 

 

（出典：専攻科シラバス） 
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資料６－１－①－12

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：専攻科資料）
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資料６－1－①－13 

 

専攻科運営委員会（第１０回）議事概要（抜粋） 

 
日  時 ： 平成１９年３月１３日（火）11：10～11：40 
場  所 ： 会議室 
出 席 者 ： 佐藤専攻科長，清水専攻主任，靍(S 科)，一宮(C 科)，吉澤(教務主事)，高橋(教務

主事室)，田中(文系)，牧野(理系，寮務主事室)，小西(M 科)，木本(学生主事室)，
学生課長，専門員，教務係長． 

欠 席 者 ： 福永専攻主任 
 

議題 専攻科修了判定について 
以下の手順で専攻科修了について審議した． 

①｢専攻科における授業科目の履修等に関する規則｣の確認 
 修了要件には３つ，単位要件，学習時間要件，教育プログラム要件があり，この中の教育プ

ログラム要件である｢本校の定める学習･教育目標を達成していること｣については教育プロ
グラムの修了を意味することを確認した． 

②専攻科修了要件の確認 
 単位要件，学習時間要件については全員が満足していることを確認した． 
③判定 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
（以下略） 

 

(出典：専攻科運営委員会資料) 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士・専攻科両課程で卒業・修了時に身に付ける学力や資質・能力は，学習・教育目標として定

められ，その達成状況の把握を卒業及び修了判定会議で組織的に行っており，学習・教育目標の達成

により教育理念に掲げた人材像が養成できると考えられる。 

 以上から，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，そ

の達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
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 観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等

から，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成

果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 （１）準学士課程 

 学年末の卒業・進級判定会議において，学習・教育目標の達成状況把握のための卒業・進級要件

（資料６－１－①－６）に従い単位修得状況等について厳格に審議し，卒業・進級が承認される。３

年生は積極的な進路変更があるため進級率が低くなるが，過去５年間の進級率は 87%～100%となって

いる（資料６－１－②－１）。 

 

資料６－１－②－１ 
 

準学士課程 進級率（学年毎） 
 

学 年 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

１ 年 96% 95% 99% 99% 96% 

２ 年 95% 93% 92% 96% 96% 

３ 年 88% 87% 88% 89% 93% 

４ 年 97% 91% 92% 93% 92% 

５ 年 99% 99% 100% 98% 99% 
 

（出典：学生課資料） 

 

 平成 18 年度国立高等専門学校学習

到達度試験（数学）（資料６－１－②

－２）で全国平均を上回る好成績を収

めた理由の 1 つとして，以前から定期

的に実施してきた数学到達度試験（資

料６－１－②－３）が考えられる。ま

た，英語資格試験を学校で実施するな

どの支援も行われ（資料６－１－②－

４），教育の成果が表れている（資料

６－１－②－５）。他に各学科指導の

下に資格取得を奨励し，課題学修及び

特別学修として単位を認定している

（資料６－１－②－６）。さらに卒業

研究は，論文・抄録や発表及び試問の

状況を学科毎に全所属教員で公正かつ

客観的に評価する仕組みとなっている

（資料６－１－②－７）。 

（資料６－１－②－２）

（出典：外部評価資料）
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資料６－１－②－３

2007 年度(平成 19 年度） 前期特活予定表 

水曜日：１４：３０～１５：２０ 

１年（水）４限 ２年（水）４限 ３年（水）４限 学年 
月日 Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ 

11 特活計画 
クラス役員 
選出 

自己紹介 自己紹介 
ｸﾗｽ委員選出
特活計画 

前期特活
計画立案

クラス役員
選出 

各種委員の
選出＆都市ｼ
ｽﾃﾑ科賞表彰

特活計画
特活計画 
委員決め 

特活計画 
ポートフォ
リオの確認
と整理 

18 教務主事室扱い（合併） 
プロジェクト
Ｘ(友の死を
越えて) 

プロジェク
トＸ 

前期特活
行事決め

戦争に
ついて

校外清掃
活動 

寮生活を 
紹介します 

プロジェク
トＸ 

前期特活 
計画 

4 

26 図書館オリエンテーション 担任扱い 教務主事室扱い（合併） クラスマッチ クラスマッチ 
校外清掃 
活動 

プロジェク
トＸ 

2 ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映＆ロボコン 2007
ルール説明(合併講義室、９０分) 

ＧＷの課題

「砂漠で遭
難したら」
危機にどう
対処する
か？ 

「砂漠で遭
難したら・
・・」 

生と死を
考える

情熱大陸
校外清掃 
活動 

クラスマッチ クラスマッチ

9 クラスマッチ 
私の尊敬 
する人物 

（６班）1-ｳ 
クラスマッチ 夢を語ろう 

ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

自己評価
セクハラと
は？ 

レクリエー
ション 

校外清掃
活動 

23 数学第１回到達度試験 数学第１回到達度試験 
ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

5 

30 学生相談室扱い（合併） 
校外清掃

活動 
クラスマッチ

タグラグビ
ーゲーム 

クラスマッチ
自分たちの
可能性 

図書館へ 
行こう 

Ｓ科教員 
講話 

前期中間試
験の対策

20 公共の場で
のエチケット 

キャッチ商
法に気をつ
けよう(5
班)2-ｳ 

クラブ活動
探検報告 

Ｃ科先生へ
のインタビ
ュー 

クラスマッチ
環境汚染を
なくそう！

クラスマッチ
家族に

ついて(1)
教務主事室扱い（合併） 

6 

27 校則をもっ
と知ろう 

クラスマッチ 
クラス役員
の役割を知
ろう 

クラスマッチ 
Ｍ科教員

講話 

夏休みの計
画を立てよ
う！ 

定期試験結
果の分析と
反省 

家族に
ついて(2)

３Ｍ 
球技大会

プロジェク
トＸ 

夏休みの 
計画 

クラスマッチ
の話し合い

4 数学第２回到達度試験 数学第２回到達度試験 
先輩の進路
Ⅰ 

クラスマッチ 
高専祭 
クラス企画 

クラスマッチ

7 
11 

携帯電話所
持の是非を
語る 

クラス担任
扱い 

砂漠で遭難
したら 

ポートフォリ
オのチェッ

ク 

たばこの害について
（保健室から：合併）

夏休みの
目標発表

人間の絆に
ついて 

クラスマッチ 高専祭準備 クラスマッチ 

今週、印象
に残った新
聞記事の紹
介 

5 クラスマッチ 

ｱﾙﾊﾞｲﾄの意
義と問題点
を語る(7
班)1-ｲ 

公共の場で
のエチケット 

クラスマッチ 
１分間

スピーチ
校外清掃
活動 

たばこの害について
（保健室から：合併）

１分半スピ
ーチ夏休み
報告会 

高専祭打ち
合わせ 

スーパーコン
ピュータと

は？ 
ディベート

9 

12 定期試験 
対策 

能率的な学
習法(4
班)3-ｱ 

交通安全に
ついて考え
よう 

高専祭計画 
前期を振り
返って 

私の体験を
語る（古里
の自慢しち
ゃいます）

前期末試験
の傾向と対
策 

国際感覚と
より広い視
野の育成 

先輩の進路
Ⅱ 

生と死につ
いて 

校外研修オ
リエンテー
ション 

前期定期試
験の対策 

 

（出典：教務主事室資料）

 

資料６－１－②－４
 

英語資格試験実施状況（本校で実施したもの） 
 

 
平成１７年 平成１８年 平成１９年 

ＴＯＥＩＣ 5 月，7 月，9 月，11 月 1 月，6 月，9 月，11 月 1 月 

Ａ  Ｃ  Ｅ 7 月（１年生） 
2 月（1,2 年生） 
7 月（１年生） 

2 月（1，2，3 年生）

工 業 英 検 5 月，11 月 2 月，5 月，11 月  

 

（出典：英語科資料）
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（資料６－１－②－５） 

平成18年度コミュニケーション賞ＴＯＥＩＣ分布表

6

4

2
1 1

0
1
2
3
4
5
6
7

40
0～

44
9

45
0～

49
9

50
0～

59
9

60
0～

69
9

70
0～

79
9

80
0～

89
9

90
0～

94
9

95
0～

スコア

人

数

平成18年度コミュニケーション賞ＡＣＥ分布表

23

6

2 1

0

5

10

15

20

25

500～549 550～599 600～649 650～

スコア

人

数

 

（出典：学生課資料） 

 

（資料６－１－②－６） 

 

課題学修の修得者数 
年度 名  称・等  級 科  目  名 単位数 担当学科 修得者数

危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 専門学科 2 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 専門学科 3 
ソフトウェア開発技術者 課題学修（情報処理） 4 専門学科 1 

平成 14 年 

小  計 6 
測量士補 課題学修（測量） 1 土木工学科 1 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 15 

電気工学科 4 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 

制御情報工学科 5 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気工学科 2 

機械工学科 5 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 

制御情報工学科 2 
造園施工技術者 課題学修（造園施工） 2 土木工学科 1 

電気工学科 1 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 

電気電子工学科 1 

平成 15 年 

小  計 37 
電気電子工学科 1 

基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 
制御情報工学科 3 
電気工学科 3 
電気電子工学科 1 ソフトウェア開発技術者 課題学修（情報処理） 4 
制御情報工学科 1 

技術士補 課題学修（技術士補） 4 土木工学科 1 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 21 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気工学科 1 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 制御情報工学科 2 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 4 

平成 16 年 

小  計 38 
電気電子工学科 1 

基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 
制御情報工学科 1 

第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 4 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気電子工学科 2 
初級システムアドミニストレータ 課題学修(システム管理工学) 1 都市システム工学科 1 
技術士補 課題学修（技術士補） 2 機械工学科 2 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 12 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 機械工学科 2 

平成 17 年 

小  計 25 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 制御情報工学科 4 
初級システムアドミニストレータ 課題学修(システム管理工学) 1 制御情報工学科 4 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 3 
第３種電気主任技術者 課題学修（電気工事） 2 電気電子工学科 2 
技術士補 課題学修（技術士補） 4 土木工学科 1 

機械工学科 2 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 

制御情報工学科 1 
2 級土木施工管理技士 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 2 

平成 18 年 

小  計 19
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特別学修の修得者数 
年度 技能審査の名称・等級 科  目  名 単位数 一般・専門の別 修得者数

実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 一般科目 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 一般科目 4 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 2 

平成 14 年 

小  計 7 
実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 一般科目 4 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 一般科目 7 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 2 

平成 15 年 

小  計 13 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 1 

平成 16 年 
小  計 1 

一般科目 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 

制御情報工学科 2 
制御情報工学科 3 

工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 
土木工学科 1 

平成 17 年 

小  計 7 
実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 制御情報工学科 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 制御情報工学科 1 平成 18 年 

小  計 2 

 

（出典：学生課資料） 

 

 

資料６－１－②－７ 

 

（出典：機械工学科資料） 
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 （２）専攻科課程 

 学年末に修了判定会議で厳格に審議し，専攻科修了要件（資料６－１－②－８）を満足した学生の

みが修了を承認される（資料６－１－②－９）。また，外部発表や英語資格修得（資料６－１－②－

10）を義務づけている。特別研究は，外部発表に耐え得る高い水準が保たれており（資料６－１－②

－11），専攻科担当教員により厳正かつ客観的に審査されている（資料６－１－②－12）。 

 

資料６－１－②－８ 

５．修了要件 

 

 専攻科の修了には，次の要件を全て満たさなければなりません。 

 一 学則第５３条に規定する要件のほか，全ての必修科目を修得したと認められること。 

 二 機械・環境システム工学専攻においては、専門科目の選択 A 群より 6 単位以上修得したと認

められること。 

 三 学習時間が６００時間以上であること。ただし，７０時間以上の人文科学・社会科学等 

（語学を含む），７０時間以上の自然科学・数学・情報技術系科目及び３００時間以上の 

専門分野の学習時間を含まなければならない。 

 四 大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則第１３条第 1 項の修了 

要件を全て満たしていること。 

（出典：専攻科学生便覧） 

 

資料６－１－②－９ 
 

専攻科課程 修了率 
 

入学年度 専攻 入学者数 退学者数 留年者数 修了者数 進級(修了)率

MC 11 1 0 10 91% 
15 

ES 12 0 0 12 100% 

MC 12 1 0 11 92% 
16 

ES 6 0 0 6 100% 

MC 11 1 1 9 82% 
17 

ES 8 0 0 8 100% 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－②－10 

2007.03.12 

平成１８年度 機械・環境システム工学専攻 修了生 修了要件一覧表 
 

機械・環境システム工学専攻主任 福永 圭悟 

１．外部発表 
学籍番号 氏名 発表学会名 発表場所 発表日 

  平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 宮崎大学 2006/ 3/ 4

  平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 九州共立大学 2007/3/11

  第 12 回高専シンポジウム 東レ総合研修センター 2007/ 1/16

  平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 宮崎大学 2006/ 3/ 4

  平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 宮崎大学 2006/ 3/4

  日本機械学会 2006 年度年次大会 西日本工業大学 2006/12/ 1

  第６回九州地区流体工学研究会トークイン（九重） 九州地区国立大学九重共同研修所 2006/ 8/ 9

  
日本金属学会九州支部，日本鉄鋼協会九州支部共
催 平成 18 年度合同学術講演大会 九州工業大学 2007/ 6/10

  平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 九州共立大学 2007/ 3/11

  第 12 回高専シンポジウム 東レ総合研修センター 2007/ 1/16

  日本機械学会九州学生会第 37 回卒業研究講演会 佐賀大学 2007/ 3/14

 
２．英語資格 

学籍番号 氏名 資 格 名 スコア 取得年月日 備  考 

  工業英検 ３級 2005/ 6/29  

  ＴＯＥＩＣ ７１５ 2006/ 5/28  

  ＴＯＥＩＣ ４１０ 2004/ 6/16  

  工業英検 ３級 2005/ 6/29  

  工業英検 ３級 2006/ 2/28  

  工業英検 ３級 2005/12/20  

  ＴＯＥＩＣ ４１０ 2006/ 5/13  

  ＴＯＥＩＣ ４５０ 2007/ 6/10  

  工業英検 ３級 2005/12/20  

  ＴＯＥＩＣ ４３５ 2004/ 6/16  

  工業英検 ３級 2006/ 6/28  

 

2007.03.09 

平成１８年度 電気電子情報工学専攻 修了生 修了要件一覧表 
 

電気電子情報工学専攻主任 清水 啓一郎 

１．外部発表 
学籍番号 氏名 発表学会名 発表場所 発表日 

  第１１回高専シンポジウム 長岡高専 2006/01/21

  第５回電子情報系高専フォーラム 熊本電波高専 2006/11/11

  第５回情報科学技術フォーラム 福岡大学 2006/09/05

  平成１７年度電気関係学会九州支部連合大会 福岡工業大学 2005/09/29

  第７回ＩＥＥＥ広島支部学生シンポジウム 岡山大学 2005/11/26

  第５回電子情報系高専フォーラム 熊本電波高専 2006/11/11

  第１１回高専シンポジウム 長岡高専 2006/01/21

  第５回電子情報系高専フォーラム 長岡高専 2006/01/21

 
２．英語資格 

学籍番号 氏  名 資 格 名 ス コ ア 取得年月日 備  考

  ＴＯＥＩＣ ５９５ 2006/05/28  

  ＴＯＥＩＣ ５００ 2007/01/14  

  ＴＯＥＩＣ ４２５ 2005/11/03  

  ＴＯＥＩＣ ４３０ 2006/01/14  

  ＴＯＥＩＣ ４４０ 2006/01/14  

  工業英検 ３級 2005/12/20  

  ＴＯＥＩＣ ４８５ 2005/11/03  

  実用英検 ２級 2003/07/25  

 

（出典：専攻科資料） 
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資料６－１－②－11 

 

 

■平成 18 年度入学生(４期生)■ 

番号 専攻 学生氏名 賞名・発表テーマ名 

賞 名 平成 18 年度土木学会西武支部研究発表会優秀講演賞 
1 ＭＣ  

テーマ 道路愛称の効果に関する基礎的研究 

 

■平成 17 年度入学生(３期生)■ 

番号 専攻 学生氏名 賞名・発表テーマ名 

賞 名 平成 18 年度地盤工学会九州支部学生賞（優良学生賞） 
1 ＭＣ  

テーマ 製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果について 

 

■平成 16 年度入学生(２期生)■ 

番号 専攻 学生氏名 賞名・発表テーマ名 

賞 名 
全国高等専門学校デザインコンペティション２００４ワークショップ部門地域交流シンポ
ジウム 佳作 1 ＭＣ  

テーマ 市民参加型舗道デザインについて～別大国道を事例として 

賞 名 平成 17 年度地盤工学会九州支部 学生賞（優良学生賞） 
2 ＭＣ  

テーマ 製鉄所副産物の地盤改良材としての適用性に関する研究 

賞 名 日本機械学会九州支部第 36 回九州学生会卒業研究発表講演会 優秀講演賞 
3 ＭＣ  

テーマ 種々の材料に対する振動切削加工面の比較 

賞 名 日本機械学会九州支部第３６回九州学生会卒業研究発表講演会 優秀講演賞 
4 ＭＣ  

テーマ 走査型電気化学顕微鏡による Cr 基合金の耐食性評価 

 

■平成 15 年度入学生(１期生)■ 

番号 専攻 学生氏名 賞名・発表テーマ名 

賞 名 日本機械学会九州支部第３５回九州学生会卒業研究発表講演会 優秀講演賞 
1 ＭＣ  

テーマ Ｃｒ－Ｗ合金の延性に及ぼす表面エネルギーと剛性率の影響 

賞 名 平成 15 年度地盤工学会九州支部 学生賞 
2 ＭＣ  

テーマ 砕石粒状集合体の地震時における内部破壊特性に関する解析的研究 

賞 名 平成 15 年度土木学会西武支部研究発表会優秀講演者賞 
3 ＭＣ  

テーマ 海藻を用いた生物検定による二酸化塩素及び塩素酸イオンの毒性評価 

賞 名 第４回電子情報系高専フォーラム 講演奨励賞 
4 ＥＳ  

テーマ しきい値制御による連想記憶モデルの想起状態の切り替え 

賞 名 日本ＡＥＭ学会技術賞 
5 ＥＳ  

テーマ ＦＧ型磁気センサを使用したＳＵＳ３１６とＳＵＳ３１６Ｌの疲労評価 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 
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資料６－１－②－12 

 

平成 18 年度 専攻科２年 
特別研究審査・発表会プログラム 

 
［日   時］2007 年 02 月 02 日（金）、9:00～17:00 

［会   場］アカデミックホール 

［プログラム］ 

09:00～09:10 挨 拶：専攻科長 佐藤 秀則 

 

09:10～11:50 セッションⅠ 座 長：清水啓一郎 

・・・・ 「大気ゆらぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回復」   ／ ・・・・・ 

・・・・ 「分散処理システムの研究」                     ／ ・・・・・ 

・・・・ 「画像処理を用いたバイオメトリック個人認証」            ／ ・・・・・ 

・・・・ 「オブジェクト共有空間を用いた並列免疫アルゴリズムによる 

胸部Ｘ線画像における肺癌陰影の検出」  ／ ・・・・・ 

・・・・ 「生体の免疫機能を有する免疫的ネットワークとその工学的応用」    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「心理聴覚特性を利用した Spectrum Subtraction 法に関する研究」    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「位相変調による光波形成」                                        ／ ・・・・・ 

・・・・ 「携帯電話を用いた Web システム」                                  ／ ・・・・・ 

 

 

12:00～12:50 昼  食 

 

 

12:50～14:50 セッションⅡ 座 長：一宮 一夫 

・・・・ 「コンジョイント分析を用いた街路樹景観の評価・分析」              ／ ・・・・・ 

・・・・ 「水環境予測における流れ場の高精度再現手法の検証」                ／ ・・・・・ 

・・・・ 「製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果について」      ／ ・・・・・ 

・・・・ 「共分散構造分析による企業を対象としたＶＳＰの評価に関する研究」  ／ ・・・・・ 

・・・・ アダプト・プログラムにおける効果と満足度の要因分析」              ／ ・・・・・ 

・・・・ 「振動切削系に生じる動的挙動の研究（加工能率向上に関する考察）」  ／ ・・・・・ 

 

14:50～15:00 休  憩 

 

15:00～16:40 セッションⅢ 座 長：一宮 一夫 

・・・・ 「廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究」                    ／ ・・・・・ 

・・・・ 「純ニオブ水素透過膜における水素脆性の定量評価」                  ／ ・・・・・ 

・・・・ 「河口干潟の物理化学的特性が二枚貝の育成に及ぼす影響に関する研究」／ ・・・・・ 

・・・・ 「不感型推進薬の熱伝導率および熱拡散率の同時測定」                ／ ・・・・・ 

 

 

16:40～16:50 講 評：校長先生 大城 桂作 

16:50～17:00 挨 拶：専攻科長 佐藤 秀則 

 

［発表要領］ 

・発表時間は 10 分、質疑応答時間は 8 分、1 人当たり合計 18 分とします。また、交代／準備のための時間と

して 2 分確保していますので、その時間内に速やかに次の発表者との交代、発表準備をして下さい。 

・発表終了 2 分前に 1 鈴、発表終了時に第 2 鈴，質疑応答終了時に第 3 鈴を鳴らします． 

時間を厳守して発表をして下さい． 
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現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：専攻科資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 教育の目的達成を把握・評価するため，厳格な判定会議の審議を経て進級・卒業・修了が承認され

ている。準学士課程の進級率は 87%～100%，専攻科課程の修了率も３年間で 82%～100％と高い水準が

保たれている。準学士課程では，学習到達度試験や資格修得の状況からも教育の効果が確認される。

卒業研究の取り組みにおいても学生の資質・能力を引き出し向上させる教育を行っている。専攻科課

程では学習・教育目標に沿い，より明確な評価基準を設定しており，修了者全員が学位を修得するな

ど教育の成果が形となって現れている。以上のことから学生が身に付ける学力や資質・能力について

の教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
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 観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

（１）準学士課程 

 過去５年間の進路状況は就職率約 60％，進学率約 35％，その他約５％である（資料６－１－③

－１）。就職者は，電器・機械製造業，建設業，情報通信が多くを占め，関東地区と大分県内への就

職がその過半数を占めている（資料６－１－③－２）。進学者は，平成 15 年度に専攻科が設置され

てから国立大学工学部編入学を主に全体的に増えている。（資料６－１－③－３，４）。 

 

資料６－１－③－１ 

準学士課程進路状況
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（出典：学生課資料） 

 

資料６－１－③－２ 

平成１８年度地域別就職者数

大分県

31%

関東

34%

近畿

12%

中国

2%

九州

19%

その他

0%

中部

2%

平成１８年度産業別就職者数

製造業

44%
電気・ガス

4%

情報通信

17%

運輸

9%

サービス

14%

建設業

7%

その他

2%
公務

3%

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－③－３ 
 

進 学 状 況 
 

 本校専攻科 他校専攻科 大学編入学 合 計 
14 年度 21 44% 4 8% 23 48% 48 
15 年度 18 35% 1 2% 32 63% 51 
16 年度 19 56% 0 15 44% 34 
17 年度 22 42% 0 30 58% 52 
18 年度 19 42% 0 26 58% 45 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料６－１－③－４ 

 

（出典：学生便覧） 
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 （２）専攻科課程 

 修了後の進路状況と具体的な就職及び進学先を以下に示す（資料６－１－③－５，６）。 

 

資料６－１－③－５ 
 

専攻科進路状況 
 

修了年度 専攻 修了者数 就職者数 進学者数 その他 

MC 10 10 100% 0  0 
16 

ES 12 7 58% 5 42% 0 

MC 11 7 64% 4 36% 0 
17 

ES 6 4 67% 2 33% 0 

MC 9 3 33% 6 67% 0 
18 

ES 8 5 63% 3 38% 0 
 

（出典：学生課資料） 

 

 

 

資料６－１－③－６ 

（出典：外部評価委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程は，進路決定率約 95％と高水準で，就職約 60％，進学約 35％となっている。就職先は，

電器・機械製造業，建設業，情報通信等が主で，設置の４学科に直接対応する専門性を活かした進路

となっている。地域別では大分県内及び関東地区が多く地域の要望にも応えている。 

 専攻科課程の進路決定率は 100％と優れており，就職約 60％，大学院進学約 40％となっている。

このような卒業・修了後の進路状況の実績から，教育の成果や効果が上がっていると考えられる。 
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 観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 従来から全学生に配布しているポートフォリオや，シラバスの理解度の自己点検欄（資料６－１－

①－４，11）を活用して学生自身が成績や学習・教育目標達成度を自己管理する仕組みを設けており，

さらに平成 17 年度からは，学習・教育目標達成度チェック表（資料６－１－④－１）を用いた学生

の自己評価を始めた。卒業（修了）時に身に付ける学習・教育目標を含む学力や資質・能力について

は，卒業（修了）要件を満たすことで充足するシステムとなっているが，段階達成度の確認のため，

学年修了毎に目標達成度の自己評価を行うこととした（資料６－１－④－２）。 

 専攻科課程でも，学習・教育目標に即した修了要件チェック表（資料６－１－④－３）を活用し，

より具体的に設定された修了要件達成度を自己評価するシステムを構築している。 

 

資料６－１－④－１ 

 

（出典：ポートフォリオ） 
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資料６－１－④－２ 

 

学習・教育目標チェック表（４年修了時）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｄ１ Ｄ２

学習・教育目標

達
成
度

５Ｍ(29）

５Ｅ(32)

５Ｓ(28)

５Ｃ(37)

 

学習・教育目標達成度チェック表（専攻科１年修了時）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｄ１ Ｄ２ Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３

学習・教育目標

達
成
度

２ＡＭＣ(13)

２ＡＥＳ(9)

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－④－３ 

 

（出典：ポートフォリオ） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育目標達成度チェック表や修了要件チェック表により，学校が掲げる学習・教育目標を自

己評価する作業を通じ，学生は自己の目標達成度と学習経験の蓄積を確認することとなり，卒業（修

了）に向け進路等の目標を立てることができる。 

 以上のシステムが機能を始めたのは最近であるため，今後実績を蓄積する必要があるが，これまで

のチェック表の集計結果から，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
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 観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育プログラムアンケート部会により，平成 17 年度から毎年，卒業５年，10 年後の卒業生及び修

了生を対象に在学時の教育の効果や学習・教育目標等に関するアンケート（資料６－１－⑤－１），

平成 14 年度から数年毎に卒業生が就職した企業に教育内容等についてのアンケートをそれぞれ実施

し，意見を収集している（資料６－１－⑤－２）。平成 18 年には JABEE 修了証授与式後に修了生と

の懇談会を行い，修了直後の専攻科教育に対する意見も聴取した（資料６－１－⑤－３）。アンケー

ト結果や意見は，教育システム委員会で点検・評価を行い，他の点検事項と併せて，改善項目として

まとめている（資料６－１－⑤－４，５）。 

 

資料６－１－⑤－１ 

平成 17 年度卒業生アンケート項目と結果（抜粋） 

 

大分工業高等専門学校の教育に関するアンケート用紙（卒業生用） 

 
Ｑ１． 大分高専を何年度に卒業しましたか？また，卒業なされたのは何学科ですか。 
   卒業年度 １．平成６年度    ２．平成１１年度                      
回答 [  ] 
   卒業学科 １．機械工学科    ２．電気工学科 
        ３．制御情報工学科  ４．土木工学科           回答 [  ] 
 
Ｑ２． あなたの職種は何ですか。 
   １．設計，計画       ２．製造，生産，施工    ３．生産技術，製造技術 
   ４．研究，開発       ５．販売，営業 
   ６．保守，点検，メンテナンス，サービスエンジニア    ７．施工管理，業務管理 
   ８．プログラマー      ９・事務・労務      １０．公職 
   １１．その他 （         ）                回答 [  ] 
 
Ｑ３． 差し支えなければ現在の業務内容を少し詳しくお知らせください。 
 回答 
[                                          ] 
 
Ｑ４． 大分高専で受けた専門教育の内容（レベル）について伺います。現在の業務を遂行する

ための基礎として十分なレベルでしたか。 
１．十分なレベル  ２．ほぼ十分なレベル ３．やや低いレベル  ４．低いレベル   回答 [  ] 
 
Ｑ５． あなたの現在の業務内容に照らして大分高専で受けた専門の基礎教育のレベルはどの程

度にあると考えますか。 
   １．十分に業務をこなせる       ２．ほぼ業務をこなせる 
   ３．少し努力すれば業務をこなせる   ４．やや不安がある 
   ５．先行きに不安がある                           回答 [  ] 
 
Ｑ６． Ｑ５で ４． ５． の不安があると答えた方はその理由をお答えください。 
 回答 
[                                          ] 
 
Ｑ７． 高専時代に受講して良かった（ためになった）講義科目を３科目程度記入してください。 
 
   科目名１            科目名２            科目名３      
 
Ｑ８． ご自分が卒業なさった学科において，今後強化してほしい教育内容がありましたら，科目名や分野を

記入して下さい。 
 回答 
 [                                          ] 
 
Ｑ９． 現在，本校では別紙のように「人間性に溢れ国際感覚を備え，探求心，創造性，表現能力を有する技

術者の育成」を目標にしています。この目標についてどう思いますか。 
１．非常によい ２．よい ３．ふつう ４．やや適切でない ５．適切でない     回答[  ] 
 
Ｑ１０． これからの技術者の資質にとっていずれの内容が重要と考えますか。重要と思われる上位２つの内

容について，（ ）内に重要な順に１，２を記入して下さい。 
 回答   行動力（  ）  責任感（  ）  創造力（  ）  人間性（  ）  国際性（  ） 
 
Ｑ１１． 別紙に掲げてあります，大分高専ＪＡＢＥＥ対応教育プログラムの学習・教育目標について，ご意

見がありましたらご記入ください。 
 回答 
 
 
 
 
 Ｑ１２．  最後に，その他，大分高専の教育などについてご要望があればその概要をご記入
下さい。 
 回答 
 
 
 
 
 
  アンケートへのご回答をありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。機会をみて母

校へ来校頂き，学生達へのご教示・ご指導を頂きますようお待ちしております。 
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Ｑ４．学校で享けた専門教育ﾚﾍﾞﾙは

1.充分

２．ほぼ充分

３．やや低い

４．低い

Ｑ５．学校で享けた専門教育の業務への適用

１．充分にこなせる

２．ほぼこなせる

3.少し努力があれば

４．やや不安

５．先行き不安

 

Ｑ９．本校の教育目標

１．非常によい

２．よい

３．普通

４．やや適切でない

５．適切でない

 

Ｑ７，Ｑ８ 
Ｑ７：学校で受講してよかった講義 Ｑ8：今後に強化して欲しい教育内容 出身

学科 

卒業

年度 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 

設計製図 ⑤ 材料工学 ③ 熱力学 ② 工力学 数学 CAD/CAM ③ 語学力 ③ 電気工学 ② 
金属以外の材料

力学 
  

機械工作法 電気工学 工場実習 機械製図 物理 材料工学 ｼｰｹﾝｻｰ ｴｸｾﾙ､ﾜｰﾄﾞ     

H.06

卒 

水力学 機械力学 工業力学 流体力学             

材料力学 ⑦ 実習 ③ 材料学 ② 自動制御 設計 語学力 ③ 材料 ② CAD/CAM ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連 電気分野基礎

工力学 確率統計 物理 設計製図 化学           

Ｍ 

H.11

卒 
熱力学 機械工作法 機械設計               

電磁気学 ③ 電気計測 ③ 通信 ② 電気基礎 ② 実験 ② ｼｰｹﾝｽ制御② ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 実務的教育 ＣＡＤ PC 組み立て 

電子工学 ② 電気回路 物理 経済 英語 ﾈｯﾄﾜｰｸ実習 創造･表現力 配線工事実習 
電検,工事士等

の資格教育 
  

卒研 数学 情報処理 電気理論 電気機械 送配電保護         

H.06

卒 

自動制御 電気材料 送配電 電力 機械           

電気機器 ③ 電子工学 ② 生産管理ｼｽﾃﾑ 電気回路 ﾊﾟﾜｴﾚ 電気機器 情報処理 電気回路 電子回路   

物理 電気工学 電子回路 通信工学 ﾄﾞｲﾂ語           

Ｅ 

H.11

卒 
電気基礎 電磁気学                 

材料力学 数学 物理 ＣＡＤ 実習 英語 ② 工業英語 情報ｼｽﾃﾑ ② 材料工学 電気 H.06

卒 制御系 英語       電子 CAD 設計       

基礎実習 電気回路 設計工学 材料力学 機械基礎 基礎英語 人間性教育
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ仕組

み 
情報 英語 

Ｓ 
H.11

卒 
情報処理 倫理社会 哲学 現代経済             

構造力学 ③ 水理学 ③ 土質工学 ② 実習 ② 
ｺﾝｸﾘｰﾄ工学

② 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ能力 光波測量学 ＣＡＤ ｺﾝｸﾘｰﾄ工学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連 H.06 

卒 
設計製図 ② 数学 土木材料実験 港湾工学 社会科関連 技術士関連資格         

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学④ 構造力学 ③ 測量 ② ＣＡＤ 水理学 英語 

道路･構造分

野の設計基

準 

      

Ｃ 

H.11

卒 

数学         ﾊﾟｿｺﾝが使える ﾌﾟﾚｾﾞﾝ能力       

量子論 ｺﾝｸﾘｰﾄ工学 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験 塑性加工学
材料力学特

論 

高専時代の専門

教科 
        

ＡＭＣ 
H.16

卒 
材料強度学                   

数値計算 ② 生体情報学④ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ工学 光画像工学 電子回路設計 材料分野 Ｃ以外の言語 英語 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ H.16

卒 生産管理 英語関連 自動制御 電磁気学 電子工学 半導体関連         ＡＥＳ 

 技術者倫理 生産ｼｽﾃﾑ                 

 

（出典：教育プログラム委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２ 

 

企業アンケート項目と結果（抜粋） 
 

アンケート期間：平成16年8月10日～8月末 
対 象：平成 5 年度,および 10 年度卒業生就職先企業      回答：４４件 

 

誠
実
さ

行
動
力

協
調
性

専
門
知
識

管
理
力

創
造
力

開
発
力

企
画
力

語
学
力

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

回答数

高専生が優れている点

本科卒業生

専攻科修了生

シ

ョ
ン
能
力

ｺ
ミ

ュ
ニ
ケ

‐

卒業生に対する満足度

不満
0%

普通
29%

満足
64%

非常に満足
7%

１．大分高専の本科卒業生に対し、平均的な仕事

に対する評価（勤務成績）について、の質問

には良い評価をいただきました（図 1）． 

２．大学生と比較して高専生の優れていると思われ

る点を挙げていただきました（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４． 高専の卒業生の英語力については満足いただいて  ５．入社時に必要な英語力は TOEIC のスコアで言えば，400 点 
ない事がわかりました。（図４）              程度が必要である事が明らかになりました．（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2
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0
点

3
0
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点
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点
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点
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点

5
0
0
点

以
上
　
　

6
0
0
点

0

2

4

6

8

10

12

14

回答数

入社時に必要な英語力

本科卒業生

専攻科修了生

高専卒業生
入社時英語力に対する満足度

不満
28%

普通
72%

満足
0%

非常に不
満
0%

 

本校学習・教育目標で特に重要と思われるもの

A
27%

B
13%C

20%

D
22%

E
18%

A 自ら考える力・技術者としての倫理を身につける   

B 科学や工学の基礎を身につける           

C コミュニケーション能力を身につける        

D 技術者としてのセンスを身につける         

E 専門工学を活用する力を身につける

３．大分高専が設定した学習・教育目標について重要度を問う質問に対して，どれ

も均等に重要であるという良い評価をいただきました．（図３） 
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６．学生に対するアドバイス（抜粋） 
・ ものづくりへの強い興味、こだわり、情熱を持ち続けて欲しい。 
・ 就職は終着ではなく始まりであるのだから、自ら行動を起こし向上心を失わないようにして欲しい。 
・ コミュニケーション能力、チャレンジ精神、問題解決能力を高めることを期待する。 
・ 基礎学力、創造力（自ら考える力）、協調性（コミュニケーション） 
・ グローバルな戦力となれるよう語学力を身に付けて欲しい。英語以外にも中国語を希望する。 
・ 誠実さと専門知識の高さは感じるが、探求心、分析力について更に向上を望む。おとなし過ぎるイメージがあるので、

自分の考えをしっかりと持ち、元気良く話せるようになって欲しい。 
・ 自分を表現できる能力を身に付けること。 

７．教員に望むこと（抜粋） 
・ 高い教育理念、目標を踏まえ、学生それぞれの人間性を引き出し、その幅を広げる指導を。 
・ 入学時の１年生から５年生に至るまでそれぞれの年齢に合わせた教育を確実に実践してほしい。 
・ 積極性、コミュニケーション能力を向上させるような指導を。 
・ 高専の学生は、大学生に比べると英語力が若干落ちるようである。国際化の進展と共に英語は必須であるので、力を入

れてほしい。 
・ 企業の求める人材とは、どんな人材かを良く理解させて頂きたい。加えて、専門知識プラスコミュニケーション能力、

プレゼン能力を向上させるように指導してほしい。 
８．その他（抜粋） 
・ 高専は日本の製造業を担っていくという意味でも、重要な存在だと思う。 
・ ５－７年間の一貫した高等教育により、人間性の溢れる実践的な技術者の基礎を作ることが高専の存在意義であり、技

術立国日本の繁栄を支えるために今後とも益々重要になると考える。 
・ 高専の存在意義が改めて問われている時であろうかと思うが特色を出し、存在感を出して欲しい。 
・ 専門性に裏付けられた幅広さ、マネージメント能力を育んで欲しい。 
・ 高専は技術者養成の目的で今後とも重要な教育機関であると考えている。 
 

（出典：自己点検・評価書） 

 

資料６－１－⑤－３ 
 

第１回 JABEE 修了証授与式 座談会 
 
日  時 ： 平成１８年７月２２日（土）1５：３５～1６：４８ 
場  所 ： 会議室 
出 席 者 ： 高橋先生，薬師寺先生，岡先生，吉澤先生，佐藤（秀）先生，清水先生 
       修了生１２名：■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、 

■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、 
事務部長，庶務課長，会計課長，学生課長，学務専門員 

欠 席 者 ： ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、 
 

ＪＡＢＥＥ認定を受けた教育プログラムを修了することの価値について説明があった。 
１．学習・教育目標について、評価基準について 

  ２．教育の質の改善について 
  ３．学習達成度、その把握について 
  ４．その他 
１ 学習・教育目標について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
TOEIC４００点は低くないか。（他高専に比べて） 
ある地区（商店街）で英語のみで話す練習をしている。（・・） 
英会話が大事 
英語→日本語は意味がない。英会話が重要 
会社では外国から連絡があるので英語は必要。 
TOEIC４００点は低い。 
英語は日常では使わない。 
３年以内に６００点を取るように指示があった。（・・・・） 
英語なし。（・・・・・） 
４年で海外に行かされる。 
多読は週１回では上達しなかった。（多読を習慣付けないと） 
JABEE 対策委員会では TOEIC４００点を４５０点にすることを検討している。（教員） 
工業英検を必修にしては？ 
学外発表を学会発表にしては？ 
学外発表は準備が大変でした。 
自分のためになった。 
愛の精神がわかりづらい。（知を愛し、人を愛す） 
つながり工学 
プロジェクト実験は良かった。（MC 専攻） 
全科で取り組める課題になっていなかったので役割分担で土木の役割がなかった。 

  MC は ES の研究、ES は MC の研究を数ヶ月位の期間をかける。 
  経理、物作り等全員でやることが重要、たとえば凧を作り揚げる。（教員） 
  分担作業にならないような・・・ 
  チームの中で何が出来るのか、土木の学生はその中で何が出来るのか考える。（教員） 
  例えばマネージメントやクレーンの操作等（教員） 
  開閉式の橋を造っては・・・（教員） 

（以下 略） 

（出典：学生課資料） 
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資料６－１－⑤－４ 
 

点検結果(H16 年度) 
区  分 

委員会等名 事   項 
区
分

改善項目（H17 年度） 

一般科目文系 幅広い視野に立った社会人として必要な豊かな一般教養
を育む指導を充実する必要がある。 低

一般科目理系 数学，物理，化学，保健体育の明確な学習目標に沿った
指導を充実する必要がある。 低

教務部委員会 JABEE に対応したカリキュラムを充実する必要がある。 共

専攻科運営委員会 
JABEE 目標を全員が達成するシステムを構築する必要が
ある。 
E2 のつながり工学の充実を行う必要がある 

プ

学習・教育目標の 
設定と公開 

教育システム改善検
討委員会アンケート
部会 

A1 が分かりにくい。（学生アンケート） 
学習・教育目標の A1 と C2 の評価が高い。（企業アンケ
ート） 

プ

１）大分工業高等専門学校システムデザイン工学プロ
グラム履修規則の別表１－２，別表２，◎科目，○科
目の設定について更なる改善を行う。（教育システム
改善検討委員会） 
２）本科５学年までの達成基準，低学年３年までの達
成基準（細目）の策定を検討する。（教育システム改
善検討委員会） 
３）Ｅ２科目の再検討と充実を図る。（教育システム
改善検討委員会，教務部委員会，専攻科運営委員会）
 
【H16 年度対策済み】 
１）教育プログラムの充実のため，履修規則等の改正
を行った。 
２）Ａ１を含め学習・教育目標の細目化を行い，具体
化した。 

全学科 CH の時間を利用して，1 年次数学を実施した。 低

制御情報工学科 CH の時間を利用して，２年次英語多読と国語を実施し
た。 

教務主事室・教務部
委員会 

英語統一テスト（ACE）を実施した。 

一般理系科目 
 

数学到達度試験の実施（4 回／年）と追試の実施。（3
回／年） 

学習・教育の量 

専攻科 

実質的修了生において，学習保証時間未達成者 1 名生じ
た。 
学習保証時間の観点から受講時間が基準値に満たない場
合は未修得とする規則改正をした。 

 
１）履修科目の流れ図（系統図）を再検討する。（教

育システム改善検討委員会） 
２）自学自習の定着化を図る。（教務部委員会，専攻

科運営委員会） 
 
【H16 年度対策済み】 

プログラム 1 期生より教育プログラムの履修規則の
改訂を行い，また，専攻科修了要件第 12 条第三項
に「学習・教育目標を達成していること」と条文を
設け，JABEE 目標達成を義務化した。 

機械工学科 入試倍率が増加した。 低

電気電子工学科 大学進学希望者へのＰＲに努めた。 プ

制御情報工学科 入学者の質が向上した。 低

都市システム工学科 推薦入学者が過去最高の人数（１０名）となった。 低

専攻科 

入学前の学習履歴の点検項目を確認した。 
専攻科のＰＲと魅力の増大に努めた。 
プログラム履修ガイダンスなどきめ細かい学生への対応
をシステム化した。 
専攻科補充科目を設定した。 
アドミッションポリシーを設定し，選抜基準を明文化し
た。 

プ

教務主事室・教務部
委員会 

具体的アドミッションポリシーの公開と掲示を行った。
入学者選抜方法（推薦制度）を変更した。 
大分市南地区中学校を重点訪問した。 
入学者確保のため広報委員会を中心にしたＰＲ活動を見
直した。 

低

入学試験委員会 
アドミッションポリシーに沿い，選抜方法が分かり易い
ような入学試験制度に改善した。 
推薦選抜方法を改善した。 

低

留学生委員会 留学生の受け入れをより積極的に行うこととした。 低

入学および
学生受入れ
方法 

進路指導委員会 「編入学試験・大学院入学試験に関する説明会」に専攻
科を加えた。 プ

 
１）高校学習指導要領との関連から，本科４年への編

入学試験の内容とレベルを見直し，入学前後のフォ
ローシステムを構築する。（入学試験委員会，教務
部委員会） 

２）本科４年（プログラム１年生）への進級要件の見
直しを行う。（教務部委員会） 

３）専攻科入試合格基準のさらなる具体化と統一を行
う。（専攻科運営委員会） 

機械工学科 

低学年クラブ加入者が増加した。 
１年生で留年生が発生した。 
高学年留年生が減少した。 
実験実習を修得せず進級した学生が生じた。 

低

プ

電気電子工学科 
低学年教育を充実した。 
留年生が減少した。 
３年生に多い中だるみを解消する必要がある。 

低

制御情報工学科 
教育の質の向上を図った。 
就職対策を実施した。 
留年生対策を行った。 

共

都市システム工学科 

低学年教育充実のため，1,2 年生に工学基礎を実施し
た。 
1,2,3 年に副担任を置いた。 
躾とマナー向上のため「挨拶運動」を実施した。 

低

一般科目文系 文化的・社会的素養の育成。 低

一般科目理系 基礎学力・基礎体力の向上。 低

教務主事室・教務部
委員会 

低学年教育を充実する体制を整備した。 
中だるみ解消を検討した。 
JABEE に対応したカリキュラムの充実を図る。 
ポートフォリオの活用を図った。 

低
共

学生主事室・学生部
委員会 

徳育の充実（生活指導による躾とマナーの向上）を図っ
た。 
進路指導を充実した。 
校内美化を推進し学習環境を整える活動を行った。 

低

プ

寮務主事室 徳育の推進を図った。 共

教育方法 

専攻科 
専攻科運営委員会 

学習・教育目標を達成できるシステム構築に努力した。
コミュニケーション能力の向上を図る必要がある。 
補充科目を手当てした。 
システムデザイン工学プログラム履修規則改正の内容を
専攻科生に徹底した。 

プ

 
１）コミュニケーション能力の向上を図る。特に，学

習教育目標 C2 に関して英語の学習意欲を涵養する方
策の研究を行う：ⅰ) TOEIC による英語能力計測の活
用，ⅱ) 多読授業の試み，ⅲ) 本科５年生への
abstract writing 授業の試みなど。（教務部委員
会，専攻科運営委員会） 

２）学生による学習・教育目標達成度の自己管理体制
の推進。（教務部委員会，専攻科運営委員会） 

３）ポートフォリオの更なる活用を図る方策を検討す
る。（教務部委員会，専攻科運営委員会） 

 

教務主事室（ＦＤ委
員会） 

教育の質の向上を図るためのＦＤ講演会を実施した。 
授業公開の結果をフィードバックする必要がある。 

共

組織検討委員会 
高専単位の一部に大学単位計算法の導入を行うとの情報
に伴い，大学課程教科担当者の増加について検討する必
要がある。 

プ

教員人事委員会 専攻科授業担当可能教員が不足している。 プ

留学生委員会 
 

外部団体の研究成果や交流成果を，本校の留学生教育に
役立てる。 

共

教育手段 

教育組織 

ロボットコンテスト
支援委員会 
 

興味喚起としてのアイデア募集。 
全校をあげてのロボット製作の意識の必要性。 
支援体制の充実を図る。 

共

１）授業公開週間以外の期間も FD 委員が授業を参観で
きるように措置する。（ＦＤ委員会） 

２）学生による授業アンケートのフィードバックシス
テムの改善。（ＦＤ委員会） 

３）専攻科授業担当可能教員の増員を促進する。（教
員人事委員会） 

４）情報教育及び情報システムについて総合的な対処
を行うために，情報関係の委員会の統合を検討す
る。（組織検討委員会） 

５）授業アンケートや教員自己評価などの結果に基づ
いて教員の教育貢献を評価し，奨励と改善を促す方
策を更に工夫する。（ＦＤ委員会） 

 
【H16 年度対策済み】 

カリキュラムについて教員間の連絡を密にする措置
として教員連絡協議会を立ち上げた。 

 

（以下 略 ） 

（出典：教育システム委員会資料 教育システム委員会点検結果） 
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資料６－１－⑤－５ 

 
１２．２ 学生・社会からの点検評価 
 学校活動を改善していく上で学生・社会から点検を受けることは大切な点検活動の一つである。本校では，
授業に関するアンケート，学習・教育目標の妥当性や学生支援・施設などの教育環境，担任業務や学生課にお
けるサービスなど教職員による日頃の学生支援活動など教育活動全般に対するアンケート，卒業生の現在の職
種を調査したり要望を聞いたりするための卒業生アンケート，学生が卒業後に就職していく企業への学習・教
育目標や教育レベルなどについての企業アンケート，保護者の意見を聞くための後援会総会や保護者会あるい
は教員が保護者個々に面談する個別面談やアンケート，および５年に一度に外部有識者に学校活動全般につい
て検討頂く，外部評価，がある。 
 各種アンケートについて簡単に以下に実施結果を示す。 
 
     (略) 
 
（３）卒業生アンケート 
 卒業生へのアンケートは昨年度（Ｈ１７年度）から，卒業から５年後，１０年後，１５年後の卒業生に対し
て行うこととなった。アンケート結果の一部を資料１１に示す。総じて，本校の教育についての感謝の言葉が
多いが，改善すべき事項としては，英語力についての危惧が目立っている。本校の学習教育目標の一つにコミ
ュニケーション力を身につけることがあり，英語力の達成目標として専攻科修了時点で TOEIC400 点相当以上
としているが，卒業生の中には少なくとも４５０点以上とすべきとする意見もあり，今後の検討課題である。 
 
（４）企業アンケート 
 卒業生が就職する地元企業を中心にアンケートを行っている。その結果の一部を資料１２に示す。学習・教
育目標のうち「自ら考える力を身につける」という目標への評価が高かった。英語力達成目標の TOEIC400 点
は妥当な線であることが判明した。 
 
     (略) 
 

（出典：平成１８年度自己点検・評価報告書） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育目標や教育の内容について，卒業（修了）生や就職先企業へのアンケートの実施及び点

検・評価を組織的に行うシステムができている。アンケートから卒業（修了）生は，在学時に身に付

けた学力や資質・能力についてほぼ満足しているという結果になったが，社会に出て必要とする能力

（語学力等）の要望が高いこともわかった。企業は卒業生の能力を高く評価しており，本校への期待

がうかがえる。 

 以上のことから，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
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 （２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点）  

 ・ 準学士・専攻科両課程ともにそれぞれの学習・教育目標に対応した授業科目の評価基準がシラ

バスや履修の手引きで学生に明確に示され，学習成績や目的達成度を確認し，自己管理できるシ

ステムができている。 

 ・ 学生が身に付ける学力，資質・能力等が卒業（修了）時に学習・教育目標の達成という形で備

わるように授業科目が設定され，達成状況審査のための進級・卒業（修了）判定会議が機能して

いる。 

 ・ 設置された４学科に対応する専門分野への就職や進学の実績から，教育の目的に即した人材が

育成されており，教育の効果が表れている。 

 ・ 卒業（修了）生や企業へのアンケートが組織的に実施され，教育について高い評価を得ている。 

 （改善を要する点）  

 ・ 卒業（修了）後に進学する学生が増えていることから，進学先の意見聴取を行う必要がある。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 

 準学士・専攻科両課程ともそれぞれに学習・教育目標に対応した教育課程を修得することで，学生

が卒業（修了）時に身に付ける学力，資質・能力が保障され，教育の目的や教育理念に叶った人材が

育成されることとなる。個々の授業科目の評価方法はシラバスに明示されており，学習・教育目標の

段階的及び最終達成状況を確認する進級・卒業（修了）要件に従い，それぞれの判定会議で厳格に審

議されている。 

 準学士課程では，特別活動や卒業研究への取り組みが育成すべき人材像に繋がる重要な科目である

と位置づけられ進級・卒業要件の１つとなっている。専攻科課程では，より明確な評価基準が設定さ

れており，特別研究は外部発表に耐えうる高い水準を保ち，修了者全員が学位を修得するなど教育の

成果が明らかである。 

 卒業（修了）時だけでなく，学習・教育目標達成度チェック表や修了要件チェック表により学生が

成績と学習・教育目標の段階的達成度等を自己管理するシステムを構築しており，その結果集計から

教育の成果や効果が上がっていることが確認される。 

 卒業生の進路決定率は，長年にわたりほぼ１００％を維持しており，修了生も同様である。進学・

就職先は設置する学科・専攻に対応したもので，これからも本校が目的とする教育の成果や効果が上

がっていることが分かる。 

 卒業生アンケートの結果から本校の教育にほぼ満足しており，企業アンケート結果でも卒業生への

評価が高いことから，教育の成果や効果が認められる。 
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基準７：学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

 観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

 （観点に係る状況） 

 学習を進める上でのガイダンスとして，準学士課程新入生へのクラス担任による校内及び校外（合

宿研修）でのオリエンテーション，JABEE プログラムの履修者となる４年生に対するプログラム説明

会，専攻科課程新入生に対する専攻科オリエンテーション等を実施している。 

 準学士課程１年生の合宿研修は，入学直後２泊３日で実施し，学生主事室の指導の下で学生会指導

部と４，５年生中心の指導学生により，学校紹介，学科紹介，クラブ紹介等を行っている（資料７－

１－①－１）。 

 年度当初に準学士課程，専攻科課程の全学生に教務説明会を開催し，準学士課程の１～３年生には

学習に関する教務説明会，４，５年生には教務・JABEE 教育プログラム説明会，専攻科課程１，２年

生には JABEE 教育プログラム説明会を行っている（資料７－１－①－２）。 

 専攻科生は，学年別にオリエンテーションを行うが，２年生のオリエンテーション（資料７－１－

①－３）時の学位申請説明会には，１年生も出席させ早期に動機付けができるように配慮している

（資料７－１－①－４）。専攻科では，懇談会を行い，専攻科生としての充実感要望等を把握し，専

攻科小委員会で検討を行っている（資料７－１－①－５）。 

 自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制として，全教員が週に１回以上，オフィスアワー

を設け，学生の支援に当たっており，その時間帯は，教員室の扉に掲示されている（資料７－１－①

－６）。平成１７年度から水曜日４限目(14:30～16:00)に設定し，常勤教員の授業や会議を行わない

ようにしている（資料７－１－①－７）。 
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資料７－１－①－１

 

○平成１９年度新入生オリエンテーション日程表（晴天時） 

第１日目 ４月１２日（木） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

8：40 
8：45 
9：00 

 
11：30 

 
11：40 

 
 
 

12：00 
 
 
 
 

13：00 
 

14：00 
 
 
 
 

17：00 
 
 

17：30 
 
 
 

18：15 
 
 
 

19：20 
 
 
 
 

20：30 
 
 

21：10 
 
 
 
 

22：00 

ホームルーム 
集合（高専玄関前） 
高専出発 
 
マリンカルチャーセン
ター着 
入所式 
 
鍵渡し 
 
昼食（弁当持参） 
 
 
入室 
 
校長講話 
 
高平山ハイキング 
*学生会，Ｍ，Ｅ，
Ｓ，Ｃ，学生会の順番
とする. 
 
打ち合わせ 
 
 
Ｍ，Ｃ：夕食（班別） 
Ｅ，Ｓ：入浴（班別） 
入 浴：17:15～18:15 
 
Ｅ，Ｓ：夕食（班別） 
Ｍ，Ｃ：入浴（班別） 
入 浴：18:15～19:15 
 
学生会扱い 
 
 
 
 
ホームルーム（健康調
査を含む）（～21：
30） 
 
指導学生反省会 
 
 
 
就寝準備 
消灯・就寝 

クラス担任 
 
 
 
 
 
館長，学生主
事，学生会長 
総務副部長，
班長 
美化係（ゴミ
片付け） 
 
生活係 
 
校長 
 
クラス担任，
指導学生 
 
 
 
学生主事室，
学生会，リー
ダー 
 
食事係 
保健係 
 
 
食事係 
保健係 
 
学生会，指導
学生 
 
 
 
クラス担任 
 
 
学生主事室，
クラス担任，
学生会，指導
学生 
 

出席点呼 
 
*栞はバス車内に持って乗
る 
バス内で校歌の練習等 
 
 
マリンホール 
歓迎の挨拶，諸注意等 
 
 
各研修室にて昼食 
研修室 1，2，3，4，5 
    M，E，S，C，学生
会 
*体操服に着替え，運動靴
を履いてマリンホールへ集
合 
マリンホール 
 
１階レストハウス前広場集
合 
ゲーム 
 
 
 
研修室 6 
（リーダー，学生会は待
機） 
 
２階レストラン「ふうも
ん」 
４階団体浴室 
 
 
同 上 
同 上 
 
マリンホール 
学校紹介，高専生のあり
方，校則，学習，校歌コン
クール等 
 
研修室 1，2，3，4 
       M，E，S，C 
 
研修室 6 
 
 
*21：30 までは体操服で行
動 

 

第３日目 ４月１４日（土） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

6：30 
7：00 

 
 
 

7：40 
 

8：30 
 
 
 

8：50 
 
 
 

9：10 
 
 
 

10：30 
 
 

11：30 
 
 
 

12：00 
 
 

13：00 
 

15：30 

起床 
朝のつどい 
 
科毎の反省 
 
朝食，自由行動 
 
退所準備および清掃 
 
 
 
退所点検 
 
 
 
ボランティア活動 
 
 
 
反省会（感想文） 
（～11：00） 
 
退所式 
 
 
 
昼食（一斉），自由行
動 
 
 
退所 
 
帰校，解散 

 
学生会，指導
学生，班長 
指導学生 
 
食事係 
 
指導学生，生
活係，美化係 
 
 
センター職
員，指導学生 
 
 
教職員，学生
会，班長，美
化係 
 
クラス担任 
 
 
館長，学生主
事 ， 学 生 会
長，リーダー 
 
食事係 

洗面，寝具整頓 
１階レストハウス前広場
ラジオ体操，健康チェック
 
 
２階レストラン 
 
部屋の整理・整頓 
部屋の鍵：班長→指導学生
リーダー→総務副部長 
 
*各部屋の班長 1 名が残り,
他の学生は荷物を持って各
研修室へ移動 
 
海浜清掃奉仕 
（軍手・帽子着用） 
 
研修室 1，2，3，4，5 
      M，E，S，C，指導学
生 
 
 
マリンホール 
*荷物は１階のロビーに置
いてマリンホールへ移動
 
２階レストラン 
*荷物は１階のロビーに置
いておく 

 

第２日目 ４月１３日（金） 

時刻 研修内容 担 当 者 備    考 

6：30
7：00

 
 

7：30
 

8：30
 

9：00
 
 

10：30
 
 
 
 
 
 

12：30
 

13：30
 

14：30
 
 
 
 
 
 

16：30
 
 

17：30
 
 

18：15
 
 
 

19：30
 
 

21：10
 
 
 

22：00

起床 
朝のつどい，散策 
 
 
朝食，自由行動 
 
学生主事講話 
 
４学科紹介，クラブ紹
介 
 
 
Ｍ,Ｃ：カッター・カヌ
ー（～12：30） 
Ｅ,Ｓ：プラネタリウム
（～11:30） 
クラスマッチ（～12：
30） 
 
昼食（一斉），自由行
動 
 
カウンセラー講話 
 
Ｅ,Ｓ：カッター・カヌ
ー（～16：30） 
Ｍ,Ｃ：プラネタリウム
（～15:30） 
クラスマッチ（～16：
30） 
 
学生会扱い 
 
 
Ｅ，Ｓ：夕食（班別）
Ｍ，Ｃ：入浴（班別）
入 浴：17:15～18:15
Ｍ，Ｃ：夕食（班別）
Ｅ，Ｓ：入浴（班別）
入 浴：18:15～19:15
 
ホームルーム（健康調
査を含む）（～20:30）
 
指導学生反省会 
 
 
就寝準備 
消灯・就寝 
 
 

 
学生会，指導学
生，班長 
 
食事係 
 
学生主事 
 
学生会，指導学
生 
 
センター職員 
 
センター職員 
学生会，指導学
生，レク係 
 
 
食事係 
 
カウンセラー 
 
センター職員 
 
センター職員 
学生会，指導学
生，レク係 
 
 
学生会，指導学
生 
 
食事係 
保健係 
 
食事係 
保健係 
 
 
クラス担任 
 
 
学生主事室，ク
ラス担任，学生
会，指導学生 
 

洗面，寝具整頓 
１階レストハウス前広場 
ラジオ体操，健康チェック
 
２階レストラン 
 
マリンホール 
 
マリンホール 
 
 
１階レストハウス前広場 
（水着・短パン用意） 
プラネタリウム館 
（出席番号順） 
体育館 
 
 
２階レストラン 
 
マリンホール 
 
１階レストハウス前広場 
（水着・短パン用意） 
プラネタリウム館 
（出席番号順） 
体育館 
 
 
体育館（ゲーム） 
 
 
２階レストラン 
４階団体浴室 
 

同 上 
同 上 

 
 
研修室 6，7，8，9 
       M，E，S，C 
 
研修室 6 
 
*20：30 までは体操服で行動

 

（出典：Ｈ19 年度新入生オリエンテーションの栞）
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資料７－１－①－２

 

平成 18 年度教務説明会(学生)実施記録簿 

 

日 時 場 所 内  容  等 

4 月 10 日
(月) 

17 時 10 分～ 
17 時 40 分 

合併講義室 教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・教務に関する説明 
対象者：4･5 年生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ指導学生 20
名 
陪 席：佐野 
配布物：学業成績の評価及び課程修了等に

関する内規 
専攻科 入学試験選抜基準 

説明者：高橋主事補 
配布資料に基づき説明 

4 月 13 日
(木) 

10 時 00 分～ 
11 時 30 分 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾎｰﾙ 教育プログラム説明会 
対象者：専攻科生 1･2 年全員 
陪 席：専攻科長，専攻主任・副主任，教

務主事補，専門員 
配布物：教育プログラム履修の手引き 
    各種プログラム修了要件ﾁｪｯｸ表 
説明者：高橋主事補 
    配布資料に基づき説明 

4 月 14 日
(金) 

10 時 00 分～ 

合併講義室 教務・教育プログラム説明会 
対象者：4 年生全クラス 
陪 席：クラス担任 
配布物：教育プログラム履修の手引き 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス 
説明者：高橋主事補 
    配布資料に基づき説明 

4 月 14 日
(金) 

11 時 00 分～ 

合併講義室 教務・教育プログラム説明会 
対象者：5 年生全クラス 
陪 席：クラス担任 
配布物：教育プログラム履修の手引き 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス説明者：高橋主事補 
 (平成 17 年度教務留意事項)に基づき説
明 

4 月 19 日
(水) 

14 時 30 分～ 
特活 

合併講義室 学修支援に関する説明 
対象者：１S・１C 80 名 
陪 席：クラス担任 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス 
説明者：高橋主事補 
 (平成 18 年度教務留意事項)に基づき説
明 

4 月 26 日
(水) 

14 時 30 分～ 
特活 

合併講義室 学修支援に関する説明 
対象者：１M・１E 81 名 
陪 席：クラス担任 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス 
説明者：高橋主事補 
 (平成 18 年度教務留意事項)に基づき説
明 

6 月 7 日(水) 
14 時 30 分～ 
水曜授業特活 

合併講義室 学修支援に関する説明 
対象者：2 年生 166 名 
陪 席：クラス担任 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス説明者：教務主事室 
 (平成 18 年度教務留意事項)に基づき説
明 

7 月 5 日(水) 
14 時 30 分～ 

特活 

合併講義室 教育プログラム・学修支援に関する説明 
対象者：3 年生 165 名 
陪 席：クラス担任 
配布物：教育プログラム履修の手引き(別
添) 
持参物：ポートフォリオ，学生便覧，シラバ
ス説明者：教務主事室 
 (平成 18 年度教務留意事項)に基づき説
明 

 

 

（出典：学生課資料）

資料７－１－①－３

 

平成１９年度 専攻科オリエンテーション 

 

日 時：平成 19 年 04 月 12 日(木) 10：30～12：00 
場 所：アカデミックホール 
出席者：専攻科長(清水)，機械・環境システム工学専攻主任(利光)，電気電子情報
工学専攻主任(靏)， 

機械・環境システム工学専攻副主任(佐野)，電気電子情報工学専攻副主任
／教育プログラム 

委員長(高橋)，学生課長補佐(梅本) 
 
配付物(２年生のみ)：専攻科学生便覧，システムデザイン工学プログラム履修の手
引き 2007 年度版， 
シラバス，ポートフォリオ，時間割，受講科目履修届，新しい学士への途，学位授
与申請書類，誓約書(就職希望者)，求職票(就職希望者)． 
 
内 容： 
Ⅰ．2 年生へのオリエンテーション 
 
１．専攻科長挨拶 

専攻主任，副主任，学生課長補佐の紹介 
 
２．配付物の説明 

○受講科目履修届(配付)(4/27(金)までに学生支援係に提出，専攻主任の捺
印が必要)  

特に，機械・環境システム工学専攻の学生は A 群，B 群の選択科目に注
意，ペン書きのこと． 

システムデザイン工学プログラム関連で必ず修得しなければならない科
目があるので注意する． 

 
３．進路指導 

○就職 
自由応募と学校推薦． 
就職希望者は誓約書，求職票を専攻科主任に提出． 
就職先の斡旋の相談は主に科主任，書類等の提出は専攻科主任． 

○進学 
 
４．英語資格 

○英語学習 
月曜日４限に多読の授業があります．その他いろいろな機会を見つけて英語
の学習を！ 

○資格取得 
資格取得の結果は英語科藤原先生および専攻科主任にエビデンスコピーを提
出して報告． 

（前期末までには，全員が取得しているように） 
 
５．修了認定 

○大学評価・学位授与機構の審査(申請：10/01～05，学位授与機構小論文試
験：12/16) 

○校内小論文試験：11/14(水) 
○Ｂ１，Ｂ２総合的試験(02/上：後期試験期間中)  
○実務実習 

・システムデザイン工学プログラム修了のために，校外実習に行っていな
い人は必須． 

○外部発表 
  ・２年間の間に少なくとも，１回は外部の学会，研究会等で発表しなければな

らない． 
  ・外部発表報告書，学会プログラムのコピー，予稿集のコピーを専攻主任及び

教育支援係へ提出のこと． 
 
６．連絡方法 

○学生住所録(連絡網) 住所，電話番号，携帯番号，メールアドレス(携帯
メールと中容量メール) 

（１）中間発表の抄録や特別研究論文といった文書の様式などをファイル転送する
ので中容量(数 100kB 程度)のファイル交換のできるメールアドレスを確保して
おくこと． 
中容量メールは総合情報センターもしくは各研究室でアドレスを作成しても

らうこと． 
(高専の official アドレスは就職活動，進学準備時に必要となる) 
１日１回は必ずチェックすること．  

（２）各人との連絡は，メールで行なう(緊急時は携帯或いは自宅へ電話連絡す
る)． 
（３）アドレスを変更した場合は確実に連絡して下さい． 

ＭＣ専攻主任：・・・・・・・・・  
ＥＳ専攻主任：・・・・・・・・・  

まで，住所，帰省先，電話番号，携帯番号，ＰＣ／携帯メールアドレス をメ
ールで連絡して下さい． 
○クラス代表委員の選出，週番の割振り（掃除当番） 

 
 
Ⅱ．１，２年生合同オリエンテーション 
 
１．システムデザイン工学プログラム履修に関する説明（高橋委員長） 
  ○システムデザイン工学プログラム ２００７年度版 
  ※各種プログラム修了要件チェック表（後日、メールで配信） 
 
２．学位申請説明（靏 先生） 
  ○新しい学士への途 
  ○学位授与申請書類                   －以 上－ 
 

 

（出典：専攻科資料）
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資料７－１－①－４

平成１９年度 第１回専攻科小委員会 議事録 

 

平成１９年度 第１回専攻科小委員会 議事録 
 

［日 時］２００７．０４．０５（木），１７：４５～２０：１

５ 

［場 所］小会議室 

［出席者］利光、靏、佐野、高橋、梅本、清水（記）（敬称略） 

［議 題］ 

 
専攻科小委員会の運営方法 
 ・会議開催日時→毎週木曜日、０９：００～１０：２０。 

・会議設定，議題準備，会議案内→担当＝清水。 
・議事録作成→担当＝梅本（学生課課長補佐）、初回は
清水が作成する。 
 
スケジュール確認 
 ・４、５月のスケジュールとして、下記スケジュール

を確認した。 
 ・専攻科生の始業式参加については、従来通り参加し

ない。 
 ・04/12 の専攻科オリエンテーションでの学位申請説明

会には、１年生も出席させる。 
＜４ 月＞ 
・04/05(木)：第１回専攻科小委員会 
・04/09(月)：専攻科入学式（10:00～） 
・04/09(月)：１年生オリエンテーション（11:00～12:00

＠アカデミックホール） 
・04/10(火)：始業式、対面式（09:30～10:45） 
・04/11(水)：授業開始 
・04/12(木)：専攻科オリエンテーション（10:30～12:00 

アカデミックホール） 
２年生 諸連絡＝10:30～11:00 
教育プログラム説明会（１，２年生合同） 
＝11:00～11:30 
学位申請説明会（１、２年生合同） 
＝11:30～12:00 

・04/12(木)：専攻科生 定期健康診断（09:00～09:40） 
ＭＣ，ＥＳ専攻主任のフォロー 

・04/13(金)：１年生特別研究指導教員届 提出締め切り 
・04/19(木)：第２回専攻科小委員会 
・04/26(木)：第３回専攻科小委員会 
・04/27(金)：受講科目履修届 提出締め切り 
＜５ 月＞ 
・05/07(月)～05/11(金)：推薦選抜試験 願書受付 
・05/10(木)：第４回専攻科小委員会 
・05/16(水)：後援会総会，保護者懇談会 

（ＭＣ，ＥＳ専攻主任） 
・05/17(木)：第５回専攻科小委員会 
・05/22(火)：球技大会 
・05/23(水)：推薦選抜試験（13:30～） 
・05/24(木)：第６回専攻科小委員会 

 推薦選抜試験合否判定案作成 
・05/28(月)：専攻科運営委員会 推薦選抜試験合否判定 
・05/30(水)：推薦選抜試験 合格者発表（10:00～） 

 

 

オリエンテーション（別紙参照） 
（１）１年生オリエンテーション 
 ・オリエンテーション終了後、クラス写真を撮影する
（総合研究棟前）。 
 ・１、２年生の教科書購入場所及び時間帯を再確認する

→梅本係長。 
 ・外部発表記録については、「外部発表報告書」「プロ

グラムのコピー」「予稿集のコピー」を 
  専攻主任と教育支援係に提出する。 
 ・専攻科学生便覧の提出様式には、確認の捺印個所が無

いものがある。 
  update については正式手続き方法の確認も含めて、梅

本課長補佐にお願いした。 
（２）１，２年生オリエンテーション 
 ・学位申請説明会へは、１年生も出席させて早めに動機

付けをしておく。 
 ・機構の冊子について、１年生分を手配できない場合

は、人数分をコピーする 
  →担当＝梅本課長補佐。 
 
システムデザイン工学プログラム説明会 
・高橋先生に説明して頂く。 
・嶋田先生にも参加して頂き、各種プログラム修了要件チ

ェック表の説明をお願いする。 
  最新版は、後日メールで全員に配付する。 
 
学位申請説明会 
 ・靏 先生に説明して頂く。 
 
その他 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ 

・専攻科生用ロッカーの件 
→専攻科生との懇談会でも要望があったが、設立当初
の方針通り、登校時に研究室に立ち寄り、研究室に各
人の荷物を置いた後、授業場所、実験室等へ移動する
ことを再徹底する。 

また、ＨＲ等には教科書等の私物を放置しない旨、
オリエンテーションでも徹底する。 

・オリエンテーションで、週番の役目として“掃除”を
意識付ける。 

 ・専攻科生の喫煙、飲酒について 
  →学校管理下においては、専攻科生も本科生同様に禁

止。 
 
 教員会議後の新任教員に対する教務説明では、学校管理
下の解釈として、学校近辺との説明があった模様。本来は
学校管理下＝登校のために自宅を出てから帰宅するまでを
言う。 
 専攻科生に徹底しておく必要がある。 
 
 

 

（出典：専攻科小委員会資料）
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専 攻 科 1 年 生 懇 談 会 

 
日 時：2007 年 3 月 9 日(金) 15：30-17:00（第 2 回中間発表会のあと開催） 
場 所：専攻科棟 4 階 アカデミックホール 
参加者：佐藤 専攻科長，福永 機械・環境システム専攻主任，清水 電気電子情報
専攻主任，靏 電気電子情報専攻副主任（文責），小森 専門員 
参加学生：機械・環境システム専攻  13 名 

電気電子情報専攻      8 名 
 
懇談内容（学生の意見） 
１．研究について 
・管理が厳しくなり，遅くまで実験できなくなった 
・研究に時間がかかる 
・研究について後輩に教えるようになり，理解が深まった 
・テーマを変えたので大変だった 
・望んでいた実験結果が出て満足している 
・教員が居ないときに高電圧を使う実験ができないため，進行が遅くなった 
・教員が忙しく充分に指導を受けることができなかった 
・企業と一緒に研究を行って学ぶことが多かった 
・発表会の時間が短い．発表 8 分，質問 4 分にして欲しい 
・フィールドワークの実験は楽しかった 
・授業で学んだことが実験に使えてよかった 
・少し慣れが出てきたので，もっとがんばりたい 
 
２．学校や専攻科に対する要望事項 
・外の実験室に行くとき，外灯が少ない 
・研究できる時間を増やして欲しい 
・プロジェクト実験Ⅰのテーマ設定の情報が少なすぎる 
・学生への連絡がない（終業式や始業式への参加など） 
・喫煙スペースが欲しい 

→ 家を出て，家に帰るまで飲酒喫煙をしないルールがある（佐藤） 
→ 専攻科生が守るべきルールを周知して欲しい（学生） 

・休日に学生証でキーロックを借りるのはめんどくさい 
・道路の水はけが悪い（ので危険） 
・カリキュラムが大学などに比べて詰まっていて，会社見学などができないので

公欠にして欲しい 
・専攻科棟にトイレが欲しい 
・専攻科生に対する自動車通学の規則が厳しい（もっとゆるく） 
・ロッカーがないのが不便 
・ウォータークーラーを専攻科棟に設置して欲しい 
・専攻科の教室は，机と椅子が使いやすい 
・休日に学校に来ると，学生に割り当てられた駐車スペースに他の人（無許可の

学生？）が車をとめている 
・冬に専攻科教室の暖房の電源が入らなかった 

以上

資料７－１－①－５ 

専 攻 科 2 年 生 懇 談 会 

 
日時：2006 年 7 月 18 日（火 補講日 4 時間目（3 時限は学位申請説明会） 
場所：専攻科棟 4F アカデミックホール 
内容：【○よかった点，×要望，改善点】 
 
専攻科について 

○7 年間環境が変わらず安心して勉強に取り組めた 
○学士の資格が取得できる 
×本科で専攻科の単位が取れれば，専攻科で時間的な余裕ができる 
×マンネリする面があった 

 
就職について 

○就職について充分に考えることができて，充実した就職活動ができた． 
○長く研究できたので，研究内容について企業へ良いアピールができた 
×就職試験に最終的に合格した人の情報しかなかった 
×大学の就職課のような充分なケアが無かった 

 
進学について 

○専攻科から大学院には入りやすい 
×大学院の受験記録や過去問がそろっていない 

 
授業について 

○本科よりも深く教員と交流ができた．尊敬する教員と出会えた 
×興味のない科目がある（ES では通信工学をやってほしい） 
×レポートが多く休める期間が少ない→授業時間の 2 倍は家庭学習が必要 

 
特別研究について 

○卒業研究と特別研究を併せて 3 年間研究できてよかった 
○専攻科 1 年生から学会発表ができて有意義だった 
×特別研究の時間が研究以外の行事に使われることが多い（もっと研究した

い） 
×21 時 30 分以降，研究室で研究できない 
×図書館の閉架図書の利用手続きが煩雑 

 
学修成果レポートについて 

×前期期末試験と学修成果レポートの時期が重なるので，前期期末試験が終わ
ってから夏休みに入るようにして欲しい 

×学位申請説明会を 2 年生の 4 月に行って欲しい 
 
その他 

×オープンキャンパスの専攻科展示は内容が来場者にとってわかりにくい 
×高専には学位授与権がない 
×寮のインターネットが 24 時に止まるので，研究に関する調査ができない 
 

（出典：専攻科資料） 

 

資料７－１－①－６

オフィスアワー案内 

 

教 員 名 ○○ ○○ 

月曜日 16：00～17：00 

水曜日 16：00～17：00 時 間 

金曜日 16：00～17：00 

場 所 
○○研究室 

（○○○○棟３Ｆ） 

備 考 

・○○棟１Ｆの○○実験室で対応するこ
ともあります。 
（行き先掲示板で確認してください） 
・メールによる質問にも対応します。 

○○○○○@oita-ct.ac.jp 
・講義以外の相談にも応じます。 

 

(出典：教務主事室資料 オフィスアワー看板例)
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資料７－１－①－７

 

（出典：平成 18 年度後期授業時間割）
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 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程新入生への入学当初の合宿研修に始まり，４年生に対する JABEE プログラム説明会，専

攻科新入生に対する専攻科オリエンテーション等，学習を進める上でのガイダンスが整備され適切に

実施されている。また，オフィスアワーのきめ細かな設定により自主的学習を進める上での相談・助

言を行う体制が整備され，機能している。 

 

 

 観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生が自主的に学習できる場として，図書館，総合情報センター，リフレッシュスペースやコモン

・卒研スペースを整備している。 

 図書館は，日曜日，祝日，年末年始を除いて平日 20 時，土曜 16 時まで利用でき，学生の自学自習

スペースとして放課後を中心に多く活用されている（資料７－１－②－１）。理工学図書を中心に全

分野の図書資料を幅広く収集しており（資料７－１－②－２），平成 15 年度より，英語力の向上を

めざし英語多読用教材も揃えている。電子閲覧・検索コーナーには 10 台の端末がある。長岡技科大

と高専によるコンソーシアムに参加し，図書館内だけでなく校内のコンピュータから各種電子ジャー

ナル，データベースが利用できるほか，各種資料の迅速な入手が可能となり，卒業研究や特別研究へ

の支援とその質の向上や国際化に対応している（７－１－②－３）。 

 総合情報センターは，情報処理教育の場として設置し，各学科の情報処理基礎教育，実験，実習に

加え，学生と教職員の研究，学生の課外活動，公開講座の開催等に利用されている（資料７－１－②

－４）。教育用コンピュータを備えた演習室では，コンピュータリテラシーの修得やプログラミング

技術の上達に必要なアプリケーションを用意し（資料７－１－②－５），ネットワーク上の資源の利

用・情報交換，使用マナーの修得にも利用されるとともに，放課後（17:00～20:00）も学生のプログ

ラミング演習やレポート作成に使用されている（資料７－１－②－６）。 

 10 数人程度までの学生や教員が集って意見交換や自学自習ができるリフレッシュスペースを，総

合研究棟の２～４階，電気機械実験棟の２，３階，制御情報実験棟の３階に設置している。専攻科棟

の IT スペースやコモンスペースも同様の機能を持っている。 

 その他，学生の質疑等に対応するため，各実験棟の教員室前に机と４～５脚の椅子，本棚，校内

LAN にアクセス可能なパソコン数台のほか季節を問わずに活用できるように冷暖房を備えたコモン・

卒研スペースを設置しており，オフィスアワーでの利用や教員個人所有の洋書・学会誌・専門雑誌の

閲覧，卒業研究におけるディスカッションの場として利用されている。 

 福利厚生施設「明芳会館」には 100 席からなる学生食堂のほか，課外活動を支援するクラブミーテ

ィング室や楽器，オーディオ機器が備わった音楽鑑賞室を設置している。 
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資料７－１－②－１

図書館利用状況の概要 

平成 14 年度～平成 18 年度 

 利用者別 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

学 生 7,083 9,200 11,688 11,401 9,198 
教 職 員 1,115 1,656 2,062 2,580 2,015 
一 般 418 678 1,240 1,734 613 

貸
出
冊
数 合 計 8,616 11,534 14,990 15,715 11,826 

学 生 3,930 4,791 6,051 5,950 4,698 
教 職 員 608 798 907 1,010 895 
一 般 158 200 339 434 163 

貸
出
人
数 合 計 4,696 5,789 7,297 7,394 5,756 

時 間 内 20,218 23,560 24,594 28,772 23,818 
内 一 般 (138) (193) (417) (538) (186)
時 間 外 4,721 4,505 5,001 6,980 4,837 
内 一 般 (141) (214) (165) (422) (332)
合 計 24,939 28,065 29,595 35,752 28,655 

入
館
者 

内 一 般 (279) (407) (582) (960) (518)

 

（出典：図書館資料）
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資料７－１－②－２

 

 

 
The Library building was completed and opened to the faculty and students in 1972. The number of books 
in stock is over 80,000, featuring books in the fields of science and technology. Collections of 
records, tapes, films and discs are also available. Since May, 1995, the Library has been open to the 
public as well so as to serve as a community library, attracting increasing numbers of visitors. Now we 
intend to strengthen ties not only with the local community but also with the rest of the world by 
making the best use of information technology. 
 
The overall area of the building is 1,603 square meters. Floor 1 has an open-stack reading room 
(seating capacity 80), reference book section, paperback section, newspaper & magazine section, and 
closed stacks. In 1995, computers were installed for students to study on the Internet, and they have 
been replaced with 10 latest models for easier access and online search for books. The floor went 
through a minor refurbishment in 2007 and a media room is now available for various purposes, such as 
utilizing the Internet, holding meetings, etc. On Floor 2, there are an audiovisual room (seating 
capacity 80), computerized language laboratory with Internet connection (seating capacity 48), and a 
tatami (or Japanese mats) room for tea ceremony. The Audiovisual Room is equipped with a large screen, 
projectors for VHS/Beta video tapes, DVDs, LaserDiscs and 16mm films, a Tannoy system for records, 
tapes and CDs, and a grand piano. The Language Laboratory features digital manipulation of sound, email 
exchange with foreign students on the Internet, and image reproduction at the student’s desk. Visitors 
with disabilities can park their cars just in front of the building and reach the entrance through the 
wheelchair slope. 
 
 
The Library has long offered various opportunities for the faculty, students and citizens to deepen 
their knowledge of human nature, what we have achieved so far, and what we will achieve in the future. 
For example: 
- The Library Bulletin – a periodical issued twice a year 
- The On-campus Book Report Competition – an annual event with a long history 
- The Reading Circle – organized by the student librarians 
- Public services – started on May 1, 1995 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Opening Hours 

Regular Terms 

Weekday        9:00am – 8:00pm 
Saturday       9:00am – 4:00pm 
Sunday & National Holiday     Closed 

 

Summer, Winter & Spring Vacations 

Weekday        9:00am – 5:00pm 
Saturday, Sunday & National Holiday          Closed 

New Year Holidays (December 28 – January 4)  Closed 
 

 

１ 開館時間 

平日 午前９時～午後８時 
土曜日 午前９時～午後４時 
（ただし、夏季・冬季・春季休暇中の開館時

間は 平日は午前９時～午後５時、土曜日
は休館） 

 

２ 休館日 

日曜日 
国民の祝日 
年末・年始（１２月２８日～１月４日） 

 

３ 施設 

総面積 1,603 ㎡ 
閲覧席 80 席 
閲覧室、開架書庫、閉架図書、参考図書コー
ナー、文庫・新書コーナー、新聞・雑誌閲覧
コーナーがあります。 

▲ 平日は夜８時まで利用できます。

The Library is open until 8:00pm on weekdays. 

▲ 新聞・雑誌コーナー

The Newspaper&Magazine Section

図  書  館 
Library  
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4 蔵 書 数 
Books in Stock 

        (平成 19 年 3 月 31 日現在  As of March 

31,2007) 
 

図書の冊数 
Books 

雑誌の種類 
Periodicals 区 分 

Classification 和 書 
Japanese 

洋 書 
Foreign 

合 計 
Total 

和雑誌
Japanese

洋雑誌
Foreign

合計
Total

総記 
General 
works 

2,311  535  2,846  21 2 23 

哲学 
Philosophy 3,822  356  4,178  1 0 1 

歴史 
History 6,091  128  6,219  2 0 2 

社会科学 
Social science 5,585  168  5,753  30 0 30 

自然科学 
Natural 
science 

11,883  1,311  13,194  25 5 30 

工学 
Technology 21,868  1,813  23,681  170 16 186 

産業 
Industry 911  7  918  1 0 1 

芸術 
Fine arts 2,672  24  2,696  8 0 8 

語学 
Language 2,964  604  3,568  4 0 4 

文学 
Literature 13,012  1,307  14,319  16 2 18 

合計 
TotaL 71,119  6,253  77,372  278 25 303 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
5 過去３年間貸出統計 
Circulation Statistics of the Past 3 Years 

(平成 19 年 3 月 31 日現在  As of March 31,2007)

平
成
十
六
年
度 

平
成
十
七
年
度 

平
成
十
八
年
度 

年度
 
区分 

2004 2005 2006 

総記 
General works 424  492 527 

哲学 
Philosophy 256  209 181 

歴史 
History 248  264 159 

社会科学 
Social science 397  440 309

自然科学 
Natural science 1,181  971 844 

工学 
Technology 2,241  2,091 1,685 

産業 
Industry 73  77 44 

芸術 
Fine arts 303  403 277 

語学 
Language 3,053  4,489 2,562 

文学 
Literature 6,268  5,898 4,961 

雑誌 
Periodicals 546  381 277 

合計 
Total 14,990  15,715 11,826 

入館者数 
Number of visitors 29,595  35,752 28,655 

開館日数 
Open days 278  283 237 

 

 

 

（出典：学校要覧）

 

▲ メディアルーム 
  The Media Room 

▲ 書 架 
The stacks 

 

▲ コンピュータ・コーナー 
 The Computer Section 
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資料７－１－②－３ 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

 

資料７－１－②－４ 

 

（出典：総合情報センター資料） 
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３．設備仕様 
■第１演習室 Practice Room １(演習室用端末機 44 台 プリンタ 2 台) 
■第２演習室 Practice Room ２(演習室用端末機 48 台 プリンタ 2 台) 
 
本体 FMV-5220 Intel Celeron D 336 2.8GHz  17 インチ液晶ディスプレイ 
ハードディスク 36GB 搭載メモリ 512MB RAM 
 

主なソフトウェア 

基本 OS Windows XP Professional 

統合型ビジネスソフト 
Microsoft Office Professional Edition 
2003 

Web ブラウザ Internet Explorer 6 

電子メール(Web メール) Grace Mail 5 

ウイルス対策ソフト Symantec AntiVirus Client 

画像閲覧・画像形式変換ソフト Irfan View 3.99 日本語版 

PDF 閲覧ソフト Adobe Reader 8 

CAD Jw_cad 5.11e 

3D CAD SolidWorks 2006 SP4.1 

テキストエディタ Tera Pad 0.90 

C 言語コンパイラ Borland C++ Compiler 5.5  

Java 言語コンパイラ J2SE Development Kit 5.0 update 9 

タイピング練習ソフト Type Trainer 2.62 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 演習室              第２演習室 

■サーバ室 Server Room 
 
 
 
 
 
Windows 2003 サーバ機 2 台 
Linux サーバ機 1 台 
演習室用パソコン 92 台の動作状況の監視
や、トラブル時の遠隔制御、ソフトウェ
アの配布などを行います。 

 

資料７－１－②－５

 

総合情報センター新システムのソフトウェア一覧 

 

基本 OS Windows XP Professional 

ワードプロセッサ Word 2003 

表計算 Excel 2003 

プレゼンテーション Power Point 2003 

データベース Access 2003 

Web ブラウザ Internet Explorer 

PDF 閲覧 Adobe Reader 

電子メール Outlook Express 

音声動画再生ソフト Windows Media Player 

音声動画再生ソフト Real Player 

Flash 閲覧ソフト Flash Player 

画像閲覧・形式変換ソフ

ト 

IrfanView32 日本語版 

CAD Jw_cad 

3D-CAD Solid Works 

テキストエディタ TeraPad 

C 言語 Borland C++ Compiler 5.5

Java JDK 最新バージョン 

Delphi の統合開発環境 Borland Delphi 

タイピング練習ソフト Type Trainer 

ウイルス対策 Symantec Antivirus 

 

 

 

 

（出典：総合情報センター資料）

 

資料７－１－②－６

 

平成 18 年度 情報センター演習室の週間利用時間 

■前期                        ■後期 

 機 械 電気電子 制御情報 
都 市

システム
学年合計  機 械 電気電子 制御情報 

都 市 

システム 
学年合計

 3  4.5 3 10.5   4.5 1.5 6 
１学年 

 2  3 2 7 
１学年

  3  2  5 

4.5 1.5 3 4.5 13.5 4.5 1.5  4.5 10.5 
２学年 

3  1  2 3 9 
２学年

3 1  3  7 

1.5 1.5 1.5  4.5   4.5  4.5 
３学年 

1  1  1  3 
３学年

  3   3 

4.5  1.5 3 9 3  1.5  4.5 
４学年 

3   1 2 6 
４学年

2  1   3 

3      3  1.5  3  4.5 
５学年 

2      2 
５学年

 1  2  3 

13.5 6  10.5 10.5 40.5 7.5 3 10.5 9  30 学科 

合計 9 4 7 7 27 

 

学科

合計 5 2 7  7  21 

 
上段は 1.5h×コマ数 注） 

下段は時間割のコマ数 
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■年間                 (単位：時間) 

 機 械 電気電子 制御情報
都 市 

システム
学年合計

 3  4.5 3 10.5 上段：前期時間数 
１学年 

  4.5 1.5 6.0 
 

下段：後期時間数 

4.5 1.5 3 4.5 13.5 
２学年 

4.5 1.5  4.5 10.5 

1.5 1.5 1.5  4.5 
３学年 

  4.5  4.5 

4.5  1.5 3 9.0 
４学年 

3   1.5  4.5 

3     3.0 
５学年 

 1.5  3 4.5 

学科 

合計 
21.0 9.0 21.0 19.5 70.5 

 

 

平成 18 年度 4 月～12 月までの時間外（17：00～20：00）利用者数 

 利用者数（人） 
月間

合計 

開館

日数

４月 3 4 8      15 3

５月 21 6 1 4 7 6 7 1 3 9 1 3 10 18 30 30 33  190 17

６月 20 10 6 4 4 17 10 2 3 3 3 9 7 10 7   115 15

７月 20 30 20 25 8 20 20 14 5 10 10 6 18 4   210 14

９月 6 25 40 25 26 20 3 4 3 2 2   156 11

１０月 7 7 4 10 4 20 3 2 4 2 16 6 2 2 14   103 15

１１月 8 6 15 20 3 3 2 11 10 10 5 6 15 6 20 20 9 6 175 18

１２月 1 5 3 1 3 3 5 10 20 10   61 10

 ４月～１２月の合計 1025 103

人数は業務日誌より。ただし１６時から１７時の利用者数は把握していない。 

（出典：総合情報センター資料）

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生相互のコミュニケーションを図り，自学自習を促進する場として，図書館，総合情報センター

を整備しているほか，リフレッシュスペースやコモン・卒研スペースを随所に設けている。福利厚生

施設も学生活動を支援し，自主的学習環境，生活環境等が整備され，効果的に利用されている。 
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 観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学 

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 （観点に係る状況） 

 資格試験や検定試験，留学等に関する情報は学生に随時提供され，学生からのニーズは，主に学級

担任が個別に把握している。資格試験や検定試験に合格し，申請すると外部単位として認めている

（観点７－１－④参照）。各学科が重視する資格・検定試験は補習や個別の指導を行っている。英語

検定は，英語科が受験希望調査をし，学習指導，受験手続きまで担当している（資料７－１－③－

１）。 

 九州沖縄地区国立高専校長会が主催，熊本電波高専担当で実施している九州沖縄地区高専海外英語

研修（資料７－１－③－２）には，平成 18 年度に４名の学生が参加して大きな成果をあげており，

今後の発展が期待されている。 

 その他，図書館では学生の図書購入希望制度（資料７－１－③－３）が，総合情報センターでは第

２演習室時間外使用簿の記帳時に PC のトラブルや要望を記す備考欄を設ける制度（資料７－１－③

－４）が取られており，学生の意見を把握し，要望に応えている。 

 専攻科では，学生との懇談会が行われ，要望等を把握し，専攻科小委員会で対応を検討している

（資料７－１－①－５）。 

 

資料７－１－③－１

 
英語資格試験実施状況（本校で実施したもの） 

 
 

平成１７年 平成１８年 平成１９年 

ＴＯＥＩＣ 5 月，7 月，9 月，11 月 1 月，6 月，9 月，11 月 1 月 

Ａ  Ｃ  Ｅ 7 月（１年生） 
2 月（1,2 年生） 
7 月（１年生） 

2 月（1，2，3 年生）

工 業 英 検 5 月，11 月 2 月，5 月，11 月  

 

（出典：英語科資料）
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資料７－１－③－２

 

（出典：学生課資料）

資料７－１－③－３
 

（出典：図書館資料）

★☆★ リ ク エ ス ト 用 紙 ★☆★ 

※太枠の中をご記入下さい。 

書  名

 
 

著 者 名 出版社 

 
 

 

 

氏  名 クラス 

 
 

 

 

受 付 日 ／ ISBN  

受 付 者  税抜価格  

未 所 蔵 購入  ・  発注  ・  借用 

未 入 手 品切・絶版・未刊・他館紹介・その他（  ）

準備出来日 ／ 連絡日 ／ 

貸 出 日 ／ (まほろば掲示板・電話・伝言)

 

資料７－１－③－４
 

第２演習室 時間外使用簿 
 

使用日 曜 使用者名 ユーザ
ID 

開始時間～終了時間 PC
番号

使用目的 ■ 備 考 ■ 
（PC のトラブルや要望など）

9 月 6 日 水 明野 大地 x0101 17：10 ～ 18：30 31 演習課題のレポート作成  

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

月  日     ：  ～  ：     

 

（出典：総合情報センター資料）

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 資格試験や検定試験，留学等に関する学生のニーズは，主に学級担任が個別に把握しており，各学

科が重視する資格・検定試験については補習や個別の指導も行っている。英語検定は，英語科が受験

希望調査，学習指導，受験手続を担当している。また，施設により学生の意見を汲み上げる制度も定

着し，専攻科生との懇談会により専攻科生の要望等を的確に把握し検討しており，学習支援に関する

学生のニーズは，適切に把握されている。 
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 観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい 

るか。 

 （観点に係る状況） 

 本校が認め，文部科学大臣の認定を受けた技能審査以外の技能審査を合格した者に対して課題学修，

実用英語技能検定，工業英語能力検定に合格した者に対して特別学修の単位認定を行っている（資料

７－１－④－１）。電気電子工学科では第二種電気工事士筆記試験合格者のための実技試験対策集中

講義を行う等技術センター協力の下，支援体制がとられており（資料７－１－④－２），修得認定さ

れた単位は，一般科目または学生が所属する学科の専門科目の単位となる（資料７－１－④－３）。 

 留学については，校長が認めた場合に許可すると学則で定めており，外国の高等学校または大学で

の履修を本校の履修とみなし，30 単位以内で単位の修得を認め，留学を希望する学生には便宜を図

っている（資料７－１－④－４）。 

 

資料７－１－④－１ 

 

大分工業高等専門学校における校外実習，課題学修及び特別学修に関する細則（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

     （省略） 
 
   第３章 課題学修 
 （課題学修） 
第１１条 本校が適当と認め，文部科学大臣の認定を受けている技能審査以外の技能審査（以下

「技能検定等」という。）について，各担当学科の指導の下に合格した者に対して，「課題学
修」の単位認定を行う。 

 （技能検定等の名称等） 
第１２条 技能検定等の名称・等級，科目名，認定する単位数及び担当学科は，次のとおりとす

る。 
 

名 称 ・ 等 級 科  目  名 単位数 担当学科 

ソフトウエア開発技術者 ４ 

基本情報技術者 
課題学修（情報処理） 

２ 
各専門学科 

エネルギー管理士 課題学修（エネルギー管理） ２ 

ボイラー技士２級 課題学修（ボ イ ラ ー） １ 

危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） １ 

技術士補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

機械工学科 

電気主任技術者１種 ６ 

   〃   ２種 ４ 

   〃   ３種 

課題学修（電     気） 

２ 

陸上無線技術士１級 ４ 

   〃   ２級 
課題学修（陸 上 無 線） 

２ 

第１種伝送交換主任技術者 ４ 

第２種     〃    
課題学修（電 気 通 信） 

２ 

第１種 電気工事士 ２ 

第 ２ 種    〃    
課題学修（電 気 工 事） 

１ 

技術士補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

電気電子 
工 学 科 

プロジェクトマネージャ ６ 

アプリケーションエンジニア 

課題学修 

（ソフトウエア開発工学） ６ 

ネットワーク 
課題学修 

４ 

制御情報 
工 学 科 
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データベース ４ 

エンベデッドシステム ４ 

情報セキュリティアドミニストレータ 

（テクニカルエンジニアリング）

４ 

システム監査 ６ 

システムアナリスト ６ 

システム管理 ４ 

上級システムアドミニストレータ ２ 

初級システムアドミニストレータ 

課題学修（システム管理工学） 

１ 

技術士補 課題学修（技 術 士 補） ２ 

測量士 ３ 

測量士補 
課題学修（測     量） 

１ 

技術士補 課題学修（技 術 士 補） ４ 

土木施工技術者 課題学修（土 木 施 工） ２ 

造園施工技術者 課題学修（造 園 施 工） ２ 

都市システム
工 学 科 

 
２ 技能検定等の単位は，学生が所属する学科の専門科目の単位として認定する。 
 （申請手続） 
第１３条 課題学修を希望する学生は，所定様式の「課題学修願」を，所定の期日までに学級担任

を経て，学科主任に提出しなければならない。 
２ 技能検定等の合格により，課題学修の単位の認定を希望する学生は，所定様式の「課題学修単

位修得認定申請書」に合格を証する書類の写しを添えて，所定の期日までに学級担任を経て，学
科主任に提出しなければならない。 

 （課題学修の内容及び時間） 
第１４条 課題学修の内容及び時間は，認定される単位数に見合うものでなければならない。その

詳細は各学科において定める。 
 （評価） 
第１５条 課題学修は，各担当学科において評価する。 
 （成績報告） 
第１６条 各学科主任は，実習の評価を所定の期日までに学生課教育支援係に提出するものとす
る。 
 （上位の等級の技能検定等合格の場合の単位認定） 
第１７条 既に課題学修の単位を認定された学生が，さらに上位の等級の技能検定等に合格した場
合は，当該上位の等級の単位数と既に認定された単位数との差を修得単位として認定する。 
 
   第４章 特別学修 
 （特別学修） 
第１８条 本校が適当と認め，文部科学大臣の認定を受けた技能審査について，合格した者に対し
て，「特別学修」の単位認定を行う。 
 （技能審査の名称等） 
第１９条 技能審査の名称・等級，科目名，認定する単位数，一般・専門の別は，次のとおりとす
る。 
 

技能審査の名称・等級 科  目  名 単位数 一般・専門の別 

実用英語技能検定 １ 級 ６ 

〃     準１級 ４ 

〃     ２ 級 ２ 

〃     準２級 

特別学修（実用英語） 

１ 

一般科目 

工業英語能力検定 １ 級 ４ 

〃     ２ 級 ２ 

〃     ３ 級 

特別学修（工業英語） 

１ 

専門科目 

 
２ 修得を認定された単位は，一般科目又は学生が所属する学科の専門科目の単位とする。 
 （申請手続） 
第２０条 技能審査の合格によって単位修得の認定を希望する学生は，所定様式の「特別学修単位
修得認定申請書」に技能審査の合格を証する書類の写しを添えて，所定の期日までに学級担任を経
て，学生課教育支援係に提出しなければならない。 
 （評価） 
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第２１条 特別学修は，「合格」の評語により評価する。 
 （上位の等級の技能審査合格の場合の単位認定） 
第２２条 既に特別学修の単位を認定された学生が，さらに上位の等級の技能審査に合格した場合
は，当該上位の等級の単位数と既に認定された単位数との差を修得単位として認定する。 
   第５章 共通事項 
 （単位認定の時期） 
第２３条 修得を認定された単位は，合格した日付に在籍する学年の単位とする。 
 （雑則） 
第２４条 この細則に定めるもののほか，校外実習，課題学修及び特別学修に関し，必要な事項
は，別に定める。 
   附 則 
 この細則は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この細則は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この細則は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料７－１－④－２ 

 

 
 

第二種電気工事士筆記試験合格者のための実技試験対策集中講義を開催します。 

対象 
   全学科（電気科は単位に認定、他の科でも就職に有利に） 

全学年（２年生以上が望ましいかな？でも１年生でもがんばれば…） 
   一応、筆記試験合格者対象、実技試験は練習さえすれば、ほとんど合格します。しなければまず無理。 

日時 

技能試験開始前日まで２週間程度で放課後及び土日（強制ではないので来れるときに来ればいいです。） 

場所 

   電気電子工学科工作室 

受講料 

   材料費（一人５０００円程度） 

試験日程 

下に記載 

試験詳細 

   さらに詳しいことは下記ホームページをご覧ください。 

   http://www.shiken.or.jp/ 

受講申し込み 
受講希望者で受験申込書が必要な人はＥ・Ｍ棟３階宮明教官室、１階西準備室またはお近くの 
技術センター職員まで 

 

＜第二種電気工事士試験＞ 

（１)受験申請書受付期間 

郵便振替用紙による申し込み…………… 

平成１９年３月１２日（月）～４月３日（火） 

インターネットよる申し込み…………… 

平成１９年３月１２日（月）～４月６日（金） 

（２）試験実施日        

筆記試験…………… 

平成１９年６月３日(日)  

技能試験…………… 

平成１９年７月２１日(土)又は２２日(日) 

（３）試験手数料    ９,６00 円                        責任者：技術センター 藤本 高徳 

 

（出典：技術センター資料） 

就職にも有利だし、電気科の

人は単位も、もらえるよ。 
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資料７－１－④－３ 

 

課題学修の修得者数 
年度 名  称・等  級 科  目  名 単位数 担当学科 修得者数

危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 専門学科 2 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 専門学科 3 
ソフトウェア開発技術者 課題学修（情報処理） 4 専門学科 1 

平成 14 年 

小  計 6 
測量士補 課題学修（測量） 1 土木工学科 1 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 15 

電気工学科 4 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 

制御情報工学科 5 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気工学科 2 

機械工学科 5 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 

制御情報工学科 2 
造園施工技術者 課題学修（造園施工） 2 土木工学科 1 

電気工学科 1 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 

電気電子工学科 1 

平成 15 年 

小  計 37 
電気電子工学科 1 

基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 
制御情報工学科 3 
電気工学科 3 
電気電子工学科 1 ソフトウェア開発技術者 課題学修（情報処理） 4 
制御情報工学科 1 

技術士補 課題学修（技術士補） 4 土木工学科 1 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 21 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気工学科 1 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 制御情報工学科 2 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 4 

平成 16 年 

小  計 38 
電気電子工学科 1 

基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 
制御情報工学科 1 

第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 4 
電気主任技術者３種 課題学修（電気） 2 電気電子工学科 2 
初級システムアドミニストレータ 課題学修(システム管理工学) 1 都市システム工学科 1 
技術士補 課題学修（技術士補） 2 機械工学科 2 
土木施工技術者 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 12 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 機械工学科 2 

平成 17 年 

小  計 25 
基本情報技術者 課題学修（情報処理） 2 制御情報工学科 4 
初級システムアドミニストレータ 課題学修(システム管理工学) 1 制御情報工学科 4 
第２種電気工事士 課題学修（電気工事） 1 電気電子工学科 3 
第３種電気主任技術者 課題学修（電気工事） 2 電気電子工学科 2 
技術士補 課題学修（技術士補） 4 土木工学科 1 

機械工学科 2 
危険物取扱者乙種 課題学修（危険物取扱） 1 

制御情報工学科 1 
2 級土木施工管理技士 課題学修（土木施工） 2 土木工学科 2 

平成 18 年 

小  計 19

 

特別学修の修得者数 
年度 技能審査の名称・等級 科  目  名 単位数 一般・専門の別 修得者数

実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 一般科目 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 一般科目 4 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 2 

平成 14 年 

小  計 7 
実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 一般科目 4 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 一般科目 7 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 2 

平成 15 年 

小  計 13 
工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 専門科目 1 

平成 16 年 
小  計 1 

一般科目 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 

制御情報工学科 2 
制御情報工学科 3 

工業英語能力検定３級 特別学修（工業英語） 1 
土木工学科 1 

平成 17 年 

小  計 7 
実用英語技能検定２級 特別学修（実用英語） 2 制御情報工学科 1 
実用英語技能検定準２級 特別学修（実用英語） 1 制御情報工学科 1 平成 18 年 

小  計 2 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－４ 

 

大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 20 日 

 
     （省略） 
 
   第５章 入学，転科，休学，留学，退学，転学及び卒業 
（留学） 
第 28 条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の高等学校又は大学に留学することを

許可することができる。 
２ 校長は，前項の規定により留学することを許可された学生について，外国の高等学校又は大学

における履修を本校における履修とみなし，30 単位を超えない範囲で単位の修得を認定すること
ができる。 

３ 校長は，前項の規定により単位の修得を認定された学生について，学年の途中においても，各
学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

４ 第３項に関し，必要な事項は別に定める。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 資格試験や検定試験受講，留学希望者の支援体制が整備され機能しており，準学士課程では，資格

試験の合格や校外実習，課題研究により単位を取得している学生が多い。 
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 観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，

社会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備され

ているか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 留学生の学習や生活に関し必要な助言や指導のため，専任の留学生担当教員が置かれており，学科

で選定した留学生指導教員，学寮の担当教員，学科主任，クラス担任などと随時連絡を取りながら，

留学生の学習及び生活指導に当たっている。留学生は原則本校の学生と同等に扱われるが，３，４学

年時には「国語」と「地理」に代え「日本語」または「日本文化」の特別授業科目を設けるなどの対

応をしている。また，留学生の学習向上と環境適応を図るため３，４学年の２年間，学寮に在寮する

同学年以上の学生をチューターに当てている（資料７－１－⑤－１） 

 ４年次編入学生は，工業及び農業高校の本校と同系統の学科出身者のみを受け入れているため，特

別な指導は必要としないが，事前に数学等の学習をするよう指導している。 

 身体的障害を持つ学生の受入れの前例はなく，具体的な学習支援体制の整備はこれからである。し

かし，発達障害や学習障害のある学生については，学生相談室が中心になった学習支援体制があり，

クラス担任等を対象に本校のカウンセラーによる研修会も実施している（資料７－１－⑤－２）。 

 

 

 

資料７－１－⑤－１

別紙様式 
 

報  告  書 
 

平成  年  月  日

大分工業高等専門学校長 殿 
 

相談員氏名 
留学生氏名 
指導教員名 

 
下記のとおり報告いたします。 

 

年月日 時間 内    容 

H18. 4.12 2 日本語 

H18. 4.15 2 日本語の習慣について 

H18. 4.16 3 日本語・会話・寮生活について 

H18. 4.18 2 学習方法 

H18. 4.19 1 高専生活について 

H18. 4.21 2 勉強・質問に応える 

H18. 4.23 3 日本語・勉強・寮生活について 

H18. 4.24 2 勉強・質問 

H18. 4.26 2 日常生活について 

H18. 4.27 2 勉強・質問 

H18. 4.28 2 日常生活について 

H18. 4.30 3 勉強・日本語会話・寮生活について

計 26   

別紙様式 
 

報  告  書 
 

平成  年  月  日

大分工業高等専門学校長 殿 
 

相談員氏名 
留学生氏名 
指導教員名 

 
下記のとおり報告いたします。 

 

年月日 時間 内    容 

H18. 5. 1 2 勉強・質問 

H18. 5. 2 3 レポート・日本語・勉強・質問 

H18. 5. 7 3 レポート・勉強・日本語・言語 

H18. 5. 8 2 高専生活 

H18. 5.10 2 勉強・寮生活 

H18. 5.12 2 勉強・高専生活 

H18. 5.14 4 勉強・クラス・友人について・自国の生活

H18. 5.15 2 勉強 

H18. 5.17 2 勉強・質問・レポート 

H18. 5.19 2 進路について 

H18. 5.21 3 寮生活について 

H18. 5.22 3 高専生活 

計 30   
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別紙様式 
 

報  告  書 
 

平成  年  月  日

大分工業高等専門学校長 殿 
 

相談員氏名 
留学生氏名 
指導教員名 

 
下記のとおり報告いたします。 

 
年月日 時間 内    容 

H18. 5.24 2 試験について 

H18. 5.26 3 試験・質問 

H18. 5.28 2 レポート 

H18. 5.29 3 レポート・進路・友人について 

H18. 5.31 2 テスト前のテスト説明 

   

   

   

   

   

   

   

計 12   

 

（出典：学生課資料 チューターによる留学生指導報告書）

 

資料７－１－⑤－２ 

全クラス担任の皆様 へ 

             学生相談室より研修会の案内 

                               学生相談室長   瀧 川 信 正 

平成１８年度学生相談室研修会を下記の要領で実施いたします。 
学生指導の一助になればと計画いたしました。 
研修会としましたが、ビデオを見ながらの懇談会形式としています。 
講師は本校のカウンセラーですので、普段から気になっていることなど、尋ねられたら良いのではと思いま
す。 
 
 
日 時  平成１８年６月２８日（水）１６時１０分～１７時３０分 
場 所  会議室 
テーマ  「大人の発達障害について（仮）」 
講 師  ・・・・ 
対象者  全クラス担任 

（出典：学生相談室資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 留学生に対して，入学当初から学習や生活に関し必要な助言，指導体制を取っている。４年次編入

学生には，数学等の事前学習指導を行っている。精神的な障害のある学生については，学生相談室が

中心になったカウンセラーによる支援体制をとっており，特別な学習支援体制が整備され，機能して

いる。 



大分工業高等専門学校 基準７ 

 - 308 -

 観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 主事補５名が所属する学生主事室の教員が，学生会，体育大会等学校行事，交通指導・ロボットコ

ンテストをそれぞれ担当し学生の課外活動の指導・支援にあたっている。 

 学生全員で組織する学生会は，学生主事室の指導の下で，課外活動の中心となり，球技大会，体育

祭，高専祭，音楽祭，文化局展示等の行事を学生自身で運営している。学生会には，体育局・文化局

が設けられ（資料７－１－⑥－１），クラブ活動を通じ人間関係を養っている。各クラブを指導する

顧問は，年度当初の教員会議で校長から委嘱され，原則として全教員が体育局あるいは文化局のクラ

ブの顧問となっている（資料７－１－⑥－２）。不定期ではあるが，年１回程度クラブ顧問会議を開

催し，クラブ運営上の問題点等について情報交換を行っており，学生と教員との連携，健全な学生生

活を支援している（資料７－１－⑥－３）。 

 体育局・文化局クラブの部長，副部長及び学生会役員を対象としたリーダー研修を毎年実施し，外

部講師による特別講演等も取り入れ，リーダーとしての自覚や責任感の養成も行っている（資料７－

１－⑥－４）。 

 

資料７－１－⑥－１ 

 

大分工業高等専門学校学生会規約 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 17 年 6 月 13 日 

 
   第１章 総則 
第１条 本会は、大分工業高等専門学校学生会（以下「本会」という。）と称する。 
第２条 本会は、学校の指導のもとに学生の自発的な活動を通してその人間形成を助成し、高等専門教育の目

的に資することを目的とする。 
第３条 本会は前条の目的を実現するために、次の目標の達成に努めなければならない。 
 一 学生生活を楽しく豊かで規律正しいものにし、よい校風をつくる。 
 二 健全な趣味と豊かな教養を養い、個性の伸長を図る。 
 三 心身を練磨し、余暇を活用する。 
 四 学園生活における集団の活動に積極的に参加し、自主性を育てるとともに親和協力の精神を養う。 
 五 学園生活において自治的能力を養い、もって民主的社会人としての資質を向上させる。 
第４条 本会活動を行うにあたっては、学則、学生準則その他学校の定める諸規則に違反することなく、また

学園の秩序を乱すようなことがあってはならない。 
第５条 本会は、大分工業高等専門学校学生の全員をもって構成され、学生は入学と同時に本会の構成員とな

るものとする。 
第６条 会員はすべて一定額の会費を納入しなければならない。 
第７条 本会には、顧問教員が置かれる。 
第８条 顧問教員は、校長の命により学生主事の総括のもとに、局又は部の活動の指導にあたるものとする。 
第９条 本会の指導については、校長の命を受けて学生主事が総括するものとする。 
第１０条 規約の制定、規約の変更、毎年度の事業計画、収支予算書等すべての議決事項については、学校の

承認を受け、また事業報告書及び収支決算書を学校に提出するものとする。 
 
   第２章 組織 
第１１条 本会の目的達成のために、次の組織を置く。（別表） 
 一 学生総会 
 二 評 議 会 
 三 役  員 
 四 局及び部 
 五 会計監査 
第１２条 本会に次の役員を置く。 
 一 会  長      １人 
 二 副 会 長      １人 
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 三 総  務      ４人 
 四 書  記      ４人 
 五 会  計      ４人 
 六 風  紀      若干名 
 七 広  報      若干名 
 八 美  化      若干名 
 九 体育局長      １人 
 十 文化局長      １人 
 十一 高専祭実行委員長 １人 
 十二 音楽祭実行委員長 １人 
 十三 交通安全委員長  １人 
第１２条の２ 会長及び副会長は全会員の投票によって選出し、他の役員は会長がこれを委嘱する。 
第１３条 役員は学生総会（以下「総会」という。）、評議会の議決事項を執行し、その各任務を次のように

定める。 
 一 会長は本会を代表し、会務を統轄する。 
 二 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行する。 
 三 総務は一般庶務を取扱う。 
 四 書記は各種の会議等の記録を保管する。 
 五 会計は本会の出納事務、予算、決算その他会計に関する一般事務を取扱う。 
 六 風紀は学園の風紀活動にあたり、会員の品位向上に努める。 
 七 広報は学園に関する内外の動向及び本会の活動について会員に周知する。 
 八 美化は学園の緑化活動にあたり、会員の緑化意識の向上に努める。 
 九 高専祭実行委員長は高専祭実行委員を代表し、高専祭に関する業務を統轄する。 
 十 音楽祭実行委員長は音楽祭実行委員を代表し、音楽祭に関する業務を統轄する。 
 十一 交通安全委員長は交通安全委員を代表し、会員の交通安全意識の向上に努める。 
第１４条 役員の任期は毎年４月に始まり、翌年３月に終わる。ただし、再任を妨げない。 
第１５条 総会は本会の最高議決機関であり、会員は出席する義務を負う。 
第１６条 定期総会は年１回、原則として５月に開く。 
第１７条 臨時総会は次の場合に開く。 
 一 評議員の３分の２以上が必要と認めたとき 
 二 全会員の２分の１以上が必要と認めたとき 
第１８条 総会は会長が招集し、議題の告示は５日前に行わなければならない。 
第１９条 総会は本会員の３分の２以上の出席により成立する。 
第２０条 総会の議長は、評議会が評議員以外の全会員中より選出し、副議長は議長がこれを委嘱する。 
第２１条 総会の議決は、出席会員の過半数をもって成立する。 
２ 賛否同数のときは、議長が決する。 
第２２条 評議会は、各学級から選出された２人の評議員をもって構成される。 
第２３条 評議会は、総会の代行議決機関として、本会の運営に関する重要事項を審議決定する。 
第２４条 評議会に、評議員の互選による正副議長各１人を置く。ただし、役員がこれを兼ねることはできな

い。 
第２５条 議長は評議会を代表し、評議会を招集する。 
２ 副議長は議長を補佐し、議長に事故あるときはその任務を代行する。 
第２６条 評議会は、会長の要請があったとき、又は評議員の３分の１以上が必要と認めたときに開くものと

する。 
第２７条 評議会は、５日以前に期日、場所、議題を公示して開くものとする。 
第２８条 評議会は、全評議員の３分の２以上の出席によって成立する。 
第２９条 評議会の議決は、出席議員の過半数をもって成立し、賛否同数のときは議長が決する。 
第３０条 本会の目的達成のため、局活動を行う。 
第３１条 局はこれをわけて、文化局及び体育局とし、さらにこれを部にわける。 
第３２条 局に副局長各１人を置き、会長がこれを委嘱する。 
第３３条 部に部長を置き、部員の互選とする。 
第３４条 局長、部長の任期はいずれも１年とする。 
第３５条 局長は局の最高責任者であり、各部を統轄する。 
第３６条 局長は、局の顧問教員と密接な接触を保つとともに、部相互間の調整連絡のため、適宜連絡会を主

催するものとする。 
第３７条 部長は部を代表して、顧問教員と密接な接触を保つとともに、局長主催の連絡会に出席して、部相

互間の連絡にあたる。 
第３８条 部の新設、合併及び廃止は、評議会の議を経て、総会の承認を要する。 
 
   第３章 会計、予算、決算及び事業計画 
第３９条 本会の予算案及び事業計画は、役員がこれを作成して評議会に提出し、評議会の議を経て総会の承

認を得なければならない。 
第４０条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月 31 日までとする。 
第４１条 本会の会費は年額 8,500 円とし、前期及び後期の２期に分けて納付するものとし、前期は５月１日

から５月 31 日まで、後期は９月１日から９月 30 日までを納期とする。 
２ 入会の際、入会金として 1,000 円納付するものとする。 
第４２条 いったん納入した会費及び入会金は返還しない。ただし、前期及び後期のそれぞれの全期間を休学

した場合は、休学期間中の会費を免除する。 
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第４３条 本会の会計は、翌年度５月に開く総会において決算報告をしなければならない。 
第４４条 本会の会計は、評議会の要求したときは、中間報告をしなければならない。 
 
   第４章 会計監査 
第４５条 会計監査は、本会のすべての会計経理を監査する権利及び義務を有し、必要なときは評議会及び総

会に報告する。 
第４６条 会計監査は４人とし、第４学年の各学級より１人ずつ選出される。 
 
   第５章 規約の改正 
第４７条 全会員の３分の１以上又は評議会の２分の１以上の要求があったときは、規約の改正又は設定を審

議するため、総会を開かねばならない。 
２ 全会員の過半数の賛成により規約を改正することができる。 
第４８条 本規約に付随する細則の設定及び改正は評議会の議決による。 
 
   附 則 
 この規約は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規約は、平成 16 年 7 月 6 日から施行し、平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 
   附 則 
 この規約は、平成 17 年 6 月 13 日から施行し、平成 17 年 4 月 1 日から適用する 
 

 

（出典：学生便覧 大分高専学生会規約） 
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資料７－１－⑥－２

 

学級担任(副担任） 各主事室会議委員 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 吉 澤 山 田 東 木 松 本

笹 原 ● 武口 徳 安 菊 川 伊 東
機械工学科 

（福永） （樋口） （牧野）   

教務主事室

会   議
学生課長    

●佐藤達 工藤康 山 口 木 本 清 武
峯 本 大 庭 軽 部 鷹 尾電 気 電 子 

工 学 科 （湯地） (佐々木) （後藤）   

瀧 川 穴 井 ● 丸 木 ● 青木 ● 金田

学生主事室

会   議

徳 尾 高 見 学生課長  
制 御 情 報 

工 学 科 （手島） プロハースカ （松本）   岡 田 中 川内谷 小 西

藤 原 大 木 田 中 東 野 一 宮都市システ

ム 工 学 科 （園田） (名木野) （佐野）   

 

寮務主事室

会   議
佐々木 嶋 田 前 学生課長

 

クラス運営委員会 加 治 佐藤(達) 武 口 丸 木 学生課長

 

留  学  生  担  当 

留学生担当教員 青木 留学生指導教員   

 

学  生  会  顧  問 

体 育 局 長 （ 武 口 ） 文 化 局 長（ 篠 田 ） 

野 球 一宮，菊川，嶋田，東野 空 手 加治，佐野 英 語 大木 

バ レ ー 佐藤(達)，園田，名木野 バドミントン 吉澤，利光，徳安 軽 音 楽 福永，笹原 

バスケット 手島，田中(孝)，湯地 弓 道 武口，伊東 写 真 篠田 

サ ッ カ ー 佐々木，清武，前   気 象 天 文 高橋，工藤（康） 

卓 球 薬師寺，堀，亀野   囲碁・将棋 木本 

ソフトテニス 山田，藤原，樋口 《 同 好 会 》 吹 奏 楽 青木，鶴沢，田中(美) 

山 岳 
佐藤(秀)，工藤(康)， 

プロハースカ 
神 楽 峯本 ボランティア 穴 井 

陸 上 大庭，牧野 ハンドボール 篠田 ロボット研究 鷹尾，岡，金田，軽部，本田

柔 道 川内谷，清水 自転車競技 徳安 電子計算機 丸木 

剣 道 島田 ，相本   茶 道 青木，田中（美） 

水 泳 小西，山口   文 芸 島田，山口 

テ ニ ス 東木，松本(佳)，瀧川，靏   化 学 加治 

ラ グ ビ ー 工藤(宗)，高見，松本(慎)   書 道 相本 

少林寺拳法 峯本，徳尾   美 術 後藤（智） 

 

（出典：学校運営委員会資料）
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資料７－１－⑥－３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：クラブ顧問会議資料）
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資料７－１－⑥－４

 

平成 18 年度学生会・体育局・文化局クラブリーダー研修 日程表 
期間：平成 19 年 1 月 26 日（金），27 日（土） 
場所：大分高専合併講義室 他 

第 1 日目 1 月 26 日（金） 第 2 日目 1 月 27 日（土） 

時刻 内 容 場 所 備 考 時刻 内 容 場 所 備 考 

    9:30
    

学生集合 合併講義室  

    
10:00 学生主事講師

紹介 
    
    

    

・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・
・・・ 

    

特別講演会 
「リーダーとしての資質」

合併講義室 

  
    

11:30
 

    
昼食（弁当） 合併講義室 

 
    

12:30
体育局各部長

    体育局教員 
    

13:00
 文化局各部長

    文化局教員 
    ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員
    学生主事 
    学生主事補 
     
     
    

体育局・文化局話合 
選択教室Ⅰ・

Ⅱ 

 
    

16:00

    
解 散   

授業終了      
16:00 

   学生集合・資料配布 
今後の予定を説明 

合併講義室  
   

16:30 
学生主事    

 学生主事補    
 学生会役員    
 体育局教員    
 文化局教員    
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員    

学生会話合 
・今年度行事の反省 
・来年度に向けて① 

合併講義室 

    
18:00 

   
夕食（弁当） 合併講義室  

   
18:30 

学生主事    
 学生主事補    
 学生会役員    
 体育局教員    
 文化局教員    
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員    

学生会話合 
・今年度行事の反省・

来年度に向けて② 
合併講義室 

    
20:00 

解 散      

 
＊体育局教員：武口先生，文化局教員：篠田先生      ＊学生会役員でない各部長は，26 日の学生会話合いは出席しな
＊オブザーバー教員：川内谷先生              いものとする。 
＊学生会役員もオブザーバーとして各局の話合いを見て回る。 

（出典：学生会資料）

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生会が規定どおりに組織され，学生主事室の指導・助言の下に活動しており，各種行事が学生に

より主体的に企画・運営されている。クラブ活動も顧問の指導のもと活発に行われており，クラブ活

動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能している。 
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 観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し 

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生支援制度の特色として，クラス担任制度・専攻主任制度が挙げられる。各担任・専攻主任は，

担当クラスの学生の要望を聞き，個人面接や保護者面談などを随時行い生活指導や学習指導，教科指

導を行っている。クラス担任業務や学生の生活・学習指導指針を記した「クラス担任の手引き」が指

導に役立てられている（資料７－２－①－１）。専攻科でも，専攻主任が同様に指導や相談業務を行

っている。 

 学生の悩みや相談に応じる従来のカウンセラー室を平成 14 年４月に学生相談室（学生相談室運営

委員会）として設け，外部専門家（臨床心理士２名・毎週２時間以上対応）及び学内教員・看護師が，

放課後に学生の相談を受ける態勢を整えている（資料７－２－①－２）。学生の健康管理のためには

保健室を設置し，メンタルケアのみならず緊急時の応急処置等にも対応している（資料７－２－①－

３）。 

 教育環境への学生の要望は，教育システム改善検討委員会（現教育プログラム委員会）が平成 16

年度から行っている学生アンケート（資料７－２－①－４）を基に対応が行われている。 

 経済的理由で入学料・授業料等の納入が困難で，学業優秀と認められる学生には，審査により全額

または半額の免除や徴収猶予の制度がある。また，学業，人物とも優れ，かつ健康で学費の支弁が困

難と認められる学生には，選考により，日本学生支援機構等の奨学金が貸与される制度がある。奨学

金制度，授業料免除については，情報誌「未来へのはばたき」（資料７－２－①－５）及び学生便覧

にその概略を示し，入学時に説明を行っている。日本学生支援機構以外の奨学金情報は，適宜，掲示

及び担任・専攻主任を通じ学生に周知している。 
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資料７－２－①－１

 
 

章 大 項 目 小 項 目 

１．はじめに   

クラス運営の方針 前担任との引継、専門学科との
連絡、大分高専の中期計画を踏
まえた学年会の連結と目標設
定、学級の運営方針 

２．クラス運営の
方針・計画 
Ｐ５～６ 

クラス運営の計画 指導計画、SHR の運営、特活の運
営 

 

  

 

クラス組織 クラス委員と学生会役員等の選
出、クラス委員等の役割、週番
とその役割、掃除当番 

３．クラス組織と
教室環境 
Ｐ７～９ 

教室環境 学生の座席配置、教室の設備備
品、黒板、掲示、壁面、ブライ
ンド、ゴミ箱 

学生の成績履歴 前担任との引継、学生の成績推
移把握 

日常の学習指導 HR での指導、授業受講態度に関
する指導、個別指導、教科担当
教員との連携 

定期試験時の指導 試験勉強の指導、不正行為防止
の指導、定期試験後の指導 

４．学習指導 
ポートフォリオの
利用(Ⅰ) 
Ｐ１０～１２ 

進路指導 進路決定の指導、就職指導、進
学指導、退学、転学 

出欠席の把握 欠席、病気欠席、遅刻、早退、
忌引、公欠、休学 

身だしなみ 服装・髪型 

校外生活 アルバイト、パチンコ 

盗難防止 自転車、金銭管理、ロッカー、
電子辞書、電卓 

寮生の指導 所属寮生の寮生活把握、寮生訪
問、寮務委員会・学生生活係と
の連携、寮外生の寮訪問 

下宿生の指導 下宿生の住所・生活状況把握、
下宿訪問 

自宅通学生の指導 生活状況の把握、家庭訪問 

交通マナーの指導 車輌通学者へのルール遵守指導

５．生活指導 
ポートフォリオの
利用(Ⅱ) 
 
Ｐ１３～１７ 

クラブ活動学生の
指導 

所属クラブと活躍状況把握、顧
問教員との連携 

５．生活指導(続
き）Ｐ１７ 

学生相談室・保健
室との連携 

学生相談室との連携、保健室と
の連携 

  

ククララスス((学学級級))担担任任のの手手引引きき  

 

 

 

大分工業高等専門学校 
 

６．学校行事の指
導 
Ｐ１８ 

学校行事の指導 新入生オリエンテーション、入
学式、始業式、安全運転講習
会、学生総会、体育祭、高専
祭、保護者会、球技大会、卒業
式、見学旅行、壮行会、その他
集会 

日常的な連絡 保護者との連絡、問題行動の連
絡 

定期試験毎の連絡 成績通知表 

７．保護者との連
絡 
  Ｐ１９ 

保護者会 懇談時間割の作成、懇談内容の
検討、出欠席の確認 

学生調書の作成・
更新 

 

授業料免除申請 授業料免除申請の時期、免除申
請書類の作成、授業料免除学生
の決定 

８．事務的業務 
Ｐ２０～２１ 

奨学金申請 奨学金申請の時期、奨学金申請
書類の作成、奨学金支給学生の
決定、奨学生の異動 

学校管理下で事故
・怪我等が起こっ
た場合 

応急処置・病院への搬送、保護
者への連絡、クラブ活動中の場
合、欠席中の学習指導 

９．突発的事態へ
の対処 
Ｐ２２～２３ 

クラス学生が違反
行為をした場合

発生時の措置、当該学生の指
導、保護者との連携、関係委員
会との連絡、処分、事後指導 

１０．参考資料 
    Ｐ２４～３０

ＨＲ年間指導計画
(例) 

 

公欠について 

学生生活関係で諸
規則等について

 

 

 

校務分掌 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料７－２－①－２

 

相談室ってどんなとこ？ 

 

“どんな話”って？ 

 

 

学生相談室のご案内 

 
AMOR  OMNIA  VINCIT 

大分工業高等専門学校 

学生相談室 

（明芳会館保健室隣） 

 
℡ 097-552-6420 

予約専用メールherb@oita-ct.ac.jp 

 

 

相談室に来てみませんか？ 

 
「あなたの心配事を話してみたら？」 
今年度の学生相談員の自己紹介です。 
 
 
氏名：・・・・・・・・・・・・      氏名：・・・・・・・・・・・・・・・
所属：・・・・・             所属：・・・・・・・ 
担当科目：・・・・・・・・・・・・・   担当科目：・・・・・・・・・・・・・
趣味：・・・・・・・・・・・・・・・・  趣味：・・・・・・・・ 
特技：・・・・              特技： ・・ 
好きな言葉：・・・・・・・・・・・    好きな言葉：・・・・・・・・ 

 

氏名：・・・・・・・・・・・・      氏名：・・・・・・・・・・・・・・・
所属：・・・・・・・           所属：・・・・・・・・・ 
担当科目：・・・・・・・・・・・・・・・・担当科目：・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・      ・・・・・・・・・・・・
趣味：・・・・・・・・・・・・・・・・        ・・・・・・・・ 
特技：・・・・・             趣味：・・・・・ 
好きな言葉：・・・・・・・・       特技：・・・・ 

好きな言葉：・・・・・・・・・・・・
 

 

氏名：・・・・・・・・・・・・・・・   氏名：・・・・・・・・・・・・・・
所属：・・・・・・・           所属：・・・・・・ 
担当科目：・・              担当科目：・・ 
趣味：・・・・・・            趣味：・・・・・・・・ 
特技：・・・・              特技：・・ 
好きな言葉：・・・・・・・・・・・・   好きな言葉：・・・・・・・・・・・・
      ・・・・・・・・・・・          ・・・・・・・・・・・
 

相談室の担当日と開設場所 

 

 担当教員 開設場所 

佐 野 研究室(都市システム棟 3 階)
月

瀧 川 研究室(一般棟 3 階) 

火 プロハースカ 研究室(制御情報棟２階) 

山 口 研究室(機械電気棟 3 階) 
水

古賀カウンセラー 学生相談室 

木 伊 東 研究室(機械電気棟 2 階) 

篠 田 研究室(一般棟１階) 
金

金沢カウンセラー 学生相談室 

 

  開設時間 ： カウンセラーは１５時～１７時 

        （古賀先生は月２回で、来校日は掲示します） 

         学内相談員は１６時１０分～１７時 

 

 

（出典：学生相談室資料）

皆さんの心のケアーをするために開設しています. 
＊ いつでも、どんな話でも聞いてくれるところです。 
＊ 専門のカウンセラーや相談員がいます。 
＊ もちろん話の内容については秘密を守ります。 

＊ 彼氏・彼女とのこと＊ 身体のこと 
＊ 勉強のこと＊ 進路のこと 
＊ うれしかったことや辛かったことを 

誰かに聞いてもらいたいときなど・・・何でもどうぞ 
保健室の看護師(岩崎)が窓口です 
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資料７－２－①－３ 
 

学生相談室および保健室利用状況 
 

 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 
学 生 相 談 室 
カウンセラー対応 
学内相談員対応 

15
148

14
229

20
62

 
13 
6 

 
36 
16 

保  健  室 947 944 823 797 795 
 
参 考 
 相談室について 
 ・相談内容は生活上（学業・進路・人間関係）の悩みが主であったが、学生の多様化に伴い、相談内容も多

様化したため、平成１８年度より専門（非常勤）のカウンセラーを増員した。 
 ・１４年度から学内相談員（教員）が加わり昼休みに開設した。ＰＲ要素が多分にあり呼び込み的で雑談と

なっている。（１５～１６年度も同じ）。 
 ・１７年度に学内相談員の件数が急激に減っているのは、相談の場所を相談室から各教員の部屋に変更した

ため、相談室として来室しているのか普段の来室かの区別がつきにくくカウントしていない。６件は看護
師の対応数。 

・１８年度分は１月末現在。 
 
 保健室について 
  看護師が対応（医療相談・投薬・処置）した数のみ。 
  そのほか（各種計測）を含めると約２倍の来室となる。 

（出典：保健室資料） 

 

資料７－２－①－４ 
 

平成１8 年度学生アンケート 
 
※ クラス担任の先生は、9 月 29 日（金）の午後の空き時間または，試験解説・指導期間の最後等の時間

を利用してこのアンケートを行い、教務係に提出してください。提出はこの一枚だけで結構です。 
               クラス（    ）担任（             ） 
 
※ アンケート項目 
【１－１】本校の学習・教育目標（Ａ１～Ｅ３）は、全般的に本校生にとって適していますか。 
１．とても適している（   人） ２．大体適している（   人） ３．適していない（   人） 
 
【１－２】特に変更すべき学習・教育目標があれば、指摘してください。 
［                                              ］ 
 
【１－３】学習・教育目標を達成するためのカリキュラムについて、要望があれば指摘してください。 
     （例）数学力を高めるための演習を増やしてほしい。 
［                                              ］ 
 
【２－１】本校の教育支援システムには、全般的に満足していますか。（学生便覧・履修の手引き・シラ 

バス・ポートフォリオ・ホームページ・オフィスアワー・授業アンケートなど） 
１．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 
 
【２－２】特に改善すべき教育支援システムがあれば、指摘してください。 
［                                              ］ 
 
【３－１】本校の教育関連施設・設備には、全般的に満足していますか。 
１．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 
 
【３－２】特に改善すべき教育関連施設・設備があれば、指摘してください。 
［                                              ］ 
 
【４】教育プログラムを充実させるために、良いアイデアがあれば挙げてください。 
［                                              ］ 
 

ご協力ありがとうございました。 
大分高専教育プログラム委員会 

 

（出典：教育プログラム委員会資料） 

資料７－２－①－５

 

（出典：「未来へのはばたき」）

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 クラス担任・専攻主任制度が良く機能し，保健室や学生相談室も学生の健康管理や学生の悩み，相

談に応じる態勢を整えている。経済的支援として，奨学金制度，入学料や授業料の免除及び猶予制度

が整い，学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 
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 観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 身障者用のスロープとトイレは，一般科目棟，総合研究棟，図書館，電気機械実験棟，都市システ

ム実験棟，制御情報実験棟に設置している。総合研究棟と都市システム実験棟には，エレベータを設

置し，障害を持つ学生への平等な学習機会の提供に配慮している。施設面でさらに改善すべき点，特

にバリアフリー未対応部分については，現在予算請求中のほか，予算要求を計画している計画工事箇

所があるが（資料７－２－②－１），その完了までは「未バリアフリー化施設に関するソフト面での

対応マニュアル」により対応している（資料７－２－②－２）。 

 学生寮での留学生の食事では，宗教的配慮をしており（資料７－２－②－３），寮内の補食室には

冷蔵庫・電磁調理器・オーブンレンジ・湯沸器を設置し，調理が可能となっている。イスラム圏の留

学生に対しては，お祈りのため一時帰寮を認める等の配慮も行っている。 

 

資料７－２－②－１

大分高専バリアフリー整備計画 4（営繕事業にて要求中） 

優先順位 計画工事箇所 計画工事概要 概算金額 備   考 

1 第２体育館 

・屋外スロープ設置 13m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
 ステンレス手摺取付け 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 ※避難所の代替施設と
して登録されている 

2 福利施設 
・屋内スロープ設置 2m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

  

3 第１体育館 ・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）  
※避難所の代替施設と
して登録されている 
※スロープは改修済み

4 総合情報センター

・屋外スロープ設置 7m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・屋内スロープ設置 2m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 

 

5 合宿研修所 

・屋外スロープ設置 9m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
 ステンレス手摺取付け 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 

 

合     計   

 

今後予算要求を計画しているもの（身障者の入学等又は大規模改修時に計画） 

 計画工事箇所 計画工事概要 概算金額 備   考 

 一般科目Ａ棟 ・2F～3F 階段昇降機（車いす用取付）   

 図書館 ・エレベーター設置（2 階建） 
・エレベーター昇降路（S 造増築）   

 福利施設 ・エレベーター設置（2 階建） 
・エレベーター昇降路（S 造増築）   

 その他の付属施設 ・出入口スロープ及びドア改修 
・身障者用便所 

 身障者の入学時等，
必要箇所を改修 

 学寮関連 ・出入口スロープ及びドア改修 
・身障者用便所 

 身障者の入学時等，
必要箇所を改修 

 

（出典：総務課資料）
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資料７－２－②－２ 

 

未バリアフリー化施設に関するソフト面での対応マニュアル 

 
＜基本方針＞ 
 次の未バリアフリー化施設の利用に際しては、当面、以下のとお
り取扱うこととする。 
 
【未バリアフリー化施設】 
（１）図書館（１F:図書室 ２F：LL 教室、視聴覚教室、選択科目

教室(2 室)、和室） 
（２）第２体育館 
（３）一般科目棟（３F:教員室(10 室)） 
（４）明芳会館（１F:保健室、売店、食堂 ２F:学生主事室、音楽

鑑賞室、学生会室、ミーティング室(2 室)） 
（５）総合情報センター 
（６）合宿研修所 
 
１．本学学生 
  障害を持つ学生が入学した場合、バリアフリー化が完成するま

では、基本的にクラスメートに介助を依頼する。 
  授業計画の作成においては，対象施設を可能な限り使用しない
ように時間割を立案する。 
２．本学事業への参加者 
  学内で実施する授業や公開講座等については、対象施設を可能

な限り使用しない計画を立案することとし、やむを得ず使用する
場合は、教職員による障害者介助を含めて計画する。 

３．一般来校者 
  来校する障害者への基本的対応は各課職員があたり、用務に応

じて教職員への連絡や介助者の手配し、多目的室での面談とす
る。 

  また、各教職員は来校した障害者に対しては親身に応対すると
伴に用務先まで案内する。 

 
＜施設ごとの対応＞ 
（１）図書館 
 ・図書館利用を含む来館者へは、玄関にインターホンを設置する

までの間、庶務課に申出るよう案内する。 
 ・直接の来館者は、図書館職員が対応にあたり必要に応じて庶務

課職員の応援を依頼する。 
障害者が参加する可能性のある授業や本校開催行事等を、図
書館２階（LL 教室、視聴覚教室、選択科目教室）で計画する
場合は，障害者の介助策を含めて計画する。 

（２）第２体育館 
  障害者が参加する可能性のある授業や本校開催行事等は、可能

な限りバリアフリー化された第１体育館で開催することとし、や
むを得ず第２体育館を使用する際は、障害者の介助策を含めて計
画する。 

（３）一般科目棟 （３階教員室） 
  基本的な来校者への対応は、庶務課又は学生課で受付し該当教

員に連絡をとり，多目的室で面談する。 
（４）明芳会館 
  明芳会館への来館者は、学生課又は庶務課に案内する。 
（５）総合情報センター 
  障害者が参加する可能性のある本校開催行事等を計画する場合

は，障害者の介助策を含めて計画する。 
（５）合宿研修所 
  当面、一般外来者対象の行事等は計画しない。 
 

（出典：施設整備計画委員会資料） 

資料７－２－②－３ 

 

 

 

 

５Ｓ マハフズ 

 

 

   私 の 寮 生 活 

 高専を卒業してから、明野寮の食堂 
のことを一番に思い出すでしょう。私 
は宗教的な関係で食べ物に制限があっ 
たので、食堂のみなさんには毎食私の 
ために特別に料理を準備していただき 
ました。心より感謝しています。そし 
て、毎年２回行われるバレーボール大 
会はとても楽しかったです。寮の毎日 
の生活にはあまり変化がありません。 
そのために、休みの日に APU 大学に 
行ったり、バドミントンやサッカーを 
したりしました。明野寮の環境は勉強 
のためにとてもよく、そのお陰で京都 
大学に合格することができました。大 
分高専、そして明野寮のことを一生忘 
れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：明野通信第１０３号 

留学生の寮生活の感想文） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 留学生には専任の留学生担当教員や留学生相談員を置いている。障害を持つ学生に対し，バリアフ

リー化が進められており，遅れている箇所についてはソフト的に対応している。このように，特別な

支援が必要な学生に対し生活面での支援が適切に行われている。 

 観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能
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しているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生寮（資料７－２－③－１）は，男女学生・留学生あわせて 320 名の収容能力があり（資料７－

２－③－２），規則正しい生活が行われるように寮生手帳に記載した日課表に従い生活をしている

（資料７－２－③－３，４）。 

 寮生の夜間や休日等の生活・学習支援，生活相談等に対応するため，夜間は，教員２名の宿直体制，

休日の昼間は教員 1 名の日直体制が整っている（資料７－２－③－５）。女子寮には 17～22 時まで

非常勤の寮母が勤務して女子独特の問題に対応する他，月２回程度は女性教員の宿直も行っており，

機械警備も整っている。 

 

資料７－２－③－１

 

（出典：学校要覧 学生寮平面図）

 

資料７－２－③－２
 

明野寮在寮生数    2007/4/5   在寮生数内訳  男子 196  女子 21  計 217 名 

機械 電気電子 制御情報 
都市 

システム
専攻 合計 

 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

1 寮 2 寮 3 寮 4 寮 5 寮

1 学年 10 1 14  11 4 5 1 40 6 6 40   

2 学年 17  10  7 5 3 39 3 3  39  

3 学年 12 1 12 1 9 3 8 2 41 7 7 4  37 

4 学年 8  13  6 2 9 1 36 3 3 2 3 22 9

5 学年 11  11 1 5 1 7 34 2 2 3 3 3 25

専 1      3 3 0 0    3

専 2      3 3 0 0    3

小計 58 2 60 2 38 10 34 7 6 0 196 21

合計 60 62 48 41 6 217

21 49 45 62 40

定員 － － － － － － － － － － 320 80 65 50 72 53

 

（出典：教員会議資料）
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資料７－２－③－３

日  課  表 

 

日課 時         刻 

起 床 ７：20 

点 呼 ７：30（ただし，休日は点呼なし） 

朝 食 
７：35～８：30 
（ただし，休日は７：35～９：00） 

登 校 ８：30 

昼 食 12：00～12：45 

夕 食 17：30～19：00 

入 浴 17：00～20：55 

門限(点呼) 21：00（ただし，高学年寮点呼 22：00） 

学習時間 21：00～23：00 

消 灯 
就 床 

24：00 （ただし，定期試験日割発表の日 
から試験終了の前日までは無制限） 

 

（出典：平成 18 年度寮生手帳 寮生日課表）

 

資料７－２－③－４ 

大分工業高等専門学校学寮管理規程 

 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
 
 （目的） 
第１条 学生の修学に便宜を供与し，かつその人間形成を助長して教育目的の達成に資することを

目的として，本校に次の学寮を設ける。 
 （名称） 
第２条 本校学寮は大分工業高等専門学校明野寮（以下「寮」という。）と称する。 
 （学寮生活の基本） 
第３条 学寮に入寮する学生（以下「寮生」という。）は，この規程及びこの規程に基づいて定め

られた諸規定を守り，相互に敬愛啓発して自己及び共同の生活の向上充実に努めなければならな
い。 

 （寮生の責務） 
第４条 寮生は常に寮風の振興を図り，営造物の保全に努めなければならない。 
 （所管） 
第５条 寮の管理運営に関する事項は，校長の命を受けて，寮務主事が処理する。 
 （寮務主事補） 
第６条 寮務主事を補佐するために，寮務主事補を置く。 
２ 寮務主事補は，教員をもってあてる。 
 （運営委員会） 
第７条 寮の管理運営に関する事項を調査審議するため，寮運営委員会を置く。 
２ 寮運営委員会の組織及び運営に必要な事項は別に定める。 
 （入寮及び退寮） 
第８条 自宅外通学者は，入寮することができる。ただし，特別の事情のある場合には，自宅通学

者を入寮させることができる。 
２ 入寮の時期は，学年の始めを原則とする。 
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３ 入寮を希望する者は，寮務主事補及び寮務主事を経て校長に願い出て，その許可を受けなけれ
ばならない。退寮しようとする時も同様である。 

４ 疾病その他の理由により共同生活に適さないと認めた者は，入寮を許可しない。 
５ 寮生であって，学生の本分に反し学則及び学生準則並びにこの規程に違反し又は前項に該当す

るに至った者は退寮させることがある。 
６ 長期休業中のみの退寮は認めない。 
 （寄宿料等） 
第９条 寄宿料の額は，学則第３３条による。 
２ 寄宿料は，４月分から９月分については４月末日までに，１０月分から翌年３月分については

１０月末日までに納付しなければならない。ただし，年度の途中に入寮した者は，入寮した日の
属する月に納付しなければならない。いったん納入した寄宿料はいかなる事由があっても返戻し
ない。 

３ 寮生活に必要な経費の徴収については，別に定める。 
４ 寮生，又は寮生の学資を主として負担している者が災害を受け納付困難と認められる場合は，

別に定めるところにより寄宿料を免除することがある。 
５ 寄宿料及び第３項の経費を納付しない者は，退寮させることがある。 
 （共同生活の自治） 
第１０条 寮生はその総意により，校長の承認を得て，寮における共同生活を自律的に運営するた

めの組織を設けることができる。 
２ 前項の組織及びその活動は，寮生相互の個人生活を侵すことなく，かつ学則及び学生準則並び

にこの規程に違反しないものでなければならない。 
３ 第１項の組織を設けようとする場合は，次に掲げる事項について寮務主事を経て，校長に提出

し，その承認を受けなければならない。変更又は廃止する場合も同様である。 
 一 名  称 
 二 目  的 
 三 規  約 
 四 代表者及び役員 
４ 第１項の組織が，その目的を逸脱し，又は前２項の規定に違反する場合は解散させることがあ

る。 
 （防災安全） 
第１１条 寮生は，火災その他の災害の防止について，常時注意するとともに，学校の行う防火訓

練その他の措置について，協力しなければならない。 
２ 火気の使用は，指定の場所以外でしてはならない。 
３ 寮生は，火災又は事故の発生を知った場合はただちに寮務主事又は寮務主事補にその旨を報告

し，以後職員の指示に従って行動しなければならない。 
 （保健衛生） 
第１２条 寮生は各自健康の維持及び増進に留意するとともに，寮内の清潔に努めなければならな

い。 
２ 伝染病の発生，その他の事情により必要がある場合には，随時健康診断及び予防接種を実施す

る。 
３ 病気にかかった者は，ただちに寮務主事へ届出て医師の診断を受けなければならない。 
 （施設，設備の使用） 
第１３条 寮の施設，設備の使用については，別に定める。 
 （門限外の外出，外泊，旅行及び帰省） 
第１４条 門限外の外出，外泊，旅行及び帰省に際しては，あらかじめ寮務主事に願い出てその許

可を受けなければならない。 
 （外来者） 
第１５条 外来者との面会は，指定された場所で行うものとする。 
２ 寮生以外の者が，寮の施設を使用しようとする場合は，寮務主事を経て校長に願い出て，その

許可を受けなければならない。 
 （雑則） 
第１６条 この規程の実施について必要事項は，別に定める。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料７－２－③－５ 

大分工業高等専門学校学寮宿日直細則 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （趣旨） 
第１条 大分工業高等専門学校学寮宿日直（以下「宿日直」という。）については，独立行政法人

国立高等専門学校機構学生寮教員宿日直規則によるほか，この細則の定めるところによる。 
 （勤務体制） 
第２条 教員は，原則として２人が輪番で宿日直に従事するものとする。ただし，女子寮に宿直勤

務するときは，３名とする。 
 （宿日直勤務日） 
第３条 宿日直の勤務日は，大分工業高等専門学校学則第５条第１項第４号ないし第７号に規定す

る休業日を除く日とする。ただし，特別の事情により校長が必要と認めたときは，この限りでは
ない。 

 （勤務箇所） 
第４条 宿日直の箇所は学寮管理棟の第一当直室，第二当直室及び第一寮当直室とする。 
 （宿日直の命令及び割振り） 
第５条 宿日直は，校長が命ずる。 
２ 宿日直の割振りは，寮務主事が定め，校長の決済を得たうえ実施する月の前月の末日までに各
教員に通知するものとする。 
 （睡眠時間） 
第６条 宿直における睡眠時間は原則として午後１１時から翌日の午前７時までとする。 
 （学寮日誌） 
第７条 宿日直の教員は，学寮日誌を作成するものとする。 
２ 学寮日誌の取扱いにおいては，秘密を保持しなければならない。 
３ 学寮日誌の様式は別に定める。 
 （事務） 
第８条 宿日直に関する事務は，学生課学生生活係が所掌するものとする。 
 （雑則） 
第９条 この細則に定めるもののほか，宿日直の実施に関し必要な事項は，校長が定める。 
   附 則 
 この細則は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この細則は，平成 16 年 5 月 10 日から施行する。 
   附 則 
 この細則は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生寮は希望者のみの入寮であり，主に遠距離学生が入寮している。現在の収容人数は，収容能力

の約 68％の約 220 人であり，余裕のある適切な状態となっている。食事，入浴，学習，就寝，起床

等の時間は日課表に従い，規則正しく生活している。日課は，寮務主事室や当直教員が管理し，寮務

主事室では登校前後のチェックも行っており，生活及び学習の場として十分有効に機能している。 
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 観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 進路指導は，進路指導委員会の基本方針に従い各学科が中心となって行っている。求人開拓の企業

訪問は，夏休みにほぼ全教員が担当し，進路指導出張報告書は担当教職員に公開され，きめ細かな進

路指導が実現している（資料７－２－④－１）。進路指導委員会は，必要に応じ年２回程度開催して

いる（資料７－２－④－２，３）。 

 ４月中旬に，専攻科進学・大学編入学試験・大学院入学試験に関する説明会を，５年生と専攻科２

年生に対して行っている（資料７－２－④－４）。11 月中旬に行う保護者会では，４年生保護者進

路関係説明会を開催し，進路指導委員長，各専攻主任，各学科主任及びクラス担任が出席している。

これに先立ち４年生進路説明会も開催し，学生に対する説明を先に行うことで，親子の対話を密にし

進路指導を円滑にできるように配慮している（資料７－２－④－５）。４年次の 11 月～２月にかけ

希望学生に適性試験（SPI 試験）を実施するほか，就職・進学関係の資料を学生課前や各科のロビー

に置き，学生が自由に閲覧（インターネットを含む。）できるようにしている。 

 

 
進路指導委員長 学生課長 課長補佐 学生支援係長 学生支援係

     

 

進 路 指 導 出 張 報 告 書 

 
平成  年  月  日 

 
大分工業高等専門学校長  殿 
 
             教員名           印
 

下記のとおり会社、事業所を訪問しましたので別紙資料を添
えて報告いたします。 
 

記 
 
１ 旅行期間  自 平成  年  月  日 
                       泊   日
        至 平成  年  月  日 
 
２ 旅行日程及び訪問会社(事業所)名 
 

番号 月  日 会社（事業所）名 

 １   

 ２   

 ３   

 ４   

 ５   

 ６   

 ７   

 ８   

 ９   

１０    

資料７－２－④－１

（別紙） 

進 路 指 導 報 告 事 項 
 

(№   ) 

会 社 名          ℡  (  ) 

所 在 地 〒 

応 対 者    部   課        様

近くの交通機関      線      駅下車 

【報告事項】 

 

 

 

 

 

 

 

会 社 名          ℡  (  ) 

所 在 地 〒 

応 対 者    部   課        様

近くの交通機関      線        駅下車

【報告事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料）
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資料７－２－④－２ 

 

大分工業高等専門学校各種委員会規程 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日  

 
（設置） 

第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，本校の教育研究及び管理運営を円滑
に行うため，別表に掲げる委員会を置く。 

 （審議事項，組織，委員長及び庶務） 
第２条 委員会の審議事項，組織，委員長及び庶務は，別表のとおりとする。 
 （委員の委嘱） 
第３条 委員は，校長が委嘱する。 
 （委員の任期） 
第４条 役職指定以外の委員の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 第１項の委員に欠員が生じた場合の後任の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，別表に定める者をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した者が議長の職務を代行する。 
 （委員以外の者の出席） 
第６条 委員長が必要と認めた場合は，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聞くことがで

きる。 
 （専門部会） 
第７条 委員会に専門的な事項の調査・検討を行うため，専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会の組織及び検討事項等については，当該委員会が定める。 
 （雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，当該委員会が定める。 

附 則 
この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
この規程は，平成 17 年 8 月 30 日から施行する。 

附 則 
この規程は，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 別表（抜粋） 

大分工業高等専門学校各種委員会 

番号 委員会名 審 議 事 項 組   織 委員長 庶務担当

11 進路指導委員会 １ 学生の進路指導
に関すること。 

２ 学生の進路開拓
に関すること。 

３ その他学生の進
路に関すること。

１ 学生主事 
２ 専攻科長 
３ 機械･環境システム工学専攻主任及

び電気電子情報工学専攻主任 
４ 機械工学科，電気電子工学科，制

御情報工学科及び都市システム工学
科各主任 

５ 一般科目の主任１名 
６ ５年学級担任 
７ 学生課長 

学生主事 学生支援係

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料７－２－④－３ 

 

平成１８年度第１回進路指導委員会議事概要 
 

日 時 平成 18 年 4 月 12 日(水)16:40～17:50 
場 所 会 議 室 
出席者 別紙のとおり 

 
 議事に先だち、配布書類の内容が確認された。 
 
議事 
平成 17 年度第 2 回進路指導委員会決定事項の再確認について 
進路指導委員長より、議事概要どおり読み上げられ確認された。 
 
２．大学編入学関係について 
   ○「大学等へ進学する場合の校長推薦基準等について」加治進路指導委員長が読み上げ確認

した。 
    なお、・・大学は一般学力試験とみなすとの確認があった。 

○「大分工業高等専門学校専攻科 入学試験選抜基準申し合わせ」ならびに「大分工業高等
専門学校専攻科 入学試験選抜基準」学生用の確認があった。 
なお、佐藤専攻科長より、学生用はサイボウズに掲載しており、クラス担任より学生への
説明等に利用して欲しいとの報告があった。 

 
島谷教務主任から他の資料の説明後、意見交換があり次のことが確認された。 

○「専攻科進学・大学編入学試験・大学院入学試験に関する説明会について」の案内は教務
係よりする。 
 当日は事務的な説明であるが、専攻科を一番に説明して欲しいとの依頼があった。その
際、専攻科長または専攻主任の出席の了解を得た。 

 
３．企業向けパンフレットの更新について 

○パンフレットの内容を変更する場合は、５月末日までに学生係へデータの提出を、各学科
主任ならびに専攻主任へ依頼した。 

 
４．その他 

特になし 

（出典：進路指導委員会資料） 

 

資料７－２－④－４ 

 
平成 18 年 4 月 13 日 

 
５年生・専攻科２年生へ 

 
専攻科進学・大学編入学試験・大学院入学試験に関する説明会ついて 

 
このことについて，下記のとおり開催します。 
５年生で，大学等への編入学を希望する者及び専攻科２年生で大学院進学希望者は必ず出席して

下さい。 
 なお，やむを得ない事情で，当日出席できない者は事前に学生課教務係へ連絡してください。 
 また，当日は受験希望大学・希望大学院へのアンケートを実施する予定です。 
 

記 
 

日 時 平成１８年４月１９日（水） 16：10～ 
場 所 合併講義室 
内 容 ①出願手続き等 

   ②大学の過去問題について 
   ③受験希望大学アンケートについて 
   ④その他 

学生課教務係 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－④－５ 

 
                                 平成 18 年 10 月 31 日 
 
  学科主任、４年生クラス担任、専攻科長、専攻主任各位 
 
                         進路指導委員長 加治俊夫 
 
 

４年生進路説明会の開催について(通知） 
 
 このことについて、下記のとおり開催いたしますので、ご出席並びに学生への周知徹底の程を、
よろしくお願いいたします。 
 

記 
 
  日 時  １１月１０日（金）１６：２０～ 
  場 所  合併講義室 
  内 容  １．今年度の就職・進学状況について 
       ２．大分高専専攻科について 
       ３．その他   
 
 ＊なお、この説明会の開催は、１４日（火）に開催される保護者会での保護者に対する説明に先

立って行われます。学生に対する説明会を先に行うことで、家庭での親子の対話を密にしても
らい、保護者の方々への進路指導を円滑に行おうとするものです。 

 

（出典：学生支援係資料 ４年生進路説明会の開催通知） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 進路指導委員会を設置し，就職や進学指導を統一的に行っている。各学科でも科主任を中心に進路

指導を行う体制が整備され，機能している。 

 

 

 （２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 学生の適性や要望を的確に把握し，生活指導，進路指導を行う支援体制が整い機能している。大学

等と比較し，学生と教員の接触が密に行われている。 

 （改善を要する点） 

 資格試験や検定試験に関する組織的・統一的案内や国際化が進む中で，留学のための支援体制はこ

れからさらに充実させる必要がある。 
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（３）基準７の自己評価の概要 

 学習支援体制では，準学士課程の新入生に対する合宿研修に始まり，学年毎の教務説明会，４年生

に対する JABEE プログラム説明会，専攻科新入生に対するオリエンテーション等，学習を進める上で

のガイダンスを整備し，節目毎に適切に実施している。オフィスアワーをきめ細かく設定し，自主的

に学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備し，機能している。 

 留学生には，入学当初から学習や生活に必要な助言や指導を行う体制を取っている。４年次編入学

生には，編入学前に数学等の事前学習の指導を行っている。したがって，留学生及び編入学生に対し，

学習支援体制が適切に整備され，機能している。 

 規程どおり学生会が組織され，学生主事室の指導・助言のもと活動し，体育祭や高専祭等が学生に

より主体的に企画・運営されている。クラブ活動も顧問の指導のもとに活発に行われており，課外活

動に対する支援体制が整備され，機能している。 

 クラス担任・専攻主任制度が良く機能しており，保健室や学生相談室も学生の健康管理や学生の生

活上の問題に応じる態勢を整えている。経済支援として，奨学金制度，入学料や授業料の免除及び猶

予制度を整備しており，学生の生活や経済面の指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

る。進路指導が学校として統一的に行われており，進路指導委員会を中心に各学科では，科主任を中

心に進路指導を行う体制が整備され，機能している。 

 このように，本校では学習支援体制，課外活動に対する支援体制，及び生活や経済面並びに就職等

に関する支援体制が整い，有効に機能している。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

 観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習の

ための施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業

教育のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用され

ているか。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程及び専攻科課程の教育課程の実現のため各種施設（管理棟，一般科目棟，専門学科棟，

実習工場，体育施設，図書館，総合情報センター，専攻科棟，総合研究棟，福利施設，合宿研修所，

寄宿舎（学生寮），共同教育研究センター，水利実験棟など）を整備している（資料８－１－①－

１）。これらの教室・実験室を含む校舎・管理棟・図書館等の付属施設の面積は合計 15,491 ㎡であ

り，高等専門学校設置基準(13,719 ㎡)を満足しており，文部科学省の基準面積の積算値をやや上回

る。これらの施設は，計画的に増設や改修を行っている（資料８－１－①－２）。学生の教育に直接

関わる教室や実験室等の施設（資料８－１－①－３）の使用に関しては，施設ごとに利用規則等を定

め，入学時に配布する「学生便覧」等に示している。各科共通の演習・実験室や各科に所属する実験

室は，適切かつ有効に利用されている（資料８－１－①―４）。実習工場には工作機械など工業技術

に係わる実験実習を行う上で十分な設備が整っており，教育に活用されている（資料８－１－①－

５）。 

 障害のある学生や一般の来校者に対しバリアフリー化された学校を目指して努力を続けている（資

料８－１－①－６）。バリアフリーとなっていない部分は身障者の来訪等に関する職員の対応につい

てマニュアル化（資料８－１－①－７）するとともに，解消を図るために営繕事業として予算要求ま

たは計画をしている（資料８－１－①－８）。施設は，完全とはいえないが，ハード面で整備に努力

し，不足を補うソフト面の対応も十分検討，実施し，身障者の施設利用に対応している。 

 本校の設備のうち特筆すべきものとしては，全ホームルームと校舎内要所に設置したパソコンの画

面で教員室や事務室からの学生への連絡や呼び出しができる本校教員が開発した「まほろばシステ

ム」がある（資料８－１－①－９）。放課後の学生との面談等の連絡に活発に利用され学生とのコミ

ュニケーションの方法としても活躍している。 
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資料８－１－①－１ 

 

 

（出典：学校要覧） 



大分工業高等専門学校 基準8 

 - 331 -

 

資料８－１－①－２
 

大分高専のあゆみ 

昭和 38 年 4 月 1 日 大分工業高等専門学校〔機械工学科（２学級）・電気工学科〕を設置、初代校長に九州大学工
学部教授工学博士「松尾春雄」を任命 

昭和 38 年 4 月 1 日 
大分市鶴崎、県立鶴崎高等学校校舎の１棟を仮校舎とし、大分市長浜町旧大分商業高等学校の
一部を改修し仮寄宿舎として開校 

昭和 39 年 3 月 25 日 校舎（管理棟、教室）及び寄宿舎の第１期工事竣工 

昭和 39 年 4 月 10 日 仮校舎から新校舎に移転 

昭和 39 年 4 月 12 日 仮奇宿舎から新寮に２年生入寮 

昭和 40 年 3 月 17 日 実験棟、合併講義室、工場及び寄宿舎の第２期工事竣工 

昭和 41 年 3 月 15 日 実験棟、工場、体育館、寄宿舎（高学年用）等の第３期工事竣工 

昭和 41 年 4 月 1 日 事務部に庶務課及び会計課の２課を新設 

昭和 41 年 10 月 15 日 水泳プール（25M・7 コース）工事竣工 

昭和 41 年 11 月 8 日 校舎竣工記念式典を体育館において挙行 

昭和 42 年 4 月 1 日 土木工学科が増設 

昭和 42 年 12 月 18 日 武道場工事竣工 

昭和 43 年 3 月 25 日 一般科目棟、土木工学科棟、水理実験室、寄宿舎食堂厨房工事竣工 

昭和 47 年 2 月 27 日 図書館工事竣工 

昭和 48 年 3 月 15 日 機械実験棟工事竣工 

昭和 48 年 4 月 1 日 事務部に学生課を新設 

昭和 48 年 10 月 26 日 創立 10 周年記念式典を体育館において挙行 

昭和 49 年 3 月 31 日 合宿研修所工事竣工 

昭和 49 年 4 月  1 日 第２代校長に九州大学工学部教授工学博士「篠原謹爾」を任命 

昭和 50 年 3 月 25 日 電子計算機室工事竣工 

昭和 55 年 3 月 15 日 新機械実験棟工事竣工 

昭和 55 年 4 月 3 日 第３代校長に前九州大学工学部教授工学博士「平野富士夫」を任命 

昭和 56 年 3 月 25 日 第２体育館工事竣工 

昭和 57 年 5 月 31 日 福利厚生施設工事竣工 

昭和 58 年 1 月 20 日 共同教育研究センター工事竣工 

昭和 58 年 11 月 4 日 創立 20 周年記念式典を第２体育館において挙行 

昭和 61 年 4 月 2 日 第４代校長に前九州大学工学部教授工学博士「佐治泰次」を任命 

平成元 年 4 月 1 日 機械工学科（２学級）を機械工学科（１学級）及び制御情報工学科（１学級）に改組 

平成 3 年 4 月 2 日 第５代校長に前九州大学工学部教授工学博士「松田 勗」を任命 

平成 4 年 3 月 1 日 制御情報実験棟工事竣工 

平成 5 年 11 月 5 日 創立 30 周年記念式典を第２体育館において挙行 

平成 6 年 2 月 25 日 第５寮新設工事竣工 

平成 8 年 4 月 2 日 第６代校長に前九州大学大学院総合理工学研究科教授工学博士「神田幸則」を任命 

平成 11 年 1 月 20 日 創立 35 周年記念講演会挙行 

平成 11 年 4 月 5 日 女子寮新設工事竣工 

平成 12 年 3 月 27 日 第１体育館改修工事竣工 

平成 13 年 3 月 21 日 一般科目棟等改修工事竣工 

平成 13 年 4 月 1 日 第７代校長に前九州大学大学院総合理工学研究科教授工学博士「沖 憲典」を任命 

平成 13 年 4 月 1 日 電気工学科（１学級）を電気電子工学科（１学級）に改組 

平成 15 年 3 月 10 日 総合研究棟新設工事竣工、電気･機械実験棟改修工事 

平成 15 年 4 月 1 日 専攻科（機械・環境システム工学専攻・電気電子情報工学専攻）設置 

平成 15 年 10 月 30 日 創立 40 周年・専攻科設置記念式典を第１体育館において挙行 

平成 16 年 3 月 1 日 土木実験棟、制御情報実験棟改修工事竣工 

平成 16 年 4 月 1 日 独立行政法人国立高等専門学校機構が設置する大分工業高等専門学校となる 

平成 16 年 4 月 1 日 土木工学科（１学級）を都市システム工学科（１学級）に名称変更 

平成 17 年 3 月 4 日 専攻科棟新設工事竣工 

平成 18 年 4 月 1 日 
第８代校長に前九州大学大学院工学部研究院長（工学府長・工学部長）工学博士「大城桂作」
を任命 

 

（出典：Ｗｅｂページ）
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資料８－１－①－３ 

 

施設種別 摘  要 部屋数 面積 備 考 

一 般 教 室 １ － ３ 学 年 12 960  

 ４ － ５ 学 年 8 680  

 専 攻 科 4 218  

共 同 利 用 教 室 合 併 講 義 室 等 3 482  

理 科 関 係 化 学 1 189  

 物 理 1 189  

 応 用 物 理 1 58  

総合情報センター 演 習 室 2 165  

 そ の 他  135  

図 書 館 閲 覧 室 1 210  

 書 庫 1 328  

 視 聴 覚 教 室 1 165  

 Ｌ Ｌ 教 室 1 138 語学 

 選 択 科 目 教 室 2 140  

 そ の 他  622  

実 習 工 場 機 械 工 場 1 350  

 流 体 熱 機 関 工 場 2 350  

 そ の 他  100  

研 究 室 一 般 科 目 関 係 18 363  

 機 械 工 学 科 11 223  

 電 気 電 子 工 学 科 11 223  

 制 御 情 報 工 学 科 10 200  

 都 市 シ ス テ ム 工 学 科 10 200  

学科付き実験室 機 械 工 学 科 8 482  

 電 気 電 子 工 学 科 10 536  

 制 御 情 報 工 学 科 4 359  

 都 市 シ ス テ ム 工 学 科 8 661  

共同利用実験室  23 2,033  

体 育 関 連 施 設 第 1 体 育 館 1 棟 1,094  

 第 2 体 育 館 1 棟 880  

 武 道 場 1 棟 333  

 そ の 他  297  

共 用 ス ペ ー ス コモン・卒研スペース 6 951  

 リフレッシュスペース 4 225  

 共 用 ゼ ミ 室 等 7 333  

福 利 厚 生 設 備 学 寮 居 室 棟 ５棟 5,362  

  食堂浴場棟 1 棟 639  

  管 理 棟 1 棟 213  

  そ の 他  166  

 明 芳 会 館 食 堂 1 135  

  保 健 室 1 60  

  そ の 他  487  

 合宿研修所 研 修 室 2 128  

  そ の 他  72  

 

（出典：総務課資料 教室実験室等一覧） 
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資料８－１－①－４ 

 

建
物
名
称 

階 
室名（台

帳） 
実際の室

名 
使用者 使用用途

使
用
人
数

定
員

使
用
時
間

使用時
間帯 

使
用
頻
度

室
の
稼
働
率
％

備品
占有
面積
(㎡)

老朽化 狭隘化 
新たな室・
設備の有無

生命科学情報実
験室 

プラズマ応
用実験室 

教員、本科生、
専攻科生,その
他 

実験･実習室 10 10 6-8 8:30~22:00 1.4 60
14.6

5
支障なし 支障なし 

共同分析室
を希望 

創造工作･新素
材実験室 

創 造 工 作 ･
新素材実験
室 

教員、本科生、
専攻科生, 

実験室 14 15 8-10 8:30~18:00 年間 60
33.7

6
雨漏り 

(台風時) 
支障なし 無 

小ゼミ室 小ゼミ室 技術職員 
技術職員の居
室として使用

3 8-10 8:30~19:00 年間
10
0

8.42 支障なし 支障なし 無 

生産システム実
験室 

生産システ
ム実験室 

教員、本科生、
技術職員 

実 験 ･ 実 習
室、一部技術
職員の居室 

6 2-4 12:50~19:30 年間
35
機器
100

26.4 支障なし 支障なし 無 

情報データ解析
実験室 

情報データ
解析実験室

教員、本科生、
技術職員 

実験･実習室 19 2-4 8:50~19:00 年間  支障なし 支障なし 無 

情報デバイス実
験室 

情報デバイ
ス実験室 

教員、本科生、
専攻科生, 

実験･実習室 6 8
10-
24

8:30~20:30 年間
10
0

20 支障なし 支障なし 無 

情報実験室 
光工学実験
室 

教員、本科生、
専攻科生,技術
職員、その他 

実験･実習室 60 4-6 8:50~17:00 3 70 16.3 支障なし 支障なし  

計測解析ブース 
計測解析ブ
ース 

本科生、技術職
員 

実 験 ･ 実 習
室、技術職員
の居室 

3 6-8 8:30~17:00 年間 80 5.1 支障なし 
やむを得ず技
術職員の居室
になった 

無 

1 

共用実験室 共用実験室
教員、本科生、
専攻科生, 

実験･実習室 6 4-6 12:50~18:00 年間 50 15.1 支障なし 

計測解析ブー
スの間仕切り
をなくし広く
したい 

無 

情報電子実験室 
情報電子実
験室 

教員、本科生、
技術職員 

実験･実習室 130 8-10 12:50~16:00 年間 40
31.1

1
支障なし 

ｽﾍﾟｰｽが狭い
が来年度は解
消できる 

 

情報システム実
験室 

情報システ
ム実験室 

教員、本科生、
技術職員 

実験･実習室 134 4-6 8:50~16:00 年間 50
25.5

8
支障なし 支障なし  

共用自習室 
情報磁気応
用実験室 

教員、本科生、
専攻科生, 

実験･実習室 9 10
10-
24

7:50~19:00 年間 80
15.3

1
支障なし 支障なし 無 

コモン卒研スペ
ース 

  1.3 演習室 46 46 6 8:00~22:00 年間 50 10 支障なし 支障なし 無 

情報制御実験室 
情報制御実
験室 

教員、本科生、
技術職員 

実験･実習室 17 4-6 12:50~18:00 年間 40 21.6 支障なし 狭い 無 

医 療 熱 工 学
実験棟 

伝熱実験
室 

教員、 本科
生、専 攻科
生, 

実験･実習
室 

6 5
24
時
間

13:00~20
:00 

年
間

5
0

1
3

天井換気
口より粉
塵が飛散
(応急処
置済) 

支障なし 
専攻科生の
学習ｽﾍﾟｰｽ 

2 

細 胞 培 養 遺
伝 子 組 み 換
え実験室 

可視化実
験室 

教員、 本科
生、専 攻科
生, 

実験･実習
室 

6 5
24
時
間

13:00~20
:00 

年
間

5
0

7
.
1

支障なし 支障なし 同上 

4S 4S 1.3 ﾎ-ﾑﾙ-ﾑ 58 40 4 8:30~19:00 年間 70 2 支障なし 
定員以上の人
数が使用 

2 

5S 5S 1.3 ﾎ-ﾑﾙ-ﾑ 35 2 8:40~16:00 年間 50 0 支障なし 支障なし 

ﾘﾌﾚｯｼｭｽﾍﾟｰｽ
ﾆ学生が自由
に使えるﾊﾟｿ
ｺﾝを希望 

共用ゼミ室 共用ゼミ室
教 員 、 技 術 職
員、事務職員 

ゼミ･演習室 14 6-8 10:30~18:30 年間 60
13.5

2
支障なし 支障なし 無 

コモン卒研スペ
ース 

 1.3 演習室 46 46 6 8:00~22:00 年間 50 10 支障なし 支障なし 無 

制 
 

 

御 
 

 

情 
 

 

報 
 

 

実 
 

 

験 
 

 

棟 

3 

リフレッシュス
ペ－ス 

リフレッシ
ュスペ－ス

3 その他 78 1 12:00~16:30 年間 5 9.84 支障なし 支障なし 無 

 

（出典：総務課資料 実験室等の稼動状況（制御情報工学科分のみを抜粋）） 

 

 

 

 

 



大分工業高等専門学校 基準8 

 - 334 -

資料８－１－①－５ 

 
実験・実習 実験実習以外の年間使用延べ人数（名）

1 週当りの使用 卒業研究設備機械名 
設置
台数 クラス テーマ等 

学科 使用者 学科 使用者数 
専攻科 ロボコン 教職員

1M 段付き棒加工 4 10 Ｍ 62
2M ネジ・テーパ加工 4 10 Ｓ 4旋盤 

1
3 

3M スターリングエンジン製 4 7 Ｅ 2

125 210 56 

3 1M 手仕上げ（ブロック加 4 10 Ｍ 82立てフライス盤 
3M スターリングエンジン製 4 7 Ｓ 23

複合フライス盤 1 3M スターリングエンジン製 4 Ｅ 27
横フライス盤 2 3M スターリングエンジン製 4

109 660 132 

ホブ盤 1 2M 歯車加工 4 5 8
円筒研削盤 1     
ＮＣ旋盤 1 3M 段付き棒加工 4 7 Ｍ 27  4 28
ＣＮＣボール盤 1 2M  4 5 Ｍ 11  43 22
ＮＣ平面研削盤 1     13
直立ボール盤 1 1M 手仕上げ（ブロック加 2 3   15
交流アーク溶接機 3   18
プラズマ切断機 1   9
アセチレンガス溶接 2

2M 鉄板突合せ溶接 2 5 

  10
ＭＩＧ溶接機 1     8
ＴＩＧ溶接機 1     17
（その他） 1M ルアー製作 Ｍ 24

2S ミニミニロボット製作 Ｅ 18
  Ｓ 16

バンドソー、鋸盤、グ
ラインダー、卓上ボー
ル盤、電動工具   Ｃ 14

83 394 320 

 

（出典：技術センター資料 実習工場稼動状況） 

 

資料８－１－①－６ 

 

建物名称 階数 出入口ｽﾛｰﾌﾟ
自動ドア 

又は引き戸 
身障者便所 エレベーター 備 考 

一般科目棟 A 3 整備不要 整備不要 整備済み 未整備 
管理棟・一般科目棟 2 整備済み 整備済み 整備済み 整備不要 
一般科目棟 B 2 整備不要 整備不要 整備済み 整備不要 
総合研究棟 4 整備済み 整備済み 整備済み 整備済み 
専攻科棟 4 整備不要 整備不要 整備済み 整備不要 
電気機械実験棟 3 整備済み 整備済み 整備済み 整備不要 
都市システム実験棟 3 整備済み 整備済み 整備済み 整備済み 
制御情報実験棟 3 整備済み 整備済み 整備済み 整備不要 

渡り廊下にて
接続されてい
る。（ただし
一般科目棟は
２階まで） 

図書館 2 整備済み 整備済み 未整備 未整備  
福利施設 2 整備済み 未整備 未整備 未整備  
機械工場 1 整備不要 未整備 整備不要 整備不要  
鋳造・鍛造工場 1 整備不要 未整備 整備済み 整備不要  
流体・熱機関工場 1 整備不要 未整備 整備不要 整備不要  
水理実験棟 1 整備不要 未整備 未整備 整備不要  
第１体育館 1 整備済み 未整備 未整備 整備不要  
第２体育館 1 未整備 未整備 未整備 整備不要  
武道場 1 未整備 未整備 未整備 整備不要  
１寮 3 未整備 未整備 未整備 未整備  
２寮 3 未整備 未整備 未整備 未整備  
３寮 3 未整備 未整備 未整備 未整備  
４寮 3 未整備 未整備 未整備 未整備  
５寮 4 未整備 未整備 未整備 未整備  
寮管理棟 1 未整備 未整備 未整備 整備不要  
寮食堂・厨房・浴場 1 整備不要 未整備 未整備 整備不要  
合宿研修所 1 未整備 未整備 未整備 整備不要  
総合情報センター 1 未整備 未整備 未整備 整備不要  

 

（出典：総務課資料 バリアフリーの整備状況） 
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資料８－１－①－７ 

 

未バリアフリー化施設に関するソフト面での対応マニュアル 

 
 
＜基本方針＞ 
 次の未バリアフリー化施設の利用に際しては、当面、以下のとおり取扱うこととする。 
 
【未バリアフリー化施設】 
（１）図書館（１F:図書室 ２F：LL 教室、視聴覚教室、選択科目教室(2 室)、和室） 
（２）第２体育館 
（３）一般科目棟（３F:教員室(10 室)） 
（４）明芳会館（１F:保健室、売店、食堂 ２F:学生主事室、音楽鑑賞室、学生会室、ミーティング室(2

室)） 
（５）総合情報センター 
（６）合宿研修所 
 
１．本学学生 
  障害を持つ学生が入学した場合、バリアフリー化が完成するまでは、基本的にクラスメートに介助を依頼

する。 
  授業計画の作成においては，対象施設を可能な限り使用しないように時間割を立案する。 
２．本学事業への参加者 
  学内で実施する授業や公開講座等については、対象施設を可能な限り使用しない計画を立案することと

し、やむを得ず使用する場合は、教職員による障害者介助を含めて計画する。 
３．一般来校者 
  来校する障害者への基本的対応は各課職員があたり、用務に応じて教職員への連絡や介助者の手配し、多

目的室での面談とする。 
  また、各教職員は来校した障害者に対しては親身に応対すると伴に用務先まで案内する。 
 
 
＜施設ごとの対応＞ 
（１）図書館 
 ・図書館利用を含む来館者へは、玄関にインターホンを設置するまでの間、庶務課に申出るよう案内する。 
 ・直接の来館者は、図書館職員が対応にあたり必要に応じて庶務課職員の応援を依頼する。 

障害者が参加する可能性のある授業や本校開催行事等を、図書館２階（LL 教室、視聴覚教室、選択科目
教室）で計画する場合は，障害者の介助策を含めて計画する。 

（２）第２体育館 
  障害者が参加する可能性のある授業や本校開催行事等は、可能な限りバリアフリー化された第１体育館で

開催することとし、やむを得ず第２体育館を使用する際は、障害者の介助策を含めて計画する。 
（３）一般科目棟 （３階教員室） 
  基本的な来校者への対応は、庶務課又は学生課で受付し該当教員に連絡をとり，多目的室で面談する。 
（４）明芳会館 
  明芳会館への来館者は、学生課又は庶務課に案内する。 
（５）総合情報センター 
  障害者が参加する可能性のある本校開催行事等を計画する場合は，障害者の介助策を含めて計画する。 
（５）合宿研修所 
  当面、一般外来者対象の行事等は計画しない。 

 

（出典：施設整備計画委員会資料） 

 

資料８－１－①－８

大分高専バリアフリー整備計画 4（営繕事業にて要求中） 

優先順位 計画工事箇所 計画工事概要 概算金額 備   考 

1 第２体育館 

・屋外スロープ設置 13m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
 ステンレス手摺取付け 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 ※避難所の代替施設と
して登録されている 

2 福利施設 
・屋内スロープ設置 2m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）
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3 第１体育館 ・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）  
※避難所の代替施設と
して登録されている 
※スロープは改修済み

4 総合情報センター

・屋外スロープ設置 7m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・屋内スロープ設置 2m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 

 

5 合宿研修所 

・屋外スロープ設置 9m 
 100 角ノンスリップタイル張り 
 ステンレス手摺取付け 
・スチール開き戸→アルミ自動ドア交換（一ヶ所）

 

 

合     計   

 

今後予算要求を計画しているもの（身障者の入学等又は大規模改修時に計画） 

 計画工事箇所 計画工事概要 概算金額 備   考 

 一般科目Ａ棟 ・2F～3F 階段昇降機（車いす用取付）   

 図書館 ・エレベーター設置（2 階建） 
・エレベーター昇降路（S 造増築）   

 福利施設 ・エレベーター設置（2 階建） 
・エレベーター昇降路（S 造増築）   

 その他の付属施設 ・出入口スロープ及びドア改修 
・身障者用便所 

 身障者の入学時等，
必要箇所を改修 

 学寮関連 ・出入口スロープ及びドア改修 
・身障者用便所 

 身障者の入学時等，
必要箇所を改修 

 

（出典：総務課資料）

 

資料８－１－①－９ 

 

 

 

 

 

 
 

（出典：撮影映像 「まほろばシステム」） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校施設・設備は，準学士課程で編成されたカリキュラムを遂行するにあたり高等専門学校設置基

準を満たしており，学生数に見合っている。教室，図書館，総合情報センター，本校校舎の各所に設

けられたコモン・卒研スペースやリフレッシュスペースは，卒業研究や授業以外の自学自習を支える

大切な設備であり，学生の勉学に効果的な環境を提供している。２つの体育館や運動場，武道場など

の体育施設は，体育系の授業以外にも課外活動等に活用され健康な心身を育成する環境を提供してい

る。また，専攻科棟や総合研究棟は，技術者教育だけでなく研究環境も提供している。学生が施設を

利用するに当たっては，それぞれの施設ごとに利用規程を定め学生便覧で周知している。さらに，本

校オリジナルの電子掲示板システム「まほろばシステム」も稼動しており，本校の教育課程の実現に

ふさわしい施設設備が整備され，安全にかつ有効に活用されている。 
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 観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 総合情報センターには，校内情報ネットワークを構成する基幹装置群のほかパソコンを備えた２つ

の演習室があり（資料８－１－②－１，２），情報処理教育，卒業研究，教員や専攻科生の研究，ク

ラブ活動，事務処理及び事務連絡等に活用している。規則に則り情報ネットワークの管理や効果的運

用法，将来計画等は，総合情報システム委員会で統括・計画している（資料８－１－②－３）。同セ

ンターのパソコンは，授業や演習（資料８－１－②－４）のほか午後８時までの開館を生かして有効

に利用されている（資料８－１－②－５，６）。 

 約 760 台のパソコンが学生の補助機器または事務用機器として有効に活用されている（資料８－１

－②－７）。平成 18 年度末には，ネットワーク全体にコンテンツフィルタやセキュリティシステム

を更新し，セキュリティ対策をより強固にするとともに，外部接続回線も強化した。学生寮では，コ

ンテンツフィルタや時間制限を行い，教育利用の範囲を超えないよう配慮し健全に利用できる環境を

整えている。学内 LAN のセキュリティポリシーは総合情報システム委員会で議論し制定している（資

料８－１－②－８）。各学科でも授業の中で学生の情報セキュリティへの意識の向上を図っている

（資料８－１－②－９）。学生主事室や寮務主事室でも，インターネットの適切な利用に関し外部の

専門家を招いた講演会等を行い，情報活用の啓発活動も積極的に行っている。（資料８－１－②－

10）。 

 

資料８－１－②－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総合情報センター資料 学内高速ネットワーク構成概略図） 
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資料８－１－②－２ 

 

 

（出典：総合情報センター資料 総合情報センターハードウエアの組織図） 

 

資料８－１－②－３ 

 

大分工業高等専門学校総合情報センター規則 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 16 日 

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，情報処理教育，コンピュータ支援教

育及び情報処理関連の研究に供するとともに，情報ネットワークの構築・運用及び事務処理等の
充実を図ることを目的に，本校総合情報センター（以下「センター」という。）を置く。 

 
 （業務） 
第２条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 
 一 情報処理教育及びコンピュータ支援教育に関すること。 
 二 情報処理に関する研究，開発及び調査に関すること。 
 三 情報ネットワークに関すること。 
 四 コンピュータシステム等の運用，保全及びその整備充実に関すること。 
 五 その他センターに関すること。 
 
 （組織等） 
第３条 センターの業務を処理するため，センター長，センター長補佐及び必要なセンター員を置
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く。 
２ センター長及びセンター長補佐は，校長が任命する。 
３ センター長は，センターを管理し，その業務を掌理する。 
４ センター長補佐は，センター長の職務を補佐する。 
５ センター長は，センターの業務に従事する。 
 
 （運営委員会） 
第４条 センターの管理及び運営に関する必要事項は，総合情報システム委員会において審議する

ものとする。 
 
 （センターの利用） 
第５条 センターの利用に関し，必要な事項は別に定める。 
 
   附 則 
 この規則は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 19 年 2 月 16 日から施行し，平成 18 年 4 月 1 日から適用する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

資料８－１－②－４ 

 

平成 18 年度 情報センター演習室の時間割 

■前期 

 機  械 室名 電気電子 室名 制御情報 室名 都市システム 室名

  情報処理(3) 第２ 工学実験基礎(1.5) 第１ 情報処理(3) 第２
１学年 

    情報リテラシー(3) 第２   

情報処理Ⅰ(1.5) 第２ プログラミング(1.5) 第２ 情報処理Ⅱ(3) 第２ 情報処理(1.5) 第２
２学年 

機械実習(3) 第１     情報処理演習（3) 第１

情報処理Ⅱ(1.5) 第２ アルゴリズム(1.5) 第１ 情報処理Ⅳ(1.5) 第２   
３学年 

        

設計製図Ⅰ(3) 第１   アルゴリズム(1.5) 第２ 情報処理(3) 第１
４学年 

情報工学(1.5) 第２       

設計製図Ⅲ(3)        
５学年 

        

 

■後期 

 機  械 室名 電気電子 室名 制御情報 室名 都市システム 室名

    工学実験基礎(1.5) 第１ 情報処理(3) 第２
１学年 

    
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎Ⅰ
(3) 

第２   

情報処理Ⅰ(1.5) 第２ プログラミング(1.5) 第２   情報処理(1.5) 第２
２学年 

機械実習(3) 第１     情報処理演習（3) 第１

    情報処理Ⅳ(1.5) 第２   
３学年 

    回路演習Ⅱ(3) 第２   

設計製図Ⅱ(3) 第２   アルゴリズム(1.5) 第２   
４学年 

        

  システム工学(1.5) 第１   設計製図(3) 第２
５学年 

        

 

（出典：総合情報センター資料 平成 18 年度時間割） 
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資料８－１－②－５

 

平成 18 年度 4 月～12 月までの時間外（17：00～20：00）利用者数 

 利用者数（人） 月間
合計 

開館
日数

４月 3 4 8      15 3

５月 21 6 1 4 7 6 7 1 3 9 1 3 10 18 30 30 33  190 17

６月 20 10 6 4 4 17 10 2 3 3 3 9 7 10 7   115 15

７月 20 30 20 25 8 20 20 14 5 10 10 6 18 4   210 14

９月 6 25 40 25 26 20 3 4 3 2 2   156 11

１０月 7 7 4 10 4 20 3 2 4 2 16 6 2 2 14   103 15

１１月 8 6 15 20 3 3 2 11 10 10 5 6 15 6 20 20 9 6 175 18

１２月 1 5 3 1 3 3 5 10 20 10   61 10

 ４月～１２月の合計 1025 103

人数は業務日誌より。ただし１６時から１７時の利用者数は把握していない。 

 

平成 18 年度 情報センター演習室の週間利用時間 

単位：時間) 

 機 械 電気電子 制御情報 都市システム 学年合計 

 3 4.5 3 10.5 上段：前期時間数 
１学年 

  4.5 1.5 6.0 下段：後期時間数 

4.5 1.5 3 4.5 13.5 
２学年 

4.5 1.5  4.5 10.5 

1.5 1.5 1.5  4.5 
３学年 

  4.5  4.5 

4.5  1.5 3 9.0 
４学年 

3   1.5  4.5 

3     3.0 
５学年 

 1.5  3 4.5 

学科合計 21.0 9.0 21.0 19.5 70.5 

 

（出典：総合情報センター資料）

 

資料８－１－②－６ 

 

大分工業高等専門学校総合情報センター利用内規 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 2 月 16 日 

 
 （目的） 
第１条 この内規は，大分工業高等専門学校総合情報センター規則第５条の規定に基づき，大分工

業高等専門学校（以下「本校」という。）の総合情報センター（以下「センター」という。）の
利用について，必要な事項を定める。 

 
 （利用者の範囲） 
第２条 センターを利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。 
 一 本校の教職員 
 二 本校の学生 
 三 その他校長が許可した者 
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 （利用の手続） 
第３条 前条第三号に規定する者は，本校の教職員があらかじめ所定の様式により申請し，校長の

承認を得なければならない。 
 
 （利用の制限） 
第４条 次の各号の一に該当するものは，利用を認めないものとする。 
 一 センターの業務に該当しないもの 
 二 その他センター長が利用を不適当と認めたもの 
 
 （利用時間） 
第５条 センターの利用時間は，別に定める。 
２ 前項の利用時間以外に利用しようとするときは，あらかじめセンター長の許可を得なければな

らない。ただし，学生が使用する場合は，教員の指導のもとで使用しなければならない。 
 
 （利用の手引き） 
第６条 利用者は，この内規に定めるもののほか別に定める「センター利用の手引き」に従わなけ

ればならない。 
 
 （利用の取消，停止） 
第７条 利用者がこの内規に違反して，センターの業務に支障を生じさせたとき，又は生じさせる

恐れがあるときは，当該利用者に対して利用を禁止することがある。 
 
   附 則 
 この内規は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この内規は，平成 19 年 2 月 16 日に施行し，平成 18 年 4 月 1 日から適用する。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

資料８－１－②－７ 

 

大分工業高等専門学校コンピュータ保有数表 

平成 18 年 8 月 31 日現在 

部 署 ＰＣ台数 備   考 

庶務課 ４９ 校長，事務部長，図書館を含む。 

会計課 １９  

学生課 ３２ 寮を含む。 

技術センター ２０  

総合情報センター １０７  

一般科目文系 １６  

一般科目理系 ３１ 基礎専門を含む。 

機械工学科 ９４  

電気電子工学科 １５５  

制御情報工学科 １６９  

都市システム工学科 ４２ 未提出あり 

専攻科 ４  

電子掲示板 ２５  

合計 ７６３  

 

（出典：総合情報センター資料） 
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資料８－１－②－８ 

 

大分工業高等専門学校情報セキュリティポリシー基本方針 

 
制  定 平成 18 年 9 月 11 日 

 
１ 目的 

大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）が高度情報社会において学術研究・教育活動
をより一層推進するためには，情報基盤の整備に加え情報資産を重要な資産として保護・管理す
ることが必要である。このため，本校は，情報セキュリティの確保を図り，情報資産に対する適
切な安全対策を実施するために情報セキュリティポリシー（以下「ポリシー」という。）を定
め，以下の方針に基づき本校の全構成員（常勤職員，非常勤職員及び学生を含む。以下同じ。）
による全校的な取り組みを展開していくこととする。 
(1) 情報セキュリティに対する内外の侵害を阻止する。 
(2) 情報セキュリティを損ねる加害行為を抑止する。 
(3) 情報資産の管理を行う。 

２ 用語の定義 
ポリシーにおいて使用する用語の定義は，以下のとおりとする。 

(1) 情報システム 
ネットワーク機器，コンピュータ機器，基本ソフトウェア，応用ソフトウェア，システム設

定情報，記録媒体，システム構成図などの総称とする。 
(2) 情報資産 

電子的に記録及び通信される情報，情報を利用・管理する仕組み（情報システム等）の総称と
する。 

(3) 情報セキュリティ 
情報資産の機密性，完全性及び可用性を維持することをいう。 
① 機密性とは，権限のある者にのみ情報資産が利用可能であることをいう。 
② 完全性とは，情報資産が正確かつ過不足のない状態にあることをいう。 
③ 可用性とは，必要なときは常に情報資産を利用できることをいう。 
３ ポリシーの構成 
ポリシーは，以下の３つの階層により構成する。 
(1) 情報セキュリティポリシー基本方針（以下「基本方針」という。） 
本校の情報セキュリティに対する基本的な考え方と方針を示すものである。 
(2) 情報セキュリティポリシー対策基準（以下「対策基準」という。） 
基本方針に基づき，遵守事項など情報セキュリティ対策に関する全校的な基準を示すものである。
全構成員（学生を除く。）に対して提示し，周知するものとする。 
(3) 情報セキュリティ実施手順（以下「実施手順」という。） 
情報セキュリティ対策を実施していくための具体的な手順を示すものである。対策基準に反しない
範囲で情報資産の管理を行うそれぞれの部局ごとに実施手順を定めることができる。関係者以外の
者には，原則として非公開とする。 
４ ポリシーの運営体制 
ポリシーの運営のために，以下の組織・体制を設ける。 
(1) 本校の情報セキュリティに関する最高責任者は，校長とする。 
(2) 学校運営委員会において，ポリシーに関する重要事項の審議及び決定を行う。 
(3) ポリシーの運用，評価，監査等の具体的な事項については，総合情報システム委員会（以下
「委員会」という。）が審議し，実施に対する措置を行うこととする。 
５ ポリシーの対象と責務 
ポリシーは，本校の全ての情報資産を対象とし，本校の全構成員，来校者などこれらの情報資産を
扱う全ての者（以下「利用者」という。）に対して適用される。 
利用者は，以下の基本原則を遵守しなければならない。 
(1) 利用者は，研究，教育及び事業など本校の目的に沿って情報システムを利用しなければならな
い。 
(2) 利用者は，本校の情報資産のセキュリティ確保の必要性を認識し，それぞれの立場に応じたセ
キュリティ確保の責任を担う。 
(3) 利用者は，校内の規則等に定めるもののほか，各種の法令及び社会的慣例についても遵守しな
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ければならない。 
６ 情報システムの管理 
本校すべての情報システムについては，管理者を設ける。管理者は，当該情報システムの情報セキ
ュリティに関する責務を有する。 
７ ポリシーの研修，教育 
ポリシーの周知徹底を図るために，全構成員（学生を除く。）向けの研修や，学生向けのオリエン
テーション等を実施することとする。利用者は積極的にこれらに参加するように努めなければなら
ない。 
８ ポリシーの監査 
委員会は，ポリシーの遵守について検証するため，必要に応じてポリシーに関連する監査（以下
「セキュリティ監査」という。）を実施できるものとする。利用者はセキュリティ監査に協力する
責務を有する。 
９ ポリシーの評価と更新 
委員会は，ポリシーの運用実態等を調査し，これに基づいたポリシーの評価を行うこととする。ま
た，この評価結果に基づき，ポリシーの更新について審議する。 
10 罰則 
利用者が故意又は過失によりポリシー等に違反したときは，校内の規則等に基づき措置されること
がある。 
   附 則 
 この基準は，平成 18 年 9 月 11 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料８－１－②－９ 

 

情報セキュリティに関しての授業での教授状況 

学年 学 科 名 科 目 名 シラバスの
該当ページ

1 電気電子 情報処理 162 

1 制御情報 情報リテラシー 215 

1 都市システム 実験実習 270 

3 制御情報 情報特論Ⅰ 230 

5 電気電子 ネットワーク 
アーキテクチャ 

208 

5 制御情報 情報特論Ⅲ 267 

（注）各科目は４０名定員で実施しています。 

 

（出典：総合情報センター資料） 

資料８－１－②－10 

 

情報に関する講習会等の実施状況 

実 施 日 学年 学 科 名 講 習 会 名 備 考

2006.07.20 寮生  
インターネットの光

と影-被害者・加害者

とならないために- 

放課後

2006.11.22 1 機 械 情報モラル 特活

〃 1 制御情報 〃 〃 

〃 1 都市システム 〃 〃 

2006.11.29 2 全学科 情報モラル 〃 

2007. 2. 6 １ 電気電子 著 作 権 〃 

 

（出典：総合情報センター資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の情報処理教育並びに情報ネットワークは，総合情報センターが中心になって整備，運用して

いる。また，これらを有機的に機能させるために総合情報システム委員会が組織され本校の情報に関

する教育全般を管理運営している。総合情報システム委員会の管理下にある本校の情報ネットワーク

や情報システムは，情報セキュリティ等に十分配慮，対策され教育に有効に活用されている。 
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 観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 図書館の運営や予算は，図書館運営委員会で審議し，具体的活動は，教員による図書部会と学生図

書委員会で協議する。図書館の所蔵図書は，日本十進分類法により分野別に分類・整理し，配架して

いる（資料８－２－①―１）。図書の選定は，教員から推薦をうけ図書部会が決定するとともに，学

生の希望は，リクエストによるものとブックハンティングなどで取り入れており，十分な教育効果を

発揮できるように行っている（資料８－２－①―２）。平成 18 年度は図書館改修のため貸出冊数が

減少したが，日本図書館協会の統計によると，全国高専のなかで貸出冊数は平成 16・17 年度とも４

位となっており有効に活用されているといえる（資料８－２－①―３）。 

 閲覧室に蔵書検索用パソコン１台と文献検索に主に使用するパソコン 10 台を設置し，学内 LAN 経

由で蔵書検索やインターネットによる情報検索，レポート作成等に利用されている。また，長岡技科

大と高専によるコンソーシアムに参加し，図書館ホームページから各種電子ジャーナル，データーベ

ースが利用でき，教育研究支援の強力なツールである最新の研究論文やデータ等の入手が可能となっ

ている（資料８－２－①―４）。教員が研究目的のために独自に収集している学術雑誌についても教

員室や教員室前のコモン・卒研スペース，各教員が管理する実験室に保管し学生の利用も可能になっ

ているものもある（資料８－２－①―５）。 

 図書館閲覧室には新着図書，英語多読図書，技術士試験対策等特色あるコーナーを設けて利用促進

を図るとともに，図書館だより（資料８－２－①―６），推薦図書等を掲載した図書館報（資料８－

２－①―７）をそれぞれ年２回発行している。 

 また，全教室と専門学科の多くの実験室や演習室には液晶プロジェクターとスクリーンが設置され

ており，学内 LAN を通して映像等を用いたさまざまな効果的な授業を行うことができる。 

 

資料８－２－①－１ 

 

分類別蔵書数 

平成１９年３月３１日現在 

図書（冊） 雑誌（種類）区分 
分類 和 書 洋 書 合 計 和雑誌 洋雑誌 合 計 

総 記 2,311 535 2,846 21 2 23 

哲 学 3,822 356 4,178 1 0 1 

歴 史 6,091 128 6,219 2 0 2 

社 会 科 学 5,585 168 5,753 30 0 30 

自 然 科 学 11,883 1,311 13,194 25 5 30 

工 学 21,868 1,813 23,681 170 16 186 

産 業 911 7 918 1 0 1 

芸 術 2,672 24 2,696 8 0 8 

語 学 2,964 604 3,568 4 0 4 

文 学 13,012 1,307 14,319 16 2 18 

合  計 71,119 6,253 77,372 278 25 303 

 

（出典：図書館資料） 
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資料８－２－①－２

 
受 入 冊 数 

 

年度 

区分 
16 年度 17 年度 18 年度 

総 記 11 18 64 

哲 学 35 39 28 

歴 史 55 46 50 

社会科学 56 68 94 

自然科学 193 195 136 

工 学 145 170 195 

産 業 9 17 13 

芸 術 17 10 15 

語 学 34 20 19 

文 学 124 108 121 

合  計 679 691 735 
 
 

（出典：図書館資料）

資料８－２－①－３

 
貸 出 統 計 

 
年度 

区分 
16 年度 17 年度 18 年度 

総 記 424 492 527 

哲 学 256 209 181 

歴 史 248 264 159 

社会科学 397 440 309 

自然科学 1,181 971 844 

工 学 2,241 2,091 1,685 

産 業 73 77 44 

芸 術 303 403 277 

語 学 3,053 4,489 2,562 

文 学 6,268 5,898 4,961 

雑 誌 546 381 277 

合 計 14,990 15,715 11,826 

入館者数 29,595  35,752  28,655 

開館日数 278  283  237 

 

（出典：図書館資料）

 

資料８－２－①－４ 
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（出典：Ｗｅｂページ） 

 

資料８－２－①－５ 

 
番号 学科 学術誌和名 英語名 保有年数 保管場所

1 解釈（解釈学会誌） KAISHAKU 1993-2006 教員室

2 日本文学風土学会紀事 Report on the Geo-Climatological Study of Literature 1995-2006 教員室

3 新アララギ(月刊短歌誌) Shin-Araragi 1998-2006 教員室

4 日本ペンクラブ会誌 Bulletin of The Japan P.E.N. Club 2005-2006 教員室

5 環境化学 Journal of Environmental Chemistry 2000-2007 教員室

6 ISOTOPE NEWS  2002-2007 教員室

7 化学と工業 CHEMISTRY & CHEMICAL INDUSTRY 2002-2007 教員室

8 化学と教育 Chemistry & Education 2003-2007 教員室

9 工学教育 Journal of JSEE 2004-2007 教員室

10 エール（アイルランド研究) Eire(Irish Studies) 1991-2006 教員室

11 駒沢史学 Komazawa Shigaku：Journal of Historical Studies 2004-2007 教員室

12 史学雑誌 Shigaku=Zassi 2000-2007 教員室

13 歴史と地理  2006-2007 教員室

14 メトロポリタン史学 The Metropolitan Shigaku: The Journal of Historical Studies  2005-2006 教員室

15 米国気象学会誌 Journal of Atmospheric Science 1962-2006 物理準備室

16 天気 Journal of Meteorological Society of Japan 2000-2006 教員室

17 ながれ Journal of Japan Society of Fluid Mechanics 2000-2006 教員室

18 遊星人 Journal of Japanese Society for Planetary Sciences 2001-2006 教員室

19 

一般 

天文月報  1995-2001 教員室

20 トライボロジスト Journal of Japanese Society of Tribologists, 1982-2006 教員室

21 日本機械学会誌 Journal of The Japan Society of Mechanical Engineers 2005-2006 教員室

22 日本航空宇宙学会誌 Aeronautical and Space Sciences Japan 2005-2006 教員室

23 可視化情報学会誌 Journal of the Visualization Society of Japan 2005-2006 教員室

24 日本ロボット学会誌 Journal of the Robotics Society of Japan 2001-2006 教員室

25 日本コンピュータ外科学会誌 Journal of Japan Society of Computer Aided Surgery 2001- 教員室

26 人間工学学会誌 The Japanese Journal of Ergonomics 2006- 教員室

27  materialstoday 2001-2007 教員室

28  REINFORCED plastics 2002-2004 教員室

29 

機械 

日本金属学会会報(まてりあ) Materia Japan (Bulletin of the Japan Institute of Metals) 1976-2007 
実験室，
教員室
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30 日本金属学会誌 Journal of the Japan Institute of Metals 1976-1990 
実験室，
教員室

31 日本鉄鋼協会会報(ふぇらむ) Bulletin of The Iron and Steel Institute of Japan 1996-2007 
実験室，
教員室

32 鉄と鋼 Tetsu-to-Hagane 1989-2004 実験室

33  ISIJ International 1996-2000 実験室

34  Materials Science Research International 1999-2004 
実験室，
教員室

35 工学教育 Journal of JSEE 2003-2006 教員室

36  Journal of electron microscopy 2005-2006 
実験室，
教員室

37 顕微鏡（旧電子顕微鏡） Microscopy (Electron Microscopy) 2003-2006 
実験室，
教員室

38 日本物理学会誌 BUTSURI 2001-2006 
実験室，
教員室

39 材料 Journal of The society of materials science, Japan 1979～ 教員室

40 材料の科学と工学 Materials Science and Technology  2006-2007 実験室

41 日本物理学会誌 Journal of the Physical Society of Japan 2004-2006 教員室

42 電子情報通信学会誌 DⅡ 
The Transactions of the Institute of Electronics, Information and Communication 
Engineers D-II 

1993-2006 教員室

43 ニューラルネットワークス Neural Networks 1993-2006 教員室

44 電気学会誌 Journal of The Institute of Electrical Engineers of Japan 2007- 教員室

45 電気学会論文誌Ａ IEEJ Transactions on Fundamentals and Materials 2007- 教員室

46 電気設備学会誌 Institute of Electrical Installation Engineers of Japan  2007- 教員室

47 高温学会誌  2007- 教員室

48 応用物理学会誌 Japan Society of Applied Physics  2007- 教員室

49 プラズマ応用科学会誌  2007- 教員室

50 電子情報通信学会誌 
The Journal of the institute of Electronics, Information and Communication 
Engineers 

2004-2007 教員室

51 電子情報通信学会誌論文誌Ａ 
The IEICE Transactions on Fundamentals of Electronics, Communication and 
Computer Sciences (Japan Edition)   

2004-2007 教員室

52  Journal of the Optical Society of America A 1989-2006 教員室

53 応用物理 Oyo Buturi 1989-2006 教員室

54 

電気電子 

光学 Japanese Journal of Optics 2005-2007 教員室

55 日本ＡＥＭ学会誌 JOURNAL OF THE JAPAN SOCIETY OF APPLIED ELECTOMAGNETICS AND MECHANICS 2005-2007 実験室

56 日本応用磁気学会誌 Journal of The Magnetic Society of Japan 2005-2007 実験室

57 電気学会誌 Journal of  The Institute of Electrical Engineers of Japan 2005-2007 実験室

58 電気学会論文誌Ａ IEEJ Transactions on Fundamentals and Materials 2005-2007 実験室

59 電気学会論文誌Ｄ IEEJ Transactions on Indastry Applications 2005-2007 実験室

60 保全学 Maintenology 2005-2007 実験室

61 非破壊検査 JOURNAL OF THE JAPANESE SOCIETY FOR NON-DESTRUCTIVE INSPECTION 2005-2007 実験室

62 電子通信情報学会誌 Journal of The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers 2004-2007 教員室前

63 情報処理学会  Journal of Information Processing Society of Japan  2004-2007 教員室前

64 計測と制御 Journal of the Society of Instrument and Control Engineers 2003-2006 教員室

65 計測自動制御学会論文集 Transactions of the Society of Instrument and Control Engineers 2003-2006 教員室

66 日本機械学会誌 Journal of the Japan Society of Mechanical Engineers 2004-2006 教員室

67 精密工学会誌 Journal of the Japan Society for Precision Engineering 2003-2006 教員室

68 高等専門学校の教育と研究 Journal of the Japan Association for College of Technology 1999-2006 教員室

69 日本機械学会誌 Journal of the Japan Society of Mechanical Engineering 2002-2006 教員室

70 日本高専学会誌 Journal of the Japan Association for College of Technology 2001-2006 教員室

71 電子情報通信学会論文誌Ａ 
The IEICE Transactions on Fundamentals of Electronics, Communications, and 
Computer Science 

2000-2006 教員室

72 電子情報通信学会論文誌 D-Ⅱ The IEICE Transactions on Information and Systems,PT2 2000-2006 教員室

73 日本音響学会誌 The journal of The Acoustical Society of Japan 2000-2006 教員室

74 

制御情報 

音響学会英論文誌 Acoustical Science and Technology 2000-2006 教員室

75 土木学会誌 JSCE Magazine,"Civil Engineering" 1976-2006 教員室

76 都市計画学会誌 CITY PLANNIG REVIEW 1985-2006 教員室

77 計画行政 PLANNING ADMINISTRATION 1990-2006 教員室

78 道路 Road Engineering & management Review 1998-2006 教員室

79 農村計画学会誌 JOURNAL OF RURAL PLANNIG ASSOCIATION 2000-2006 教員室

80 日本造園学会誌 Journal of the Japanese Institute of landscape Architecture 1997-2006 教員室

81 交通工学 Traffic Engineering 1995-2006 教員室

82 環境情報科学 Environmental Information Science 2001-2006 教員室

83 建築雑誌 LOURNAL OF ARCHITECTURE AND BUILDING SCIENCE 2000-2006 教員室

84 土と基礎 Tsuchi-to-Kiso 1984-2007 教員室

85 日本地すべり学会誌 Journal of the Japan Landslide Society 1989-2007 教員室

86 橋梁と基礎 Bridge and Foundation Engineering 1988-2006 教員室

87 土木構造・材料論文集 Journal of Structures and materials in Civil Engineering 1995-2006 教員室

88 水環境学会誌 Journal of Japan Society on Water Environment 1995-2006 教員室

89 環境毒性学会誌 Japanese Journal of Environmental Toxicology 1998-2006 教員室

90  Water Research 2000-2005 教員室

91  Water Science & Technology 2001-2004 教員室

92  Journal of Water and Health 2004 教員室

93  Nature 1998-1999 教員室

94 日本建築学会構造系論文集 Journal of Structural And Construction Engineering 1997-2005 教員室

95 日本建築学会環境系論文集 Journal of Environmental Engineering 2006-2007 教員室

96 

都市シス

テム 

交通工学誌 Traffic Engineering  2006-2007 教員室

 

（出典：自己点検・評価実施委員会資料 教員保有学術雑誌一覧） 
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資料８－２－①－６ 

 

（出典：図書館だより） 

 

 

 

資料８－２－①－７ 

 

（出典：図書館報 122 号） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 図書館は８万冊近くの蔵書や学術雑誌を有し，各専門分野はもとより図書の充実を図っている。新

着図書コーナーなど各種コーナーを設けるなど閲覧者の利用を促進する配慮をし，全国高専の中でも

有数の貸出冊数を誇っている。視聴覚機器についても十分な機器が用意されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 校内に学生や教職員が共に語り合えるリフレッシュスペースや卒研スペースを設けており，オフィ

スアワーの設定とあわせて学生と教員の接触が取れるよう工夫している。教室や実験室には液晶プロ

ジェクターとスクリーンを備えており，学生の発表等自己表現能力やコミュニケーション能力の養成

に力を入れている。情報ネットワークにはセキュリティ対策を施し，情報検索等に構内いたるところ

から教職員と学生がアクセスできる。学生には早期にインターネット利用教育をしており，その利用

が情報モラルを逸脱しないための対策を行っている。図書館は，全国高専の中でも有数の利用実績と

豊富な外国文献や学生の英語力向上教材が整備している。 

 

 （改善を要する点） 

 校内の一部にバリアフリー化されていない場所が残っている点が上げられる。また，図書館の老朽

化が進んでおり，耐震強度との関係から早急な改修が望まれる。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 平成 15 年度末までに教室，実験・実習室，研究室などの各校舎や体育館の改修が終わり，専攻科

設置に伴い総合研究棟や専攻科棟を増設し，準学士課程及び専攻科課程の総合的なカリキュラムを実

現するために十分な施設・設備となった。これらの施設・設備の利用規則は，学生便覧で学生に周知

している。よって，本校設備は，教育課程にふさわしい設備となっており，その実現のために有効に

利用されている。 

 情報ネットワークは総合情報システム委員会で統合管理され，情報セキュリティが十分配慮された

システムになっており，学生が積極的かつ有効に，教職員は，教育・研究だけでなく事務連絡等にも

有効に活用している。学生に対する「情報モラル教育」も行い，本校の教育課程を実現させる役割を

十分果たしている。 

 図書館は，教育用図書・電子ジャーナルも含めた学術雑誌・文献検索システム・ホームページ上か

らの蔵書検索等を管理しており，所蔵数，利用方法，利用時間並びに学生の要望等を反映するシステ

ムなどソフトウェアも含め十分整備され活用されている。図書館の利用率は全国高専の中でも有数で

あり特筆すべきものがある。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

 観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄

積され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 （観点に係る状況） 

 講義・実験・実習・卒業研究・特別研究の記録，教科書，定期試験問題・解答例・採点された全答

案，レポート・論文等を，教科毎に教育プログラム資料室に保管管理している（資料９－１－①－

１）他，シラバス，科目系統図，学生便覧，学校要覧，各委員会の議事録，授業アンケート結果，学

生アンケート結果，教員による授業点検シート，自己評価点検シート，FD 委員会による評価点検シ

ート，週番日誌等，教育に伴う殆どの記録を遺漏の無いよう保管管理している。また，各委員会の議

事録は共有電子ファイルとしても保管している（資料９－１－①－２）。これらを教育プログラム委

員と各科のエビデンス部会員が半期毎にチェックしている（資料９－１－①－３，４）。 

 PDCA サイクルに示すように（資料９－１－①－５），学校活動全体の点検評価のため教育システ

ム委員会を設置し（資料９－１－①－６），教員の教育活動の質の向上を図るため FD 委員会を置い

ている（資料９－１－①－７）。自己点検・評価実施委員会が５年に一度自己点検を行い自己点検・

評価書にまとめ外部評価委員会に上程する（資料９－１－①－８）。自己点検・評価実施委員会は，

外部評価委員会の指摘（資料９－１－①－９）も参考に，学校全体の改善計画や点検改善システム自

体の改善計画の立案を教育システム委員会に提示し，その結果を学校運営委員会に答申する（資料９

－１－①－５）。 

 

資料９－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地閲覧資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料９－１－①－２ 

 

（出典：グループウェア 各委員会等議事録の電子ファイル） 

 

資料９－１－①－３ 

 

教育プログラム委員会所轄事項 
 
所轄事項：教育プログラムの円滑な実施の促進及び点検・改善を行う。 
委 員 長：（教育プログラム担当）教務主事補 
副委員長： 
委  員：専攻主任，教務主事補，各科代表（教務部委員の兼務可能），学生課長，庶務課長，各
部会の長 
所轄事務・陪席事務：庶務課と学生課教務係の２者共同（主：教務係，副：庶務課） 
 
審議事項 
１．教育プログラムの実施に関すること。 
２．教育プログラムの点検・改善に関すること。 
３．その他教育プログラムの実施に必要な事項に関すること。 
 
実施事項 
１．本委員会は，教育プログラムの円滑な実施を促進するための検討と活動を行う。このために本
委員会に部会を置く。部会の作業としては，シラバス，エビデンス，履修の手引き，科目対応表，
履修科目系統図，アンケート，情報システム，教科書，非常勤などであるが，各部会の詳細は別に
定める。 
２．本委員会は，本校の学習・教育目標の達成度の評価結果，及び各委員会等からの点検結果報告
などに基づき，日本技術者教育認定機構の定める認定基準に即して教育プログラムを点検し，改善
策を策定する。点検項目については別に定める。 
３．教育プログラムの点検結果は教育システム委員会に報告する。 
４．その他校長が必要と認めた事項 

（出典：教育プログラム委員会資料） 
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資料９－１－①－４ 

 

平成１８年度 第８回教育プログラム委員会議事概要 
 
 日   時 ： 平成１８年１１月２７日（月） 17：00～ 
 場   所 ： 会議室 
 出 席 者 ： 高橋委員長，清水，薬師寺，木本，嶋田，高見，牧野，藤原，山田 
         東木，庶務課長，梅本 
 欠 席 者 ： 福永，松本，学生課長（出張） 
 会議資料 ： なし 
 
  議  題 
 １．システムデザイン工学プログラム履修規則の一部改正に向けて 
 ２．各種会議報告について 
 ３．総合成績評価表について 
 ４．エビデンスチェック報告について 
   藤原エビデンス部会長から，前期修了科目及び追認試験のエビデンスについて，10 月 30 日

(月)に開催されたエビデンス最終チェック報告に続き，各科委員からその後の対応について報
告があった。エビデンスチェックについては年１回年度末に実施でよいのではないかという意
見があったが，継続審議となった。 

 ５．その他 
 （１)定期試験のエビデンスについて，「問題用紙，模範解答，各学生の答案」となっているが

問題用紙に解答を記入させる場合，空の問題用紙(未記入)のエビデンスが不要でないか提案
があり，了承された。 

 
（出典：教育プログラム委員会資料） 

 

資料９－１－①－５ 

学校活動ＰＤＣＡサイクル 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ：改善 
点検 
（教育プログラム委員会，ＦＤ委員会，各種委
員会，各主事室，各科，各課） 
改善 
（教育プログラム委員会） 
（教育システム委員会） 

 
Ｃ：点検 
（プログラム修了判定会議，専攻科修
了判定会議，卒業判定会議，進級判定
会議，専攻科運営委員会，教務部委員
会，教員会議） 

 
Ｐ：学習・教育目標などの企画・立案 
（学校運営委員会） 
（教育システム委員会） 

 
Ｄ：教育 
学習量，入学，教育方法，教育組織 
（教務部委員会，専攻科運営委員会，教育プログラム委
員会の各部会，各科科内会議，ＦＤ委員会，教員連絡協
議会，入学試験委員会，人事委員会，担任，主任等） 
教育環境 
（学生部委員会，施設整備計画委員会，寮務運営委員
会，予算委員会，図書館，総合情報センター，地域連携
交流センター，技術センター，各科，担任，主任等） 

 

 
（出典：学校運営委員会資料） 

自己点検・評価
実施委員会 外部評価委員会 

報告 

点検・勧告 点検 
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資料９－１－①－６ 

 

教育システム委員会 所轄事項 
 
所轄事項：本委員会は，教育プログラム，教育システムの点検結果に基づいて，その改善策を検討し，教育プ

ログラム，教育システムの継続的改善及び企画立案を行うことを目的とする。また，点検結果に基
づき，学習・教育目標の継続的改善を行う。 

委 員 長：教務主事 
副委員長： 
委  員：学生主事，寮務主事，専攻科長，教育プログラム委員会委員長，施設整備計画委員会委員長，予算

委員会委員長，教育プログラム委員会の各部会長，各科代表，庶務課長，会計課長，学生課長，そ
の他校長が必要と認めた者 

所轄事務・陪席事務：庶務課と学生課教務の２者（主：庶務課，副：教務係），総務係 
 
審議事項 
１．本校の教育全般の点検に関すること。 
２．点検システム自体の機能点検に関すること。 
３．教育全般の改善及び企画立案に関すること。 
４．その他教育システムの改善検討に関すること。 
 
実施事項 
１．本委員会は，学習・教育目標の達成度の評価結果及び教育プログラム，教育システムの点検結果報告に基

づき，本科から専攻科にわたる全ての教育システムの点検を行い，教育プログラム及び教育システムの改善
案の検討，企画立案及びその実行を勧告する。 

２．本委員会は，毎年度の教育点検システムの点検・改善の実施にあたり，各種委員会（部会を含む。），各
主事室，各学科等から，教育システムの点検結果の報告を求める。 

３．本委員会は，教育プログラムの点検を教育プログラム委員会に付託する。 
４．本委員会は，取りまとめた点検結果及び改善案を校長に報告し，承認を得なければならない。 
５．その他校長が必要と認めた事項 
 
 ※ 校長より改善を指示された部署は，その実施結果を本委員会に報告しなければならない。 
 ※ 教育プログラム，教育システムの点検と改善のシステム全体は，５年以内に一度，自己点検・評価実施

委員会の点検を受け，システム自体の改善に努めなければならない。 
 

（出典：教育システム委員会資料） 

 

資料９－１－①－７ 

 

 

 ＦＤ委員会は、教育の質の向上を図るために、中心となって活動する委員会です。ＦＤ委員会の
所轄事項を以下に示します。 

 

ＦＤ委員会の所轄事項 

平成１７年３月 ＦＤ委員会にて改訂 

本委員会は教員の教育の質の向上を図るために以下のことを行う。 
 

１．ＦＤ研究会の開催（年に数回）。  
２．学生の授業アンケート、教員による授業点検シート、試験答案などのエビデンス、教育システム改善検

討委員会のエビデンス部会による授業点検シートなどに基づき、適切な評価指導を行う。指導の成果も
確認する。  

３．教育功労者選考委員会に教員を推薦する。  
４．教員の校務・業績ポイント表および教員自己評価点検表の作成依頼とその評価。  
５．ＦＤ関連講演会の実施。  
６．他機関の実施するＦＤ関連研究会等への教員の派遣。  
７．教育論文の奨励。  
８．授業公開による授業研究の主催。  
９．その他委員長が必要と認める事項。  

 

（出典：Ｗｅｂページ） 

ＦＤ委員会 
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資料９－１－①－８ 

 

 

 

自己点検・評価書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年２月 

大分工業高等専門学校 

 

 
（出典：自己・点検評価書） 

資料９－１－①－９ 

 

 

平成１８年度 

外部評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年５月 

大分工業高等専門学校 

 

 
（出典：外部評価報告書） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教育の状況，教育活動の実態を示すデータや資料の殆ど全てが教育プログラム資料室に適切に収集

・蓄積・管理され，エビデンス部会により収集・蓄積が定期的にチェックされている。 

 教育システム委員会と FD 委員会により教育の状況及び教員の教育活動が評価され，自己点検・評

価実施委員会作成の自己点検・評価書により外部評価を受け改善する体制を整備している。 
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 観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考え

られる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形

で反映されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生の意見聴取は，主に学習教育目標・シラバス・学生支援システム及び施設等の教育環境につい

て半期毎（平成 18 年度より年１回ごと）に行われる学生アンケート（資料９－１－②－１），授業

アンケート（資料９－１－②－２），学生自身の学習・教育目標達成度チェック表（資料９－１－②

－３）による他，クラス担任による個人面接や日誌（資料９－１－②－４），本科１～３年生に対し

て実施される毎日のショートホームルームと週一度の特別教育活動（資料９－１－②－５），専攻科

生を対象に毎年行われる教員との懇談会等でも行っている（資料９－１－②－６）。 

 授業アンケート結果を基に各教員が毎年授業改善に努めており，その改善計画や結果は授業点検シ

ートＡ（資料９－１－②－７）及び自己評価点検・校務業績ポイント表に記述され（資料９－１－②

－８），エビデンス部会メンバー及び FD 委員がチェックしている（資料９－１－②－９）。 

 学習・教育目標と達成度評価法，教育環境，シラバスや学生支援に関する学生の意見は，教育プロ

グラム委員会で検討し，学校として取り組む事項の原案を作成，教育システム委員会に提案し，同委

員会が当年度の実施項目を決定，各担当部署がその実施体制を整えている。例えば，平成 17 年度学

生アンケートで明らかとなった本校 HP への不満は平成 18 年度の重点項目に掲げられ，その改善が一

段落したところである（資料９－１－②－10，11，12）。 

 精神面の問題等については，学内の学生相談室や外部委託した相談員により，学生から問題を吸い

上げ，教育点検を行う体制を敷いている（資料９－１－②－13）。 

 学生会からの意見や要望は学生主事室で調査し（資料９－１－②－14）学生部委員会等で審議する。 
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資料９－１－②－１ 

 

平成１8 年度学生アンケート 

 

＊ クラス担任の先生は、9 月 29 日（金）の午後の空き時間または，試験解説・指導期間の最後等の時間を

利用してこのアンケートを行い、教務係に提出してください。提出はこの一枚だけで結構です。 

 

               クラス（    ）担任（             ） 

 

＊ アンケート項目 

【１－１】本校の学習・教育目標（Ａ１～Ｅ３）は、全般的に本校生にとって適していますか。 

１．とても適している（    人） ２．大体適している（    人） ３．適していない

（    人） 

 

【１－２】特に変更すべき学習・教育目標があれば、指摘してください。 

［                                              ］ 

 

【１－３】学習・教育目標を達成するためのカリキュラムについて、要望があれば指摘してください。 

     （例）数学力を高めるための演習を増やしてほしい。 

［                                              ］ 

 

【２－１】本校の教育支援システムには、全般的に満足していますか。（学生便覧・履修の手引き・シラ 

バス・ポートフォリオ・ホームページ・オフィスアワー・授業アンケートなど） 

１．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 

 

【２－２】特に改善すべき教育支援システムがあれば、指摘してください。 

［                                              ］ 

 

【３－１】本校の教育関連施設・設備には、全般的に満足していますか。 

１．とても満足している（   人）２．大体満足している（   人）３．満足していない（   人） 

 

【３－２】特に改善すべき教育関連施設・設備があれば、指摘してください。 

［                                              ］ 

 

【４】教育プログラムを充実させるために、良いアイデアがあれば挙げてください。 

［                                              ］ 

 

ご協力ありがとうございました。 

大分高専教育プログラム委員会 

 

（出典：学生課資料） 
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資料９－１－②－２ 

 

２００７年３月１日 
 

平成 18 年度 授業アンケートのお願い 

 

 このアンケートは，授業の内容や方法を改善するための資料として役立てることを目的としています｡次のア
ンケート項目について，別紙１の該当するものに○を付けてください。 
また，別紙２については，感想等を授業評価（コメント）欄に記入してください。 

 

▼ アンケート項目 
 
「自己評価」 
 
① 授業中はまじめに取り組みましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 定期試験ごとに理解の度合いをシラバスに記入し，理解度の自己点検を行いましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの定める到達目標を達成することができましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 自宅学習やオフィスアワーの活用により，理解度の向上に努めましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑤ 課題やレポートはすべて提出しましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
⑥ あなたの授業に対する取り組みを総合的に評価してください。 
  １．良 い   ２．普 通   ３．悪 い 

 

「授業評価」 
 
① 授業の冒頭でシラバスの説明を受けましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
② 学習教育目標におけるこの科目の位置づけは明確でしたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
③ シラバスの内容に沿った授業が行われましたか？ 
  １．は い   ２．いいえ 
 
④ 授業はわかりやすかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑤ 黒板や視聴覚教材等の使い方はよかったですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑥ 質問に対する担当教員の対応には満足ですか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 
 
⑦ 試験の内容は授業内容と一致していましたか？ 
  １．は い   ２．普 通   ３．いいえ 

 

「総合評価」 
 
この授業を総合的に評価してください。 
  ５．非常に良い  ４．よ い  ３．普 通  ２．不 満 １．非常に不満 

 

（出典：学生課資料） 
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資料９－１－②－３ 

 

学習・教育目標達成度チェック表 

 

あなたの現時点での学習・教育目標の達成度をチェックしてください． 

 

クラス   学籍番号    氏名            記入日     年   月   日 

 

学習・教育目標
（標 語） 

具体目標 
達成
度５
段階

根拠 備考

Ａ１ 
自ら考える力を身につける 

   
Ａ 
愛の精神 Ａ２ 

技術者としての倫理を身につける 
   

Ｂ１ 
数学，自然科学の力を身につける 

   
Ｂ 
科学や工学の基礎 Ｂ２ 

情報技術，専門工学の基礎を身に
つける 

   

Ｃ１ 
表現する力，ディスカッションす
る力を身につける 

   
Ｃ 
コミュニケーショ
ン能力 Ｃ２ 

英語を用いてコミュニケーション
できる力を身につける 

   

Ｄ１ 
探求心，分析力，イメージ力，デ
ザイン能力を身につける 

   
Ｄ 
技術者としてのセ
ンス Ｄ２ 

協力して問題を解決する力を身に
つける 

   

Ｅ１ 
専門工学の知識を獲得する 

   

Ｅ２ 
工学の相互関連性を理解する 

   Ｅ 
専門工学の活用 Ｅ３ 

専門分野における研究開発の体験
を通して問題を発見し，解決する
力を身につける 

   

本人のコメント 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

担任（指導教員）からのコメント                     記入日          

 

 

 

  （担任（指導教員）はコメントを記入後にコピーして，原物を学生に返却してください） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料９－１－②－４ 

 

（出典：学生課資料 週番日誌） 
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資料９－１－②－５

2007 年度(平成 19 年度） 前期特活予定表 

水曜日：１４：３０～１５：２０ 

１年（水）４限 ２年（水）４限 ３年（水）４限 学年 
月日 Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ Ｍ Ｅ Ｓ Ｃ 

11 特活計画 
クラス役員 
選出 

自己紹介 自己紹介 
ｸﾗｽ委員選出
特活計画 

前期特活
計画立案

クラス役員
選出 

各種委員の
選出＆都市ｼ
ｽﾃﾑ科賞表彰

特活計画
特活計画 
委員決め 

特活計画 
ポートフォ
リオの確認
と整理 

18 教務主事室扱い（合併） 
プロジェクト
Ｘ(友の死を
越えて) 

プロジェク
トＸ 

前期特活
行事決め

戦争に
ついて

校外清掃
活動 

寮生活を 
紹介します 

プロジェク
トＸ 

前期特活 
計画 

4 

26 図書館オリエンテーション 担任扱い 教務主事室扱い（合併） クラスマッチ クラスマッチ 
校外清掃 
活動 

プロジェク
トＸ 

2ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映＆ロボコン 2007
ルール説明(合併講義室、９０分) 

ＧＷの課題

「砂漠で遭
難したら」
危機にどう
対処する
か？ 

「砂漠で遭
難したら・
・・」 

生と死を
考える

情熱大陸
校外清掃 
活動 

クラスマッチ クラスマッチ

9 クラスマッチ 
私の尊敬 
する人物 

（６班）1-ｳ 
クラスマッチ 夢を語ろう 

ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

自己評価
セクハラと
は？ 

レクリエー
ション 

校外清掃
活動 

23 数学第１回到達度試験 数学第１回到達度試験 
ロボコン 2005 全国大会ビデオ上映 ＆ ロボコン
2007 ルール説明 ＆ 学生主事室関係校則復習 
(合併講義室、９０分) 

5 

30 学生相談室扱い（合併） 
校外清掃

活動 
クラスマッチ

タグラグビ
ーゲーム 

クラスマッチ
自分たちの
可能性 

図書館へ 
行こう 

Ｓ科教員 
講話 

前期中間試
験の対策

20 公共の場で
のエチケット 

キャッチ商
法に気をつ
けよう(5
班)2-ｳ 

クラブ活動
探検報告 

Ｃ科先生へ
のインタビ
ュー 

クラスマッチ
環境汚染を
なくそう！

クラスマッチ
家族に

ついて(1)
教務主事室扱い（合併） 

6 

27校則をもっ
と知ろう 

クラスマッチ 
クラス役員
の役割を知
ろう 

クラスマッチ 
Ｍ科教員

講話 

夏休みの計
画を立てよ
う！ 

定期試験結
果の分析と
反省 

家族に
ついて(2)

３Ｍ 
球技大会

プロジェク
トＸ 

夏休みの 
計画 

クラスマッチ
の話し合い

4 数学第２回到達度試験 数学第２回到達度試験 
先輩の進路
Ⅰ 

クラスマッチ 
高専祭 
クラス企画 

クラスマッチ

7 
11

携帯電話所
持の是非を
語る 

クラス担任
扱い 

砂漠で遭難
したら 

ポートフォリ
オのチェッ

ク 

たばこの害について
（保健室から：合併）

夏休みの
目標発表

人間の絆に
ついて 

クラスマッチ 高専祭準備 クラスマッチ 

今週、印象
に残った新
聞記事の紹
介 

5クラスマッチ 

ｱﾙﾊﾞｲﾄの意
義と問題点
を語る(7
班)1-ｲ 

公共の場で
のエチケット 

クラスマッチ 
１分間

スピーチ
校外清掃
活動 

たばこの害について
（保健室から：合併）

１分半スピ
ーチ夏休み
報告会 

高専祭打ち
合わせ 

スーパーコン
ピュータと

は？ 
ディベート

9 

12 定期試験 
対策 

能率的な学
習法(4
班)3-ｱ 

交通安全に
ついて考え
よう 

高専祭計画 
前期を振り
返って 

私の体験を
語る（古里
の自慢しち
ゃいます）

前期末試験
の傾向と対
策 

国際感覚と
より広い視
野の育成 

先輩の進路
Ⅱ 

生と死につ
いて 

校外研修オ
リエンテー
ション 

前期定期試
験の対策 

 

（出典：教務主事室資料）

 

資料９－１－②－６ 

 

専 攻 科 1 年 生 懇 談 会 
 
日 時：2007 年 3 月 9 日(金) 15：30-17:00（第 2 回中間発表会のあと開催） 
場 所：専攻科棟 4 階 アカデミックホール 
参加者：佐藤 専攻科長，福永 機械・環境システム専攻主任，清水 電気電子情報専攻主任，靏 電気電子情報
専攻副主任（文責），小森 専門員 
参加学生：機械・環境システム専攻  13 名 

電気電子情報専攻      8 名 
 
懇談内容（学生の意見） 
１．研究について 
・管理が厳しくなり，遅くまで実験できなくなった 
・研究に時間がかかる 
・研究について後輩に教えるようになり，理解が深まった 
・テーマを変えたので大変だった 
・望んでいた実験結果が出て満足している 
・教員が居ないときに高電圧を使う実験ができないため，進行が遅くなった 
・教員が忙しく充分に指導を受けることができなかった 
・企業と一緒に研究を行って学ぶことが多かった 
・発表会の時間が短い．発表 8 分，質問 4 分にして欲しい 
・フィールドワークの実験は楽しかった 
・授業で学んだことが実験に使えてよかった 
・少し慣れが出てきたので，もっとがんばりたい 
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２．学校や専攻科に対する要望事項 
・外の実験室に行くとき，外灯が少ない 
・研究できる時間を増やして欲しい 
・プロジェクト実験Ⅰのテーマ設定の情報が少なすぎる 
・学生への連絡がない（終業式や始業式への参加など） 
・喫煙スペースが欲しい 

→ 家を出て，家に帰るまで飲酒喫煙をしないルールがある（佐藤） 
→ 専攻科生が守るべきルールを周知して欲しい（学生） 

・休日に学生証でキーロックを借りるのはめんどくさい 
・道路の水はけが悪い（ので危険） 
・カリキュラムが大学などに比べて詰まっていて，会社見学などができないので公欠にして欲しい 
・専攻科棟にトイレが欲しい 
・専攻科生に対する自動車通学の規則が厳しい（もっとゆるく） 
・ロッカーがないのが不便 
・ウォータークーラーを専攻科棟に設置して欲しい 
・専攻科の教室は，机と椅子が使いやすい 
・休日に学校に来ると，学生に割り当てられた駐車スペースに他の人（無許可の学生？）が車をとめている 
・冬に専攻科教室の暖房の電源が入らなかった 

以上 
 

（出典：専攻科資料） 

 

資料９－１－②－７ 

 

授業点検シートＡ（授業担当教員用） 

 

授 業 科 目 名  講義・演習・実験 

対象学科・専攻名 
対 象 学 年  通年・前期・後期 

担 当 者 名  

記 入 日  

 

以下の質問にお答えください。 
 

１．本授業科目の到達目標を十分説明しましたか？ は い ・ いいえ 

２．授業の冒頭でシラバスの内容を説明しましたか？ は い ・ いいえ 

３．授業はシラバスの内容どおりにできましたか？ は い ・ いいえ 

４．学生の理解を確認しながら授業をすすめましたか？ は い ・ いいえ 

５．成績評価はシラバスどおりに行いましたか？ は い ・ いいえ 

６．成績評価の根拠となる資料は残していますか？ は い ・ いいえ 

７．答案を返却し達成度を周知させていますか？ は い ・ いいえ 

８．学生の興味や理解度を高めるために特別な工夫があれば記入してください。 

 
 
 

９．学生からのアンケート結果等をどのように授業に反映させましたか？ 

 
 
 

10．来年度に向けた授業改善計画を記入してください。 

 
 
 

 

（出典：教育プログラム委員会資料） 
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資料９－１－②－８

 

自己評価点検・校務業績ポイント表（平成 18 年度）（抜粋） 

 
所属・職名 ［                ］ 
氏   名 ［                ］ 

 
☆ 基 本 方 針 ☆ 
 大分高専では従来より，研究以上に学生に対する教育に重点が置かれてきましたが，近年の高専に
対する要請は，研究面での一層の充実や地域社会への更なる貢献を求めるなど，より多様化・高度化
しております。一方，高専でも設置基準が改正され，教育・研究に対する自己評価が義務化され，外
部評価も義務化の方向にあります。高等教育機関としての存在がガラス張りで問われることになった
わけです。本校が真の高等教育機関として機能するためには，学生の教育ならびにそれを支える研究
活動が社会的に認められるものでなくてはなりません。そのため，本校に所属する教員は厳しい外部
評価にも耐え得るように「良い学生を育て」，「地域に貢献し」，「そのために日々の研鑚を積
む」，これら三つの観点に留意して職務に励むことが必要であります。われわれはこれらの目的に対
応する次の３項目の自己評価を行っておくことが必要であると考えております。すなわち，「学内で
の活動に対する評価」，「地域等への貢献に対する評価」，「論文等に対する評価」がそれであり，
１年間努力した内容を項目ごとに自己評価し，年ごとに向上するよう努力することが重要だと考えて
おります。具体的にポイント表では，学内の活動を，授業，学生指導，学校運営に分けてポイント計
算し，これを元に作成した５項目のレーダーチャート上で２ポイントを示す太枠より内側に来る項目
には特に次年度の努力を期待するものです。 

 

Ⅰ 学内での活動に対する自己評価 

Ⅰ－A1 授業 

 今年度に行ったすべての授業（実験実習，卒業研究も含む）について，「学生にどの程度実力をつ
けることができたか」を判断基準として学生からの授業アンケートも考慮に入れて下さい。概要欄に
は授業で工夫した点や努力した点等を具体的に示し，また問題点があればそれも記入して下さい。な
お欠課時数は 90 分を２，遅刻・早退は３回で２時間と換算して下さい。 

 

前 期 ，後 期 ，通 年 

科 目 名 学科学年クラス 必修・選択 単 位 数 受 講 者 数 

     

講義回数 学年末平均点 A 取得者数 D 取得者数 学生の総欠課時数 授業アンケートの平均点

      

概 要 
 

 

 
科 目 名 学   科 単 位 数 指 導 学 生 数 

卒 業 研 究   名

概 要 
 

 

 
科 目 名 専   攻 単 位 数 指 導 学 生 数 

専攻科特別研究   1 年     名 
2 年     名 

概 要 
 

 

 

      （以下略） 

 

（出典：ＦＤ委員会資料）
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資料９－１－②－９

 

授業点検シートＢ 

 

エビデンスＷＧ：点検年月日        ○印  ＦＤ委員会：点検年月日        ○印  

 

授業点検シートＢ（エビデンスＷＧ ＆ ＦＤ委員用） 
 

授業科目名 講義・演習・実験 

対象学科・専攻名 対象学年 通年・前期・後期 

担当者名  

 

【エビデンスＷＧ】 
 
資料チェック（あるもの○，ないもの×，問題のあるもの△，該当しないもの斜線） 
 

シラバス  
(備考) 

総合成績評価表  
(備考) 

授業点検シート A   授業アンケート   

試験問題   模範解答   

答案，レポート   課題，小テスト   

教科書，講義ノート   配布資料   

 

シラバス（シラバスを見てチェックする） 
 

１．達成目標と学習・教育目標との対応が明確であるか．                   
２．達成目標は社会の要求を反映しているか．                        
３．他の科目との関連が明確であるか．                           
４．評価方法は適切であるか．                               

 
試験問題・答案（試験問題・答案，シラバスの達成目標，総合成績評価表を見てチェックする） 
 

１．試験問題や課題のレベルは適切であるか．                        
２．達成目標の達成度を評価できるか．                           
３．プログラムの水準に達した者のみを合格させているか．                  

 

【FD 委員】 
 
授業方法（授業公開参観報告，授業点検シート A をみてチェックする） 

１．授業の方法，準備状況は適切か．                            
２．授業はシラバス通りに行われているか．                         
３．答案を返却して達成度を学生に周知させているか．                    

 
改善要求事項 

 
 

担当教員の回答 

 

 

 

（出典：ＦＤ委員会資料）
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教育支援システム

とても満足
15%
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69%
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教育関連施設・設備
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学習・教育目標
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資料９－１－②－10 

 

平成１７年度学生アンケート結果の概要 

 

  アンケート実施 平成 17 年 9 月 
  アンケート対象 1 年生～専攻科 2 年生 （24 クラス） 
 
(1－1) 本校の学習・教育目標には，全般的に満足していますか。 

 

（1－2）得に変更すべき学習・教育目標｛（ ）内は意見数｝ 

表現が抽象的でわかりにくい（３） 

愛の精神（２） 

理想が高い（２） 

（1－3）カリキュラムに対する要望｛（ ）内は意見数｝ 

英語の（会話，演習）授業を増やして欲しい．（５） 

体育の授業を増やして欲しい（３） 

実験実習を増やす（３） 

選択科目を増やす（２） 

 

 

（2－1） 本校の教育支援システムには，全般的に満足していますか。 
 

（2－2）特に改善すべき教育支援システム｛（ ）内は意見数｝ 

ホームページの充実と更新（10） 

オフィスアワーの充実（現状は利用しにくい）（５） 

授業アンケートの活用（５） 

シラバスの表現（３） 

非常勤教員のオフィスアワー（２） 

 

 
(3－1) 本校の教育関連施設・設備には,全般的に満足していますか。 

 
（3－2）特に改善すべき施設・設備｛（ ）内は意見数｝ 

空調設備（含利用方法）（６） 

図書館（６）  

体育館の設備（５） 

総合情報センター（利用方法）（５） 

ウォータークーラーの増設（４） 

実習工場の設備（２）プール（２） 

雨漏りの改善（２） 

 

 

(４) 教育プログラムを充実させるためのアイデア 
 

   ９０分授業の途中に休憩を入れて欲しい．（３） 

   もっと分かりやすい授業をして欲しい．（３） 

   定期試験前のレポートや課題は避けて欲しい（２） 

   取得できる資格についての情報や対策をもっと教えて欲しい（２） 
 

（出典：自己点検・評価書） 
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資料９－１－②－11 

 

学校改善重点項目（平成１８年度） 

 

準学士課程の学習教育目標（達成目標）を設定する。 
学習・教育目標の設定と公開 

ホームページＷＧで学習教育目標の公開について具体的な役割分
担を検討する。 

学習・教育の量 学修単位導入及び学習時間の保証に向けて相応しい体制・環境を
検討する。（教務部委員会，専攻科運営委員会及び教員連絡協議会） 

ホームページＷＧで公開体制を検討する。 

 入学および学生受入れ方法 

 

学生の勉学意欲を増進するための表彰制度を導入する。（今年度
試行） 

３年生と５年生が学習・教育目標の達成度を自己点検する仕組み
を構築する。（教務部委員会） 

あいさつ運動や美化活動を学校全体として具体的に取り組むこと
があるか検討する。（環境委員会，学生部委員会及び教務部委員会） 

学修単位導入に相応しい体制・環境を検討する。（教務部委員
会，専攻科運営委員会及び教員連絡協議会） 

教育方法 

次期教務システム・学生支援システムの調査企画に着手する。
（教育プログラム委員会情報システム部会） 

教育組織 教員の資質向上と役割分担の検討を行い教員組織の充実を図る。
（学校運営委員会ＷＧ） 

寮のエアコン導入については，夏休み時期の変更及び単位互換に
伴うサマーセミナー実施の問題と連動しているので，まず夏休み
時期の変更を，その是非を含めて検討する。 

外部からの進入を防ぐため寮の門扉の整備と防犯カメラの設置に
努力する。 

図書館の書架スペースの狭隘を改善する。 

施設，設備 

専攻科棟の非常口のドアロックを防犯上の観点から改修する。 

平成 19 年度に現代ＧＰを申請するための準備を行う。 

平成 20 年度概算要求に向けた特別教育研究経費要求を検討する。財源 

平成 18 年度図書館閲覧室間仕切り撤去の営繕要求をする。 

総合情報センター開館時間を延長する。 

情報セキュリティポリシーを策定していく。 学生への支援体制 

次期教務システム・学生支援システムの調査企画に着手する。
（教育プログラム委員会情報システム部会） 

ディベート試験，総合的試験Ｂ１・Ｂ２，ＰＢＬ関連科目の総合
審査会を制度として定着させる。 

学習・教育目標の達成 
プログラム修了生全員が学習・教育目標をすべて達成しているこ
とが確認できる実績を作る。 

教育点検及び継続的改善 教育プログラムＰＤＣＡサイクルを行うシステムを再検討する。 

 

（出典：教員会議資料） 
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資料９－１－②－12 

 

自己点検・評価書（抜粋） 

 

１２．２ 学生・社会からの点検評価 
 学校活動を改善していく上で学生・社会から点検を受けることは大切な点検活動の一つである。
本校では，授業に関するアンケート，学習・教育目標の妥当性や学生支援・施設などの教育環境，
担任業務や学生課におけるサービスなど教職員による日頃の学生支援活動など教育活動全般に対す
るアンケート，卒業生の現在の職種を調査したり要望を聞いたりするための卒業生アンケート，学
生が卒業後に就職していく企業への学習・教育目標や教育レベルなどについての企業アンケート，
保護者の意見を聞くための後援会総会や保護者会あるいは教員が保護者個々に面談する個別面談や
アンケート，および５年に一度に外部有識者に学校活動全般について検討頂く，外部評価，があ
る。 
 各種アンケートについて簡単に以下に実施結果を示す。 
 
（１）授業アンケート 
 授業アンケートは本校ではいち早く導入され平成１１年より行ってきた。当初は年２回行われて
いたが，昨年度（Ｈ１７年度）から年１回とした。全ての授業について，学生に質問項目に選択式
で答えてもらう質問項目と，自由なコメントをもらい，これをもとに，各教員が改善を図る仕組み
である。昨年度からは，その改善点を授業点検シートＡに記入して提出し，これをＦＤ委員がチェ
ックして，ＦＤ委員からの指導が必要と思われる教員には個別に指導することとなった。質問項目
は毎年，教務部委員会において検討を加えて改善を行ってきた。授業アンケート項目を資料８に，
これをもとに各教員の作成する授業点検シートＡを資料７に示す。授業アンケートについては毎年
統計的に分析されてまとめられ冊子として公開している。平成１３年には，それまでの授業アンケ
ートの結果を分析して自己点検書としてまとめている。昨年度の結果の例を資料９に示す。 
 
（２）学生アンケート 
 学生アンケートは，学習教育目標の妥当性や学校の設備や教育環境，学生課やＨＰなどの学生支
援について学生の意見を集約するために一昨年度（Ｈ１６年度）から実施している。これまでの結
果を資料１０に示す。次節において示されているように，このアンケートから，本校のＨＰの不備
が判明したため，本年度からＨＰＷＧを立ち上げて改善に務めている。 
 
     (略) 
 
１２．３ 点検・改善実施 
 
     (略) 
 
（２）改善項目・実施例 
 上記の各所での点検結果および改善案を元に，学校全体で取り組むべき改善実施項目を教育シス
テム委員会および学校運営委員会において策定する。Ｈ１８年度の結果を資料１６に示す。以下に
そのうちの重要項目についていくつか示す。 
 
     (略) 
 

３）学校（教育・研究）機能 
  図書館の充実や，バリアフリー化，ＨＰの充実などが重要な課題である。また，実験施設の

近代化も図っていく必要がある。本校の研究のパフォーマンスはまだまだ高いとは言えない状
況であるので，今後も校長裁量経費の有効活用などにより，活性化を促進するシステムを構築
していく必要がある。 

 
 

（出典：自己点検・評価書） 
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資料９－１－②－13 

 

平成１８年度学生相談室活動計画 

 
研修会 
 
学内  ６月２８日（水） 講師  本校カウンセラー 

             対象  全クラス担任 

             参加者 ２０名 

             「大人の発達障害」のタイトルで講演予定であったが、急遽、現在起こっている

問題について懇談会形式で話し合った。 

 

学外  １０月１９日～２０日  メンタルヘルス研究協議会（九州地区） 

                参加  学生相談室長（瀧川）・河野学生課長 

                場所  鹿児島 

    １１月２７日～２９日  全国学生相談研修会 

                参加 学生相談室長 

                場所 東京 

    １月２３日～２４日   全国高専メンタルヘルス研究集会 

                参加 学生相談室員（篠田）・岩崎看護師 

                場所 東京 

 

委員会 

    第１回 ５月１日（月）   ・今年度の活動計画 

                  ・相談室パンフレット作成 

    第２回 １０月１７日（火） ・前期活動を振り返って 

                  ・後期活動について 

    第３回 ２月２８日（水）  ・後期活動を振り返って 

                  ・研修会参加報告 

                  ・次年度への提案 

 

ＰＲ活動 

   １）カウンセラーの自己紹介も兼ねて、１年生を対象に心理適性検査を合同で実施し、分析結果は後

日、相談室にて（場所も覚えて貰うため）配布。 

   ２）相談室パンフレット配布。 

     １年生   全員に配布 

     ２年生以上 各クラスに１枚掲示 

   ３）各月のカウンセラー来校日を、各クラスの掲示板や校内数カ所に掲示。 

 

（出典：学生相談室資料） 
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資料９－１－②－14 

 

平成 18 年度学生会・体育局・文化局クラブリーダー研修 日程表 
期間：平成 19 年 1 月 26 日（金），27 日（土） 
場所：大分高専合併講義室 他 

第 1 日目 1 月 26 日（金） 第 2 日目 1 月 27 日（土） 

時刻 内 容 場 所 備 考 時刻 内 容 場 所 備 考 

    9:30
    

学生集合 合併講義室  

    
10:00 学生主事講師

紹介 
    
    

    

・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・
・・・ 

    

特別講演会 
「リーダーとしての資質」

合併講義室 

  
    

11:30
 

    
昼食（弁当） 合併講義室 

 
    

12:30
体育局各部長

    体育局教員 
    

13:00
 文化局各部長

    文化局教員 
    ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員
    学生主事 
    学生主事補 
    
    

体育局・文化局話合 
選択教室Ⅰ・

Ⅱ 

 

授業終了   
16:00 16:00 解 散   

学生集合・資料配布 
今後の予定を説明 

合併講義室  
   

16:30 
学生主事    

 学生主事補    
 学生会役員    
 体育局教員    
 文化局教員    
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員    

学生会話合 
・今年度行事の反省 
・来年度に向けて① 

合併講義室 

    
18:00 

   
夕食（弁当） 合併講義室  

   
18:30 

学生主事    
 学生主事補    
 学生会役員    
 体育局教員    
 文化局教員    
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ教員    

学生会話合 
・今年度行事の反省・

来年度に向けて② 
合併講義室 

    
20:00 

解 散      

 
＊体育局教員：武口先生，文化局教員：篠田先生      ＊学生会役員でない各部長は，26 日の学生会話合いは出席しな
＊オブザーバー教員：川内谷先生              いものとする。 
＊学生会役員もオブザーバーとして各局の話合いを見て回る。 

（出典：学生会資料）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の意見聴取は，主として授業アンケート，学生アンケート，学習・教育目標達成度チェック表

で行っている。結果は，各教員の自己点検・評価に反映され，授業点検シート A，教員の自己申告に

よる自己評価点検・校務業績ポイント表に記される。FD 委員会の指示による教員の教育活動改善事

項は授業点検シート B 等に記載され，教育システム全体については，教育システム委員会により学校

全体の改善項目が決定され，自己点検・評価実施委員会による自己点検評価に反映される。 
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 観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

 （観点に係る状況） 

 卒業後５年及び 10 年の卒業生に対し毎年アンケートを実施し（資料９－１－③－１），就職先へ

のアンケートを数年毎に実施している（資料９－１－③－２）。また保護者会で保護者から，学校説

明会で中学校教員等から意見を収集している（資料９－１－③－３，４）。これらのアンケート結果

や意見は，教育プログラムアンケート部会がとりまとめ，教育システム委員会が点検・評価を行って

いる（資料９－１－③－５）。また５年に一度，自己点検・評価実施委員会が自己点検評価書をまと

め，外部評価委員によって点検・評価され外部評価報告書にまとめられる（資料９－１－③－６，

７）。 

 

資料９－１－③－１ 

 

卒業生アンケート項目と結果（抜粋） 

職　種　分　布　累　計

１．設計,計画

２．製造,生産、施工

３.生産技術,製造技術

４．研究,開発

５．販売、営業

６．保守,点検、ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ

７．施工管理、業務管理

８．ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ

９．事務,労務

10.公職

1１.その他

 

学校で享けた専門教育ﾚﾍﾞﾙは（累計）

1.充分

２．ほぼ充分

３．やや低い

４．低い

 

本校の教育目標（累計）

１．非常によい

２．よい

３．普通

４．やや適切でない

５．適切でない

 

（出典：自己点検・評価書） 
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資料９－１－③－２ 
 

企業アンケート項目と結果（抜粋） 
 

アンケート期間：平成 16 年 8 月 10 日～8 月末 
対 象：平成 5 年度,および 10 年度卒業生就職先企業      回答：４４件 
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卒業生に対する満足度

不満
0%

普通
29%

満足
64%

非常に満足
7%

１．大分高専の本科卒業生に対し、平均的な仕事

に対する評価（勤務成績）について、の質問

には良い評価をいただきました（図 1）． 

２．大学生と比較して高専生の優れていると思われ

る点を挙げていただきました（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出典：自己点検・評価書） 

 

資料９－１－③－３ 
 

保護者会と意見例（抜粋） 

Q2.今回の感想

有意義
だった
（48％）

特にない
（42％）

未回答
（１0％）

Q3.学習指導について

.満足（16％）

ほぼ満足
（45％）

.どちらともい
えない（２

８％）

やや不満
（８％）

 .不満（1.5％）
未回答
（1.5％）

 

 

本校学習・教育目標で特に重要と思われるもの

A
27%

B
13%C

20%

D
22%

E
18%

A 自ら考える力・技術者としての倫理を身につける   

B 科学や工学の基礎を身につける           

C コミュニケーション能力を身につける        

D 技術者としてのセンスを身につける         

E 専門工学を活用する力を身につける

３．大分高専が設定した学習・教育目標について重要度を問う質問に対して，どれ

も均等に重要であるという良い評価をいただきました．（図３） 

以下 略
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Q4.生活指導について

未回答（2％）
 .不満（3％）

やや不満
（7％）

.どちらともいえ
ない（38％）

ほぼ満足
（39％）

.満足（11％）

 

 

 

（出典：自己点検・評価書） 

 

資料９－１－③－４ 

 
大高専教第 ９２ 号 
平成１８年９月２８日 

 
 
 
    県内各中学校長    殿 
 
 

大分工業高等専門学校長 
大  城  桂  作 

 
 
 

平成１９年度地区別入試説明会の開催について（ご案内） 
 

本校の学校運営に関しましては，常々ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて，毎年実施しています大分教育事務所管内の中学校を対象とした，地区別入試説明会を下記のとおり開

催することになりました。 
つきましては，貴校進路指導関係者等のご出席方よろしくお願い申し上げます。 
なお，当日都合が悪く他地区での説明会（別添説明会実施要領参照）に出席を希望される場合は，その旨ご

連絡ください。 
 

記 
 

１．期 日  平成１８年１０月３１日（火） 
２．場 所  本校２階 合併講義室 
３．日 程  13:30～14:00  受 付 

14:00～15:00  校長あいさつ 
学校概要説明等・募集要項説明・質疑応答 

15:00～15:30  学内施設見学（希望者のみ） 
４．その他  資料等の準備の都合がありますので１０月２４日（火）までに同封の出席調を FAX に

てご回報くださるようお願いいたします。 

 

（出典：学生課資料 学校説明会の案内例） 

 

 

以下 略
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資料９－１－③－５ 
 

教育点検結果・改善項目一覧表 
 

点検結果(H16 年度) 
区  分 

委員会等名 事   項 
区
分

改善項目（H17 年度） 

一般科目文系 
幅広い視野に立った社会人として必要な豊かな一般教養
を育む指導を充実する必要がある。 

低

一般科目理系 
数学，物理，化学，保健体育の明確な学習目標に沿った
指導を充実する必要がある。 

低

教務部委員会 JABEE に対応したカリキュラムを充実する必要がある。 共

専攻科運営委員会 
JABEE 目標を全員が達成するシステムを構築する必要が
ある。 
E2 のつながり工学の充実を行う必要がある 

プ

学習・教育目標の 
設定と公開 

教育システム改善検
討委員会アンケート
部会 

A1 が分かりにくい。（学生アンケート） 
学習・教育目標の A1 と C2 の評価が高い。（企業アンケ
ート） 

プ

１）大分工業高等専門学校システムデザイン工学プロ
グラム履修規則の別表１－２，別表２，◎科目，○科
目の設定について更なる改善を行う。（教育システム
改善検討委員会） 
２）本科５学年までの達成基準，低学年３年までの達
成基準（細目）の策定を検討する。（教育システム改
善検討委員会） 
３）Ｅ２科目の再検討と充実を図る。（教育システム
改善検討委員会，教務部委員会，専攻科運営委員会）
 
【H16 年度対策済み】 
１）教育プログラムの充実のため，履修規則等の改正
を行った。 
２）Ａ１を含め学習・教育目標の細目化を行い，具体
化した。 

（以下 略 ） 

（出典：教育システム委員会資料） 

 

資料９－１－③－６ 
 
１２．２ 学生・社会からの点検評価 
 学校活動を改善していく上で学生・社会から点検を受けることは大切な点検活動の一つである。本校では，
授業に関するアンケート，学習・教育目標の妥当性や学生支援・施設などの教育環境，担任業務や学生課にお
けるサービスなど教職員による日頃の学生支援活動など教育活動全般に対するアンケート，卒業生の現在の職
種を調査したり要望を聞いたりするための卒業生アンケート，学生が卒業後に就職していく企業への学習・教
育目標や教育レベルなどについての企業アンケート，保護者の意見を聞くための後援会総会や保護者会あるい
は教員が保護者個々に面談する個別面談やアンケート，および５年に一度に外部有識者に学校活動全般につい
て検討頂く，外部評価，がある。 
 各種アンケートについて簡単に以下に実施結果を示す。 
（１）授業アンケート 
 授業アンケートは本校ではいち早く導入され平成１１年より行ってきた。当初は年２回行われていたが，昨
年度（Ｈ１７年度）から年１回とした。全ての授業について，学生に質問項目に選択式で答えてもらう質問項
目と，自由なコメントをもらい，これをもとに，各教員が改善を図る仕組みである。昨年度からは，その改善
点を授業点検シートＡに記入して提出し，これをＦＤ委員がチェックして，ＦＤ委員からの指導が必要と思わ
れる教員には個別に指導することとなった。質問項目は毎年，教務部委員会において検討を加えて改善を行っ
てきた。授業アンケート項目を資料８に，これをもとに各教員の作成する授業点検シートＡを資料７に示す。
授業アンケートについては毎年統計的に分析されてまとめられ冊子として公開している。平成１３年には，そ
れまでの授業アンケートの結果を分析して自己点検書としてまとめている。昨年度の結果の例を資料９に示
す。 

     (略) 

（３）卒業生アンケート 
 卒業生へのアンケートは昨年度（Ｈ１７年度）から，卒業から５年後，１０年後，１５年後の卒業生に対し
て行うこととなった。アンケート結果の一部を資料１１に示す。総じて，本校の教育についての感謝の言葉が
多いが，改善すべき事項としては，英語力についての危惧が目立っている。本校の学習教育目標の一つにコミ
ュニケーション力を身につけることがあり，英語力の達成目標として専攻科修了時点で TOEIC400 点相当以上
としているが，卒業生の中には少なくとも４５０点以上とすべきとする意見もあり，今後の検討課題である。 
 
（４）企業アンケート 
 卒業生が就職する地元企業を中心にアンケートを行っている。その結果の一部を資料１２に示す。学習・教
育目標のうち「自ら考える力を身につける」という目標への評価が高かった。英語力達成目標の TOEIC400 点
は妥当な線であることが判明した。 
 
（５）保護者 
 後援会総会や保護者会を通して保護者の意見も参考にできるようになっている。今年度実施したアンケート
結果を資料１３に示す。最近では，低学年における補講の要請が増えてきているように思われる。 
 
（６）外部評価 
 ５年に一度，外部評価委員会を開いて頂いて，外部有識者の意見も反映するようにしており，前回の平成１
３年度に実施された外部評価委員会における提言はＨ１４年度発行の外部評価報告書にまとめられている。 

     (略) 

（出典：自己点検・評価書） 
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資料９－１－③－７ 

 

Ⅴ 意見（評価できる点，改善を要する点，要望等）（抜粋） 

 

外部評価委員会委員氏名  江 崎 忠 男 

１ 後期中等教育から高等教育にわたって連続的に教育課程を組むことができる利点を活かし，全
国高専の学習到達度試験結果できわめて優秀な成績を収めている点等，優れた教育効果を上げて
おられることを評価いたします。 

２ また，中学卒業者が減少する中，中学等へのＰＲ活動等，教職員の方の努力で，高い志願率を
維持しておられることも評価できます。 

３ 研究活動に関して，科研費の申請数，採択率がやや減少した時期もあるようですが，これも向
上しているようですので，学生の教育に時間を割かねばならなくなるとは思いますが，研究活動
にも一層の努力をしていただければと思います。 

４ 今年度，貴校本科生と本学学部生を対象に相互の単位互換の協定が成立しましたので，なお一
層の教育面における本学部との連携が進めばと思います。 

５ 管理運営について，高専の法人化に際し，所期の目的を達成するため，さらに一層，管理・運
営の重要事項である，予算，人事，施設を中心に，校長のリーダーシップを発揮しているような
体制が整備されるよう期待します。 

 

外部評価委員会委員氏名  堀  貞 一 

１ 教育目標に沿った教育活動が行われており，施設・整備が整っており理想的な教育環境で学習
できるように配慮している。 

２ 資料によると，内部評価は，積極的に実施しており，内容も充実しているようです。 
３ 外部評価については，５年に一度の頻度で行っているが，文科省の学校評価の充実の方向性か

らも毎年行い，その結果を学校教育に活かすシステムをとったほうがよいと考える。まとめもも
っと簡単なものにしてもいいのでは。 

４ 以前に比べ，入学時の生徒の学力が低下しているようであるが，要望があるところを中心とし
た中学校訪問ではなく，さらに積極的な生徒募集も必要ではないだろうか。 

 

（以下省略） 

（出典：外部評価報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 卒業生及び卒業生就職企業からのアンケートによって学外関係者の意見を収集し，保護者会や学校

説明会によって保護者や中学教員の意見を収集し，教育システム委員会による点検・評価に反映して

いる。さらに，５年に一度，自己点検・評価実施委員会がまとめる自己点検・評価書により外部評価

委員による点検・評価を受けている。 
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 観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生

による達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付

けられるようなシステムが整備され，教育課程の見直し等具体的かつ継続的な

方策が講じられているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育システム点検改善シートによる各種委員会，各係等からの点検結果及び改善案（資料９－１－

④－１），JABEE 受審結果及び自己点検・評価実施委員会による外部評価委員の提言等は，教育プロ

グラム委員会及び教育システム委員会で整理分析を行い（資料９－１－④－２），教育システム委員

会で，学校全体の検討事項，改善事項案を提案し学校運営委員会で決定し，各担当部署で実施する

（資料９－１－④－３）。例えば，学生アンケート結果等でのホームページの評価から（資料９－１

－④－４），平成 17 年度に教育システム委員会と学校運営委員会でホームページの改訂を決定し

（資料９－１－④－５），平成 18 年度に校長自らが WG を組織し改訂作業を行い（資料９－１－④－

６），平成 19 年度に継続的にホームページを改善できるシステムを構築した（資料９－１－④－７，

８）。 

 

資料９－１－④－１ 

 

教育システム点検改善シート 平成 19 年度（年度当初版） 

 
現状についての点検結果、来年度以降の改善項目などをご記入下さい。 

必要な場合は適宜枠を広げるなどしてご使用下さい。 ５月１８日（金）までに総務課までご提出下さい。 

記入部署：   ■■■■■■     

記入責任者 

役職・氏名：  ■■■■   ■■■■     記入年月日： 平成１９年０５月１１日 

 

（１）現状についての点検結果  

本校ではここ数年来，校舎改修，専攻科立上げ，JABEE 受審に取り組んできており，今年の認証評価で今後十数年の

基礎作りに一応の終止符が打てるところまできている．また，電気電子工学科ではこれまで 10 年近くに渡って低学

年基礎教育として数学に力を入れてきたが，数学科の強力な協力もあって全国の高専でも上位にあることがわかっ

た．また，工学実験では随所に改革の手が入り，動機付けや理解可能な内容となる配慮がなされてきた．一方，制

度作りの繁忙により学生への配慮が十分であったかどうか，大いに疑問の残るところであるとも考えている．｢人間

性に溢れ｣，｢国際感覚を備え｣た技術者を育てるための，具体策を検討し，実施する時期がきたと考える． 

 

（２）今年度の改善項目予定、目標など  

特に以下の項目について考え方，アイデア，具体案を考え，実施に移していくこととする． 

①教室の美化 

②教職員のコミュニケーションの涵養 

③教職員と学生との接触時間増 

④専攻科までを含めたさらなるカリキュラムの検討 

⑤ジャンク実験室の実現 

⑥中学生向け情報発信 

(平成 19 年 04 月 18 日(水)の電気電子工学科科内会議(第 03 回)にて議決) 

 

（出典：総務課資料） 
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資料９－１－④－２ 

 

教育点検結果・改善項目一覧表（抜粋） 

 
点検結果(H16 年度) 

区  分 
委員会等名 事   項 

区
分

改善項目（H17 年度） 

一般科目文系 
幅広い視野に立った社会人として必要な豊かな一般教養
を育む指導を充実する必要がある。 

低

一般科目理系 
数学，物理，化学，保健体育の明確な学習目標に沿った
指導を充実する必要がある。 

低

教務部委員会 JABEE に対応したカリキュラムを充実する必要がある。 共

専攻科運営委員会 
JABEE 目標を全員が達成するシステムを構築する必要が
ある。 
E2 のつながり工学の充実を行う必要がある 

プ

学習・教育目標の 
設定と公開 

教育システム改善検
討委員会アンケート
部会 

A1 が分かりにくい。（学生アンケート） 
学習・教育目標の A1 と C2 の評価が高い。（企業アンケ
ート） 

プ

１）大分工業高等専門学校システムデザイン工学プロ
グラム履修規則の別表１－２，別表２，◎科目，○科
目の設定について更なる改善を行う。（教育システム
改善検討委員会） 
２）本科５学年までの達成基準，低学年３年までの達
成基準（細目）の策定を検討する。（教育システム改
善検討委員会） 
３）Ｅ２科目の再検討と充実を図る。（教育システム
改善検討委員会，教務部委員会，専攻科運営委員会）
 
【H16 年度対策済み】 
１）教育プログラムの充実のため，履修規則等の改正
を行った。 
２）Ａ１を含め学習・教育目標の細目化を行い，具体
化した。 

全学科 CH の時間を利用して，1 年次数学を実施した。 低

制御情報工学科 
CH の時間を利用して，２年次英語多読と国語を実施し
た。 

教務主事室・教務部
委員会 

英語統一テスト（ACE）を実施した。 

一般理系科目 
 

数学到達度試験の実施（4 回／年）と追試の実施。（3
回／年） 

学習・教育の量 

専攻科 

実質的修了生において，学習保証時間未達成者 1 名生じ
た。 
学習保証時間の観点から受講時間が基準値に満たない場
合は未修得とする規則改正をした。 

 
１）履修科目の流れ図（系統図）を再検討する。（教

育システム改善検討委員会） 
２）自学自習の定着化を図る。（教務部委員会，専攻

科運営委員会） 
 
【H16 年度対策済み】 

プログラム 1 期生より教育プログラムの履修規則の
改訂を行い，また，専攻科修了要件第 12 条第三項
に「学習・教育目標を達成していること」と条文を
設け，JABEE 目標達成を義務化した。 

機械工学科 入試倍率が増加した。 低

電気電子工学科 大学進学希望者へのＰＲに努めた。 プ

制御情報工学科 入学者の質が向上した。 低

都市システム工学科 推薦入学者が過去最高の人数（・・・）となった。 低

専攻科 

入学前の学習履歴の点検項目を確認した。 
専攻科のＰＲと魅力の増大に努めた。 
プログラム履修ガイダンスなどきめ細かい学生への対応
をシステム化した。 
専攻科補充科目を設定した。 
アドミッションポリシーを設定し，選抜基準を明文化し
た。 

プ

教務主事室・教務部
委員会 

具体的アドミッションポリシーの公開と掲示を行った。
入学者選抜方法（推薦制度）を変更した。 
大分市南地区中学校を重点訪問した。 
入学者確保のため広報委員会を中心にしたＰＲ活動を見
直した。 

低

入学試験委員会 
アドミッションポリシーに沿い，選抜方法が分かり易い
ような入学試験制度に改善した。 
推薦選抜方法を改善した。 

低

留学生委員会 留学生の受け入れをより積極的に行うこととした。 低

教育手段 
入学および
学生受入れ
方法 

進路指導委員会 
「編入学試験・大学院入学試験に関する説明会」に専攻
科を加えた。 

プ

 
１）高校学習指導要領との関連から，本科４年への編

入学試験の内容とレベルを見直し，入学前後のフォ
ローシステムを構築する。（入学試験委員会，教務
部委員会） 

２）本科４年（プログラム１年生）への進級要件の見
直しを行う。（教務部委員会） 

３）専攻科入試合格基準のさらなる具体化と統一を行
う。（専攻科運営委員会） 

 

点検結果(H17 年度) 
区  分 

委員会等名 事   項 
区
分

改善項目（H18 年度） 

ＪＡＢＥＥ対策
委員会 

今年度実施した総合的試験などを制度として定着させ
る。 

プ

学習・教育目標の達
成 

 

 

 

・プログラム判定・専攻科修了判定の形態について，
現時点では専攻科の授業に携わる教員全員と専攻
科運営委員で行うことが望ましいと思われ，その
方向で検討する。（専攻科運営委員会） 

・技術士一次試験問題（数学）の試験の第 3 学年によ
る実施（一般科目文系） 

・英語力の向上（電気電子工学科） 
・本年度の５年生は昨年度に比べ、学力及び学習意欲

の低下が４年次より見られ、就職・進学の指導を
きめ細かく行い、早期に進路が決まるように指導
するように努める。最近の経済状況を反映して昨
年度末より求人は増えているが、企業が要求する
人材に適合していない学生が増えており、その対
応に注力する。（制御情報工学科） 

・英語力向上（専攻科） 
・外国語科では、１・２年で、全員がＡＣＥを受験す

る。３～５年で、英検・ＴＯＥＩＣ・工業英検の
どれかを受験する。４・５年～専攻科１年で、Ｊ
ＡＢＥＥの基準をクリアーする。教員は、専攻科
を担当できるように準備・努力する。（一般科目
文系） 

 

（出典：教育システム委員会資料） 
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資料９－１－④－３ 

 

平成18年度第8回 学校運営委員会議事録（議事概要）（抜粋） 
 

日   時   平成 18 年 10 月 25 日（水） 16：10 ～ 17：30 
場   所   会 議 室 
出 席 者   別紙のとおり 

 
《議  題》 
 
３．教育点検結果・改善項目一覧表について 

高橋教育システム委員会委員より教育システム委員会において学校全体の重点項目について、JABEE 認定基準に沿って
検討を行い、資料３のとおり設定したと説明があり、それぞれの改善項目の現在の進捗状況について報告の後、次のとお
り一部を修正することで了承された。 

 
基準 4.1 施設，設備 学生相談室の配置換えについては、放課後行うことにより解消できたため、削除する。 
基準 4.2 財源    概算・特別教育研究経費の申請は既に終了しているため削除する。 

 
また、教育方法の中で学生の勉学意欲を疎外しているため、専攻科に進学が内定している５年生に夏休み等休業期間も

寮を開放して欲しいという意見があったが、当直の問題や他の学生の理解を得る必要があるため、継続議論としていくこ
ととした。 

       （以下 略） 

資料４ 

学校重点改善項目（平成 18 年度） 
 

改 善 項 目 改 善 項 目 

準学士課程の学習教育目標（達成目標）を設定する。 
学習・教育目標の設定と公開 

ホームページＷＧで学習教育目標の公開について具体的な役割分担を検討する。 

学習・教育の量 
学修単位導入及び学習時間の保証に向けて相応しい体制・環境を検討する。（教務部委員会，専攻科運営

委員会及び教員連絡協議会） 

ホームページＷＧで公開体制を検討する。 

 入学および学生受入れ方法 

 

学生の勉学意欲を増進するための表彰制度を導入する。（今年度試行） 

３年生と５年生が学習・教育目標の達成度を自己点検する仕組みを構築する。（教務部委員会） 

あいさつ運動や美化活動を学校全体として具体的に取り組むことがあるか検討する。（環境委員会，学生

部委員会及び教務部委員会） 

学修単位導入に相応しい体制・環境を検討する。（教務部委員会，専攻科運営委員会及び教員連絡協議

会） 

教育方法 

次期教務システム・学生支援システムの調査企画に着手する。(教育プログラム委員会情報システム部会）

教育組織 教員の資質向上と役割分担の検討を行い教員組織の充実を図る。（学校運営委員会ＷＧ） 

寮のエアコン導入については，夏休み時期の変更及び単位互換に伴うサマーセミナー実施の問題と連動し

ているので，まず夏休み時期の変更を，その是非を含めて検討する。 

外部からの進入を防ぐため寮の門扉の整備と防犯カメラの設置に努力する。 

図書館の書架スペースの狭隘を改善する。 

施設，設備 

専攻科棟の非常口のドアロックを防犯上の観点から改修する。 

平成１９年度に現代ＧＰを申請するための準備を行う。 

平成２０年度概算要求に向けた特別教育研究経費要求を検討する。 財源 

平成１８年度図書館閲覧室間仕切り撤去の営繕要求をする。 

総合情報センター開館時間を延長する。 

情報セキュリティポリシーを策定していく。 
学生への支援体制 

次期教務システム・学生支援システムの調査企画に着手する。（教育プログラム委員会情報システム部

会） 

ディベート試験，総合的試験Ｂ１・Ｂ２，ＰＢＬ関連科目の総合審査会を制度として定着させる。 
学習・教育目標の達成 

プログラム修了生全員が学習・教育目標をすべて達成していることが確認できる実績を作る。 

教育点検及び継続的改善 教育プログラムＰＤＣＡサイクルを行うシステムを再検討する。 

 

（出典：学校運営委員会，教員会議資料） 
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資料９－１－④－４ 

 

Ｈ１７年度学生アンケート結果（ＨＰについての要望の該当部分抜粋） 

 

（2－1）本校の教育支援システムには，全般的に満足していますか。 

 
(2－2）特に改善すべき教育支援システム｛（ ）内は意見数｝ 

ホームページの充実と更新（10） 

オフィスアワーの充実（現状は利用しにくい）（５） 

授業アンケートの活用（５） 

シラバスの表現（３） 

非常勤教員のオフィスアワー（２） 

 

（出典：自己点検・評価書） 

 

資料９－１－④－５ 

 

学校改善重点項目（平成１８年度）（該当部分抜粋） 
 

準学士課程の学習教育目標（達成目標）を設定する。 
学習・教育目標の設定と公開 ホームページＷＧで学習教育目標の公開について具体的な役割分担を検討す

る。 

学習・教育の量 
学修単位導入及び学習時間の保証に向けて相応しい体制・環境を検討する。
（教務部委員会，専攻科運営委員会及び教員連絡協議会） 

ホームページＷＧで公開体制を検討する。 

 入学および学生受入れ方法 

 

 

（出典：学校運営委員会資料） 

 

資料９－１－④－６ 

平成１８年度第３回学校運営委員会議事 

 
日   時   平成１８年６月１３日（火） １５：００～１６：２５ 
場   所   会 議 室 
出 席 者   別紙のとおり 

 
《議  題》 

     （略） 

《報  告》 

     （略） 

３ ホームページＷＧ設置について 
校長より、内外よりホームページの充実について指摘があったことから、ホームページワーキンググルー

プを設置した旨の報告があり、メンバー構成は資料のとおりで、その中からホームページについて企画・実
行を担当する「めざせ 1000 アクセス小委員会」を都市システム工学科の亀野先生を委員長に立ち上げたの
で、協力をお願いしたいとの依頼があった。 

 

（出典：学校運営委員会資料） 

教育支援システム

とても満足
15%

大体満足し
ている
69%

満足してい
ない
16%
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資料９－１－④－７ 

大分工業高等専門学校ホームページに関する申合せ 

 

制  定 平成 19 年 4 月 5 日 
 
 この申合せは，大分工業高等専門学校のホームページに関する事項について定める。 
１ 本校ホームページは，本校Ｗｅｂサーバ（www.oita-ct.ac.jp）に作成したページ（以下「トップペー

ジ」という。）とそれにリンクする本校が作成したページ（以下「個別のページ」という。）で構成するも
のとする。 

２ 個別のページは，別表の事項を管理責任者がそれぞれ管理するものとする。 
３ 本校ホームページの各記事の掲載者は，掲載責任組織を明示し，その記事の内容を常に最新の状態に保つ

ように努めるものとする。 
４ 本校ホームページへの記事の掲載は，次のような記事の掲載は禁止するものとする。 
（１）公序良俗に反する内容となる情報 
（２）個人的な営利を目的とする情報 
（３）人権の問題を引き起こすような内容となる情報 
（４）個人・団体等に不利益をもたらす内容となる情報 
（５）知的所有権（著作・版権等）の侵害となるような情報 
５ ホームページ審査グループを置き，本校のホームページの管理・運営を監視する。 
６ ホームページ審査グループは，４各号のいずれかに該当するホームページがある場合は，校長の判断によ

り該当ホームページの排除又は不採用とすることができる。 
７ ホームページは，Ｗｅｂサーバ管理者が更新する。Ｗｅｂサーバ管理者は，次の者とする。 
（１）各学科のホームページ担当教員 
（２）校長が指名した者 
   附 則 
 この申合せは，平成 19 年 4 月 6 日から施行する。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料９－１－④－８ 

 

ホームページの更新フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｗｅｂサーバ管理者 

（配色，レイアウトの統一を図るとともに，フォルダの一元管理を行う。） 

各科ホームページ担当教員 制御情報工学科松本助教，衛藤技術職員 

 
（出典：教員会議資料） 

注意事項 

誰に見せたいか。 

掲載箇所の特定
掲載する内容とレイアウト原案
を作成する。

古い情報は除く。 

ＨＰに掲載すべきか判断する。
(個人情報，機密情報に注意する。) 

業務を担当している
部署の職員 

指示 相談 

学科担当者 

各学科のホームペー
ジの場合 

学科に属さないホー
ムページの場合 

学科主任 

確認 確認 

ＨＰ審査グループ 
校長，広報委員長， 
事務部長， 
制御情報工学科 松本助教 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 各種アンケート，教育システム点検改善シート，教員による自己評価点検・校務業績ポイント表，

教育プログラム委員会による分析結果，自己点検・評価実施委員会による自己点検評価結果を基に教

育システム委員会で総合的点検を行い，その改善案を学校運営委員会で決定し各部署で実施するシス

テムとなっている。これらは教育課程改訂等の教育活動に止まらず広く学校の活動の具体的・継続的

な改善に繋がる仕組みとなっており，教育課程の改訂やHPの改善等の具体的活動として実施されてい

る。 
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 観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，

授業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員

の改善活動状況を，学校として把握しているか。 

 （観点に係る状況） 

 教員は，授業アンケート，学生アンケート及び自己評価点検・校務業績ポイント表（資料９－１－

②－８），授業点検シート A（資料９－１－②－７）をふまえ，FD 講演会等の FD 活動や教員連絡協

議会の活動，公開授業等を参考にし自身の質の向上を図り，授業内容，教材，教授技術の継続的改善

を行っている。 

 この改善活動状況は，自己評価点検・校務業績ポイント表，授業点検シート A に記される（資料９

－１－⑤－１）。FD 委員会では，授業アンケート結果（資料９－１－⑤－２）と教育プログラム委

員会エビデンス部会による点検結果（授業点検シート B（資料９－１－⑤－３））や授業見学結果等

をふまえ，個々の教員の改善活動状況を把握し（資料９－１－①－７），必要な場合には指導を行い，

その結果を授業点検シート B に記入している（資料９－１－⑤－４）。 

 

 

資料９－１－⑤－１

 

（出典：学生課資料）

資料９－１－⑤－２

 

授業アンケート結果例 

 

（出典：学生課資料）
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資料９－１－⑤－３ 

（出典：学生課資料 授業点検シートＢの例） 
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資料９－１－⑤－４ 

 

平成１９年度第２回ＦＤ委員会議事概要 

 
日 時  平成１９年６月４日１６：２０～１７：２５ 
場 所  小会議室 
出席者  吉澤教務主事，清水専攻科長，薬師寺機械工学科主任，佐藤（秀）電気電子工学科主任，鶴沢制御

情報工学科主任，島田都市システム工学科主任，堀一般科目（文系）主任，加治一般科目（理系）
主任，前田事務部長 

列席者  総務課長，総務課課長補佐（総務担当） 
 
議 事 
 

議題１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
議題２ 教育功労者の表彰候補適任者の推薦ついて 
 自己評価点検・校務業績ポイント表，授業点検シートＢ及び学生アンケートの結果から教育功労者表彰規程
の規定に基づきＦＤ委員会としての教育功労者の表彰候補適任者を選考することになったが，その場では特に
適任者の推薦がなく，選定期間を設定し，委員から６月８日（水）までに推薦がない場合は，ＦＤ委員会から
の推薦はしないこととした。 
 
議題３ ＦＤ委員会の活動報告について 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・ 

 

（略） 

（出典：ＦＤ委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員は，授業点検シート A，授業アンケートを基礎にし，質の向上，授業内容，教材，教授技術の

改善を図りその結果を自己評価点検・校務業績ポイント表に記して提出している。FD 委員会がこれ

らの結果を基に各教員の改善活動状況を把握し点検・評価し指導する体制が整い実施されている。 
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 観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育方法の研究は，各教員の努力でなされており，学会誌等に発表し（資料９－１－⑥－１），研

究成果をふまえた授業も実践されている（資料９－１－⑥－２，３）が，実績は多くない。専門分野

における研究成果は積極的に取り入れられ，この事は卒業研究テーマの変遷からも分かる（資料９－

１－⑥－４）。準学士課程の卒業研究や，専攻科課程の特別研究においては，教員の専門分野をふま

えた研究テーマで指導を行っている。専攻科では，学位授与機構の審査による学士取得を目指し，全

員に学外発表を科しているため（資料９－１－⑥－５，６），必然的に特別研究は教員の専門分野の

研究活動と連携した教育となっている（資料９－１－⑥－７）。 

 

資料９－１－⑥－１ 
 

自己評価点検・校務業績ポイント表（平成 18 年度）（抜粋） 

 

Ⅰ－A2 教育の質の改善への研究活動の寄与 

 研究活動（専門分野の研究や教育方法の研究）により得られた知見や成果などを教育内容・方法
の改善に活かした具体的事例があれば記入して下さい。 
 

電磁気学および電気回路の学習において学生のつまずくところとその対処法についての研究成果“電
気回路・電磁気学の学力向上のための電気数学の設計”，電気学会論文誌Ａ（IEEJ Trans. FM）
Vol.126, No.7, 2006. 
から，「大学 1 年生のための電気数学」という著書を公にし，電磁気学の講義に役立てた。 

 

（出典：総務課資料） 

 

 

資料９－１－⑥－２ 
 

自己評価点検・校務業績ポイント表（平成 18 年度）（抜粋） 
 

Ⅰ－A2 教育の質の改善への研究活動の寄与 

 研究活動（専門分野の研究や教育方法の研究）により得られた知見や成果などを教育内容・方法
の改善に活かした具体的事例があれば記入して下さい。 
 

西洋現代哲学のフッサール現象学に関する研究で平成 18 年 3 月に「博士（文学）〔筑波大学〕」を取
得したが，その研究途上で拙著『フッサールの現象学的還元』（晃洋書房，平成 15 年 2 月）を刊行
し，その研究成果は平成 16 年～18 年度の専攻科 2 年生の授業科目「哲学特論Ⅰ・Ⅱ」で授業用テキ
ストとして活かされた。さらに，研究の進展に伴い拙著『フッサールの脱現実化的現実化』（晃洋書
房，平成 18 年 8 月）を刊行し，その研究成果は平成 19 年度の専攻科 2 年生の授業科目「哲学特論Ⅰ
・Ⅱ」で授業用テキストとして活かされる予定である。また，共著『哲学・倫理学概論』（学習図書
出版社，平成 13 年 1 月）は，平成 14 年度～18 年度の本科 2 年生の授業科目「倫理」の教科書として
活かされた。 

 

（出典：総務課資料） 

 

 



大分工業高等専門学校 基準９ 

 - 385 -

資料９－１－⑥－３ 

 

 

 

 

（出典：シラバス 研究成果を授業に生かしている例） 
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資料９－１－⑥－４ 

 

 

 

（出典：明野通信 卒業研究テーマの変遷） 



大分工業高等専門学校 基準９ 

 - 387 -

資料９－１－⑥－５ 

 

大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則 
別表 

各学習・教育目標の評価方法 

学習・教育目標 

関連す
る基準
1(1) 
(a)～

(h)の項
目

評 価 方 法 備 考

(A1) 自ら考える力を身につける 
(1) 自然や人間の活動を地球的視点から

多面的に考察するために必要な基礎知
識を有すること  

(2) 情報を収集し、論理的に自らの考え
を構築することができること 

(3) 事実と自らの考え、他者の考えと自
らの考えとを区別できること 

(ａ) (ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、日本語表現法（国語特講Ⅰ～

Ⅴ），プロジェクト演習Ⅳのほかに１科目以上修得して
いること 

（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、特別研究、プロジェクト演習Ⅳのほかに

２科目以上修得していること 
(ⅲ) プロジェクト演習Ⅳにおけるディベート試験に合格す

ること 

(Ａ) 
愛の精神 
 

世界平和に貢献
できる技術者に
必要な豊かな教
養、自ら考える
力、いつくしみ
の心を身につけ
る 

 (A2) 技術者としての倫理を身につける
(1) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果を理解していること 
(2) 技術者が社会に対して負っている責

任について理解していること 

(ｂ) 「技術者倫理」を修得していること 

 

(B1) 数学、自然科学の力を身につける
(1) 数学の基本的な問題が解けること 
(2) 自然現象の本質を問う問題が解ける

こと 

(ｃ)
(ｇ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) 
（平成１４年度以前入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに１科目以上修得し

ていること 
（平成１５年度以降入学生） 
  ○科目のうち、宇宙地球科学のほかに２科目以上修得し

ていること 
(ⅲ) (B1)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 (Ｂ) 
科学や工学の基礎 
 

科学の粋を極め
る技術者に必要
な数学、自然科
学、情報技術、
専門工学の基礎
を身につける 

(B2) 情報技術、専門工学の基礎を身に
つける 

(1) 専門性に即して問題を掘り下げる上
で土台となる情報技術と専門基礎知識
があること 

(ｄ1)
(ｇ)
(ｃ)

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) ◎と○科目の中から１０科目以上かつ１５単位以上修

得していること。 
(ⅲ) (B2)に関する総合的試験において 60 点以上とることま

たは技術士一次試験に合格していること 

 

(C1) 表現する力、ディスカッションす
る力を身につける 

(1) 自ら表現したいことについて第三者
が理解できるように明確に表現でき、
そのテーマについて議論できること 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目及び○科目を修得していること 
(ⅱ) 学外団体主催による研究会等において発表を行うこと 

(Ｃ) 
コミュニケーショ
ン能力 
 

地域や国際舞台
での活躍をめざ
して、多様な文
化の理解とコミ
ュニケーション
できる力を身に
つける 

 

(C2) 英語を用いてコミュニケーション
できる力を身につける 

(1) 英語で表現された文章を理解でき、
英語による簡単なコミュニケーション
ができること 

 

(ｆ) (ⅰ) ◎科目を修得していること 
(ⅱ) ○科目のうち、1 科目以上修得していること 
(ⅲ)  
(平成１２年度以前入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすことまたはこれらと
同等以上の力を有することをポートフォリオによって証
明できること 

(平成１３年度以降入学生) 
  英語に関する資格試験において、TOEIC400 点または

TOEFL (PBT)420 点、英検準 2 級、工業英検 3 級，
ACE515 点以上のいずれかを満たすこと 

 

(D1) 探求心、分析力、イメージ力、デ
ザイン能力を身につける 

(1) 技術的対象に対して、計測測定を行
い、問題を分析することができること

(2) ものやシステムを創造するために結
果をイメージして、その結果を得るた
めの方法やシステムなどをデザインす
ることができること 

(3) 問題を深く掘り下げる努力ができる
こと 

(d2b)
(ｅ)
(ｄ1)
(d2c)
(ｇ)
(ｈ)

◎科目を全て修得していること 
 

(Ｄ) 
技術者としてのセ
ンス 
 

創造的技術者と
してのセンスを
磨き、探求心、
分析力、イメー
ジ力を身につけ
る 

 
(D2) 協力して問題を解決する力を身に

つける 
(1) 問題をチームで解決する体験を得る

こと 
(2) 問題解決を分担化し、自らの分担を

見定めて行動できること 

(d2d)
(d2c)
(ｈ)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ) インターンシップ関連科目を修得していること 
(ⅲ) ＰＢＬ関連科目の総合審査会で合格すること 

 

(E1) 専門工学の知識を獲得する 
(1) 自らの専門性に即して、一つの分野

を深く掘り下げることのできる専門工
学の知識があること 

(d2a) (ⅰ) ○科目のうち、１０科目以上修得していること 
(ⅱ) 専門性に即した小論文試験で、60 点以上とること、ま

たは学位取得のための小論文試験に合格すること 

(E2) 工学の相互関連性を理解する 
(1) 技術が、ものやシステムの複雑なつ

ながりによって成り立っていることを
理解していること 

(2) 自らの専門以外の一つ以上の分野に
ついて基礎的な知識を有していること

(d2a)
(d1)
(ｅ)
 

(ⅰ) ◎科目を全て修得していること 
(ⅱ)  
（平成１２年度入学生） 
  自らの専門以外の○科目の中から、１科目以上を修得し

ていること 
（平成１３年度以降入学生） 
  ○科目の中から、２科目以上修得していること。ただ

し、その内１科目以上は、自らの専門以外の科目である
こと 

 (Ｅ) 
専門工学の活用 
 

専門工学の知識
を修得してその
相互関連性を理
解し、これを活
用する力を身に
つける 

 

(E3) 専門分野における研究開発の体験
を通して問題を発見し、解決する力を
身につける 

(1) 自らの専門分野において、問題の所
在と性質を見極め、その対処法あるい
は解決法をデザインし、これを実行す
ることができること 

(d2c)
(d2b)
(ｅ)
(ｈ)
(ｇ)

「特別研究」を修得していること 
 

 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料９－１－⑥－６ 

 

■平成 16 年度入学(２期生) 学会発表の履歴■       ■平成 17 年度入学(３期生) 学会発表の履歴■ 

テーマ 走査型電気化学顕微鏡による Cr 基合金の耐食性評価 テーマ
コンジョイント分析を用いた歩道景観の評価に関する研究（街
路樹と歩道デザインを対象として） 

学 会 第 11 回高専シンポジウム（長岡） 学 会 第 11 回高専シンポジウム（長岡） 
2 MC 

テーマ 製鉄所副産物を混入した土の強度，変形特性に関する一考察 
2 MC

テーマ 歩行者空間のデザインが景観評価に及ぼす影響 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
3 MC 

テーマ 非 Pd 系水素透過膜の機械的特性評価 
3 MC

テーマ 底泥内部への乱れの浸透が物質移動に及ぼす影響 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 第 12 回高専シンポジウム（三島） 
4 MC 

テーマ 鉄鋼スラグによる温泉噴気中の硫化水素吸着実験 
4 MC

テーマ 製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果について

学 会 土木学会第 59 回年次学術講演会 学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 
5 MC 

テーマ 橋脚損傷に与える上下動地震波の影響に関する解析的研究 
5 MC

テーマ
共分散構造分析を用いたＶＳＰの評価に関する研究（企業を対
象として） 

学 会 平成 15 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 
6 MC 

テーマ 幾何学的非線形性を考慮したＲＣ橋脚の地震応答解析 
6 MC

テーマ
住民グループを対象としたアダプト・プログラムの評価に関す
る基礎的研究 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 日本機械学会 2006 年度年次大会 
7 MC 

テーマ 終局曲率曲面を用いたＲＣ橋脚の動的耐震照査法に関する研究 
7 MC

テーマ 振動切削における切削速度向上に関する研究 

学 会 コンクリート工学年次論文集 Vol.27，2005.6 学 会 精密工学会九州支部第７回学生研究発表会 
8 MC 

テーマ Flexibility 法を用いた長大スパンＲＣアーチ橋の地震応答の評価
8 MC

テーマ 振動切削系に生じる動的挙動に関する研究 

学 会 土木学会第 60 回年次学術講演会 学 会 第６回九州地区流体工学研究会トークイン（九重） 
9 MC 

テーマ 
コンクリート製アーチ橋に及ぼす地震波入力方向の影響に関する研
究 

9 MC

テーマ 廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究 

学 会 平成 15 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
10 MC 

テーマ アユの生態と河川水質との関係について 
10 MC

テーマ
大分県番匠川河口域におけるアサリ漁獲量低下に関する実験的
考察 

学 会 日本機械学会九州支部大分地方講演会 学 会 第 12 回高専シンポジウム 
11 MC 

テーマ 
各種材料の回転曲げ疲労寿命に及ぼす繰返し速度の影響（超高速回
転曲げ疲労試験） 

11 MC

テーマ
温泉地すべり地における地下水の水温，ｐＨ，電気伝導率に関
する一考察 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度土木学会西部支部研究発表会 
12 MC 

テーマ 超高速回転曲げ疲労試験機の製作 
12 MC

テーマ 別府市明礬地すべり地の地下水性状について 

学 会 第 43 回燃焼シンポジウム 学 会 日本機械学会九州学生会第 37 回卒業研究講演会 
13 MC 

テーマ 高圧下におけるＰＭＭＡの対向流中の燃え広がり 
13 MC

テーマ 不感性推進薬の熱伝導率および熱拡散率の同時測定 

学 会 第 10 回高専シンポジウム 学 会 第１１回高専シンポジウム 
14 MC 

テーマ 非日常空間における歩道デザインに関する研究 
14 ES

テーマ
大気揺らぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回
復 

学 会 平成 16 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 第５回電子情報系高専フォーラム 
15 MC 

テーマ ポリマーセメントモルタルの最適吹付け方法に関する一考察 
15 ES

テーマ 分散オブジェクトによる分散処理システムの実装 

学 会 平成 17 年度土木学会西部支部研究発表会 学 会 FIT2006 第 5 回情報科学技術フォーラム 
16 MC 

テーマ 吹付けモルタル工法の締固め度評価に関する研究 
16 ES

テーマ 心理的抵抗感の軽減と利便性の向上を目的としたﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸ認証

学 会 Ｍ&Ｍ2005 材料力学カンファレンス 学 会 平成１７年度電気関係学会九州支部連合大会 
17 MC 

テーマ ＳＵＳ３０４鋼の疲労寿命予測（温度変化を伴う場合） 
17 ES

テーマ JavaSpaces を用いた並列遺伝的アルゴリズム 

学 会 日本機械学会九州学生会第 36 回卒業研究講演会 学 会 第７回ＩＥＥＥ広島支部学生シンポジウム 
18 MC 

テーマ ＳＵＳ３０４鋼における疲労試験中の温度変化と疲労寿命との関係
18 ES

テーマ ＴＣＲの認識多様性を考慮した免疫的ネットワーク 

学 会 日本機械学会学生会第 36 回卒業研究発表講演会 学 会 平成 18 年度 第 5 回 電子情報系高専フォーラム 
19 MC 

テーマ 種々の材料に対する振動切削加工面の比較 
19 ES

テーマ 心理聴覚モデルを用いたノイズキャンセラに関する一考察 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム 学 会 第１１回高専シンポジウム 
20 ES 

テーマ 傷信号の抽出方法に関する一提案 
20 ES

テーマ 位相変調を用いた光波形成法 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム 学 会 第５回電子情報系高専フォーラム 
21 ES 

テーマ 誘導電動機ベクトル制御方式の実験装置の開発 
21 ES

テーマ 携帯電話を用いた Web システムの研究 

学 会 平成１７年度第４回「電子情報系高専フォーラム   
22 ES 

テーマ 局所的分散表現を持つ自己組織化マップ   

学 会 平成１６年度第３回「電子情報系高専フォーラム   

23 ES 

テーマ 
コスト関数と像の拘束条件とを用いたブラインドデコンボリューシ
ョン法 

 
 

学 会 平成１７年度電気関係学会九州支部連合大会   
24 ES 

テーマ 抵抗負荷ソフトスイッチング単相ＡＣレギュレータ   

学 会 平成１６年度第３回「電子情報系高専フォーラム   
25 ES 

テーマ 相関を持った記憶パターンを学習させた連想記憶モデルの偽記憶   

 

（出典：専攻科資料） 
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資料９－１－⑥－７ 

 

平成 18 年度入学生 特別研究テーマ一覧 

専攻 特別研究テーマ 専攻 特別研究テーマ 

FC200 製グリース潤滑すべり軸受の潤滑性能  認識多様性と柔軟性を考慮した免疫的ネットワーク 

高速度鋼製フライツールによる高速切削の研究  電磁界解析を用いたＲＦＩＤ用アンテナに関する研究 

大分県番匠川河口干潟におけるアサリの育成阻害要因  ステンレス鋼の外的要因による電磁気的性質への影響 

金属材料の疲労強度に及ぼす歪速度と温度の影響  
モバイルエージェントを用いた免疫アルゴリズムによる胸部Ｘ線写真にお
ける腫瘤陰影の検出 

軽合金鋼の応力繰返しに伴う変形量の変化 遺伝的アルゴリズムを用いたノイズ入りボケ画像の復元 

５Ａ族水素透過膜の低水素濃度状態における延性－脆性遷移挙動 プラズマアークジェットを用いたナノ粒子生成に関する研究 

数値シミュレーションによる廃熱ボイラ内気流の可視化 渦電流法による構造用金属材の疲労評価手法の開発 

高炉セメントＢ種を用いた寒中コンクリートの強度回復 Ｗｅｂ技術を用いたデータ処理の研究 

地球温暖化及び都市化が環境生態系に及ぼす影響に関する研究 局所的分散表現を持つ自己組織化マップ 

振動切削における切削速度向上に関する研究 認識多様性と柔軟性を考慮した免疫的ネットワーク 

河川の水環境と生態系に関する研究  

都市道路における雨水排除に関する研究  

ＭＣ 

道路愛称に関する研究 

ＥＳ

 

 

平成 17 年度入学生 特別研究テーマ一覧 

専攻 特別研究テーマ 専攻 特別研究テーマ 

コンジョイント分析を用いた歩道景観の評価に関する研究 大気ゆらぎを通して観測された多数枚の劣化観測像からの像回復 

道床沈下量予測に関する研究の現状と問題点 分散処理システムの研究 

製鉄所副産物を用いた火山灰質粘性土の安定処理効果に関する研究 画像処理を用いたバイオメトリック個人認証 

企業の環境保全活動とボランティア・サポート・プログラム 
オブジェクト共有空間を用いた並列免疫アルゴリズムによる胸部Ｘ
線画像における肺癌陰影の検出 

アダプト・プログラム参加者の評価構造の分析 生体の免疫機能を有する免疫的ネットワークとその工学的応用 

振動切削系の動的挙動に関する研究 心理聴覚特性を利用した Spectrum Subtraction 法に関する研究 

廃熱ボイラのダスト酸化効率向上に関する研究 位相変調による光波形成 

非 Pd 系水素透過膜の水素透過能及び延性-脆性遷移挙動 携帯電話を用いた Web システム 

河口干潟の物理化学的特性が二枚貝の成育に及ぼす影響に関する研究  

ＭＣ 

温泉地すべりの安定性に関する研究 

ＥＳ

 

平成 16 年度入学生 特別研究テーマ一覧 

専攻 特別研究テーマ 専攻 特別研究テーマ 

走査型電気化学顕微鏡による高純度ｸﾛﾑおよび合金の不動態皮膜の不均
一性の可視化 傷信号の抽出方法に関する研究 

製鉄所副産物の地盤改良材としての適用性に関する研究 誘導電動機ベクトル制御方式の実験装置の開発 

非パラジウム系水素透過膜の機械的特性評価 局所的分散表現を持つ自己組織化マップ 

鉄鋼スラグを用いた強酸性温泉地におけるコンクリート構造物の劣化対策 コスト関数と像の拘束条件とを用いたブラインドデコンボリューション法 

コンクリート製長大スパンアーチ橋の地震応答特性に関する基礎的研究 ソフトスイッチング AC レギュレータについて 

各種材料の回転曲げ疲労寿命に及ぼす繰返し速度の影響（超高速回転
曲げ疲労試験） 構造を持つ記憶パターンを学習した連想記憶モデルの偽記憶 

高圧下における PMMA の燃焼特性に関する研究  

PI を活用した歩道デザインの決定とその評価について  

ポリマーセメントモルタルの最適施工法に関する研究  

ＭＣ 

SUS304 鋼の疲労強度に及ぼす温度の影響を考慮したマイナー則に関す
る研究 

ＥＳ

 

 

（出典：Ｗｅｂページ） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 教育方法の研究は各教員の努力でなされ，この成果をふまえた授業が一部の教員によって実践され

ているがその数は多くない。 

 専門分野における研究成果や教員の研究内容は，特に卒業研究や特別研究を通した教育に強く反映

されている。 

 

 

 観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施

されているか。 

 （観点に係る状況） 

 ファカルティ・ディベロップメント(FD)は，FD 委員会が計画し実施している（資料９－１－①－

７）。カリキュラム，学校運営，学生指導等のバランスに注意しながら，講演会を企画しており（資

料９－２－①－１），原則として全教員が参加することとなっている。外部の研修会等にも多くの教

員が参加している（資料９－２－①－２）。年２回授業公開週間を設け，教員は誰でも授業を見学で

きるが，この期間外にもＦＤ委員を中心に授業チェックを行なっている（資料９－２－①－３）。教

員や教育プログラム委員会エビデンス部会による授業点検結果，授業アンケート結果，教員による自

己評価点検・校務業績ポイント表等に基づき，FD 委員により教員の点検・評価及び指導を行ってい

る。模範となる教員や教育功労者は教育功労者表彰委員会に推薦され（資料９－２－①－４），資質

不足や教育活動に著しく問題のある教員は FD 委員または校長が個別に指導する。 

 

資料９－２－①－１

 

ＦＤ講演会開催一覧 

 

実施年月日 実施時間 実施
形態 テ ー マ 等 講 師 等 出席者数

（人）

H15. 5.12 16:30 
 ～17:30

報告 「JABEE 準備状況報告」 大分高専 
  高 橋  徹 

５６ 

H15. 5.22 16:30 
 ～17:30

報告 
教育研究集会報告 
「英語が使える日本人」育成の
ためのフォーラム報告 

大分高専 
  穴 井 孝 義 

５３ 

H15. 6.19 17:30 
 ～19:00

講演 「学内における JABEE の状況と
検討課題」 

大分高専 
  高 橋  徹 

４３ 

H15. 7. 9 16:30 
 ～18:00

報告 
国語科の新課程への移行につい
て（１学年の科目「国語表現」
を中心に） 

大分高専 
  相 本 正 吾 

５６ 

H15. 9.18 17:30 
 ～18:30

報告 

海外留学報告 
｢ミシガン州立大電気コンピュ
ータ工学科の教育と研究につい
て｣ 

大分高専 
  岡 茂 八 郎 

５０ 

教育研究集会報告 
｢高専における国語コミュニケー
ションスキル教育の評価と改善｣

大分高専 
  相 本 正 吾 

H15.11.27 17:30 
 ～19:00

報告 

教育研究集会報告 
「高専教育の向上に向けて」 

大分高専 
  武 口 博 文 

５３ 
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H16. 1.19 16:30 
 ～18:00 報告 「JABEE 関係について」 

大分高専 
  加 治 俊 夫 
  高 橋  徹 

５４ 

H16. 3.17 13:30 
 ～15:00

報告 「新学期に向けての教務関係説
明及び JABEE 関係について」 

大分高専 
  大 石 隼 人 
  高 橋  徹 

５１ 

H16. 7. 7 16:20 
 ～18:30

報告 「認証評価について」 大分高専 
  沖  憲 典 

５５ 

H16.11. 8 16:15 
 ～17:30

報告 
教育研究集会報告 
「高専における進路指導のあり
方について」 

大分高専 
  佐 野 博 昭 

３９ 

H16.11.30 16:15 
 ～18:00

講演 「技術者教育認定制度につい
て-一人ひとりがなすべき事-」

日本工学教育協会 
  椿 原  治 

５６ 

H16.12. 3 16:15 
 ～17:30 

報告 在外研究報告 大分高専 
  菊 川 裕 規 

２８ 

H16.12.10 16:15 
 ～18:00 報告 平成１６年度各科各学年の目標

の達成状況及び今後の課題 
各科主任 
各学年主任 ５３ 

H17. 7.20 16：15 
～17：30

講演 「指導が難しい学生の理解と支
援」 

大分高専カウンセラー 

  古 賀 精 治 
４４ 

H17.12.14 14：30 
～16：00

報告 帰朝報告（アメリカ・ドイツ） 大分高専 
  松 本 佳 久 

４６ 

ＰＢＬ教育について 
教員研究集会参加教
員（薬師寺・本田・
嶋田・高見） H17.12.16 14：30 

～16：35 報告 

帰朝報告（シンガポール） 大分高専 
  佐 藤 秀 則 

５０ 

高専教員研修（クラス経営・生
活指導研修会） 

高専教員研修参加者 
（靏・高見） 

H18. 1.30 16：15 
～18：15 報告 

碩信高校の入試説明会に出席し
て 

大分高専 
  一 宮 一 夫 

４３ 

H18. 3. 3 16：20 
～17：50 講演 高専と第３者評価 茨城高専教務主事 

  柴 田 尚 志 ３９ 

H18. 9.15 14：00 
～16：10

講演 高等専門学校機関別認証評価に
ついて 

大学評価・学位授与
機構評価研究部 
  野澤 庸則 教授 

６９ 

H18. 9.20 15：00 
～17：15

報告 PBL 研修会の報告 
(於熊本電波高専，TEMASEK) 

PBL 研修会参加者 
  （菊川，佐藤， 
  嶋田，高見） 

５０ 

８４ 

H19. 1.11 16：10 
～18：00 講演 技術士制度と修習 

日本技術士会修習技
術者支援実行委員会 
  坂本恵一 委員長 
(日本大学生産工学
部助教授) 

(専攻科学
生及び専
攻科希望
学生 39 人
を含む。)

H19. 2. 6 13：00 
 ～15：00

講演 教育現場における著作権等の配
慮について 

金沢大学教育学部 
  加藤隆弘 助教授 

３８ 

 

（出典：ＦＤ委員会資料）
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資料９－２－①－２ 

 

 

（出典：総務課資料 研修会参加の例） 
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資料９－２－①－３ 

 

授業公開参観報告書 

 
報告者氏名： ■ ■ ■ ■  
 
実施日時 ：平成１８年１１月１４日  水曜日  ２限～２限 
教科名  ：■■■■■■■■ 
担当者氏名：■ ■ ■ ■ 
 

アンケート項目 
① 授業の目的は明確で、全体の構成がよく考えられていましたか。［全体］ 

 よい 

② 授業の準備がよくされていましたか。［準備］ 

 よい 

③ 聞きやすい話し方でしたか。［話し方］ 

 よい 

④ 板書は読みやすく、スピードは適当でしたか。［板書］ 

 よい 

⑤ 授業の開始時間、終了時間は守られていましたか。［時間］ 

 授業の途中に参観しましたので不明です。 

⑥ 学生の理解を確認しながら進められていましたか。［理解度の確認］ 

 よい 

⑦ 課題の指示がありましたか。［自宅学習］ 

 授業終了前に退室しましたので確認していません。 

所 見 
随時，学生に質問を投げかけるなど授業に興味を引くように工夫をされています。 
関連する事例の解説も多く，専攻科の講義として十分な内容と思われます。 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料９－２－①－４ 

 

大分工業高等専門学校教育功労者表彰規程 

 
制  定 平成 17 年 3 月 14 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則（平成１６年４月１日独

立行政法人国立高等専門学校機構規則第６号）第４３条第３号の規定に基づき大分工業高等専門
学校（以下「本校」という。）の教育，学校運営及び社会頁献に関して，特に顕著な功績を挙げ
た者（以下「教育功労者」という。）の表彰に関し，必要な事項を定めるものである。 

 （表彰候補者） 
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第２条 教育功労者の表彰候補者は，次に掲げる各号の一に該当する者（本校教職員以外の者も含
む。）から選考するものとする。 

 一 講義，演習，実験・実習及びクラス運営等において新たな方法を創案し，その実践を行い，
特に教育効果を高めた者 

 二 クラス担任等の業務及び学生の課外活動への監督・指導を通して学生への教育に特に功績の
あった者 
 三 教育に関する研究を通して特に功績があった者 
 四 社会貢献に関し，特に本校の名誉を高めた者 
 五 各種委員会等を通して本校の学校運営に特に功績があった者 
 （教育功労者選考委員会の設置） 
第３条 校長は，前条に掲げる表彰候補者を選考するに当たり，大分工業高等専門学校教育功労者

選考委員会（以下「委員会」という。）を設置するものとする。 
２ 委員会は，原則として毎年度６月末日までに開催し，前年度の教育功労者に係る被表彰者を決

定するものとする。 
 （委員会の構成） 
第４条 委員会の構成は次のとおりとし，校長を委員長とする。 
 一 校  長 
 二 教務主事 
 三 学生主事 
 四 寮務主事 
 五 専攻科長 
 六 事務部長 
 七 その他校長が必要と認めた者 
２ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名する者がその職務を代行する。 
 （候補適任者の推薦） 
第５条 前条第１号から第６号に掲げる者，各科主任（各学科主任，一般科目文科系主任及び理科

系（基礎専門を含む。）代表をいう。）及びＦＤ委員会委員長は，第２条に該当する者がいる場
合，別紙様式により候補適任者を委員長あて推薦するものとする。 

 （表彰候補者の決定） 
第６条 校長は，前条により推薦のあった候補適任者から表彰候補者を選考するため，委員会に選

考を付託するものとする。 
２ 委員会は，前項により選考した表彰候補者を校長に報告するものとする。 
３ 校長は，前項の報告を受けて被表彰者を決定し，学校運営委員会に報告するものとする。 
 （表彰の方法） 
第７条 表彰は，校長が表彰状を授与して行う。なお，記念品を授与することができる。 
 （事務） 
第８条 この規程に関する事務は，総務課人事係において処理する。 
 （雑則） 
第９条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，校長が別に定める。 
   附 則 
 この規程は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 
 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 FD 委員会を中心に，講演会，学習会を企画運営し，毎回多くの教職員が参加しており，組織とし

て適切な方法でファカルティ・ディベロップメントが実施されている。 
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 観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び

付いているか。 

 （観点に係る状況） 

 FD 講演会や授業公開等を基に教員自身による点検と改善努力がなされ，その結果は毎年自己評価

点検・校務業績ポイント表に記される（資料９－２－②－１）。例えば，平成 17 年度の PBL 教員研

究集会に参加して情報交換を行い，授業改善を行った結果が授業アンケート評価に反映された（資料

９－２－②－２，３）。また，FD 委員会の指導で行った授業改善結果も自己評価点検・校務業績ポ

イント表に記されている。FD 委員会は改善結果を次年度の FD 講演会や学習会の企画に反映させてい

る（資料９－２－②－４）。 

 

資料９－２－②－１ 

 

自己評価点検・校務業績ポイント表（平成 18 年度）（抜粋） 

 

Ⅰ 学内での活動に対する自己評価 

Ⅰ－A1 授業 

 今年度に行ったすべての授業（実験実習，卒業研究も含む）について，「学生にどの程度実力を
つけることができたか」を判断基準として学生からの授業アンケートも考慮に入れて下さい。概要
欄には授業で工夫した点や努力した点等を具体的に示し，また問題点があればそれも記入して下さ
い。なお欠課時数は 90 分を２，遅刻・早退は３回で２時間と換算して下さい。 

 

前 期 ，後 期 ，通 年 

科 目 名 学科学年クラス 必修・選択 単 位 数 受 講 者 数 

     

講義回数 学年末平均点 A 取得者数 D 取得者数 学生の総欠課時数 授業アンケートの平均点

      

概 要 

 
専攻科の PBL 対応科目である．前期は機械・環境システム工学専攻と電気電子情

報工学専攻の学生で構成される４グループで，互いの専門を生かし，協力しながら
与えられた課題に挑む．課題は“ステッピングモータを使用したクレーンの制作”
とする．グループで構想を練った企画を，種々の学問・技術を統合して現実のもの
とする．いわゆるデザイン能力が要求される．作品の製作過程に入っても実験の始
め 15～30 分は教員を含めたグループ討議をする．週ごとに学生は活動記録を教員
に提出することとした．各班とも期待以上に完成度の高い作品を制作する事が出来
た．また，他学科専門性の理解や，自らの専門分野への自覚を深める事が出来た．
前期終了後，学生へのアンケートおよび懇談会で意見を聞いた結果，本格的なもの
作りを体験し，目標の達成度と満足度では高い評価が得られた．しかし，問題点と
して作品制作には時間外にも多大な時間を要したため学生への負担が大きかったこ
とや，土木工学科出身の学生が力を発揮する場がないことなどが挙げられた． 
 

 授業評価が昨年度より格段に改善した． 

 

 

（出典：総務課資料 自己評価点検例） 
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資料９－２－②－２ 

 

事例報告２ 
「機能するロボットパーツの作成」 
 

大分工業高等専門学校  機械工学科   教 授  薬師寺 輝敏 
電気電子工学科 助教授  本 田 久 平 
制御情報工学科 助教授  嶋 田 浩 和 
都市ｼｽﾃﾑ工学科 助教授  高 見  徹 

 
 大分高専の学習教育目標 D1（探究心，分析力，イメージ力，デザイン能力を身につける）および
D2（協力して問題を解決する力を身につける）を達成するために，専攻科１年前期，PBL 科目とし
てプロジェクト実験を行っている．機械・環境システム工学専攻と電気電子情報工学専攻の学生で
構成される 4 グループで，互いの専門を生かし，協力しながら与えられた課題に挑む．課題は“機
能するロボットパーツの作成”である．グループは 4～5 名で構成され，機械工学科，電気電子工
学科,制御情報工学科および土木工学科出身の学生が均等に振り分けられている．グループで構想
を練った企画を，種々の学問・技術を統合して現実のものとする，協調性とともにデザイン能力が
要求される教科である． 4 学科から選出された各 1 名の教員がそれぞれの専門に沿った指導を行
い，また，3 名の技術職員も技術的な指導を行う体制がとられている．作品の製作過程に入っても
実験の始め 15～30 分間は教員を含めたグループ討議をする．また，週ごとに学生は活動記録を教
員に提出し教員に進捗状況を報告する．この教科の達成目標は(1) グループ討議において他人の意
見を聞き,自分の意見を他人に理解させることができる．(2) 問題解決を専門性に沿って分担化
し，自らの分担を見定めて行動できる．(3) アイデアをイメージして,その結果を得る方法をデザ
インし，期限内に形にすることができる．(4) 作品の特徴を効果的にアピールできる．となってお
り，評価は，実験の態度（活動記録より審査）20 点，レポート 20 点，作品 30 点，プレゼンテーシ
ョン 30 点の配点で，4 名の担当教員が評価する．また，グループのプロジェクトであるので個人評
価ではなくグループ単位の評価としている． 平成 17 年度は各班とも“機能するロボットパーツの
作成”ではなく，単体で動くロボットを企画した．1 班は光の到来方向に対して常に垂直に面を向
けるシステムを製作した．2 班はおかたづけクワガタと称し，地面にある物体を認識しそれを捕ま
えて自身の荷物スペースに収納するロボットを製作した．3 班はライントレースのトランスポータ
ーを製作し，荷物の重さを感知して目的地を選択する機能および，ライン上に障害物がある場合で
も一旦それを回避して元のラインに戻る機能をもたせた．4 班は飛距離を調整する機能を持ったフ
リスビー投擲マシンを製作した．製作費用は各班 10 万円以内としている．結果として，各班とも
期待以上に完成度の高い作品が仕上がった．また，他学科専門性の理解や，自らの専門分野への自
覚を深める事が出来たと思われる．前期終了後，学生へのアンケートおよび懇談会で意見を聞いた
結果，本格的なもの作りを体験し，目標の達成度と満足度では学生から高い評価が得られた．しか
し，問題点として作品製作には時間外にも多大な時間を要したため学生への負担が大きかったこと
や，土木工学科出身の学生が力を発揮する場が少ないことなどが挙げられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕分け機能付きトランスポーター          おかたづけクワガタ 

 

（出典：平成 17 年度九州沖縄地区国立校長高等専門学校教員研究集会報告書） 
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資料９－２－②－３ 

シラバスの改善 

平成１７年度 

 

平成１８年度 
 

平成１７年度授業アンケート結果  

 

平成１８年度授業アンケート結果  
 

（出典：学生課資料 研修会参加により授業改善が行われて授業アンケート結果に表れた例） 
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資料９－２－②－４ 

 

平成１９年度第２回ＦＤ委員会議事概要（抜粋） 

 
日 時  平成１９年６月４日１６：２０～１７：２５ 
場 所  小会議室 
出席者  吉澤教務主事，清水専攻科長，薬師寺機械工学科主任，佐藤（秀）電気電子工学科主任，鶴沢制御

情報工学科主任，島田都市システム工学科主任，堀一般科目（文系）主任，加治一般科目（理系）
主任，前田事務部長 

列席者  総務課長，総務課課長補佐（総務担当） 
議 事 
 
（省 略） 
 
議題４  今後のＦＤ活動について 
 委員長から，E-lerningやメンタルヘルスの重要性が増していることから講演会の提案があり，６月２０日
開催のメンタルヘルス講演会もＦＤ講演会と位置づけて対応することになった。今後のＦＤ活動については，
昨年度までの活動経験を踏まえ委員長に意見を提案することになった。 

 

（出典：ＦＤ委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動が授業や教育システムの改善に結びつくシステムに

なっており，自己評価点検・校務業績ポイント表の結果や講演会のテーマの変遷から，FD が実際に

教育改善に有効に機能している。 
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 （２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 FD 委員会，教育システム委員会を中心に点検改善の仕組みが機能しており，学生，教員，学外か

ら情報が収集，分析され，改善案を検討し実施する仕組みが自動的に機能していくシステムとなって

いる。 

 （改善を要する点） 

 教育方法に関する研究成果の発表を促進する必要がある。 

 

 （３）基準９の自己評価の概要 

 教育の質の向上及び改善のために必要な情報は，学生による授業アンケート，学習・教育目標達成

度チェック表，教員による授業点検シート A，自己評価点検・校務業績ポイント表，教育プログラム

委員会エンビデンス部会による授業点検シート B，シラバス等から得ている。学習・教育目標達成度

を評価する基準，教育組織，教育方法，教育環境等に関することについては，各種委員会から提出さ

れる教育システム点検改善シート，毎年の学生アンケート，卒業生へのアンケート，２年に一度の卒

業生就職先へのアンケート等から得ている他，保護者会や学校説明会でも広く意見を収集している。

FD 委員会主催の FD 講演会や授業公開によっても相互点検が行われ，その結果を収集している。これ

らの情報を基に，教員に対しては FD 委員会が検討を行い，カリキュラムの相互関係や学習・教育目

標達成を促進するための適正化と改善については，教員連絡協議会，教務部委員会，専攻科運営委員

会，教育プログラム委員会が検討を行う。学校全体で取り組む課題については，教育システム委員会

で検討を行って改善案を提案し，学校運営委員会の決定を経て，各部署で実施している。このように

教育の質の向上と改善が自動的に行われていくシステムになっており，その実績も上がっている。今

後は，教員相互の連携をさらに密にして教育に関する情報の共有化を促進することで教育の質の向上

の相乗効果を図ると同時に，学生とのコミュニケーションをベースにした改善システムを構築してい

く必要がある。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

 観点 10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 （観点に係る状況） 

 平成 16 年４月法人化の際，学校の目的に沿った教育研究活動のための資産は，開校以来の土地，

施設，設備等が現物出資財産として出資された（資料 10－１－①－１）。これらは，将来にわたり

教育研究活動に資するもので，過去３ヵ年の年額は，貸借対照表のとおり，車両運搬具及び工具器具

備品を含め約 65 億円となっている。 

 債務は，平成 16 年度計上の長期借入金 712,827 千円（平成 14 年度施設整備資金貸付金）を，平成

17 年度末に施設整備資金貸付金償還時補助金で一括返済しており，長期借入金債務はない（資料 10

－１－①－２）。 

 

 

資料 10－１－①－１ 

 

現物出資財産受渡証書（抜粋） 

受渡  平成１６年４月１日 

所在地 区分 数量 台帳価格 備考 

土 地 126,579.55 ㎡ 5,708,507,428 円 

立 木 竹 1,023 本 10,184,796 円 

建 物 建 15,052.88 ㎡ 2,107,985,918 円 

 延 27,946.40 ㎡  

工 作 物 一式  1,255,673,240 円 

船 舶   

航 空 機   

地上権等   

大分県大分市大字

牧１６６６番地外 

計  9,082,351,382 円 

内訳は別表のとおり

 

（不動産評価額）           6,618,307,633 円 

校舎，宿舎 4,649,839,000 円 
土 地 

上野 32,272,000 円 

立 木 竹  13,305,625 円 

校舎 1,758,380,000 円 

宿舎 2,480,000 円 建 物 

上野 1,477,000 円 

校舎 158,489,008 円 

宿舎 1,990,000 円 工 作 物 

上野 75,000 円 

 

（出典：現物出資財産受渡証書） 
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資料１０－１－①－２ 

 

平成１６年度貸借対照表（抜粋） 

 

資産の部          

Ⅱ 固定資産          

  １ 有形固定資産        

  建物          

    建物   1,271,302,103     

    建物附属設備  689,001,398 1,960,303,501    

   建物減価償却累計額   -238,607,298 1,721,696,203   

  構築物      203,128,578    

   構築物減価償却累計額   -47,255,556 155,873,022   

  車両運搬具     5,885,601    

   車両運搬具減価償却累計額  -1,045,594 4,840,007   

  工具器具備品     142,847,666    

   工具器具備品減価償却累計額  -25,207,751 117,639,915   

  土地       4,682,111,000   

  その他の有形固定資産     3,299,050   

     有効固定資産合計   6,685,459,197 

                    

負債の部                 

Ⅰ 流動負債          

  預り寄附金      18,728,526   

  前受受託研究費等     1,780,000   

  未払金       62,640,458   

  未払費用         

   給与     4,731,955    

   法定福利費    174,108    

   賃借料     716,243    

   水道光熱費    2,558,957    

   その他未払い費用   3,427,778 11,609,041   

  預り金          

   社会保険料    67,240    

   源泉徴収税等    901,100    

   その他の預り金    938,400 1,906,740   

     流動負債合計    96,664,765 

Ⅱ 固定負債         

  資産見返運営費交付金等       

   資産見返運営費交付金  27,219,806 27,219,806    

  資産見返寄附金     838,950    

  資産見返物品受贈額    58,489,003 86,547,759   

  長期借入金      712,827,000   

  長期未払金      12,062,931   

     固定負債合計    811,437,690 

     負債の部合計    908,102,455  
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平成１７年度貸借対照表（抜粋） 

 

資産の部          

Ⅱ 固定資産         

  １ 有形固定資         

  建物          

    建物   1,271,302,10     

    建物附属設備  701,772,193 1,973,074,296    

   建物減価償却累計額   -291,828,277 1,681,246,019    

  構 築      206,656,578    

   構築物減価償却累計   -60,027,081 146,629,497    

  車両運搬具     5,885,601    

   車両運搬具減価償却   -2,091,188 3,794,413    

  工具器具備品     151,847,646    

   工具器具備品減価償却累計額  -64,469,946 87,377,700    

  土地       4,682,111,000    

  その他の有形固定資産     3,299,050    

     有効固定資産    6,604,457,679 

                    

負債の部                 

Ⅰ 流動負債         

  預り寄附金      10,430,100    

  前受受託研究費等     2,500,000    

  未 払       320,394,256    

  未 払          

   給与     2,737,044    

   法定福利費    175,293    

   賃 借     104,125    

   水道光熱費    3,535,801    

   その他未払い費用   3,627,809 10,180,072    

     流動負債合計    343,504,428 

Ⅱ 固定負債         

  資産見返運営費交付金等       

   資産見返運営費交付金 35,696,465 35,696,465    

  資産見返寄附金    4,855,332    

  資産見返物品受贈額    38,721,117    

  特許権仮勘定見返運営費交付金等  60,000 79,332,914    

     固定負債合計    79,332,914 

     負債の部合計    422,837,342 
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平成１８年度貸借対照表（抜粋） 

 

資産の部          

Ⅱ 固定資産          

  １ 有形固定資産        

  建物          

    建物   1,271,302,103     

    建物附属設備  701,772,193 1,973,074,296    

   建物減価償却累計額   -422,580,049 1,550,494,247   

  構築物      211,171,578    

   構築物減価償却累計額   -78,250,138 132,921,440   

  車両運搬具     5,885,601    

   車両運搬具減価償却累計額  -3,136,782 2,748,819   

  工具器具備品     163,146,318    

   工具器具備品減価償却累計額  -79,500,912 83,645,406   

  土地       4,682,111,000   

  その他の有形固定資産     3,299,050   

     有効固定資産合計   6,455,219,962 

            

負債の部                 

Ⅰ 流動負債          

  預り寄附金      15,505,636   

  前受受託研究費等     1,000,000   

  未払金       239,241,285   

  未払費用         

   給与     3,447,292    

   法定福利費    170,589    

   賃借料     87,062    

   水道光熱費    5,203,576    

   その他未払い費用   3,287,766 12,196,285   

  預り金          

   その他の預り金     12,439   

  引当金          

   賞与引当金     1,034,184   

     流動負債合計    268,989,829 

Ⅱ 固定負債         

  資産見返運営費交付金等       

   資産見返運営費交付金  33,288,932     

   資産見返授業料   11,434,783 44,723,715    

  資産見返寄附金     5,710,739    

  資産見返物品受贈額    22,528,678    

  特許権仮勘定見返運営費交付金等  60,000 73,023,132   

  引当金          

   退職給付引当金     220,560   

     固定負債合計    73,243,692 

     負債の部合計    342,233,521 

 

（出典：貸借対照表） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の目的に沿う実践的技術者，創造的技術者を育成するための教育研究活動を安定して遂行でき

る校地（土地），校舎（建物），備品等の資産を有している。固定債務に長期借入金，長期未払金も

なく，債務は過大でない。 

 

 

 観点 10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が

継続的に確保されているか。 

 （観点に係る状況） 

 法人化後の学校運営経費の主な財源は，国立高等専門学校機構より中期目標・中期計画に沿い策定

する年度計画の下，事業年度毎に配分される運営費交付金である。授業料，入学料，検定料等の経常

的な自己収入（資料 10－１－②－１）の外，科学研究費（資料 10－１－②－２）や受託研究費，共

同研究費等の外部資金（資料 10－１－②－３）がある。 

 

 

資料 10－１－②－１ 

 

収入の状況（５年間） 
単位：円 

区  分 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

運営費交付金   1,035,749,842 1,251,270,229 1,085,308,401

自己収入 176,791,783 202,925,365 204,972,009 206,593,635 209,109,950

   （授業料） 154,294,050  175,443,900 174,372,200 180,407,400  182,518,800

   （入学料） 13,789,800  17,258,400 15,651,000 15,735,600  15,913,200

   （検定料） 5,346,000  6,880,500 6,105,000 5,346,000  6,324,400

   （講習料） 120,800  184,000 98,400 0 10,800

   （雑収入） 3,241,133  3,158,565 8,745,409 5,104,635  4,342,750

合    計 176,791,783 202,925,365 1,240,721,851 1,457,863,864 1,294,418,351

 

（出典：総務課資料） 
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資料 10－１－②－２ 
 

科学研究費採択状況（５年間） 
 

基 盤 研 究 若手研究 研究種目 
応募 
・採択状況 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ）  

応募件数 

年 
 

度 

採択金額
(千円） 採択件数 

一
般 

一
般 

一
般 

企画
調査

萌
芽
研
究 

（Ａ） （Ｂ） (Ｓ) 
スタート

アップ

32(5)  1 19(2) 2 4 6(3)   
Ｈ15 13,100 

8(5)  0 4(2) 0 4(3)   

38(4)  3 22(2) 1 4 1 7(2)   
Ｈ16 8,000 

6(4)  0 3(2) 0 0 3(2)   

38(3)  1 24(1) 1 3 9(2)   
Ｈ17 12,600 

10(3)  0 7(1) 0 0 3(2)   

25(7)  16(6) 2 6(1)  1 
Ｈ18 10,300 

9(7)  6(6) 0 3(1)  0 

33(4)  18(1) 3 9(3) 1 2 
Ｈ19 10,670 

7(4)  3(1) 0 4(3) － － 

 
※ 継続分は，（ ）内に内数として示す。 
※ 本校で応募後，交付決定前に他の研究機関等に転出した研究者の応募件数・採択金額・採択件数は除く。 
※ 分担金は除く。 
※ 平成 19 年度若手研究（Ｓ）・（スタートアップ）は交付内定前。 

（出典：総務課資料） 

 

資料 10－１－②－３ 

 

外部資金獲得状況（５年間） 

単位：円 

寄附金 共同研究 受託研究 受託事業 合   計 
  

件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 

平成 14 年度 25  21,560,000  7  3,900,000 2 2,544,000 0 0  34  28,004,000 

平成 15 年度 26  21,044,000  5  3,452,250 1 600,000 0 0  32  25,096,250 

平成 16 年度 18  18,616,925  2  2,500,000 3 2,460,000 0 0  23  23,576,925 

平成 17 年度 12  6,481,000  3  2,500,003 1 1,029,600 1 1,495,420  17  11,506,023 

平成 18 年度 18  12,919,265  1  1,000,000 0 0 0 0  19  13,919,265 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 運営費交付金は，事業年度毎に国立高等専門学校機構から安定的に配分されている。新入生が定員

を満たし，授業料・入学料・検定料の自己収入は十分に確保され，教育研究活動を安定して行うため

の経常的収入が継続的に確保されている。 

 科学研究費及び共同研究等の外部資金獲得は十分とは言えず，獲得に向けた取組みの必要がある。 
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資料 10－２－①－１ 
 

予算委員会開催状況 

開催日 議     題 
1.平成１８年度学内予算配分の編成日程案について 
2.平成１８年度学内予算要求について 
3.各科配分の方針決定について 

18. 5.10

4.その他 
1.平成１７年度学内予算執行状況について 
2.平成１８年度学内予算配分（案）について 

18. 6. 6

3.その他 
1.平成１８年度学内予算配分（案）について 18. 6.14
2.その他 
1.平成１８年度学内予算配分（案）について 18. 6.21
2.その他 
1.平成１８年度学内予算配分（案）について 18. 6.29
2.その他 
1.来年度予算の検討事項について 
2.平成 18 年度追加予算配分について 
3.セキュリティソフトの必要経費について 
4.来年度当初予算の要求について 

18.12.20

5.その他 
1.平成 19 年度当初に必要な経費について 
2.平成 18 年度予備費，追加配分予算等の執行について

19. 2.14

3.その他 
 

（出典：大分工業高等専門学校校報） 

 観点 10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る

計画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 （観点に係る状況） 

 事業年度の収支計画は，予算委員会で

審議される（資料 10－２－①－１，

２）。予算委員会は，前年度学内決算の

報告を受け，検証を行い，当該年度予算

配分方針を作成する（資料 10－２－①

－３）。支出予算案は機構本部から配分

される運営費交付金の使途について，年

度当初委員会で，各学科，関係委員会等

が提出する学内予算要求書を審議の上作

成する。 

 予算案は公聴会での意見聴取を経て，

学校運営委員会（資料 10－２－①－

４）で決定し，教員会議で教職員に周知

される。 

 

 

 

 

資料 10－２－①－２ 

 

大分工業高等専門学校予算委員会規程 

 

制 定 平成 16 年 4 月５日 
改 定 平成 19 年 3 月 14 日 

 

 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，予算委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 
 （組織） 
第２条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 
 一 校長 
 二 機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科及び都市システム工学科の教員各１名 
 三 一般科目の文科系の教員１名 
 四 一般科目の理科系及び基礎専門の教員から１名 
 五 事務部長 
 六 総務課長 
２ 前項第二号から第四号までの委員は，校長が指名する。 
 （委員の任期） 
第３条 前条第二号から第四号の委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，校長が後任者を指名し，任期は前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 
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２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，委員長が指名した者が議長の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する｡ 
 一 予算配分の基本方針に関すること。 
 二 各年度の予算配分（案）の作成に関すること。 
 三 その他予算に関すること 
 （委員以外の出席） 
第６条 委員長が必要と認めた場合は，委員以外の者を出席させ意見または説明を求めることがで

きる。 
 （会議の開催） 
第７条 委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ開催できない。 
２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長が決するもの

とする。 
 （事務） 
第８条 委員会に関する事務は，総務課財務係において処理する。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 5 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料 10－２－①－３ 

 

３  その他経費の学内配分方針 
（１） 機構本部配分方針の尊重 【効率化（・・％）の反映】 
  機構の運営費については，高等専門学校設置基準により必要とされる最低限の教員の給与費相

当額及び特別教育研究経費並びに特殊要因経費を除き，・・％の効率化をはかることとされてい
る。 

この影響額は機構全体で，平成１８年度では・・・百万円（うち人件費相当額・・・百万円，
物件費相当額・・・百万円：１高専で約・・・万円）となっている。 

この額は，当初配分において反映されるため，学内予算配分においては，機構本部から示され
た以下の事項別効率化率を基本的に尊重する。 
 反映に当たっては，教育研究活動への配慮の観点から原則， 

 
① 管理運営費職員厚生経費，学生指導費，保健管理費，教務・学生関係研修会経費，外国人留

学生教育経費，厚生補導設備充実費，教育改善充実費を除く）については，対前年度・・％と
する。 

 
② 学生指導費，保健管理費，教務・学生関係研修会経費，外国人留学生教育経費，厚生補導設

備充実費，教育改善充実費，教育経費，学生支援経費，インターンシップ経費，外国人留学生
特別指導費については，対前年度同額を確保する。 

 
③ 上記①及び②以外の，その他経費は・・％とする。 

このことは，①業務の効率化推進のためには，管理運営部門の効率化への対応・工夫が不可
欠であること，②教育研究活動の推進には引き続き配慮する必要があること等によるものであ
る。 

 
（２）本委員会の学内予算配分方針 

平成１６年度発足以来本委員会で検討した方針に基づき平成１８年度学内予算の配分方針を以
下のとおりとする。 

 
① 平成１７年度予算配分で採用した，機構の支出内訳事項別配分表に本校独自の工夫を盛り込

む方式を継続することにする。このことで予算配分の審議がわかりやすくなるとともに説明も
しやすくなると考える。 

 
② 平成 1８年度その他経費の配分にあたり基本的には，前年度予算配分額及び平成１７年度実
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績額を参考として，前年度実績額が当初配分額内で執行された事項は前年実績額の，前年度当
初配分額を超過した事項は当初配分額の・・・％削減予算とする。また，年間契約が決定して
いる事項等はその額を考慮することとする。 

 
③ 「４ 教育･研究･旅費の各科配分」に充てる財源は，前述にかかわらず機構配分額を基礎と

した算出方法で財源となる原資を確保した上で，平成１８年度教育・研究旅費各科配分積算表
における積算額を確保することとし，原資の算出は次のとおりとする。 
a.教育経費（本科，専攻科）は，本年度機構配分額の・・とし，減額率・・％を控除した額と

する。 
b.研究経費は，機構配・・％とする。この・・％の根拠については，１６年度の研究費配分実

績額(校長裁量含む・・・・・・・)に対して，１７年度(・・・%)と１８年度(・・・%)の機
構配分減額率を適用した。 

c.教員研究旅費として，教員一人あたり・・・・円の総額・・・・円を充てる。 
d.上記 a,b,c の合計財源から，平成１８年度教育・研究旅費各科配分積算表の積算額を差引

き，その残額を校長裁量経費に充てることとする。 
 

④ 要求に基づき機構から配分される「学生指導費」及び「厚生補導設備充実費」の配分は，事
項別内訳額を配分し，減額調整は各々一般分で調整することとする。 

 
⑤ 平成１８年２月２４日開催の委員会で承認した「次年度当初に必要とする経費」の配分方法

は，年度当初の運営に有効であったことから，平成１８年度もこの方式を採用する。また，今
回の各学科等及び各委員会からの特殊要因に係る要求事項は，その緊急度と要求額をヒヤリン
グのうえ，２月承認事項と合わせて本委員会で配分決定する。 

 
⑥ 学内で特別に企画する事業（自己点検評価，外部評価，認証評価，ＪABEE，ロボコン経費等

及び各センター運営経費）は特別教育費（Ⅳ学科等教育研究経費）として，各年度で予算化す
る。 

 
⑦ 校長裁量経費は，機構から配分される「高専教育充実設備費(・・・千円)」及び上記で算出

した・・・千円とする。なお，高専教育充実設備費の執行内訳は例年機構本部に報告すること
になる。 

 
⑧ 予備費の確保は年１回の予算運営を行っていることからの，緊急財源として纏まった額が望

まれるが，配分予算の逼迫で前年比の・・・・千円を確保する。 
 

⑨ 教育施設基盤経費に関しては，機構本部施設課から経費の使途に沿った執行が求められ，支
出状況を調査する旨通知があることから，学内配分において出来る限り支出科目をこの使途に
沿った工夫をする。（本予算を他科目の学内予算としない工夫） 

 
⑩ 教育研究設備維持運営費の学内配分は，特別大型設備にかぎられる不平等や科別の配分額の

差異等から関係学科に加算することを改め，今年度は校長裁量経費（設備維持管理費）として
管理し当該科への加算はしないこととする。必要となる維持費については従来の計算方法によ
る枠内で平成１８年１２月末までに要求することとし，校長裁量経費（設備維持管理費）から
支出し，その残額は校長裁量とする。なお，次年度以降の扱いは継続して審議することとす
る。 

 
⑪ 予算委員会で作成する配分原案は，学内公聴会での意見聴取を経て学校運営委員会に諮るこ

ととする。 
 

（出典：学校運営委員会資料 平成 18 年度予算配分方針） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大分工業高等専門学校 基準 10 

 - 410 -

資料 10－２－①－４ 

 

平成 18 年度第 4 回 学校運営委員会議事録（議事概要）（抜粋） 

 

日   時   平成１８年７月４日（火） 16：10～18：55 
場   所   会 議 室 
出 席 者   別紙のとおり 
 
《議  題》 
 
（ 省  略 ） 
 
３ 平成 18 年度学内予算配分（案）について 
予算委員会委員長より資料 10 に基づき平成 18 年度学内予算配分（案）について説明があり、審議
の結果原案どおり了承された。 
また、以下のような意見及び説明があった。 
 
・ 予算状況が非常に厳しいことから来年度以降 NHK 受信料等について受益者負担も検討していく
必要がある。 
・ 教育・研究・旅費の各科積算方法については、主事や各種委員会の委員長で校務に時間をとら
れ研究ができない状況にある教員もいることを理解して欲しいとの意見があり、今後は別の指標を
示すことについても検討する必要がある。 
学科別積算配分表については、各科において確認してもらっているが、確定したものを改めて科主
任に配布するので、各個人の配分を総務係へ知らせて欲しい。 

 

（出典：学校運営委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 予算委員会において各学科及び関係委員会等の事業計画に関する要求と，前年度の決算及び運営費

交付金や自己収入を関連付けて審議し策定することで，適正な収支計画を立案している。予算案は全

教職員対象の公聴会を経て，学校運営委員会で決定し，関係者への開示も適正である。 
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 観点 10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 （観点に係る状況） 

 過去３ヵ年の決算状況は（資料 10－２－②－１）に示すとおり，平成 16，17 年度に支出超過とな

っているが，これは主に寄付金事業等によるものである。 

 

資料10－２－②－１ 

 

平成１６・１７・１８年度 決算 

 

区     分 平成１6 年度 平成１7 年度 平成１8 年度 

収 入    

 運営費交付金 1,035,749,842 1,251,270,229 1,085,308,401 

 施設整備費補助金 29,081,400 17,934,000 693,000 

 施設整備資金貸付金償還時補助金  712,827,000  

  国立大学財務・経営センター施設費交付事業費   11,329,500 

 自己収入  204,972,009 206,593,635 209,183,750 

 授業料収入 174,470,600 180,407,400 182,518,800 

 入学料収入 15,651,000 15,735,600 15,997,800 

 検定料収入 6,105,000 5,346,000 6,324,400 

 雑収入 8,745,409 5,104,635 4,342,750 

 産学連携等研究収入 4,960,000 5,025,023 1,000,000 

 寄付金収入 10,885,000 6,481,000 12,919,265 

 その他補助金  3,389,000  

 目的積立金取崩   15,000,000 

計 1,285,648,251 2,203,519,887 1,335,433,916

支 出    

 業務費  1,240,816,492 1,457,547,684 1,309,345,438

 教育研究経費（教育研究支援経費を含む） 1,165,928,144 1,394,801,668 1,233,160,352 

 一般管理費 74,888,348 62,746,016 76,185,086 

 施設整備費 29,081,400 17,934,000 12,022,500 

 長期借入金償還金  712,827,000   

 産学連携等研究経費 3,232,785 5,610,445 1,305,319 

 寄付金事業費 15,890,008 14,779,426 7,843,729 

 その他補助金  3,389,000   

計 1,289,020,685 2,212,087,555 1,330,516,986

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

  収入及び支出は適正に予算管理され，過大な支出超過となっていない。 
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 観点 10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含

む）に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 平成 18 年度学内予算配分と執行状況を資料 10－２－③－１に示す。高専教育充実設備費として機

構本部から配布される予算は，校長裁量経費として学内で研究題目を公募し，校長室での内容説明を

経て採択し，主に大型設備の充実に充てている（資料 10－２－③－２）。 

 

資料10－２－③－１ 

 
平成１８年度 予算配分・執行状況 

 
科目 予算配分額 執行額 備      考 

物件費 225,534,827 225,534,827  

（物件費内訳）    

教育研究費 123,964,264 136,102,275 学科等 

教育研究支援経費 26,527,274 28,176,410 電算機借料，図書館，技術センター 

一般管理費 75,043,289 61,256,142 管理運営費 

施設整備費 693,000 693,000 災害復旧 

施設費交付事業費 11,329,500 11,329,500 学生課内部改修、寮の門 

目的積立金 15,000,000 15,000,000 学内 LAN 整備 

 

（出典：総務課資料） 

 

資料 10－２－③－２ 

 
校長裁量経費採択一覧 

 

年度 学科等名 研 究 題 目 要求額 採択

機械工学科 機械実習用 NC 旋盤 10,000,000  
平成 16 年 

制御情報工学科 シミュレーション実験システム 10,000,000 ◎ 

電気電子工学科 デザイン対応科目立上げのための総合環境整備一式 10,000,000 ◎ 
平成 17 年 

制御情報工学科 回路設計およびプロトタイプ作成用開発環境 9,450,000  

機械工学科 高度機械情報計測システム 11,100,000 ◎ 

電気電子工学科 半導体デバイス関連教育研究環境整備一式 12,300,000  平成 18 年 

都市システム工学科 全有機炭素濃度定量システム 5,000,000  

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 物件費の約 67％が教育研究費と教育研究支援経費で予算計上され，執行実績は約 73％である。高

専教育充実設備費の学内配分も，校長裁量経費として学内公募による重点的な資金配分を行っており，

教育研究活動に対して適切に資源配分している。 



大分工業高等専門学校 基準 10 

 - 413 -

 観点 10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 （観点に係る状況） 

 設置者である独立行政法人国立高等専門学校機構は，独立行政法人通則法第３８条（資料 10－３

－①－１）の定めに基づき，国立高等専門学校機構の財務諸表を作成し，機構本部のホームページで

公表している（資料 10－３－①－２）。 

 

資料 10－３－①－１ 

 

独立行政法人通則法（抜粋） 

 
（財務諸表等） 
第３８条 独立行政法人は、毎事業年度、貸借対照表、損益計算書、利益の処分又は損失の処理に
関する書類その他主務省令で定める書類及びこれらの附属明細書（以下「財務諸表」という。）を
作成し、当該事業年度の終了後３月以内に主務大臣に提出し、その承認を受けなければならない。 
 
４ 独立行政法人は、第１項の規定による主務大臣の承認を受けたときは、遅滞なく、財務諸表を
官報に公告し、かつ、財務諸表並びに第２項の事業報告書、決算報告書及び監事の意見を記載した
書面を、各事務所に備えて置き、主務省令で定める期間、一般の閲覧に供しなければならない。 

（出典：ｅ－Ｇｏｖ法令データ提供システム） 

 

資料 10－３－①－２ 

 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 情報公開 
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（出典：Ｗｅｂページ） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 独立行政法人国立高等専門学校機構として適切に公表されている。 



大分工業高等専門学校 基準 10 

 - 415 -

 観点 10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 会計監査人の監査については，独立行政法人通則法第３９条で定められており（資料 10－３－②

－１），本校では平成 17 年 12 月及び平成 18 年２月の会計監査人による会計監査を受検している。

また，平成 18 年２月には会計検査院による会計実地検査を受検している。 

 なお，内部監査実施規程（資料 10－３－②－２）に基づく内部監査（資料 10－３－②－３）や，

北九州高専との職員相互派遣による監査立会いも実施し，財政事務の適正化を図っている。 

 

資料 10－３－②－１ 

独立行政法人通則法（抜粋） 

（会計監査人の監査） 

第３９条 独立行政法人（その資本の額その他の経営の規模が政令で定める基準に達しない独立行政法人を除

く。）は、財務諸表、事業報告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書について、監事の監査のほ

か、会計監査人の監査を受けなければならない。 

 

（出典：ｅ－Ｇｏｖ法令データ提供システム） 

 

資料 10－３－②－２ 

 

大分工業高等専門学校内部監査実施規程 

 
制  定 平成１６年４月１日 

 
 （目的） 
第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構会計規則第 45 条の規定に基づき、大分

工業高等専門学校（以下「本校」という。）における内部監査（以下「監査」という。）の実施
について、必要な事項を定め、もつて会計経理の適正化を図ることを目的とする。 

 （監査の実施責任者） 
第２条 監査の実施責任者は、事務部長とする。 
 （監査員） 
第３条 校長は、監査を行わせるため、監査実施のつど本校職員のうちから監査員を命ずるものと

する。 
 （監査事項） 
第４条 監査は、次に掲げる事項について実施するものとする。 
 一 会計経理に関する法令等の適用に関する事項 
 二 予算決算に関する事項 
 三 収入支出に関する事項 
 四 債権に関する事項 
 五 物品に関する事項 
 六 不動産に関する事項 
 七 契約に関する事項 
 八 旅費に関する事項 
 九 預り寄付金及び科学研究費補助金に関する事項 
 十 帳簿及び証拠書類に関する事項 
 十一 その他特に校長が必要と認める事項 
 （監査の時期） 
第５条 監査は、毎会計年度に１回実施するものとする。ただし、校長が必要と認めるときはその

都度実施することができる。 
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 （監査の通知） 
第６条 事務部長は、監査を実施しようとするときは、監査の日時、監査員の職位氏名、その他必

要な事項をあらかじめ関係者に通知しなければならない。 
 （監査の実施） 
第７条 事務部長は、監査実施細目を定め、これにより監査を実施させなければならない。 
 （監査の立会等） 
第８条 第６条により通知を受けた関係者は、帳簿、証拠書類その他必要な書類等を整備し、監査

に立ち合わなければならない。 
 （監査報告） 
第９条 監査員は監査が終了したときは、速やかに書面をもつて、監査の結果を事務部長を経て校

長に報告しなければならない。 
 （是正改善の措置） 
第１０条 校長は、監査の結果会計経理に関し是正改善の措置をとる必要があると認めたときは、

直ちに改善措置をとらなければならない。 
 （その他） 
第１１条 この規程に定めるもののほか、監査に関し必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料 10－３－②－３ 

 

平成 18 年度会計経理に関する内部監査報告書 

 

監査年月日  平成 18 年 8 月 30 日（水） 

監 査 報 告 事 項 検討又は措置状況 

○ 「構内建具補修その他工事」において、契約決議
書の内訳では納品予定日が 7 月 12 日となっている
が、完成通知書の完成期限は 7 月 18 日となってお
り、確認を要する。  

○ 完成通知書に記載された完成期限に誤りがあった
ため、業者から記載事項訂正の申し出があり、7
月 12 日へ訂正を行った。 

 

○ 寄附金申込書の様式について、現在も旧国立時代
の寄附金申込様式により申込を受けている。 
また、平成１７年度の監査法人による監査におい
て、寄附金申込様式に「用途の種類、金額、使用
時期」を明確にするよう指摘されているが、未だ
に改善されていない。 

○ 現在、「寄附金取扱規程」を改正中である。 

○ H18 年 3 月退職者の実績報告書の日付が 4 月とな
っている。 

○ 退職後（4 月以降）も実績報告書及び研究成果報
告書の提出に関する事務処理を教員とメールで行
っており、教員が押印のうえ郵送し本校が受領し
たものを、各報告書の最終版としている。 

○ 土、日等の休日の出張において、休日の振り替え
を行っている場合と行っていない場合がある。 

○ 基本的には土、日等の休日に用務がある場合は休
日の振り替えを行っているが、休日が移動日のみ
の場合は振り替えを行っていない。ただし、クラ
ブ引率などの場合は移動日も振り替え対象日とし
て処理している。 

 

（出典：内部監査報告書） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 国立高等専門学校機構の会計監査人及び会計検査院の監査を受け，学内規程に定める内部監査も実

施しており，財務に係る会計監査等が適正に行われている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 学内予算配分（案）は，学内公聴会での意見聴取を経て作成され透明性及び公平性を確保している。 

 （改善を要する点） 

 科学研究費補助金及び共同研究等の外部資金獲得に向けた一層の取組みが必要である。 

 

 

（３）基準 10 の自己評価の概要 

 目的に沿った教育研究活動を安定して行うための資産として，開校以来の土地，建物，施設，設備，

備品等を十分確保している。 

 資金面では，入学，卒業・修了に至るまで学生数が安定しており，自己収入である授業料，入学料

・検定料を安定的に確保し，競争的資金や外部資金の確保に向けた取り組みも行っている。 

 これらの財務に係る運営は，校長指導の下で予算委員会が決算・予算計画に関して十分審議し，関

係者の意見聴取及び運営委員会の議を経て執行している。 

 財務に係る監査等は，国立高等専門学校機構として会計監査人監査及び会計検査院の監査が実施さ

れ，内部監査も実施し公正な執行を行っている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

 観点 11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となっ

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 学校の目的を達成するため校長のリーダーシップの下，管理運営を行い，補佐として教務・学生・

寮務の３主事を置いている。３主事は，校長の命を受け，教務関係，学生の厚生補導関係及び学寮で

の厚生補導関係を掌理している（資料 11－１－①－１，２）。 

 校長の諮問機関として校長を委員長とする学校運営委員会を設置し，校長が管理運営上必要と認め

た重要な規則の制定・改廃，学生の入退学及び卒業等の学籍，概算要求，学内予算配分等に関するこ

とを審議する（資料 11－１－①－３）。特定課題に関しては，魅力ある高専の構築について企画・

検討する第１専門委員会及び研究・国際交流等の推進について企画・検討を行う第２専門委員会を設

置して校長がリーダーシップを発揮しやすい体制をとっている（資料 11－1－①－４）。 

 全専任教員及び事務部長で構成し校長が議長の教員会議は，学生の入退学及び卒業等の学籍に関す

ることを最重要審議事項とし（資料 11－１－①－５），専攻科の運営に関しては，専攻科担当教員

で構成する専攻科運営委員会で審議する（資料 11－１－①－６）。また，教育研究及び管理運営を

円滑にするため必要に応じて各種委員会を設置しており，学校運営委員会及び教員会議の下部組織と

して専門的かつ具体的に審議を行い（資料 11－１－①－７），必要に応じて教員会議，学校運営委

員会で意思決定する。 

 

 

資料 11－１－①－１ 

 

大分工業高等専門学校学則（抜粋） 

制定 平成 16 年 4 月 1 日 
改正 平成 19 年 2 月 20 日 

（教務主事，学生主事及び寮務主事） 
第９条 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 
２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 
３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを

除く。）を掌理する。 
４ 寮務主事は，校長の命を受け，学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料 11－１－①－２

管理運営機構図 
校  長 

専門委員会 
 学校運営委員会 

各種委員会 
 教員会議 

 教務主事 教務主事室会議 

 教務主事補 

 学生主事 学生主事室会議 

 学生主事補 

 寮務主事 寮務主事室会議 

 寮務主事補 

 専攻科長 専攻科運営委員会 

機械・環境システム工学専攻主任 

電気電子情報工学専攻主任 

 一般科目（文科系）主任 科会議 

 一般科目（理科系）主任 科会議 

 機械工学科主任 学科内議 

 電気電子工学科主任 学科会議 

 制御情報工学科主任 学科会議 

 都市システム工学科主任 学科会議 

 図書館長 図書館運営委員会 

館長補佐 

 総合情報センター長                                 センター運営委員会 

センター長補佐 

 地域連携交流センター長 センター運営委員会 

副センター長 

技術センター長 センター運営委員会 

副センター長 

 学生相談室長 

 事務部長 事務連絡会議 

 総務課長 

課長補佐（総務担当） 

総務係 

人事係 

図書係 

企画室長 

企画係 

課長補佐（財務担当） 

財務係 

用度係 

施設係 

学生課長 

課長補佐 

教育支援係 

学生支援係 

学生生活係 

技術長 

技術次長 

設計・生産グループ 

解析・構造グループ 

計測・情報グループ 
 

（出典：総務課資料）
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資料 11－１－①－３ 

 

大分工業高等専門学校学校運営委員会規程（抜粋） 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日  

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，学校運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。 
 （組織） 
第２条 運営委員会は，次の各号に掲げる者をもつて組織する。 
 一 校長 
 二 教務主事，学生主事及び寮務主事 
 三 専攻科長 
 四 図書館長，総合情報センター長及び地域連携交流センター長 
 五 機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科及び都市システム工学科の各主任 
 六 一般科目の文科系及び理科系の各主任 
 七 基礎専門の教員１名 
 八 事務部長 
２ 前項第２号から第４号までの委員が基礎専門所属の場合は，同項第７号の委員を兼ねるものと

する。 
 （委員の任期） 
第３条 前条第１項第７号の委員の任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。 
 （委員長） 
第４条 運営委員会に委員長を置き，校長をもつて充てる。 
２ 委員長は運営委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，教務主事が議長の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 運営委員会は，校長が本校運営上必要と認め諮問した次の各号に掲げる事項について審議

する。 
 一 学則等重要な規則の制定及び改廃に関すること。 
 二 学生の入学，退学及び卒業等の学籍に関すること。 
 三 概算要求及び学内の予算配分に関すること。 
 四 教育研究，組織及び施設設備の将来計画に関すること。 
 五 学校行事に関すること。 
 六 その他本校の管理運営に関すること。 
       （以下 略） 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料 11－１－①－４ 

 

平成 18 年度第 11 回 学校運営委員会議事録（議事概要）(抜粋) 

 

     日   時   平成 19 年 1 月 12 日（金） 16：10 ～ 18：00 
     場   所   会 議 室 
     出 席 者   別紙のとおり 
 
《議  題》 
 
       (略) 
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11．企画専門委員会の設置について 
校長より、本校においては企画を担当する部署が明確に示されていないため、変化の時期に対

応できるよう継続的に審議する委員会が必要であることから、当面学校運営委員会の専門委員会
として、資料８のとおり２つの専門委員会設置の提案があり、了承された。 

なお、11 月 13 日開催の運営委員会で了承された企画ＷＧを第２専門委員会として位置づけ、
国際 WG に M 科 福永、菊川及びＳ科 嶋田並びに一般科大木教員が、またプロジェクト WG には 
Ｍ科 小西、Ｅ科 清水、Ｃ科 高見教員がそれぞれ選出されている旨報告があり、教員会議で発
表したいと説明があった。 

 

資料８

 
第１専門委員会 
 
趣旨 
 魅力ある高専の構築について（平成１８年１１月３０日付け独立行政法人国立高等専門学校機構理事長
通知）の企画・検討のため，大分工業高等専門学校学校運営委員会の専門委員会として設置する。 
 
構成 
 校長，教員若干名（校長指名） 
 課題によっては，適任者と思われる者を加える。 
 
開催 
 毎週１回の開催を原則とするが，必要の都度開催する場合もある。 
 
事務 
 庶務課 

 
第２専門委員会 
 
趣旨 
 研究・国際交流等の推進に係る企画・検討のため，大分工業高等専門学校学校運営委員会の専門委員会
として設置する。 
 
組織 
 専門委員会に次のワーキンググループを置く。 
 （１）国際ワーキンググループ 
 （２）プロジェクトワーキンググループ 
 
構成 
 校長，教員若干名（校長指名） 
 課題によっては，適任者と思われる者を加える。 
 
開催 
 毎週１回の開催を原則とするが，必要の都度開催する場合もある。 
 
事務 
 庶務課。課題によっては他の課が担当する場合もある。 
 

 

（出典：学校運営委員会資料） 
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資料 11－１－①－５ 

 

大分工業高等専門学校教員会議規程 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，教員会議をおく。 
第２条 教員会議は，本校教員（非常勤講師を除く。）及び事務部長をもつて組織する｡ 
２ 校長が必要と認めた場合は，その他の職員を出席させることができる。 
第３条 校長は，教員会議を召集しその議長となる。 
２ 校長に事故あるときは，教務主事がその職務を代行する。 
第４条 教員会議は校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項を審議する。 
 一 各種委員会において審議した事項のうち，校長が特に必要と認めた事項 
 二 その他校長が必要と認めた重要な事項 
第５条 教員会議は原則として月１回第３木曜日に開催するものとする。ただし，緊急の必要があ
るときは，臨時に開催することがある。 
第６条 議案の整理及び会議の記録は，総務係長がこれに当る。ただし，必要に応じて校長は，総
務係長以外の者を指名することがある。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料 11－１－①－６ 

 

大分工業高等専門学校専攻科運営委員会規程 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は，大分工業高等専門学校専攻科規則第４条の規定に基づき，大分工業高等専門

学校専攻科運営委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定める。 
 （組織） 
第２条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 一 専攻科長 
 二 教務主事 
 三 専攻主任 
 四 各学科教員各１名 
 五 一般科目の文科系，理科系及び基礎専門の教員から２名 
 六 各主事室教員各１名 
 七 学生課長 
 八 その他校長が必要と認めた者 
 （委員の任期） 
第３条 前条第１項第４号から第６号までの委員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠

員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
（委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，専攻科長をもつて充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名した者が議長の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
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 一 専攻科の入学者選抜に関すること。 
 二 専攻科の教育課程の編成及び教育計画の立案に関すること。 
 三 専攻科の施設及び設備に関すること。 
 四 学生の学籍に関すること。 
 五 学生の進路に関すること。 
 六 学生の厚生補導に関すること。 
 七 その他専攻科の運営に関すること。 
 （委員以外の者の出席） 
第６条 委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者を出席させ意見を求めることができ

る。 
 （委員会の運用） 
第７条 委員会は，他の委員会と密接な関係があり，調整を必要とする場合，又は他の委員会で審

議することがふさわしいと判断した場合は，それぞれ調整し，又は審議を依頼することができ
る。 

 （報告） 
第８条 委員長は，委員会で審議された事項を整理し，校長に報告しなければならない。 
 （事務） 
第９条 委員会の事務は，学生課において処理する。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

資料 11－１－①－７ 

 

大分工業高等専門学校各種委員会規程 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
最終改正 平成 19 年 3 月 14 日  

 
 （設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，本校の教育研究及び管理運営を円滑に行うた
め，別表に掲げる委員会を置く。 
 （審議事項，組織，委員長及び庶務） 
第２条 委員会の審議事項，組織，委員長及び庶務は，別表のとおりとする。 
 （委員の委嘱） 
第３条 委員は，校長が委嘱する。 
 （委員の任期） 
第４条 役職指定以外の委員の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 第１項の委員に欠員が生じた場合の後任の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，別表に定める者をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した者が議長の職務を代行する。 
 （委員以外の者の出席） 
第６条 委員長が必要と認めた場合は，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聞くことができる。 
 （専門部会） 
第７条 委員会に専門的な事項の調査・検討を行うため，専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会の組織及び検討事項等については，当該委員会が定める。 
 （雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，当該委員会が定める。 
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   附 則 
この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
この規程は，平成 17 年 8 月 30 日から施行する。 
   附 則 
この規程は，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 
 別表 
 
大分工業高等専門学校各種委員会 
 

番号 委員会名 審 議 事 項 組   織 委員長 庶務担当

１ 組織検討委員
会 

１ 運営委員会より学内諸
機構に関し審議を付託さ
れた事項に関すること。

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 専攻科長 
３ 図書館長，総合情報センター

長及び地域連携交流センター長 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

５ 一般科目の文科系及び理科系
の各主任 

６ 総務課長及び学生課長 

教務主事 総務係 

２ 自己点検・評
価実施委員会 

１ 自己点検・評価の企画
及び実施に関すること。

２ 自己点検・評価報告書
の編集及び発行に関する
こと。 

３ その他自己点検・評価
に関すること。 

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 専攻科長 
３ 図書館長，総合情報センター

長及び地域連携交流センター長 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

５ 一般科目の文科系及び理科系
の各主任 

６ 事務部長 
７ 総務課長及び学生課長 
８ その他校長が必要と認めた者 

教務主事 総務課 

３ 教務部委員会 １ 教育課程の編成及び改
正に関すること。 

２ 教育計画の企画及び実
施に関すること。 

３ 本校の授業の内容及び
方法の改善を図るための
研修及び研究の実施に関
すること。 

４ 試験及び学業成績に関
すること。 

５ 学生の学籍に関するこ
と。 

６ 視聴覚教室及びＬＬ教
室の運営に関すること。

７ 視聴覚教室及びＬＬ教
室の予算に関すること。

８ その他教務，視聴覚教
室及びＬＬ教室の重要事
項に関すること。 

１ 教務主事 
２ 教務主事補 
３ 学生主事補１名 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科，都市シス
テム工学科の教員各１名 

５ 一般科目の文科系の教員１名 
６ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
７ 学生課長 
 

教務主事 教育支援
係 

４ 入学試験委員
会 

１ 入学者選抜の企画及び
実施に関すること。 

２ 入学試験合格者の選考
に関すること。 

３ その他入学者選抜に関
すること。 

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 機械工学科，電気電子工学
科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

３ 一般科目の文科系及び理科系

教務主事 教育支援
係 
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の各主任 
４ 事務部長 
５ 学生課長 

５ クラス運営委
員会 

１ クラス運営に関するこ
と。 

１ クラス運営委員長 
２ クラス運営委員２名 
３ １年から３年の学年主任各１

名 
４ 学生課長 

クラス運
営委員長 

教育支援
係 

６ 留学生委員会 １ 外国人留学生の受入に
関すること。 

２ 外国人留学生の厚生補
導に関すること。 

３ 国際交流に関するこ
と。 

４ その他外国人留学生に
関すること。 

１ 留学生担当教員 
２ 教務主事，学生主事及び寮務

主事 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

４ 一般科目の文科系及び理科系
の各主任 

５ 教務主事補，学生主事補及び
寮務主事補各１名 

６ 留学生指導教員及び該当クラ
ス担任 

７ 学生課長 

留学生担
当教員 

教育支援
係 

７ FD 委員会 １ 教員の資質向上に関す
ること。 

２ 教員の教育方法に関す
ること。 

３ 学生支援に関するこ
と。 

４ 研究に関すること。 

１ 教務主事 
２ 専攻科長 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

４ 一般科目の文科系及び理科系
の各主任 

５ 事務部長 
６ その他校長が必要と認めた者 

教務主事 総務係 

８ 教育システム
委員会 

１ 本校の教育全般の点検
に関すること。 

２ 点検システム自体の機
能点検に関すること。 

３ 教育全般の改善及び企
画立案に関すること。 

４ その他教育システムの
改善検討に関すること 

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 専攻科長 
３ 教育プログラム委員会委員長 
４ 各科代表 
５ 総務課長及び学生課長 
６ その他校長が必要と認めた者 

教務主事 総務係 

９ 教育プログラ
ム委員会 

１ 教育プログラムの実施
に関すること。 

２ 教育プログラムの点検
・改善に関すること。 

３ その他教育プログラム
の実施に必要な事項に関
すること。 

１ 専攻主任 
２ 教務主事補 
３ 各科代表（教務部委員の兼務

可能） 
４ 各部会の長 
５ 総務課長及び学生課長 

教育シス
テム特任
教授（教
育システ
ム担当） 

教育支援
係 

10 学生部委員会 １ 学生の課外教育活動に
関すること。 

２ 学生の体育行事に関す
ること。 

３ 学生会及びその他の学
生団体の指導に関するこ
と。 

４ 学生の福利厚生に関す
ること。 

５ 学生の保健衛生及び生
活指導に関すること。 

６ 学生の賞罰に関するこ
と。 

７ その他学生の厚生補導
に関すること。 

１ 学生主事 
２ 学生主事補，体育教員１名 
３ 教務主事補及び寮務主事補各

１名 
４ 専攻科運営委員会委員から 1

名 
５ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科，都市シス
テム工学科の教員各１名 

６ 一般科目の文科系の教員１名 
７ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
８ 各学年の学級担任１名 
９ 学生課長 

学生主事 学生支援
係 

11 進路指導委員
会 

１ 学生の進路指導に関す
ること。 

１ 学生主事 
２ 専攻科長 

学生主事 学生支援
係 
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２ 学生の進路開拓に関す
ること。 

３ その他学生の進路に関
すること。 

３ 機械･環境システム工学専攻主
任及び電気電子情報工学専攻主
任 

４ 機械工学科，電気電子工学
科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科各主任 

５ 一般科目の主任１名 
６ ５年学級担任 
７ 学生課長 

12 奨学資金等委
員会 

１ 入学料，授業料の免除
に関すること。 

２ 奨学生候補者の選考に
関すること。 

３ その他学生の奨学に関
すること。 

１ 学生主事，教務主事及び寮務
主事 

２ 学生主事補１名 
３ 学級担任 
４ 機械･環境システム工学専攻主

任及び電気電子情報工学専攻主
任 

５ 総務課長び学生課長 

学生主事 学生支援
係 

13 学生相談室運
営委員会 

１ 学生相談室の運営に関
すること。 

２ 学生相談についての研
修等に関すること。 

１ 学生相談室長 
２ 相談員 
３ 学生課長 

学生相談
室長 

学生支援
係 

14 ロボットコン
テスト支援委
員会 

１ ロボットコンテスト出
場ロボットの製作・選考
等に関すること。 

２ その他ロボットコンテ
ストに関すること。 

１ 教務主事，学生主事及び寮務
主事 

２ 機械工学科，電気電子工学
科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

３ 一般科目の文科系，理科系及
び基礎専門の教員から２名 

４ 学生主事補 1 名 
５ ロボット研究部顧問教員 
６ ロボット製作指導教員 
７ 総務課長及び学生課長 
８ 技術長及びロボット製作指導

技術職員 
９ その他校長が必要と認めた者 

学生主事 学生支援
係 

15 寮運営委員会 １ 寮生の教育及び生活指
導に関すること。 

２ 寮生の福利厚生に関す
ること。 

３ 寮生の保健及び安全保
持に関すること。 

４ その他の寮管理運営に
関すること。 

１ 寮務主事 
２ 寮務主事補 
３ 学生主事補１名 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科，都市シス
テム工学科の教員各１名 

５ 一般科目及び基礎専門の教員
から１名 

６ 各学年の学級担任の代表１名 
７ 学生課長 

寮務主事 学生生活
係 

16 図書館運営委
員会 

１ 図書館の管理運営に関
すること。 

２ 図書館の規則制定等に
関すること。 

３ 図書の予算に関するこ
と。 

４ 図書の選択に関するこ
と。 

５ 学生の読書指導に関す
ること。 

６ 学生図書委員会の指導
に関すること。 

７ その他図書館の重要事
項に関すること。 

１ 図書館長及び図書館長補佐 
２ 教務主事補及び学生主事補各

１名 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

４ 一般科目の文科系の教員１名 
５ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
６ 総務課長及び学生課長 

図書館長 図書係 

17 編集委員会 １ 図書館報，明野通信及
び紀要の企画・基本方針
に関すること。 

２ 図書館報の編集発行に

１ 図書館長 
２ 図書館長補佐 
３ 教務主事補，学生主事補及び

寮務主事補各１名 

図書館長 図書係 
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関すること。 
３ 明野通信の編集発行に

関すること。 
４ 紀要の編集発行に関す

ること。 
５ その他紀要に関するこ

と。 

４ 機械工学科，電気電子工学
科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

５ 一般科目の文科系の教員１名 
６ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
７ 総務課長及び学生課長 

18 総合情報シス
テム委員会 

１ 総合情報センター（以
下この項において「セン
ター」という。）の管理
運営にかかる基本方針及
び長期計画に関するこ
と。 

２ センターの業務計画に
関すること。 

３ センターの施設整備の
維持管理及び整備充実に
関すること。 

４ センターの予算に関す
ること。 

５ 情報処理教育に関する
こと。 

６ 校内ＬＡＮの運用及び
維持管理に関すること。

７ 校長から諮問のあった
こと。 

８ その他センターの重要
事項に関すること。 

１ センター長 
２ センター長補佐 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

４ 一般科目の文科系の教員１名 
５ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
６ 総務課長及び学生課長 
７ 技術センター員２名 
８ その他校長が必要と認めた者 

総合情報
センター
長 

総務係 

19 地域連携交流
センター運営
委員会 

１ センターの管理運営に
かかる基本方針及び長期
計画に関すること。 

２ センターの業務計画に
関すること。 

３ センターの施設設備の
維持管理及び整備充実に
関すること。 

４ センターの予算に関す
ること。 

５ 産学交流及び地域教育
連携に関する企画及び開
催に関すること。 

６ その他センターの重要
事項に関すること。 

１ センター長 
２ 副センター長２名（産学連携

担当及び地域教育連携担当） 
３ 専攻科長 
４ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

５ 一般科目の文科系の教員１名 
６ 一般科目の理科系及び基礎専

門の教員から１名 
７ 技術センターから若干名 
８ 総務課長及び学生課長 

地域連携
交流セン
ター長 

企画係 

20 広報委員会 １ 広報誌に関すること。
２ 学生募集の広報に関す

ること。 
３ 公開講座の広報に関す

ること。 
４ 行政機関及び企業への

広報に関すること。 
５ ホームページに関する

こと。 
６ その他広報上特に必要

なこと。 

１ 教務主事 
２ 教務主事補，学生主事補及び

寮務主事補各１名 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教員各１名 

４ 一般科目の教員及び基礎専門
の教員から１名 

５ 総務課長及び学生課長 

教務主事 総務課 

21 事務情報化推
進委員会 

１ 情報化の計画，立案及
び利用の推進に関するこ
と。 

２ 情報化を推進するため
の環境整備に関するこ
と。 

３ 事務用電子計算機及び
ソフトウェアの運用等重
要事項に関すること。 

４ その他，情報化を推進

１ 事務部長 
２ 総務課長及び学生課長 
３ その他委員長が必要と認めた

者 

事務部長 総務課 
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するために必要な事項に
関すること。 

22 施設整備計画
委員会 

１ 学校運営委員会の諮問
に基づき，学校施設の整
備及びその利用計画等に
関すること。 

２ 本校施設の活用状況等
の調査・評価に関するこ
と。 

３ その他施設の利活用に
関すること。 

１ 校長 
２ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科，都市シス
テム工学科の教員各１名 

３ 一般科目の文科系の教員１名 
４ 一般科目の理科系の教員及び

基礎専門の教員から１名 
５ 事務部長 
６ 総務課長及び学生課長 
７ その他校長が必要と認めた者 

校 長 施設係 

23 技術センター
運営委員会 

１ センターの管理運営に
関すること。 

２ センターの業務に関す
ること。 

３ センター員の採用計画
に関すること。 

４ その他センターの重要
事項に関すること。 

１ センター長 
２ 副センター長 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の各主任 

４ 一般科目の文科系及び理科系
の各主任 

５ 基礎専門の代表者 
６ 技術長 
７ 技術次長 
８ その他センター長が必要と認

めた者 

技術セン
ター長 

設計･生
産グルー
プ 
 

24 教員人事委員
会 

１ 教員の人事計画に関す
ること。 

２ その他校長が必要と認
めたこと。 

１ 校長 
２ 教務主事 
３ 機械工学科，電気電子工学

科，制御情報工学科及び都市シ
ステム工学科の教授各１名 

４ 一般科目の文科系の教授 1 名 
５ 一般科目の理科系の教授及び

基礎専門の教授から１名 
６ その他校長が必要と認めた者 

校 長 
 

人事係 

25 環境委員会 １ 本校の環境方針を審議
すること。 

２ 環境目的・目標を審議
すること。 

３ 環境マネジメントプロ
グラムを審議すること。

４ 環境目的・目標・プロ
グラムの達成状況の確認
とその是正について審議
すること。 

１ 教務主事 
２ 教員の中から校長が指名する

者 
３ 事務部長 
４ 総務課長及び学生課長 
５ 職員の中から校長が特に必要

として指名する者 
 

教務主事 施設係 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 ３主事は，校長の命を受けた事項を掌理し，校長を補佐している。校長が管理運営上必要と認めた

事項は，学校運営委員会，教員会議，専攻科運営委員会及び各種委員会に付議審議の上，最終的に校

長が決定する仕組みとなっている。 

 校長が緊急または特定の課題への対応を必要とする場合，リーダーシップを発揮し学校運営委員会

の専門委員会を活用して機動的に対処する仕組みとなっている。 

 このように校長，３主事，委員会等の役割は明確であり，校長のリーダーシップの下で効果的な意

思決定が行える体制となっている。 
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 11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活動し

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 管理運営を円滑に行うため，３主事，専攻科長，センター長，事務部長及び各学科教員等で構成す

る各種委員会（資料11－１－②－１）において，組織，自己点検・評価，人事，施設，教務，入学試

験，教育システム等管理運営に関わる事項を審議している。審議結果等は，学校運営委員会及び教員

会議に付議し，審議及び周知される。 

 事務組織は，平成19年４月より事務部長の下での庶務・会計・学生課の３課から，総務・学生課の

２課体制に移行し，合理化・効率化を図った。事務組織及び事務分掌規則に則り，業務を適切に遂行

するとともに（資料11－１－②－２，３），事務連絡会議を設置し，事務部の諸問題を討議し，結果

を周知している（資料11－１－②－４）。 

 

資料 11－１－②－１

 

各種委員会等の役割と運営状況 

 

 平成１６年度以降各種委員会の見直しを行い現在の委員会は，下記のとおりである。 
 今後は，さらに機動性を上げ効果的な運営になるよう運営委員会に集約できるものは運営委員会で
行い，その下に必要に応じ少人数で行うワーキングの立ち上げ等の改善を行っていく。 
 （１）管理運営関連 
   学校運営委員会 
    審議事項：重要な規則の制定・改廃，学籍，概算要求，学内の予算配分，教育研究組織及び

施設整備の将来計画，学校行事に関すること。 
    構  成：校長，３主事，専攻科長，図書館長，センター長（総合情報センター長および地

域連携交流センター長），科主任，事務部長 
   教員会議 
    審議事項：入試判定，進級判定，各種委員会において審議した事項のうち校長が特に必要と

認めた事項，その他校長が特に必要と認めた事項。 
    構  成：全教員及び事務部長 
   専攻科運営委員会 
    審議事項：専攻科の入学者選抜，教育課程の編成及び立案，専攻科の学生の学籍，進路，厚

生補導（学生部委員会に付託）に関すること。 
    構  成：専攻科長，教務主事，専攻主任，各学科専攻科担当教員各１名，一般文系１名，

一般理系１名，学生課長，その他校長が必要と認めた者 
   学科会議 
   将来構想委員会 
   組織検討委員会 
   自己点検・評価実施委員会 
   外部評価委員会 
   予算委員会 
   施設整備計画委員会 
   教育システム委員会 
   技術センター運営委員会 
    審議事項：技術職員の管理運営，業務，採用計画に関すること 

 

（出典：自己点検・評価書）
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資料 11－１－②－２ 

 

大分工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
   第１章 総則 
第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則（平

成 16 年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 4 号）第 9 条及び大分工業高等専門学校学則
第 11 条の規定に基づき，大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務組織及び事務
分掌を定めることを目的とする。 

   第２章 事務組織 
第２条 本校に事務部を置く。 
第３条 事務部に総務課及び学生課を置く。 
２ 総務課に企画室を置く。 
第４条 事務部に，事務部長を置き，事務職員をもって充てる。 
２ 事務部長は，校長の監督の下に，事務部の事務を掌理する。 
第５条 課に課長を置き，事務職員をもって充てる。 
２ 課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。 
第６条 課に課長補佐を置き，事務職員をもって充てる。 
２ 課長補佐は，課長を補佐し，課の事務を調整する。 
第７条 企画室に企画室長を置き，課長補佐（総務担当）をもって充てる。 
２ 企画室長は，企画室の事務を調整する。 
第８条 係に係長を置き，事務職員又は技術職員をもって充てる。 
２ 係長は上司の命を受け，係の事務を処理する。 
３ 係に主任を置くことができる。 
４ 主任は，事務職員又は技術職員をもって充て，高度の知識又は経験を必要とする事務に従事す

る。 
第９条 事務部に技術専門員を置くことができる。 
２ 技術専門員は，技術職員をもって充て，極めて高度の専門的な技術を有し，その技術に基づ

き，教育研究の支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術
の継承及び保存並びに技術研修に関する企画及び連絡調整を行う。 

３ 技術専門員に関する選考基準は，別に定める。 
第１０条 事務部に技術専門職員及び技術職員を置く。 

２ 技術専門職員は，技術職員をもって充て，高度の専門的な技術を有し，その技術に基づき技術
に関する業務を処理する。 

３ 技術専門職員に関する選考基準は別に定める。 
   第３章 所掌事務 
第１１条 総務課においては，次の事務をつかさどる。 
 一 諸規則の整備に関すること。 
 二 事務部の所掌事務に関し，連絡調整すること。 
 三 公文書類を接受し，発送し，編集し，及び保存すること。 
 四 公印を管守すること。 
 五 教職員の人事に関すること。 
 六 教職員の衛生・医療及び福利厚生に関すること。 
 七 図書館に関すること。 
 八 校内の警備に関すること。 
 九 予算に関すること。 
 十 収入・支出及び決算その他会計経理に関すること。 
 十一 不動産，物品及び債権の管理に関すること。 
 十二 奨学を目的とする寄附金の委任経理に関すること。 
 十三 共済組合に関すること。 
 十四 日本スポーツ振興センターの経理に関すること。 
 十五 施設・設備の維持及び管理に関すること。 
 十六 前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属しないこと。 
第１２条 学生課においては，次の事務をつかさどる。 
 一 教務に関すること。 
 二 学生の厚生補導に関すること。 
 三 寄宿舎に関すること。 
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   第４章  事務分掌 
第１３条 総務課に，その事務を処理させるため次の係を置く。 
 一 総務係 
 二 人事係 
 三 図書係 
 四 企画係 
 五 財務係 
 六 用度係 
 七 施設係 
２ 課長補佐（総務担当）は，次の事務をつかさどる。 
 一 総務課の所掌事務のうち総務に関する事務の総括及び連絡調整に関すること。 
 二 評価に関すること。 
３ 課長補佐（財務担当）は，次の事務をつかさどる。 
 一 総務課の所掌事務のうち財務に関する事務の総括及び連絡調整に関すること。 
 二 予算の要求及び決算の総括に関すること。 
 三 外部監査に関すること。 
 四 宿舎の管理に関すること。 
６ 総務係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 本校の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 
 二 組織及び機構に関すること。 
 三 儀式，会議その他諸行事に関すること。 
 四 渉外及び秘書事務に関すること。 
 五 本校の規則等の法制に関すること。 
 六 校長印，校印等公印の管守に関すること。 
 七 文書の処理に関すること。 
 八 学校広報，学校要覧等刊行物に関すること。 
 九 科学研究費等の申請及び報告に関すること。 
 十 教職員の出張に関すること。 
 十一 内地研究員及び在外研究員に関すること。 
 十二 情報開示に関すること。 
 十三 事務情報化推進及び情報管理に関すること。 
 十四 校内の警備及び取締に関すること。 
 十五 電話の交換業務に関すること。 
 十六 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十七 その他，他の課係の所掌に属さないこと。 
５ 人事係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 教職員の任免，懲戒及び服務等に関すること。 
 二 教職員の給与に関すること。（財務係の業務を除く。） 
 三 教職員の人員管理に関すること。 
 四 教職員の勤務評価に関すること。 
 五 教職員の研修に関すること。 
 六 教職員の勤務時間及び休暇に関すること。 
 七 教職員の災害補償に関すること。 
 八 退職手当に関すること。 
 九 共済組合に関すること。 
 十 教職員及び退職者の栄典及び表彰に関すること。 
 十一 教職員の福利厚生及び健康管理に関すること。 
 十二 労働組合に関すること。 
 十三 人事記録に関すること。 
 十四 教職員の身分証発行に関すること。 
 十五 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十六 その他人事に関すること。 
６ 図書係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 図書・雑誌等の購入企画に関すること。 
 二 図書の発注及び検収に関すること。 
 三 図書の受入れ・整理及び保管に関すること。 
 四 図書の閲覧，貸出に関すること。 
 五 購入・寄贈その他による図書の受入れに関すること。 
 六 図書目録の作成に関すること。 
 七 図書予算の経理に関すること。 
 八 図書の契約に関すること。 
 九 文献，資料の収集に関すること。 
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 十 文献の複写と相互利用に関すること。 
 十一 図書の広報及び紀要に関すること。 
 十二 その他図書に関すること。 
７ 企画係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 産学連携の受入れに関すること。 
 二 外部資金の受け入れに関すること。 
 三 公開講座に関すること。 
 四 所掌事務の調査報告に関すること。 
 五 その他地域連携に関すること。 
８ 財務係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 財務事務の連絡調整に関すること。 
 二 予算に関すること。 
 三 収入，支出及び決算に関すること。 
 四 会計の監査に関すること。 
 五 会計の諸規程に関すること。 
 六 会計機関の公印の管守に関すること。 
 七 収入・支出の監査事務に関すること。 
 八 会計機関の任免に関すること。 
 九 資産の管理，処分及び計算証明に関すること。 
 十 資金の管理に関すること。 
 十一 計算証明（合計残高試算表等）に関すること。 
 十二 現金及び有価証券の出納保管に関すること。 
 十三 諸謝金に関すること。 
 十四 科学研究費の経理及び委任経理に関すること。 
 十五 日本スポーツ振興センターの給付金の支払に関すること。 
 十六 旅費の経理に関すること。 
 十七 給与等の支給及び所得税等の徴収に関すること。 
 十八 退職手当の支出に関すること。 
 十九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 二十 その他財務に関すること。 
９ 用度係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 物品の管理に関すること。 
 二 物品の調達及び修理に関すること。 
 三 役務の契約等に関すること。 
 四 寄付物品の受入れに関すること。 
 五 防火管理に関すること。 
 六 教職員の安全管理に関すること。 
 七 構内の清掃及びその他の用務に関すること。 
 八 自動車の運行，配車計画及び管理に関すること。 
 九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十 その他用度に関すること。 
10 施設係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 施設全般の企画設計及び営繕に関すること。 
 二 工事の請負契約等に関すること。 
 三 設計及び監理業務の委託に関すること。 
 四 電気，電話，暖房，ガス等の設備及び管理保全に関すること。 
 五 土地，建物，工作物及びその他の施設の維持保全に関すること。 
 六 環境整備に関すること。 
 七 施設台帳に関すること。 
 八 所掌事務の調査報告に関すること。 
 九 その他施設に関すること。 
第１４条 学生課に，その事務を処理させるため，課長補佐及び次の３係を置く。 
 一 教育支援係 
 二 学生支援係 
 三 学生生活係 
２ 課長補佐は，次の事務をつかさどる。 
 一 学生課の所掌事務の総括及び連絡調整に関すること。 
 二 教育課程の編成及び実施に係る専門的事項に関すること。 
 三 入学者選抜方法に係る専門的事項に関すること。 
 四 学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。 
 五 学生の学籍に係る専門的事項に関すること。 
 六 外国人留学生の受入れに係る企画及び立案に関すること。 
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 七 その他学務関係事務のうち重要な企画，調査並びに連絡調整に関すること。 
３ 教育支援係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学生課の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 
 二 学生課の公印の管守に関すること。 
 三 学生の募集及び入学者の選抜に関すること。 
 四 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 五 試験及び成績に関すること。 
 六 学生の入学，転科，進級及び卒業に関すること。 
 七 学生の休学，復学，留学，転学及び退学に関すること。 
 八 学業成績及び学生指導要録の管理に関すること。 
 九 学生の欠席及び欠課等に関すること。 
 十 大学への編入学に関すること。 
 十一 外国人留学生の受入れに関すること。 
 十二 聴講生，研究生及び科目等履修生に関すること。 
 十三 視聴覚教室及びＬＬ教室等教室の管理に関すること。 
 十四 本校への編入学に関すること。 
 十五 一般教科の事務に関すること。 
 十六 教科書及び教材，教具に関すること。 
 十七 学生の工場見学及び校外実習に関すること。 
 十八 学業成績及び卒業等の証明に関すること。 
 十九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 二十 その他，他の係の所掌に属さないこと。 
４ 学生支援係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学生の福利厚生に関すること。 
 二 学生の保健管理に関すること。 
 三 学生の課外活動に関すること。 
 四 学生のオリエンテーションに関すること。 
 五 校内の体育大会等の諸行事に関すること。 
 六 学生の連合行事に関すること。 
 七 学生の団体，集会，掲示及び出版物に関すること。 
 八 学生の賞罰に関すること。 
 九 福利施設及び合宿研修所に関すること。 
 十 日本学生支援機構及びその他育英奨学に関すること。 
 十一 入学料及び授業料等の免除及び徴収猶予に関すること。 
 十二 学生の旅客運賃割引証に関すること。 
 十三 学生の就職及びアルバイトに関すること。 
 十四 日本スポーツ振興センターに関すること。 
 十五 学生の諸証明（教育支援係及び生活支援係に関するものを除く。）に関すること。 
 十六 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十七 その他学生の厚生補導に関すること。 
５ 学生生活係においては，次の事務をつかさどる。 
 一 学寮の管理・運営に関すること。 
 二 学生の入寮及び退寮に関すること。 
 三 教員の学寮宿日直に関すること。 
 四 寮生の生活指導に関すること。 
 五 寮生の保健管理に関すること。 
 六 寮生の福利厚生に関すること。 
 七 学寮の諸経費の経理に関すること。 
 八 寮生の給食に関すること。 
 九 所掌事務の調査報告に関すること。 
 十 その他寮務に関すること。 
第１５条 第９条に定める技術専門員及び第１０条に定める技術専門職員及び技術職員において

は，技術センターの業務をつかさどる。 
２ 技術センターの業務については別に定める。 
   附 則 
 この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料 11－１－②－３ 

 

事 務 機 構 図 

 

平成１９年４月１日現在 

         

         
総 務 係 

          

      課 長 補 佐   

      （総務担当）   
人 事 係 
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     企 画 室 長   

   
総 務 課 長 

  (総務課課長補佐併任)   
企 画 係 

          

         

        
財 務 係 

事 務 部 長 
         

      課 長 補 佐   

      （財務担当）   
用 度 係 

          

         

         
施 設 係 

          

         

         
教 育 支 援 係 

          

       

   
学 生 課 長 

  
課 長 補 佐 

  
学 生 支 援 係 

          

         

         
学 生 生 活 係 

          

      技術センター長 

（教 員）   

技術長 

（技術専門員）   

技術次長 ２名 

（技術専門職員）   
設計・生産グループ

          

         

         
解析・構造グループ

          

         

         
計測・情報グループ

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料 11－１－②－４ 

 

大分工業高等専門学校事務連絡会議要項 

 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
１ 大分工業高等専門学校の事務部における諸問題を討議し，各課・係間の意思の疎通と事務能率

の向上をはかるために事務連絡会議（以下「会議」という。）を置く。 
２ 会議は，次の各号に掲げる者をもつて組織する。 
 一 事務部長 
 二 各課長 
 三 各課課長補佐 
 四 専門職員 
 五 各係長 
 六 技術次長の内１名 
３ 会議は，事務部長が招集しその議長となる。ただし，事務部長不在のときは,総務課長がその

職務を代行する。 
４ 会議開催の通知は，原則として開催日の前日までに構成員に通知するものとする。 
５ 会議は原則として毎月１回，教員会議の翌日に開催するものとする。ただし，緊急の必要があ

るときは，臨時に開催することができる。 
６ 会議の事務は,総務課総務係で処理する。 
   附 則 
 この要項は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この要項は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 

 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 管理運営に関する各種委員会の役割は，明確に規定され，分掌された事項毎に適切に活動している。

審議結果は，学校運営委員会または教員会議に付議され，学校の意思決定となる。 

 事務組織及び事務分掌についても，事務部長の掌理の下，規定に従い適切に処理している。事務職

員も，各種委員会の構成員や陪席者として，意思決定に参画している。 

 以上，管理運営に関する各種委員会及び事務組織は適切に役割を分担し，効果的に活動している。 
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 観点 11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

 （観点に係る状況） 

 管理運営に必要な諸規定を制定しており，グループウェアに掲載し全教職員が閲覧できるように整

備している（資料 11－１－③－１）。また，施設整備計画委員会，教員人事委員会及び予算委員会

は，校長を委員長とするよう平成 19 年度に規程改正を行ったが，校長がリーダーシップをとり必要

に応じた諸規定の改廃を行っている（資料 11－１－③－２）。 

 

資料 11－１－③－１ 

 

（出典：グループウェア） 
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資料 11－１－③－２ 

 

規則等制定改廃一覧（平成 18・19 年） 
 

年 番
号 

制定年月日 規則等番号 規   則   等   名   称 

18 1 平成 18 年 01 月 12 日 細則 第 1 号 大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規 

18 2 平成 18 年 01 月 12 日 細則 第 2 号 大分工業高等専門学校学生準則 

18 3 平成 18 年 01 月 12 日 細則 第 3 号 大分工業高等専門学校学生の車両等使用に関する内規 

18 4 平成 18 年 02 月 07 日 規則 第 1 号 大分工業高等専門学校専攻科における授業科目の履修等に関する規則 

18 5 平成 18 年 02 月 07 日 規程 第 1 号 大分工業高等専門学校各種委員会規程 

18 6 平成 18 年 03 月 14 日 規則 第 2 号 大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則 

18 7 平成 18 年 03 月 14 日 規程 第 2 号 大分工業高等専門学校各種委員会規程 

18 8 平成 18 年 03 月 14 日 細則 第 4 号 大分工業高等専門学校教務に関する申し合せ 

18 9 平成 18 年 09 月 11 日 規則 第 3 号 大分工業高等専門学校地域連携交流センター規則 

18 10 平成 18 年 09 月 11 日 規程 第 3 号 大分工業高等専門学校学校運営委員会規程 

18 11 平成 18 年 09 月 11 日 規程 第 4 号 大分工業高等専門学校文書管理規程 

18 12 平成 18 年 09 月 11 日 規程 第 5 号 大分工業高等専門学校知的財産取扱規程 

18 13 平成 18 年 09 月 11 日 規程 第 6 号 大分工業高等専門学校名誉教授称号授与規程 

18 14 平成 18 年 09 月 11 日 細則 第 5 号 大分工業高等専門学校地域連携交流センター利用内規 

18 15 平成 18 年 09 月 11 日 細則 第 6 号 大分工業高等専門学校情報セキュリティーポリシー基本方針 

18 16 平成 18 年 09 月 13 日 規則 第 4 号 大分工業高等専門学校学則 

18 17 平成 18 年 10 月 25 日 規程 第 7 号 大分工業高等専門学校寄附金取扱規程 

18 18 平成 18 年 09 月 13 日  大分工業高等専門学校における文部科学省電子入札システム官職証明書要項 

18 19 平成 18 年 09 月 13 日  大分工業高等専門学校における文部科学省電子入札システムの運用要項 

18 20 平成 18 年 10 月 31 日  日本学生支援機構高等専門学校奨学生大分工業高等専門学校推薦内規 

19 1 平成 19 年 01 月 12 日 規則 第 1 号 大分工業高等専門学校システムデザイン工学プログラム履修規則 

19 2 平成 19 年 01 月 12 日 規則 第 2 号 大分工業高等専門学校専攻科における授業科目の履修等に関する規則 

19 3 平成 19 年 01 月 12 日 細則 第 1 号 公欠に関する内規 

19 4 平成 19 年 01 月 12 日 細則 第 2 号 公欠に関する申しあわせ 

19 5 平成 19 年 01 月 18 日 規則 第 3 号 大分工業高等専門学校学則 

19 6 平成 19 年 02 月 16 日 規則 第 4 号 大分工業高等専門学校総合情報センター規則 

19 7 平成 19 年 02 月 16 日 細則 第 3 号 大分工業高等専門学校学生準則 

19 8 平成 19 年 02 月 16 日 細則 第 4 号 大分工業高等専門学校総合情報センター利用内規 

19 9 平成 19 年 02 月 20 日 規則 第 5 号 大分工業高等専門学校学則 

19 10 平成 19 年 03 月 14 日 規則 第 6 号 大分工業高等専門学校専攻科規則 

19 11 平成 19 年 03 月 14 日 規程 第 1 号 大分工業高等専門学校名誉教授称号授与規程 

19 12 〃 〃 大分工業高等専門学校教員選考規程 

19 13 〃 〃 大分工業高等専門学校技術センター規程 

19 14 平成 19 年 03 月 14 日 規程 第 2 号 大分工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 

19 15 平成 19 年 03 月 14 日 規程 第 3 号 大分工業高等専門学校各種委員会規程 

19 16 〃 〃 大分工業高等専門学校予算委員会規程 

19 17 平成 19 年 03 月 14 日 規程 第 4 号 大分工業高等専門学校学校運営委員会規程 

19 18 〃 〃 大分工業高等専門学校教員会議規程 

19 19 〃 〃 大分工業高等専門学校将来構想委員会規程 

19 20 〃 〃 大分工業高等専門学校文書管理規程 

19 21 〃 〃 大分工業高等専門学校文書処理規程 

19 22 〃 〃 大分工業高等専門学校文書決裁規程 

19 23 〃 〃 大分工業高等専門学校公印規程 

19 24 〃 〃 大分工業高等専門学校規則等の制定改廃に関する規程 

19 25 〃 〃 大分工業高等専門学校職員会館の運営等に関する規程 

19 26 〃 〃 大分工業高等専門学校知的財産権取扱規程 

19 27 〃 〃 大分工業高等専門学校安全衛生管理規程 

19 28 〃 〃 大分工業高等専門学校教育功労者表彰規程 

19 29 〃 〃 大分工業高等専門学校における会計機関の補助者の指定に関する規程 

19 30 〃 〃 大分工業高等専門学校不動産管理規程 

19 31 〃 〃 大分工業高等専門学校自家用電気工作物保安規程 

19 32 〃 〃 大分工業高等専門学校防火管理規程 

19 33 〃 〃 大分工業高等専門学校自衛消防隊組織規程 

19 34 〃 〃 大分工業高等専門学校毒物及び劇物取扱規程 

19 35 〃 〃 大分工業高等専門学校物品管理事務取扱規程 

19 36 〃 〃 大分工業高等専門学校授業料等免除及び徴収猶予取扱規程 

19 37 〃 〃 大分工業高等専門学校入学料免除及び徴収猶予取扱規程 
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19 39 平成 19 年 03 月 14 日 細則 第 5 号 大分工業高等専門学校福利施設利用細則  

19 40 〃 〃 大分工業高等専門学校における校外実習、課題学修及び特別学修に関する細則 

19 41 〃 〃 大分工業高等専門学校部課長会議内規 

19 42 〃 〃 大分工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する内規

19 43 〃 〃 大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規 

19 44 〃 〃 大分工業高等専門学校公欠に関する内規 

19 45 〃 〃 大分工業高等専門学校合宿研修所使用内規 

19 46 〃 〃 大分工業高等専門学校学生の車両等使用に関する内規 

19 47 〃 〃 大分工業高等専門学校非常勤講師雇用基準の一部を改正する基準 

19 48 〃 〃 大分工業高等専門学校懇話会要項 

19 49 〃 〃 大分工業高等専門学校外部評価委員会要項 

19 50 〃 〃 大分工業高等専門学校事務連絡会議要項 

19 51 〃 〃 大分工業高等専門学校校報発行に関する要項 

19 52 〃 〃 大分工業高等専門学校ホームページ運用要項 

19 53 〃 〃 大分工業高等専門学校職員の財形貯蓄等関係事務取扱要項 

19 54 〃 〃 大分工業高等専門学校内地研究員制度実施要項 

19 55 〃 〃 大分工業高等専門学校図書館一般利用者利用要項 

19 56 〃 〃 大分工業高等専門学校図書館運営委員会図書部会要項 

19 57 〃 〃 大分工業高等専門学校不動産貸付取扱要項 

19 58 〃 〃 大分工業高等専門学校科学研究費補助金経理事務取扱要項 

19 59 〃 〃 大分工業高等専門学校競争参加資格等審査委員会要項 

19 60 〃 〃 大分工業高等専門学校公正入札調査委員会要項 

19 61 〃 〃 大分工業高等専門学校建設コンサルタント選定委員会要項 

19 62 〃 〃 大分工業高等専門学校における寄付金に係る管理運営経費取扱要項 

19 63 〃 〃 大分工業高等専門学校における文部科学省電子入札システム官職証明書要項 

19 64 〃 〃 大分工業高等専門学校における文部科学省電子入札システム運用要項 

19 65 〃 〃 学術雑誌への投稿取扱要領 

19 66 〃 〃 大分工業高等専門学校教員連絡協議会要項 

19 67 〃 〃 大分工業高等専門学校学生準則 

19 68 〃 〃 大分工業高等専門学校債権の発生等通知事務取扱要領 

19 69 〃 〃 大分工業高等専門学校教務に関する申し合わせ 

19 70 〃 〃 学生の施設設備使用に関する申し合わせ 

19 71 〃 〃 制服及び徽章の制式 

19 72 〃 〃 大分工業高等専門学校水泳プール使用心得 

19 73 〃 細則 第 6 号 大分工業高等専門学校苦情相談に関する申し合わせ 

19 74 〃 細則 第 7 号 大分工業高等専門学校就職斡旋内規 

19 75 〃 細則 第 8 号 大分工業高等専門学校学寮宿日直細則 

19 76 〃 〃 大分工業高等専門学校学寮内規 

19 77 平成 19 年 03 月 14 日 細則 第 9 号 大分工業高等専門学校における危機管理に関する要項の制定 

19 78 平成 19 年 03 月 14 日 細則 第 10 号 大分工業高等専門学校情報セキュリティポリシー対策基準の制定 

19 79 平成 19 年 03 月 14 日 細則 第 11 号 大分工業高等専門学校事務情報化推進室内規の廃止 

19 80 〃 〃 大分工業高等専門学校事務情報化推進部会要項の廃止 

19 81 〃 〃 文部科学省共済組合大分工業高等専門学校支部事務取扱要項の廃止 

19 82 平成 19 年 04 月 05 日 規程 第 3 号 大分工業高等専門学校自動車運用管理規程 

19 83 平成 19 年 04 月 05 日 細則 第 12 号 大分工業高等専門学校特任教授設置要項の制定 

19 84 平成 19 年 04 月 05 日 細則 第 13 号 大分工業高等専門学校ホームページに関する申合せの制定 

19 85 平成 19 年 04 月 05 日 細則 第 14 号 大分工業高等専門学校ホームページ運用要項の廃止 

19 86 平成 19 年 05 月 08 日 細則 第 15 号 大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規 

19 87 平成 19 年 05 月 08 日 細則 第 16 号 大分工業高等専門学校教務に関する申合せ 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 管理運営に必要な委員会規則や事務組織及び事務分掌規程等を整備しており，校長がリーダーシッ

プを取れるよう必要に応じた改廃を行っている。 
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 観点 11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育研究活動と学校運営に対する評価，助言を受けるため外部有識者による外部評価委員会（資料

11－２－①－１）を５年毎に実施している。 

 平成 19 年３月に実施された外部評価委員会で各委員から提出された意見のうち，改善指摘事項

（資料 11－２－①－２）については，対応に着手し管理運営に反映させている。校長のリーダーシ

ップに対する指摘から重要委員会の委員長を校長に変更した他（資料 11－２－①－３），ホームペ

ージのリニューアルも行い，委員会の見直しも今年度中に行う予定である。 

 外部評価結果は，自己点検・評価実施委員会で総括し，結果を校長に報告後，関係委員会に付議す

ることとした。さらに，管理運営上の改善点については，学校運営委員会の専門委員会に付議し，検

討を始めている（資料 11－２－①－４）。 

 

資料 11－２－①－１ 

 

大分工業高等専門学校外部評価委員会要項 

 
制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
改  正 平成 19 年 3 月 14 日 

 
 （設置及び目的） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，本校の自己点検及び評価の結果につ

いて，職員以外の者による検証を行うため大分工業高等専門学校外部評価委員会（以下「外部評
価委員会」という。）を置く。 

 （組織） 
第２条 外部評価委員会は，次の各号の委員をもって組織する。 
 一 大分大学工学部長 
 二 大分県中学校長会から若干名 
 三 大学等高等教育機関から若干名 
 四 産業界から若干名 
 （委員の委嘱） 
第３条 委員は，校長が委嘱する。 
 （学内出席者） 
第４条 外部評価委員会への学内出席者は，次の各号による。 
 一 校長 
 二 自己点検・評価実施委員会委員 
 三 校長が指名する者 
 （事務） 
第５条 外部評価委員会に関する事務は，総務課において処理する。 
 （その他） 
第６条 この要項に定めるもののほか，外部評価委員会の運営に関し必要な事項は，校長が別に定

める。 
   附 則 
 この要項は，平成 16 年 4 月 1 日から実施する。 
   附 則 
 この要項は，平成 19 年 4 月 1 日から実施する。 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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資料 11－２－①－２ 

 

外部評価委員の意見（抜粋） 

 

 ○「管理運営について，高専の法人化に際し，所期の目的を達成するため，さらに一層，管理運
営の重要事項である，予算，人事，施設を中心に，校長のリーダーシップを発揮しているよ
うな体制が整備されるよう期待します。」 

（江崎 忠男委員（大分大学工学部長）の意見） 
 
 ○「教員数に比して委員会の数が多い。教員の管理運営業務の負担を軽減するためにも， 
   各委員会の位置づけを明らかにするとともに，委員会の統合，廃止も含めた委員会システム

の見直しが必要と思われる。」 
（小林 敏弘委員（九州工業大学工学部長）の意見） 

 
 ○「メディア（新聞・テレビ）等をもっと利用して，知名度のＵＰ，研究・成果の報告を 
  積極的にＰＲ・広報活動することを提案する。 

（石井 四郎委員（株式会社デンケン代表取締役社長）の意見） 
 

（出典：外部評価報告書） 

 

資料 11－２－①－３

 

大分工業高等専門学校各種委員会規程及び大分工業高等専門学校予算委員会規程一部改正新旧対照表 

 

新 旧 

大分工業高等専門学校各種委員会規程 
 

（略） 
 
別表 

大分工業高等専門学校各種委員会 

番
号 

委員 
会名 

審議事項 組   織 委員長
庶務
担当

(略) 

22 施設
整備
計画
委員
会 

１ 学校運営
委員会の諮
問 に 基 づ
き，学校施
設の整備及
びその利用
計画等に関
すること。 

２ 本校施設
の活用状況
等の調査・
評価に関す
ること。 

３ その他施
設の利活用
に関するこ
と。 

１ 校長 
２ 機械工学科，

電 気 電 子 工 学
科，制御情報工
学科，都市シス
テム工学科の教
員各１名 

３ 一般科目の文
科系の教員１名 

４ 一般科目の理
科系の教員及び
基礎専門の教員
から１名 

５ 事務部長 
６ 総務課長及び

学生課長 
７ その他校長が

必要と認めた者 

校 長 施設係

(略) 

24 教員
人事
委員

１ 教員の人
事計画に関
すること。 

１ 校長 
２ 教務主事 
３ 機械工学科，

校 長
 

人事係

大分工業高等専門学校各種委員会規程 
 

（略） 
 
別表 

大分工業高等専門学校各種委員会 

番
号

委員
会名

審議事項 組   織 委員長 
庶務
担当

(略) 

24 施設
整備
計画
委員
会 

１ 学校運営
委員会の諮
問 に 基 づ
き，学校施
設の整備及
びその利用
計画等に関
すること。

２ 本校施設
の活用状況
等の調査・
評価に関す
ること。 

３ その他施
設の利活用
に関するこ
と。 

１ 機械工学科，
電 気 電 子 工 学
科，制御情報工
学科，都市シス
テム工学科の教
員各１名 

２ 一般科目の文
科系の教員１名 

３ 一般科目の理
科系の教員及び
基礎専門の教員
から１名 

４ 事務部長 
５ 会計課長 
６ その他校長が

必要と認めた者 
 
 

校 長 が
指 名 す
る者 

総務係

(略) 

26 教員
人事
委員

１ 教員の人
事計画に関
すること。

１ 教務主事 
２ 機械工学科，

電 気 電 子 工 学

教務主
事 

人事係
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会 ２ その他校
長が必要と
認 め た こ
と。 

電 気 電 子 工 学
科，制御情報工
学科及び都市シ
ステム工学科の
教授各１名 

４ 一般科目の文
科系の教授 1 名 

５ 一般科目の理
科系の教授及び
基礎専門の教授
から１名 

６ その他校長が
必要と認めた者 

 

(略) 

 
大分工業高等専門学校予算委員会規程 

 
（略） 

 （組織） 
第２条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織す
る。 
 一 校長 
 二 機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科及び

都市システム工学科の教員各１名 
 三 一般科目の文科系の教員１名 
 四 一般科目の理科系及び基礎専門の教員から１名 
 五 事務部長 
 六 総務課長 
２ 前項第二号から第四号までの委員は，校長が指名す
る。 
 （委員の任期） 
第３条 前条第二号から第四号の委員の任期は，２年とす

る。ただし，再任を妨げない。 
２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，校長が後任者を指

名し，任期は前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，委員長が指名した者が議長
の職務を代行する。 
 
 （審議事項） 
第５条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議す
る｡ 
 一 予算配分の基本方針に関すること。 
 二 各年度の予算配分（案）の作成に関すること。 
 三 その他予算に関すること 
 

（略） 
 
 

（削る） 
 
 （事務） 
第８条 委員会に関する事務は，総務課財務係において処
理する。 
   附 則 
 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

会 ２ その他校
長が必要と
認 め た こ
と。 

科，制御情報工
学科及び都市シ
ステム工学科の
教授各１名 

３ 一般科目の文
科系の教授 1 名 

４ 一般科目の理
科系の教授及び
基礎専門の教授
から１名 

５ 校長（必要に
応じ） 

６ その他校長が
必要と認めた者 

(略) 

 
大分工業高等専門学校予算委員会規程 

 
（略） 

 （組織） 
第２条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織す
る。 
 
 一 機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科及び

都市システム工学科の教員各１名 
 二 一般科目の文科系の教員１名 
 三 一般科目の理科系及び基礎専門の教員から１名 
 四 事務部長 
 五 会計課長 
２ 前項第一号から第三号までの委員は，校長が指名す
る。 
 （委員の任期） 
第３条 前条第一号から第三号の委員の任期は，２年とす

る。ただし，再任を妨げない。 
２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，校長が後任者を指

名し，任期は前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，委員長は，校長が指名す
る。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故あるときは，委員長が指名した者が議長
の職務を代行する。 
 （審議事項） 
第５条 委員会は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる
事項について審議する｡ 
 一 予算配分の基本方針に関すること。 
 二 各年度の予算配分（案）の作成に関すること。 
 三 その他予算に関すること 
 

（略） 
 
 （報告） 
第８条 委員長は，委員会の審議結果を校長に報告するも
のとする。 
 （事務） 
第９条 委員会に関する事務は，会計課総務係において処
理する。 

 

（出典：学校運営委員会資料）
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資料 11－２－①－４ 

 

平成１９年度第１回第１専門委員会議事概要 

 
日 時  平成１９年４月１９日（木）午後４時２０分～午後６時５分 
場 所  会議室 
出席者  大城校長，吉澤教務主事，清水専攻科長，福永地域連携交流センター長，高橋特任教授，佐藤

（秀）教授，前田事務部長 
列席者  総務課長，総務課課長補佐（総務担当），総務係長 
 
議題１ 機構本部による校長ヒアリングへの対応について 
 校長から，次のことについて説明があった。 

 ・ヒアリングが５月１４日（月）に決まったこと。 
 ・魅力ある高専の構築に向けて（平成１８年１１月３０日付け高専機構本部理事長通知）での３つのケー

スのうち，従来どおりケース③の改革でもってヒアリングに臨むこと。 
 ・本校の教員と地域社会や企業が双方向で連携すること。特に，企業から本校へのベクトルが重要である

こと。 
 ・斬新な改革案が必要なこと。 
 ・質の高い学生の確保と産学官の連携も必要なこと。 

 続いて改革の構想について委員から次のような提案があった。 
 ・卒業生とのネットワーク（交流） 
  卒業生は，自分の技術力の説明機会を探している者が多い。これらの卒業生を組織化して本校のために

協力してもらう。 
 ・長期インターンシップ 
  長期インターンシップは，カリキュラムの改革が不可欠となる。次期中期計画での実施の可能性を探る

必要がある。 
 ・大学との連携 
  豊橋技術科学大学や長岡技術科学大学でだけでなく，他の大学の単位互換も含めた協定が必要である。 
 ・テクノロジーカフェ 
  企業の技術者が学生に講演する。ただし，講演時間は短くし，ディスカッションを長くする。定期的に

実施し，学生とのコミュニケーションを高める。第２の非常勤講師群として位置づける。 
 ・専攻科の充実 
  ２専攻を１専攻にし，４つのコースに区分する。土木系と機械系を関連付けた専攻科設置時の無理を解

消できる。 
  高専全体の大学進学率は４５％，本校の大学進学率は４０％弱。本校専攻科志望者の増加が必要であ

る。よって，教育内容の充実は不可欠である。 
  専攻科生と本科生の教育環境等の区別を明確にし，教育効果を高める。 
  ケース③でも専攻科の充実を図る。 
 ・その他 
  経済格差が教育格差に連動しない教育を目指す。 

 
議題２ 管理運営上検討すべき課題について 
 外部評価委員会委員からの意見を今後の管理運営に反映させることを確認し，今後，本委員会で検討するこ
ととした。特に，企画力の強化を図ることになった。ただし，既存の委員会等の役割分担が不明確にならない
よう配慮することになった。 
 
議題３ 平成２０年度概算要求（特別教育研究費）申請について 
 第２専門委員会プロジェクトワーキンググループが作成した平成２０年度概算要求申請書（特別教育研究
費）は，図書館の改修計画と場所が競合していることから，高専機構本部に問い合わせ，その上で要求を判断
することになった。 
 
その他 
 次回は，４月２５日（水）午後４時２０分からの開催とした。 

 

（出典：第１専門委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 外部評価委員会を開催し，指摘事項の改善に直ちに着手しており，外部有識者の意見を管理運営に

反映させている。 
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 観点 11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対

して行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の現状と取組みに対して学校の目的，学生の受入及び進路，教育方法，管理運営等について総

合的に点検評価し，自己点検・評価書を作成した（資料 11－３－①－１）。外部評価委員会では，

これを基に点検評価を行い，評価結果は外部評価報告書（資料 11－３－①－２）としてまとめ，自

己点検・評価書とともに全教職員及び関係機関に配布し，広く一般社会にも公表した（資料 11－３

－①－３）。 

 平成 17 年には日本技術者教育認定機構（JABEE）認定を受けるための自己点検を実施し，所定の第

三者による認定審査が実施され，平成 17 年度からシステムデザイン工学プログラムが JABEE に認定

され，この状況は Web 上に公表している（資料 11－３－①－４）。 

 平成 18 年２月には，今後の技術教育のあり方についての提言を受ける目的で，大分高専技術教育

推進会議を開催し，外部有識者から意見を聞き，概要を冊子（資料 11－３－①－５）にまとめ，全

教職員及び関係機関に配布した。 

 

資料 11－３－①－１ 

 

 

 

自己点検・評価書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年２月 

大分工業高等専門学校 

 

 
（出典：自己・点検評価書） 

資料 11－３－①－２ 

 

 

平成１８年度 

外部評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年５月 

大分工業高等専門学校 

 

 
（出典：外部評価報告書） 
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資料 11－３－①－３ 

 
 

（出典：Ｗｅｂページ） 

 

資料 11－３－①－４ 

 
 

（出典：Ｗｅｂページ） 
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資料 11－３－①－５ 

 

 

 

 

「技術教育に関する卒業生アンケート」調査報告書 

 

 

 

 

 

 

２００６年３月 

 

大分工業高等専門学校 

 

（出典：「技術教育に関する卒業生アンケート」調査報告書） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 運営上の総合的項目について行った自己点検・評価書を基に外部評価がなされ，結果を印刷物や

Web で公表していることから，自己点検・評価（や第三者評価）が学校活動の総合的な状況に対して

行われ，それらの評価結果が公表されている。 
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 観点 11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学校運営委員会，教員会議及び各種委員会は，校長の諮問に応じ各事項についての審議を行うこと

となっている（資料 11－３－②－１）。 

 外部評価結果は，自己点検・評価実施委員会で総括し，結果は即座に校長に報告され，校長の発意

により関係の各種委員会に指摘事項を付議することとした。管理運営上の改善点については，学校運

営委員会の専門委員会に付議し（資料 11－２－①－４），直ちに改善に向けた検討を始め，その結

果は，校長のリーダーシップ発揮のための委員会規程改正やホームページのリニューアル等として現

れている。 

 

資料 11－３－②－１ 

 

大分工業高等専門学校学校運営委員会規程（抜粋） 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
 
 第５条 運営委員会は，校長が本校運営上必要と認め諮問した次の各号に掲げる事項について審
議する。 
 一 学則等重要な規則の制定及び改廃に関すること。 
 二 学生の入学，退学及び卒業等の学籍に関すること。 
 三 概算要求及び学内の予算配分に関すること。 
 四 教育研究，組織及び施設設備の将来計画に関すること。 
 五 学校行事に関すること。 
 六 その他本校の管理運営に関すること。 
    （省略） 
（専門委員会） 
第８条 運営委員会に，特定の事項を調査・検討するため，専門委員会を置くことができる。 
２ 専門委員会は，担当する事項について調査研究を行い，その具体案について検討し運営委員会

に報告するものとする。 
３ 専門委員会委員は校長が指名する。 
４ その他，専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

大分工業高等専門学校教員会議規程（抜粋） 
 

制  定 平成 16 年 ４月 １日 
 
第４条 教員会議は校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項を審議する。 
 一 各種委員会において審議した事項のうち，校長が特に必要と認めた事項 
 二 その他校長が必要と認めた重要な事項 

 

大分工業高等専門学校各種委員会規程（抜粋） 
 

制  定 平成 16 年 4 月 1 日 
 
（設置） 
第１条 大分工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，本校の教育研究及び管理運営を

円滑に行うため，別表に掲げる委員会を置く。 
 （審議事項，組織，委員長及び庶務） 
第２条 委員会の審議事項，組織，委員長及び庶務は，別表のとおりとする。 

 

（出典：大分工業高等専門学校規則集） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 評価結果を受けて改善が可能なものは既に実施し，他の指摘事項についても早急に検討を開始して

おり，評価結果がフィードバックされている。従って学校の目的達成のための改善に結び付けられる

ようなシステムが整備され，有効に運営されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 外部評価委員からの改善事項について早急な改善と検討を行っており，校長のリーダーシップの下，

対応策を各種委員会で速やかに検討し，実施する体制になっている。 

 

 （改善を要する点） 

 個々の懸案事項に対して各種委員会は，十分機能しているが，各委員会を有機的に連携し，学校全

体として企画立案する機能がやや弱く，総合的企画立案力を強化する必要がある。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 ３主事は，分掌事項を処理し，校長を補佐している。管理運営に関する学校運営委員会，教員会

議，専攻科運営委員会及び各種委員会の役割が明確であり，効果的に機能している。 

 事務組織についても規則に則り事務を司っており，学校の円滑な運営に貢献している。 

 さらに５年毎に自己点検評価を行い，外部評価委員会を開催しており，評価結果を広く公表し，

速やかな改善に努力し，実行している。このように，外部有識者の意見を管理運営にフィードバッ

クする体制が整い有効に運営されている。 
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